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日本植物生理学会1996年度年会

および

第36回シンポジウム

シンポジウム

1. Improvement of Proteins Involved in Photosynthesis 

and Regulation of Expression of Their Genes 

(NEDO/RITE Super-Rubisco Program共催)

ll.器官・組織・細胞形態の構築制御

(重点領域研究「植物ホルモン機構Jr植物器官プラン」共催)

m. The U se of Mutants in the Study of Photoreception 

and Signal Transduction in Plants and Microorganisms 

N. Cellulose Biosynthesis-There is Light at the End 

of the Tunnel ! 

v.ジャスモン酸:生理学から分子生物学へ

会期:1996年3月27日(水)'"'"' 3月29日(金)

会場:鹿児島大学郡元キャンパス

教養部，理学部，稲盛会館

日本植物生理学会
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1.パルセスイン鹿児島

2. ステーションホテルニューカゴシマ

3.鹿児島東急イン

4. ホテノレタイセイアネックス

5. かごしま林田ホテル

6. チサンホテル鹿児島

7. レクストンイン鹿児島

8.サンロイヤルホテル

9.鹿児島東急ホテル
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A，8，C，O，E，F，K・大会本部(教養部 1号棟)

| 法文明 図書館 U L 
G，H，I，J会場 一一占』

シンポジウム会場

=~ 

L，M会場 』

関連会議場ー-

4階

E会場 D会場
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3階 H会場

2階 l会場

3階 J会場

⑧ シンポジウム会場 』

(稲盛会館) 一ー

口

f
-

入

1
一
階

-

唱

E
A

4
2
7
 

国
貝
初

会
委
男

員
行
拐

委
実
句

集
集
一

編
編
一

入口
惨ー

常任評議員会
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L，M会場・関連会議場(理学部棟)

5 



口交通のご案内

1)鹿児島市内までは……

(1) 飛行機を利用する場合

鹿児島空港から鹿児島市街地までは，空港リムジンパス(10分おきに運行)を御利用くださL、。市内まで

約50分，料金は1，200円です。市内に入りますと，吉野，朝日通り，天文館，西鹿児島駅構内(または駅前の

日生ピル)，鴨池港に停車します。

(2) ]Rを利用する場合

西鹿児島駅で下車となります。表口に出ると桜島が望めます。

2)市内から会場(鹿児島大学郡元キャンパス)までは....

(1) 市電を利用する場合

西鹿児島駅あるいは天文館近辺に宿泊する方は，市電2番系統(郡元行き)が便利です。料金は160円です。

工学部前あるいは唐湊(とそ)で下車し，工学部門より入れば，すぐ稲盛会館です。教養部・理学部の会場

へは，桜島に向かつて広い道路(大学道路)に沿って歩き，図書館の門からお入り下さL、。市電 1番系統(谷

山行き)を利用する場合は，騎射場(きしゃば)で下車，徒歩15分位です。料金は同じく 160円です。

(2) パスを利用する場合

西鹿児島駅あるいは天文館近辺に宿泊する方は，市バス10番線(鴨池港行き)， 11番線(三和町行き)も利

用できます。法文学部前で下車し，道路を渡ると教養部会場です。料金は170円です。天文館近辺に宿泊する

方は， 10番・ 11番以外にも市バス15番(紫原行き・普通)， 17番(広木農協行き)， 18番(大学病院経由桜ケ

丘行き)，鹿児島交通の動物園行きが利用できます。何れも騎射場で下車，徒歩15分位となります。

(3) タクシーは，市中心部より会場まで1，000円程度です。

3)懇親会会場(城山観光木テル)へは一...

受賞講演後に懇親会会場までの送迎パスを用意致しますのでご利用下さい。タクシーを利用される方は，市内

中心部より 1，000円程度です。

4)航空券等について

会場内に JTBのブースを設けております。航空券の予約変更，観光案内などお気軽にご相談ください。

5)駐車場について

大学構内には十分な駐車スペースがありません。車でのお越しは御遠慮下さい。

口参加登録受付

1) A~F 会場の建物(教養部 l 号棟) 1階ロビーで， 27日午前8:30より参加登録の受付を始めます。

2)すでに参加申込をされている方は「予約参加受付Jで講演要旨と名札をお受け取りください。

3) まだ，参加申込をされていない方(参加費を納入されていない方)は， I当日参加受付」で手続きをお取り下

さL、。

4)会場内では常時，名札をご着用下さい。

口クローク

教養部 1号棟2階， K会場の近くにクロークを開設します。お預りする時間帯は次の通りです。

3月27日 8: 30~18 : 00 
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3月28日 8: 00~18 : 00 

3月29日 8: 00~13 : 00 

夜間は管理できませんので 2日にわたるお預かりは致しません。預けたお荷物は必ずその日の中にお受け取

り下さい。

口講演発表される方へ

日本植物生理学会会則第4条 2項により，年会の研究

発表の演者は本学会の会員に限ることと定められていま

す。したがって，演者が本会に未加入の場合は，発表に

先だって学会本部にて入会手続きをお取りいただくよう

お願いします。

1)スライドは 35mm半Ijの通常のものに限ります。スラ

イド枠には下図のようにマークし，講演番号，演者

氏名，総枚数，映写順序をお書き下さい。

2)ご講演の30分前までに各会場入り口の「スライド受

総枚数映写順序 赤くマークする

1・|
8 -3 

E ・ ~I .:J

付」にて，各自でスライ山ダーにスライドを入 L講演番号 演者氏名

れて下さい。

3)一つ前の講演が始まるときには「次演者席」に着席してください。

4)一般講演は講演時間12分，討論時間 3分です。講演開始後10分後に第一鈴， 12分後に第二鈴(講演時間終了)

15分後に第三鈴の順に時間経過をお知らせします。座長の指示に従い，時聞を厳守して下さるようお願いし

ます。

5) シンポジウム会場 (S)ではスライドプロジェクターの他に OHPを用意しておりますので，ご使用になる方は

スライド受付の際に予めその旨を係員にお知らせ下さい。

6)講演終了後，その日の中にスライド受付にてスライドをお受け取り下さい。

口年会参加者への連絡方法

1)会期中 (26 日 ~29 日)，年会本部へのお問い合わせや年会参加者への伝言には下記の電話または Faxをお使い

下さい。

Tel 030-01-55242 (年会本部内設置)

Fax 099-285-8172 (理学部生物学科気付)

2)年会本部で、受け取った伝言は教養部 l号棟受付ロビー付近の「伝言板」に掲示します。会場内での呼び出し

は致しません。

3)また， I伝言板Jは年会参加者相互の連絡にも自由にご利用下さい。

口年会およびシンポジウムについてのお問い合わせ

3月26日までの年会およびシンポジウムについてのお問い合わせは下記にお願いします。

干890鹿児島市郡元1-21-35

鹿児島大学理学部生物学科
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JSPp準備委員会総務係(阿部，内海)

Te1 099-285-8163， 8165 Fax 099-285-8172 

口関連会議

学会賞選考委員会 3月26日(火)

(大会前日)

編集実行委員会 3月26日(火)

(大会前日)

編集委員 会 3月26日(火)

(大会前日)

常任評議委員会 3月27日(水)

評 議 員 メz包z 3月27日(水)

総 ~ 玄 3月28日(木)

口懇親会

日時 3月28日(木 18: 45~ 

場 所:城山観光ホテル

鹿児島市新照院町4-1-1

Te1 099-224-2211 

14 : 00~15 : 00 

15 : 30~16 : 30 

17 : 00~21 : 00 

12 : 00~13 : 00 

18 : 00~21 : 00 

12 : 00~13 : 00 

理学部生物学科セミナ一室

理学部会議室

理学部会議室

理学部生物学科セミナ一室

L会場(理学部棟2階)

K会場(教養部 l号棟)

受賞講演後に懇親会会場までの送迎パスを用意致しますのでご利用下さい。

口関連集会 第 1日 3 月 27 日(水)午後 6 時~ M 会場(理学部棟2階)

「植物生理若い研究者の会」
オーガナイザー 中島信美(国立環境研)

18 : 00 はじめに

18 : 05 シロイヌナズナを用いた種子休眠の遺伝学的解析

南原英司(北海道大・農)

18 : 50 葉緑体核様体中の新規 DNA結合タンパク質・ CND41の構造と機能

中野雄司(理研・植物機能・基礎科学特別研究員)

19 : 35 おわりに

19 : 50 親睦会
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口授賞式・受賞講演

〔授賞式〕

16 : 30 

〔受賞講演〕

第 2日 3月28日(木)16: 30~ 17 : 45 S会場(稲盛会館)

選考経過報告

賞状授与

日本植物生理学会奨励賞

16 : 45 園部 誠司(姫路工業大学・理学部・生命科学科)

タバコ培養細胞 BY-2における植物細胞骨格実験系の開発

17 : 05 徳富(宮尾)光恵 (農林水産省・農業生物資源研究所)

光合成光化学系E複合体の構造と機能の解析

日本植物生理学会論文賞

17:25 JII口正代司(東京大学・教養学部・基礎科学科)

カラタチの果実におけるインドールアセトアミドを経由する

オーキシン生合成経路の存在

一受賞論文一←

Masayoshi Kawaguchi， Shozo Fujioka， Akira Sakurai， 

Y oshikazu T. Yamaki and Kunihiko Syono 

Presence of a pathway for the biosynthesis of auxin via 

indole-3・acetamidein trifoliata orange. 

Plant Cell Physiol. 34 (1) : 121-128 (1993) 
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日程表

会場 第一日 (27日)午前 第一日 (27日 ) 午 後 第二日 (28日)午前

8:30 9:30 10:45 12:00 13:00 15: 15 17:30 8:30 10:45 12:00 

官夏
Sシンポジウム シンポジウム I シンポジウム II シンポジウム III

A物質・情報変換 1aA01- 1pA01・ 1pA09・ 2aA01- 2aA09-

B光合成1 1aB01・ 1aB05・ 1pB01・ 1pB09- 2aB01- 2aB09-

C光合成2・窒素代謝 1aC01- 1aC05- 1pC01・ 1pC09・ 2aC01- 2aC09-

D環境応答1 1aD01- 1aD05・ 1pD01- 1pD09・ 2aD01- 2aD09-

E環境応答2 1aE01- 1aE05・ 1pE01・ 1pE08・ 2aE01- 2aE09-

F遺伝子構造・機能 1aF01- 1aF05・ 1pF01・ 1pF09- 2aF01- 2aF09-

G オルガネラ・生体膜 1aG01- 1aG05・ 1pG01・ 1pG08・ 2aG01・ 2aG09-

H介化・形態形成 1aH01- 1aH05・ 1pH01・ 1pH09・ 2aH01-

I細胞形態・加齢 1a101- 1p101- 1pl09・ 2a101-

J成長制御 1aJ01- 1臥101- 1臥109- 2aJ01-

E 

8:30 9・30 10:45 12 :00 13 :00 15・15 17:30 8:30 10:45 

シンポジウム・一般講演各セッションのキーワード表

Sシンポジウム photosynthesis 形態構築機構 photoreceptitm 

sigi1al transduction 

A物質・情報変換 織物ホJレモンイ党総 量豊島策 事書重富鶴達書事繁 情報鐙濠 情報伝達

画事索 遺伝子

B光合成1 光化学系 I 光化学糸口 光化学系rr 光化学系日 光化学系II

光化学系II

C光合成2・窒素代謝 蜜紫i-t謝 炭織問イt 炭殻肉化 炭酸悶化 らん灘

量産繁代謝 らん藻 光合成細菌

D環境応答1 傷害 傷害 書考察?暴投1金 終審総統a除 濃度応答 i鼠度障害

E環境応答2 水分・浸透A 議派トレス 犠ストレス 重量繁代謝 イオン・金属

求ストレス 5援紫イ党総 イオン・余震

F遺伝子構造・機能 滋伝子構造 遺伝子構途 遺伝子発貌 遺伝子発玉県 遺伝子発現

GオJレガネラ・生体膜 脂質 生体緩 オルガネラ オJレガネラ 主主体緩 締喜怒内輸送

イオン鈴送

H分化・形態形成 き民繍著書官 穂子形成・休際光形態形成 紘織機嫌 総被安子化

光形態形互支 総鈎幸子化ζ 形態形成

I細胞形態・加齢 紛胞費量 鰍~獲 加鯵・老化 細鞄重喜一

総胞死

J成長制御 織物ホjレモン 織物ホルモン 被物ホルモン 民主義建議御 植物ホルモン

機物ホルモン
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日 程 表

第二日 (28日)午後 第三日 (29日)午前

13:00 15:15 16:30 18:45 8:30 9:45 12:00 

シンポジウム N シンポジウム V Sシンポジウム

2pA01・ 3aA01- A物質・情報変換

2pB01・ 2pB09・ 3aB01- 3aB05・ B光合成1

2pC01- 2pC09・ 3aC01- 3aC05- C光合成2・窒素代謝

2pD01- 2pD09・ 懇 3aD01- 3aD05・ D環境応答1

2pE08- 親 3aE01- 3aE05・ E環境応答2

2pF09- dz』z 3aF01- 3aF05・ F遺伝子構造・機能

2pG08・ 3aG01- Gオルガネラ・生体膜

2pH09- 3aH01- H介化・形態形成

2pl09・ 3a101- 3a105- I細胞形態・加齢

2凶09・ 3aJ01- 3aJ05・ J成長制御

K 

13:00 15: 15 16:30 18:45 8:30 9:45 12:00 

シンポジウム・一般講演各セッションのキーワード表

…ジャスモン護費 SシンポジウムC母lIulose

f湾報伝途

病警察抵抗後

樹伴森口

敏子{云濠

らん宣車

光会議級菌

光応答

き駐車勤時計 A 物質・情報変換性

菌

藻
威
一
然
問

、
ん
会
一
応

ら
光
一
光

水分解 米合成務費量 ζ B光合成1

襲畿費素善発E生;仁竹川山………i竹川山…i竹川山i竹川i竹i

瓦瓦γ らん藻 C光合成舵2'窒素代謝

光食成紹還光合成細菌

光応答 i 光応答 D環境応答1

遺伝子発想亀i 遺伝子発現
……ケ榊

同
一
肝

ス
章
一
昨
一
湯

ト

子
光

僻

E環境応答2

F遺伝子構造・機能

送
波
ι

山一

齢
期
総
〕
成

ン

ニ

形

オ
級
一
総

イ
級
一
由
形 成跡形

養
一
織
?
の
向
。

娘
一
一
務

代謝 Gオルガネラ・生体膜

形態若手成 形意義務車窓 H分化・形態形成

線総j穏期 務総骨格

細胞分裂

植物iI¥Jレモン 成長抑制物質

成長促進物質

事密施骨格 I細胞形態・加齢

i 繍胞骨格

キ獲物ホルモン J成長制御

F樹立・ 2伝費量制御物質
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シンポジウム I 第 1日 3月27日(水)9: 30--12 : 30 S会場(稲盛会館)

Improvement of Proteins Involved in Photosynthesis 
and Regulation of Expression of Their Genes 

(NEDO/RITE Super-Rubisco Program共催)

オーガナイザー 小林裕和(静岡県大・基生研)

横田明穂 (RITE)

9 : 30 Introductory remarks Hirokazu Kobayashi (U niversity of Shizuoka) 

Session 1 Protein designing and in vitro mutagenesis 

Chair; Kimiyuki Satoh (Okayama University) 

and Teruo Ogawa (Nagoya University) 

9 : 35 1aS1 A strategy to create Super-Rubisco: Study on structure-function relationship in 

fallover of Rubisc。
Akiho Yokota1 and Yasushi Kai2 (1RITE and 20saka University) 

10 : 05 1aS2 Functional analysis of PEP carboxylase by site-directed mutagenesis and struc-

tural features of a heat-stable enzyme 

Katsura Izui (Kyoto University) 

10 : 30 1aS3 A powerful strategy with in vitro random mutagenesis of genes and subsequent 

selection of their transformants: Its application to conferring photo-tolerance 

on D 1 protein 

Hirokazu KobayashiL2， Yoshihiro Narusaka2 and Kimiyuki Satoh2，3 

(1University of Shizuoka， 2National Institute for Basic Biology and 

30kayama University) 

Session 11 Regulation of gene expression 

Chair; Shigetoh Miyachi 

(Marine Biotechnology Institute) 

10 : 55 1aS4 Cyanobacterial mutants impaired in ability to grow under changing CO2 concen-

tration 

Michal Ronen-Tarazi， David Bon五1，Judy Lieman-Hurwitz and 

Aaron Kaplan (The Hebrew University) 
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11 : 20 laS5 How is the expression of ribulose bisphosphate carboxylase controlled ? 

Lawrence Bogorad， Steven R. Rodermel， Jean Haley and Marc Purcell 

(Harvard University) 

11 : 45 laS6 Abolish feedback repression of photosynthetic gene expression by sugar sensor 

manipulation 

Session 111 Gene resources 

Jyan-Chyun Jang and Jen Sheen (Harvard Medical School) 

Chair; Tadashi Matsunaga (Tokyo University 

of Agriculture and Technology) 

12 : 10 laS7 Marine organisms as gene resources 

EIisato Ikemoto and Shigetoh Miyachi 

(Marine Biotechnology Institute) 

12 : 25 General discussion and conc1uding remarks 

Aaron Kaplan (The Hebrew University) 
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シンポジウム 11 第 1日 3月27日(水)13: OO~ 17 : 15 S会場(稲盛会館)

器官・組織・細胞形態の構築制御
(重点領域研究「植物ホルモン機構Jr植物器官プラン」共催)

オーガナイザー 柴岡弘郎(大阪大・理)

13 : 00 はじめに 今関英雅(日本たばこ・遺伝育種研)

座長柴岡弘郎(大阪大・理)

13 : 10 1pS1 植物徴小管の機能制御とキネシン様モーター蛋白質

浅田哲弘(大阪大・理)

13 : 45 1pS2 植物の成長制御におけるエンド型キシログルカン転移酵素遺伝子群 (EXGTs)

の役割 西谷和彦(鹿児島大・教養)

14 : 20 1pS3 増殖と細胞構築の接点 長田敏行(東京大・院・理)

14 : 55 ブレイク

座長 町田泰則(名古屋大・理・生物)

15 : 15 1pS4 植物の器官形成に関与するジンクフィンガ一転写調節因子の逆行性遺伝学的

機能解析

高辻博志，小林 晃，坂本綾子(農水省・生物研)

15 : 50 1pS5 タバコホメオボックス遺伝子の細胞特異的発現と形態形成との関わり

玉置雅紀，佐藤豊，松岡信(名古屋大・生物分子応答)

16 : 25 1pS6 根における細胞分化の制御機構

岡田清孝，和田拓治，小山時隆，久保深雪，橘達彦，

宇佐美隆二，石黒澄衛(京都大・院・理)

17 : 00 おわりに 中村研三(名古屋大・農)

14 



シンポジウム 111 第2日 3月28日(木)9: 00---12 : 00 S会場(稲盛会館)

The Use of Mutants in the Study of Photoreception 
and Signal Transduction in Plants and Microorganisms 

オーガナイザー 渡辺正勝(基生研)

長谷あきら(東京大・遺伝子)

大森正之(東京大・教養)

Chair; Akira Nagatani (Mol. Gen. Res. Lab.， Univ. Tokyo) 

9 : 00 2aS1 Different photoperception and gene expression for di妊erentphytochromes 

Masaki Furuya， Norihito Kuno， Takamichi Muramatsu1 

(Hitachi Advanced Res. Lab， lHitachi DECO) 

9 : 30 2aS2 Two dominant photomorphogenic mutations of Arabido.ρsis thaUα仰 identi白ed

as suppressor mutations of HY2 

Byung Chu1 Kim1， Moon Soo Soh1， Bong Joong Kang1， Masaki Furuya2 

and Hong Gil Nam1，3 (lDept. Life Sci.， Pohang Univ. Sci. Technol.， 

2Adv. Res. Lab.， Hitachi Ltd.， 3Plant Mol. Biol. Biotech. Res. Center) 

Chair; Masakatsu羽Tatanabe(Natl. Inst. Basic Biol.) 

10 : 00 2aS3 U se of blind mutant strains and chromophore analogs for rhodopsin 

photosystems of halobacteria and Chlamydomonas 

Tetsuo Takahashi 

(School of Materials Sci.， Japan Adv. Inst. Sci/Tech) 

10 : 30 2aS4 DNA insertional mutation for the analysis of physiological events in 

Chlamydomonas reinhardtii 

Kazuichi Y oshida， Hisashi Ito， Ayumi Tanaka 

(Dept. Bot.， Fac. Sci.， Kyoto Univ.) 

Chair; Masayuki Ohmori (Dept. Life Sci.， Grad. 

School Arts and Sci.， Univ. Tokyo) 

11 : 00 2aS5 Circadian photobiology of photosynthetic organisms 

Carl H. Johnson (Dept. Biol.， Vanderbilt Univ.) 

11 : 30 General discussion 
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シンポジウム IV 第 2日 3月28日(木) 13: 00----16 : 00 S会場(稲盛会館)

13 : 00 

Cellulose Biosynthesis 
- There is Light at the End of the Tunnel ! 

Opening remarks 

Organizer: Naoki Sakurai (Hiroshima University) 

Takahisa Hayashi (Kyoto University) 

Takahisa Hayashi (Kyoto University) 

Chair; Takao Itoh (Kyoto University) 

13 : 05 2pS1 A search for catalytic and regulatory components in eukaryotic cellulose 

biosynthesis 

Ma1colm R. Brown， Jr. (University of Texas) 

Chair; Kazuhiko Nishitani (Kagoshima University) 

13 : 45 2pS2 Tubulin-containing granules in the plasma membranes of azuki bean epicotyls 

and their relationship to the synthesis of s-glucan 

Koichi Mizuno (Osaka University) 

Chair; Takayuki Hoson (Osaka City University) 

14 : 25 2pS3 Subunit composition of cellulose and callose synthase complexes in cotton 

fibers 

Deborah P. Delmer (Hebrew University) 

Chair; Akira Watanabe (Tokyo University) 

15 : 05 2pS4 Analysis of barley mutants with less cellulose production 

Naoki Sakurai (Hiroshima University) 

15 : 45 General Discussion Takahisa Hayashi (Kyoto University) 
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シンポジウム V 第3日 3月29日(金)8: 30~ 12 : 00 S会場(稲盛会館)

ジャスモン酸:生理学から分子生物学へ

オーガナイザー 柴田大輔(三井業際植物パイオ研)

上回純一(大阪府大・総合)

8 : 30 はじめに一一現在に至るジャスモン酸研究の流れ

上田純一(大阪府大・総合)

座長上田純一(大阪府大・総合)

8 : 45 3aSl 植物の茎成長制御とジャスモン酸

宮本健助(大阪府大・総合)

9 : 15 3aS2 形態制御とジャスモン酸

幸田泰則l，高橋淳2，喜久田嘉郎1(1北海道大・農北海道薬大)

9 : 45 3aS3 ジャスモン酸の定性定量分析

山根久和(東京大・生物工学センター)

座長柴田大輔(三井業際植物パイオ研)

10 : 15 3aS4 ジャスモン酸により誘導される遺伝子とその誘導機構の解析

太田啓之l，鈴木玄樹l，加藤友彦三柴田大輔2，増田健l，塩井祐三l，

高官建一郎1(1東工大・生命理工三井業際植物バイオ研)

10 : 45 3aS5 遺伝子発現でみたタパコ BY-2細胞のジャスモン酸に対する初期応答

中村研三，今西俊介，村本伸彦，小島久恵(名古屋大・農)

11 : 15 3aS6 病傷害ストレス応答とジャスモン酸

大橋祐子l，瀬尾茂美l，佐野浩2(1農水省・生物研奈良先端大)

11 : 45 おわりに一一これからのジャスモン酸研究の方向性一一

柴田大輔(三井業際植物バイオ研)
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A会場物質・情報変換

第 1日(3月27日)午前

9:30 laAOl 

9:45 laA02 

10:00 laA03 

10・15 laA04 

10:30 

10:45 laA05 

11:00 laA06 

11:15 laA07 

11:30 laA08 

11:45 laA09 

エンドウおよびアベナ幼芽のトリプトファンからトリプトアミン，インドールアセトアノレデヒドそして

lAAへの経路

平沢栄次，吉田泉， M. A. Awal Howlader，重友恵子，永山烈(大阪市大・理・生物)

Rhizocfonia属菌による lAA産生とその生合成経路について

古)11聡子，古賀仁一郎1，足立桑1，岸圏平，庄野邦彦2 (都立立川短大明治製菓・生物科学研，

2東京大・教養・生命)

日長と [2_14C]ジャスモン酸の代謝移動

吉原照彦，大森史裕，市原秋民(北海道大・農・生物機能化学)

ジャスモン酸メチルにより発現が誘導されるシトクロム P450cDNAの単離

休憩

鈴木玄樹，太田啓之，加藤友彦1，柴田大輔1，増田建，塩井祐三，高官建一郎(東京工大・生命理

工・生体機構三井業際植物バイオ研)

キュウリ実生リポキシゲナーゼの多様性

松井健二，西岡美晴，田淵豊，梶原忠彦，長谷俊治1 (山口大・農・応生化大阪大・蛋白研)

ステビア植物での HMG-CoAレダクターゼ活性とステビオール合成酵素の特性

金勤王基，柴田均，山下寛，津嘉弘(島根大・生物資源科学)

抗菌性タパコオスモチン様タンパク質 (OLP)の結晶化

小岩尚志，加藤博章1，中津亨1，西岡孝明1，小田順ーに山田康之に佐藤文彦(京都大・農・農化，

l京都大・化研奈良先端大・バイオサイエンス)

オオムギの細胞質リボソーム蛋白質の解析

牧泰史，和田明1，田中歩(京都大・理・植物京都大・理・物理)

リン酸飢餓状態下で、誘導される SPiroderaoligorrhizaの低分子量ホスファターゼの精製と性質

一瀬信敏1，2，津田美智子2，石川鍍1，奥山英登志1.2 (1北海道大・院・地球環境工技院・北海道

工技研)

第 1日 (3月27日)午後

13:00 IpAOl リボース ビスリン酸イソメラーゼの機能解析

毛利宏，山下寛，津嘉弘，柴田均(島根大・生物資源科学)

13:15 IpA02 単細胞性紅藻 POゆhyridium仰 rtureum炭酸脱水酵素ポリペプチドに二つ存在する活性部位のいずれかを破

壊した変異酵素の CA活性

三橋敏，蔵野憲秀，宮地重遠(海洋パイオテクノロジー研・釜石研)

13:30 lpA03 SDSにより活性化されるトウモロコシ成葉・プロテアーゼの SDSによる活性発現と安定性に及ぼす影響

山田隆文，太凹啓之，増田建，塩井祐三，高官建一郎(東京工大・生命理工)

13:45 IpA04 キュウリ緑葉中に発現するプロテアーゼの精製

山内靖雄，大西道人1，杉本敏男1，末吉邦1，王子善清1 (神戸大・自然科学神戸大・農・生物環

境制御)

14:00 IpA05 イネ・カタラーゼ CatA，CatB， CatC遺伝子のストレス応答

肥後健一，肥後ひろみ(農水省・生物資源研)

14:15 lpA06 アスコルビン酸ベノレオキシダーゼのカタラーゼ様活性

尼子克己，浅田浩二1 (大阪府大・農・応用生物化学京都大・食研)

14:30 IpA07 オオムギ糊粉層ヌグレアーゼ cDNAの単離

青柳滋美1，杉山宗隆1，福田裕穂1.2 (1東北大・院・理・生物東京大・理・植物園)

14:45 IpA08 ニセアカシア内樹皮レクチンの 29kDaサブ、ユニットをコードする遺伝子の単離

吉田和正(農水省・森林総研)

15:00 休憩
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A会場物質・情報変換

15:15 1pA09 スクロース:スクロースフルクトシノレトランスフエラーゼ (SST)とs-フノレクトフラノシダーゼのアミノ酸

配列の相向性について

伊勢島エリザ美智子，藤野介延，喜久田嘉郎(北海道大・農・作物生理)

15:30 1pA10 ノミレイショ塊茎 (Solanumtuberosum L. cv. Brodick)由来 ATP依存型ホスホフノレクトキナーゼをコードする

cDNAの単離と解析

15:45 1pA11 

16:00 1pA12 

16:15 1pA13 

16:30 1pA14 

16:45 1pA15 

17:00 1pA16 

日吉徹， Huw R. Tyson， Anthony J. Page， Nicho1as J. Kruger1， Brian J. Forde (ロザムステッド試

験場・生理生化学部オックスフォード大・植物科学部)

イネショ糖燐酸合成酵素のクローニングおよび発現パターンの解析

徳楽清孝，穴井豊昭，長谷川宏可，久島繁(筑波大・応、生化)

イネ種子 αーアミラーゼ/ズブチリシンインヒビターの遺伝子構造解析

山崎照之，赤松佳代子，山形裕土，岩崎照雄(神戸大・農・生物機能化学)

倍数性の異なるコムギ未熟種子の DNA量に基づく Wx遺伝子数に対応する Wxタンパクの量とその酵素活

性の変異の再評価

藤田直子，和田野晃1，平知明(大阪府立大・農・応用植物科学大阪府立大・応用生物化学)

イネ飢Z遺伝子座に存在する 2つの対立遺伝子 (Wxa，Wxb)の発現制御の解析

平野博之，永ロ貢(国立遺伝研)

イネ)jf乳デンプンミュータント，シュガリーの解析と Starchdebranching enzymes (DE)の性質

中村保典，久保亜希子1，原田久也1，中北真紀子，松田智明2，島宗知行人高橋一典2，佐藤光3

(農水省・生物研千葉大・園芸茨城大・農九州大・農)

サツマイモのデンプン合成酵素遺伝子のクローニング

瀬戸山愛子，内海俊樹，阿部美紀子，東四郎(鹿児島大・理・生物)

第2日(3月28日)午前

8:30 2aA01 エンドウ原形質膜画分から分離したコンカナパリン A結合蛋白質複合体

豊田和弘，杉本恵，一瀬勇規，山田哲治，白石友紀(岡山大・農)

8:45 2aA02 ニセアカシア樹皮レクチンの糖鎖認識における Asp87，Phe130， Arg131の機能

西日満，田崎清，吉田和正，角園敏郎(農水省・森林総研)

9:00 2aA03 イネ培養細胞の原形質膜に存在するキチンオリゴ糖エリシター結合タンパタ質の可溶化と精製

賀来華江，伊藤ユキ，渋谷直人(農水省・生物研)

9:15 2aA04 N-アセチノレキトオリゴ糖に応答するイネ遺伝子の活性化機構

9:30 2aA05 

9:45 2aA06 

10:00 2aA07 

10:15 2aA08 

10:30 

10:45 2aA09 

11:00 2aA10 

11:15 2aA11 

賀道耀，渋谷直人，南栄一(農水省・農業生物資源研)

シロイヌナズナ MAPkinase cascadesの解析(1)

溝口剛1，Peter Morris2，入江賢児3，市村和也1，4，松本邦弘3，Jerome Giraudat2，篠崎一雄1(1理

研・植物分子， 2Inst. Sci. Vegeta1es， CNRS， France， 3名古屋大・分子生物筑波大・生物)

シロイヌナズナ MAPKK関連遺伝子の解析

市村和也1.2，溝口剛2，Peter Morris3， Jerome Giraudat3，篠崎一雄2(1筑波大・生物科学理研

・植物分子， 3Inst. Sci. Vegeta1es， CNRS， France) 

イネの SNF1様プロテインキナーゼ

鐘ケ江弘美，菊池尚志，船附秀行1，高野誠(農水省・農業生物資源研北海道農業試験場)

トウモロコシの Ca2+依存性プロテインキナーゼ (CDPK)cDNAの単離および遺伝子産物の解析

休憩

西{康雄介，古本強， Jen Sheen1，畑信吾，泉井桂(京都大・農・農生， lMassachusetts Genera1 

Hospital) 

ゼンマイ胞子葉緑体におけるチラコイド膜プロテインキナーゼ PK68の性質

蒲池浩之，森井環，井上弘(富山大・理・環境)

タバコプロテインキナーゼ NPK5は HMG-CoAリダクターゼを Pン酸化するか?

村中俊哉，大江田憲治，町田泰則1 (住友化学・生命研名古屋大・理・生物)

イネカノレス細胞再分化過程に関与するリン酸化蛋白質の解析

小松節子，浜田徹，苅部英寿，阿部啓輔(農水省・生物研)
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A会場物質・情報変換

11:30 2aA12 CK-IIによってリン酸化される葉緑体 DNA結合性 56kDa po1ypeptide (p56)の生理機能に関する解析

金勝一樹，道家建二郎，船山学1，中村崇裕1，大槻健蔵1 (北里大・一般教育・生物北里大・衛

生・遺伝生化学)

第 2日 (3月28日)午後

13:00 2pA01 

13:15 2pA02 

13:30 2pA03 

13:45 2pA04 

14:00 2pA05 

14:15 2pA06 

イネの三量体 G蛋白質 Pサブユニットの cDNAクローニング

石川敷司，岩崎行玄，旭正(福井県立大・生物資源)

イネ 3量体 G蛋白質日サブユニットの解析

岩崎行玄，石川敦司，旭正(福井県立大・生物資源)

人為的誘導系を用いたプロテインフォスファターゼの機能解析

青木幹雄，青山卓史，岡穆宏(京都大・化研)

アカパンカビ生物時計の光による位相変化過程でのカルシウムの関与

定金豊，片桐敏，中島秀明(岡山大・理・生物)

イネの耐冷性とカフェイン感受性 Ca2+チャネルの関係

北川良親， Nirma1 Joshee，吉崎克明1 (秋田農短大・生物工学研秋田医療短大)

イネいもち病抵抗性遺伝子 Pi-b，Piーがの BACライブラリーによるフィジカノレマッピング

川崎信二， K. Rybka，中村信吾，秋山康紀，佐々木典子安東郁男(農水省・生物研農研セン

ター)

14:30 2pA07 一酸化窒素 (NO)によるジャガイモファイトアレキシン生成誘導

14:45 2pA08 

15:00 

15:15 2pA09 

15:30 2pA10 

15:45 2pA11 

16:00 2pA12 

16:15 2pA13 

則武智哉，川北一人，道家紀志(名古屋大・農・植物病理)

オオムギの全身獲得抵抗性 (SAR) グラミンの関与について一一

松尾広信，谷口久美子，平本忠浩，一瀬勇規，山田哲治，白石友紀(岡山大・農)

休憩

抗菌性ペプチドを融合タンパタ質として植物に生産させる試み

光原一朗1，大島正弘1，岡本雅次2，村上高1，沢野定憲1，3，松古浩樹1，3，後藤洋子1，加来久敏1，

名取俊二七大橋祐子1(1農水省・生物研東亜合成筑波研岐阜農セ東京大・薬)

根粒菌感染初期に宿主植物に及ぼす菌体 perip1asma物質の影響

山下広哲，阿部美紀子，内海俊樹，東四郎(鹿児島大・理・生物)

根粒器官形成過程において異常を示すミヤコグサ菌 Rhizobiumlotiの菌体外多糖欠損変異株の単離と解析

今泉(安楽)温子1，)11口正代司1，赤尾勝一郎2，庄野邦彦1 (1東京大・教養農業生物資源研)

培養根粒菌およびマメ科植物の器官における c-AMP

岡村昌道1，米山忠克1.2，大森正之3，藤原伸介4 (1筑波大・応生系農業研究センター東京大・

教養・生物四国農業試験場)

エンドウ根粒におけるホスホエノーノレヒりレビン酸カノレボキシラーゼの活性調節

菅沼教生，岡田康志，鳥山可菜子，金山喜則1 (愛知教育大・生命科学名古屋大・農)

第3日 (3月29日)午前

8:30 3aA01 藍色細菌 Synechoのstissp. PCC 6803の Clock-controlledgenesの解析

青木摂之，近藤孝男，石浦正寛(名古屋大・理・生物)

8:45 3aA02 藍色細菌の生物時計遺伝子群の同定

岩崎秀雄1，2，近藤孝男2，沓名仲介2，青木摂之2 Carol Andersson3， Susan S. Golden3，石浦正寛2

(1名古屋大・院・人間情報名古屋大・理・生物， 3Texas A&M大・生物)

9:00 3aA03 藍色細菌めmechococ<αtssp. PCC7942の生物時計オベロンの発現の解析

沓名伸介，近藤孝男，岩崎秀雄，青木摂之，石浦正寛(名古屋大・理・生物)

9:15 3aA04 アカパンカビの硫黄代謝変異株の概日性リズムの性質

小内清，秋山正志，中島秀明(岡山大・理・生物)
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B会場光合成 1

第 1日(3月27日)午前

9・30 laBOl 

9:45 laB02 

10:00 laB03 

10:15 laB04 

10:30 

10:45 laB05 

11:00 laB06 

11:15 laB07 

11:30 laB08 

緑色硫黄細菌 Chlorobiumの反応中心.クロロフィル-670の役割

岩城雅代，伊藤繁，大岡宏造1，亀井正一郎1，松原央1 (基生研大阪大・理・生物)

緑色イオウ細菌クロロピウムの光化学反応中心:(PscAlcytochrome C551h複合体の電荷分離

大岡宏造1，角谷佐紀1，亀井正一郎1，松原央2，岩城雅代3，伊藤繁3 (1大阪大・理・生物岡山理

科大・理・生化基生研)

緑色硫黄細菌 Chlorobiumの反応中心:キノンは存在するか?

伊藤繁，岩城雅代，大岡宏造1，亀井正一郎1，松原央1 (基生研大阪大・理・生物)

光還元される Fe-Sセンターを有する Heliobacillusmobilisの光化学反応中心複合体

休憩

赤池光博，楠元範明1，服部明彦，桜井英博1，井上和仁(神奈川大・理・応用生物早稲田大・教

育・生物)

水銀処理によって特異的に破壊された鉄硫黄センター Bの機能的再構成条件の再検討

篠崎忠治，楠元範明1，服部明彦，桜井英博1，井上和仁(神奈川大・理・応用生物早稲田大・教

育・生物)

葉緑体にコードされた新しい系 Iサブユニット

高橋裕一郎， E. Boudreau1， M. Turmel1， J.-D. Rochaix2 (岡山大・自然科学， lLaval大・生化学，

2Geneva大・分子生物)

光化学系 I反応中心に結合した15シス一月一カロテンの検出

Grazyna Bialek-Bylka1.2，槍山哲夫3，湯本健司3，小山泰1 (1関西学院大・理ボズナン工科大，

3埼玉大・理・生化)

光化学系E酸素発生系蛋白質の集合過程

橋本晶子，山本泰， Steven M. Theg1 (岡山大・理・生物カリフォノレニア大・生物科学)

第 1日(3月27日)午後

13:00 lpBOl 光合成光阻害に伴う光化学系E蛋白質の分解，架橋および構造変化

山本泰，中谷悦子，森宏樹，張浩明1，T. Wydrzynskj1 (岡山大・理・生物， ISchool of Biol. Sci.， 

Australian National Univ.) 

13:15 lpB02 光化学系E複合体の電子線三次元構造解析

中里勝芳1，2，石川喬2，真柳浩太2，米倉功治3，豊島近久井上頼直2(1新技団さきがけ理研・光

合成科学東京工大東京大・分生研)

13・30 lpB03 光化学系E複合体チューブ状結晶の作製と構造解析

中里勝芳1，2，真柳浩太2，石川尚2，榎並勲3，井上頼直2(1新技団さきがけ理研・光合成科学，

3東京理大・理)

13:45 lpB04 シアノバクテリア Synechoりstissp. PCC 6803の新規光化学系Eタンパク質(11kDa， 13 kDa)の遺伝子のク

ローニング

加藤浩，池内昌彦(東京大・教養・生物)

14:00 lpB05 Hおよび L蛋白質(光合成光化学系E複合体)の高収量迅速精製法

手島圭三，橋本信弘，赤堀輿造(広島大・総合科学)

14:15 lpB06 ホウレンソウチラコイド膜のビオラキサンチンデエポキシダーゼの精製

桑原朋彦，高市真一1 (筑波大・生物日医大・生物)

14:30 lpB07 ユーグレナ光化学系Eの光阻害と光化学系E蛋白質の挙動

石川靖夫，山本泰1 (岡山大・自然岡山大・理・生物)

14:45 lpB08 大量発現系と再構成法を利用した PSII-Lタンパグ質 (psbL)の機能解析

小林徹，杉山立志，小津真一郎，椎名隆，豊島喜則(京都大・人間・環境学)

15:00 休憩
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B会場光合成 1

15:15 1pB09 光化学系E阻害剤 PN08によるD1タンパク質切断は光照射によりトリガーされる

中島芳浩1，2，吉田茂男2，井上頼直1，小野高明1 (1理研・光合成科学理研・植物機能)

15:30 1pB10 通過ペプチドをもった D1タンパク質の単離葉緑体への輸送と D1部分の PSIIコア複合体への組み込み

呉国江，渡辺昭(東京大・院・理・生物科学)

15:45 1pBll 活性酸素による光化学系IID1蛋白質切断の温度依存性

岡田克彦，山本直樹，街、富(宮尾)光恵(農水省・生物研)

16:00 1pB12 !J日 vitro翻訳系を用いたエンドウ D1蛋白質合成の光制御機構の解析

黒田洋詩，小橋久美子1，佐藤公行1.2 (岡山大・自然科学岡山大・理・生物基生研)

16:15 1pB13 D1-ポリベプチド cd-ヘリックス上のグルタミン酸一189における部位特異的変異体の解析

皆川純，小野高明，井上頼直， A. R. Crofts1 (理研・光合成科学， lI11inois大・生物物理)

16:30 1pB14 アスコルビン酸の光化学系Eへの電子供与

真野純一，浅田浩二(京都大・食研)

16:45 1pB15 ヤブガラシの光合成器官の熱耐性に関する研究

羅烈紅，山下貌1 (筑波大・バイオシステム筑波大・生物)

17:00 1pB16 光化学系Eでのベンゾキノン誘導体の還元反応一一 pHおよび温度依存性

岡本ゅう子，菓子野康浩，小池裕幸，佐藤和彦(姫路工大・理・生命)

第2日 (3月28日)午前

8:30 2aB01 光化学系E反応中心よりカロチノイド色素の選択的抽出とその役割

斬達也1，2，岩城雅代1，小林正美3，三室守1，伊藤繁1，佐藤公行1，2 (1基生研岡山大・理筑波

大)

8:45 2aB02 光合成アンテナ色素ケトカロテノイドの蛍光特性

三室守，山野由美子1，伊藤允好1，菊地浩人九長岡伸一3 (基生研神戸薬大日本医大・物理，

3愛媛大・理)

9:00 2aB03 光合成光化学系E光阻害初期過程における s-Carの役割

黒岩繁樹，勝原弘樹，手島圭三，赤堀輿造(広島大・総合科学)

9:15 2aB04 光合成系Eにおけるアクセサリクロロフィルの分子相互作用

野口巧，井上頼直(理研・光合成科学)

9:30 2aB05 光合成細菌Rhodobactersρhaeroidesにおける ρ悦fオベロンのトランス因子 (SPB)遺伝子近傍の塩基配列の決

定と解析

9:45 2aB06 

10:00 2aB07 

10:15 2aB08 

10:30 

10:45 2aB09 

11:00 2aBlO 

11:15 2aB11 

溝口寛，増田建，西村浩二，島田裕士1，太田啓之，塩井祐三，高宮建一郎(東京工大・生命理工，

Iキリン基盤技術研究所)

光合成細菌の DMSO還元系遺伝子の転写活性化因子

宇治家武史，山本勇，佐藤敏生(広島大・理・生物科学)

遺伝子タギングを利用したラン藻 Plectonemaboη'anumの変異導入系の構築

高橋康弘，道井貴子，明石哲行1，藤田祐一1(大阪大・理・生物大阪大・蛋白研)

好酸性細菌 Acidiphilium属における光合成遺伝子の検索

永島賢治，嶋田敬三，松浦克美，平石明1，若尾紀夫2(都立大・理・生物コニシ側環境バイオ研，

2岩手大・農・応用生物)

休憩

クロロフィノレ aとbを持つ外洋性ピコ植物プランクトンの光化学系E集光色素複合体の性質

本庄さおり，大城香(東海大・海洋・海洋科学)

ホウレンソウのジチオスレイトーノレ感受性フ.ロテアーゼのタンパク質分解活性とポリフェノーノレオキシダー

ゼ活性

相津幸子1，増田哲也1，桑原朋彦1.2 (1筑波大・バイオシステム筑波大・生物)

緑藻 ChlorocoDαtmlittoraleの光化学系Eの活性に及ぼす高 CO2ストレスの効果

岩崎郁子，蔵野憲秀，宮地重遠(側海洋バイオテクノロジー研究所・釜石研究所)
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B会場光合成 1

11:30 2aB12 セントポーリア葉の低温障害応伴う光合成失活と特異な蛍光挙動

加藤哲也，手在吉1，安田ゐう子2，林孝洋1，矢沢進1(京都大・理・植物京都大・農・花井園芸，

2京都パストウール研)

第 2日(3月初日)午後

13:00 2pBOl ラン藻砂nechococcussp. PCC 7002の酸素発生複合体の高温耐性に関与する 13・kDaタンパク質

西山佳孝1，Dmitry A. LOS1，林秀則2，村田紀夫1(1基生研愛媛大・理・化学)

13:15 2pB02 アジドラジカルによる PSII活性の阻害機構

高梨寿，真野純一，浅田浩二(京都大・食研)

13:30 2pB03 生葉での光酸素ストレスのそノデヒドロアスコルビン酸による検出

大野千品，真野純一，三宅親弘， Ulrich Heber1，浅田浩二(京都大・食研， 1Wurzburg大)

13:45 2pB04 Active oxygen and monodehydroascorbate radical production in Vicia faba leaves and isolated thylakoid 

membranes upon UV-B irradiation 

Eva Hidegl，2， Junichi Mano1， Kozi Asada1 (1Res. Inst. Food Sci.， Kyoto University， 2Inst. Plant 

Biol.， Biol. Res. Cent.， Szeged， Hungary) 

14:00 2pB05 真核・原核藻類の光化学系E量子収率制御の戦略

遠藤剛，浅田浩二(京都大・食研)

14:15 2pB06 トリス処理光化学系E膜の電子伝達反応による高電位型チトクロム b559の回復

水津直樹，宮尾(徳富)光恵1，山下貌(筑波大・生物農水省・生物研)

14:30 2pB07 ラット CYPIAlおよびその酵母 NADPH-P450還元酵素融合酵素のタパコクロロプラストへの輸送と光化

学系 Iとの相互作用

杉浦美羽1，村中俊哉2，薮崎義康2，大川秀郎1，3 (1神戸大・自然科学住友化学・生命研神戸大

・農)

14:45 2pB08 ラン藻におけるフェレドキシン遺伝子 (petF)欠損株の解析

松村智裕，奥原宏明，藤田祐一，長谷俊治(大阪大・蛋白研)

15:00 休憩

15:15 2pB09 光合成電子伝達系の最少要求プラストキノン数について

津山孝人，柴田勝，北川恭浩，小林善親(九州大・農・林)

15:30 2pBI0 光合成エネルギ一変換反応の性質とストイキオメトリーについて

小林善親， U. Heber1 (九州大・農・林， 1Wurzburg Univ.) 

15:45 2pBlI 緑藻 Pediastrumboryanumにおけるプラストシアニンの銅による発現制御

中村真樹，吉崎文則，杉村康知(東邦大・理・生物)

16:00 2pB12 緑藻オオハネモの光合成電子伝達系と集光性クロロフィルタンパク質の組成

鈴木孝尚，上村保麿，山崎淳也，山崎武信，加藤栄(東邦大・理・生物)

第3日 (3月29日)午前

8:30 3aBOl Parallel Polarization EPRで、見た光化学系E水分解系

山内忠彦，三野広幸，河盛阿佐子(関西学院大・理)

8:45 3aB02 光合成 Mn安定化蛋白質の構造解析 (2) アミノ酸置換体による構造，機能解析

元木章裕1，白井美奈1，島津恒夫1，平野昌彦1，加藤栄2(1東レリサーチセンター東邦大・理・

生物)

9:00 3aB03 光合成酸素発生系 Mnグラスターの機能における塩素イオンの役割-x線吸収スベクトルによる解析一一

小野高明1，野口巧1，井上頼直1，楠正美2，山口博隆3，大柳宏之3 (1理研・光合成科学明大・理

工電総研)

9:15 3aB04 Mn安定化蛋白のリジンとアルギニンの化学修飾

三浦太郎1，2，高橋正太郎1，加茂政晴1，元木章裕3，平野昌彦九太田尚孝l，井上康則2，榎並勲l

(1東京理大・理・生物東京理大・理工・応生東レリサーチセンター)
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9:30 

9:45 3aB05 

10:00 3aB06 

10:15 3aB07 

10:30 3aB08 

10:45 3aB09 

B会場光合成 1

休憩

キュウリ子葉からの 2つの hemAcDNAの単離と解析

田中亮一，吉田和市，中屋敷徹1，増田建2，辻英夫，井口八郎1，田中歩(京都大・理・植物京

都大・理・生物物理東京工大・生命理工・生体機構)

原子関力顕微鏡による好熱性ラン色細菌のチラコイド膜標品の観察:大気中測定及び液中測定による比較検

討

市村年昭(工技院・生命工研)

好熱菌 F1 由来 α • sサブユニットと葉緑体 CF1由来 rサブユニットによるキメラ複合体の性質

久堀徹，吉田賢右，天野豊己，P. Kroth1， H. Strotmann1 (東京工大・資源研， 1Heinrich-Heine 

Univ.) 

ゼンマイ緑色胞子のチラコイド膜内在 24-kDa蛋白の単離とその性質

井上弘，関島聖子，藤田泰輔，蒲池浩之，星名哲1，和田敬四郎1 (富山大・理・環境金沢大・理

・生物)

Synechocystis sp. PCC 6803における 12kDa光化学系E表在性蛋白質の検出とその遺伝子のクローニング，

欠損変異株の作成及び性質

沈建仁，井上頼直(理研・光合成科学)

11:00 3aB10 クラミドモナスのクロロフィル b欠損株の解析

伊藤寿，吉田和市，田中亮一，田中歩(京都大・理・植物)

11:15 3aB11 クロロフィル bからクロロフィル aへの転換とクロロフィルと蛋白質の会合

大塚達之，伊藤寿，田中歩(京都大・理・植物)

11・30 3aB12 イネのクロロフィル b欠損株における系Iと系Eの集光能と電子伝達能のバランス

山崎淳也，村上保麿，加藤栄，寺尾富夫1 (東邦大・理・生物国際農水センター)
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C会場 光合成 2・窒素代謝

第 1日 (3月27日)午前

9:30 1aC01 

9:45 laC02 

10:00 1aC03 

10:15 1aC04 

10:30 

10:45 1aC05 

11:00 1aC06 

11:15 1aC07 

11:30 1aC08 

ラン藻 SynechococcusPCC7942の亜硝酸イオン特異的能動輸送系

岡村将人，前田真一，小俣達男(名古屋大・農・応用生物科学)

ラン藻 Synechococ<αtSsp. PCC7942のnirB遺伝子の機能の解析

愛知真木子，鈴木石根，小俣達男(名古屋大・農・応用生物科学)

ラン藻におけるグルタミン酸合成酵素の分子生物学的解析

奥原宏明，松村智裕，藤田祐一，長谷俊治(大阪大・蛋白研)

ラン藻 SynechocystisPCC 6803の光混合栄養下での生育におけるグルタミン酸合成酵素の必要性

寺内ー姫，池内昌彦，大森正之(東京大・教養・生物)

休憩

亜硫酸の藻類による取り込みとその光合成， ATPレベルに対する影響

桜井英博，岸田宏幸，持丸真里，降旗敬(早稲田大・教育・生物)

従属栄養硝化細菌 Alcaligenesfaecalisによるヒドロキ、ンノレアミンの亜硝酸への酸化

大野泰史，牧野直純，星野芳子，庄子和夫，山中健生(日大・理工・工化)

Rhodobader capsulatusのmμBC産物への分子標識付加と局在性・配向性解析

熊谷浩高，佐伯和彦(大阪大・理・生物)

Rhodobacter capsulatusの新規な窒素固定必須遺伝子 rnfXおよび rnfY産物の諸性質

佐伯和彦(大阪大・理・生物)

第 1日(3月27日)午後

13:00 1pC01 

13:15 1pC02 

13:30 1pC03 

13:45 1pC04 

14:00 1pC05 

14:15 1pC06 

14:30 1pC07 

14:45 1pC08 

CAM型アイスプラント葉緑体のヒワレビン酸輸送に対する Na+の効果

是枝晋，山下卓，金井龍二(埼玉大・理・分子生物)

ベンケイソウ型酸代謝のリンゴ酸輸送ー脱炭酸系の概日リズム

荒田博行，森永由紀(九州大・理・生物)

形質転換植物を用いた C4光合成関連遺伝子の発現解析

千徳直樹1， 3，谷口光隆2，杉山達夫人石丸健3，大杉立に土岐精一3 (1北海道大・理・生物名古

屋大・農・応用生物農水省・生物研)

Eleocharis viv争araにおける C3，C4光合成特性の発現 ピルビン酸・正りン酸ジキナーゼ isogeneの解析

東江栄1，甲斐元土2，高辻博志，上野修(農業生物資源研学術振興会特別研究員・九州大・農，

2北海道警察科学捜査研)

常緑樹の光合成速度が低いのは細胞間隙中の CO2拡散が悪いためではない

寺島一郎，彦坂幸毅1 (筑波大・生物東北大・理・生物)

高 CO2環境がイネの光合成特性に及ぼす影響

仲野康美，牧野周，前忠彦(東北大・農・応生化)

ゼニゴケ葉緑体遺伝子 cemAのラン藻を用いた機能解析:CO2濃縮機構における役割

依田尚文，李根植，福津秀哉，大山莞爾(京都大・農・農化)

高濃度 CO2のEuglenagradlis Zの光合成への影響

浜崎和恵，奥野裕美，竹中重雄1，宮武和孝，中野長久(大阪府大・農・応用生化羽衣学園短大

・家政・食物)

15:00 休憩

15:15 1pC09 Chlorella regularisの低 CO2誘導性カルボニックアンヒドラーゼ

佐藤朗，白岩善博(新潟大・理・生物)

15:30 1pC10 クラミドモナス突然変異株における細胞内ホスホグリコール酸レベル

鈴木健策(農水省・東北農試・生理生態研)

15:45 1pCll ラン藻 CO2濃縮機構におけるカルボキシソームの役割

佐藤良平，姫野道夫，和田野晃(大阪府大・農・応用生化)
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16:00 1pC12 

16:15 1pC13 

16:30 1pC14 

16:45 1pC15 

17:00 1pC16 

C会場光合成 2・窒素代謝

ラン藻 SynechococcusPCC7942の形質転換体における無機炭素濃縮機構の適応の変異

西野徹，姫野道夫，和田野晃(大阪府大・農・応用生化)

インゲンマメ第一葉の光合成活性に対するミクロシスチンーLRの効果

安部俊彦，TracyLawson1， Jonathan D. B. Weyers1， Geoffrey A. Codd1(東海大・海洋・海洋科学，

lDept. Biol. Sci.， Univ. Dundee) 

異なる光環境下におけるイネの生長と光合成特性

牧野周，仲野庚美，佐藤哲也，前忠彦(東北大・農・生化)

高発現型ショ糖リン酸合成酵素 (SPS)遺伝子を導入した形質転換イネの解析

里津智美，赤木宏守，坂本正弘，藤村達人(三井東圧化学ライフサイエンス研究所)

トウモロコシの根型ホスホエノーノレピルビン酸カノレボキシラーゼの cDNAクローニングと大腸菌における

発現系の構築

増田隆男，河村敬夫，畑信吾，泉井桂(京都大・農・農生)

第 2日(3月28日)午前

8:30 2aC01 

8:45 2aC02 

9:00 2aC03 

9:15 2aC04 

9:30 2aC05 

9:45 2aC06 

10:00 2aC07 

10:15 2aC08 

10:30 

10:45 2aC09 

11:00 2aC10 

11:15 2aC11 

11:30 2aC12 

Ana1ysis of promoter activity of photosynthetic genes with improved transient assay syst疋m

Maurice S. B. Ku， Mitsutaka Taniguchj1， Tatsuo Sugiyama1， Makoto Matsuoka2 (Bot. Dept.， 

Washington St. Univ.， lFaculty of Agri.， 2BioSci. Center， Nagoya Univ.) 

低 CO2で誘導されるラン草案 Synechoり油issp. PCC6803遺伝子の解析

大河浩1，園田雅俊1，青木摂之2，石浦正寛人近藤孝男2，小)1[晃男1 (1名古屋大・生物分子応答研

究センター名古屋大・理・生物)

Synechocy.宮前 PCC6803のωtA遺伝子産物の同定

加藤彰 Keun-SikLee2，福津秀哉2，大山莞爾2，小川晃男1 (1名古屋大・生物分子応答研究セン

ター京都大・農化・植物分子生物)

SynechoωωlS PCC7942における cotA近傍の遺伝子の解析

園田雅俊，加藤彰，小川晃男(名古屋大・生物分子応答研究センター)

ラン藻 Synechocystissp. PCC6803野生株および ndhB欠損変異株の塩ストレス応答

田中義人1，日比野隆1，小川晃男2，高倍昭洋1.3 (1名城大・理工・化学名古屋大・生物分子応答

研究センター名城大・総合研究所)

ラン藻における非アルカリ耐性突然変異株の単離とその性質に関する研究

石井洋，安部俊彦，熊津修造(東海大・海洋・海洋科学)

リン酸欠乏に対するラン色細菌の応答

石川圭吾，菓子野康弘，小池裕幸，佐藤和彦(姫路工大・理・生命科学)

ラン藻 SynechoωccusPCC7942における Phosphoribu1okinaseの活性調節様式

西川圭祐，平橋智裕，姫野道夫，和田野晃(大阪府大・農・応用生化)

休憩

広い CO2濃度範囲における好熱性ラン藻の生育

宮入祥夫(工技院・生命工学研)

完全寄生植物ネナシカズラ属に特徴的な rbcL遺伝子 C末端コード領繊の伸長

四方幸治，若杉達也，古橋勝久1，Lytton]. Musse1man2，山田恭司(富山大・理・生物新潟大・

理・生物， 20ld Dominion Univ.) 

異なる窒素供給下でのヒマワリ第一葉の光合成産物量と rbcL，rbcSの発現量の変化

小野清美，渡辺昭(東京大・院・理・生物科学)

キピ維管束鞘細胞ミトコンドリアの機能分化に伴う 2-オキソグノレタル酸/リンゴ酸トランスロケーターの発

現

谷口光隆，杉山達夫(名古屋大・農・応用生物科学)
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第 2日 (3月28日)午後

13:00 2pC01 

13:15 2pC02 

13:30 2pC03 

13:45 2pC04 

14:00 2pC05 

14:15 2pC06 

14:30 2pC07 

14:45 2pC08 

15:00 

15:15 2pC09 

15:30 2pC10 

15:45 2pCll 

16:00 2pC12 

共役系の末端の側鎖がカロテノイドの電子吸収・ lH-NMRスベクトルに与える影響

坂佳三，溝口正， Richard J. Cogde1F，小山泰(関西学院大・理グラスゴ一大・生物化)

パクテリオクロロフィノレ aQy吸収帯の溶媒効果

坂本俊， Leenawaty Limantara，長江裕芳1，小山泰(関西学院大・理神戸市外大)

紅色細菌 Rhodospirillumrub畑作1のカロテノイド生合成遺伝子変異株である ST4株のカロテノイド分析

古森美香1，高市真ーに溝口正1，胡英1， Robin Ghosh3，小山泰1，九鬼導隆4 (1関西学院大・理，

2日本医大・生物ジュネーブ大・植物神戸高専・応化)

緑色光合成細菌 Chlorobiumフェレドキシンの精製と NADP+光還元活性

富岡厚，楠元範明，中村有希，井上和仁1，桜井英博(早稲田大・教育・生物神奈川大・理・応

用生物)

ラン藻 SynechoのstisPCC6803の従属栄養条件下におけるカロテノイド組成

古川健一，小漬由紀子1，和田元1，正元和盛(熊本大・教育・生物九州大・理・生物)

Eηthrobacter属に近縁な好熱性好気性光合成細菌

花田智， JII瀬芳恵，桜木由美子，五十嵐直樹，高市真一1，松浦克美，嶋田敬三，永島賢治(都立

大・理・生物日本医大・生物)

紅色光合成細菌Rhodoρ'seud，仰w仰 sacidoρhilaの光捕集色素タンパク質 LH1への各種カロテノイドの再構成

丸山忍，松浦克美，嶋田敬三，三室守1 (都立大・理・生物基生研)

緑色光合成細菌のクロロソームにおけるバクテリオクロロフィル c集合体の高次構造モデル

松浦克美，広田雅光，嶋田敬三，三室守1 (都立大・理・生物基生研)

休憩

紅色光合成細菌 Rubrivivaxgelati:仰 susの反応中心結合型チトクロム欠損株および野生株の生理学的比較

吉田真，永島賢治，嶋田敬三，松浦克美(都立大・理・生物)

クロロフィル dを主要光合成色素とする新規光合成原核生物の色素組成と酸素発生

宮下英明，瀬野憲秀，宮地重遠(海洋パイオテクノロジー研究所・釜石)

NMR分光法による 8-ethyl-12・ethy1farnesy1 Bacteriochlorophyll c会合体の研究:メタノールークロロホル

ム混合溶液中での会合体モデル

溝口正， Leenawaty Limantara，松浦克美1，嶋田敬三1，小山泰(関西学院大・理都立大・理)

同位元素置換クロロフィル aのラマンスベクトル

佐島徳、武，蔵野憲秀1，宮地重遠1，小山泰(関西学院大・理海洋パイオテクノロジー研究所)

第 3日 (3月29日)午前

8:30 3aCOl 光合成細菌の DMSO還元酵素は分泌直後は完全還元型状態である

松崎雅広，山口陽子，佐藤敏生(広島大・理・生物科学)

8:45 3aC02 Transient Raman sp白川scopyof 2H叩 bstitutedbacteriochlorophyll a: an empirical assignment of the 

excited-state Raman lines 

Leenawaty Limantara， Mima Mascj1， Ingrid Khatheder1， Hugo Scheer1 and Ya釦 shiKoyama (Fac. 

Sci.， Kwansei Gakuin Univ.， lBotanisches Institut der Universitat M訟lchen)

9:00 3aC四 重水素置換スフェロイデンの R.ゆhae仰 idesR26光反応中心への再構成とラマンスベクトルの測定

河内直美， ヨハン・ルクテンパーグ1，小山泰(関西学院大・理・化ライデン大・化)

9:15 3aC04 嫌気下で光化学系の発現を促進するセンサー RegBの自己リン酸化能とレギュレータ -RegAへのリン酸基

転移

9:30 休憩

中原昌明，飯坂崇，永井徹， C. E. Bauer1，井上和仁(神奈川大・理・応用生物， lIndiana大・生

物)

9:45 3aC05 ラン藻 SynechoのIstisPCC6803 NAD(P)H dehydrogenase (NDH)の誘導と精製

松尾道憲，遠藤剛，浅田浩二(京都大・食研)
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10:00 3aC06 好熱性シアノバクテリア Synechococcusvulcanusの細胞膜タンパク質の同定

平野篤，井上頼直1，池内昌彦2 (東京電力・エネノレギ一環境研究所理研・光合成科学東京大

・教養・生物)

10:15 3aC07 ラン藻Plectonemaboη仰 umの光依存性プロトグロロブィリド還元酵素の遺伝子porのクローニング

藤田祐一，長谷俊治(大阪大・蛋白研)

10:30 3aC08 ラン藻の光依存性プロトタロロフィリド還元酵素の大腸菌での機能的発現とシステイン改変体の解析

高木英典，藤田祐一，長谷俊治(大阪大・蛋白研)

10:45 3aC09 好熱性藍色細菌 SynechococcusvulcanusのpsbA遺伝子群の解析

松岡正使，福崎信夫，新村良太，田口真由美，小川隆平(熊本工大・応徴工)

11:00 3aC10 ラン藻 (Synechocystissp. strain PCC6803)ゲノムの構造解析

金子貴一，佐藤修正，小谷博一，田中亜矢子，浅水恵理香，宮嶋伸行，広沢誠，佐塚隆志，杉浦昌

弘1，田畑哲之(かずさ DNA研名古屋大・遺伝子)

28 



D会場環境応答 1

第 1日(3月27日)午前

9:30 1aD01 

9:45 1aD02 

10:00 1aD03 

10:15 1aD04 

10:30 

10:45 1aD05 

11:00 1aD06 

11:15 1aD07 

11:30 1aD08 

Riープラスミド由来アグロビン合成酵素遺伝子プロモーターの傷害誘導性

征矢野敬，近藤弘清，猪口雅彦(岡山理科大・生物化学)

傷害はシロイヌナズナ葉緑体局在ω-3脂肪酸不飽和化酵素遺伝子(FAD7)の組織特異的発現を劇的に変化さ

せる

西内巧，演間違朗，児玉浩明，西村光雄，射場厚(九州大・理・生物)

傷害により発現が誘導される葉緑体局在型 ω-3脂肪酸不飽和化酵素遺伝子のタバコからの単離

演田達朗，西内巧，児玉浩明，西村光雄，射場厚(九州大・理・生物)

傷害応答におけるサイトカイニンと MAPキナーゼの関与

休憩

瀬尾茂美1，5，岡本雅次2，瀬戸秀春3，佐野浩4，大橋祐子5 (1筑波大・応生化東亜合成・つくば研，

3理研・植物機能奈良先端大・遺伝子農水省・生物研)

タパコ培養細胞におけるフェニノレプロパノイドによるアルミニウム毒性の阻害効果

蜂谷品子，山本洋子，松本英明(岡山大・資生研)

タバコ培養細胞におけるフェニノレアラニンアンモニアリアーゼのアルミニウム耐性との関わり

山本洋子，蜂谷晶子，松本英明(岡山大・資生研)

凍結保存したラベンダー細胞の再培養の方法について

栗山昭，渡辺克美，河合文雄，金森正雄(側)環境科学総合研)

葉に与えた刺激の根の成長速度に対する効果

河野順帆，呉基鳳，松岡英明，根本泰行(東京農工大・工・生命工学)

第 1日 (3月27日)午後

13:00 1pD01 

13:15 1pD02 

13:30 1pD03 

13:45 1pD04 

14:00 1pD05 

14:15 1pD06 

14:30 1pD07 

14:45 1pD08 

15:00 

15:15 1pD09 

15:30 1pD10 

15:45 1pD11 

形質転換タパコにおけるエンドウ PAL遺伝子の発現制御機構の解析

井村喜之，森川暁子， Dalius Michaelzack，一瀬勇規，白石友紀，山田哲治(岡山大・農)

エンドウの防御応答性 CHS遺伝子の分子進化

伊藤正幸，一瀬勇規，白石友紀，山田哲治(岡山大・農)

エンドウカノレコン合成酵素遺伝子のエリシターによる発現制御シスエレメントの解析

闘光，一瀬勇規，白石友紀，山田哲治(岡山大・農)

エリシター及びサプレッサーによるエンドウフェニノレアラニンアンモニアリアーゼ遺伝子の発現制御

村上泰弘，一瀬勇規，白石友紀，山田哲治(岡山大・農)

ヤグルマギク培養細胞の CHScDNAの解析

石原悟，戸粟敏博1，武田幸作(東京学芸大・生物キリンビール基盤技術研)

エリシター処理により誘導されるカンゾウ培養細胞の cytochromeP450遺伝子

明石智義，高橋武美，綾部真一(日本大・農獣医・応用生物)

タバコ培養細胞系における糸状菌エリシターによる細胞死の誘導

矢野明1，2，鈴木馨2，内宮博文1，進士秀明2 (1東京大・分生研・細胞機能工技院・生命研・植物

分子生物)

タバコ細胞のエリシタ一応答性 47・kDプロテインキナーゼの解析

鈴木馨，矢野明，進土秀明(工技院・生命研・植物分子生物)

休憩

イネ培養細胞にエリシター活性を示すイモチ病菌介グノレカン断片

山口武志，渋谷直人(農水省・農業生物資源研)

イネ培養細胞におけるエリシターに対する膜電位応答

菊山宗弘，朽津和幸1，渋谷直人1 (放送大・生物生物資源、研・細胞生理)

イネ生葉における種々の刺激によるキチナーゼ遺伝子の発現と細胞間情報伝達機構の解析

斉藤美佳子，野村正太，吉村英尚，根本泰行，松岡英明，西沢洋子1 (東京農工大・工・生命工学，

I農水省・生物資源研究所)
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D会場環境応答 1

16:00 lpD12 ダイズの pーグノレカンエリシター受容体の cDNAクローニング

梅基直行，柿谷誠，岩松明彦，吉川正明1，山岡直人1，石田功(キリンビーノレ・基盤研北海道大

・院・生物科学)

16:15 lpD13 植物の細胞聞における色素分子の移動の電気的制御

大井晶夫，斉藤美佳子，根本泰行，松岡英明(東京農工大・工・生命工)

16:30 lpD14 ラン藻 Spirulinaplatnsisのアデニル酸、ンクラーゼ遺伝子 cyaCの解析

笠原賢洋，屋代久美子，坂本敏夫，大森正之(東京大・教養・生命環境)

16:45 lpD15 病害抵抗性とイオン変動について (2)褐紋病菌サプレッサーの種特異的作用

天野政史，豊田和弘，一瀬勇規，山田哲治，白石友紀(岡山大・農)

17:00 lpD16 TMV感染による壊死病斑形成におけるエチレン合成の重要性

大坪憲弘，瀬尾茂美，山下聡，古賀正明，大橋祐子(農水省・生物研)

17:15 lpD17 ウイノレス感染がヒヨドリパナの光合成に及ぼす影響

舟山幸子，寺島一郎(筑波大・生物科学)

第 2日 (3月28日)午前

8:30 2aDOl 高温ストレスによる，蛍光強度 Foレベルの上昇

山根由裕，菓子野康浩，小池裕幸，佐藤和彦(姫路工業大・理・生命科学)

8:45 2aD02 ヤナギ科植物の雄花で発現する D糊ifhomolog

二村典宏，篠原健司(森林総研)

9:00 2aD03 好熱性ランソウ Sy冗echoωαusvulca糊 sの HSP60及び HSP16の解析

Sanjit K. Roy，田中直樹，仲本準，檎山哲夫(埼玉大・理・分子生物)

9:15 2aD04 好熱性ランソウ Synechococcωvulc，仰 usの熱ショック蛋白質をコードする遺伝子groELl及び♂句'EL2の解析

田中直樹，仲本準，檎山哲夫(埼玉大・理・分子生物)

9:30 2aD05 コムギカタラーゼの cDNA!Jローニング

9:45 2aD06 

10:00 2aD07 

10:15 2aD08 

10:30 

10:45 2aD09 

11:00 2aDI0 

11:15 2aDll 

11:30 2aDl2 

猿山晴夫，松村健(北海道グリーンバイオ研究所)

トランスジェニックイネでのコムギカタラーゼ cDNAの発現

松村健，田林紀子，鎌形泰代，猿山晴夫(北海道グリーンパイオ研究所)

In vivo action of glycinebetaine in enhancing the tolerance to high and low temperatu問

Pat芯harapornDeshniUIn 1.2， Zoltan Gombos1， Y oshitaka Nishiyama 1， N orio Murata 1. 2 (1 Dept. Regula-

tion Biol.， Natl. Inst. Basic Biol.， 2Dept. Mol. Biomechanics， Grad. Univ. Advanced Studies) 

低温感受性植物の低温光阻害からの回復

圏池公毅，石橋百枝，渡辺昭(東京大・院・理・生物科学)

休憩

Chil1ing-resistant plants exhibit rapid recovery from low-temperature phoωdnhibition 

A1ia， Byoung Yong Moon， Norio Murata (Dept. Regulation Biol.， Natl. Inst. Basic Biol.) 

ホウレンソウのステアロイルーACP一不飽和化酵素 cDNAを導入したタバコにおける低温感受性の改変

別府敏夫，菊地美穂，今井博之1，西国生郎2，村田紀夫3 (西東京科大・バイオ甲南大・理・生

物東京大・理・院・生物基生研)

クロレラ LEA蛋白質の凍害防御機能及び酵母での発現

本城賢一，小田祐一，大山加奈恵，波多野昌二(九州大・農・食糧化学工学)

イネ蔚に局在するオリゴ糖の冷温処理による変動

川口健太郎，刈屋圏男，箱山普，小池説夫1，渋谷直人1 (農水省・北海道農試農水省・生物研)

30 



D会場環境応答 1

第2日(3月28日)午後

13:00 2pD01 

13:15 2pD02 

13:30 2pD03 

13:45 2pD04 

14:00 2pD05 

14:15 2pD06 

14:30 2pD07 

14:45 2pD08 

15:00 

15:15 2pD09 

15:30 2pD10 

15:45 2pDll 

16:00 2pDl2 

16:15 2pD13 

アラスカエンドウおよびシロイヌナズナの赤色光および青色光信号伝達の解析

浜田徹，田中紀史，広川隆将，蓮沼仰嗣(横浜市大・木原生研)

アラスカエンドウの光信号伝達に関わる 18kDa蛋白質の解析

田中紀史，野口貴文，蓮沼仰嗣(横浜市大・木原生研)

光照射に伴ってリン酸化の充進される蛋白質の解析

浜田徹，蓮沼仰嗣1，山崎俊正，小松節子(農水省・生物研横浜市大・木原生研)

アラスカエンドウにおけるヌクレオシド二リン酸キナーゼ遺伝子の単離及び解析

野口貴文，田中紀史，蓮沼仰嗣(横浜市大・木原生研)

フィトグロムと相互作用するタンパク質の解析

徳富哲，嶋田嵩史(大阪府大・先端科学研)

クロレラの硝酸取り込みに対する青色光の役割

神谷明男(帝京大・薬・化学)

気孔孔辺細胞における青色光に依存した蛋白質の脱リン酸化

木下俊則，島崎研一郎(九州大・理・生物)

葉緑体の弱光定位運動:マイクロフィラメントによる葉緑体の捕捉

董夏静，高木慎吾，永井玲子(大阪大・理・生物)

休憩

光合成遺伝子 RBCS組織特異的発現撹乱シロイヌナズナ突然変異体 res，ces，および des

丹羽康夫，菅原由行，鈴木朗範，栂根一夫，小林京子，小林裕和(静岡県立大・生活健康科学)

暗所でのクロロフィノレ合成に関与する葉緑体遺伝子の光依存的発現

鈴木崇紀，滝尾進，佐藤敏生(広島大・理・生物科学)

トウモロコシのホスホエノールヒりレビン酸カノレボキシラーゼ遺伝子の光による発現応答の解析

黒谷賢一，畑信吾，泉井桂(京都大・農・農生)

SRP1/importin様蛋白質をコードするイネ光応答 cDNAの単離

岩崎俊介，徳富(宮尾)光恵，山本直樹(農水省・生物研)

陽生植物と陰生植物の葉の呼吸系制御の比較

野口航，寺島一郎(筑波大・生物科学系)

第3日 (3月29日)午前

8:30 3aD01 ホウライシダの光回復酵素遺伝子の単離・解析

鐘ケ江健，和田正三(都立大・理・生物)

8:45 3aD02 P1ants accumulate proline upon expo叩 reto UV radiation for protection against UV -induced peroxidation 

P. Pardha Saradhi， Alia1 (Centre for Biosciences， Jamia Mi11ia Is1amia， lDept. Regu1ation Biol.， 

Natl. Inst. Basic Biol.) 

9:00 3aD03 紫外線抵抗性の異なるイネ品種の， UVBによる DNA損傷とその修復機能の差異について

日出間純， John C. Sutherland1， Betsy M. Suther1and1，熊谷忠(東北大・遺生研， 1 Brookhaven 

Nationa1 Lab. U.S.A.) 

9:15 3aD04 ホウキモロコシにおける UV-B照射による DNA損傷と光回復

9:30 休憩

秦恵， Gunther Buchho1zl， Eckard Wellmann1，橋本徹2(神戸大・理・生， lFrモiburgUniv.， 2神戸

女子大・家政)

9:45 3aD05 エンドウの生理作用に及ぼす近紫外光の影響

塩崎紀子，服部郁子1，手塚修文(名古屋大・院・人間情報名古屋大・農・園芸)

10:00 3aD06 アスコルビン酸再生不全による生葉黄金化現象の普遍性

山崎秀雄，平敷りか，崎浜靖子，池原規勝(琉球大・理・生物)

10:15 3aD07 紫外線を含む白色光によってアントシアニン合成が誘導されるヤグルマギク培養細胞における遊離アミノ酸
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D会場環境応答 1

プーノレの変動

陳小傑，鈴木章方，佐久間卓也，武田幸作1 (山梨大・教育・生物東京学芸大・生物)

10:30 3aD08 ニンジンの PAL-10遺伝子のプロモータ解析 UV-B応答性のシスエレメント一一

竹田淳子，吉田和市1，小関良宏2 (京都大・農・農化京都大・理・植物東京大・教養・生物)

10:45 3aD09 ホウキモロコシの P仕誘導アントシアニン形成における Pfr効果増幅因子の特異的な生成

清水源，小田真由美，木ノ元宏美1，河野利津子1，七篠千津子，橋本徹1 (神戸大・理・生物神

戸女子大・家政)

11:00 3aD10 アントシアニン形成誘導に関与する九効果増幅因子のフィトクロムによる生成

河野利津子，木ノ元宏美，小田真由美1，清水源1，七条千津子1，橋本徹(神戸女子大・家政神

戸大・理・生物)

11:15 3aD11 イネのファノレネシルピロリン酸シンターゼ (FPPS)cDNAの単離と光応答発現

三宮ー宰，岩崎俊介1，松岡信，宮尾光恵1，山本直樹1 (名古屋大・生物分子応答農水省・生物

研)

11:30 3aD12 赤色酵母 Rhodotorulaminutaにおけるエルゴステローノレ代謝の光制御

中馬誠，村田芳行，秦恵，多団幹郎(岡山大・農)

11・45 3aD13 酵母 s.cerevisiae細胞摸の光損傷の修復

荒見真一郎，秦恵，多団幹郎(岡山大・農)
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E会場環境応答 2

第 1日(3月27日)午前

9:30 1aE01 

9:45 1aE02 

10:00 1aE03 

10:15 laE04 

10:30 

10:45 1aE05 

11:00 1aE06 

11:15 1aE07 

11:30 1aE08 

マツパギク水チャンネル遺伝子プロモーターのタパコにおける発現

山田茂裕1，Dona1d E. Ne1son， E1eazar Ley， Shei1a Marquez， Hans J. Bohnert (IJT遺伝育種研究所，

Department of Biochemistry， The University of Arizona) 

ダイコン液胞膜の水チャネルの cDNAクローニング

樋口達治，久田博元，前島正義(名古屋大・農・生化)

ソラマメ孔辺細胞における 48-kDaABA応答性プロテインキナーゼ

森泉1，武藤尚志1.2 (1名古屋大・院・農名古屋大・生物分子応答研究センター)

タパコ培養細胞の低浸透圧刺激により細胞礎質 Ca2+濃度上昇に引き続いて活性化されるプロテインキナー

ゼ

高橋宏二1，武藤尚志1.2 (1名古屋大・院・農名古屋大・生物分子応答研究センター)

休憩

シロイヌナズナの乾燥ストレスによって誘導される CIpプロテアーゼ遺伝子 erdlの発現制御の解析

中島一雄，清末知宏¥篠崎和子，篠崎一雄1 (農水省・国際農研理研・植物分子生物)

フノレクトースー2，6ーピスリン酸は浸透圧ストレス下のトレハロース合成の調節因子である

竹中重雄，有本友香，谷亜矢，田村良行，宮武和孝，中野長久1 (羽衣短大・家政・食物大阪府

大・農・応生化)

タバコ培養細胞の原形質膜 H+ATPaseの塩ストレス適応

菅井真人， Dyah Iswantini，山村英夫，角谷忠昭，村田芳行1 (京都大・農岡山大・農)

単細胞緑藻ドナりエラの細胞内グリセロール保持にたいする光および阻害剤の影響

藤井修平(帝塚山短大)

第 1日(3月27日)午後

1臼13:訟:0ωo 均pEO引l イネにおけるプロリン合成酵素 (ωA配l_p阿yrro刀叫叫1五in問lぼe.5-c悶ar巾box可y1at旬e-sy卯nt出】h悶凶etaおs鈴剖eω)遺伝子の発現解析および耐塩性との

13:15 1pE02 

13:30 1pE03 

13:45 1pE04 

14:00 1pE05 

14:15 1pE06 

14:30 1pE07 

14:45 

15:15 1pE08 

15:30 lpE09 

関係

五十嵐由美子1，吉羽洋周1，真田幸香2，篠崎和子3，4，和田敬四郎2，篠崎一雄4 (1目立・基礎研，

Z金沢大・理農水省・国際農研理研・植物分子生物)

塩ストレスで誘導される塩生植物ウラギクのば28様遺伝子

宇野雄一1，2，浦尾剛3，篠崎和子三篠崎一雄九金地通生4，稲垣昇1，前川進1 (1神戸大・自理研

・植物分子農水省・国際農研神戸大・農)

塩ストレス下で mRNA量の増加するオオムギ RNAへリカーゼ類包l遺伝子

中村敏英，村元靖典，高倍鉄子(名古屋大・生物分子応答研究センター)

塩ストレスで誘導されるオオムギ遺伝子の解析

村元靖典，中村敏英，高倍鉄子(名古屋大・生物分子応答研究センター)

形質転換ラン藻および耐塩性ラン藻の電子伝達活性に対するベタインの効果

日比野隆1，野村美加2，高倍鉄子2，高倍昭洋1.3(1名城大・理工名古屋大・生物分子応答センター，

3名城大・総合研)

形質転換ラン藻を用いた塩ストレス下でのベタイン蓄積による RuBisCOタンパク質の安定化機構の解析

野村美加，横田明穂1，高倍鉄子(名古屋大・生物分子応答研究センター， lRITE) 

耐塩性ラン藻Aphanothecehalψhyti胞の DnaK遺伝子のクローニングと発現

休憩

Lee Byung Hyun1，日比野隆2，高倍昭洋2.3 (1名古屋大・生物分子応答センター名城大・理工，

3名城大・総合研究所)

コリンオキシダーゼ遺伝子を導入したシロイヌナズナのストレス耐性

林秀則， A1ia1，村田紀夫1 (愛媛大・理・化学基生研)

グリシンベタイン合成系を導入したトランスジェニックイネの作出とその耐塩性

坂本敦1.2， A1ぬ1，Patcharapom Deshnium2，林秀則3，村田紀夫1.2(1基生研総研大・生命科学，

3愛媛大・理・化学)
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15:45 1pE10 

16:00 1pE11 

16:15 1pE12 

16:30 1pE13 

16:45 1pE14 

17:00 1pE15 

E会場環境応答2

植物の耐塩機構の分子遺伝学的解析

栂根一夫，佐伯真理，小林京子，丹羽康夫，小林裕和(静岡県立大・生活健康科学)

マングロープ植物(オヒルギ類)培養細胞系の確立;成長と再生に対する塩の効果

三村徹郎，三村真理，根本一鷲谷節子，坂野勝啓1，新免輝男2，Somkid Siripatanadi1ok3 (一橋大

・生物農水省・生物研姫路工大・理・生命， 3Kasetsart大)

NiR遺伝子を富化したトランスジェニツクシロイヌナズナの育成と解析

高橋美佐，岡村明浩，井田正二1，森川弘道(広島大・理・遺伝子科学京都大・食研)

ミーティクノレガン法を用いたシロイヌナズナ葉へのアンチセンス GScDNA導入と発現の解析

有村源一郎，河村義史，入船浩平，五島直樹，森川弘道(広島大・理・遺伝子科学)

パーティクノレガン法を用いたシロイヌナズナ葉へのセンス GScDNAの導入と発現の解析

藤井真紀子，有村源一郎，高橋美佐，駒場繁，森川弘道(広島大・理・遺伝子科学)

硝酸により誘導されるシロヘム合成系遺伝子の単離と発現調節機構

榊原均，武井兼太郎，杉山達夫(名古屋大・農・応生科)

第 2日 (3月28日)午前

8:30 2aE01 

8:45 2aE02 

9:00 2aE03 

9:15 2aE04 

9:30 2aE05 

9:45 2aE06 

10:00 2aE07 

10:15 2aE08 

10:30 

10:45 2aE09 

海産紅藻 POゆhyrayezoensis (スサピノリ)の硝酸還元酵素の cDNAのクローニング

中村良子，中川寅1，中山和久，猪川倫好(筑波大・生物岐阜大・農)

ラン藻 Synechococ<ωssp. PCC7942のカルボキシゾーム関連遺伝子群のシアン酸による活性化

鈴木石根1，小俣達男(名古屋大・農・応用生物基生研)

ラン藻 Synechococ，ωssp. PCC7942及び Plectonemaboryanumにおける亜硝酸還元酵素遺伝子の発現誘導に

対する硝酸イオンの影響

菊地裕之，愛知真木子，鈴木石根，小俣達男(名古屋大・農・応用生物科学)

ラン藻めmechoωccussp. PCC7942の硝酸イオン/亜硝酸イオン能動輸送体の活性調節に関する研究

小林正樹， Rocio Rodoriguez1， Catalina Lara1，小俣達男(名古屋大・農・応用生物科学， 1Inst. 

Bioquim. Vegeta1y Fotosintesis， Fac. Biol. Univ. Sevi11a-CSIC) 

登熟ダイズ種子のアスパラギン分解代謝

増田亮一，金子勝芳(農水省・食総研)

イネ葉身維管束組織における細胞質型グノレタミン合成酵素タンパク質の分布

棲井望，早川俊彦，山谷知行(東北大・農・応用生物化学)

トマト培養細胞から分離したフィトケラチン合成酵素の性質

伊藤祥子，井上雅裕，遠山鴻，城尾昌範(愛媛大・理・生物)

アズキ植物に対する酸ストレスの影響

藤家香苗，井上雅裕(愛媛大・理・生物)

休憩

アルミニウム (Al)イオンストレスに応答する酵母遺伝子群のクローニングとその解析

江崎文一，松本英明(岡山大・資生研)

11:00 2aE10 アルミニウムによるコムギ根の伸長阻害機構

佐々木昌生，山本洋子，松本英明(岡山大・資生研)

11:15 2aE11 トウモロコシにおける A1による根の伸長阻害に対するケイ駿の軽減効果

馬建鋒，佐々木昌生，松本英明(岡山大・資生研)

11:30 2aE12 シロイヌナズナの低マンガン含量変異株の栄養学的特性

大谷憲太，北野高寛，尼子克己，高橋正昭(大阪府大・農・応用生化)

第 2日(3月28日)午後

13:00 2pE01 大麦 SAM合成酵素遺伝子のクローニング及び各種ストレス条件下での遺伝子発現

滝沢隆一，中西啓仁，森敏(東京大・農学生命科学)

13:15 2pE02 鉄欠乏オオムギ根で発現する「ムギネ酸・鉄J トランスポークー遺伝子のスクリーニング

山口博隆，塩入孝之1，森敏(東京大・農学生命科学名古屋市大・薬)
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13:30 2pE03 鉄欠乏オオムギ根におけるムギネ酸生合成経路の研究V:ニコチアナミンアミノ基転移酵素の精製

高橋美智子，金津健二，塩入孝之l，西津直子，森敏(東京大・農学生命科学名古屋市大・薬)

13:45 2pE04 鉄欠乏によってオオムギ根に強く誘導される 2つのタンパク質の性質

中西啓仁，鈴木宏一郎，藤垣順三1，西津直子，森敏(東京大・農学生命科学東京農業大・短期

大学部)

14:00 2pE05 クラミドモナスのリン酸欠乏に対する順化機構の解明 1.変異株の単離およびそのキャラクタリゼーショ

14:15 2pE06 

14:30 2pE07 

14:45 

15:15 2pE08 

15:30 2pE09 

15:45 2pE10 

16:00 2pEll 

ン

下河原浩介，日田秀明，都築幹夫1 Arthur Grossman2 (帝京大・医・化学東薬大・生命科学，

2Carneigie Inst.， Dept. P1ant Biol.) 

緑藻 Chlorococ<αtmlittoraleの高 CO2，鉄イオン欠乏条件における feηicreductase活性の誘導

佐々木孝行，蔵野憲秀，宮地重遠(海洋バイオテクノロジー研究所・釜石研究所)

鉄による Eugle仰アスコノレピ、ノ酸ベノレオキシダーゼの発現機構の解明

石川孝博，吉村和也，武田徹，重岡成(近畿大・農・食栄)

休 憩

活性酸素消去系酵素を導入した形質転換植物の作出とその解析

森田重人1，鈴木徹，上中弘典，坂本敦2，増村威宏，久保明弘3，田中浄3，田中園介(京都府大・

農・農化京都大・理・植物基生研国立環境研)

Synechococ，ωs PCC7942のフルクトースー1， 6ーピスホスファターゼアイソザイムの分子的性質

武田徹，田茂井政宏，石JII孝博，重岡成(近畿大・農・食栄)

低酸素ストレス下での植物培養細胞の細胞質 pH調節とリンゴ酸レベルの変化

矢崎芳明，坂野勝啓(農水省・生物研)

嫌気条件下でのウリカワ (Sagi地riapygmaea Miq.)塊茎の初期成長の促進

石沢公明1，一瀬成広2，倉持仁志3 (1東北大・院・理・生物東北大・農・環境適応宇都宮大・

雑草科学)

第 3日 (3月29日)午前

8:30 3aE01 ホウレンソウ葉緑体型 CuZnースーパーオキシドジスムターゼのチラコイド膜との相互作用

小川健一，金松澄雄I，浅田浩二2 (京都大・理・分子植物科学南九州大・食品工京都大・食

研)

8:45 3aE02 r線照射によって誘導されるシロイヌナズナの自己防御機構の解析

9:00 3aE03 

9:15 3aE04 

9:30 

9:45 3aE05 

10:00 3aE06 

10:15 3aE07 

10:30 3aE08 

水田俊文，小松節子1，鐘ケ江(梶矢)弘美1，森昌樹1，三好一丸2，菊池尚志1 (新技術事業団農

水省・生物研東京大・農)

葉緑体チラコイド、膜で、のモノデヒドロアスコルビン酸ラジカルレダクターゼ依存の酸素光還元

三宅親弘， Ulrich Schreiber1， Henning Hormann1，佐野智2，浅田浩二(京都大・食研， lWuerz-

burg大・ Julius-von-SachsInstitut， 2Res. Inst. Innov. Tech. Earth (RITE)) 

ホウレンソウ葉緑体型アスコノレビン酸ベルオキシダーゼ cDNAのグローニング

石川孝博，植野由美子，坂井康祐，武田徹，重岡成(近畿大・農・食栄)

休憩

光環境の悪化に伴って発現する核支配の葉緑体タンパク質 din1は含硫化合物酸化還元酵素である

嶋田幸久，渡辺昭(東京大・院・理・生物科学)

暗所に置かれたシロイヌナズナ緑葉で発現する分岐鎖アミノ酸の代謝に関与する遺伝子

藤木友紀，佐藤篤行，伊藤正樹，渡漫昭(東京大・院・理・生物科学)

光酸素ストレス耐性機構におけるグルタチオンレダクターゼの役割

青野光子，佐治光，近藤矩朗，田中浄(国立環境研)

活性酸素消去酵素形質転換植物の光合成によるストレス耐性評価

青野光子，佐治光，名取俊樹，田中国介1，田中浄(国立環境研京都府大・農)

10:45 3aE09 αートコフェロール欠乏葉における光合成の光阻害について

柴田勝，津山孝人，北川恭浩，小林善親(九州大・農・林)
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第 1日 (3月27日)午前

9:30 1aF01 

9:45 1aF02 

10:00 1aF03 

10:15 1aF04 

10:30 

10:45 1aF05 

11:00 1aF06 

11:15 1aF07 

11:30 1aF08 

イネアスパラギン合成酵素の cDNAクローニングと insituでの組織局在解析の試み

樋口隆司，渡辺圭一，早川俊彦，山谷知行(東北大・農・応用生物化学)

イネ NADH依存性グルタミン酸合成酵素ゲソム DNAのクローニングと構造解析

後藤聡，赤川巧，石井有理，早川俊彦，山谷知行(東北大・農・応用生物化学)

レンゲソウ根粒菌の 7鉄型フェレドキシン遺伝子ぴaxA)のクローニングと塩基配列決定

辻口佳子，佐伯和彦(大阪大・理・生物)

レグヘモグロビン遺伝子のクローニングと植物染色体上での検出

内海俊樹，宮本旬子，阿部美紀子，東四郎(鹿児島大・理・生物)

休憩

ホウレンソウ根の FNRの cDNA!/ローニング

津村淳，和田敬四郎(金沢大・理・生物)

シロイヌナズナプロリルイソメラーゼ遺伝子のクローニング

斉藤武，多田隈圭，芦田裕之， JII向誠1，松田英幸1，中川強(島根大・遺伝子島根大・生物資源)

ニンジンにおける transposab1ee1ement Tdc1に存在する ORFの構造とその発現

小関良宏， Eric Davies1，竹田淳子2 (東京大・教養・生命， lNCSU，2京都大・農・農化)

ニンジン細胞核マトリックス構成タンパク質 cDNAの単離と同定

徐正君，増田清1，高橋清子，伊藤明子，上田健治，小野道之，井上正保(秋田県農短大・生工研，

I北海道大・農)

第 1日 (3月27日)午後

13:00 1pF01 

13:15 1pF02 

13:30 1pF03 

13:45 1pF04 

14:00 1pF05 

14・15 1pF06 

14:30 1pF07 

14:45 1pF08 

15:00 

15:15 1pF09 

15:30 1pF10 

15:45 1pF11 

16:00 1pF12 

イネ培養細胞液胞膜 H+ーPPaseのリボゾーム中への再構成

中村善行，榊原祥清，小林秀行，笠毛邦弘1 (農水省・食総研農水省・生物資源研)

イネ液胞膜 H十一ピロホスファターゼの遺伝子単離と機能の解析

榊原祥清，小林秀行，笠毛邦弘1(農水省・食総研農水省・生物資源研)

ヤエナリ液胞膜 H+ ピロホスファターゼの機能部位の解析

高須綾子，中西洋一，前島正義(名古屋大・農・生化)

液胞におけるプロトンポンプの発現調節

福田篤徳，小池説夫，前島正義1，田中喜之(農水省・生物研名古屋大・農・生化)

樹木のフェニノレフ.ロパノイド生合成系の桂皮酸4-水酸化酵素遺伝子の解析

盛有子1，川合伸也九 ZhanXiang Can2，塩川貴広2，片山義博1，諸星紀幸1 (1農工大・院・生物、ンス

テム農工大・応生科)

Bofηocooωs brauniiのスクアレン合成酵素のクローニング

矢野伸一，廉瀬美佐江，河田悦和，小嶋洋之(工技続・大阪工技研)

リンドウ花弁からのブィトエン合成酵素遺伝子のクローニング

小岩弘之，小林仁，山村三郎(岩手生物工学研究センター)

垂直分布する Solidago属植物における細胞質型 CuJZn-SODcDNAのクローニングと発現解析

村井耕二，村井里佳，山岸真澄，宅見薫雄(石川農短大・農業資源研)

休憩

イネ メタロチオネイン遺伝子の組織特異的発現

神崎洋之，亀谷七七子，乗田英子，中村郁郎(岩手生工研)

イネグノレタチオン還元酵素の cDNAクローニングとストレスに対する発現応答

上中弘典，森田重人1，亀岡豊史，横井秀行，増村威宏，田中園介(京都府大・農・農化京都大

・理・植物)

アカパンカピ Neurosporacrassaのacr-2及び trx遺伝子の機能の解析

秋山正志，中島秀明(岡山大・理・生物)

細菌の不飽和脂肪酸シス トランス異性化酵素の性質

江成大輔，草野輝男，奥山英登志(北海道大・院・地球環境科学)
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16:15 1pF13 コムギ葉および根細胞の加齢に伴う r リノレン酸含量の変化と小胞体局在型 ω-3脂肪酸不飽和化酵素遺伝

子の発現様式

堀口吾朗，児玉浩明， JII上直人1，西村光雄，射場厚(九州大・理・生物横浜市立大・木原生研)

16:30 1pF14 イネ小胞体局在型 ω-3脂肪酸不飽和化酵素遺伝子の単離と発現解析

児玉浩明，赤木宏守1，楠見健介，藤村達人1，射場厚(九州大・理・生物三井東圧化学・ライフ

サイエンス研)

16:45 1pF15 葉緑体 ω-3脂肪酸不飽和化酵素遺伝子の導入によりジーンサイレンシングが生じた形質転換タバコにおける

ノーザン解析

前回静思，潰田達朗，児玉浩明，西村光雄，射場厚(九州大・理・生物)

17:00 1pF16 シロイヌナズナ FAD7遺伝子に生じたナンセンス変異は mRNAの蓄積を阻害する

太田淳子，射場厚(九州大・理・生物)

17:15 1pF17 樹木のフェニルアラニンアンモニアリアーゼの発現様式とその調節機構

刑部祐里子， JII合伸也，片山義博1，諸星紀幸1 (農工大・応生科農工大・院・生物システム)

第 2日(3月28日)午前

8:30 2aF01 ハツカダイコン グルタミン合成酵素遺伝子 Glnl;・1のプロモーターの形質転換シロイヌナズナでの挙動

野津彰，伊藤正樹，渡遁昭(東京大・院・理・生物科学)

8:45 2aF02 Overproduction of the s12 acy1-lipid desaturase in Escherichia co/i and temperature dependence of its activity 

in vitro 

Sayamrat Panpoom， Dmitry A. Los， Norio Murata (Dept. Regu1ation Bio1ogy， Natl. Inst. Basic 

Bio1ogy， Dept. Mol. Biomechanics， Graduate Univ. Advanced Studies) 

9:00 2aF03 ワラビ葉緑体遺伝子 accDでは，開始コドンも終止コドンもともに RNAエディティングによってつくられ

る

西川暁，若杉達也，島田浩章1，山田恭司(宮山大・理・生物三井東圧化学・ライフサイエンス

研)

9:15 2aF04 A1ternative splicingにより調節を受ける 2種類のカボチャ・ヒドロキシピルビン酸レダクターゼ

真野昌二1，2，林誠1，2，西村幹夫1.2 (1基生研・細胞生物総合研究大学院大・生命科学)

9・30 2aF05 アグロパクテリウム法を用いたイネへの遺伝子導入とタベート細胞特異的プロモーターによる GUS遺伝子

の発現解析

横井修司，土屋亨，鳥山欽哉，日向康吉(東北大・農)

9:45 2aF06 サツマイモの 2種の塊根主要タンパク質遺伝子プロモーターに共通して存在する糖応答性発現に関わるシス

10:00 2aF07 

10:15 2aF08 

10:30 

10:45 2aF09 

11:00 2aF10 

11:15 2aF11 

11:30 2aF12 

エレメント

前尾健一郎，森上敷，石黒澄衛1，赤池美紀子，中村研三(名古屋大・農・生化京都大・理・植

物)

ジャスモン酸により誘導されるタバコ培養細胞のオルニチンデカノレボキシラーゼ遺伝子の発現

今西俊介，村本伸彦，宇都野要，小島久恵，中村研三(名古屋大・農・生化)

イネグノレテリン遺伝子プロモーター中の AACAモチーフに結合する蛋白質の cDNAクローニングの試み

鈴木章弘， JII辺史生1，高岩文雄(農水省・生物研名古屋大・遺伝子)

休憩

ヒストン遺伝子発現制御に関わるタイプ Iエレメントのタバコ幼植物体の分裂組織における機能

賀屋秀隆，辻博之，中山卓哉，荒木崇，飯哲夫，岩淵雅樹(京都大・院・理・植物科学)

シロイヌナズナからの Cys2/His2型 Zn司finger蛋白質遺伝子の単離

坂本秀樹，荒木崇，飯哲夫，岩淵雅樹(京都大・院・理・植物科学)

コムギ葉緑体光応答プロモーターのシス配列および配列特異的 DNA結合タンパク質の解析

中平洋一，角山雄一，米田章登，椎名隆，豊島喜則(京都大・人間・環境学)

コムギ成熟葉緑体における psbD/C-3プロモーター活性の光応答性の解析

佐藤淳子，馬場恭子1，椎名隆，豊島喜則(京都大・人間・環境学金沢大・自然科学)

37 



F会場遺伝子構造・機能

第 2日 (3月28日)午後

13:00 2pFOl エチレン誘導に関与するタバコ転写因子群の生化学的性質

伊藤嘉信，高木優1，進士秀明1，山崎健一(名古屋大・農・生化学制御工技院・生命研・植物)

13:15 2pF02 シロイヌナズナ転写抑制因子 Dr1の生化学的性質

岩滝暢子，黒森崇1，山本正幸人山崎健一(名古屋大・農・生化学制御基生研東京大・理・

生物化学)

13:30 2pF03 植物の転写コアクティベーター

山崎健一，広瀬進1 (名古屋大・農・生化学制御国立遺伝研)

13:45 2pF04 イネ増殖細胞核抗原 (PCNA)遺伝子の分裂細胞特異的発現に必須なシス因子に結合するタンパク質の cDNA

クローニング

小杉俊一，大橋祐子(農水省・生物研)

14:00 2pF05 大腸菌のモリブデン酸輸送系遺伝子の転写制御

三宅仁，佐藤敏生，山本勇(広島大・理・生物科学)

14:15 2pF06 AOBPは， Steroid hormone receptorおよび GATA1に似た Zinc-bindingdomainを持つ

木須康智1，鈴木理2，小野智幸1，江坂宗春1 (1広島大・生物生産， 2MRC Lab. of Mol. Biol.， Cam-

bridge) 

14:30 2pF07 形質転換植物を用いたタバコ葉緑体核様体 DNA結合性タンパク質 CND41の機能解析

中野雄司1，村上真也，吉田茂男3，山田康之2，佐藤文彦(京都大・農現・理研・植物機能奈

良先端大理研)

14:45 2pF08 Two-hybrid systemを用いた転写因子 HBP・1aと相互作用するタンパク質の同定と解析

玉井宏紀，阿南政宏，飯哲夫，岩淵雅樹(京都大・院・理・植物科学)

15:00 休憩

15・15 2pF09 CO2濃度変動に応答する緑藻クラミドモナス炭酸脱水酵素遺伝子 CAH1の転写調節領域

福津秀哉，九町健一，大山莞爾(京都大・農・農化)

15:30 2pF10 Anabae仰における RNA結合タンパク質遺伝子 rbpA3の解析

園山恭之進，佐藤直樹(東京学芸大・生命科学)

15:45 2pFll シアノバクテリア RNA結合タンパク質の低温における蓄積とその役割

佐藤直樹(東京学芸大・生命科学)

16:00 2pF12 Anabaena variabilisにおける dρs相同遺伝子 dphの解析

長谷川実加，佐藤直樹(東京学芸大・生命科学)

第 3日 (3月29日)午前

8:30 3aF01 

8:45 3aF02 

9:00 3aF03 

9:15 3aF04 

9:30 

9:45 3aF05 

10:00 3aF06 

ハンマ一式遺伝子導入装置の開発と導入した遺伝子の発現解析

森川弘道，高橋美佐，雑鼻晃1 (広島大・理・遺伝子科学日本医化器)

異なる生理条件下にあるシロイヌナズナ植物葉への遺伝子導入と発現の解析

入船浩平，問中俊憲1，森川弘道(広島大・理・遺伝子科学長崎県総合農試)

パーティクノレカザン法によって得られたトランスジェニック植物の外来遺伝子組込み部位の構造と機能の解析

五島直樹，清水克哉，入船浩平，川上茂樹，越智泰彦，尾崎秀司，森川弘道(広島大・理・遺伝子

科学)

シロイヌナズナ亜硝酸還元酵素遺伝子に存在する SAR配列の解析

休憩

田中俊憲1，津崎達也，高橋美佐，入船浩平，五島直樹，森川弘道(広島大・理・遺伝子科学長

崎県総合農試)

トランスジェニッグトノレコギキョウ植物の育成とその解析ー←パーティクルガン法による形質転換一一

西原昌宏，小林仁， Piyasak Chaumpluk，星伸枝，山村三郎(財団法人岩手生物工学研究センター)

Agrobacterium rhizogenesを用いたダイズ形質転換系によるウリカーゼ遺伝子のプロモーター解析

高根健一，河内宏1，田島茂行(香川大・生物資源科学農水省・生物研)
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F会場遺伝子構造・機能

10:15 3aF07 新規な遺伝子導入法によるマーカー・フリー組換え植物の作出

松永悦子，杉田耕一，山門幹子，海老沼宏安(日本製紙・中研)

10:30 3aF08 ハイグロマイシンで選抜可能な Tiープラスミド自動変換ラムダファージベクターの作製

布施拓市，児玉浩明，林田信明1，篠崎一雄1，射場厚(九州大・理・生物理研・植物分子)

10:45 3aF09 過剰発現形タギングベクターを利用したシロイヌナズナタグラインの大量作製

林浩昭，藤原徹，白野由美子1，柴田大輔1，茅野充男(東京大・農学生命科学三井業際バイオ研)

11:00 3aF10 染色体の特定領域の cDNA選抜法のシロイヌナズナゲノム由来のコスミドコンティグへの応用

関原明，林田信明，加藤紳子1，養王国正文1，篠崎一雄(理研・植物分子生物理研・化学工学)

11:15 3aF11 イネゲノムの BACライブラリーの完成

中村信吾1，浅川修ーに田中良和1，3，山田哲治3，清水信義2，川崎信二1 (1農水省・生物研慶応

大・医岡山大・農)
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G会場オルガネラ・生体膜

第 1日 (3月27日)午前

9:30 laGOl 

9:45 laG02 

10:00 laG03 

10:15 laG04 

10:30 

10:45 laG05 

11:00 laG06 

11:15 laG07 

11:30 laG08 

11:45 laG09 

逆相 HPLCによるカロテンの分離，同定

高市真一，新山孝弘1 (日本医大・生物明治大・農化)

細胞性粘菌 PolysPhondyliumpallidumの脂肪酸と脂質の解析

斉藤玉緒，落合贋(北海道大・院・理・生物科学)

ラン藻めmechoり'stおsp.PCC 6803の低温下における生育と膜脂質のジエン脂肪酸の役割

田坂恭嗣， Zoltan Gombos，西山佳孝，大場哲彦1，大木和夫1，村田紀夫(基生研東北大・理・

生物物理)

キクイモ塊茎組織の培養に伴う細胞膜リン脂質組成の変化

長谷昭，上岡華代(北海道教育大・函館・生物)

休憩

シャジグモ類における機械刺激受容 II.薬理学的解析

新免輝男(姫路工大・理・生命)

シャジクその水チャンネル特性 Hg及び Znによる阻害

田沢仁，浅井一視1，岩崎尚彦1 (福井工大・応用理化学大阪医大・生物)

シヤジクモ節間細胞における電気刺激直後の，輿奮の主過程に先立つて流れるイオン電流の分離作業

大川和秋，筒井泉雄1，野坂修一2 (大阪大・理・生物岡崎生理研・生体膜滋賀医大・麻砕科)

シラタマモ節間細胞の低張処理に伴う膨圧調節と液胞内カノレシウムイオン

岡崎芳次，岩崎尚彦(大阪医大・生物)

粘菌Pol)ゅhonめlliumの細胞接着タンパク質gp64のDicfyosteliumでの発現と細胞膜上へのターゲッティン

グ

舟本聡，落合康(北海道大・院・理・生物科学)

第 1日 (3月27日)午後

13:00 lpGOl 

13:15 lpG02 

13:30 lpG03 

13:45 lpG04 

14:00 lpG05 

14・15 lpG06 

14:30 lpG07 

14:45 

15:15 lpG08 

15:30 lpG09 

15:45 lpGI0 

葉緑体ゲノムにコードされたタンパク質のチラコイド膜透過機構の解析

浅井友実，野原哲矢，中井正人，杉浦昌弘1，遠藤斗志也(名古屋大・理・化学名古屋大・遺伝

子実験施設)

高等植物葉緑体 SecYタンパク質の cDNA1/ローニングと機能解析

野原哲矢，中井正人，遠藤斗志也(名古屋大・理・化)

DTT処理によるタバコ培養細胞よりの新生液胞可溶性蛋白質前駆体の分泌

飯石美典，松岡健，中村研三(名古屋大・農・生化)

シロイヌナズナのプラスチド局在性シャベロニン 10(AT2)のcDNAクローニングとその発現

河本恭子，嶋田知生，西村幹夫(基生研・細胞生物)

シロイヌナズナの 3種の液胞プロセシング酵素の発現様式

木下哲1，2，西村いくこ1，2，西村幹夫1.2 (1基生研・細胞生物総合研究大学院大・生命科学)

ヒマ液胞プロセシング酵素の酵母細胞における発現

平岩昌子1，2，西村いくこ1，2，井上香織1，2，和田洋3，西村幹夫1.2 (1基生研・細胞生物，鳴1合研究大

学院大・生命科学東京大・教養)

種子細胞におけるゴノレジ体を経由しない液胞タンパク質の輸送経路の存在

西村いくこ 1，幡野恭子1，2，西村幹夫1 (1基生研・細胞生物京都大・総合人間)

休憩

マイクロボディ輸送シグナノレとして働く C末端トリベプチドのアミノ酸配列特異性

林誠，青木雅弘，近藤真紀，西村幹夫(基生研・細胞生物)

形質転換アラピドプシスにおける 2SアルブミンーPAT融合タンパク質の発現とその細胞内局在化機構

林誠，鳥山可菜子，近藤真紀，西村いくこ，西村幹夫(基生研・細胞生物)

グリオキシゾームリンゴ酸脱水素酵素前駆体の N末端領域はマイクロボディへの輸送シグナノレである

加藤朗，林誠，近藤真紀，西村幹夫(基生研・細胞生物)
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16:00 1pG11 

16:15 1pG12 

16:30 1pG13 

16:45 1pG14 

17:00 1pG15 

17:15 1pG16 

G会場オルガネラ・生体膜

プラスチド発達過程におけるプラスチド核様体構成成分の分析

三角修己，佐藤直樹，黒岩晴子1，黒岩常祥2 (東京学芸大・生命科学共立女子短大・文科東

京大・院・理・生物科学)

原始紅藻 Cyanidioschyzonmerolaeの核形態と転写産物の空間的，量的な解析

戸田恭子，高野博嘉，高橋秀典，黒岩晴子1，黒岩常祥(東京大・院・理・生物科学共立女子短

大・文科)

ピンポイント分子生物学へ向けて(1)選択的に単離したミトコンドリアで“ミト"コンドリアと描く

黒岩常祥，高野博嘉，佐々木成江，松永幸大，東山哲也，黒岩晴子1 (東京大・院・理・生物科学，

l共立女子短大・文)

紅藻 Cyanidioschyzonmerolaeにおいてナリジキシン酸がオルガネラ核の複製・分裂に及ぼす効果

伊藤竜一，高橋秀典，戸田恭子，黒岩晴子1，黒岩常祥(東京大・理・生物科学共立女子短大・

生物)

細胞核，色素体核， ミトコンドリア核の分別単離と単離核の DNAJRNA合成活性の解析

酒井敦，佐々木成江，黒岩常祥(東京大・院・理・植物)

高等植物の根の組織分化に関わるもゴノレジ体の形態学的観察

河津維，河野重行，黒岩常祥(東京大・院・理・生物科学)

第 2日(3月28日)午前

8:30 2aG01 ジャガイモ塊茎における液胞膜 H+ーpumpの特性解析

遠藤千絵，箱山晋，前島正義1 (北海道農試・畑研センター・品質チーム名古屋大・農・生物化

学)

8:45 2aG02 液胞膜 H+-ATPaseの H+輸送能と低温の影響

山口峰生，中村善行1，小林秀行1，笠毛邦弘2 (筑波大・生物農水省・食総研農水省・生物研)

9:00 2aG03 キクイモ塊茎における細胞膜 H+-ATPaseの C末端自己阻害ドメイン切除による活性化

上岡華代，長谷昭(北海道教育大・函館・生物)

9:15 2aG04 ポリアミンによるエンドウ細胞膜 ATPaseの阻害効果

9:30 2aG05 

9:45 2aG06 

10:00 2aG07 

10:15 2aG08 

10:30 

10:45 2aG09 

11:00 2aG10 

11:15 2aG11 

11:30 2aG12 

樽井裕，飯野盛利(大阪市大・理・植物園)

海産ラフィド藻 Heterosigmaakashiwo P-type ATPase cDNAのクローニングと解析

庄野真理子1，和田雅人 (1植工研，筑波大・遺伝子実験センター)

好酸性の紅藻イデユコゴメの細胞膜 H+-ATPaseのクローニング

太田尚孝，白川仁1，内田浩二2，吉田充輝1，松尾雄志2，榎並勲(東理大・理・生物東理大・基

礎工・生工オリエンタノレ酵母長浜生物科学研)

ラン藻 Synechoωcωsp.PCC7942の硝酸イオン輸送系の膜結合性基質結合タンパク質の膜への結合と機能

の関係

前田真一，小俣達男(名古屋大・農・応用生物科学)

酵母の自食作用変異株の解析

白浜佳苗，野田健司，和田洋，大隅良典(東京大・教養・生物)

休憩

シロイヌナズナの低分子量 GTPase，Ypt7 

武藤智恵子，佐藤雅彦，大隅良典，和田洋(東京大・教養・生物)

液胞形態形成に機能する低分子量 GTP結合夕、ノパク質， Vam4p 

和田洋(東京大・教養・生物)

低分子量 GTP結合タンパク質 A九4.familyの細胞生物学的研究

上回貴志，中野明彦1，塚谷裕一，内宮博文(東京大・分生研東京大・生物科学)

小胞体ーコルジ体間輸送に必須な Sar1GTPase-タバコ SAR1遺伝子の BY-2細胞と酵母での機能解析

竹内雅宜，中野明彦(東京大・院・理・生物科学)
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G会場 オルガネラ・生体膜

第 2日(3月28日)午後

13:00 2pGOl 根の発達にともなう K+吸収・移行速度の変化と膜局在性輸送タンパク質の発現との関連

大家理哉，柴坂三根夫(岡山大・資源生物科学研究所)

13・15 2pG02 アラビドプシス K+channelの構造と機能解析

魚住信之， W. Gassmann1， Y. Cao1， J. I. Schroeder1 (名古屋大・生物分子応答研究センター， IUC

San Diego) 

13:30 2pG03 シロイヌナズナ無機リン酸トランスポーターの分子生物学的解析

光川典宏，奥村暁，白野由美子，佐藤茂，柴田大輔(三井業際横物パイオ研究所)

13:45 2pG04 葉緑体による亜硝酸イオンの取込

村田祐二，尼子克己，高橋正昭(大阪府大・農・応用生化)

14:00 2pG05 植物の窒素トランスポーターに相向性を示す葉緑体包膜タンパク質のイオン輸送特性

高橋正昭，杉浦美羽1 (大阪府大・農・応用生化神戸大・自然科学)

14:15 2pG06 亜硝酸トランスポーター形質転換タパコの特性

岡桂子，尼子克己，高橋正昭(大阪府大・農・応用生化)

14:30 2pG07 イネチオレドキシン hの細胞間移動性に関する解析

14:45 休憩

石渡裕，藤原徹，林浩昭， Wi11iam J. Lucas1，茅野充男(東京大・院・農学生命科学， lUC 

Davis) 

15:15 2pG08 ラン藻砂nechoωιωssp. PCC 7942において硫酸欠乏時に誘導される rhdAの調節領域の解析

鈴木英治， David E. Laudenbach (ウエスタンオンタザオ大・植物科学)

15:30 2pG09 トランスジェニック・アラビドプシスを用いた硫黄栄養応答性遺伝子の発現制御機構の解析

平井(横田)優美，藤原徹，内藤哲1，茅野充男(東京大・院・農学生命科学・応用生命化学北

海道大・農・応用生命科学)

15:45 2pGI0 硫黄および窒素栄養条件によるダイズ種子貯蔵タンパク質の合成制御機構

金陪街，平井(横田)優美，藤原徹，林浩昭，内藤哲1，茅野充男(東京大・院・農学生命科学・

応用生命化学北海道大・農・応用生命科学)

16:00 2pGll イネの苗におけるグルタチオン含量の日周変動

西村重喜，渥美茂明(兵庫教育大・自然系教育・生物)

第3日(3月29日)午前

8:30 3aGOl 緑豆由来の抗酸化物によるアルキノレパーオキシラジカルの除去

中尾まゆみ，小野莞爾，前田浩1 (熊本大・理・生物科学熊本大・医・微生物)

8:45 3aG02 エンレイソウ (Trilliumapetalon)，オオパナノエンレイソウ (T.kamtschaticum)におけるフラボノイドのメ

チル化の制御機構について

中村友紀，寺本進，吉玉国二郎(熊本大・理・生物科学)

9:00 3aG03 チャ葉におけるプリンアルカロイドの代謝

芦原坦，加藤美砂子， F. M. Gi11ies1， A. Crozier1 (お茶の水大・理・生物， lDiv. Biochem. Mol. 

Biol.， Inst. Biomed. Life Sci， Univ. Glasgow) 

9:15 3aG04 ウツボカズラ Nepentheshybridaの分泌する糖質

牧迫剛志，阿部美紀子，内海俊樹，東四郎(鹿児島大・理・生物)
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H会場分化・形態形成

第 1日(3月27日)午前

9:30 1aH01 

9:45 1aH02 

10:00 1aH03 

10:15 1aH04 

10:30 

10:45 1aH05 

11:00 1aH06 

11:15 1aH07 

11:30 1aH08 

11:45 1aH09 

シロイヌナズナの雌しべ特異遺伝子の解析

安積良隆，高師知紀，小柴邦宏，鈴木秀穂(神奈川大・理・応用生物)

アサガオ花弁主要タンパク質の同定と性質

安部弘，上田貴子，藤岡昭三，桜井成(理化学研究所・植物生活環制御)

砂漠植物 Pectis抑伸ωaの花芽形態形成に伴う DNA合成パターンの経時変化

林誠，黒岩晴子1，黒岩常祥(東京大・院・理・生物科学共立女子短大・文)

ベチュニアの花器官特異的遺伝子のアサガオにおける発現様式の解析

山下博史，竹葉剛，黒岩常祥1 (京都府立大・応用生物東京大・院・理・生物科学)

休憩

単細胞緑藻クラミドモナスの接合直後に発現する遺伝子 zys1の解析

内田英伸，鈴木玲奈1 (筑波大・生物科学東京医科歯科大・医)

単細胞緑藻クラミドモナスの接合直後に発現する遺伝子 zys3の解析

栗山英夫，高野博嘉，鈴木玲奈1，内田英伸2，河野重行，黒岩常祥(東京大・院・理・生物科学，

l東京医科歯科大・医筑波大・生物科学)

クラミドモナスの接合子特異的遺伝子 zys4の接合子形成における機能

鈴木玲奈，内田英伸1，栗山英夫2，高野博嘉2，黒岩常祥2 (東京医科歯科大・医筑波大・生物科

学東京大・理・植)

in vitro重複受精における症のうへの花粉管誘導過程の解析

東山哲也，黒岩晴子1，河野重行，黒岩常祥(東京大・院・理・生物科学共立女子短大・文)

雌雄異株植物雄性生殖器官特異的遺伝子の蔚内における発現パターンの解析

松永幸大，河野重行，黒岩常祥(東京大・院・理・生物科学)

第 1日 (3月27日)午後

13:00 1pH01 

13:15 1pH02 

13:30 1pH03 

13:45 1pH04 

14:00 1pH05 

14:15 1pH06 

14:30 1pH07 

14:45 1pH08 

イネのプロテアソーム C2サフーユニットの生化学的解析

梅田正明，真鍋弓月，内宮博文(東京大・分生研)

コムギ種子発達過程における休眠関連遺伝子の発現

川上直人，野田和彦1 (横浜市大・木原生研岡山大・資生研)

シロイヌナズナのアプシジン酸欠損変異株の解析

南原英司， 111出洋1，神谷勇治1，内藤哲(北海道大・農・応用生命科学理研・フロンティア・植

物ホノレモン)

AJTリッチプロモーター配列を介したジベレリン酸による遺伝子発現誘導

鷲尾健司，石川鎮(北海道大・地球環境科学・環境分子生物学)

Dηopteris仮根のフィトクロム依存性成長に対する La3+の作用

八ツ橋寛子， Robert Scheuer1ein1 (宮崎大・教育・生物， lInst. Gen. Botany/P1ant Physiol.， Univ. 

of Jena) 

西洋ワサビで過剰発現させた C末端部分を削除したブィトクロム Aの性質について

中津美紀，小杉慶子，東真由美，富津健一1，斉藤力2，鎌田博2，民鍋勝司(横浜市大・理理研

・フロンティア筑波大・遺伝子)

光による遺伝子発現抑制を媒介するフィトクロームシ!fナル伝達機構

山形裕土，G. Neuhaus1， C. Bow1er2，平塚和之3，N.-H. Chua4(神戸大・農スイス ETH研究所，

2イタリアナポリ臨海実験所奈良先端科技大米国戸ッタフエラー大学)

トウモロコシ幼葉輸の照射時間依存光屈性:その発現は赤色光信号に依存する

劉玉軍，飯野盛利(大阪市大・理・植物園)

15:00 休憩

15:15 1pH09 西洋わさび毛状根からのフィトクロム遺伝子の単離と解析

斎藤力，橋爪亜紀，原田宏，鎌田博(筑波大・生物)
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H会場分化・形態形成

15:30 lpHI0 ホウライシダ・フィトクロム遺伝子ファミリーの単離と解析

野末一成，福田俊介，鐘ケ江健，和田正三(都立大・理・生物)

15:45 lpH11 ホウライシダ (Adi，仰 tumcaμ・llus-venerisL.)フィトクロム FPl遺伝子を導入したアラピドプ、ンス形質転換体

の解析

岡本晴子，阪本康司1，富沢健ーに長谷あきらに和田正三(都立大・理・生物理研・フロン

ティア， 2RITE.植物分子生理東京大・遺伝子実験施設)

16:00 lpH12 赤色光誘導光屈性を欠くホウライシダ突然変異体の単離とその特徴

門田明雄，和田正三(都立大・理・生物)

16:15 lpH13 ゼニゴケ (Marchan均 ρolymoゅhaL.)胞子の光発芽の解析

中里直，門田明雄，和田正三(都立大・理・生物)

16:30 lpH14 ミズワラビ前葉体における青色光による細胞伸長限害の微光束照射法による解析

村田隆，門田明雄1，和田正三1 (東京大・教養・生命都立大・理・生物)

16:45 lpH15 Morphologica1 recovery of elongat疋:dinterphase nuclei in protonemata of the fern Adiantum capilルs.v仰 erts

Christian W unsch1， Masashi Kurachi2， Mahito Kikumoto2， Hideo Tashiro2， Masamit叩 Wada1

(1Dept. Biol.， Tokyo Metropolitan Univ.， 2Photodynamics Research Center， RIKEN) 

17:00 lpH16 ヒゲカビ接合反応における光阻害の作用スベクトノレ

山崎裕，片岡博尚，宮寄厚，渡辺正勝1，大灘保(東北大・遺生研基生研・培養育成)

17:15 lpH17 Phya-mediated changes in plastid development in Arabid，ゆ哩iscotyledons caused by irradiation with con-

tinuous far-red light 

Naoko K. Nishizawa， Simon A. Barnes， Ronaldo Quaggio， Ga汀yWhitelam1， Nam-Hai Chua (Lab. 

of Plant Molecular Biology， The Rockefeller Univ.， lDept. of Botany， Univ. of Leicester) 

第 2日 (3月28日)午前

8:30 2aHOl 

8:45 2aH02 

9:00 2aH03 

9:15 2aH04 

9:30 2aH05 

9:45 2aH06 

10:00 2aH07 

10:15 2aH08 

10:30 

10:45 2aH09 

11:00 2aHlO 

11:15 2aH11 

形質転換タバコにおける SLG9，SRK9ゲノムクローンの発現

鈴木剛，渡辺正夫，鳥山欽哉，磯貝彰1，日向康吉(東北大・農奈良先端大・パイオサイエンス)

ユリの減数分裂時期に発現が誘導される LIM18遺伝子の機能解析

皆見政好，平塚理恵1，平塚和之，高瀬尚文，堀田康雄(奈良先端大・バイオ慈恵医大・生物)

雄性生殖細胞形成過程に発現誘導されるセリンプロテアーセ・に関する研究

上藤洋敬，奥田将生，平塚理恵1，平塚和之，高瀬尚文，堀田康雄(奈良先端大・パイオサイエン

ス慈恵医大・生物)

辞類 Physcomitrellaμtensのカノレス及び配偶体初期発生の走査型電子顕微鏡による観察

藤原研二郎，東江昭夫(東京大・理学系研究科)

高密度培養条件下でのニンジン不定佐形成

坂野勝啓，矢崎芳明，清田誠一郎(農水省・生物研)

シロイヌナズナにおける AtECP遺伝子の RFLPによるマッピング

楊和平，斎藤力，米田好文1，鎌田博(筑波大・生物北海道大・院・理)

ニンジンの再生した幼植物体からの不定脹形成について

佐藤豪，保田浩，増田宏志(帯広畜大・生物資源化学)

ニンジン不定匪形成における expandingcellの細胞間接着について

保田浩，増田宏志(帯広畜大・生物資源化学)

休憩

迅速かっ容易なニンジン不定匪への遺伝子導入法

得字圭彦1，福田裕穂1.2(1東北大・院・理・生東京大・理・植物園)

無窒素培養と日長性による花成誘導の共通性と相違点

長谷隆司，田中修(甲南大・理・生物)

アサガオ宜oricaura-Ieafyhomologの cDNA単離と発現解析

小野道之，小野公代1，井上正保，鎌田博1 (秋田県農短大・生工研筑波大・生物)
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11:30 2aH12 Differential display法によるアサガオ花成誘導特異的遺伝子のクローニング

小野公代，小野道之1，鎌田博(筑波大・生物秋田県農短大・生工研)

11:45 2aH13 トランスポゾンタッギングによるイネ開花時期を決定する遺伝子へのアプローチ

石田亘広1，中野年継1，井沢毅1，橋本尚子2，島本功1(INAIST・バイオサイエンス植工研)

第 2日 (3月28日)午後

13:00 2pHOl 

13:15 2pH02 

13:30 2pH03 

13:45 2pH04 

14:00 2pH05 

14:15 2pH06 

14:30 2pH07 

14:45 2pH08 

15:00 

15:15 2pH09 

15:30 2pHI0 

15:45 2pH11 

16:00 2pH12 

シロイヌナズナ花序形態形成突然変異 ac，仰 lis2の遺伝子領域に検出される遺伝子の発現の解析

稲場 日向野久美子，加藤敦之，米田好文(北海道大・院・理・生物科学)

花芽形成抑制遺伝子としてのシロイヌナズナ企仇突然変異体の解析

津進一郎1，3， Det1ef WeigeF，町田泰則1，岡田清孝3，志村令郎3 (1名古屋大・理， 2Salk Institute 

for Biological Studies， 3京都大・理)

シロイヌナズナの花成遅延遺伝子の遺伝学的解析

荒木崇， Marty F. Yanofskyl，岩淵雅樹(京都大・理・植物カリフォノレニア大・サンディエゴ

校・生物)

シロイヌナズナを用いた根毛の形態形成に関与する遺伝子の解析

久保深雪，和田拓治，石黒澄衛，岡田清孝(京都大・理)

葉形態形成に関わる遺伝子 LANCEOLATUSl及び MACROPHYLLA アラビドプシスの変異株を用L、

た発生遺伝学的解析

金具泰，塚谷裕一，内宮博文(東京大・分子細胞生物学研)

アラビドプシスの子葉における形態異常変異体の単離と解析

庄田恵子，金具泰，塚谷裕一，内宮博文(東京大・分子細胞生物学研)

アラビドプ、ンスを用いた葉身の伸長制御機構に関する発生遺伝学的解析一一細胞質表層微小管を介した制御

系

柘植知彦，塚谷裕一，内宮博文(東京大・分子細胞生物学研究所)

アラビドプシスねじれ変異株の解析

橋本隆，渡漫夕子，内田純也，立元秀樹，土原和子，鹿内利治，山田康之(奈良先端大・バイオ)

休憩

シロイヌナズナ tiny突然変異体を用いた下目玉軸伸長成長の分子遺伝学的解析

倉閏哲也，山本興太朗(北海道大・地球環境・環境分子生物)

トライコム細胞特異的な発現に関与するシロイヌナズナ cdc2プロモーター領域の解析

今宿芳郎，青山卓史，後藤弘爾，岡穆宏(京都大・化研)

イネ zebra(横縞葉)突然、変異株における形質発現の温度および光依存性

小森久代，楠見健介，水谷明子，岡山繁樹，佐藤光1，射場厚(九州大・理・生物九州大・農・

遺伝子資源センター)

ゆ0，rpS遺伝子の葉の発生段階特異的な発現パターンに対するイネ virescent突然変異の影響

楠見健介，小森久代，稲田仁，水谷明子，西村光雄，射場厚(九州大・理・生物)

第3日(3月29日)午前

8:30 3aHOl ニンジン不定怪分化過程におけるホメオボックス遺伝子 CHBsの組織特異的発現

日渡祐二1，川原良一九福田裕穂1.3 (1東北大・院・理・生物理研 GB，3東京大・理・植物園)

8:45 3aH02 イネホメオボックス遺伝子 OSH1の匪発生時における発現パターン

佐藤豊，洪淳寛1，長戸康郎1，松岡信(名古屋大・分子応答研セ東京大・農)

9:00 3aH03 タパコホメオボックス遺伝子 NTH23の発現が抑制された形質転換体は葉の形態異常を示す

玉置雅紀，松岡信(名古屋大・生物分子応答)

9・15 3aH04 ジンタフィンガ一転写調節因子 EPFファミリー遺伝子へのトランスポゾン挿入変異体の選抜

小林晃l，坂本綾子1，Ronald Koes2， Erik Souer2，高辻博志1 (1農水省・生物研， 2Vrije Univ.) 

9:30 休憩
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9:45 3aH05 

10・00 3aH06 

10:15 3aH07 

10:30 3aH08 

10:45 3aH09 

11:00 3aH10 

11:15 3aH11 

11:30 3aH12 

H会場分化・形態形成

ヒャクニチソウ葉肉細胞から管状要素への分化転換過程で、発現する myb相同遺伝子の解析

坂本和俊，杉山宗隆，福田裕穂1 (東北大・院・理・生物東京大・理・植物園)

ヒャクニチソウ細胞の管状要素分化におけるシステインプロテアーゼ遺伝子の特異的かつ一過的発現

南淳，出村拓1，福岡裕穂2 (鶴岡工業高専・物質工学東北大・理・生物東京大・理・植物園)

シロイヌナズナの道管形成に関する突然変異体の単離

小泉好司1，杉山宗隆1，福田裕穂1.2 (1東北大・院・理・生物東京大・理・植物園)

ヒャクニチソウ芽生えの発達過程における TED2遺伝子の維管束組織特異的な発現

出村拓1，福田裕穂1，2 (1東北大・院・理・生物東京大・理・植物園)

ヒャクニチソウ葉肉細胞の分化転換初期に発現する遺伝子の傷害誘導性と管状要素分化への関与

永田美世1，出村拓1，福田裕穂1，2 (1東北大・院・理・生物東京大・理・植物園)

ヒャクニチソウ毛状根への木部分化特異的ベノレオキシダーゼ遺伝子のアンチセンス DNAの導入

崖賢美1，佐藤康2，福田裕穂1，3 (1東北大・理・生物愛媛大・理・生物東京大・理・植物園)

シロイヌナズナの茎が重力屈性異常を示す新しい変異株について

山内喜朗，深城英弘，田坂昌生，藤津久雄(京都大・理・生物)

二次木部における成長応力の発生機構←ー木本植物の負の重力屈性挙動を力学的に制御する力

山本浩之，奥山剛，吉田正人(名古屋大・農・応用生物)
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I会場細胞形態・加齢

第 1日(3月27日)午前

9:30 1aI01 

9:45 1aI02 

10:00 1aI03 

10:15 1aI04 

10:30 

10:45 1aI05 

11:00 1aI06 

11:15 1aI07 

アズキ上座軸細胞壁のキシログノレカン分解酵素の性質

問視l彰，神阪盛一郎，森仁志1，保尊隆享(大阪市大・理・生物名古屋大・農)

気中培養並びに水中培養イネ幼葉鞘細胞壁中の(1→3)，(1→4) -s-Dーグノレカン分解酵素

陳震，神阪盛一郎，保尊隆享(大阪市大・理・生物)

伸長生長に関与する s-Dーグルカナーゼの精製及び同定

小竹敬久，中川直樹，棲井直樹(広島大・総)

発芽期のイネに存在する塩基性のエンド型1， 3-sーグルカナーゼの精製とその性質

秋山高，松葉修一，賀久華江1，渋谷直人1 (農水省・北海道農試農水省・生資研)

休 憩

アズキのエンド型キシログノレカン転移酵素遺伝子 (EXGT-Vl)及びその類縁遺伝子 (EXGT-V2)の発現

冨田英津子1，岡本繁久，上舞哲也，西谷和彦 (1鹿児島大・連合大学院，鹿児島大・教養)

タバコ細胞膜ゴースト表層微小管と戸ーグノレカン生合成

平井則子，園部誠司1，林隆久(京都大・木研姫路工大・理)

成長する綿繊維細胞における壁酵素遺伝子の発現制御

清水良吉11，)11田俊成，作野友康，酒井富久美1，林隆久(鳥取大・農京都大・木質研)

11:30 1aI08 植物に存在する酢酸菌セルロース合成酵素ホモログの機能解析

中川直樹，桜井直樹(広島大・総科・自然)

第 1日(3月27日)午後

13:00 1pI01 

13:15 1pI02 

13:30 1pI03 

13:45 1pI04 

14・00 1pI05 

14:15 1pI06 

14:30 1pI07 

14:45 1pI08 

15:00 

15:15 1pI09 

15:30 1pI10 

15:45 1pIl1 

アズキ上はい軸の細胞壁領域に存在する酸化還元物質と酸化還元酵素について

高浜有明夫けL州歯科大)

ホウレンソウ匪軸におけるスーパーオキシドの生成とリグニン合成

小川健一，金松澄雄1，浅田浩二2 (京都大・理・分子植物科学南九州大・食品工京都大・食

研)

植物一病原菌相互作用における細胞壁の役割 活性酸素の生成一一

木場章範，三宅千寿，豊田和弘，一瀬勇士見，山田哲治，白石友紀(岡山大・農)

ガラクトースリッチ塩基性糖蛋白質 (GBGP)とエタステンシンの性質とタパコ植物体における分布

武市哲郎，中村拓，川崎信二(農水省・農業生物資源研)

光によるトウモロコシ幼葉鞘の成長抑制における細胞壁結合性ブェノール化合物と PALの役割

Mohammad Ma叩 dParveZ，若林和幸，保尊隆享，神阪盛一郎(大阪市大・理・生物)

光によるエンドウ茎成長抑制と細胞墜多糖類の構造変化

三谷祐子，宮本健助1，上回純一1，若林和幸，保尊隆享，神阪盛一郎，増田芳雄2 (大阪市大・理・

生大阪府大・総科・自然環境帝塚山短大・食品)

オクラ下座軸切片の浸透的収縮と伸長のコンビューター・シミュレーション

山本良一，増田芳雄(帝塚山短大)

エンドウの根の細胞壁伸展性のクリープ解析

谷本英一，山本良一1 (名古屋市大・教養・生物帝塚山短大・食品)

休憩

トウモロコシ幼葉鞘細胞壁に存在する酸性蛋白質の性質と機能について

井上雅裕，ネビンス・ドナノレド(愛媛大・理・生物，カリフォノレニア大・デイビス校・ベジタフツレ

グロプス)

酵母 Saccharomycesexi，伊 usの細胞壁代謝と細胞壁自己分解能

須合悦子，井上雅裕，遠山鴻，城尾昌範(愛媛大・理・生物)

ギンドロ培養細胞における成長にともなう細胞壁分解酵素の活性変動

掛川弘一，枝重有祐，石井忠(農林水産省・森林総合研究所)
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16:00 1pI12 

16:15 1pI13 

16:30 1pI14 

16:45 1pI15 

17:00 1pI16 

17:15 1pI17 

I会場細胞形態・加齢

シュクロース合成酵素の大腸菌での発現

中井朋則，外内尚人1，土田隆康1，森仁志2，酒井富久美，林隆久(京都大・木質研側パイオポ

リマー・リサーチ名古屋大・農)

ホウ酸ーラムノガラクツロナン-]I複合体はすべての高等植物細胞壁に存在する

河口清香，高崎美紀，小林優，間藤徹，欄谷次郎(京都大・農・農化)

タバコ BY-2培養細胞のホウ酸ーラムノガラクツロナンE複合体

小林優，大野香織，間藤徹，閥谷次郎(京都大・農・農化)

シュガービートパルプから単離したホウ素ーラムノガラクツ戸ナン-]I複合体

石井忠，松永俊朗1 (森林総研農環研)

タケノコから単離したホウ素ーラムノガラクツロナン-]I複合体

金子哲1，2，石井忠2，松永俊朗3 (1筑波大・応、生森林総研農環研)

根の細胞壁多糖類とアルミニウムの結合

レ・パン・ホア，桜井直樹(広島大・総合科学)

第2日 (3月28日)午前

8:30 2aI01 

8:45 2aI02 

9:00 2aI03 

9:15 2aI04 

9:30 2aI05 

9:45 2aI06 

10:00 2aI07 

10:15 2aI08 

10:30 

10:45 2aI09 

11:00 2aI10 

11:15 2aI11 

11:30 2aI12 

11:45 2aI13 

コムギ葉より単離した葉緑体の破砕液に見出される Rubisco分解の特性

石田宏幸，牧野周，前忠彦(東北大・農・応生化)

細胞死による通気組織形成の解析

川合真紀， P. K.サマラジーワ，山口雅利，内宮博文(東京大・分生研)

セントポーリア葉の低温障害によって引き起こされる細胞死とその初期過程

安田ゐう子，藤田哲也，加藤哲也1，安在吉2，林孝洋2，矢沢進2 (京都パストゥーノレ研京都大・

理・植物京都大・農・花井園芸)

コムギの一回結実性老化を制御する内生因子

木下浩司，喜久田嘉郎，幸田泰則(北海道大・農・作物生理)

シロイヌナズナにおけるホウ素の動態と高濃度ホウ素要求性変異株

藤原徹，野口享太郎，安森美帆，松永俊郎1，渡辺久男1，今井貴敬2，内藤哲2，茅野充男(東京大

・農・応生化農環研北海道大・農・応生)

遊離メチオニンを過剰蓄積する突然変異株の解析

太田垣聡，南原英司，内藤哲(北海道大・農・応用生命科学)

アラビドプシスの緑葉の老化に関わるプロテアーゼ遺伝子の発現

中林一美，伊藤正樹，渡漫昭，篠崎一雄1 (東京大・院・理・生物科学理研・植物分子)

リン酸欠乏ストレスのトウモロコ、ンに及ぼす影響について N.可溶性タンパク質の 2次元的パターンの変

化一一老化との関連において

日田秀明，下河原浩介(帝京大・医・化学)

休憩

ゼニゴケプロトプラストにおける細胞壁構築と再生細胞の安定性 1.阻害剤の効果

菅原康剛，福川英司1 (埼玉大・理・生体制御北海道原環セ)

細胞壁形成過程の三次元観察(1)←ーリグニンの沈着にともなう二次壁の形態変化

中島仁，高部圭司，藤田稔(京都大・農・林産)

傾斜刺激による樹幹木部でのあて材形成と木部分化得での遺伝子発現の変化

馬場啓一，原由里子，日尾野隆1，竹田匠，伊東隆夫，伊藤一弥1 (京都大・木研新王子製紙・林

木育種研)

ホヤ類におけるセルロース合成

木村聡，伊東隆夫(京都大・木質研)

植物根端組織細胞の生理・形態学的研究 (III).空隙 (Cavity)を充填する細胞の形態的特徴

仁木輝緒，梶降1 (拓殖大・工政経)
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I会場細胞形態・加齢

第2日 (3月28日)午後

13:00 2pI01 P1ant cell-division associated 21D7 gene encodes a component of the 26 S proteasome 

13:15 2pI02 

13:30 2pI03 

13:45 2pI04 

14:00 2pI05 

14:15 2pI06 

14:30 2pI07 

14:45 2pI08 

15:00 

15:15 2pI09 

15:30 2pI10 

15:45 2pI11 

16:00 2pIl2 

Mari喝W.Smith，Masaki Itol， Shigeru Sato2， Yoko Yoshikawa， Shinko Wada， Miyuki Miyawaki3， 

Hiroki Nakagawa3， Atsushi Komamine (Dept. Chem. Biol. Sci.， Japan Women's Univ.， lDept. P1ant 

Sci.， Grad. Schoo1 Sci.， Univ. Tokyo， 2Mitsui P1ant Biotech. Res. Inst.， 3Dept. Agricult. Chem.， Fac 

Horticu1t.， Chiba Univ.) 

タバコ培養細胞 BY-2のキネシン様タンパク質遺伝子の細胞周期における発現パターン

松井啓祐， David Collings，浅田哲弘，柴岡弘郎(大阪大・理・生物)

タパコキネシン様タンパク質 NAKsによる NPK1キナーゼ (MAPKKK)の活性化機構

西浜竜一，石川雅樹，山崎良子，坂野弘美，入江賢児1，松本邦弘1，町田泰則(名古屋大・理・生

物名古屋大・分子生物)

NPK1とNAKsの植物細胞分裂における役割

西浜竜一，中島麻里奈，山崎良子，浅田哲弘1，松井啓祐1，平野敬子，坂野弘美，町田泰則(名古

屋大・理・生物大阪大・理・生物)

タバコ BY-2細胞における細胞周期各期の微小管形成部位

馳津盛一郎，熊谷史，長田敏行(東京大・院・理)

タバコ培養細胞 BY・2の増殖の制限要因としてのリン酸の役割

倉屋芳樹，網野真一，高橋陽介，長田敏行(東京大・院・理)

タバコのサイクリン DcDNAの単離と発現解析

関根政実，城野健一，河内宏九新名惇彦 (1農水省・生物研，奈良先端大・パイオサイエンス)

DNA複製関連遺伝子の細胞周期依存的発現

伊藤正樹，横井雅幸1，花岡文雄1，渡漣昭(東京大・院・理・生物科学大阪大・細生工センター)

休憩

ヘパリンカラムによるリボソーム凝集活性物質の抽出ならびにこれをコードする遺伝子の解析

伊東庸子， Eric Davies1，阿部俊之助(愛媛大・農・生物資源， lNorth Caro1ina州大・樺物)

へパリンアフィニティーカラムを用いた，植物細胞よりの締胞骨格画分タンパク質の分離

E童壁主旦， Eric D喝vies1 (愛媛大・農・生物資源， 1 N orth Caro1ina州大・植物)

植物の細胞骨格闘分タンパク質の分離・精製と 49kDa夕、ノパク質の構造解析

柴田幸一，岡本知明，阿部俊之助， Eric Davies1 (愛媛大・農・生物資源， lNorth Caro1ina州大・

植物)

植物の細胞骨格タンパグ質の分離・精製と 54.7kDaタンパク質の構造解析

岡本知明，柴田幸一，阿部俊之助， Eric Davies1 (愛媛大・農・生物資源， 1 N orth Caro1ina州大・

植物)

第3日(3月29日)午前

8:30 3aI01 

8:45 3aI02 

9:00 3aI03 

9:15 3aI04 

9:30 

9・45 3aI05 

タバコ懸濁培養細胞 BY-2を材料とした invitro微小管重合系

熊谷史，馳沢盛一郎，長田敏行(東京大・理学系研究科)

細胞質表層徴小管の配向変化サイクノレにおよぼすサイトカラシン Dの効果

武居郁，柴岡弘郎(大阪大・理・生物)

高等植物の核膜表面に存在する MTOC様複合体を構成する夕、ノパク質について

中山貴照，水野孝一(大阪大・理・生物)

多糖合成酵素複合体構成タンパタの性質と機能

鈴木俊洋，水野孝一(大阪大・理・生物)

休憩

ニンジン Fチュープリン・アイソタイプ

岡村昭治，曽根原和彦，内藤敬子，大川裕美，倉盛志生子(富山医薬大・薬)
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I会場細胞形態・加齢

10:00 3aI06 A plasma membrane-associated actin cytoskeleton in tobacco BY・2cel1s: evidence for interaction with 

microtubules 

David CollingS， Hiroh Shibaoka (Dept. Biology， Fac. Science， Osaka Univ.) 

10:15 3aI07 アクチン細胞骨格の構築に及ぼす RGD，RYDペプチドの影響

柳政和，高木慎吾，水野孝一，永井玲子(大阪大・理・生物)

10:30 3aI08 ジャガイモ植物の感染応答におけるアクチンとその関連タンパク質の関与について

竹本大吾，古瀬勝美1，道家紀志，川北一人(名古屋大・農・植物病理クミアイ化学)
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J会場成長制御

第 1日 (3月27日)午前

9:30 1a]01 

9:45 1a]02 

10:00 1a]03 

10:15 1a]04 

10:30 

10:45 1a]05 

11:00 1a]06 

11:15 1a]07 

11:30 1a]08 

サイトカイニンにより抑制されるキュウリの“noncodingRNA とアラビドプシスの類似 RNAとの比較

寺本陽彦，遠山知子1，竹葉剛，辻英夫2 (京都府大・応用生物京都大・理・植物神戸女子大

・生物)

サイトカイニン処理後短時間で発現が抑制される転写活性化因子の構造

遠山知子，寺本陽彦1，岡田清孝，竹葉剛1 (京都大・理・植物京都府大・応用生物)

シロイヌナズナのサイトカイニン高感受性変異体の遺伝学的解析

久保稔，柿本辰男(大阪大・理・生物)

過剰発現によりシロイヌナズナのカノレスにサイトカイニン非依存性を与える遺伝子 CKI1
柿本辰男(大阪大・理・生物)

休憩

サイトカイニンにより発現誘導される遺伝子群の単離と同定

柳瑞帆，高橋陽介，長田敏行(東京大・院・理・生物科学)

イネカルスのアブシジン酸 (ABA)誘導タンパク質 (24.5kD)の解析

田中香里，藤野介延，浅野哲基，古谷ちひろ，徐正君1，喜久田嘉郎(北海道大・農・作物生理，

l秋田農短大・生物工学研究所)

アブシジン酸応答性遺伝子発現制御に関わる突然変異体の分離

山本(豊田)章子，谷直之，浅田美穂子，小嶋純江，服部束穂(三重大・遺伝子)

アズキ上陸軸切片においてジベレリンにより発現量の変化する遺伝子の解析

金田剛史，柿本辰男，柴岡弘郎(大阪大・理・生物)

第 1日(3月27日)午後

13:00 1p]01 

13:15 1p]02 

13:30 1p]03 

13:45 1p]04 

14:00 1p]05 

14:15 1p]06 

14:30 1p]07 

14:45 1p]08 

15:00 

15:15 1p]09 

15:30 1p]10 

オーキシン誘導性遺伝子 ARGlとARG2のプロモーター領域の単離と解析

高見雄二，鷲尾健司，山本興太朗(北海道大・地球環境・環境分子生物)

ヤエナリ下座軸切片におけるオーキシン誘導性遺伝子の cDNAクローニング

橋本博支，山本興太朗(北海道大・地球環境・環境分子生物)

シロイヌナズナにおける NPA高感受性突然変異体ρislの解析

藤田浩徳，庄野邦彦(東京大・教養・生命)

タバコプロトプラストにオーキシン非依存性を与える遺伝子 axilの新規クローニングと機能解析

藤巻秀，真野弘範，馳津盛一郎1，Richard Wa1den2，林浩昭，茅野充男(東京大・院・農学生命科

学東京大・院・理， 2Max P1anck Institut fur Zuchtungsforschung) 

イネ科植物の発芽におけるジベレリン生合成機能の発現解析 (2)オオムギの内生ジベレリン

小林正智，五味雅裕1，上松淳一1，雇用華，桜井成(理研キリンビール)

カボチャ (Cucurbitamaxima L.)のカウレン合成酵素 Bの cDNA!lローニング

山口信次郎1，2，斎藤臣雄2，3，安部弘3，室伏旭1，山根久和4，神谷勇治2(1東京大・応用生命化学，

2理研・フロンティア理研東京大・生物生産工学研究センター)

ent-Kaurene synthase A and seed deve10pment 

Tahar Ait-Ali， Stephen M. Swain，日iK盟国(P1antHormone Function， Frontier Research Pro-

gram， RIKEN) 

トマトカウレン合成酵素 A遺伝子の cDNA!lローニングと光による発現調節

今井亮三，梁泳烈， Tahar Ait-Ali，川出洋，神谷勇治(理研・国際フロンティア)

休憩

イネのジベレリン20位酸化酵素の cDNAクローニング

豊増知伸1.3，川出洋1，関本弘之1，Cami1a von Numers1， Andrew L. Phi11ips2， Peter Hedden2， 

神谷勇治1 (1理研フロンティア， 2Long Ashton Research Station， 3山形大・農)

エドヒガン系のサクラにおける，立性及びしだれ性枝の内生ジベレリンについて

小林正智，吉沢恭子，小林真由美1，桜井成，中村輝子1 (理研日本女子大・理)
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15:45 lp]ll エドヒガン系サクラの GA3処理枝に発現する負の重力屈性と成長応力

吉田正人，奥山剛，山本浩之，中村輝子1 (名古屋大・農日本女子大・理)

16:00 lp]l2 イネ葉鞘伸長を指標としたジベレリン応答の解析

伊藤伸一1，松岡信1.2，山口淳二1，2 (1名古屋大・農・生化学制御名古屋大・生物分子応答研究セ

ンター)

16:15 lp]l3 ジベレリンによる浮稲節聞の伸長促進と浸透調節

東哲司1，上野覚土2，内田直次1，2，安田武司1，2(1神戸大・自然科学神戸大・農)

16:30 lp]l4 イネ幼苗の伸長におけるエチレンとジベレリンの関係

古川浩二1，2，今井亮三人山口信次郎2，3，豊増知伸4，梁泳烈2，桜井成1，5，高橋信孝2，神谷勇治2

(1埼玉大・院・理工理研・国際フロンティア東京大・応用生命化学山形大・農理研・

植物生活環制御)

16:45 lp]l5 カーネーション花弁由来 ACC酸化酵素の ACBCによる阻害

小杉祐介，小山田奈穂子，吉岡俊人，佐藤茂，小野寺英一1，山田有子1 (東北大・農・環境適応，

I宮城県圏試)

17:00 lp]l6 ヤエナリ匪軸から精製されたエチレン生成阻害タンパク質は膨圧応答タンパク質と高い相向性をもっ

陳暖，酒井慎吾(筑波大・生物科学)

第 2日 (3月28日)午前

8:30 2a]01 

8:45 2a]02 

9:00 2a]03 

9:15 2a]04 

9:30 2a]05 

9:45 2a]06 

10:00 2a]07 

10:15 2a]08 

10・30

10:45 2a]09 

11:00 2a]lO 

11・15 2a]l1 

11:30 2a]l2 

ササゲ伸長距軸切片のストレス応答における lAAおよび H+ポンプの役割

北村さやか，水野暁子1，加藤潔(名古屋大・人間情報日本福祉大)

ササゲ伸長座軸切片の浸透ストレス応答における生理的壁特性の変化

北村さやか，水野暁子1，加藤潔(名古屋大・人間情報日本福祉大)

水ストレス条件下でのコムギ幼葉鞘の成長抑制

若林和幸，保尊隆享，神阪盛一郎(大阪市大・理・生物)

キウリ芽生えにおける脂質転移タンパタ質の誘導

小曽根陸，竹内裕一，榊剛，増田税1，山田晃弘(北海道東海大・工・生物工学日本たばこ産業

.生命研)

トランスジェニックアラピドプシスにおけるオーキシンの極性移動と花形成

岡真理子，上田純一，宮本健助，岡田清孝1，Bob Masterson2 (大阪府大・総合科学京都大・理，

2Max-Planck-Institut) 

lAA処理で誘導されるトウモロコシ主根切片の invitroタンパク質燐酸化

加藤良一，高綱抄智子，和田剛，成原ゆみ(山形大・教育・生物)

トウモロコ、ン根端切片の拡散性 lAAの動向に及ぼすカルシウムイオンや pHの影響

鈴木隆，高橋宏之(山形大・教育)

光屈性天然分子の膜結合型オーキシン結合タンパク質に対する効果

相津裕子，穴井豊昭，小瀬村誠治1，山村庄亮1，長谷川宏司(筑波大・応生化慶応大・理工)

休憩

低 pHにより誘導されるレタス根毛形成における植物ホノレモンの役割の解析

井上康則，渡部忠久(東京理大・理工・応生)

頂芽切除後の肢芽で発現する遺伝子の解析

上口(田中)美弥子，円由香，森仁志(名古屋大・農・生化学制御)

頂芽切除後に肢芽で発現が減少する cDNAの単離

円由香，上口(田中)美弥子，森仁志(名古屋大・農・生化学制御)

頂芽切除後の厳芽の細胞周期に関する研究

志水佐江，上ロ(田中)美弥子，森仁志(名古屋大・農・生化学制御)
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J会場成長制御

第 2日(3月28日)午後

13:00 2p]01 

13:15 2p]02 

13:30 2p]03 

13:45 2p]04 

14:00 2p]05 

14:15 2p]06 

14:30 2p]07 

14:45 2p]08 

15:00 

15:15 2p]09 

15:30 2pJ10 

15:45 2pJ11 

16:00 2pJ12 

モモ茎頂部より単離したオーキシン結合蛋白質 (ABP19)の組織特異性および細胞内局在性

大宮あけみ(農水省・果樹試)

免疫学的手法によるダイズ (Glycinemax)オーキシン結合蛋白質の検出

堀智子1，石川文雄2，小林未邦子3，中山克己1，岡田光正1 (1東邦大・理・生物分子東邦大・医

・免疫東邦大・理・生物)

膜結合型オーキシン結合タンパグ質 (ABPl)の構造と機能

穴井豊昭，宮田百，長谷川宏司(筑波大・応生化)

オーキシン応答遺伝子 arcAの産物と相互作用するタンパク質の探索

石田さらみ，高橋陽介，長田敏行(東京大・院・理・生物科学)

クロモサボニン Iによるレタス根の成長促進作用と細胞壁伸展性の増大

鶴見誠二，渡辺竜五1，神阪盛一郎1(神戸大・自然科学大阪市大・理・生物)

成長促進物質レピジモイドの生理作用

山田小須弥1，穴井豊昭2，富田一横谷香織2，長谷川宏可2.3 (1神戸大・自然科学筑波大・応用生

物化学植物情報物質研究センター)

シロイヌナズナ種皮が分泌するレピジモイド様物質の成長促進効果

後藤伸治，山藤誠司，長谷川宏司1 (宮城教育大・生物筑波大・応用生物化学)

植物にも松果体ホノレモンであるメラトニンは存在する

休憩

服部淳彦，右高宙1，伊藤正則2，飯郷雅之，大谷一金子律子，原正幸，高橋秀仁，鈴木卓朗(聖マ

リ医大・ 1解聖マリ医大・化学日大・農獣医・畜産)

緑化ヒマワリ芽生えの光によって誘導される成長抑制物質

加藤潤1，相津裕子I，小瀬村誠治2，山村庄亮2，穴井豊昭1，富田一横谷香織1，長谷川宏司1.3 (1筑波

大・応、生慶応大・理工・化学植物情報物質研究センター)

スイカの発芽種子から放出されるアレロパシ一物質

九島みどり，小瀬村誠治1，山村庄亮1，長谷川宏司2 (植物情報物質研究センター慶応大・理工

・化学筑波大・応生化)

A1tersolanol類の植物細胞生育阻害作用

原口博行，横山和美，山本洋一，倉田理衣奈，岡村伸幸1，八木屍1 (福山大・工薬)

ニンジン不定匪形成において高細胞密度時に蓄積する低分子性阻害物質の性質について

小林俊弘，東克己，鎌田博(筑波大・生物)

第 3日(3月29日)午前

8:30 3a]01 

8:45 3a]02 

9:00 3a]03 

9:15 3a]04 

9:30 

9:45 3a]05 

10:00 3a]06 

エンドウのブラシノステロイド生合成突然変異体 lkbの生長のブラシノステロイドによる正常化

横田孝雄，野村崇人，斉藤昭彦，竹内安智1，]ames B. Reid2 (帝京大・理工・パイオサイエンス，

l宇都宮大・雑草科学センタータスマニア大)

ブラシノライドによる液胞膜 ATPaseの活性化による伸長生長の促進

冨永るみ，棲井直樹(広島大・総合科学)

ファレノプシス(ラン科)におけるノノレエビネフィリンの局在性の検討

内山寛，郎日英1，池田和正，佐藤嘉兵，米田和夫1，小山織夫(日本大・農獣医・応生日本大・

農)

ファレノプシス(ラン科)の花成に伴うノノレエビネフィリンの代謝に関する検討

池田和正，郎日英1，内山寛，佐藤嘉兵，米田和夫1 (日本大・農獣医・応生日本大・農)

休憩

アサガオの貧栄養開花及びサイクリッグヌクレオチドホスホジエステラーゼに対する安息香酸誘導体の影響

藤波周，篠崎真輝(京都大・農・応植)

アサガオ子葉備管液の花成制御活性
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J会場成長制御

近藤正敏，重田千晶，谷本静史(佐賀大・農・遺伝子工学)

10:15 3a]07 Cloning of the cDNA encoding a novel PR-like protein induced by thiocarbamate during early flowering 

phase in Asparagus seedlings 

Dennis Yeo1.2， Tomoko Abe1， Hiroshi Abe1， Akira Sakurail， Shigeo Yoshida1 (lRIKEN， 2Graduate 

School of Sci. and Eng.， Saitama University) 

10:30 3a]08 ミズワラビ (Ceratopterisrichardiz)の性の分化の造精器誘導物質と光照射による制御について

小坂橋律子，渡辺昭， L. H. Hickok1，山根久和2，山口五十暦3，室伏旭3 (東京大・院・理・生物

科学生物生産センター東京大・院・農・応生化， lTenessee大)

10:45 3a]09 ミカヅキモの有性分裂を誘起する情報伝達物質の解析

福本亮平1，関本弘之，藤伊正(筑波大・生物理研 FRP)
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第

2
日

凶
一
国

座長表

A会場 E会場 F会場 I会場 J会場G会場 H会場 S会場B会場 C会場 D会場

第

1
日

laA01-{)4 laB01-{)4 laC01-{)4 laDOHJ4 laE01-{)4 laF01-{)4 laG01-{)4 laHOl-{J4 1 alO 1-{)4 laJOHJ4 laSI-3 

上田純一 加藤栄 小池裕幸 西田生郎 高倍昭洋 小関良宏 奥山英登志 内藤哲 林隆久 服部東穂 儲公行・小JII晃男

laAOS-{)9 laBOシ-08 laC05-08 laDOS-{)8 laEOS-{)8 laFOト08 laGOS-{)9 laHOS-{)9 laIOシ圃08 laJOS-{)8 la54-6 

柴田大輔 伊藤繁 大森正之 児玉浩明 林秀則 山谷知行 菊山宗弘 福田裕穂 保尊隆享 柿本辰男 宮地重遠

lpA01-{)4 lpB01-{)4 lpC01-{)4 lpD01-{)4 lpE01-{)4 lpF01-{)4 1 pGO 1-{)4 lpH01-{)4 lplOl-{)4 lpJ01-{)4 laS7 

尼子克己 岡山繁樹 福津秀哉 武田幸作 武藤尚志 射場厚 井上弘 員鍋勝司 井上雅裕 神谷勇治 松永是

lpAOト08 lpBO号-08 lpCOS-{)8 lpD05-{)8 lpEOS-07 lpFOS-{)8 lpGO長岡07 lpHOS-{)8 lp10S-{)8 lpJ05-{)8 lpSI-3 

長谷俊治 榎並勲 白岩善博 大橋祐子 佐藤直樹 和田敬四郎 黒岩常祥 和田正三 棲井直樹 山本興太郎 柴岡弘郎

lpA09-12 lpB09-12 lpC09-12 lpD09-12 lpE08-11 lpF09-12 lpG08-11 lpH09-12 lplO9-12 lpJ09-12 lpS4-6 

平野博之 佐藤敏生 小川晃男 白石友紀 高倍鉄子 中川 強 杉山達夫 片岡博尚 高浜有明夫 神阪盛一郎 町田泰則

lpA13-16 lpB13-16 lpC13-16 lpD13-17 lpE12-1S lpF13-17 lpG12-16 lpH13-17 lp113-17 lpJ13-16 

平知 明 小林善親 荒田博行 鈴木馨 小林裕和 前島正義 西村幹夫 飯野盛利 伊東隆夫 中村輝子

2aA01-{)4 2aBOI-04 2aC01-{)4 2aD01-{)4 2aEOI-04 2aF01-{)4 2aG01-{)4 2aH01-{)4 2alOl-04 2aJ01-{)4 2a51-2 

八木史郎 加藤哲也 和田野晃 山本直樹 重岡 成 森仁志 新免輝男 鎌 田 博 南原英司 山本良一 長谷あきら

2aAOS-{)8 2aBOS-{)8 2aC05-{)8 2冶D05-{)8 2aE05-{)8 2aF05-{)8 2aG05-{)8 2aH05-{)8 2al0シ同08 2aJ05-{)8 2aS3-4 

町田泰則 大岡宏造 桜井英博 仲本準 松本英明 豊島喜則 笠毛邦弘 寺 本 進 中川直樹 井上康則 渡辺正勝

2aA09-12 2a闘争12 2aC09-12 2aD09-12 2aE09-12 2aF09-12 2aG09-12 2aH09-13 2alO9-13 2aJ09-12 2aS5 

篠崎一雄 松浦克美 池内昌彦 松尾友明 西津直子 岡穆宏 松岡健 鳥山欽哉 水野孝一 山口淳二 大森正之

2pA01-{)4 2pB01-{)4 2pC01-{)4 2pD01-{)4 2pE01-{)4 2pF01-{)4 2pG01-{)4 2pH01-{)4 2plOl-{)4 2pJ01-{)4 2pSI-2 

近藤孝男 徳富光恵 三室守 手塚修文 藤原徹 中村研三 三村徹郎 石黒澄衛 長田敏行 酒井慎吾 伊東隆夫

2pA05-{)8 2pBO号ー08 2pCOS-{)8 2pDOS-{)8 2pE05-{)7 2pF05-{)8 2pGO手-07 2pH05-{)8 2p105-{)8 2pJ05-{)8 2pS3 

庄野邦彦 田中 歩 松原央 蓮沼仰嗣 森 敏 山崎健一 西村光雄 荒木崇 浅田哲弘 山根久和 保尊隆享

2pA09-13 2pB09-12 2pC09-12 2pD09-13 2pE08-11 2pF09-12 2pG08-11 2pH09-12 2plO9-12 2pJ09-12 2pS4 

川北一人 吉田茂男 塩井祐三 伊藤正樹 井上和仁 山田恭司 高橋正昭 岡田清孝 高木慎吾 鶴見誠二 渡 辺 昭

3aA01-{)4 3aB01-{)4 3aC01-{)4 3aD01-{)4 3aE01-{)4 3aF01-{)4 3aG01-{)4 3aH01-{)4 3alOl-{)4 3aJOH4 3aSI-3 

中島秀明 遠藤剛 小林正美 門田明雄 渡辺昭 林田信明 柴田均 杉山宗隆 園部誠司 篠崎真輝 上田純一

3aBOS-{)8 3aC05-{)7 3aD05-{)8 3aE05-{)8 3aFOト08 3aH05-{)8 3alOト08 3aJ05-{)9 3aS4-6 

嶋田敬三 田畑哲之 多団幹郎 浅田浩二 林浩昭 田坂昌生 馳津盛一郎 横田孝雄 柴田大輔

3aB09-12 3aC08-10 3aD09-13 3aF09-11 3aH09-12 
藤田祐一 小俣達男 竹田淳子 森川弘道 松 岡 信

第

3
日



受賞講演

日本植物生理学会奨励賞

日本植物生理学会論文賞

3月28日(木) (第2日)午後4時30分(稲盛会館)
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2pS5 
日本植物生理学会奨励賞

タバコ培養細胞BY-2における植物細胞骨格実験系の開発

園部誠司(姫路工大・環・牛命科学)

私たちは植物細胞骨格系タンパク質の同定を行うためのい

くつかの実験系をタバコ培養細胞BY-2を用いて開発した。

1 ミニプロトプラストを用いた細胞骨格タンパク質の単

離・|司定

植物細胞を材料として細胞骨格タンパク質を単離する際、細

胞壁・液胞はその障害となるが、ミニブロトプラストを用いる

ことによりそれらを除くことができた。ミニプロトプラスト抽

出物中ではチュープリン・アクチンが効率よく重合し、何時に

これらの重合体にはそれらの制御タンパク質が結合していた。

この系を用いてこれまでに、チュープリン・アクチン・65kDa

MAPが単離・同定された。その他の制御タンパク質も同様の

方法で同定されつつある。

2. モデル系を用いた解析

表層微小管は植物細胞特有の構造体で、細胞の形態形成に重

要な役割を果たしていると考えられているが、表層微小管の構

築機構についてはほとんどわかっていない。そこで、細胞膜ゴ

ーストとミニブロトプラスト抽出物を用いた再構築系を作り、

細胞膜と微小管の相互作用を解析した。また、表層微小管構築

に関与する細胞骨格タンパク質を同定するために、表層微小管

の単離を行ヮた。 単離表層微小管を精製することにより、 4

種類の微小管結合タンパク質を見出した。

2pS6 
日本植物生理学会奨励賞

光合成光化学系E複合体の構造と機能の解析

徳富(宮尾)光恵 (農水省・生物研)

光合成光化学系II(PSlI)複合体は、光エネルギーを酸化還

元エネルギーに変換し、その酸化力で水を酸化して分子状酸

素を生成する。我々が本研究を開始した時点では、 PSlI複合

体の蛋白質成分のうち、光を捕捉する集党性色素蛋白質と光

化学反応を行うコア蛋白質については解析が進められていた

が、複数の蛋白質成分が未向定であり、また複合体全体の分

子構築の概要も未解明であった。特にその機能の中心である

酸素発生反応は失活しやすく、また反応部位が閉じたチラコ

イド膜の内側に位置しているため、関与する蛋白質成分の解

析は困難であった。 1981年になって、チラコイド膜の内側

が溶液相に露出したPSllのみを含む膜断片(PSII膜)の調製法が

開発され、 PSllの生化学解析が容易となった。我々はこれま

でに、 PSlI膜を用いて、酸素発生反応における表在性蛋白質

の機能の解析、ならびに酸素発生反応を触媒するMnクラス

ターの再構成機構の解析を行ってきた。また、内外で得られ

た知見をもとに、 PSlI複合体の分子構築モデルを提唱してき

た。現在は、 PSIIの光化学反応中心蛋白質の光依存的な代謝

回転の分子機構に関する研究を行い、反応中心蛋白質はPSlI

内部で生成した活性酸素の作用で選択的に切断されることを

明らかにした。
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2pS7 
日本植物生理学会論文賞
カラタチの果実におけるインドールアセトアミドを経由
するオーキシン生合成経路の存在
川口正代司、藤岡昭三¥桜井成1、八巻良和2、庄野邦彦

南安プ薮葺・生命、 1理化学研究所、 2東大・農・果樹園)

受賞論文
Masayoshi Kawaguchi， Shozo Fujioka， Akira Sakurai， 
Yoshikazu T. Yamaki and Kunihiko Syono 
Presence of a Pathway for the Biosynthesis of Auxin via 
Indole-3-Acetamide in Trifoliata Orange. 
Plant and Cell Physiol. 34: 121-128. 

植物におけるオーキシンの生合成経路の実体は、その

生長・分化に及ぼす重要性にもかかわらず現在もなお不
明である。我々は、 Agrobacterium等の植物病原細菌が

有し、腫蕩形成に関与するオーキシン生合成経路(L-
Trp→インドールアセトアミド[IAM]→IAA)を被子植物に
おいて探索してきた。そして、カラタチの幼果において
顕著なIAMヒド口ラーゼ活性(IAM→凶A)が存在すること

をつきとめた。そこでクラウンゴールをモデル系とし、

Trpモノオキシゲナーゼ活性(L-Trp→IAM)の検出系を開発
し、カラタチの幼果に適用した。その結果、 L-Trpから
IAMへの変換がGC/MSによる代謝産物の伺定とトレース
実験によって明確に捉えられた。また 2種のオーキシン
生合成活性は果実形成のごく初期に検出されるという活

性発現の一過性が認められた。これは、植物で器官形成

特異的に新奇なIAA生合成経路が出現することを示した
初めてのものである。



S会場(稲盛会館)シンポジウム

1. Improvement of Proteins Involved in Photosynthesis and 
Regulation of Expression of Their Genes ...........................第 1日午前
(NEDO/RITE Super-Rubisco Program共催) (9:30'--") 

II.器官・組織・細胞形態の構築制御一……………一一…・…・・…・・第 1日午後
(重点領域研究「植物ホルモン機構J I植物器官プラン」共催) (13:00'--") 

皿.The Use of Mutants in the Study of Photoreception and 
Signal Transduction in Plants and Microorganisms ・・・・・・・・・・・・第2日午前

(9: 00'--") 
N. Cellulose Biosynthesis -There is Light at the End of 

the Tunnel! . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .第2日午後

(13: 00，--.， ) 

v. ジャスモン酸:生理学から分子生物学へ・・・・・・・・・・・・・・…ー…・一一第3日午前
(8: 30'--") 

シンポジウム I シンポジウムE シンポジウム阻 シンポジウムN シンポジウムV

開始時間講演番号 開始時間講演番号 開始時間講演番号 開始時間講演番号 開始時間講演番号

9:30 Opening 13:00 はじめに 9:00 2aSl 13:00 op巴ning 8:30 はじめに

9:35 laSl 13:10 1pSl 9:30 2aS2 13:05 2pS1 8:45 3aSl 

10:05 1aS2 13:45 lpS2 10:00 2aS3 13:45 2pS2 9:15 3aS2 

10:30 1aS3 14:20 lpS3 10:30 2aS4 14:25 2pS3 9:45 3aS3 

10:55 1aS4 15:15 1pS4 11 :00 2aS5 15:05 2pS4 10:15 3aS4 

11 :20 1aS5 15:50 1pS5 10:45 3aS5 

11 :45 1aS6 16:25 lpS6 11 :15 3aS6 

12:10 1aS7 
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laSl 
ASTRAτ'EGY TO CREAT SUPER岨 RUBISCO:SruDY 
ON STRUCTURE-FUNCTION RELATIONSHIP IN 
FALLOVER OF RUBISCO 
AkihoYOKOT'A 1 and Yasushi KAI2 C悶百，20sakaUniv.) 

RuBisCO is the most abundant enzyme with the worst 
enzymatic properties in the nature. Aα沿 rdingly，
photosynthesis is strongly limited by this叩 zyme，and 
impro刊 mentof the enzyme has been an important scientific 
target. There may be three waysωacωmplished the 
improvem氾nt;protein engineering of the specific active 
site residues， time-machine engineering， and ramdom 
mutation. It has been proposed that RuBisCO w悩 endowed
with fallover， a gradual decrease of kcat during reaction， 
in the∞urse of the evolution of the enzyme to adapt low 
COzand high Ozconcentrations in the present atmosphere. 
Lys21 and Lys305 in the large subunits were identified as 
the residues involved in the protein ∞nformation change 
observed during fallover. 百le amino acid residues 
∞rrespondingもothese sites we陀 changedinωotheramino 
acids in RuBisCOs that did not show fallover. Chan!!e of 
arginine and proline at these sites in RuBisCO of 
Chromatiumν'inosum into lysine caused組 increasein 
kcat without significant d回reasein the relative specificity. 
百letwo lysine residues were also examined with spinach 
RuBisCO'by X-ray diffraction at 1.8 A resolution. We 
found that spinach RuBisCO contained two different small 
subunits which caused theenzyme to have theDzsymmetry. 
百lelysine residu岱 locatednear the ωtalytic sites ω 
influence the catalysis. Sup伊 rtedpartly by PEC/MIτ1. 

laS2 
FUNCTIONAL ANALYSIS OF PEP CARBOXYIASE 
BYSIτE・DIRECTEDMUTAGENESIS AND 

STRUCTURAL FEATURES OF A IffiAT-STABLE 
ENZYME 

katsura IZUI; Dept. Agr. Biol.， Fac. Agr.， Kyoto Univ.， 
Kyoto 606・01

Phosphoenolpyruvate carboxylase (PEPC) is composed 
of 4 identical subunits with a molecular mass of about 
100 kDa. Alignment of about 20 amino acid sequences of 
PEPC from various mesophilic organisms revealed the 

invariant residues to be 132， including 2 His residues. 

(1) Both His residues (579 and 138 in E.ω']i PEPC) were 
shown to be involved in出巴臼talyticactivity. Replaαment 

of His-138 or conserved Arg-587 abolished the authentic 
catalytic activity but revealed the HC03--dependent PEP 

hydrolytic activity， which is inherent in maize PEPC. 
(2) Desensitization to the allosteric feedback inhibitor， 
malate or aspartate， could be provided by replacement of 
Lys-620 to Scr with E.ω，Jj e回 yme.(3) When Ser・15

of maize C4・typcPEPC， which is known to be 
phosphorylatcd undcr light conditions， was replac沼dby 

Asp， the scnsitivity to malate was decreased similarly 10 
出cphosphorylalcd wild勾peenzyme. (4) Analysis ofthe 
genc from Thcrmus sp.， an extrcme thermophile， showed 
出at18 rcsiducs wcrc not conserved among the above-
mcntioncd 132 inva巾 ntresidues and that Cys is 
complctcly lacking. 
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laS3 
A POWERFUL STRA TEGY WπH IN VITRO RANDOM 

MUTAGENESIS OF GENES ANO SUBSEQUENT SELECTION OF 
T刊EIRTRANSFORMANTS: ITS APPLlCATION TO CONFERRING 
PHO干oー下OLERANCEON 01 PROTEIN 
HirnkA7LJ KORA Y ASHI)，2， Yoshihiro NARUSAKA2，加dKimiyuki 
SATOH2，3 
'G，閣 d.Sch. Nurt目白附 Sci..Univ. Shizuoka， 52.・1Yada， Sh副館a422， 2Natl. 

I市tぬ鈎B白".， Okazaki 444. Wld3F民 S札 O胸IyamaUniv.， Okay加盟死沼

We have the very limited information of relationship 

between primary slructures of proleins and their functions， 
leading us to Ihe situation in which it is a1mosl impo喝sible10 

design how to change Ihe primary structures to confer 

desirable properties on functional proteins including 

enzymes. To overcome this limitation of experimenlal design 
in protein engineering， we have developed a strategy 

consisting of the following sleps: (a) in vitro random 

mutagenesis of a gene， (b) introduction of mutagenized 

gene into an organism for a selection， (c) screening of the 
transformed cells under a ceratin stressed condition， and (d) 
analysis of the mutagenized gene in the selected 

transformants. 

We have chosen the 01 protein of photosystem 11 reaction 

center generally rec⑬gnized as the most light-sensilive 

component in photosystems to develop the methodology. 

More than 20 distinct cyanobacterial mutants resistant to 

higher intensities of light have been screened骨'oma 

population oftransformants over 500，000， which is calculated 
to satisfactory co州era11 possible mutations of nucleotide 

substitution at two individual positions. 

laS4 
CYANOBACTERIAL MUTANTS IMPAIRED IN 

ABILlTY TO GROW UNDER CHANGING C02 

CONCENTRATION 

Michal RONEN-TARAZI， David BONFIL， Judy 
LlEMAN-HURWITZ， and AJ'!ron KAPLAN 

Dept. Botany， HebrewUniv.， 91904必!rusa/em，Israel 

The rising atmospheric C 0 2∞ncentration is a matter 01 

growing ∞ncem. Yet， very little is know on the effect of 
CO2 ∞ncentration on gene 臥 pression in 

photosynthetic organisms. Mutants 01 Synechococcus 
sp. PCC 7942 impair凶 inthe ability to respond to 

changing ambient C02 were isolated and used to 

identify relevant genes and mo僧 01their regulation. 

Mutants defective in HC03-uptake were obtained with 

the aid 01 an inactiv百tionlibrary. The insertion of a 

loreign DNA resulted in alterations in the relevant 

genomic regions leading to the observed phenotype. 

Some 01 these mutants are very sensitive to the 

presence of K+ ions， in a pH dependent manner lew mM 

01 KCI inhibited their photosynthetic capacity. Other 
mutants are sensitive to the presence of oxygen which 

severely inhibited photosynthesis. Some 01 the 

mutants ∞ntain delective carboxysomes and the偲 IIsof 
one of them are much larger than those of the wild type. 

We shall present田 me01 our r，田entstudies on these 

mutants. 



laS5 
HOW IS THE EXPRESSION OF RIBULOSE 
BISPHOSPHATE CARBOXYLASE CONTROLLED? 
l目W 間 n回目OGORA0..Steven R. RODERMEL， Jean 
HALEY， and Marc PURCELL 
Dept. Mol. Cel/. 8iol.， H.町四rdUniv.， CamゆfI匂e，MA 02138， 
USA 

The chloroplast enzyme Rubisco (ribulose 
bisphosphate carboxylase) is a ∞mp臥 01eight small 
(SS) and eight large (LS) pOlypeptide subunits. The 
SS are encoded by nuclear genes and the LS by a 
chloroplast gene. 1. How is the production 01 the small 
polypeptide subunits in the cytoplasm (1rom mRNA 
sy川hesized in the nucleus) integra飽d with the 
a∞umulation 01 LS encoded and π18de in another cellular 
compaはment・-theplastid? Studies 01 tobacco plants 
transformed with an antisense gene forゆcShave 
shown that the availability of SS， directly or indirectly， 
affects the recruitment of chloroplast ribosomes by LS 
mRNA. 2. Rubisco is abundant in the bundle sheath 
倒 Is(BSC) but is absent伽 nthe剖Ijac例 mesophyll
偲 IIs(MC) in maize leaves. Using間的 situtransient 
expression assay， we have determined that certain 
regions of a maize rbcS are r，岡山凶 forsuppressing its 
expression in MC and that other po附onsare essential 
for stimulating its expression in bundle sheath cells. The 
stimulatory and suppressing activities have been 10und 
to be regula恰dvia two different photosignal perception 
systems. 

laS6 
ABOLlSH FEEDBACK REPRESSION OF 
PHOTOSYNTHETIC GENE EXPRESSION BY 
SUGAR SENSOR MANIPULATION 

Jyan-Chyun JANG and J.e且SHEEN
Dept. Mol. 8;01.， Mass. Gen. Hosp.; Dept目 Genet.，
Harvard Med. Sch.， 80ston， MA 02114， USA 

Sugars are central regulatory signals that can trigger a 

global repression 01 photosynthetic genes， hence 

diminiSh photosynthesis yield in higher plants. Using a 

physiological single回cellsystem， we have demonstrated 

that this feedback regulation 01 photosynthetic genes by 

sugars is mediated through hexokinase as a sugar 

sensor. Using a reverse genetic approach， we have 

created transgenic plants that are sugar insensitive by 

expressing antisense hexokinase genes， or sugar 

hypersensitive by overexpressing hexokinase genes. 

We show that the sugar insensitive plants are no longer 

subject to sugar repression and thrive under conditions 

that usually limit plant growth due to the feedback 

inhibition. 
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laS7 
MARINE MlCROALGAE AS GENE RESOURCES 

HisaωIKEMaro， Sh泡etoh MlYACHI; Marine 

Biotechnology Institute， Kamaishi， Iwate 026 

Marine microalgae play an important role in the 

primary production in thc occan， but their diversity has 

not becn well investigatcd. We havc carri巴dout thc 

survey of microalgac in thc∞ral rccfs and thc open sea 

in the western Pacific Occan with thc supports of RITE 

and NEDO programs. Studics on thc marinc isolates 

have shown the prcscncc of scvcral types of prokaryotes 

and primitivc forms of cukaryotcs which arc 

morphologically featurclcss and minutc in sizc. Varicties 

of ycllow-colorcd algac with high nutritional valucs， 

autotrophic/hctcrotrophic bchaviors or blooming 

回 pabilitysuggestcd thcir signifi回 ntcontributions to thc 

marine food chain， whilc many of grecn isolates werc 

shown to grow undcr cxtrcmc cnvironments which wcrc 

very diffcrent from natural conditions. 

lpSl 
植物微小管の機能制御とキネシン様モーター蛋白質

浅田哲弘 (大阪大学理学部生物)

伸長や分裂を含めた植物細胞に起こる大きな形態変化の過

程を理解するためには、植物細胞が独自にもつ微小管システ

ムの構築を制御する機構の解明が重要である。私達は、植物

細胞に特有の細胞質分裂装置である隔膜形成体の微小管構築

に焦点を当てた研究により、隔膜形成体微小管の編成には、

微小管を動かす力発生の仕組みが関与すること、隔膜形成体

には、微小管モーター活性を有し、キネシン様部分アミノ酸

配列を含む125kDaポリペプチド (IobaccoBY-2 -jSinesin 

Belated里olypeptide01立亘kDa:TKRP125)が付随すること

を示してきた。本シンポジウムでは、 TKRP125の分子情

造、機能発現に関する新しい知見を中心に紹介する。

TKRP125cDNAのクローニング、全配列決定を行なった結

果、 TKRP125は、 N末端仮Ijにキネシン様モータ ドメイン

をもち、 C末端側に独自の配列をもっキネシンスーパーファ

ミリーの新しいメンバーであることが明らかになった。

TKRP125モータードメインの特異領域を認織する抗ペプチド

抗体を膜透過性細胞モデルに導入すると、隔膜形成体微小管

の滑べり運動が阻害されることから、 TKRP125のモーター活

性が、機能的な微小管システムの編成に寄与することか、示唆さ

れた。間接蛍光抗体法を用いた観察の結果、 TKRP125は、隔

膜形成体のみならず前期前微小管束、紡錘体微小管に付随す

ることが明らかになり、植物細胞分裂におけるTKRP125の幅

広い役割が権測された。



lpS2 
植物の成長制御におけるエンド型キシログルカン転

移酵素遺伝子群 (EXGTs)の役割

直査担童 (鹿児島大・教養・生物)

エンド型キシログルカン転移酵素 CEndo・茎ylo・
glucan !ransferase， EXGT)は植物細胞壁ネットワ

ーク構造内のキシログルカン架橋の繋ぎ換え反応を

触媒する酵素として最近我々が単離した酵素で、細

胞壁構築の制御に重要な役割を演じていると考えら

れている。 EXGTとその類縁タンパク質の構造解析

を進めたところ、キシログルカン代謝に関連した多

重遺伝子ファミリー(XyloglucanRelated Proteins; 
XRPs)の存在が明らかとなってきた。そこで、こ

のファミリーに属する遺伝子の生理機能を理解する

ために、シロイヌナズナ、アズキそれにタバコ培養

細胞BY・2~こ於ける EXGT遺伝子群の発現を解析した。

その結果、 XRPファミリーの各メンバーは発現組織

及び発現時期の点でそれぞれ異なった様式を示すの

みならず、植物ホルモンに対する反応性を異にする

ことが明らかとなった。これらの知見を基にして、

植物の成長制御に於けるXRP遺伝子ファミリーの各

メンバーの役割分担について考察したい。

lpS3 
増殖と細胞構築の接点

長田敏行(東京大・大学院理学系生物科学)

植物細胞の増殖と細胞構築について、我々の知ると

ころは余りにも少ないが、その中では情報の多いタバ

コ培養細胞 BY-2について、標題について考察する。

BY-2培養細胞では高度な細胞周期の向調系が完成さ

れているが、この系の MJG1の転換期の解析で明らか

にされたことは、微小管はフラグモプラストの解体後

核膜の表層に形成され、やがて伸長して細胞表層に到

達し、一旦は細胞の長軸に平行に並ぶが、直ちにいわ

ゆる表層微小管に相当する構造が分裂面付近より形成

される。このことは細胞の形態を規定する表層微小管

は分裂の極めて初期から決定される。従って、表層微

小管により配向が規定される細胞壁の微繊維により細

胞形態が決定されるわけであるから、細胞形態の決定

は細胞分裂の直後に規定されることになるが、この角

度の考察は今までなされていない。つまり細胞レベル

からも細胞の形態に関するアプローチが可能であるわ

けで、この点を増殖との関りで考察する。
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lpS4 
植物の器官形成に関与するジンクフィンガ一転写調節

因子の逆行性遺伝学的機能解析

直辻盟事，小林晃，坂本綾子(農水省・生物研)

転写調節因子が分化・形態形成に重要な役割を果た

していることが植物においても知られてきている。ベ

チュニアからクローニングした一群のジンクフィンガ

一転写調節因子(EPFファミリー)の多くは，花の各

器官に特異的に発現しており，器官形成を制御する転

写調節のネットワークの中で何らかの役割を果たして

いることが推測された。そこで形質転換による遺伝子

再導入， トランスポゾン持入による遺伝子破壊等の逆

行性遺伝学的手法によって機能解析を試みた。

EPF2・5遺伝子のプロモーター領域を含む DNA断

片をペチュニアに再導入すると，花序のパターンおよ

び花器官のアイデンティティ等に著しい変異が観察さ

れた。これはEPF2-5より上位の転写調節因子の働き

に影響を与えたと考えられる。これらのことについて

さらに解析を深めるため，内在性トランスポゾン

dTphlによる挿入変異体を選抜し，表現型の解析を行

っている。

lpS5 
タバコホメオボックス遺伝子の細胞特異的発現

と形態形成との関わり

玉置雅紀、佐藤豊、盆且革(名大・生物分子応答研)

ホメオボックス遺伝子はこれまで多数の動物及び植物から単離
されており、これらの形態形成に関与していると考えられてい
る。我々は既にイネから複数のホメオボックス遺伝子を単離し、
これらがイネの形態形成に関与していることを明らかにしてき
た。さらに我々はタバコからホメオドメイン配列をコードした
遺伝子群を単離し、解析を行っている。タバコホメオボックス
遺伝子NTH15は、 insitu hybridizationにより葉原基下部の向軸側
の細胞群に特異的に発現する事が確認されている。そこでこの
遺伝子の機能を調べる目的で、 35Sプロモーター支配下でこの
遺伝子をセンス及びアンチセンス方向に発現するコンストラク
トを作製しタバコに導入した。その結果、センス方向のRNAを
多量に発現させた形質転換タバコは、葉にしわがよる、葉脈上
に新たなシュートが形成されるといった異常を示した。このよ
うな異常は、イネホメオボックス遺伝子であるOSHlやトウモ
ロコシのKnlをタバコ内で発現させた場合にも観察されている
が、これらに見られた形態異常と完全には一致せず、 NTH15に
固有な形態異常も観察された。一方、アンチセンス方向のRNA

を多量発現させたタバコでも葉の形態異常が観察された。正常
なタバコの葉では、向軸側に偏った葉身の発生、葉身における
柵状組織と海綿柔組織の非対称な発達によって明確な背腹性が
観察される。しかしながら、形質転換体では、これらの特徴の
一部が消失した葉が形成された。以上の観察からNTH15はタノ〈
コの形態形成、特に葉の形態形成について重要な役割を担って
いると考えられた。



lpS6 
根における細胞分化の制御機構
盟国遣主、和田拓治、小山時隆、久保深雪、橘 達
彦、宇佐美隆二、石黒澄衛 (京都大学大学院・理

学研究科・植物)

我々は、根の形成と組織の分化の機構を制御す
る遺伝機構を調べるために、様々なシロイヌナズナ
の突然変異体を分離し、表現型を解析するとともに
遺伝子の座位を決定して遺伝子の単離を試みている。
1. hy5突然変異体は旺軸や根の細胞の伸長が抑制
され、側根の形成や二次肥大が異常になる。また、
根の重力屈性や接触刺激反応が弱くなる。 HY5遺伝

子を単離したところ、この遺伝子産物はb-ZIPモチ
ィーフを持つことから転写制御因子として根の成長
と分化に関わる遺伝子の発現制御に関わっていると
思われる。 HY5はCOP1などの光形態形成遺伝子産
物と核内で相互作用し、光によるシグナルトランス
ダクション機構を調節していると思われる。
2.我々は、ストレスに依存した根毛形成を支配す
る突然変異体を分離して調べている。根毛が少なく
なるcapnce突然変異体や寒天面上と空中で根毛のパ
ターン変化が異常になるrot突然変異体を分離した。
単離したCAPRICE遺伝子は、 mybモチィーフを持つ。
この遺伝子産物はmycモチィーフを持つTIGと共に
根毛形成の初期決定過程を制御すると考えられる。

2aSl 
DIFFERENT PHOTOPERCEPTIα~ AND aJE EXPRESSI側
FOR DIFFERENT PHYTOCHROMES 
Masaki FURLN'A， Norihito KUNO， Takamichi MURAMA-

TSU'; Hitachi Advan剖 ResearchLab， Saitama 350 -0 3 ， 

'Hitachi Electronics Engineering Co.， Shibuya， Tokyo 150 

Recent studies using phytochrome (Phy) A-and B -n u 11 
mutants of Arabidopsis revealed that PhyA perceives UV， 
visible and far-red light of very low fluence加 dinduc邸
photo-irreversibly 鉛剖 germination and CAB 伊砲

expression， while PhyB regulates photo-reversibly these 
eftects u問 nalternately given red and far-red light of 4 
order of magnitude lower fluence than PhyA，，2 The avail-
ablity of these Phy mutヨntshas clarified that the 1 i g h t-
responsive ellement of a CHS gene mediates UV-A / blue 
induced transcription in the ab唱enceof PhyA and PhyB3

• 

Using the same set of Phy null mutants， a newly 
develo問dtechnique of fluorescent differential display 
was applied to isolate genes， of which expression are 
specifically regulated by PhyA or/and PhyB. We have 
ob匂ined few novel candidates that show剖 specific
expression upon PhyA-or PhyB-signals. 
Molecular approaches using apropriate mutants will出

quite promising in future of various fields. 
1) Shinomura， T.， Nagatani， A.， H釦 zawa，H.， Kubo也， M.， Watanabe， M.， 

Furuya， M. (1995) J. CeU. Bi∞hem. Suppl. 19C， Wiley.Liss， Inc.: 2) 
Hamazato， F.， Shinomura， T.， Chory， J.. Furuya， M. (1995) Plant Cell 
Physiol. 36， supplement s128; 3) Batschauer， A.， R岡田holl，M.， K初回r，
T.， Nag副ani，A.， Furuya， M.， ScI泊fer，E. (19鉛)Plant J. 9 (1). 
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2aS2 
TWO DOMINANT PHOTOMORPHOGENIC MUTATlONS 
OF Arαbidopsis Ilraliana IDENTlF/ED AS SUPPRESSOR 
MUTATIONS OF hy2. 
Byung Chul KIM'， M∞nS∞SOH'， Bong Joong KANG'， Masaki 
FURUY A2 and H且且~且A.M'，3・*;'Dept. Life Sci.， Pohang Univ 
Sci. Technol.，Pohang， Kyungbuk， 790-784， S. Korea，2Adv. Res. Lab.， 

Hitachi Ltd.. Hatoyama， Saitama 350ー03，1a1'an，and 3Plant Mol. Biol. 
Biotech. Res. Center， Jinju， Kyungnall1， 660-701， S.Korea 
By screening suppressor mutants of the lry2 llIutation of A. tlralialla， 

we isolated two dominant photoll1o中hogenicll1utants， slry 1-1 D and 
slry2-1 D， for two genetic loci SHY 1 and SHY2 (sup1'ressor of lry2 
mutation). Both of these nonallelic， extragenic suppressor mutations of 
lry2 are located on the chromosome ， of the Ambidopsis genome， Both 
mutations suppr田sthe elongated hY1'ocotyl phenotY1'e of lry2 by light-
independent inhibition of hY1'ocotyl growth as well as by increasing the 
effectiveness of light inhibition of hY1'ocotyl elongation， The slryl-l0 
mutation is partially 1'hotomo'lJhogenic in darkness with apical hook 
opening and redllced hy1'田otylelongation， The sl.y2-10 ll1utant dis1'lays 
highly photomo叩hogeniccharacteristics in darkness sllch as true leaf 
develo1'ment， cotyledon expansion，日ndextremely redllced hypocotyl 
growth， As to hY1'ocotyl elongalion， however， Ihe ，'lry2-10 /lllltalion is 
stilllight sensilive， The slr-"I-I D Il1l1lalion sll1'presぉesIhe hY1'ocolyl 
elongation of the lry2 /lllltation effeclively in red light bllt not effeclively 
in far-red light. The sl'."2-10 sllppresses hypocOlyl elongation of the lry2 
Il1l1tation effectively in bolh陀 danu far red lighls， 80lh Il1l1talions can 
also sllp1'ress Ihe early nowering phenolype of lry2 and have a diSlinct 
1'leiolro1'ic effect on leaf develo1'menl sllch as llpwaru leaf rolling. Ollr 
dala suggesl Ihal SlIY 1 and S/1l'2 represenl a novel class of componenls 
involved in Ihe 1'holomo巾hogenicpalhways of Arabidol'sis， This is Ihe 
first report on Ihe idenlificalion of dominanlll111lations in Ihe light 
signallransduclion palhway of 1'lal1ls. 

2aS3 
USE OF BLIND MUT ANT STRAINS AND 

CHROMOPHORE ANALOGS FOR RHODOPSIN 
PHOTOSYSTEMS OF HALOBACTERIA AND 

CHLAMYDOMONAS 
Tetsuo T AKAHASHI， School of Materials Science， 
Japan Advanced. Inst. Sci!fech， 15 Asahidai 
Tatsunokuchi， Nomi-gun， Ishikawa， 923-12 

The incorporation of artificially synthesized analog 
chromophore into a "blind" mutant strain lacking 
native chromophore has been extremely usefu1 for the 
photobehavioral and biophysical studies of photo-
sensory systems of a ha10philic archaebacterium 
Halobacterium salinarium. A similar approach had 
a1ready successfully been applied to the unicellu1ar 
a1ga Chlamydomonas by Ken Foster (Syracuse) and 
Koji Nakanishi's group (Co1umbia Univ.) in 1984， to 
prove that a rhodopsin photosystem mediates its 
phototaxis. We have extended the method in order to 
characterize the two photosystems in more detail and 
have revealed that the conformation of retinal at the 
binding pocket of rhodopsin in Chlamydomonas is 
similar to that in halobacterial rhodopsins， which 
differs significantIy from that in the members of the 
rhodopsin family in animals. Our data also suggests 
the origin of the "白nes凶 cture"uniquely seen in加 th
the action and absorption spectra of the halobacterial 
fourth retinal-containing pigment phoborhodopsin. 
(In collaboration with Profs. Mitsuyoshi Itoh， Koji 
Nakanishi， Kazuo Tsujimoto， John Spudich and Drs. 
Bing Yan， Masakatsu Watanabe and Kazuo Yoshihara) 



2aS4 
DNA町 SERTIONALMUT A TION FOR THE 

ANAL YSIS OF PHYSIOLOGICAL EVENTS 別

CHLAMYDOMONAS REINHARDTII 
kazuichi YOSHIDA.， Hisashi ITO， Ayumi 

TANAKA; Department of Botany， Faculty of 
Science， Kyoto University， Kyoto 606-01 

DNA insertional mutation was used to 
analyse biosynthesis pathway of Chl b. A 

plasmid containing nitrate reductase gene 

was introduced to a nitrate reductase-

deficient Chlamydomnas strain by vortexing 

with glass-beads. Transformants were 

select怠d on a agar plate with a culture 

medium containing N03 as a sole nitrogen 

source. Chl b-less mutants were selected by 

fluorescence spectro・photometry and HPLC 

after 12・d culture. A plasmid rescue method 

is available to obtain genomic DNA whose 

mutation by plasmid-insertion results in Chl 

b-less phenotype. Such a rapid analytical 

method for gene involved in a particular 

physiological event is applicable for the 

research of light-signal transduction 

mechanisms. 

2aS5 
CIRCADIAN PHOTOBIOLOGY OF 
PHOTOSYNTHETIC ORGANISMS 
Carl H. JOHNSON ，Vanderbilt Univ， Dept. Biol.， 
Nashville， TN 37235， USA 
In collaboration with laboratories in Japan，UK， and USA， 
my laboratory has been investigating circadian 
photobiology in various photosynthetic organisms， 
including cyanobacteria，Chlamydomonas， and tobacco. In 
cyanobacteria， Dr. Takao Kondo (Nagoya Univ.) and 1 
have done action spectroscopy to characterize the 
photopigments responsible for light-induced phase shifting 
of the circadian clock. The results indicate that blue and red 
light are most effective in resetting the phase of this 
oscillator. Dr. Kondo， Dr. Susan Golden (Texas A&M 
Univ) and 1 ar巴nowdoing screens to discover 
cyanobacterial mutants impaired in their phase-shifting 
ability. In Chlamydomonas， Dr. Kondo and 1 previously 
discovered that the prior i1¥umination conditions (light 
versus darkn巴ss)significantly inf1l1ence the action spectra 
for phase shifting. In tobacco， Drs. Tony Trewavas， Marc 
Knight (UK)， Kondo， and 1 have discovered circadian 
oscillations of intracellular free calciul11 in transgenic 
tobacco seedlings. Because phytochroll1e can function as a 
photoreceptor for the circadian clock in higher plants and 
the phototransduction pathway for phytochrome may 
include increases in free calciull1 levels， we are now testing 
the hypothesis that light-induced phase resetting of the 
circadian clock in higher plants is ll1ediated by changes in 
cytoplasll1ic free calcillm. 
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2pSl 
A SEARCH FOR CATAL YTIC AND REGULATORY 
COMPONENTS nぜEUKARYOTICCELLULOSE 
BIOSYNTHESIS 
R. Malcolm BROWN， Jr. 
Dept of Botany，百leUniversity of Texas at Austin， Austin 
Texas 78713・7640，USA， 
email: rmbrown@ccwf.cc.utexas.edu 

Cellulose，出em司jorcomponent of plant cell walls， has 
been very difficult to investigate泊 termsofits 
biosynthesis. When membrane fracti~!1s ~ p~p~d，. ~ 
mixture of callose and回日叫.osetypicall y is syn白esizedin 
vitro. We have overcome血isproblem using native gel 
electroph.oresis. 0.05% digitonin-s.olubilized membnlll巴
fractions (SE1) .of mung ooan and c.ott.on were loaded onto 
a stacking gel. After el即位ophoresis，the gel was incubated 
in UDP-glc and出eproduct bands extracted and佃 alyzed
with TEM.百leband泊 the3%acry加nidestacking gel 
produced only cellul.ose as determined by CB~-g.o!~ 
labeling and m.orphol.ogy whereas the band泊 the6%
acrylarIIide running gef produced .onlyca11ose. . This 
separati.on in activity suggests s句協.ofm.ol田 ular
aggregati.on .of the glucan syn白asec.omp.onents are 
impo目印t泊 deterniiningwhich glucan is synthesized. 
SDS gel electr.ophoresis .of the polypeptides i~ th~e tw.o 
fractions is in progress with出eg.oal t.o identify all 
components respOnsible for cellul.ose and ca11.o~ .syn出esis.
Longer term g.o山f.orgenetically m叫均ingcellul.ose in 
ecOli.omica11y important crops will be realized .once出巴
fundamen凶 understand泊g.of the polymerizati.on and 
crysta11izati.on reacti.ons is better underst.o.od. 

2pS2 
TUBULIN-<ごONTAININGGRANULES IN TIIE PLASMA 
MEMBRANES OF AZU阻 BEANEPICarYLS AND lHEIR 

RELATIONSHIP1D TIIE SYN1HESI5 OF fl-GLUCAN 
Koichi MIZUNO (Dept. Biol.， Fac. Sci.臼akaUniv.，白aka560) 

Purified plasma merゆ ranes仕omstem segments of azuki 
b田 nωntainedtubulin which seemed to be integrated in 
special s仕uctures.Two isoforms of a-tubulin were demon-
柑 'atedbut isoforms of fl-tubulin yielded∞mplex profiles 
when analyzed by 2-D PAGE. Tubulin was found to be 
integrated in granules which had diameter of 10 nm. The size 
of granules was similar to that of granules in terminal 
∞mplexes. 百四 solubilizedfraction of plasma membranes 
with detergent formed abundant polysaccharide filaments 
when they were incubated with UDP-gluc田 eand Ca"， and 
many granules were revealed to associate with the 
filamentous s回 ctures.The major量Yof filame附 formedin 
our investigation may have b田 ncallose because 2，6-
dichlorobenzonitrile did not have a marked inhibitory effect 
on the synthesis of these polysaccharide filaments and the 
majority of the filaments disappeared upon仕eatmentwith fl-
l，3-glucanase. Since tubulin was demons廿atedto be 
integrated in granules，∞lumn chromatography using 
Sepharose∞njugated with antibodies against tubulin was 
performed to separate the granules. 司、epurified granules 
prod uad many thin filamen包 duringincubation with UDP-
gluc由 eand Mg". The formation of filaments was inhibited 
目白uslyby 2，6-dichlorobenzoni凶 e，this time. 



2pS3 
SUBUNIT COMPOSmON OF CELLULOSE AND 
CALLOSE SYNTHASE COMPLEXES 町 COTION
FIBERS 
Deborah P. DELMER 
Dept. of Botany， Hebrew Univ.， Jerusalem 91904， Israel 

Recent studies of ours have identified a membrane・
associated form of sucrose syn白ぉe(SuSy)泊 plants
(PNAS 92: 9353; 1995). In cotton fibers， at least half of 
出.etotal SuSy is membrane assωiated，組dinmanycωes， 

it is 1∞alized泊helicals紅iatedpatぬmsatthe∞llsurface
thatp紅allel出epattem of cellulose microfibril deposition. 
We have proposed伽 tthis form of SuSy exists in a 
complex with cellulose and/or callose synth節目印dserves 
to channel carbon from sucrose via UDP-glc to白eglucan 
synthase cata1ytic subunits. In support of this， we have 
also observed synthesis of bo由 celluloseand ca1lose from 
sucrose in detached fibers. We are now using a 
recombinant form of cotton SuSy as a probe to identify 
proteins in the plasma membrane of cotton fibers白紙

interact with SuSy and therefore might be candidates for 
additional subunits of白esesynthase complexes. Such 
prelimin紅ystudies indicate that an annexin and two 
unidentified polypeptides of 36釦 d40kD泊teract，ei血er
directly or indirectly， with SuSy. In addition，出巴
chap巴ronincalnexin also interacts with denatured， but not 
native SuSy， suggesting it might play a role in the assembly 
of出.ecomplexes. By these approaches， w巴hopeeventually 
tomodel出eoverall composition of these important 
complexes involved in ~-glucan synthesis in plants. 

2pS4 
ANAL YSIS OF BARLEY MUT ANTS WITH LESS 
CELLULOSEPRODUCTION 
Naoki SAKURAI 
Integrated Arts & Sci.， Hiroshima Univ.， Higashi 
Hiroshima 739 

Ohichi-hen悼の， Shiroseto・hen伊2)and Kobinkatagi 4-
hen 伊3)are isogenic lines of barley mutant with less 
cellulose production than出巴 correspondingnormal s町四.
Field-grown brittle stems of mutant barley produced only 
one eighth cellulose in normal strain. When the pl阻 tswere 
grown泊 thedark， only Kobinkatagi 4-hen showed less 
cellulose content of∞leoptiles than the normal 
corresponding strain. Callus and suspension-cultured cells 
(SC) from any strain did not show the difference in 
cellulose content between normal and mutant strains. 
Cellulose contents per gr仕wtof ca1lus and SC were 
similar to those of field-grown stems of mutant strains. 
Addition of 10 mM  UDP-glucose into the suspension 
culture medium inhibited cell wa1l synthesis白血.emutant 
andreduced出eper田 ntageof cellulose泊thewall 
polysaccharides. Plasma membrane fraction was isolated 
from young seedlings of Ohichi and Ohichi-hen. Spe心血c
activity of incorporation of UDP-glucose into insoluble 
products in Ohichi-hen was 72% ofthe normal s位制s.

SDS-PAGE of solubilized proteins of白eplasma membrane 
fraction revealed a slight difference between the normal and 
削除nt蜘泊.The results sugg凶 t伽 tβ2and fs3 genes 
are regulatory genes for cellulose synthesis andβ'2 gene is 
involved in secondary wall synthesis， whilefs3 gene is 
expressed in the primary cell wa1l synth巴sis.
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3aSl 
植物の茎成長嗣胸とジヤスモン酸
宮本健助 (大阪府立大・総合科学)

オートムギ (Avenasativa L. cv. Victory)幼葉鞘
切片を用いた成長実験系において、ジャスモン酸
はオーキシン(IAA)の誘導成長を臨書する。この
細胞伸長成長抑制機構を明らかにする目的で、成
長に関係する種々のパラメータに対するジャスモ
ン酸の影響を検討した。その結果、ジャスモン酸
は、成長期間中における幼葉鞘切片の全浸透物質
量に影響せず、また、応力緩和法で測定される細
胞壁の力学的性質を表すパラメータにも影響しな
かった。一方、ジャスモン酸は、成長期間中のオ
ーキシンによる非セルロース性およびセルロース
性の細胞壁多糖量の増加を抑制した。しかし、非
セルロース性多糖の中性糖組成には影響しなかっ
た。放射性グルコースを用いて、細胞壁多糖合成
に対するジャスモン酸の影響を調べた結果、ジャ
スモン酸はオーキシンによって促進された非セル
ロース性多精およびセルロース性多糖への放射能
の取り込みを顕著に阻害した。また、ジャスモン
酸による伸長成長阻害は外生的に与えたスクロー
スによって打ち消された。以上の結果から、ジャ
スモン酸は細胞壁多糖類の合成に関わる楕代謝に
影響し、細胞の伸長成長を阻害することが示唆さ
れた。

3aS2 
形態制御とジャスモン酸

主且塞且L高橋淳1、喜久田嘉郎(北海道大・農、 1北海

道薬科大)

ジャスモン酸とその類緑化合物はパレイショ、キクイ

モ及びナガイモの塊茎形成を制御し、またダイズの伸育

型を決定していることを既に報告した。ジャスモン酸を

投与すると一般には伸長生長が阻害されるが、パレイシ

ョ塊茎、タマネギ葉鮪基部、ビート側根及びサツマイモ

根等の柔組織では肥大生長が促進される。したがってジ

ヤスモン酸類は様々な植物の生長阻害や肥大生長を伴う

形態形成に関与しているものと思われる。

パレイショの場合、ストロン由来の柔組織はジャスモ

ン酸に反応して肥大するが、通常の茎の柔組織では生長

の阻害が生ずる。しかし、このいずれの場合も表層微小

管の配向方向は、元の方向に対し直角な方向に変化した。

この変化に対応して肥大を起こすか、生長限害を起こす

かは、細胞壁の性質に依存している可能性がある。肥大

起こる場合は細胞内のsucroseと細胞壁構成多糖類の増加

が見られた。これらの多糖類の合成阻害剤はいずれも肥

大を阻害し、中でもセルロースの合成限害剤 (0C B) 

による肥大阻害が顕著であり、肥大にはセルロースの合

成が重要であると考えられた。更にサイトカラシン Bも

完全に肥大を阻害したことから、アクチンフィラメント

の関与も示唆された。このようにジャスモシ酸が細胞の

伸長方向を制御し形態を変化させるメカニズムは細胞壁

構築のメカニズムと密接に関わっているものと恩われる。



3aS3 
ジャスモン酸の定性定量分析

山根久和(東大・生物工学センター)

近年、ジャスモン酸 (JA)類が植物における

種々の生理現象に重要な役割を果たしていること

が明らかにされ、植物体中の微量の JA類を同定、

定量しようとする試みカず種々の方法を用いて行わ

れてきた。しかしながら、 JAやそのメチルエス

テル等比較的揮発性が高い物質が植物体に微量で

含まれている場合は、通常、精製過程で大部分が

失われてしまうことが少なくなし、。従って、微量

のJA類の同定、定量のためには、信頼度の高い

分析法を適用するだけでなく、回収率の高い精製

法を適用することがきわめて重要となる。ここで

は、これまでに報告されてきた J A類の分析法の

うち主要なものについて述べるとともに、我々の

グループで行っている、 GC/MS、および免疫

学的手法を用いた分析法について解説する。また、

それらを用いて、タマネギ植物体や工リシター処

理したイネ培養細胞の内生JA類の定性定量分析

を行っているので、その結果についても報告する。

3aS4 
ジャスモン酸により誘導される遺伝子とその誘導機

構の解析

本旦畳卒、鈴木玄樹、加藤友彦1、柴田大輔1、増田

建、塩井祐三、高宮建一郎(東工大・生命理工・生

体機構、 1三井業際植物バイオ研)

ジャスモン酸とその関連化合物は、近年高等植物

に広く存在する情報伝達因子として研究が進み、特

に病害などのストレス応答に関与する物質としてそ

の機能力f解明されつつある。リポキシゲナーゼなど

ジャスモン酸により発現誘導を受ける遺伝子が相次

いで単離きれているが、ジャスモン酸による遺伝子

発現誘導のメカニズムについてはほとんど分かって

いない。我々は、ディファレンシャルディスプレイ

法を用いて、ダイス・培養細胞からシクロヘキシミド

の存在下でもジャスモン酸処理で発現の誘導力f起こ

る遺伝子を新たに単離した。ホモロジー検索の結果

から、単離したcDNAうち 1つはシトクロムP450の

遺伝子ファミリーであることがわかった。本シンポ

ジウムではこのジャスモン酸誘導型シトクロムP450

やその他のジャスモン酸誘導性遺伝子の機能および

誘導機構について現在までの知見を紹介する。
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3aS5 
遺伝子発現でみたタバコ BY・2細胞のジャスモ

ン酸に対する初期応答

皇担亜豆、今西俊介、村本伸彦、小島久恵

(名大・農・生化)

タバコ BY-2懸濁培養細胞でジヤスモン酸(JA)

処理の初期段階で誘導される遺伝子の解析を進め

ている。 BY-2細胞をタンパク質合成阻害下で ]A

処理した 30分後にはポリアミンの一種のプトレ

シン (Put.)を合成するオルニチン脱炭酸酵素 (ODC)

の mRNAが誘導される。実際、 ]A処理後の BY-2

細胞にはまず Putが一過的に増加したが、スペル

ミンやスペルミジンの増加は見られず、 Put.はメ

チルーPut.を経てニコチンとなって蓄積した。 ]A

はプトレシンからニコチン合成に関わる酵素の

mRNAも誘導したが、 ODC誘導よりも遅く、タン

パク質合成を必要とした。タバコ ODC遺伝子プロ

モーターと GUSとの融合遺伝子も形質転換 BY-2

細胞で ]Aに対する早い応答を示し、 ]Aに応答し

た遺伝子発現制御の分子機構を解明する有利な系

になると期待される。

3aS6 
病傷害ストレス応答とジャスモン酸

本盤起工l、瀬尾茂美人佐野浩2
(1農水省・生物班、奈良先端た学院大2)

一般に病原体感染や傷害を受けた植物は、
これらに対抗するための自己防御機構を発達
させている。その中でも、このような機構を
活性化させるため、そのシグナル物質である
ジャスモン酸(JA)やサリチル酸(SA)のレベル
が、これらのストレスにより増加させられる
例がタバコなどでよく知られている。我々
は、これらのシグナル物質の生産に低分子量
GTP結合タンパク質や、 MAPキナーゼが関与
することを示唆する結果を、これらの遺伝子
を導入した形質転換タバコを用いた実験から
得ている。病傷害ストレスにより誘導される
PRタンパク質は、酸性と塩基性グループに大

別され、前者はSA、後者はJAにより効率的に
誘導されるが、前者の誘導はJAにより、また
後者の誘導はSAにより、濃度依存的に阻害を
受けた。シグナル物質であるJAまたはSA自身
の誘導は、 SAまたはJAの存在によりそれぞれ
括抗的な阻害を受ける。これらのシグナル物
質誘導の機構、その生物学的意味について討
論する。



A 会場:物質・情報変換

キーワード:植物ホルモン代謝，酵素，蛋白質，糖質関連酵素・遺伝子，情報伝達，

病害抵抗性，根粒菌，生物時計

第一日目午前

開始時間講演番号

9:30 1aA01 

9:45 1aA02 

10:00 1aA03 

10:15 1aA04 

10:30 休憩

10:45 1aA05 

11:00 1aA06 

11 :15 1aA07 

11 :30 1aA08 

11:45 1aA09 

第一日目午後

開始時間講演番号

13:00 1pA01 

13:15 1pA02 

13:30 1pA03 

13:45 1pA04 

14:00 1pA05 

14:15 1pA06 

14:30 1pA07 

14:45 1pA08 

15:00 休憩

15:15 1pA09 

15:30 1pA10 

15:45 1pAll 

16:00 1pA12 

16:15 1pA13 

16:30 1pA14 

16:45 1pA15 

17:00 1pA16 

第二日目午前 第三日目午前

開始時間講演番号 開始時間講演番号

8:30 2aA01 8:30 3aA01 

8:45 2aA02 8:45 3aA02 

9:00 2aA03 9:00 3aA03 

9:15 2aA04 9:15 3aA04 

9:30 2aA05 

9:45 2aA06 

10:00 2aA07 

10:15 2aA08 

10:30 休憩

10:45 2aA09 

11:00 2aA10 

11:15 2aAll 

11:30 2aA12 

第二日目午後

開始時間講演番号

13:00 2pA01 

13:15 2pA02 

13:30 2pA03 

13:45 2pA04 

14:00 2pA05 

14:15 2pA06 

14:30 2pA07 

14:45 2pA08 

15:00 休憩

15:15 2pA09 

15:30 2pA10 

15:45 2pAll 

16:00 2pA12 

16:15 2pA13 
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laAOl 
エンドウおよびアベナ幼芽のトリプトファンから卜リプトア

ミン、インドールアセトアルヂヒドそして IAAへの経路

主返送去、吉田泉、 Howlader，M.A. Awal、重友恵子、永山烈

(大阪市大、理、生物)

エンドウのジアミン酸化酵素 (DAO)は卜リプトアミン

(T PA)をインドールアセトアルデヒド (1AA  I d)に

酸化することが知られている。今回プトレシンがDAOによ

り酸化されて生成するLl1ーピロリンをさらにGABAに酸

化するピロリン脱水素醇素 (DP D)を精製しその性質を調

べたところ、 IAAldを IAAに酸化することを見い出し

た。また DPDでの最適 pH9で、精製した DAOとDPD

を混合し TPAとNADを加えたところ、速やかに TPAは

IAAにまで酸化された。 DAO自身の最適 pHは7であり

pH9では本来反応しない。このときの酵素速度論から DA

OとDPDは会合し、 TPAは連続的に IAAにまで反応が

進行すると恩われた。一方アベナの DAOは1，3・ジアミノプ

ロパンをアミノプロピオンアルデ.ヒド (APA I d)に酸化

するがTPAは基質にはなりえない。しかしAPAldをB
ーアラニンに酸化する APA脱水素酵素を精製し性質を調べ

たところ、エンドウの DPDと問機に IAAldを IAAに

酸化することを見い出した。次に卜リプトファン[carboxy-

14C]を基質に用いてエンドウとアベナのトリプ卜ファン脱炭

酸酵素活性を調べたところ組酸素;夜中に活性を見い出し、本

脱炭酸酵素の諸性質について検討した。またアベナのTPA

を IAAldに酸化する活性の存在についても検討した。

laA02 
Rhizocfonia属菌による IAA産生とその生合成経路

について

古川聡子，古賀仁一郎足立尭岸圏平，庄野邦

彦2 (都立立川短大明治製菓 生物科学研東京

大教養生命)

多くの微生物が植物ホルモンである IAAを産生す

ることは古くから知られている。腫擦を形成する数

例については病徴とホルモンとの関係が明らかにさ

れているが，他の病徴との関係について明らかな例

はあまりない。

そこで我々は菌類 植物相互作用における IAA産

生の意義を探るために，腫場以外の病徴を示す薗を

選び IAAの産生能を検索した。その結果肝71zocfonia

属の菌が高い IAA産生能を有することがわかった。

また多くの菌は， トリプトフォールも産生すること

がわかった。これらわ vivoの変換実験の結果から，

この菌の IAA生合成経路はインドールピルビン酸経

路であることが示唆された。
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laA03 
日長と[2-

14C)ジャスモン酸の代謝移動

主亙盟豆、大森史裕、市原秋民(北大・農・生物機能化学)

バレイショ葉面より投与された[2_
14
C)

14
Cジャスモン酸は、

ツベロン酸グルコシドへと代謝され、殆どは他の葉部に移動

するが一部はストロンおよび塊茎にも移動することを既に明

らかにしている。今回、ストロンから塊茎へ変化する段階に

ついて精査した。異なる日長条件(連続光、 12Lー120) で

2週間生育したパレイショ(品種:ダンシャク)葉面に[2YC)

ジャスモン酸をラノリン塗布し、 4、8、12日後ストロンおよ

び肥大開始ストロンの放射活性を測定した。その結果、短日

条件下で生成したストロンは、長日条件下のそれと比べて10

倍近い放射活性を示し、日長の差異によるジャスモン酸類の

移動の違いと塊茎形成への関与を明らかにした。

塊茎形成と同様、花芽形成も日長に制御されていることが

知られている。このことから、アサガオ(品種・スカーレツ

トオハラ)葉面に[2_14qジヤスモン酸を投与しその代謝、移

動について調ベた。パレイショと同様、ジャスモン酸はツベ

ロン酸グルコシドへと代謝され、葉えき部位での放射活性は

短日条件 (12Lー120)では長日条件C18L-60)での約2

倍であり、ジャスモン酸類の日長による移動の違いを示した。

laA04 
ジャスモン酸メチルにより発現が誘導されるシトクロム

P450cDNAの単醸

鐙室率』盤‘太田啓之、加藤友彦1、柴田大輔1、増田建、塩井祐三、

高宮建一郎(東工大・生命理工・生体機構、1三井業際植物バイオ研)

ジャスモン酸とその関連化合物は、近年高等植物に広く存在する

情報伝達因子として研究が進み、特に病害などのストレス応答に関

与する物質としてその機能が注目されている.我々は昨年度の本大

会で、ディファレンシャルディスプレイ法を用いてダイズ培養細胞

からシクロヘキシミドの存在下でもジャスモン磁メチル(MeJA)処

理で発現の誘導が起こる遺伝子のクローンを新たに単離したことを

報告した1)0 そこでこのうち 1つのクローンをプロープにしてcDNA

ライブラリーをスクリーニングしたところ、 2種類のcDNA(G9-

3，G9-19)を単厳した.ホモロジー検索の結果から、 2つのcDNAは

いずれもシトクロムP450の遺伝子ファミリーであることがわかっ

た。これらのcDNAは互いに80%程度の高い相向性を有しており、

それぞれアボガドのCYP71ファミリーとアミノ酸レベルで41%、

40%、ペチュニアのCYP75ファミリーと38%、39%のホモロジー

を持ち、 2種のcDNAともに‘ cyp77とcyp75の中聞に位置する

cypファミリーであると恩われる。 3'領主義の特異的プロープを用い

てそれぞ、れのcDNAのM巴JAに対する応答を調べたところ、 2つの

cDNAのうちG9-3についてはスクリーニングに用いたG9と同様

30μMのMeJAでmRNAの転写が誘導され、処理後約6時間でその

mRNAレベルは最大となった。しかしG9ぺ9についてはMeJAによ

るmRNAの発現誘導は全く観察されず、ジャスモン酸による遺伝子

発現の誘導はP450遺伝子の中でも特異性があると考えられる。

1)鈴木ら 植物生理学会， 99 5年度年会要旨集 P107



laA05 
キュウリ実生リポキシゲナーゼの多機性

松井健二、西岡美晴、田淵 盤、梶原忠彦、長谷俊治1 (山口

大・農・応生化、 1阪大・蛋白研)

リポキシゲナーゼ (LβX) は、リノール酸やリノレン酸など

に酸素添加する酵素であ。我々はこれまでにキュウリ実生で子

葉、根に特異的なLOXのそれぞれのcDNAを単離し、その構造

と発現機構を明らかにしてきた。これら以外にもキュウリには、

オイルボディ膜などに見られる膜結合型ωxや、飾管汁液に見

られる分泌型LOXなど、様々なアイソザイムが見いだされてい

る。更に我#は、ジャスモン酸により誘導されるアイソザイム

を見いだした。今回我々は、キュウリにおけるLOXの生理的役

割を総合的に理解することを目的に、これら各アイソザイムの

相互関係を明らかにすることを試みた。

オイルボディLOXのアミノ按配列は子葉細胞礎質型LOXと相

同であった。このことはcotLOXはオイルボディ、細胞礎質問

を行き来し、貯蔵脂肪分解時の脂質運搬を担っている可能性を

示唆する。一方、子葉をジャスモン酸に曝すと cotLOXとは分

子量の異なる新たな可溶性LOXアイソザイムが少なくとも 2種

誘導された。また、飾管汁液のタンパク質のほぼ50%までもが

LOXであった。この分泌型LOXは分子量、至適pHなどがJA誘

導型Iρxと酷似していた。現在、これらLOXを精製し、アミノ

酸配列解析、さらにはクローニングを行い、それらの構造と性

質の比較を行っている。

laA06 
ステピア植物での HMG-CoAレダクターゼ活性と

ステピオール合成酵素の特性

金勤嘩，豊EHj主，山下寛， i事 嘉 弘

(島根大，生物資源科学部)

ステピア植物 (Steviarebaudiana B巴rtoni)は甘味成分ス

テピオシド類を乾燥重量の 10-20%も含む。ステピオ

シド類の生合成経路には重要な 2段階の stepがあり、

HMG-CoAレダクターゼによるメバロン酸の生合成と

ステピオール合成酵素による ent-kaurenoicacidからス

テピオール (13-hydroxykaurenoic acid)への変換である。

ステピアチラコイドの HMG-CoAレダクターゼはj去連

草やセイタカアワダチソウよりもそれぞれ 150倍、 10

倍も高い。最適 pHは 7.5，HMG-CoAに対する Kmは

8.62μMであり他の植物での値との差がない。ストロ

マに存在するステピオール合成酵素を精製した。分子

量は 78，000，同一サプユニットから構成されるダイマー

である。最適 pHは 7.6，基質問t-KAに対する Kmは

11.1μMで，コファクタ-NADPHに対ーする Kmは 20.6

μMである。これらの結果とともに ，S. rebaudiana 

B巴此oniでの甘味配糖体蓄積はメバロン酸の異常合成と

いう内因性ストレスを緩和する機構と考察する。
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laA07 
抗菌性タバコオスモチン様タンパク質(OLP)の結晶化

小岩尚志、加藤博章1、中津亨1、西岡孝明1、小田順一¥

山田康之2、佐藤文彦(京都大・農目農化、 1京都大・化研、 z奈良

先端大目バイオサイエンス)

オスモチン様タンパク質(OLめは植物が病原体の侵入に応

じて特異的に蓄積するPR(Pa出ogenesis-Re1ated:感染特異的}

ータンパク質のPR-5グループに属する抗菌性タンパク質であ

る。 OLPと一次構造上相同性を持つ甘味タンパク質ソーマチ

ンについてはその三次元構造が明らかとなっているが、 OLP

にはソーマチンのような甘味のないこと、ソーマチンには抗

菌性が認められなかったことから抗菌性メカニズムを解析す

るうえでOLPの立体構造を知り、ソーマチンと比較すること

が重要と考えられる。

そこでタバコ培養細胞から精製したOLP標品を用いてOLP

の結晶化を行った。 H加 ging-drop蒸気拡散法を用い、タンパ

ク質濃度lOmg/m1、沈殿剤に塩化マグネシウムを用いて、

20"C、 34週間の静置により約O.6xO.2xO.2mmのOLP結晶を再

現性良〈得られた。結晶は単斜品系に属し空間群C2、格子

定数はそれぞれ a=80.2A，b=63.7A， e=45.6A， s=107。であったo

RAXIS IIcによるX線回折データ測定の結果、この結晶は2.0A

を上回る高分解能を有していた。現在重原子誘導体の検索な

らびにソーマチンの構造をもとにした分子置換法による構造

決定を試みている。

laA08 
オオムギの細胞質リポソーム蛋白質の解析

笠宝皐、和田明l、田中歩 (京都大・理・植物、

1京都大・理・物理)

オオムギの細胞質リポソームの蛋白質構成が光

照射によって変わることを、以前報告した。今回

コピー数の変化する蛋白質 (PD) のうち二つにつ

いて、その部分アミノ酸配列を調べた結果、既知

のリポソーム蛋白質であることがわかった。また

それぞれについてcDNAの塩基配列を調べた。

約90個のオオムギ細胞質リボソームの蛋白質の

うち、光照射によって少なくとも8個の蛋白質

(PD1-PD8) のコピー数が変化していた。このう

ち、変動の顕著なものを選んでその部分アミノ酸

配列を調べた結果、 PD8 (光照射で増加)はL34、

PD5 (光照射で減少)はL25であることがわかった。

そこでイネのL34、L25のcDNAをプローブとして

用いて、オオムギのcDNAライブラリーをスクリー

ニングし、L34とL25のcDNAの塩基配列を決定し

た。またこれらの遺伝子のノーザン解析を試みた。



laA09 
リン酸飢餓状態下で誘導されるSpiroderaoJigorrhizaの低分

子量ホスファターゼの精製と性質

三重畳量t'ぺ津田美智子三石川| 鏡¥奥山英登志'，2 ('北海

道大大学院・地球環境、 2工技院・北海道工技研)

ヒメウキクサ、 Spiroderaoligorrhizaはリン酸飢餓状態に

おかれると高分子量 (H卜P)及び低分子量 (LO-P)の少な

くとも 2種類のホスファターゼを誘導的に合成する.これま

でにH卜Pについては精製され、その賭性質が報告されてい

る。今回LO-Pを精製し、その性質を調べたので報告する。

リン酸欠乏のHoagland培地で培養した植物体を液体窒棄を

用いて粉砕し、 30%ブタノールを含むトリス/マレイン酸緩

衝液を用いてホスファターゼを抽出した.この抽出液を濃縮

透析後CM-Toyopearlカラムに供すると、 LO-Pは未吸着画分

として回収された。その後、 QSepharose、 Buty卜

Toyopearl， Mono Qを用いた各カラムクロマトグラフィを行

い、 LO-Pを精製した。精製LO-PはSDS-PAGEで'36kDaの分

子量を示したが、 SDS-PAGEの際、酵素標品にメルカプトエ

タノールを加えず、かつ加熱処理をしなかった場合の分子量

は27kDaであった。これらの結果は本酵素が分子内に豊富な

S-S架橋を持つ単量体であることを示唆している.{T

nitrophenolを基質とした時、酵素活性は亜鉛イオン、錆イオ

ンおよびモリブテン酸によって阻害された。ウエスタンプ

ロット法により、 LO-Pは抗HI-P抗体と交差反応を示すこと

が確認された。至適pHは7であることから、本酵素は中性ホ

スファターゼであると結論した。

lpAOl 
リボースビスリン酸イソメラーゼの機自鴎勃丹

毛 利宏、 山下 寛、 津薪ム柴田均

(島根大・生物資源科学幸町

ス卜ロマに高農度 (4-10胡)存在する光合成産物3ー
ホスホグリセリン酸 (PGA)はリボース(R5P)イソメ

ラーゼの競判且害剤陀その Aはト2"制と報告されてい

る。このような背景からわれわれは通常の光合成条件下

では R5Pが RuMPへ変換されないことを指摘し、 R5Pが

リボースー1.5-ビスリン酸 (RBP)へとリン酸化され、

RBPが帯閣のRBPイソメラーゼ(仮称)によりリブロー

スー1，5-ビスリン酸 (RuBP)へと変換される経路を提案

している。 PRKの基質特異性により R5PがRBPへとリン

酸化されることはすでに報告した。今回ホウレン草より

RBPイソメラーゼの精製標品について得られた知見を報

告する。

精製された酵素はサブユニット分子量印 kDaのテ卜

ラマー酵素であり、 RBPには作用するが R5P、PRPP、リ

ボースなどには全く作用しない。RBPとRuBPに対する，(

はそれぞれ、1.02酬と 2.23r酬である。 RuBisCO反応

系において、 RBP+ RBPイソメラーゼ、 R5P+ PRK + RBP 
イソメラーゼ系でづ剖生か確認された。これらの結果に基

づいて R5Pから RuBPへの新規ルー卜が樹勤している可

能性を考察する。
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lpA02 
単細胞性紅藻Porphyridiumpurpur8um炭酸脱水酵素ポリペプチドに

二つ存在する活性部位のいずれかを破壊した変異酵素のCA活性

三盆盤、量産野憲秀、宮地重達(海洋パイコfテクノロジー研.釜石研)

我守はこれまで単細胞性紅藻Porphyridiumpurpur6umの炭酸脱水

酵素 (CA)oDNAを単厳し構造を決定した.この酵素I:tN末端半分例CA)

とC末端半分 (CCA)が高い相向性をもち植物型CA.の保存アミノ

畿残基が各I?にあることからt祖先型CAの重複と融合で形成された

と考えられる.昨年度我守は二等分レた酵素に相当するNCA，CCAを

E， co I i内で大量発現させ， NCAが活性をもち， CCAは活性を示さないと

報告した.しかしその後の検討で酵素合成誘導温度を37'Cからお℃

へ下げると， CCAも活性を示しうることが判明した.今回さらに2つ

の亜鉛結合部位の役割を採るためl以下の実験を行った.

B r aoeyら(1994)によるとホウレンソウ CA monomerは2つの

oy st e I neと1つのhi st i d I n eで活性に必須な亜鉛を結合する.我々

は対応するアミノ駿残基 (Cys-149，HIS・205，Cy s-208及び

Cys-403， H i s-459， Cys-462)を特異的に置換しlいずれかの亜鉛結

合部位を破壊した8つの変異酵素を発現させ，それらの活性を調べた.

その結果， I nt ao t酵素の活性を 100とすると， N側に変異をもっ

C149S， H205Qは40-50， C側に変異をもっC403S，H459Qは80-140の活

性を示した.これらの結果から，どちらの亜鉛結合部位も活性を示

しており，かつNCA側の活性がより大きいと示唆された.また， C208S 

では0，C462Sでは20となり l この部位への変異導入は酵素立体構造に

ダメージを与えることが示唆された本研究は新エネルギー.

産業技術総合開発機構の委託研究「細菌、五車類等利用二酸化炭素固

定化.有効利用技術研対菊発」の一環として行われたものである。)

lpA03 
SDSにより活性化されるトウモロコシ成葉・プロテア

ーゼの SDSによる活性発現と安定性に及ぼす影響

山田隆文、太田啓之、場回建、塩井祐三、高宮建一郎(東工

大・生命理工)

昨年の本大会において、我々はsosによって特異的に活性

化され、 RuBisCOtこ対して分解活性を持つプロテアーゼを精製

し、活性発現におけるsosの要求性や至適pH等その生化学的

性質について報告した。その後の研究において、 sosは活性発

現に必須であると同時に酵素の安定牲に影響を与え、その影

響はpWこより異なるという興味深い知見を得たので報告する O

酵素の安定性は、 05%のsos中、プロテアーゼを 35"C 

でインキュベーションし、その後活性を測定することによっ

て検討した。本酵素は、至適pH(49)付近では 30分間で50

%程度まで活性を失うが、 sosを添加することにより、その影

響は緩和され、酵素は安定化された O 一方、 pH8付近では

sosの非存在下では酵素は極めて安定であるが、 sos存在下で

は1時間で卸%程度に失活した O その失活は、本酵素に対す

る不可逆的な阻害剤であるE-64によって抑えられた(希釈によ

り阻害効果を除いてから活性を測定した)。本酵素は、至適

pH付近ではsosによって安定化され、さらにコンフォメーショ

ン変化を伴う活性化を引き起こすと考えられる。この事とは

対照的に、中性付近では、潜在状態の酵素はsosによって不活

性型に構造力ず変化すると考えられる。プロテアーゼの中性か

ら至適pHへの変換に伴う lnVIVOでの活性発現0<メカニズムに

ついて考察する。



lpA04 
キュウリ緑葉中に発現するプロテアーゼの精製

山内晴雄、大西道人 1、杉本敏男 1、末吉邦人王子善清 1

(神戸大・自然科学、 1神戸大・農・生物環境制御)

キュウリ緑葉にはArg、Lys残基のC末端側を切断する

p15.0のプロテアーゼと、 Glu残基のC末端側を切断し子

葉では光により誘導されるp14.5のものが主要なプロテ

アーゼとして存在することを昨年の植物生理学会で報告

した。今回は、基質特異性の明らかになったこれらのプ

ロテアーゼについて精製を行い、詳細な性質を調べたの

で報告する。

キュウリ本葉を試料としてDEAE-Toyopearl、Hydroxy-

apatite、ゲルろ過、 Phenyl-sepharose、MonoQにより

単一に精製されたp14.5のプロテアーゼ (Cucumber

Endopeptidase of pl 4 .5、CEP4.5) は、 97kDaのサブユ

ニット 4つからなる400kDaの分子量であった。また、

CEP5.0はDEAE-Toyopearl，Hydroxyapatite、Pheny卜

sepharose、Arg-sepharose、MonoQにより単一に精製

され、 80kDaのセリンプロテアーゼであることがわかっ

た。 CEP5.0はCa2
+、Mg2¥ Mn2+を活性発現に必要とし

た。両者ともpH7-81こ至適pHを持っていた。これらの性

質および組害剤に対する感受性から、これらのプ口テ

アーゼと微生物のプロテアーゼの類似性 (CEP45はE

coli.のProteaseL a， CEP5目01;1E.coliのProteasER e、

酵母の KEX2protease)が考えられた。

lpA05 
イネ・カタラーゼ、CatA. CatB. CatC遺伝子のストレス応答

肥後健一、肥後ひろみ(農水省・生物資源研)

植物の病原体に対する防御や低温順化における過酸化水

素の役割jとカタラーゼの関与が最近強く示唆されている。

私たちはこれまでにイネの登熟期種子で発現しているカタ

ラーゼCAT-AのcDNAを単離し 1)、その遺伝子CatAを構造決

定して、プロモーター領域の解析とストレス応答解析の結

果を報告した 2-4)。またCatC遺伝子の構造5)、CatB遺伝子

の構造とプロモーター領域の解析結果 6)を報告した。

今回は、これら 3種類のイネ・カタラーゼ遺伝子のスト

レス応答についての比較検討を行った。トウモロコシのC

at3に相当するイネCatAのmRNAは、葉でも検出されるが、

ABA 、過酸化水素、傷害、サリチル酸処理すると若干増加

した。また、パラコートに明条件下で曝すとさらに増加し

た。一方、トウモロコシのCatlに似ているイネCatBのmRN

Aは、葉では量が少なく、これらの処理では大きな変化は

見られなかったが、 suspenslO日 cellsでは検出され、さら

に低温、 ABA、過酸化水素処理によって増加が見られた。

一方、同じくトウモロコ‘ンのCat1に似ているイネCatCのm

RNAは、 suspensioncellではほとんど検出できないが、葉

においては低温処理あるいは光照射によって田RNA量が大き

く増加した。l)PlantMol. Biol. 18 :973 (1992): 2)第 17

回分子生物学会年会要旨 p.449(994): 3)アメリカ植物生

理学会1995年年会Abstractp.74: 4)Plant Mol. Biol. ci 
n press): 5)農芸化学会1994年度年会講演要旨p.404: 6) 

第 18回分子生物学会年会要旨p.405(995)。
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lpA06 
アスコルビン酸ぺルオキシダーゼのカタラーゼ様活性

皇王室皇、浅田浩二1 (大阪府大・農・応用生物化学、

1京都大・食研)

アスコルビン酸(AsA)ぺルオキシダーゼ(APX)は植物

の過酸化水素消去に機能している。今回、キュウリ由

来の組み換え体細胞質型APXを用いて、 APXがぺルオ

キシダーゼ活性(per)以外にカタラーゼ様活性(cat)を持

つことを見いだし、両活性のグルタチオンによる使い

分けを示峻する結果を得たので報告する。

酸素電極により測定された catは他のヘムカタラー

ゼと同様Kmが大きく分子活性が高かった。 perとcat

はKCN.NaN3
、AsA除去によって同程度に図書あるい

は失活をうけたことから、両反応がcompound1を共

有することが明らかとなった。

pCMB添加によって perは抑えられたがcompound

l生成は阻害されなかった。還元型グルタチオン

(GSH)存在下ではperは経時的に減少したがcatは影響

を受けなかった。 GSH処理でperを失ったAPX溶液か

ら脱塩によってグルタチオンを除去し再度AsAを添加

すると、 perはもとの20%程度回復した。このことか

ら、 GSHがAPXと相互作用し、細胞内環境が酸化的

になる、あるいは局所的過酸化水素濃度が高いときに

はAPXがperで、はなく catによって過酸化水素を消去す

る、切り替え機構に機能していることが示峻された。

lpA07 
オオムギ糊粉層ヌクレアーゼcDNAの単離

宣塑盛蓋・杉山宗隆1・福田裕穂'l.2 (1期は院・理・生物、 2東大

・理・植物園)

植物のプログラムされた細M は、細胞内容物の分解によって

進行する。この一環である核分解に関与すると考えられるものと

して、ヒャクニチソウの管状要素分化時に発現する 43kDaのヌ

クレアーゼ(DNase/RNase)と、オオムギの発芽時に糊粉層から

分秘される 35kDaのヌクレアーゼ (DNase/RNase)がこれまで

に精製・解析されている。その結果、この両ヌクレアーゼについ

ては性質がよく似ていること治勢かっている。

私たちはヌクレアーゼの遺伝子レベルでの解析カ噛物の細』卸E
を理解する糸口となることを期待し、オオムギのヌクレアーゼに

ついて解析を行った。オオムギのI)IE切除種子をジベレリン酸処濯

すると4日目前後から培地中のヌクレアーゼ活性は急激に上昇し

た。ジベレリン酸処理したオオムギ糊粉層より調製したpoly(At

RNAを鋳型として、既津軽のアミノ酸部分育WJをもとに設計したヌ

クレアーゼ特異的なプライマ}を用いて、 3'-RACE法によりヌ

クレアーゼcDNAを増幅した。得られたDNA断片をクローン化

し商政lを決定したところ、 AspergiIIusoryzaeのSlヌクレアー

ゼとの類似性古寝められた。なお、これは植物においては初めて

単離されたDNasecDNAということになる。今後はこのcDNA

をプロープとして、ヒャクニチソウ管状要素分化特異的ヌクレ

アーゼについても cDNAを単離し、発現調節などについて解析を

進める予定である。



lpA08 
ニセアカシア内樹皮レクチンの 29kDaサプユニット

をコードする遺伝子の単離

吉田和正(農林水産省森林総研)

マメ科の落葉樹であるニセアカシア (RobInIa

pseudoacacIa)は樹皮と種子にレクチンをむつ。樹皮レク

チンは 29kDaと31.5kDaのサプユニットの様々な組み

合わせからなる 4量体で、その生合成は位置および季節

的な制御を受けている。すなわち、樹皮レクチンは秋か

ら冬にかけて内樹皮(師部)の柔細胞に蓄積される。こ

れまでのところ樹皮レクチン遺伝子が特定の組織や季節

にのみ発現する機構は研究されていない。そこで、内樹

皮特異的な遺伝子の発現調節に関わるシス因子を調べる

ために、遺伝子のクローニングを行った。ゲノム DNA

ライブラリィをスクリーニングした結果、内樹皮レクチ

ンの 29kDaサプユニットをコードする cDNAの配列を

合むクローン (rlecJ)が得られた。 rlecJの5'非翻訳領

域には、 TATAボックスの共通配列と CAATボックス

様の配列が存在した。

lpA09 
スクロース:スクロースフルクトシルトランスフ

エラーゼ (SS T)と βーフルクトフラノシダーゼ

のアミノ酸配列の相向性について

伊勢島エリザ美智子、藤野介延、喜久田嘉郎(北

海道大・農・作物生理)

S STはフルクタンの代謝に関して key

enzymeとして働いている。 キクイモ

(Helianthus tuberosus)より抽出した SST

は2次元電気泳動の結果、 46.7kDと21.3kD1.>ポ

リペプチドよりなるヘテロダイマーであった。

これら 2つのポリペプチドより作製した抗体を

用いたウエスタンプロッティングにおいて未変性

条件下では単一のバンドしか検出されなかったが、

変性条件下では 2つのバンドが確認された。

またこれらの N末端アミノ酸配列の解析も行っ

た。 46.7kDのサブユニットはナス科の70kDイン

ペルターゼと高い棺向性(6 1 %)を示した.一

方、 21.3kDのサブユニットは71kD Zea maysイ

ンペルターゼや63kD Daucus carotaインベルタ

ーゼのC末端近傍と相同性 (55%、 5 1 %)を

示した。
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lpAlO 
パレイショ塊茎 (80卸 1Um tuherosum L. cv. Brodick) 

由来ATP依存型ホスホフルクトキナーゼをコードする

cDNAの単離と解析

E宣佳Tyson，Huw R.， Page， Anthony J.， Kruger， 

Nichol出 J.'，Forde， Brian J. (ロサ.'A'khド試験場・生理

生イ出部 lオヲクス7トド大・植物4学部〉

解糖系、のキー酵素と言われるATP-PFK(EC 2.7.1.11)をコ

ードする完全長eDNAをパレイショ塊茎由来eDNAライプラリ

ーから単離しTこ。ノfレイショではPFKを構成する4種のポリペ

プチド、(PFKa，b， e，のカ切られているが、大腸菌で発現したパレ

イショ PドKの免疫浮鳴場斡庁lこよって我々 が単離したeDNAは

PFKdをコードすることか申j明しfこ。ノ〈レイショ PFKはヘテロ

メリックな形態で存在する可能性が示されてL、るれ大腸菌で発

現した活性を有する酵素はPFKdポリペプチドのみから構成さ

れていfこo PFKdポリペプチドはトランジットペプチド康2列を
欠いており、単離したeDNAはプラスチト室付はなく細艶麗型

PFKをコードしていることが示唆されTこ。ノ〈レイショ PFKd

ポリペプチドの推定アミノ酸賢到は、個性物由来ATP-PFKや

ピロリン酸依存型円<'K(EC2.7. UlO)と主としてフルクトース

6リン酸、 ATP、エフェクタ一分子の結合に関与すると推定さ

れる領按で有意な相向性を有してLザこC

lpAll 
イネショ糖燐酸合成酵素のクローニングおよび発現

パターンの解析

軍基重重，穴井豊昭，長谷川宏司，久島繁(筑波大・

応生化)

我々はトウモロコシショ糖燐酸合成酵素 (SPS)の

cDNA断片をプロープとして、イネのcDNAライブラ

リーからSPSをコードする 2種類のアイソザイムの

cDNAをクローニングした。 2つのクローンとも約

3000bpの大きさで、 トウモロコシ、ホウレンソウ

のsps遺伝子とホモロジーを示した。各クローンを

プロープとしたゲノミックサザンプロット解析の結

果、イネゲノム中には、 sps遺伝子が 2種以上存在

することが示唆された。更にR丁目PCR;.去を用いた

mRNA量の解析から、 spslmRNAはcolumnにおい

て多く発現しており、 sps2mRNAはleafとcolumnに

おいて多く発現していることが明らかになった.ま

た、 rootにおいてはどちらのmRNAもほとんど発現

がみられなかった。さらに、 spslmRNAの蓄積は指

地中のシュークロース、グルコース、フルク卜ース

によって誘導されたが、 sps2mRNAはこれらの処理

により誘導されず恒常的に発現していた。



lpA12 
イネ種子α・アミラーゼ/ズプチリシン
インヒピターの遺伝子構造解析
血血盟之、赤松佳代子、山形裕士、岩崎照雄

(神大・農・生物機能化学)

数種のイネ科種子中にはズブチリシンと内生α・
アミラーゼの二種の酵素を阻害する二機能性のタ
ンノfク質性インヒピターが存在する。これらのイ
ンヒピターは種子に内在性のα・アミラーゼを阻害
することから、何らかの生理的機能を担っている
ことが予想される。
我々は、コメ糠からズブチリシンインヒピター

を精製し、これがイネ種子α・アミラーゼも阻害す
るこ機能性インヒピター (RASI)であることな
ど、その特性を明らかにした。また、 RASIと一次
構造上のホモロジーを有するオオムギの二機能性
インヒピター (BASI)が旺乳に蓄積するのに対し
て、 RASIはアリユーロン層に蓄積することを明ら
かにした。このように、起源が同じであると考え
られる遺伝子 (RASIとBASI)の発現が、近縁の種
においてその組織特異性を異にする機構を遺伝子
レベルで解明するため、イネ種子ア 1)ユーロン層
cDNAライブラリーからRASlcDNAのクローニング
を行い、塩基配列を決定した。 RASIcDNAはシグ
ナルペプチドとインヒピター領域をコードしてい
た。また、 cDNAをプロープとしてイネゲノムライ
ブラリーよりRASI遺伝子をクローニングし、現在
構造解析中である。

lpA13 
倍数性の異なるコムギ未熟種子のDNA量に基づく Wx遺伝子数

に対応するWxタンパクの量とその酵素活性の変異の再評価

蓮昌車孟、和田野晃i、平知明(大阪府立大学・農学部・応用

植物科学、 l応用生物化学)

Wx遺伝子は穀類において妊乳デンプンのアミロースを合成

するNDp.gluco田 .starchglycosyltransferase (W xタンパク)を

コードしている.異質倍数体である四倍性および六倍性コム

ギの各ゲノムに存在する相同のWx遺伝子は，一次構造がわず

かに異なるWxタンパクを共優性的に発現している.二傍体種

と四倍体種，六倍体種のデンブンあたりのWxタンパクの量お

よび酵素活性には倍数性に伴うWx遺伝子のドースの増加によ

る著しい変化は見られなかったことは昨年度の本大会で報告

した.これはデンプンに付着した酵素の量が倍数牲によヮて

変化しないためであると考えられる.

Wx遺伝子aの発現量および酵素活性を異なる倍数性問で比較

するには，これらをWxj宣伝子のドースあたりで算出する必要

があると考えられ，今回は種子の全DNA量の定量法を検討し

た.未熟種子に0.5N過塩素酸を加え乳鉢ですりつぶし， 70 "c 

30分で熱した後，遠心分離して上清を得，これを3回繰り返

すことで種子中のDNAをほぼ完全に液層に抽出できた.この

上清のDNA量をBorton(1956)の方法で定量し，それぞれの種

のコムギのー細胞あたりのDNA量(既知)で割ることで種子

中のWx遺伝子のドースを決定した.倍数性に伴うWx遺伝子

数の増加による発現量および酵素活性の変異の再評価を行

い，考察する.
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lpA14 
イネwx遺伝子座に存在する 2つの対立遺伝子

(Wxa， Wxb)の発現制御の解析

平野博之，永口貢(国立遺伝研)

我々はこれまで，イネのwx遺伝子座はに少なく

とも 2つの野生型対立遺伝子 (Wxa，WXb)が存在

することを報告してきた.この二つの対立遺伝子は

Wxタンパク質の発現量によって識別され Wxaは

Wxbの約10倍強く発現している.

培養細胞を用いたtransientassay系により，両遺

伝子の発現量の違いとなるシス領域を探索すること

を試みた.プロモーター領域の欠失変異体の解析か

らは，有用な情報が得られなかった.そこで，両対

立遺伝子の翻訳開始点より上流域の種々のキメラを

作製し，同様の解析を行った.その結果，発現量の

大きな差となる領域は，第 lイントロンのスプライ

シングのドナー部位を含む領域に限定された.Wxb 

ではドナ」配列がGTからTTに変異していた.この

ため，Wxbではイントロンのスプライシングの効率

が低下し，これがWxbの発現がWxaより非常に低

い原因であることが示唆された.

lpA15 
イネ匪乳デンプンミュータン卜、シュガリーの解析

と Starchdebranching enzymes (DE)の性質

虫担盤皇、久保亜希子1、原田久也 1、中北真紀子

松田智明2、島宗知行2、高橋一典2、佐藤光3

(農水省・生物研、 1千葉大・園芸、 2茨城大・

農、 3九州大・農)

一連のイネsugary-1ミュータントは、アミロペ

クチン合成制御過程を解析する良い材料である。

1、匪乳のポリグルカンのαー1，4側鎖長分布を分析

した結果、突然変異によって、鎖長が短くかっクラ

スター構造の消失したフィ卜グリコーゲンがアミロ

ペクチンに替わって蓄積することを見い出した。

2、イネの匪乳を、光学顕微鏡・走査型及び透過型

電子顕微鏡によって観察した結果、 sugary変異に

よって細胞内構造が劇的に変化することを見た。

3、sugary変異によって、 starchdebranching 

enzymes (DE)が著しく低下しており、これがア

ミロペクチンに替わってフィ卜グリコーゲンが合成

される原因であると推定した。

4、DEの存在、性質について調べた結果も発表す

る。



lpA16 
サツマイモのデンプン合成酵素遺伝子のクローニング

蛍E山愛壬、内海俊樹、阿部美紀子、東四郎

(鹿児島大・理・生物)

塊根中のアミロースは、デンプン合成酵素(granule

binding starch svnthase，GBSS)により合成されている。

本研究では、アンチセンス剛A法によりGBSSの活性を抑

制し、低アミロースデンプン(モチ性デンプン)のサツ

マイモを作出することを目的として、 GBSS遺伝子のクロ

ーニングを試みた。

既知のGBSSおよびwaxyタンパク質のアミノ酸配列と権

基配列を参考にし、高度に保存されている領域をPCR用

プライマーとして合成した。サツマイモの全DNAを鋳型

としてPCRを行なった結果、1.4 kbのDNA断片が増幅され

た。この断片の塩基配列は、ジャガイモのGBSS遺伝子と

高い相同性がみられたため、サツマイモのGBSS遺伝子の

一部と判断した。現在、この断片のTiベクターへの連結

を試みている。

2aAOl 
エンドウ原形質膜画分から分離したコンカナバリン A結合蛋
白質複合体

車且畠iム、杉本 恵、一瀬勇規、山田哲治、白石友紀(岡山
大・農)

植物レクチンの I種 ConAは、エンドウのファイトアレキ

シン蓄積を誘導する。今回は、エリシター受容体を分離する

目的で、エンドウ組織の原形質膜画分から Con A 結合蛋白

質の分離を試みた。原形質膜可溶化画分 (>100回 a)をConA-

HPLCカラムに供し、 me由yl・α-D-mannosideで溶出される単一

試料を分離した。本蛋白質は Native-PAGEによる解析から約

530 kDaと推定され、また SDS-PAGE下には少なくとも 9種

のポリペプチドに分画された。すなわち、 ConA 結合蛋白質

は複合体を形成しているものと考えられた。そこで、本複合

体 (ConA-BPC)を構成する蛋白質の解析を進めた結果、本函

分は防御応答に必須なボリホスホイノシチド代謝系の

phophatidyJinositol 4・kinaseや原形質膜 ATPaseの他、プロテイ

ンキナーゼ、低分子量 GTP結合蛋白質、 NDPkinaseを含ん

でいること、また特異的抗体を用いた解析からアクチン蛋白

質の存在も示された。以上の結果から、 ConA-BPCは防御応

答に至る情報伝達系に深〈関与しているものと推定された。
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2aA02 
ニセアカシア樹皮レクチンの糖鎖認識における Asp87、

Phe130、Arg131の機能

西口満、田崎j青、吉田和正、角園敏郎(農水省・森林総研)

ニセアカシア樹皮レクチン (RBL: B.obinia pseudoacacia 
.!2a rk jecti n)は、ガラクトースおよびその誘導体に特異的に

結合する。 RBLの糖鎖認識機構を明らかにするために、大腸

菌を宿主とした組換え型 RBL(rRBL)の生産系を確立した。

さらに、糖鎖認識に関与すると考えられるアミノ酸残基を、

部位特異的変異法によって置換し、その機能解析を行った。

RBしの cDNAを鋳型として PCRを行い、 C末端に 6xHis

タグが付加されるように、発現プラスミドを構築した。プラ

スミドを大腸菌に導入し、 rRBLの発現・精製を行った。精

製した野生型 rRBLは、 RBLと同棟に四量体を形成しており、

また、赤血球;疑集試験、およびハプテン阻害試験から、全く

等しい糖結合活性・特異性を持っていることが示された。

Asp87を、 Ala、As円、 Gluに置換した変異 rRBしでは、い

ずれも赤血球凝集活性が消失した。この事から、 Asp87は糖

結合活性に必須のアミノ酸残基であり、領1]鎖の電荷と長さが

非常に重要であると推定された。また、 Phe130をLeuに置

換した場合には、凝集活性は約 1/100に低下したが、逆に、

Arg131の Tyr置換では、約 2{音の上昇が見られた。現在、

更に幾つかの変異 rRBLを解析中であり、その結果も合わせ

て報告する。

2aA03 
イネ培養細胞の原形質膜に存在するキチンオリゴ糖エリシター

結合タンパク質の可溶化と精製

宜主圭江、伊藤ユキ、渋谷直人犠水省・生物研)

我々は、これまで、いもち菌細胞壁の構成多糖であるキチン
のオリゴ糖(0IcNAc)6・8がエリシターとして、イネの生体防御
反応、を誘導すること1さらに、イネ培養細胞のミクロゾーム爾

分z及び原形質膜画分に高幸見和性のキチンオリゴ糖結合タンパ
ク質が存在することについて報告した。本大会では、イネ培
養細胞の原形質膜画分からこのキチンオリゴ糖結合タンパク質
の可溶化と精製を試みたので報告する。
水性二相分配法により調製した原形質膜酒分を種々の界面

活怪訓で4'(;、1時間可溶化した後、超遠心分慨により可溶化
画分を得た。可溶化函分の活性測定は、団 1-(OlcN Ac) .-チラ
ミン誘導体と反応を行った後、ポリエチレンイミン処理したオラス
ファイパーフィルターに吸着させ、 yカウターにて測定した。その

結呆 TritonX・1∞及びn-<lod町 l-s-maltoside祇可制聞とし

て有効であり、 0.5%TritonX・1∞を用いた場合では、原形質膜
蛋白質の約“)%か可溶化された。可溶化函分と団Iラベルした

糖誘導体との結合間生は、 (01副Ac)7により臨書されたが、
脱アセチルした(OlcNHめでは、阻害されなかった。

キチンオリゴ糖結合タンパク質の精製は、可溶化画分を
(Gk:Nk)γLys -Sepharoseカラムに供し、洗浄後、キチンオリゴ糖
により溶出を行った。Sai-電気泳動の結呆 70回コ目付近に単一
のバンドが見られた。これらの結果は、これまでのフォトアフ
イニティーラベルを用いた結合試験の結果とよく一致してい

た1.山田ら BiJsci.B必tech.BiJchaJ.， 57，405 (93);2.渋谷ら，
FEBS Lett， 32， 75 (93); 3.伊藤ら.， 95年度、本大会講演要旨集



2aA04 
N アセチルキトオリゴ績に応答するイネ

遺 伝子の活性化機構

賀 道瓶、渋谷直人、直一一堂二(農水省・

農業生物資源研)

イネ (0ryza sativ~ cv Nipponbare)培養細

胞 に対して低濃度で強いエリシター活性を示

す N-アセチルキトオリゴ穂"は特定のイネ遺

伝 子 (EL2，3)の発現量を 3- 6分以内に増加さ

せ ることが明らかになっており我キはその分

子機構の解析を進めてきている。現在までに、

キチンの 6- 8量体処理は両国RNA量を増加さ

せ るが 2- 5量体及び脱アセチル体であるキ

トサンオリゴマー 2-8量体は殆ど効果がな

い;タンパク合成阻害剤、 cyclohexir目ideで

前処理するとエリシターの効果が増幅される、

等のことが明らかに な っ た 。 ま た 蛋 白 質 リ ン

酸化等細胞内信号伝達 経 路 に 対 す る 種 h の阻

害剤の効果についても合わせて報告する。

l)Ya田ada et al. Biosci. Biotech. Biochem. 

57， pp405 Cl993) 

2aA05 
シロイヌナズナMAPkinase cascadesの解析(1)

塗旦旦l、PeterMorris'、入江賢児 3、市村和也 1，4、松本邦弘

3、Je rorre Giraudat'、篠崎一雄 c理研・植物分子、 'Inst

Sci. Vegetales，CNRS， Fran回、 3名大・分子生物、 4筑波大・生物)

MAP kinase cascadesは酵母から+醐、ヒトに至るまで高度に保存され、

さまざまな情報伝達系で重要な機能を果たしていることが報告されてい

る。動物の増殖因子情報伝達系において機能するRaf(MAPKKK)はMEK
(MAPKK)をリン酸化により活性化し、さらに阻K(MAP臥)はMAPKを

リン酸化により活性化する。 R.f(MAPKKK)はMEK(MAP聞と、阻K
(MAPKK)はMAPKとタンパク質ータンパク質問相互作用することが報告

されている。現在までに種々の植物種から、 MAPkinase cascadeを構成

する因子と相同性をもっcDNAが単離されているが、リン酸化・活性化

及びタンパク質ータンパク質問相互作用に関 Lて、直接の関係を示した

伊jはない。我々は高等植物シロイヌナズナから、 MAPkinase cascadeを
構成する因子と相向性をもっcDNAを多数単離してきた。今回我々は、

シロイヌナズナMAPK、MAPKK、MAPKKKhomologを用いて、酵母

two-hybrid systemによるタンパク質ータンパク質問相互作用の検討、さ

らに酵母MAPkinase cascades突然変異体に対する相補能の検討を行った。

その結果、 AT岬'K4(MAPK)とAT阻 K(MAPKK)の聞にタンパク質ータ

ンパク質問相互作用が検出きれた。さらに、 ATMPK4とATII底 Kを

mpkllJ.及びbckllJ.中で共発現させることにより、これらの突然変異体の

機能相補が認められた。他のMAPK(ATMPKl、A百1PK3、A百1PK8)と

AT胤 Kとの共発現、 AT阻'K4やA首位単独の発現ではこれらの機能相

補は認められなかった。以上の結果は、酵母中でA百底KがA百1PK4を

活性化しうることを強く示唆している。本方法は、種々の生物で遺伝子

ファミリーを形成しているMAPkinase cascades構成因子聞の対応関係の

決定に有効であると考えられる。
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2aA06 
シロイヌナズナMAPKK関連遺伝子の解析

.ffi.tt型車問、溝口同lJ2、PeterMorris3、J岳romeGiraudat3、篠

崎一雄2(1筑波大・生物科学、 2理研・植物分子、 3lnst.8ci. 

Vegetales， CNR8， France) 

我々は、シロイヌナズナをモデル系に、高等植物における

MAPキナーゼカスケードの解析をおこなっている。これま

での解析から、 MAPキナーゼ(MAPK)、MAPキナーゼキナー

ゼキナーゼ(MAPKKK)、Ribosomal86キナーゼと相向性を

有する複数のcDNAが単離されている。

今回、我々は播種後3週間のシロイヌナズナから作成した

未処理、乾燥処理、低温処理の3種類のcDNAライブラリー

より、 MAPキナーゼキナーゼ(MAPKK)と棺向性の高い4種類

のcDNAを新たに単離した。 MAPキナーゼカスケードの構成

因子の一つであるMAPKKは、 MAPKのスレオニン残基とチ

ロシン残基をリン酸化し、活性化するセリン/スレオニン/チ

ロシンキナーゼである。 4種類のcDNAは、動物や酵母の

MAPKKと触媒領織において約35-40%の相向性を示した。

また、特徴として触媒領域に存在するリン酸化部位の保存配

列Sわ0<8/Tが見いだせないことがあげられ、植物独自の構

造がうかがえる。現在、乾燥などの環境刺激、あるいは組織

ごとの遺伝子発現の解析を進めている。また、 yeasttwo-

hybrid systemを利用して、すでに単離されているMAPキ

ナーゼカスケード関連因子(MAPK，MAPKKK)との相互作用

も検討している。

2aA07 
イネのSNFl様プロテインキナーゼ

鐘ケ江弘美、菊池尚志、 l船附秀行、高野 誠

(農水省 農業生物資源研究所、 l北海道農業試験場)

プロテインキナーゼ(pK)は植物の様々な情報伝達

系において重要な役割を果たしていると考えられる

が、これまでクローニングされてきたPKのうちで、

その機能まで明らかになったものは少ない。私たち

はPCRによってイネのPKを広く検索したところ、

酵母で異化生成物抑制に関与するSNFl遺伝子と相

向性の高いイネのセリン・スレオニンキナーゼを5

種類クローニングしたのでこれらについて詳しく報

告する。

cDNAは大きく 2つのグループに分けられた。一

方のグループでは遺伝子の発現に組織特異性はない

が、，8IJのグループでは種子において発現量が多い。

そこで登熟期の種子を用いてこのグループの発現量

を調べたところ、登熟が進むにつれてmRNA量は増

加していた。これらの結果からこの遺伝子は植物の

中でSNFl同様、炭素代謝制御機構に関与している

可能性が考えられる。



2aA08 
トウモロコシの Ca2+依存性プロテインキナーゼ
(CDPK) cDNAの単離および遺伝子産物の解析

函隼雄丘、古本強、 JenSheen1、畑信吾、泉井桂

(京大・農・農生、 1Massachusetts General Hospital ) 

植物のCa2+シク*ナリング系には、構成要素として
動物の系と同様にカルモジュリン (CaM)および

Ca2+/CaM依存性プロテインキナーゼ (CaMK)も存

在する。しかし植物の系で主要な地位を占めている

のは、 CaM非依存性のCa2+依存性プロテインキナー
ゼ (CDPK)である。

今回 PCR法を利用して、トウモロコシ葉から調製

したライブラリーより、 CDPKをコードすると推定
される少なくとも 5種類のcDNAを単離した。典型的
なCDPKは 2クローン得られ、それらはN末端側に

CaMKの触媒ドメインと相同な領域を含み、続いてC
末端側には偽基質として自己の活性に阻害的に働く
領域、および4個のEFハンドモチーフから成るCaM

様構造を有していた。しかし興味深いことに、他の

2クローンには、活性調節に重要なC末端側の特徴

が保存されていなかった。現在これらのクローンに

ついて、大腸菌における大量発現系を権築中であ

り、活性制御機構を中心とした解析を行う予定であ
る。

2aA09 
ゼンマイ胞子葉緑体におけるチラコイド膜プロテイ

ンキナーゼPK68の性質

蒲池浩之、森井環、井上弘(富山大・理・環境)

ゼンマイ緑色胞子の葉緑体チラコイド膜にはプロ

テインキナーゼ(PK68)が存在している O このPK68

は、分子量3lkDaのチラコイド膜蛋白質を特異的に

リン酸化すること等が分かつている。今回、更に明

らかになったPK68の性質について報告する O

PK68と31kDa蛋白は共に、単離した胞子チラコ

イド膜を凍結・融解処理して得られる可溶性画分に

存在するので、それを80%硫安で集めて用いた。

3lkDa蛋白質をリン酸化する反応の至適pHと温度

は、 pH7.5及び30'Cで、 ATPに対する Km値は45μ

Mであった。 PK68によってリン酸化された31kDa蛋

白質は、 lMKOHでのアルカリ処理によって脱リン

酸化されることから、 PK68はセリン/スレオニンキ

ナーゼであることが示唆された。 cAMP等依存性プ

ロテインキナーゼの特異的阻害剤である H7は、

31kDa蛋白質のリン酸化反応に影響を与えなかヮた。

EGTA存在下では、 31kDa蛋白質のリン酸化と PK68

の自己リン酸化が顕著に阻害されるので、 PK68は

Ca依存性ブρロテインキナーゼであると思われる O
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2aAlO 
タバコプ口テインキナーゼNPK5はト~MG-CoA リダクターゼを
リン酸化するか?

主主虫盆量、大江田憲治、町凹泰則l

(住友化学・生命研、 l名古屋大・理・生物)

日甫乳動物のAMP活性化プロテインキナーゼ(AMPK)は、
HMG-CoA リダクターゼ(HMGR)、アセチルーCoAカルボキシ
ラーゼなどの脂質生合成における鍵酵素を特異的にリン酸化
して不活性化させることにより脂質代謝を制御している。最
近になって、 AMPKは、酵母において糖代謝制御に係わるプ
ロテインキナーゼSNFIと、構造的にもまた機能的にも極め
て類似していることがわかった。一方、我守はタバコのプロ
テインキナーゼをコードするcDNA(cNPK5)を単離している。
今回、タバコNPK5が植物のHMGRをリン酸化する活性を持
っかどうかを合成ペプチドを用いたJnYltroリン酸化法によっ
て検討した。 HMGR由来のペプチド(P-HMGR)を基質として、
大腸菌で発現させたグルタチオンーS-トランスフエラーゼ
(GST)とNPK5、および、 GSTとNPK5の自己リン酸化部位を
変異させた不活性塑NPK5との融合蛋(:1 それぞ、れ、 GST-
NPK5， GST-NPK5(K48R)とする)によるinYitroリン酸化反応を
行った。その結果、大腸菌で発現させたGST-NPK5は、 P-
HMGRをリン酸化したのに対し、不活性型プロテインキナー
ゼであるGST-NPK5(K48R)はP剖 MGRをリン酸化しなかった。
このように、これら動物、酵母、植物のプロテインキナーゼ
は、プロテインキナーゼファミリーを形成していることがわ
かった。

2aAll 
イネカルス細胞再分化過程に関与するリン酸化蛋白質の

解析

企並盟王、浜田徹、苅部英寿、阿部啓繍

(農水省・生物研)

植物細胞のもつ分化全能性は、培養技術の向上により現

象的には制御可能となったが、全能性の生理生化学的メカ

ニズムには不明な点が多い。本研究では、蛋白質のリン酸

化を介する細胞再分化の制御機構を解析することを目的と

し、細胞再分化過程において特異的にリン酸化される蛋白

質を解析した。イネ(品種日本晴)の完熟種子を用いて、

カルス誘導培地上で匪盤由来のカルスを誘導し、誘導され

たカルスを液体培養培地に移した。各段階のカルス蛋白質

を抽出して、リン酸化後二次元電気泳動を行い、リン酸化

パターンを比較した。一部経時的に再分化固形培地に移し、

再分化能の有無を確認した。再分化能のあるカルスでは再

分化能のないカルスと比較して、再分化回形培地への移植

時に、分子量56kDa・等電点4.5の蛋白質が顕著に脱リン酸

化された。次に、この蛋白質をウサギに免疫して、ポリク

ローナル抗体を作製した。抗原抗体反応、を行ったところ、

再分化後のカルス中にも存在していることが明らかになっ

た。この蛋白質をゲルより回収し、 HPLCにより精製しN末

端および内部アミノ酸配列を決定した。その結果トウモロ

コシ中のカルシウム結合蛋白質と高いホモロジーを示した。



2aA12 
CK-IIによってリン酸化される葉緑体DNA結合'性56kDa
polypeptide (p56)の生理機能に関する解析

金勝一樹，道家建二郎，船山 学¥中村崇裕¥大槻健蔵1

甘t宣実?一般教育生物北里大衛生遺伝生化学)

葉緑体の遺伝子発現機構におけるプロテインキナーゼに関

する前本学会(島根1995)までの解析では、カゼインキナーゼ
II(CK-II)による分子量30-35kDaのRNA結合性因子 (RNP)のリ

ン酸化が、植物種に共通して葉緑体遺伝子の転写後制御機構
に重要な役割を演じていることを明らかにした。今回ホウレ

ンソウ葉緑体から34kDaRNP(p34)を精製する過程において、

CK-IIによってリン酸化される分子量56kDaのDNA結合性
polypeptide(p56)の存在を新たに認めた。そこで、 CK-IIによる

リン酸化を介したが6の生理的役割を明らかにする目的で本
研究を行った。

ホウレンソウ葉緑体から0.4M KCIを含むBuffer(pH7.4)で
抽出した p56を各種カラムクロマトグラフィーで単一

polypeptideまで精製した。精製p56は、 (l)ssDNAに結合する
こと、 (2)CK-II以外のプロテインキナーゼではリン酸化され
ないことなど、 p34(pI4.9)と共通の特徴を持っていた。しか

しながら、(1)等電点が約6.8であること、および(2)二量体と
して存在している点でp34とは異なっていた。さらに、 in

vJtroでの p56のCK-IIによるリン酸化は、各種DNA(l-30μgJ 
ml)により著しく促進され、特にpoly(dA):poly(dT)存在下では

約6倍以上の促進効果認められた。この結果は、 p56がDNAの
A-Tリッチな配列を認識している可能性を示唆しており、

CK-IIによるp56の特異的なリン酸化は葉緑体の遺伝子発現制

御において重要な生理的役割を持つことが考えられた。

2pAOl 
イネの三量体G蛋白質βサブユニットのcDNAクローニング

亙出皇亘、岩崎行玄、旭正(福井県立大・生物資源)

近年高等植物において、フィトクロームを介する光情報伝達

系、青色光情報伝達系、気孔開閉制御情報伝達系、さらに防御

反応情報伝達系などに三量体G蛋白質が関与することが示唆さ

れてきている.これまでに三量体G蛋白質のうち、 βサブユ

ニットに対するcDNAI立、双子葉植物のアラビドプシスと単子

葉植物のトウモロコシから単蔵されているが、イネからの報告

はなかった.

我々は、まずPCRIこよりアラピドプシス三量体G蛋白質βサ

プユニットのcDNA断片を場帽した.この断片をプローブにイ

ネの録業より聞登したcDNAライブラリーをスクリーニング

し、イネの三量体G蛋白質βサプユニットのcDNA、RGBlを

単蔵した.予想される産物のアミノ酸配列は、アラビドプシス
(AGB1)とトウモロコシ (ZGB1)の産物と、それぞれ76%

と94%のホモロジーを示した.また哨乳類のβサブユニット

とは40%のホモロジーを示した.ゲノミックサザンハイプリ

ダイゼーションの結果より、 RGBlはイネにおいて数個の遺伝

子により支配されていると考えられたo RGBlのmRNAI立、イ

ネの根、賞色葉、緑葉に蓄積していた.

82 

2pA02 
イネ 3量体G蛋白質 Q サブユニットの解析

孟瞳丘卒、石川敦司、旭正
(福井県大・生物資源)

高等植物は、光、エリシタ一等のシグナル伝達

に、 3量体G蛋白質が関与するる可能性を示唆す

る報告がなされているが、高等植物の 3量体G蛋

白質の局在部位、精製標品による機能解析はほと

んどなされていない。昨年の大会でイネ 3量体G

蛋白質 αサブユニットのcDNA(RGAl)の構造を報

告した。今回、このcDNAを発現ベクターに組み込

み、大腸菌を用いて発現させ、その精製襟品を用

いてモノクローナル抗体を作製した後、イネ 3量

体G蛋白質 aサブユニットの局在部位等の解析を

行ったので報告する。

マウスBALB/cに、 Q サブユニット融合蛋白質を

免疫し、定法に従いハイブリドーマを作製し、 2
種類のモノクローナル抗体を得た。これらの抗体

は、イネ原形質膜画分の45kDaポリペプチドを特

異的に認識した。この知見は、高等動物と同様に

高等植物においても、 3量体G蛋白質は原形質膜

に局在していることを示唆している。

2pA03 
人為的誘導系を用いたプロテインフォスファターゼの機

能解析

青木幹雄、青山卓史、岡穆宏(京大・化研)

タンパク質のセリン/スレオニン残基の可逆的リン酸化反応

を介した細胞内情報伝達系路は真核生物一般に広く存在する.

特にプロテインフォスファターゼPPlは、代謝・細胞増殖な

ど多くの基本的生命現象に関わっているようであるo PPlは

触媒および調節サプユニットから成る多量体欝棄として細胞

内に存在するが、その触媒サプユニットはそれ自身で構成的

に脱リン酸化活性を示す固我々は、 PPlの副次的彫響を介さ

ない直接的作用を解析するために、シロイヌナズナのPPlと

ヒトのエストログン受容体とのキメラタンパク質を構成的に

発現する形質転換シロイヌナズナを作成した.このキメラタ

ンパク質はエストロゲン存在下でのみフォスファターゼ活性

を示すので、続物個体においてPPl活性を時間的・空間的に

特異に誘導可能となる。この形質転換続物のエストラジオー

ル存在下での黄化芽ばえは、下!A軸および綴の伸長阻害、下

目玉軸の肥大成長、フックの屈曲維持の 3つの形態的特徴を示

す.これらの特徴はエチレン処理した黄化芽ばえの三重反応

に酷似している.これらPPlの活性化による形態的特徴はエ

チレン生合成系の阻害剤を同時に加えても認められることか

ら、 PPlの活性化によってエチレン生合成反応が促進された

のではなく、エチレン刺激に応答するシグナル伝達反応中に

PPl活性によって正に制御されるステップが存在することを

示唆している。



2pA04 
ア力パン力ピ生物時計の光による位相変化過程での

カルシウムの関与

皇室---、片桐 敏、中島芳明〈岡山大学・理・生物〉

生物時計機婿解明の一手段として、その制御に関わる

光の情報伝達過程をア力パン力ピ (Neurosporacrassa)で

調べた。その結果、力ルモジュリン依存性の反応と新だ

なmRNAの合成が、共にこの過程に必須であることを本

太会で既に報告してきた。

今回は力ルモジュリン制御因子であるカルシウムの関

与を倹討した。カルシウムイ才ノホアA23187は菌糸生長

と同僚に光による位栂変化を阻害しだ。その刻果は泊地

中のCaCl2濃度によって変化し、健濃度CaCl2中で鰻太で

あった。A23187は細胞内カルシウムを細胞外に放出した。

液胞輸送系の愛異体、 ca-lでId:、光位相変化のA23187に

よる阻害は男られす、同薬剤によるカルシウムの細胞外

への放出も観察できなかった。これらの結果は、A23187

は液胞内カルシウムをE支出させ、細胞内のカルシウムホ

メ才スタシスに影醤し、生物時計の光位相愛化を阻害す

ることを示唆している。ア力パンカピにおいても他の笠

物と悶僚に、光情報の生物時計への伝達過程に力ルシウ

ムの関与が考えられる。

2pA05 
イネの耐冷性とカフェイン感受性Ca 2+チャネ

ルの関係

北川良親、 NirmalJ oshee、吉崎克明秋田農短大・生物
工学研、 1秋田医療短大)

先の大会において、イネの耐冷性は細胞内Ca2+の放出に

よって引き起こされるシグナル伝達の結果生じることを報

告した。耐冷性イネ品種ではCa 2+放出は低温と脱水に

よって起こるが、低温感受性のイネではCa 2+の放出は低

温では起きず、脱水によってのみ起きる。このことから、

低温と脱水に対応する三つの異なったCa 2+放出機構か稚

定される。即ち、一つは低温を感受し、カフェイン感受性

C a 2+チャネルにシグナルを伝える系で、もう一つは脱水

を感受し、カフェイン感受性Ca 2+チャネルにシグナルを

伝える系である。脱水を感受するのはL型Ca 2+チャネル

であることも解った。ここで、カフェイン感受性Ca 2+ 

チャネルは低温と脱水のシグナルをCa 2+放出に変換する

最も重要な成分であり、かつ、イネの品種によってその

チャネルの低温耐性が異なる。耐冷性イネのこのCa 2+ 

チャネルは低温で働くので、イネは耐冷性を示す。一方、

低温感受性イネのCa 2+チャネルは低温で働かないので低

温で枯死する。しかし、このイネのCa 2+チャネルは脱水

によって働くので、イネに前もって脱水ストレスを与える

とイネは耐冷性になる。
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2pA06 
イネいもち病抵抗性遺伝子fヨ;-b，Pi-ta2の BACライ

ブラリーによるフィジカルマッピング

型車屋三、K.Rybka、中村信吾、秋山康紀、佐々木典子、

1安東郁男(農水省・生物研、 1農研センター)

植物の真性抵抗性は 1遺伝子により制御され、これに

対応する非病原性遺伝子を持つ病原体の侵入を特異的に認

識して速やかにかつ局所的に植物の防御反応を誘導する。

我々は日本で長い研究の歴史を持つイネのいもち病抵抗性

遺伝子をとりあげ、そのポ γ河川知ーニングをめざして、これ

までに indicaから導入された万みと Pi-ta2について精密

なマッピングを行い、それぞれについて複数の OcMマーかと

0.3.1.9 cMで両側から遺伝子を挟み込む flankingmarker 

とを見出してきた。今回我々は平均インサート長 175kBのイネ

の BACうイプラリーを完成させたのでこれを用いて、上記抵抗

性遺伝子周辺のフィジカルマップの作成を試みた。

両遺伝子周辺の上記の近傍核酸マーかを用いて BAC71

7'うリーを探索し、 1・10のポシ.ティ7'如サを得た。これらの相

互の位置関係を明らかにして、最も突出した如ーンの末端を

TAIL(thermal asymmetric interlaced) PCRにより増幅し

て次の如寸への walkingを行い、 Pi.bに関しては遺伝子領

域の両末端をあきらかにした。

2pA07 
一酸化窒素引0)によるジャガイモファイトアレ

キシン生成誘導

且盛宜輩、川北一人、道家紀志

(名古屋大・農・植物病理)

植物の病害やストレスに対する抵抗反応の誘導に

おいて活性酸素が関与していることが明らかにされ

てきている。ー酸化窒素引0)は不対電子を持つ酸

素ラジカルで、活性酸素の一種である。本報告では、

NOが植物の抵抗反応の一つであるファイトアレキ

シン生成を誘導するかどうかを検討した。ジャガイ

モ塊茎組織を NO発生剤である NOC-18で処理し、

ジャガイモのファイトアレキシンであるリシチンの

生成量を調べた。 10mM  NOC・18処理により塊茎

組織の 1ウエル中に平均 3阿のリシチンが生成さ

れ、この量はジャガイモ疫病菌蘭体壁成分エリシタ

ー (0.5mg/ml)処理による生成量の約 115であった。

NOC・18によるリシチン生成は、 NOの選択的消

去剤である Carboxy-PTIOや活性酸素消去剤タイロ

ンにより抑制された。この結果は NOが植物組織に

対しファイトアレキシンを誘導するエリシター活性

をもつことを示唆し、活性酸素種が抵抗性誘導に関

与することを支持した。



2pA08 
オオムギの全身獲得抵抗性(SAR)~グラミンの関与
について~

訟星ヰ昼、谷口久美子、平本忠浩、一瀬勇規、山田

哲治、白石友紀(岡山大・農)

付傷処理や病原菌接種によってオオムギ(品種;

五畝四石)子苗全体に抗菌性物質が誘導される。こ

のうちの一つをグラミンと同定した。グラミンは親

和性うどんこ病菌の発芽を抑制し、 100μ g/mlではほ

ぼ完全に感染を阻害する。第二葉が展開したオオム

ギの第一葉に付傷処理、親和性、非親和性菌の接種

を行いグラミンの挙動を調べたところ、親和性菌接

種の第一葉を除き、 12時間後には全身的にグラミン

の増加が誘導された。さらにこれらの葉を水滴に浮

かべて、漏出されるグラミン量を調べたところ、親

和性菌接種第一葉以外の葉で5~18倍の増加が認め

られた。グラミンの増加は子苗より切り離された葉

では認められないが、Jlf軸切断部からの渉出液で処

理すると誘導された。そこで、渉出液中から抵抗性

誘導因子(ERIF)を部分精製してオオムギ葉に与え抵

抗性誘導とグラミン蓄積との関係について調べたと

ころ、両者には正の相関性が認められた。以上の結

果から、オオムギのSARの過程は、ストレス→ERIF
の粧軸部からの分泌→全身への移行→グラミンなど

の抗菌性物質の誘導→全身の抵抗化と把握できる。

2pA09 

抗菌性ペプチドを融合タンパク質として

植物に生産させる試み

主星二重正I、大島正弘I、岡本雅次2、村上高l、沢野怠憲1，3、

松古浩樹1，3、後藤洋子l、加来久敏l、名取俊二4、大橋祐子I

(1農水省・生糊班、 2東亜合戒筑獅庁、 3岐阜農セ、 4東大・薬)

私たちは、センチニクパエ由来の抗菌性ペ

プチドSarcotoxin lA遺伝子を導入して植物

に新たな抗菌性を付与するための実験を行っ

ている。

しかし、本遺伝子を単独で生産させると、

その転写産物に比べて検出されるペプチドの

量が少ないため、植物内では本ペプチドが不

安定であることが予想された。そこで本ペプ

チドを GUSまたは PR -1 aタンパク質との融合タ

ンパク質として発現させることを試みた o こ

の方法を用いることにより、形質転換タバコ

中で従来より高いレベルの本ペプチドの蓄積

を確認することができた。現在、これらの植

物における導入遺伝子産物の局在性や抗菌性

を検定中である。
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2pAlO 
根粒菌感染初期に宿主植物に及ぼす菌体
per!plasma物質の影響
山王広哲，阿部美紀子，内海俊樹，東
( 児高大・理・生物)

四郎

根粒菌とマメ科植物の共生関係の成立に際し，根粒菌と宿
主植物の潤で分子的なシグナJレの交換が行われることが知ら
れている.宿主植物の rootexudateには Flavonoid類が存在し
ており，ある種の Flavonoidは根粒菌の nodgenes inducerと
して働き，nod genesの発現を誘導し， Nod metabolites ( Nod 
factors )を菌体外に生産分泌する.この Nodmetabolitesは，
宿主植物に作用し， Flavonoidsの生産分泌をさらに促進，根
毛の変形(root hair deformation : Had )やカーリング(roothair 
curling : Hac)，根の皮層細胞の分裂促進，根粒原基の形成など
を引き起こす物質で，アルフアルファ，エンドウ，ダイズな
どを宿主とする数径の根粒菌でその構造が特定されている.
本研究では，当研究室で分離したクローパ根粒萄 Rhizobium

leguminosarum bv目 trifolii 4Sの nodgenesをクローニング，
pSymをcureしたHl株に形質転換したHl(pC4S8)株を用いて
N od metabolite の生産分離を試みた • R. 1. bv. trifoliiの nod
genesは， 7，4・-dihydroxyflavone(DHF)や， Apigenin(API)によ
り誘導されることが知られている.そこで液体培地に終濃度
2μlのAPIを添加し Hl(pC4S8)株を培養，培養上清(SUP)と，
saccharose浸透圧ショック法で抽出した菌体の periplasma
( PEP )分画とに分けた.それぞれを n-BuOHにより振渥抽出
した.これらの抽出物 (NM(SUP) ， NM (PEP) )をクロー
パの芽生えに添加し，根毛形態に及ぼす影響を調べたところ，
NM (SUP) ， NM (PEP)の両方とも根毛に対して Hac/ Had 
活性を示すことが分かつた. しかし， NM(PEP)分間に，より顕
著な Had/ Hac活性が認められた.そこで， Hl(pC4S8)株の
periplasmaより NM(PEP)を拙出し，クローノTの根毛に対し強
い Hac/ Had反応を引き起こす有効成分の分離精製を進めて
いる.

2pAll 

根粒器官形成過程において異常を示すミヤコグサ菌
R1izobium lofj(/)菌体外多糖欠損変異株の単離と解析
今泉(安楽)温子1、)111口正代司1、赤尾勝一郎2、庄野邦彦1

( 1東京大字叡養学部、 2農業生物資源研究所)

演者らは、ミヤコグサ Lotusjaponicusの共生菌
であるミヤコク、サ菌RhizobiumIoti 3099N5につい
てTn5 mutagenesisを行い、これまでに28クロー
ンの菌体外多梧欠損変異株(~xo mutant)を単離して
きた。今回は、このうち根粒形成過程に異常が認
められたR.loti3099 eXIひ22 (以下exo-22) につい
て報告する。

ミヤコグサへの感染実験より、 exo-22では野性
株 (R.loti 3099N5、以下N5) に比べ、根粒形成
開始の遅延、根粒形成率の低下が認められた。ま
た、 exo-22の感染により誘導される根粒は正常な
根粒と異なり、白色・小型で、窒素固定活性を示
さない無効根粒であることが示唆された。根粒の
内部形態の観察から、 N5では根粒内部に多数の感
染細胞が認められたのに対し、 exo・22では、感染
細胞の存在が確認できず、根粒内部全体に多量の
アミロプラストの蓄積が観察された。

以上より、 R.loti 3099 exo-22は ある種の菌体
外多糖の欠損によりミヤコグサとの相互認識を正常
な形で行うことができず、根粒器官形成過程に異
常が生じた共生変異株であることが示されたの
現在、 Tn5の挿入により破壊された遺伝子のクロ
ーニングを進行中である。



2pA12 

培養根粒菌およびマメ科植物の器官における

c-AMP 
岡村昌道1、進山広志1久大森正之3、藤原伸介4

(1筑波大応生系、 2農業研究センタ一、 3東大.教養.生物、

4四国農業試験場〉

高等植物と共生関係を形成する根粒菌ではアデニル酸シク
ラーゼやむAMPホスホジエステラーゼの存在が報告されて
いる。一方、高等植物におけるc-AMPについては、存在す
るにしても、検出限界(O.5pmolJgFW)以下といわれてきた。

しかし、最近、アデニル酸シクラーゼやc-AMPホスホジエ

ステラーゼが植物にも存在するという報告が出された。本研
究では、エンザイムイムノアッセイ法による培養根粒菌とマ

メ科植物および非マメ科植物器官のc-AMP量を測定した。
(方法)圃場で栽培した各種の植物、シードノ守ックで栽培し

たダイズ、合成培地で2-5日間培養した根粒菌の菌体と培養

液からトリクロロ酢酸でc-AMPを抽出した。さらに、 -30
0

C

で凍結保存していた各種マメ科の根粒についても同様に

c-AMPを抽出した。抽出液は凍結乾燥した後、エンザイム

イムノアッセイ法(Amersham)によりc-AMP量を測定した。
(結果)培養根粒菌にはl-lOpmol!mgproteinのc-AMPが検

出され、培養液にも検出されたが菌の種類や培養条件で大き
く変動した。マメ科植物において根粒ては3-12pmoJjgFWの

c-AMPが検出された。非マメ科植物の葉では検出限界
(約O.5pmoJjgFW)以下で‘あり、マメ科植物の多くでも葉では

検出限界以下であったが検出されるものもあった。しかし、
葉の値は不安定であり、検討を要する。

2pA13 
エンドウ根粒におけるホスホエノールピルピン酸カルボキシ

ラーぜの活性調節
萱温塾生、岡田康志、鳥山可菜子、金山喜則1(愛知教育大・

生命科学、 l名古屋大・農)

ホスホエノールピルピン酸カルボキシラーゼ (PEPC)は、

マメ科植物の根粒において、窒素閤定能を支える重要な役割j

を果たしている。根粒におけるPEPCの活性は、根や葉などの
他の器官に比べ高いが、突然変異により窒素固定能を欠失し
た根粒ではPEPCの活性が著しく低いことから、根粒における

PEPCの活性は窒素固定能によって調節されていると予想され
る。そこで、エンドウのFix.突然変異体E135を用いて、根粒

におけるPEPCの活性調節機構を検討した。

エンドウの正常品種Sparkleの根粒では、 PEPCの活性は窒

素固定能の発現に伴い増加し、 PEPC酵素タンパク質量、 PEPC

mRNA量の増大を伴った。根では、 PEPCの活性は、生育期間を
通して根粒よりも低く、酵素タンパク質量、mRNA量ともに低

かった。ところが、 E135根粒では、 PEPCの活性は根粒形成初

期にはSparkle根粒と同様に増加した後、急激に減少し、根
と同じレベルに達した。しかし、酵素タンパク質量、mRNA量
はSparkle根粒よりも少なかったが、根よりも多かった。こ
の結果から、エンドウ根粒では、 PEPCの活性は窒素固定能に
関係なく誘導されるが、その後、転写の段階、そして、翻訳
後の段階で窒素固定能によって制御されることが示された。

次に、 E135根粒におけるPEPC活性に及ぼすアンモニアの影響

を調べたが、変化はみられなかった。また、根粒が形成され

たE135の根に正常なSparkleの地上部を接ぎ木し、根粒にお

けるPEPC活性を調べたが、影響はみられなかった。
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3aAOl 
藍色細菌Synechoのrstlssp. PCC 6803の

Clock-controlled genesの解析

宜主塁卒、近藤孝男、石浦正寛(名古屋大・理・生物)

概日性時計の出力経路の分子機構を伸月するためには，

概日性時計に制御される遺伝子(Clock∞ntrolled gene， 

CCG)の解析が重要である。そとで，分子遺伝学の適用が

容易な藍色細菌Synechoのrstissp. PCC 6803(6803と略

す)を用いてCCGの解析を行なった。まず、野生型6803の

ゲノムDNA断片を発光レポーター遺伝子luxABの上流に

導入してルシフエラーゼ発現ライブラリを作成し，之のラ

イブラリを野生型6803のゲノムに組込んで形質転換を行

なった。冷却CCDカメラによって，約10，000の形質転換

体のうち， 119のクローンから発光を検出できた。発光ク

ローンの多くは，連続明条件下(LL)で約1日周期の発光リ

ズムを示した。大多数のクローンでは、ピークは主観的暗

期の終わりにみられた。 No.49はその代表的なものであ

る。一方、 No.52ではそれより約8時間早い時間帯に、ま

たNo.58ではほぼ12時間異なる時間帯にピークがみられ

た。塩基配列解析の結果，ヒートショック蛋白質ClpPと

RNA結合蛋白質のN末端をコードする領域が，それぞれ

NO.49とNO.58のluxAB遺伝子の上流にみつかった。現

在、これら3つのクローンの発光リズムを制御する調節領

域の特定を試みている。

3aA02 
藍色細菌の生物時計遺伝子群の同定

岩崎秀雄1.2 近藤孝男沓名伸介青木摂之2 Carol 

E可否sson3，Susan S. Golden3，石浦正寛2 ('名大・院・

人間情報名大・理・生物， 3TexasA&M大・生物)

我々は生物時計を分子レベルで解析するため，藍色細菌

Synechococcus sp. PCC7942を材料とし，生物時計に関

する顕著な突然変異体を多数分離してきた。さらに，こ

れらの変異体に野生型ゲノムDNAライブラリーを遺伝子

移入して時計変異を相補する遺伝子を多数ク口一ニング

することに成功している。得られたいくつかの野生型ゲ

ノムDNA断片は，多様な表現形をもっ複数の相異なる生

物時計変異体を相補した。これらの断片はゲノム上の同

じ座位に由来しており，欠失断片の相補活性を調べるこ

とで生物時計の周期に大きく影響する遺伝子領域を約

2.8kbp(こ限定し，塩基配列を決定した。この領域には，

オペロンを構成すると恩われる3つの隣接したORF(D，E. 
円が存在する。この領織を含む遺伝子断片によって相補

される変異体のゲノムDNAの塩基配列を調べたところ，

約30種類の突然変異がD，E. F.上に見いだされた。特!こF

遺伝子は短周期から無周期まで多様な変化をもたらす変

異がマッピングされ，生物時計の発現に傷めて重要なも

のと推察できる。現在，これらの遺伝子と相互作用する

時計因子のクローニングや，他の生物種におけるホモロ

グの単離を猷みており，それらの結果を併せて報告する。



3aA03 
藍色細菌Synechococcussp. PCC7942の生物時計オペロン

の発現の解析

宣車盟企，近Ii孝男，岩崎秀雄，青木摂之，石浦正寛
(名古屋大・理・生物)

我々は、前の報告で藍色細菌の生物時計の中枢をなす遺伝

子群(時計オペロン)を同定した。この時計オペロンの転写

活性の経時的変化を生物発光量として測定するために、この

オペロンの上流域とシフエラーゼ遺伝子からなる融合遺伝子

をレポーター遺伝子として使用した。そして，その転写活性

が2411寺田周期で変動することを確寵した.現在ノーザンプ

ロット解析ちnRNAレベルを踊べている。つぎに，両側にター

ミネーターを持つスペクチノマイシン耐性遺伝子をこの遺伝

子群の上流と下流に挿入したが、生物発光リズムに変化が見

られなかった。したがって，この時計オペロンの近傍に存在

する遺伝子の転写活性(リードスルー)がこの時計オペロン

の正常な転写に必要でないことを確かめることが出来た。さ

らに，このオペロンのORF-Fを欠失した藍色細菌ではリズ

ムが消失することを確認したので， ORF-Fは生物時計にお

いて重要な働きをしていると考えられる。 ORF-D，Eについ

ても問機な揖査を行っている。また生物時計突然変異体での

時計オペロンの発現も調べ，この遺伝子群の生物時計におけ

る機能を解析したい。

3aA04 
7力パン力ピの硫黄代謝蛮異株の概日性リズ
ムの性質

小内清、秋山正志、中島秀明 (岡山大・理・生物〉

アカバン力ピの硫黄代謝変異株cys嚇は概自性分生

子形成リズムの顕著な異常をちち、 cys噛伝子がNADPH依

存性チオレドキシンレダクターゼをコードしていることを

既に我々は報告している(昨年度本大会〕。さらに我々は

チオレドキシンレダクターゼのターゲットであるチオレド

キシンをコードするtrx遺伝子のクロ一二ングについても報

告している(昨年度本大会〉。

今回我々は、硫黄代謝系と時計機構との関わりを解

明する次の段階として、他のシステイン要求性変異株の分

生子形成リズムの測定によってcys・9株のリズムの異常と硫

黄代謝系との関係をさらに解析した。また、チオレドキシ

ン酸化還元系の時計機構への関与の検討を行った。これら

より明らかになっだ結果をもとに、硫黄還元過程と時計機

構の関係について報告する。
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B 会場:光合成 1

キーワード:光化学系 1，光化学系II，らん藻，電子伝達，水分解，酸素発生，

光合成装置

第一日目午前

開始時間講演番号

9:30 1aB01 

9:45 1aB02 

10:00 1aB03 

10:15 1aB04 

10:30 休憩

10:45 1aB05 

11 :00 1aB06 

11 :15 1aB07 

11:30 1aB08 

第一日目午後

開始時間講演番号

13:00 1pB01 

13:15 1pB02 

13:30 1pB03 

13:45 1pB04 

14:00 1pB05 

14:15 1pB06 

14:30 1pB07 

14:45 1pB08 

15:00 休憩

15:15 1pB09 

15:30 1pB10 

15:45 1pBll 

16:00 1pB12 

16:15 1pB13 

16:30 1pB14 

16:45 1pB15 

17:00 1pB16 

第二日目午前 第三日目午前

開始時間講演番号 開始時間講演番号

8:30 2aB01 8:30 3aB01 

8:45 2aB02 8:45 3aB02 

9:00 2aB03 9:00 3aB03 

9:15 2aB04 9:15 3aB04 

9:30 2aB05 9:30 休憩

9:45 2aB06 9:45 3aB05 

10:00 2aB07 10:00 3aB06 

10:15 2aB08 10:15 3aB07 

10:30 休憩 10:30 3aB08 

10:45 2aB09 10:45 3aB09 

11:00 2aB10 11:00 3aB10 

11 :15 2aBll 11:15 3aBll 

11:30 2aB12 11:30 3aB12 

第二日目午後

開始時間講演番号

13:00 2pB01 

13:15 2pB02 

13:30 2pB03 

13:45 2pB04 

14:00 2pB05 

14:15 2pB06 

14:30 2pB07 

14:45 2pB08 

15:00 休憩

15:15 2pB09 

15:30 2pB10 

15:45 2pBll 

16:00 2pB12 
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laBOl 
緑色硫黄細菌 Chlorobiumの反応中心:

クロロフィルー670の役 割

童基盤s・伊藤繁(基礎生物研)

大岡宏造・亀井正一郎・松原央(阪大・理・生)

・Chlorobiumtepidumの反応中心 (RC)には約30分子

のパクテリオクロロフィル(BChl)a、反応中，tAChla
ダイマー (P840)、4Fe-4Sクラスターの他に4-6分子

のクロロフィルー670(C670:構造はαlaと類似)が存

在する。我々は分光実験により C670の役割を調べた。

・実験:5ペプチド(core!FeS/cyt jFMO/18 kDa)からな
るRC複合体を単離し、 urea処理により FeSを破壊し

た。 77Kでの閃光分光実験、蛍光、室温でのωスベ

クトルからC670の分光特性と電子移動を調べた。

圃結果・考察:urea処理前はP840*→P840+Ao→ 

P840+FeS-→ground stat巴の電子移動が観測された。

処理により FeSが壊れ、逆反応(P840+Ao-干840T

→g.s.)が増大した。スベクトルの解析結果から以下

の4種のC670の存在が示された(ピーク波長)。

(1)電子受容体Ao(671 nrn). (2) P840近傍に存在して、

P840+が作りだす局所電場に応じてelectr∞hromic

shiftする、∞essory"分子(660nm， 667 nm). (3) CD(ー)

activeだが機能がよくわからない分子 (678nm)。

・植物型クロロフィルが細菌のRCで電子受容体に

なっていることは進化を考える上で興味深い。

laB02 
緑色イオウ細菌クロロピウムの光化学反応中心:

σscA/cytochrome c<<1)今複合体の電荷分離

主岡宏造l、角谷佐紀l、亀井正ニ郎l、松原失2、岩城雅代3、
伊藤繁T(1阪大・理・生物、 2岡山理科大・理・生化、

3基生研)

緑色イオウ細菌の光化学反応中心は，構造・機能の上で高

等植物や藍色細菌の光化学系 I反応中心との類似性が指摘さ

れている。しかし一方において遺伝子解析から、緑色イオウ

細菌の反応中心はホモダイマー構造をとることが推測され、

従来のヘテロダイマー型反応中心との違いが注目され始めた。

我々は一昨年の本大会においてコア(pscA)タンパク (68回 la)
とチトクロムc551(21 kDa)の 2種類のみのサプユニットから

なる複合体標品(PscNcylochromec551)2についての分光学的
諸性質の報告を行った。今回、この標品の電荷分離機構につ

いて、さらに詳細な検討を行ったので報告する。

本標品は 27I3個の BChla、51:11自の Chl-670、3Il個のカ
ロテノイドを含み、アンテナサイズとしてはほぼ最小である。

定常光照射によるチトクロムcS51の酸化活性はすでに消失し

ていた。温度 77Kにおけるレーザ一閃光照射実験では、初

期電荷分離(P840+Chl-670-)とその電荷再結合による P840T 

の形成および減衰が観測された。しかし同時に、 837nmに
吸収帯をもっ P840とは異なる BChlaにもトリプレットを生

じることが判明した。蛍光測定からは P840とBChl-837は互

いにエネルギーのやりとりをしていることが示唆された。
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laB03 
緑色硫黄細菌Chlorobiumの反応中心:キノンは存在するか?

O伊藤繁、岩城雅代、大岡宏造1、亀井正一郎1、松原央1

(基生新、 1大阪大・理・生物)

緑色硫黄細菌では、①反応中心標品のキノンが同定出来ない、

②電子受容体クロロフィルAoの再酸化は0.5nsと遅くFeSの吸収変

化のみが観測される一方、③低温光照射でキノン櫛NOOR信号が見

られる事カ報告され、キノンの存在、機能についてまだ明確でな

い。使用された反応中心の活性についての疑問も残る。我々は5
サプユニットからなる高活性なChlorbiumtepidum即芯中山標品を

用いて、キノンの反応を検討した。

・実験。 532nm，10nsのレーザ光照射後、分解能 3.5nsの分光、
10usのESRにより4-280慌での時間分解スペクトルを解析した。

・結果。 ①77Kでの400-500nm領域の貯占分解吸収スペクトルは

P840.以外の成分がlps-lmsの時間でP840+に電子を渡す事なく変化

する事を示した。しかしこれがキノンか鉄硫黄かの同定は困難で

あった。 P840+はもっと遅く3伽s以上の半減期を示した。

② g=2付近のラジカル信号の時間依存牲をとると、 4Kで3種類(

各々半減期10ps程度(a)，0.4 ms(b)， 25ms(c))の信号が見られたo

aはspin間相互作用を示す複雑なスペクトルを与えP840+Qー状態に

対応すると思われる、 b，cはP840+FeS信号と同定された。 3種の

信号はは4-140Kで観測された。これらの結果から低温で以下の反

応が進行すると結論された。

光 "'ps? '" 10 ps 
P840 → Ao → Q → FeS 

ホ」
30 ms 

laB04 
光還元される Fe-Sセンターを有する Heliobacil1us 
mobilisの光化学反応中心複合体

主出半量、楠元範明1、服部明彦、桜井英博1、

井上和仁(神奈川大・理・応用生物、 1早稲田大・

教育・生物〉

光合成細菌へリオバクテリアは鉄硫黄型の反応中
心を持つ。しかし、へリオバクテリアの反応中心は
酸素に対して極端に不安定で、いまだ光還元される
鉄硫黄センターを保持した反応中心複合体の単離精
製法が確立していない。このため、その構造と機能
についてはし、まだ不明な点が多い。我々は今回、反
応中心の単離精製の全過程で嫌気性を保つよう細心
の注意を払うことにより、光還元される鉄硫黄セン
ターを有する Heliobacil1usmobi1おの光化学反応中心
複合体を単離精製し、液体ヘリウム温度での ESR
測定と、その構成ペプチドの解析を行ったので-報告
する。

菌体をバイオネブライザーで破壊後、膜画分から
反応中心を界面活性剤 TritonX-100によって可溶化

し、しょ糖密度勾配遠心によって単離精製した。作
業はすべて酸素濃度 0.3%以下で行った。この標品
の ESR測定では g=1.87付近に光還元される Fe-S
と思われる成分が検出された。また、この標品は約
10種類のポリペプチドから構成され、このうち47、
42kDaペプチドがシステイン修飾剤でラベルされ、
18kDaがへム染色された。



laB05 
水銀処理によって特異的に破壊された鉄硫黄センタ-
Bの機能的再構成条件の再検討
盛堕墨j主、楠元範明1、服部明彦、桜井英博1、
井上和仁(神奈川大・理・応用生物、 1早稲田大・
教育・生物)

塩化第二水銀処理によって光化学系 I(PSI)の電子
受容体鉄硫黄センターのうちらのみを特異的に破壊す

ることができる。 Fsの破壊に伴ってNADP+光還元活性
は失われるが、閃光照射後の電荷の再結合速度(室
温、 t112-35ms)は変わらない。 Fsが特異的に破壊さ

れたPSIを嫌気下でメルカプトエタノール、 FeCI3、
Na2Sとインキユベー卜することによってESR的にらを

再構成できることは既に報告した。 Mg2+を含まない溶
液中での再構成ではNADP+光遭元活性の回復は起こら
ないが、 MCl2+存在下での再構成ではNADP+光還元活性の
回復がある程度起こる。しかし、 ESR測定から見積も
られたFsの再構成収率に比べて活性の回復は低く、再

現性にも乏しい。そこで、より高いNADP+光還元活性
の回復が得られるような、再構成j去を確立するため
に、再構成条件の再検討を行った。未処理PSIジギト
ニン粒子は再構成反応液と嫌気下、 18"Cで一晩イン
キユベー卜しただけでもNADP+光還元活性がかなり低
下したが、このとき、鉄硫黄センターの破壊は見られ
なかった。このことは、鉄硫黄センターの破壊以外の
PSIの変性が、現在用いている再構成条件下では起
こっていることを示唆しており、変性を防ぐための条
件の再検討の必要性を示している。

laB06 
葉緑体にコードされた新しい系 Iサブユニット

高橋裕一郎、 E. BOudreau1、M. Turmel
1
、J.-D.

ROChaix2 
(岡山大・自然科学、 lLaval大・生化学、

2Geneva大・分子生物)

タバコやゼニゴケの葉緑体ゲノムの読み取り枠

orf184は、これまでに調べられた光合成を行うすべ

ての植物の葉緑体ゲノムに保存されている。しかし、

その発現は確認されておらず、機能も不明である。

本研究では、葉緑体形質転換系が確立している緑藻

クラミドモナス (Chlamydomonasreinhardtii) 

のorf184に相当する読み取り枠の一部を大腸菌に大

量発現させ、抗体を作成した。

この抗体を利用してクラミドモナス野生株の全細

胞たんぱくのウエスタン分析を行うと、 20k付近に

強いシグナルが検出され、このorfはたんぱくに翻

訳され細胞に蓄積されていることが分かつた。さら

に、チラコイド膜を界面活性剤で可溶化して精製し

た系 I複合体画分にこのたんぱくが存在することか

ら、これまでに報告されていない新しい系 I複合体

の構成サプユニットであると結論した。
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laB07 
光化学系 I反応中心に結合した15シス-s-カロテンの検出

Bia1ek-By1ka， Grazyna1，2・槍山哲夫3・湯本健司3・止Lli

泰1(1関西学院大・理/2ポズナン工科大、 3埼玉大・理・

生化)

光合成系のカロテノイドは光保護作用と補助集光作用

という 2つの役割を荷っている。車工色光合成細菌の場合、

光保護作用がより重要であると思われる光反応中心 (RC)

では15シス構造が、補助集光作用がより重要であると考

えられるアンテナ複合体では全トランス構造が自然選択

されている[1]。最近、ほうれん草の光化学系 (PS)11 RC 

に結合したβカロテンも、 15シス構造をとることが明ら

かにされた[2]0そこで我々は、光化学系 I反応中心に結

合したβカロテンについて調べた。

完全な暗所・低温(-4"C)で光化学系 I反応、中心からs-カ
ロテンを抽出し、 2次元検出器を用いて田LC分析を行い

つつ、各成分の吸収スペクトルを測定した。検出された

成分は主として全トランス体であったが、 15シス体も第2

の成分として検出された。この結果は、光反応中心にお

ける 15シス構造存在の一般性を強く示唆する。

1. Y. Koyarna， J. Photochem. Photobio1. B: Bio1. 9 

(1991) 265・280.

2. G. E. Bia1ek-By1ka， T. Tomo， K. Satoh and Y 

Koyarna， FEBS Letters， 363 (1995) 137・140

laB08 
光化学系II酸素発生系蛋白質の集合過程

撞主品工、山本泰、 StevenM. Theg1 (岡山大・理・

生物、 1カリフォルニア大・生物科学)

Inv立ro合成させた酸素発生系蛋白質 (33，23， 17 

k同)を単離葉緑体へ輸送させると、それらは、包膜、

チラコイド膜を通過した後、チラコイド膜の光化学系

Eと内腔(ルーメン)に運ばれた。もともと光化学系IIに

結合している酸素発生系蛋白質と同様、輸送後、膜に結

合したこれらの蛋白質はNaClあるいは NaC1!尿素処理

によって、膜から遊離することがわかった。このことは

in vitroで輸送された蛋白質も生理的に光化学系 IIにア

センブリーできることを示している。一方、チラコイド

ルーメンに輸送された蛋白質はこれらの蛋白質を単離し

て行った光化学系Hへの再構成実験によって、光化学系

Eへアセンブリーする能力をもっていることが示された。

さらに、蛋白質が輸送されてアセンブリーが起る過程で

は331心a蛋白質は輸送後、ストロマチラコイドで光化

学系 IIにアセンブリーするのに対して、 23kDa蛋白質

はグラナチラコイドでのみ光化学系IIにアセンブリーす

ることが示唆された。



lpBOl 
光合成光阻害に伴う光化学系E蛋白質の分解、架橋およ

び構造変化

由主一室、中谷悦子、森 宏樹、張 浩明 l、T.
Wydrzynski1

岡山大・理・生物、 lSchoolof Biol. 

Sci.， Australian National Univ.) 

ホウレンソウ光化学系H膜に強光(5ωoμ&，2S勺を照射

し、光化学系Hの還元側および酸化側の光阻害を起こさ

せて、それぞれの条件でD1蛋白質とCP43の分解と架橋、

膜表在性蛋白質 OE口3の膜からの遊離と架橋について

S~tUr伺ーPAGE とWestern /ECLにより解析した。光化学

系E還元側の阻害の条件(未処理の光化学系H膜を使用〉

では、光照射の結果、D1蛋白質の分解と並行して

但 C33の膜からの遊離がみられたが、光化学系E酸化側

の阻害 (3mMNH，QH処理光化学系E膜を使用〉では、

短時間(10分〉の光照射でみられる D1蛋白質の分解の

際に OE口3の膜からの遊離が見られなかった。また電気

泳動の結果、 OE口3とD1蛋白質またはCP43との架橋産

物と恩われる高分子量の蛋白質ノ〈ンドが現れた。光化学

系Hの光限害時に、光化学系Hの還元側阻害と酸化側阻害

で、D1蛋白質の損傷を受ける部位が異なることが示され

ているが、蛋白質の損傷とその後に起こるD1蛋白質の光

化学系Hからの離脱過程に関係すると考えられる蛋白質

の構造変化について、 FTIRによって検討した。

lpB02 

光化学系11複合体の電子組三次元構造解析

且旦一盛蓋1・2、石川 尚2、真柳浩太2、

米倉功治3、豊島近4、井上頼直 2 (1新技団

さきがけ、 2理研・光合成科学、 3東工大、 4東大

分生研)

我々は昨年，非イオン性界面活性剤 n-

heptylthioglucosideで可溶化した光化学系11複合体を

透析法により二次元結晶化する方法を報告した。

SDS-PAGE及び免疫化学的分析により、結晶内の系

11複合体を構成するサブユニットはCP47、D1、

D2、シトクロム b-559及び戸bI蛋白であること

が明らかになった。

系11複合体の立体構造情報を得るために、負染色

した二次元結晶を電子線に対して 60 。まで傾斜

させ像を撮影した。それらの画像のフーリエ変換

から振幅及び位相情報を得ることにより、系11複合

体の三次元再構成を行う予定である。
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lpB03 
光化学系E複合体チューブ状結晶の作製と構造解析

中里勝芳 1・2、基盤品本2、石川尚2、

榎並勲3、井上頼直2 (1新技団さきがけ、

2理研・光合成科学、 3東理大・理)

チュープ状結晶内でタンパク質が螺旋対象性を

保って配列しているならば、チュープ一本のクラ

イオ電子顕微鏡像を用いてタンパク質の三次元構

造情報を得ることが可能となる。

我々はn-heptylthioglucosideで、可溶化した光化学系

H複合体を用い透析法によりチュープ状結晶を作製

する方法を見い出した。氷包埋したチューブの電

顕像からチューブの直径はほぼ一定であり(4 5 
nrn)、長さは 1-8μmであった。 SDS-PAGE及び

免疫化学的分析により、結晶内で系E複合体を構成

するサプユニットはCP47、CP43、D1、D2、

cytb-5 5 9及びpsbI蛋白であることが示唆された。

氷包埋像及ぴ負染色像の画像解析により得られた

チュープ状結品の特徴について報告する。

lpB04 
シアノバクテリア Synechocystis却・ PCC6803の新規光化学系H

タンパク質(11kDa，13kDa)の遺伝子のクローニング

加藤浩，池内昌彦(東京大，教養，生物)

われわれはすでにシアノバクテリア Synechocystissp.陀C

6803の光化学系I欠失変異株からドデシルマルトシドを用いて.

光化学系E複合体を単離し，そのタンパク質組成のほぼ全容を明

らかにし， llkDa，13kDaの2つの新規系Eタンパク質

を報告した.本研究では，これらのタンパク質の機能を明らかに

する目的で，そのN末端アミノ酸配，IJに基づいてオリゴヌクレオ
チドを選定し， 2段階のPCR法によって遺伝子をクローニング

した.遺伝子とタンパク質のN末端アミノ酸配列から， 13 kD 

aタンパク質は 11 1アミノ酸残基からなり，分子量12459

の酸性，表在性のタンパク質であった.この遺伝子は，データベ

ースにすでに登録されている紅藻(Porphyrapurpurea)や灰色藻

(Cyanophora paradoxa)の葉緑体DNA上のORF115-112

やアラビドプシスのcDNAクローンと高い相同牲が認められ.
植物に広く分布している方， 1 1 kD aタンパク質は， 1 1 

Oアミノ酸残基からなり，分子量 12218の塩基性，表在性の

タンパク質であった.このタンパク質はさらに24残基のシグナ

ル配列をもっており，チラコイド膜の内腔へ輸送されるのではな

いかと考えられる.データベースには，との 11kDaタンパク

質と相向なものは認められなかった.現在.これらの遺伝子の機

能を明らかにするために遺伝子破壊株を作成中であり，その結果

も含めて報告する.



lpB05 
HおよびL蛋白質(光合成光化学系E複合体)の高収量迅

速精製法

圭畠主三、橋本信弘、赤堀興造(広島大、総合科学)

光化学系E複合体 (PSII)の反応中心の近傍には進化

上近縁関係にある紅色細菌などの細菌型には存在しない、

H、L、n-5.0、n-4.1、K蛋白質などの低分子量蛋白質が

存在する。この中で特にHおよびL蛋白質はPSIIのQA活

性の発現に重要であると言われているが、単離することが

難しいために明確な役割は未だ解明されていない。

前回、我々は尿素と界面活性剤存在下でのDEAE-Sephacel
イオン交換クロマトゲ17ィーにより、 5.0kDaの二つの蛋白質を含

む小面分を得、逆相クロマトゲ171ーからLと燐酸化L蛋白質の

会合したものであると結論した。しかし、 0.04MNaClで溶

出される主画分は三つ以上の蛋白質を含み、逆相知マトグ17
イーによる主画分からの蛋白質の単離には成功しなかった。

今回、試料の前処理およびイオン交換如7トグ171-における

溶出を4'Cではなく 20'Cで行ったところ、 0.04MNaClで溶出

される主画分は三つに分かれ、 0.02MNaClで溶出される新

たな主画分はSDS-PAGEからほぼHとL蛋白質から成ること

がわかった。さらに6M尿素による前処理とTSKgel-Octa-
decyl 4PWを用いた逆相クロマトク 771ーによってHとL蛋白質を

分隊することができた。以上の方法は迅速で高収量である。

現在、他の重要なn-5.0、n-4.1およびK蛋白質の分離条件

も検討中である。

lpB06 
ホウレンソウチラコイド膜のビオラキサンチンデヱポ

キシダーゼの精製

桑原朋彦、高市真一1 (筑波大・生物、 1日医大・生

物)

ビオラキサンチンデエポキシダーゼ (VDE)はビ

オラキサンチンをゼアキサンチンに脱エポキシ化し、

過剰な光エネルギーを熱エネルギーとして安全に消散

させる生理的機能を担う。

VDEをホウレンソウのチラコイド膿から50mM

Tris-HCl (pH 7.5)/1 mM MgClz/5 mMアスコルビン

酸中で超音波処理により抽出し、 MonoS， Mono Q， 
Cherating Superoseを用いたカラムクロマトグラ

フィーにより精製した。 VDE活性は文献に従って測定

された [1，2]。精製VDEはSuperose12を用いたゲル

ろ過クロマトグラフィーでは36-48kDalこ溶出し、

SDS-PAGEでは41kDaのポリペプチドを示した.従っ

て、 VDEは溶液中では単量体で存在することが示唆さ

れた。

[1] Yamamoto H.Y. and Higashi， R.M. (1978) Arch. 
Biochem. Biophys. 190， 514-522. [2] Hager， A. 
and Holocher， K. (1994) Planta 192， 581-589. 
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lpB07 
ユーグレナ光化学系 11の光阻害と光化学系 H蛋白質の挙動

亙出盟主、 1山本泰(岡山大・自然理・生物)

ユーグレナの光化学系H複合体については、その膜表在性蛋

由貿に関して、組成が高等植物のものとは少し異なること、

光化学系Hの膜内在性蛋白質との結合状態が高等植物の場合に

比べてルーズであることがこれまでの研究で明らかにされた.

また、ユーグレナは、強光を当てると光源から遠ざかる動き

を見せ、そのチラコイドを用いた研究において、高等植物よ

りも光に対して感受性であることが以前から示されていた.

このような特徴をもっユーグレナ光化学系11が強光照射の下で

光阻害を受けたとき、反応中心結合蛋白質 01やその他の光化

学系H構成蛋白質がどのような挙動を示すかを、チラコイドに

ついてSOS/urea-PAGEおよびWestem/ECLにより検討した.

強光を照射すると、高等植物よりも短時間の照射で光化学系H

の還元側および酸化側阻害 (Tris処理チラコイドを使用)の両

条件において、 01タンパク貨が、分子量の高分子側へとシフ

トすることが観察された o ATP欠乏条件 (+apyrase)では、

このシフトがほとんど観察されないので、恐らく 01蛋由貿の

リン酸化によるものと恩われる.また、この 01蛋白質の変化

はカタラーゼの添加で著しく抑えられた.この結果は、ユー

グレナチラコイドの酸素発生系では、 OECの光化学系 11への

結合がルーズなために活性酸素分子が生じ、それが 01蛋由貿

に損傷を与えているという可能性を示している.

lpB08 
大量発現系と再構成法を利用した PS II-Lタンパク質

(psbL)の機能解析

小林徹、草山主主、小i幸真一郎、椎名 隆、豊島喜則
(京大、人間・環境学研究科)

psII複合体構成タンパク質の一つであるLタンパク質
(psbL発現産物)はPSIIにおけるQAの機能に関与している
ことは既に報告した。再構成法により Lタンパク質の機能
を解析する目的で、大腸菌中での大量発現系を確立し、
それ(LE.coli)を用いてQA機能の再構成実験を行った結

果、 L互coJjはホウレンソウから単離したLと同様のQA機
能回復を示した。このLE.coliを用いて行った以下の研究
結果①①について報告する。

① 再権成系に加えるLタンパク質の反応中心に対する相

対量を変化させた時のQA活性の回復率の測定から、複合
体中のLタンパク質の分子数を推定した。
② 煎糖密度勾配遠心法により、再構成された複合体を
それ以外の成分から分離し、再構成複合体に結合したキ

ノン(PQ-9)分子数を決定して、 PQ-9の複合体への再結合性
に対するLタンパク質の関与を調べた。その結果と QA活性
を比較し、 QA活性能に対するLの作用機構を明らかにし
た。

③ 大腸菌での発現系を用いて、発現フ。ラスミドベクタ
ー中に変異を導入し、 Lタンパク質中のアミノ酸を欠失も
しくはタンパク質全領域にわたる部位指定置換変異体を
10種作成した。これらの変異体を用いて、再構成法によ
りQA機能回復に関与する領域を調べた。



lpB09 
光化学系II阻害剤PN08によるD1タンパク質切断は光照射に

よりトリガーされる

皇皇差益1.2、吉田茂男2、井上頼直1、小野高明¥

(理研光合成科学植物機能、)

光合成光化学系IIのD1タンパク質は、光照射により特異的

に損傷を受け、荊I還元領uのQB部位で選択的に切断された後、

分解されることが知られている。以前我今は、フロログルシ

ノール骨格を有する系II阻害剤であるPN08(N-octyl-3・

nitro-2，4，6-trihydroxybenz-amide)がQB部位に結合すると、

完全暗所でもD1タンパク質の選択的切断が起こることを見い

出した。

本研究では、このPN08依存性D1切断の機構解明を目的と

し、D1切断におよぼす光の効果について検討した。ホウレン

ソウから単離した系II膜断片を短時間前照射した後、暗所で

PN08を添加すると、 PN08によるD1の切断が著しく促進さ

れることが明かとなった。この促進効果はチラコイド膜、系

IIコア複合体でも認められた。前照射効果は暗所で徐々に減

衰し、半減期は250Cで約1時間であった。更に、光強度つい

て検討したところ、促進効果は酸素発生の飽和に必要な強度

の約10%で飽和した。以上の結果より、 PN08は、前照射に

よって生じたある特定な状態のD1タンパク質のみを切断する

ことが示唆された。

lpBlO 

通過ペプチドをもったDlタンパク質の単離葉緑体への輸

送とD1部分のPSIIコア複合体への組み込み

塁一旦豆、渡辺 昭(東京大・院・理系・生物科学)

D1タンパク質の代謝回転機構を解析するために、

我々 は、 RuBisCO小サプユニットの通過ペプチドを持った

D1タンパク質をinvitroで発現させ、これを単離葉緑体へ

輸送する実験系を確立した (95年度年会)。

本研究では、輸送後の葉緑体からPSII粒子を調製し、

n-dodecyl s-D-maltosid巴で可溶化して、 PSIIコア複合

体を精製し、また、チラコイドのトリプシン限定分解を行

うことによって、チラコイド膜に移行したキメラD1タン

パク質が、本来のD1タンパク質と同じ膜貫通構造をとっ

て目立複合体に組み込まれていることか確認された。さら

に、脱共役剤 (CCCP、Nigericin、Valinomyc泊.)と、ア

ジ化ナトリウムの存在下で葉緑体への輸送実験を行った結

果、D1タンパク質のチラコイド膜への移行が、チラコイ

ド膜のプロトン勾配やSecAタンパク質の働きには依存し

ないことが明らかになった。

93 

lpBll 
活問螺による光f昨系IID1蛋白質切断の温度依存性

盟且車産、山本直樹、徳富(宮尾)光恵(農水省・生物研)

光化学系 II(PSII)を強光にさらすとD1蛋白質は特異的断片

に切断される。 PSIIを過酸化水素・一重項駿素などの活性酸

素で処理すると強光照射下と同様にD1蛋白質が切断されるこ

とから、強光照射によるD1蛋白質の切断は活性酸素の作用に

よる化学的な切断である可能性を報告してきた。一方、強光

照射による切断は顕著な温度依存性を示すことが知られてお

り、これがプロテアーゼの関与を示す根拠と考えられている。

本研究では、活性酸素によるD1蛋白質の切断の温度依存性を

調べ、プロテアーゼの関与を再検討した。

活性酸素による切断も温度に依存し、 0'Cで活性酸素処理を

施すとDl蛋白質断片の生成量は過酸化水素処理の場合25'Cの

約2/3、一重項酸素の場合約113に低下した。また、 0'Cで活

性酸素処理を施した標品を25'Cで静置すると、 Dl蛋白質の断

片が徐々に増加した。過酸化水素処理の場合、 25'Cでの断片

の増加はわずかであったが、一重項酸素処理の場合、約30分

間で25'Cで処理を行った場合とほぼ等量の断片が生成した。

一方、 25'Cで処理を施したのち引き続き25'Cで静置した場合

には、断片量は増大しなかった。

以上の結果から、強光照射下でのDl蛋白質切断の温度依存

性は必ずしもプロテアーゼの関与を支持するものではなく、

活性酸素による蛋白質切断の温度依存性を反映している可能

性が示唆された。

lpB12 
In vitro翻訳系を用いたエンドウD1蛋白質合成の光制御

機構の解析

墨田主章、小橋久美子1、佐藤公行口(岡山大・自然科学、
1理・生物、 2基生研)

高等植物や藻類において、 D1蛋白質の合成は光により

翻訳段階で制御されている。エンドウ単離葉緑体では、

暗所・ ATP存在下で翻訳を行わせると、ポリペプチドの

伸長は特定の段階で停止し、全長の蛋白質合成のために

は光合成電子伝達反応の進行により形成される何らかの

因子が必要であることが示されている (1995年度植物学

会年会発表)。本研究では、この因子の同定を目標に、

以下に示す加vitroの解析を行った。

翻訳中のポリソームの結合したチラコイド膜に、エン

ドウ葉緑体から抽出した翻訳伸長因子等を合むSlO咽分

とアミノ酸等を加え、蛋白質合成を行わせると、明暗両

条件下で成熟サイズのD1蛋白質が蓄積した。ところが、

このSlO咽分をlOmMの酸化型グルタチオン(GSSG;E.，'， 

ー100mV)で処理すると、単離葉緑体で観察されたD1蛋白

質の翻訳中間体が蓄積した。 GSSGを透析除去したS100

を用いても同様も結果が得られ、また一方、この時の反

応液にジチオスレイトール(E，，'，-330mV)や2-メルカプト

エタノール等の還元剤を添加すると、全長のD1蛋白質の

合成能が回復した。以上の結果は、 D1蛋白質の翻訳に必

要な因子が蛋白質であり、その活性がチオール基の酸化

還元により調節されていることを示唆している。



lpB13 
D トポリペプチド cdヘリックス上のグルタミン酸-

189における部位特異的変異体の解析

皆川純、小野高明、井上頼直、 1A.R. Crofts 
マ車寄・光合成科学、 lIllinois大・生物物理)

私たちは、緑藻Chlamydomonasreinhardtiiを用い、

光合成系 IID1.ポリペプチドの189番目のグルタミ

ン酸 (E189)の置換体3種類を、 intron.free psbA遺
伝子を利用した部位特異的変異体導入系を用いて作

製した。 この残基は lumen側 cd'ヘリックスに存在

することから、酸素発生部位近傍に位置する可能性

が指摘されてきた。光独立栄養条件では、 E189Qは

野生株と同程度、 E189Lは非常に遅く生育したが、

E189DIま全く生育しなかった。酸素発生能も光独立

栄養生育能と同様の結果を示した。熱発光の解析、

単フラッシュ後の蛍光収率の立ち上がりと減衰のキ

ネテイクスの解析から、 E189QとE189LではScheme

Iにおけるk'4の異常に大きな成分が通常のSlYz+主主

SoYヮのものに力日えて現れること、 E189DではS'state

めturn'overがないことがわかり、この残基が酸素発

生に関与しうる位置を占めることが示唆された。

Kη k. 
sn Yz p+C37sn Yz+p三Sn+lYZ P 

k4 

lpB14 

Scheme 1 

アスコルビン酸の光化学系11への電子供与

真野純一，浅田浩二(京都大・食研)

アスコルビン酸 (AsA) は糞縁体ストロマで活性酸素

消去に中心的役割をはたすが;チラコイド内控での機能は

明らかでないや本研究ではH20オキシダーゼカf阻害され

る条件で‘のAsAからPSIIへの電子供与を証明したレ

ホウレンソウチラコイド膜のChl蛍光の解析から， qN= 

0.59の時， aF/Fm'は5mM AsAにより pH8では変化しな

かったが， pH 4， nigericin共存下で・は約30秒で 5倍に増大

し，同時にFvカず上昇したr 即ち pH4で AsAカ、らPSIIへの

電子供与により電子伝達が促進された c Fv/Fmで評価し

たQA還元能のAsAによる増大はpH4で90%，pH 4.5以上

では5%以下であった。トリス処理するとpH8でもAsA添

加後約10秒でFvとaF/Fm'が増大したし即ちAsAは pH8 

でも膜を透過するが， H20を酸化するPSIIでは光酸化され

ないじモノデヒドロアスコルビン酸 (MDA)レダクターゼ

+NADPH~こより膜の外側のMDAを消去すると， MDAの光

生成は検出きれないが，トリス処理すると，レダクタ ゼ

カf接触できない内腔で， 電子伝達に依存したMDA生成カず

観測された。

ストロマには10-20mMのAsAが含まれており，強光下

でd.pHが形成されH
2
0オキシ夕、ーゼ活性が抑制されたと

きAsAが生理的電子供与体となる可能性が示唆された。

94 

lpB15 
ヤブガラシの光合成器官の熱耐性に関する研究
羅型車E、山下鍵筑波大・バイオシステム、 1筑波大・生物)

高等植物の熱失活は酸素発生系に存在する 3種類の表在性
タンパク質 (33kDa、24kDa、18kDa)及び4原子
のMnの反応中心からの解躍と密接に関連している。しかし、之

れらの研究は、ほとんどホウレンソウを材料としたもので、他の
耐熱性高等値物を用いた研究は少ない。私達は、様々な植物の葉
のクロロフィル蛍光期誘導期現象を指標として耐熱性植物を探索

したところ、約40.Cで熱失活するホウレンソウと異なり、 50
・Cでも FvjFmが低下しない蔓性ヤブガラシ (Cayratia)を見
出した。また、調製した薬縁体では、ホウレンソウで40"C、ヤ
ブガラシでは47.Cで熱失活が見られた。そこで、本研究ではヤ

ブガラシの光合成耐熱性機構解明の第一歩として、ホウレンソウ
とヤブガラシの菜薬縁体及び光化学系II膜の熱抵抗性を、 主仁

45"Cと 50.Cの熱処理で比較して謂べた。

ヤブガラシの葉を45.Cで熱処理した後、葉から単障した葉
緑体は、熱処理してない葉から単睡した葉緑体を熱処理したもの
より、酸素発生能が約25%高かった。 一方、ホウレンソウで
は、 ヤブガラシと逆に、葉を熱処理してから単睡した葉緑体の
酸素発生能が著しく失活していた。この結果、ヤブガラシの葉の
細胞質中に、耐熱牲に関与する成分の存在が推定された。

また、単醸した光化学系II膜を 50.Cで熱処理すると、ホウ

レンソウでは、酸素発生能が9・3%、Mn含量が 50%以下に
下がった。 一方、ヤブガラシでは、酸素発生能は 34%、Mn
含量が76%も保持されていた。同様に、耐熱性のヤブガラシの
33-kDaタンパク質の熱失活による解薩は、耐熱性の低いホウ
レンソウのものより少ない事が確認された。

lpB16 
光化学系Hでのベンゾキノン誘導体の還元反応 pHおよび温

度依存性

岡本ゅう子、菓子野康浩、小池裕幸、佐藤和彦(姫路工大・

理・生命)

私たちは光化学系1IQ!l部位における電子伝達の具体的な反

応様式を解明するために、プラストキノンのアナログとして

ベンゾキノンのメチル基および塩素基置換体存在下での酸素

発生反応の解析を行った。その結果、ベンゾキノンは仁志とPQ

のふたつの部位で電子を受け取ることや般大反応速度の測定

法を明らかにした。本大会ではこの 2カ所での反応のpHと温

度の影響を調べたので、報告する。

好熱性ラン色細菌Synehcococcusvulcanusのチラコイド膜を

界面活性弗Un-heptyl-f3.D-thioglu∞sideで処理して得た系H標品

を材料とした。仁志およびP儲自位での Vmax、KmのpH依存

性からふたつの部位でのキノンの親和性および還元反応に影

響を与える物質のpKaを推定することができた。また、温度

の影響を調べることにより、この部位での電f伝達反応にお

ける活性化エネルギーおよび熱力学的諸エネルギーの値を得

ることができた。活性化エネルギーは 16.CIこ特異点を持ち、

この温度を境にしてその値が大きく変化した。これまでにも

他の方法での測定により 16.Cに特異点があることが報告さ

れている。チラコイド膜の相転移温度は約 30.Cなので、こ

れとは別の変化が 16.Cで起こることが示唆された。



2aBOl 
光化学系11反応中心よりカロチノイド色素の選択的抽
出とその役割

且」訟1.2，岩城雅代1，小林正美人三室守1，伊
藤繁1，佐藤公行1.2 (1基生研P岡山大・理，3筑波
大)

単離された光化学系II反応中心は、 Chl、Car、
Pheo分子をそれぞれ6: 2: 2の比で保持している。
この色素比は紅色光合成細菌のそれ (4: 1 : 2) とは
異なっており、光化学系11に余分に含まれるこれら色
素の役割を解明する目的で、有機溶媒(エーテル)
処理による選択的な抽出を試みた。その結果、エー
テルの水飽和度を変化させ処理することにより、反
応中心当たりのβ一白rを2，1， 0分子含む標品を活性
を保持したままで調整することが可能になった。一
方、この条件下でChlの分子数は5分子まで減少した
が4以下に減少することはなかった。 s-Carの抽出に
関しては、吸収スペクトルや蛍光励起スペクトルの
測定により、その選択性が認められた。またこのCar
の数の異なる標品に対して光処理を行うとCarの数に
対応してChlの光退色の速度に差が観測され、また
Carの存在しない標品は、光照射により活性が著しく
減少した。これらの実験結果に基づき光化学系11反応
中心に含まれる色素の存在状態と機能について考察
する。

2aB02 
光合成アンテナ色素ケトカロテノイドの蛍光特性

三室一二主、 1山野由美子、 1伊藤允好、 2菊地浩人、

3長岡伸一(基生研、 1神戸薬大、 2日本医大・

物理、 3愛媛大・理)

【目的】黄色植物において光合成系アンテナ色素

として機能するカロテノイドは、 r8つの共役2重
結合にケトカルボニル基が s-trans位で共役してお

り Sl状態からの発光が見られる』という共通の特

徴を示す。こうした性質の起源(励起緩和過程)を

明らかにするため数種のアナログを合成し解析した。

【方法】蛍光は、目立850蛍光光度計を用いて

200Cで測定し、感度補正を施した。

【結果】ケト基を6員環でロックしたアナログを

合成しその蛍光を測定すると、 s-trans位、 s-cis
位のどちらも、 S1、S2のふたつの状態から蛍光

を示し、予想と大きく異なっていた。一方、吸収特

性では、 s-trans位の方が s-cis位に比較して、振

動構造が明らかであり、この点も予想と異なってい

た。これらの結果について、 s-trans位での共役の

場合、ケト基を含むπ電子系の環構造の平面性が大

きく壊れ本来の共役よりは弱くなると考えると、 S2

状態からの有意な発光を説明することができる。さ

らにπ電子系全体の対称性の観点から振電相互作用

を含めた議論を行う。
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2aB03 
光合成光化学系E光阻害初期過程における戸 Carの役割
黒岩繁樹、勝原弘樹、手島圭三、赤堀興造(広島大・総合科学)

我々は昨年の発表に引き続いて、光化学系 II (P S I!)反応
中心複合体において、強光照射の結果として起こる光阻害の初
期過程に関して、 QA光還元活性の減少、機能分子(特に pカ
ロチン. PQA)の損傷、および非へム鉄との関係に注目して、
PMSF存在下における赤色光照射実験を行った。
測定試料として、 PSIIの集党性蛋白質を除去し、さらに、

Tris処理を行い、水分解系を失活させ光阻害環境を形成させた
試料(PSIIRC)とPSI!RCより Fe2

+を除去した試料 (-Fe2+PSIIRC)

を調製した。光照射は、還元側で生じる阻害のモデル系として、
人工電子供与体 Mn2

+を加えた条件、酸化側阻害のモデル系と
して人工電子受容体フェリシアナイドを加えた条件で行った。
また、還元側の阻害は酸素存在下で起こり、酸化側の阻害は無
酸素条件下でも起こると言われているため、酸素、さらに非へ
ム鉄の有無の影響も調べた。
QA活性の時間変化はレーザーフラッシュフォトリシス法によ

り、!J.A 325の吸光度変化として観測した。このとき観測され
る半減期100~200μsの環状電子移動量も測定した。さらに、
光照射後の試料を陰イオン交換カラムを通して、系より離脱し
た機能分子を取り除いた後、 HPLCにより試料中の各機能分
子の定量を行った。
その結果、戸カロチンはMn2+がある場合、反応中心当たり 8

個中6個が半減期 1分以下の半減期で損傷し、残り 2個が緩や
かに損傷した。このとき PQAは6個の s-カロチンがほぼ破壊
された後、離脱を開始した。また、戸ーカロチンは、環状電子移
動量とも密接な関係があり、光阻害時に電荷の緩衝剤的機能を
持つ可能性が示唆された。

2aB04 
光合成系Hにおけるアクセサリクロロフィルの分子

相互作用

壁旦旦、井上頼直(理研・光合成科学)

光合成系Eの反応中心中には 4分子のアクセサリ

クロロフィルが存在していると考えられているが、

それらの結合位置や相互作用、系Hにおける役割に

ついては明らかとなっていない。本研究ではMn除

去した系E膜標品において、特定のアクセサリクロ

ロフィルがP680への電子供与体として働くことを

利用し、その光誘起フーリエ変換赤外スペクトル

(FTIR)を測定し、反応中心蛋白質内での構造及び

相互作用を調べた。得られたスペクトルには、

1口73話6cm-1
及ぴ16ω84化cm

及ぴぴ、ケトC==u{1伸申縮振動が、また1614cm吋こマクロサ

イク lレC田 C振動が観測された。これらの掻動数か

ら、このアクセサリクロロフィルは相互作用のな

いカルボメトキシC-oと、水素結合しているか高

い極性環境下にあるケトc・0を持ち、 5配位構造

をとって存在していることが明らかとなった。



2aB05 
光合成細菌 Rhodoba.Qtersphaelpid~ における ..P~
オ:ぺ匂ンの上ランス因子(SPB)遺伝子近傍の塩基i配
到の法定いと刃析一 一 『

溝口賞、増田濯、西村浩二、島田裕士¥太田啓之、塩井
祐三、高宮建一郎(東工大・生命理工、マキリン基盤技術
研究所)

これまで我々は、紅色非イオウ縞菌 Rhodobactfヲr
sp f!a~.roides の puf オぺ口ンのトランス因子(SPB)の精製
およひクロ一二ンクについての報告を行い、 SPBカゲ口イ
シンジッパ一様のモチーフを持ち、光照射によって pufオ
ぺ口ン発現のリプレッサーとして働くことを明らかにし
た。 spb遺伝子は、 Rhodobacter伺 psuJat/Jsにおいて、
helix-tum-helixモチ フを持ち、 /Jufおよびかuhオぺ口ン
発現のアクティベータとして働く hvrA遺伝子と約 50%の
相同性を有していた ω 今回我々は R.sphaeroidesの spb
遺伝子の近傍の塩基配列を決定した F

その結果、 spb遺伝子は R.capsuJatusのhvrAに相当す
る領域に位置していた。また spbの下流域3.6kbpの全塩
基配列の決定を行ったところ、 3つの orfが存在していた
データベースの検索の結果、 2つの orfはR.caosuJatusの
hvrAの下流に位置する o応、 ahcYと高い相同性を示した〈
ahcYはR.capsuJatusのパクテリオクロロフィル生合成に
関与していることが報告されているが、 0げ5の機能につい
ては未知であり、今後の検討を必要とする また 3つめの
Oげは E ∞Hのリポ多糖の生合成に関与する..9ly∞s1'l
transferaseの遺伝子向l、rfaJのコンセンサス配列と有意
な相同性を示した。しかしながら R.sphaeroidesでは、 R.
capsfJlatusのhvrAの下流に位置し、 orf5とahcYの光応答
性に関与する転写因子である hvrBに対応する or1は見出き
れなかった C このためR.sphaeroidesではこれらの遺伝子
の光による発現制御が、R 伺 'Psy.凶 usとは異なることが考
えられ、現在これら 3つの遺伝子の発現様式について解析
中である L

2aB06 
光合成細菌のDMSO還元系遺伝子の転写活性化因子

O宇治家武史山本勇佐藤敏生 (広島大・理・

生物科学)

光合成細菌Rhodobactersphaeroides f. sp. 

denitrificansのDMSO還元系遺伝子dmsCBAの上流に

は、細菌の情報伝達を担う二成分転写制御系のDNA結

合因子であるOmpRなどと相同なタンパク質DmsRの遺

伝子dmsRがあることを報告した。今回DmsRタンパク

質の性質をさらに調べた。

自殺プラスミドpJP5603を用いて作成したdmsR変

異株ではDMSO還元酵素(DmsA)が合成されない。一方、

dmsCBAのプロモーター領域を含む89bpのDNAフラグ

メントを用いたgel-shift assayにより、DMSO存在下

で培養した光合成細菌には、この領域とより多く結

合するタンパク質が見つかった。dmsRを発現ベクター

pKK223-3に組み込み大腸菌での発現を試みたところ

大腸菌で発現したDmsRもgel-shift assayで上記と

同じDNAフラグメンと結合した。この結果からDmsRは

DMSO存在のa情報を受けてdmsCBAの転写を活性化する

トランス因子と考えた。現在DmsRタンパク質の活性

化、不活性化の機構等を検討している。
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2aB07 
遺伝子タギングを利用したラン藻Plectonem昌boryanumの変異導
入系の構築
高盤底弘、道井貴子、明石哲行l、藤田祐一大阪大・理・
生物、 1大阪大・蜜白研)

ラン藻Pleclonemaboryanumは光合成独立栄養条件に加えて、完
全暗所でも従属栄養的に生育でき、かつ電気穿孔法による形

質転換が可能なため、種々の生理機能(光合成、呼吸、色素
合成)に対する遺伝学的解析にきわめて有用である。私たち

は、タギングによる変異体の作製を目的として、プラスミド
pTAFI0 (neo遺伝子とQ断片を含むpUC12誘導体)を構築した。

pTAFI0にP.boryanumのDNA断片を繋いで細胞に導入すると、
中日同組換によりプラスミド全体が染色体に組み込まれ、遺伝

子の挿入失活や下流遺伝子の転写阻害が期待できる。その後
適当な制限酵素で切り出せば、隣接領域をクローニングする

ことも簡便である。このプラスミドの有用性を検討するため
に、 chlL(光非依存性Pchlia還元酵素のサプユニット)遺伝子

の3'側領域を繋いで細胞内に導入し、予想通りプラスミド全
体が染色体のchlL領域に組み込まれた変具体を得た。この変異

休はchlL遺伝子の部分2倍体(一方は完全な遺伝子)であるに
も拘わらず、 chlL遺伝子破壊株と同じ形質(a音下Pchlid巴の蓄積)

を示すことから、 Q断片内の転写終結配列が下流遺伝子の発現
に対して阻害的に機能していることを確認したo P. boryan仰

DNAのおu3A部分分解物をpTAFlOに繋いで細胞内に導入し、
種々の生育条件下でコロニーの蛍光や色(色素合成系?)と

明暗所での生育能(エネルギ一代謝?)を指標にスクリーニ
ングを行い、現在数十種類の変異体を得ているo

2aB08 
好酸性細菌 Acidiphi1 ium属における光合成遺伝子の検索
丞皇宣車、嶋田敬:、松浦克美、、Fイi明1、若尾紀夫2 (都京大
用・生物、 1コニシ(株)環境バイオ研、 2-f}千大・農.tt、用生物)

絶対好気性でありながら紅色細菌型の光合成装債を持つ

いわゆる好気性光合成細菌は、通常のキ1:色細菌に較べパク
テリオクロロフィル(BChl)含量の少ないことから、進化の

過程において光合成能を失いつつある細南群である可能性
も考えられている。
好気性好酸性菌として知られる Acidiphi1 ium属におい

ては、現在認められている 7種の内5種に BChlが見出さ
れているが、その含量には大きな差がある。我々はこれら
の種及びいくつかの末記載種における光合成遺伝子の有無
あるいは変化の可能科A を調べるために反応'1]心タンパク遺
伝子に対するプローブを用いて Acidiphiliu皿属各株を検
索した。その結果、反応中心のLおよびMサブユニットに
対するプロープにより 7株において光合成遺伝子がPCR
法により増幅された。これらの塩基配チIJは互いに異種とは
思われないほど高い相同十生を示し、またこれまで知られて
きた通常の紅色細簡のものとも高い相同性をぷした。この
ことは BChl含量が微量のものでも少な〈とも反応中心遺
伝子は機能しうるものを持っており BChlの寡多は構造遺

伝子以外のものに起因することを示唆する。またこの好酸
性細菌群では反応中心タンパクの変化を小さくする何らか
の選択圧がかかっている可能性もぶされた。



2aB09 
クロロフィル aとbを持つ外洋性ピコ植物プラ
ンクトンの光化学系 E集光色素複合体の性質
本庄さおり，大城 香(東海大・海洋・海洋科学)

外洋の亜表層に細胞の直径が 2μm以下の単
細胞藻類(ピコ植物プランクトン)が数多く生
息がすることが明らかになっているが， その多
くは生息場所の強度・波長ともに限られた光を
光合成に利用するための集光性色素系を発達さ
せていることが示唆されている.我々が日本近
海の黒潮海域から分離したクロロフィル aと b

を主な光合成色素として持つピコ植物プランク
トンは直径 1μm以下でカップ型の l個の葉緑
体を持ち， クロロフィル a b比が緑藻や高等植
物に比べて低かった (1.2-1.4). 分離株
の 1つの N 1 B B 8 001株のチラコイドから
ドデシルマルトサイドで可溶化し煎糖密度勾配
遠心法により分離した光化学系 E集光色素複合
体 (LHCn) ホロ複合体は，非変成 PAGE
上で見かけの分子量約 62 k D aを示した. ホ
ロ複合体は SDSPAGE上では見かけの分子
量が約 22 k D aのたん白として分離され， ホ
ウレンソウの LH C n αに対して作られた抗体
とは反応しなかった. この LH C n分画は細胞
クロロフィルの約 45 %を含み，クロロフィル
a b比は約 O.8であった. 高いクロロフィル b
含量が有光層下部の青色から青緑色の波長の光
の吸収に有効であることが考えられた

2aBI0 
ホウレンソウのジチオスレイトール感受性プロテアー

ゼのタンパク質分解活性とポリフヱノールオキシダー

ゼ活性

相津幸子1、増田哲也1、桑原朋彦，，2 ('筑波大・バイ

オシステム、 2筑波大・生物)

ホウレンソウから単離されたジチオスレイトール感

受性プロテアーゼ(DSTP)は、最近、ポリフェノール

オキシダーゼ(PPO)と同一物であることが明らかに

なった[1]。このタンパク質はチラコイド内腔に局

在するが、生理的な機能は未解明のままである。

ホウレンソウDSTPをチラコイド膜から超音波処理

によって抽出し、 HiTrapQ Sepharose FF， anti-DSTP 

IgG-conjugated Sepharose 4BおよびSuperose12 

カラムにより精製した。精製DSTP標品を阻害眠薬で

処理した後、 PS11の表在性23-kDaタンパク貨を20

kDa断片に分解する活性と、 PPO活性 (DレDOPAfこ依

存した酸素吸収活性)を測定した。その結果、 0.1%

SDSは分解活性に対しては限書的lこ、しかし、 PPO活

性に対しては促進的に作用することを見い出した。こ

の事実は、 2つの活性は別々の反応中心による、ある

いは、同じ反応中心によるものの酵素の基質選択性が

SDSによって変化することを示唆している。

[1] Kuwabara， T. FEBS Lett. 371， 195-198 (1995) 
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2aBll 
緑藻 Chlorlχ官 cumlittoraleの光化学系IIの活性に及

ぼす高CO2
ストレスの効果

岩崎郁子，戴野憲秀，宮地重遠 ((株)海洋バイオテ
/;/寸すー研究所，釜石研究所)

高CO2濃度の培養条件に対して耐性を持つ緑藻

Cωhlめorocωocα正CUfηl的iμttωor悶alたrは、空気から40%C02へ移行す

ると光化学系IIの活性が一時的に低下し、やがて回

復する(Peshevaet al. 1994 Plant Cell Physiol. 35: 379-
387)。この系IIの活性の低下は光阻害が原因のーっと

考えられる。そこで高CO2
条件におけるこの細胞の

光合成の光エネルギ一利用効率の変化を探るため、

PAMシステム(パルス変調蛍光計)を用いて測定した。

(1) 40%C0
2へ移行後24日寺間以内でこの細胞は酸素

発生活性が急激に低下し、同時に系II反応中心の第

一電子受容体QAの過還元状態を意味するFmレベルの

低下、 photochemicalquenching (qQ)の値の低下が観察
された。量子収率φ11も空気培養の時の40%以下に低
下した。この時系IIの阻害の可能'性を示すnon-
photochemical quenching (qN)の増加が見られた。
(2)粗チラコイド膜標品の系IIのDCIP光還元活性は

24時間以内で50%残っており、 2日目に最低となった。
(3) 4日目頃から(1)，(2)の回復が見られ、やがて空気

培養のレベルあるいはそれ以上の活性が観察された。
本研究は新エネルギー 産業技術総合開発機構の委託研究『細繭

藻類等利用二酸化炭素l昌之化・有効利用技術研究開発jの一環として
おこなわれたものである u

2aB12 
セントポーリア葉の低温障害に伴う光合成失活と特
異な蛍光挙動
加藤哲也、予在吉1、安田ゐう子へ林孝洋¥矢沢進l

(京都大・理・植物、 1京都大・農・花井園芸、 z京
都パストウール研)

セントボーリアの葉で葉温を急に降下させると瞬
時に光合成が停止し，クロロフィル由来の蛍光は 20-
30秒で Foレベルまで減衰する。この変化は不可逆で

一度低温処理を受けた葉は光合成活性も蛍光も回復

しない。最初に起こる出来事は遅延蛍光の減衰で、

低温処理の8秒後には最低レベルまで低下し蛍光
の減衰、系I活性の失活がそれに続くが、系E活性は

これらより安定で、翻幸間後まで活性が保存される。
低温処理による蛍光減衰は嫌気条件下でも、 DCMU

で前処理した葉でも同様に起こる。低温傷害を受け

た葉の液体チッソ温度での蛍光収量は無傷葉のぞれ
の20%程度に低下するが、蛍光発光スベクトルは正

常葉と同一で、また、色素構成にも変化は見られな

い。 電子顕微鏡による観察では、ストロマラメラの
膜構造の崩壊が最初の数秒の聞に起こり、グラナラ

メラの拡張がこれに続いた。低温障害を受けた葉で
はP700+の還元が著しく遅く、 QAが系Hこよって酸化

されない状況にあると思われる。以上のことから、
低温処理でQAと系11の電子供与体の間に短絡が形成

され、蛍光収量の低下をおこすものと推論される。



2pBOl 
ラン藻 Synechococcussp. PCC 7002の酸素発生複合体
の高温耐性に関与する 13-kDaタンパク質
直山隼主l、DmitryA. LOS 1、林秀則2、村田紀夫 1

(1基生研、 2愛媛大・理・化学)

酸素発生は、一連の光合成活性のなかで最も高温

による失活を受けやすい反応である。我々は、酸素
発生系の高温耐性に関与する物質を明らかにするた

め、ラン藻 SynechococcusSp. PCC 7002のチラコイド
膜を生化学的に解析してきた。昨年の本大会では、
酸素発生の高温耐性に、単離チラコイド膜に保持さ
れる複数の表在性タンパク質が関与し、その一成分

としてシトクロムc-550が機能することを示した。今

回、高温耐性に関与する別のタンパク質成分を新た

に単離し同定したので報告する。チラコイド膜を低

濃度のTritonX-100で処理し、膜から遊離する成分を
種々のカラムクロマトグラフィーに供して分画し、

酸素発生の熱安定性を増大させる成分を精製した。
その結果、分子量13-kDaのタンパク質が単離された。

N末端のアミノ酸配列をもとに、 13-kDaタンパク質
の遺伝子を同種ラン藻からクローニングした。推定

されるアミノ酸配列から、このタンパク質は好熱性
ラン藻で見つかっている光化学系E複合体の表在性

9-kDaタンパク質と相同であることが判明した。

2pB02 
アジドラジカルによるPSII活性の阻害機構
高梨 寿，真里子純一，浅間浩二(京都大・食研)

Tris処理PSII膜をAzide存在下で光照射0¥zide光処

理)するとAzideの光酸化でアジドラジカル(N3・)が生成

し、それと共にyzラジカルが減少し、 Hp2/Mn2十→

DCIP光還元活性が失話する[Kawamoto et aJ . (1995 ) 

尺ブ'P 36 1121-1129J。この現象は donor side 

induced photoinhibitionのモデルとなるだけでなく、

PSIIの電子伝達機構解明の新たな手掛かりを提供するロ

ここでは、 Azide一光処理によるPSII阻害の阻害分子種

とPSIIのターゲット部位を調べた。Azide-光処理の際

に生成するN3'量をDMPOスピントラップESR法によ

り求めた。 N3'生成量は電子受容体としてのDMBQ添加

で多くなり、同時に日ゴIP光還元活性の失活も大きくなっ

てN3'が阻害分子種であることが示唆された。-方、

Chl蛍光測定からAzide一光処理により阻害されたPSII

膜では電子供与体としてDPCを添加しでもQAは光還元

されなかった。従ってN3
・はQAとQB間ではなくYZとQA

聞を阻害することが明らかになった。現在、D1蛋白質

のNJによる修飾部位の特定を試みている。
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2pB03 

生葉での光酸素ストレスのモノデヒドロアスコル
ビン酸による検出
大野千品，真野純一，三宅親弘，Ulrich Heber1，浅田浩二

(京大・食研ドイツ Wur2burg大)

葉緑体で光生成した活性酸素は、アスコルビン酸(AsA)
によりトラップされ、その l電子酸化物であるモノデヒドロ
アスコルビン酸ラジカル(MDA)を生じる (A) 0 MDAは還
元型 Fd、MDAレダクターゼで還元される (B)が、 A>Bと
なる環境条件下では MDAレベルが上昇することが期待され
る。 MDAは常温で ESRを用いて検出できるので、生薬の光
酸素ストレスの内在性プロープとして MDAを検出する方法
を確立し、種々の環境条件下でのMDAの消長を調べた。定
量には、 P700'を内部標準として、 MDAのスピン濃度を見
積もった。

トウモロコシ葉では、 MDA‘ンクーナルは暗所では検出され
ないが、強光照射直後には現れ、 10秒程度で消失する。こ
れは、光照射直後には酸素が電子受容体となり活性酸素が生
成するが、炭酸固定系が光活性化されると活性酸素の生成が
減少することに対応する。様々な処理 (Methylviologen、 シ
アンガス、浸漬、強光、乾燥)により、また、老化した葉で
は、光照射時に観測される MDAシグナルは大きくなり、
(A)の増大または (B)の低下、またはその両者を反映し
た。このように MDAの消長から、わずかな光酸素ストレス
も感度よく検出することができる。

2pB04 
ACTIVE OXYGEN AND MONODEHYDRO-
ASCORBATE RADICAL PRODUCTION IN VICIA 
F ABA LEA VES AND ISOLA TED 11IYLAKOID 
MEMBRANES UPON UV -B IRRADIA百ON

EvaHIDEGl久JunichiMANOland KoziASADAl 
~Res. Inst. Food Sci.， KyoωUniversity， Uji， Kyoto and 
2Inst. Plant Biol， Biol. Res. Cent.， Szeged~ Hungary 

UV-B irradiation ofphoωsyn白出corganisms brings about 
a ωmplex series of reactions resulting in oxidative s回 ss.
The戸imarysi!e of damage.~_~t 白epho唯osyn白紙ic
app留置tus，inphoωsystem (PS) 11. Long term expos町 eto 
UV -B results in complete loss of phoωsynthetic functions 
andsubs明uentirreversible changes凶 membranestructure 
and pigment composition. 
In thep問 sentwork， incr白銅dmonod凶ydro悩∞'rbate
(MDA)radi伺 1production， an en也'gen田 usprobeof
oxidative stress is demons回 ted加血泊UV-B irradiated 
白yla加 idmembranes and broad b剛 (Viciafa伽)1伺 ves
by EPR spectro鉱河Jpy.As it was shown回 rlier，UV-B 
damaged PS 11 centers in thylakoid membranes produce 
hydroxyl radicals as d剛氏旬dby spin位appingEPR
spectroぉopy.Com開ri回 nofthe time ∞urseof出isOH
radi回 1production担 dUV-B induced changes in the 
kinetics of phoωproduction ofMDA and its d鉱沼ysuggests 
in白田sedhydrogen伊賀"Oxideproduction in UV司 Bimparr凶
PS 11 cent統 's.
Thωe experiments may s釘veas a model for白E

undersぬndingof the de脳血ouseffect of increasing solar 
UV-B radiation on teπ'estial plants. 



2pB05 

真柊・原柊藻相の光化学系 11 '量子
収率 制御の戦略
遠盛~、浅間浩二二(京都大 食街)

光合成生物は、光・酸素ストレスによる障害をさ

けるため、還元力の供給源である PS 11の量子収率を

光環境の変動に依存しすみやかに調整する機構をも

っ。 PS 11の潜在的量子収率 (βF/Fm)の変化は、クロ

ロフィル蛍光の non--photoche皿ical quenching (qN) 
として観察可能であり、チラコイド膜の pH勾配に依

存する "downregulation"(qEI以外に、 PS 11とPS 1 

の光エネルギ一分配比を変える、 statetransition 
(qT)、光阻害 (photoinhibitionlにともなう D 1タン

パクの急速分解 (q1)もPS 11の量子収率の調節機繕と

しての側面をもっ。

阻害剤よる方法、および q Nの緩和 kineticsの差

を利用する方法で qNを分別し、それそれの制御機

構の寄与を見積もった。その結果 Chlamydomonasでは

飽和閃光の間欠的照射で qEが、連続光で qTが観察さ

れた O 高等植物 (Pisum)では、どちらの照射条件でも

qEが昆られ、逆に Synechocystisでは、両条件ともに

qTのみが観察された。また Synechocystisでは暗所で

qTが生成し、呼吸基質によるプラストキノンの還元

がPS 11制御に寄与していることが示唆された。これ

らの光合成生物の PS 11制御戦略の違いが何故生じた

のか検討している。

2pB06 
卜リス処理光化学系 111膜の電子伝違反応による

高電位型チトクロム b559の回復

丞差亘盤、宮尾(徳富)光恵¥山下重量 (筑波大・生物、
1農水省ー生物研)

私達は、前学会でトリス処理により Mnを除去した光化
学系11膜に Mn2+ • C a 2+ を加え弱光照射(光活性化処理)

した際、その初期反応において}百生化前に存在した低電位型

チトクロム b559のうち約50%が高電位型に回復する事、
また、この回復した高電位型チトクロム b559が、 Mn-クラ

スターの再構築の際に電子受容体として働く可能性を報告した。

本研究では、この高電位型チトクロム b559の回復が酸素発

生系の光活性化以外の条件においても起こるかどうか調べた。

トリス処理系11膜の弱光処理の際に、光}司全化に用いる
Mn2

+ 以外の電子供与体として、 NH20H、DPC、セミカ

ルパジド、ベンジジン及び I をそれぞれ加えてみたところ、

N H20H、DPC又はセミカルパジドを加えた系で、 Mn2
+ 

添加系に匹敵もしくはそれを上回る高電位型チトクロム b559
の回復が観察された。 一方、ベンジジンや Iーを加えた系で

はその回復は、見られなかった。 これらの事は、光活性化反応

における高電位型テトクロム b559の回復は Mnの系11反応
中心への結合によってではなく、 Mn2+ を電子供与体とする系

Hの電子伝達反応によって起こる事を示唆している。 更に、こ

の高電位型チトクロム b559の回復が DCMUでは阻害され

ないが QAからの電子受容能のある DCBQや DBMIB

で阻害される事から、 QA の形成が高電位裂チトクロム

b559の回復に重要である事が示唆された。
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2pB07 
ラット CYPIAlおよびその酵母 NADPH・P4S0還元酵素融合酵素

のタバコクロロプラストへの輸送と光化学系 Iとの相互作用
援盛蓋週l、村中俊哉2、薮崎義康2、大)11秀郎1，3

(1神戸大・自然科学、 2住友化学・生命研、 3神戸大・農)

[目的1真核細胞のミクロソーム膜に存在するシトクロムP4S0

モノオキシゲナーゼ系はNADPHを電子供与体とし、 FMNとFAD

を含む NADPH-P4S0還元酵素とへムを持つシトクロム P4S0が

電子伝達系を構成し、脂溶性化合物に対してー原子酸素添加反

応を触媒する。我々はラット CYPIAlの cDNA、および、その

酵母 NADPH-P4S0還元酵素との融合酵素の遺伝子をタバコ植物

体で発現させ、各hをクロロプラストへ輸送することにより、

光化学系 Iとの相互作用を検討した。

[方法1バイナリーベクターの CaMV3SSプロモータと NOS
ターミネータとの聞に rbcSクロロプラスト輸送シグナルとラッ

ト CYPIAlcDNAを結合した、また、同輸送シグナルに

CYPIAlと酵母 NADPH-P4S0還元酵素の融合酵素の遺伝子を結

合したバイナリープラスミドを、アグロバクテリウムを介して

タバコ植物体に導入した。

[結果]形質転換タバコを作出し、それから調製した粗ク口ロ

プラスト画分を用いて 7-エトキシクマリン G脱エチル化活性を

測定した。その結果、 CYPIAl、および、その融合酵素を発現し

たタバコは共にコントロールタバコの 3から 10倍の高い活性を

示した。また、 CYPIAlを発現したタバコから単離したクロロ

プラスト函分は、光照射下で NADPH無添加の条件において高

い活性を示した。このことから、クロロプラストに輸送した

CYPIAlは光化学系で生成した NADPHを電子供与体とし、フ

ェレドキシンーNADP+還元酵素によって還元された結果、基質に

対して一原子酸素添加反応を触媒したものと考えられる。

2pB08 

ラン藻におけるフェレドキシン遺伝子(pe的欠損株の

解析

松村智裕、奥原宏明、藤田祐一、長谷俊治
決被安で蛋白研)

我々は、トウモロコシに見出される 2種類のフェ

レドキシン(Fd)、FdI(光合成型Fd)とFdIII(非光合成 型

Fd)の機能特性の違いを、 invivo、invitroの両面から

解析を行っている。昨年度の本大会において、これ

ら 2種のFdをラン藻Plectonemaboryanumで発現させ、

それぞれのFdが[2Fe-2S]ク ラ ス タ ー を 備 え た 機能分

子として存在することを報告した。今回は、ラン藻

の内生Fdが存在しない細胞でFdIとFdIIIの細胞内機能

を解析することを目的として、ラン藻のFd遺伝 子欠

損株の単離を試みた。

まず、 P.boryanumより Fd遺伝子(petめをクローニ

ングし、その塩基配列を決定した。サザン解析から、

戸tFはゲノム中に1コピー存在することが示唆された。

petF遺伝子の破壊実験を野生株、 FdI発現株、 FdIlI
発現株のそれぞれについて行ったところ、 FdI発現株

でのみ戸tF欠損株が単離できた。この戸tF欠損株は、

光独立栄養条件下ではコントロールと同様に生育し

たが、暗所で従属栄養的に生育することができなかっ

た。これらのことから、 FdIは、ラン藻Fdの光合成的

な機能は相補するが、非光合成的な機能は相補でき

ないことが示唆された。



2pB09 
光合成電子伝達系の最少要求プラストキノン数について

重由主ム、柴田勝、北川恭浩、小林善親
(九大・農・林)

いろいろな被陰条件下 (0 明~70怖の環境光)で生

育させた樹木葉を用いて、系 Eと系Iの聞に蓄積する

電子プールサイズ(e一/P700)、VK12個当りのPQ数
(PQ/P700) 、QAおよびP700の酸化還元状態、光合成

活性(葉の電子伝達速度、 C02依存02発生活性)など
の測定を行った。環境光強度の低下とともに、電子

プールサイズの減少が観察された。被陰強度3%~70唱

の範囲においてよ/P700比とPQ/P700比の聞には直線関

係、があった。しかし、さらに強く被陰 (0.訓，1.5%)

した時は、 PQ/P700比が増加したが光合成活性は極度

に低下した。これらの結果から電子伝達に必要な最少
のよ/P700比およびPQ/P700比は、それぞれ10および3

であることが示唆された。光照射にともなう QAおよび
P700の酸化還元状態は、 e-/P700= 10~ 15の間で大き

く変化した。プールサイズの大きな葉の酸素発生速度

および電子伝達速度は高く、また光飽和点は強光側へ

シフトした。これらの結果は、光化学系Hと光化学系

Iの聞の電子プーノレサイズの増加は、両光化学系の量

子収率の上昇に寄与し、 02発生および電子伝達速度を

高めることを示している。

2pBlO 
光合成エネルギー変換反応の性質とストイキオメト

リーについて

生盤童盟、 U. Heber (九大・農・林学、1furzburg

Univ. ) 

光合成のエネルギー変換反応におけるストイキオ

メトリー、すなわちH+/e、H+/ATP比を明

らかにするため、定常状態におけるノンサイクリッ

ク電子伝達、サイクリック電子伝達、 H十輸送、 A

H+、 e/02比、 ATP、光強度、量子収率、 C

02固定などの測定を行った。このような測定によ

り、ノンサイクリック電子伝達における H+/e比

は3CFecy存在下では 2)、ATP合成における H

+/ATP比は4、サイクリック電子伝達における

H+/e 比は 2~3 であることが示唆された。ここ

では、チラコイド膜、無傷葉緑体、葉における電子

とt.H+の関係、サイクリック電子伝達、量子収率

などの測定結果について化学量論比をもとに考察す

る。
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2pBll 
緑藻 Pediastrumboryanllmにおけるプラストシアニ

ンの銅による発現制御

中村真樹，吉崎文則，杉村康知(東邦大・理・生

物)

一部のラン藻・緑藻では培地中の銅イオン濃度

に依存して，光合成電子伝達系のプラストシアニ

ン(以下 PCと略す〉とチトクローム C6の両タン

パク質が切り替わって発現している.我々は緑藻

Pediastrllm bOlyanum において，無細胞翻訳と免疫

沈降の実験によって， PCの翻訳可能な m町吋A が

銅添加細胞には検出されるが銅無添加細胞には見

られないことを示した (Nakamuraet al.， 1992). PC 

mRNAの蓄積を直接調べるため， PC cDNAクロー

ンを用いて全町吋Aのノーザン分析を行った結果，

銅無添加細胞由来の PCmRNAの方が銅添加細胞

由来のものよりも変性ゲル中を速く移動すること

を見出した.また，銅無添加細胞への銅の添加後

60分間以内に速い RNAバンドが遅いバンドに置

き換わった.これらの結果から“大き L、" RNA 

(遅L、バンド)は翻訳可能であり，勺わさい"加ぜA

(速いバンド)は正常な翻訳に必要な配列を持っ

ていないことが示唆された

2pB12 
緑藻オオハネモの光合成電子伝達系と集光性クロ

ロフィルタンパク質の組成

鈴木孝向、上村保麿、山崎淳也、山崎武信、加藤

栄(東邦大・理・生物)

海産の緑藻オオハネモ葉緑体の大きな特徴は、クロロフ

ィル bの含量が相対的に多いことであり、そのクロロフィ

ルa/b比は 1目5で陸上の種子植物の半分にしかすぎない。

これは LHC11が多く、系 11の集光能が系|と比べて大き

いことを示唆する。そこで本研究では、オオハネモ葉緑体

において、効率よく光合成を進行させるのに必要な系!と

系Hのバランスがどのように保たれているかを検討した。

系|と系 11の反応中心はいずれも約700クロロフィルに

1の割合で存在していた。チトクローム fやひ553もほぼ

同量含まれている。しかしチトクローム c-550は、存在し

ているとしてもその量は系 11よりはるかに少なかった。系

11は不均一で、アンテナサイズの小さなpセンターが多く

含まれていた。また界面活性剤でチラコイドを処理し、ゲ

ル電気泳動を行うことにより集光性クロロフィルタンパ

ク質が分離できた。測定された光合成電子伝達系の構成を

基に、系lと系 Hの聞の機能的バランスを推論する。



3aBOl 
Parallel Polarization EPRで見た光化学系E水分解系

山内忠彦，三野広幸，河盛阿佐子 (関商学院大・

理)

光合成光化学系II(PSII)内に存在する水分解系は、

4個のマンガン原子で構成されるマンガン鎗体から成る

と考えられ、酸素発生の過程においてその酸化状態により

SO-S4の5つの状態を形成する。しかし、 SI状態にお

いて通常のEPR信号は得られていない。

これに対し Dexheimer等は、通常のEPRとは異なり

振動磁場と静磁場の方向を互いに平行な向きに取る

Par必lelPolarization EPRを用いた測定により SI状態

における新たな信号を観測した。

我々は、同様に ParallelPolarizatぬnEPRを用いるこ

とにより SI信号を観測し、 また、 S2 Multiline信 号 及

びg::4.1信号との相関関係を確認した。また、さらに配向

したPSIIサンプルを観測することにより S2状態におい

て異方性のある信号を観測した。この信号は温度変化の観

測を加えることにより励起状態の信号である事が判った。

本会では種々の処理によるSI信号の観測結果を交えて

この信号の帰属等について議論する。

3aB02 
光合成Mn安定化蛋白質の構造解析 (2)アミノ酸置換体に

よる構造、機能解析

孟丞童盈1、白井美奈l、島津恒夫l、平野昌彦l、加藤栄2

(1東レリサーチサンター、 2東邦大・理・生物)

我々は、好熱性シアノバクテリアSynechoc田 cuselongatusを用

い、水分解反応に重要な役割を果たしているMn安定化蛋白質

例 SP)の構造および機能部位について研究を進めている。昨年

度の本大会では、 MSPのプロテアーゼに対する反応性を調べ、

優先的に分解される領域が存在することを示し、またその領域

が構造と機能に重要な役割を果たしている可能性を報告した。

本研究では、このプロテアーゼに感受性の高い領域について部

位特異的アミノ酸置換体を作製し、結合能と活性におよぼす影

響を調べたので報告する。

Val148-Gly163は種々のプロテアーゼで優先的に分解を受け、

2次構造予測によるとループを形成し蛋白質の表面に存在する

ことが推定された。我々はこの領域に存在する塩基性アミノ酸

を中性アミノ酸に置換した変異体を作製し、その結合と活性を

評価した。これらの変異体は光化学系E蛋白質複合体(pSII)への

結合能を保持しているにも関わらず水分解活性を完全に失って

いた。一方、この領域以外の塩基性アミノ酸についても同様な

アミノ酸置換体を作製し解析したところ、結合能、活性とも保

持していた。このことは、この領域がMnクラスターの近傍に

存在し、水分解活性の安定化に重要な役割を果たしている可能

性を示唆している。

本研究は通産省産業科学技術研究制度の一環として、新エネ

ルギー・産業技術総合開発機構からの委託を受けて実施した。
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3aB03 
光合成酸素発生系Mnクラスターの機能における塩素イオン

の役割 -x線吸収スベクトルによる解析ー

企ttjIj盟l、野口巧l、井上頼直1、補正美2、山口博隆3

大柳宏之3e理研・光合成科学、 2明大・理工、 3電総研)

光合成酸素発生には塩素イオンが必須である。熱発光測定、

等より塩素イオンの除去による長寿命の S2が形成と、それ

に伴う S2から S3への遷移の阻害が酸素発生能の壊失の原因

であると推定された。 S2の形成に伴いMnクラスターの 1

電子酸化が起こり、その結果、 2Mn(3価/4価)の磁気

相互作用に由来する EPR信号(マルチライン)が観iliJされ
る。一方、塩素イオンを除去した系Eは光照射によってもマ

ルチライン信号を示さない。塩素イオンが存在しない状態の

Mnクラスターの酸化状態に関する情報は、塩素イオンの作

用機作を理解する為に不可欠である。本研究ではMnクラス

ターの電子状態を直接知ることが出来る X一線吸収法、特に

K吸収端近傍構造スペクトル (XANES)の測定より、塩

素イオン除去状態におけるMnクラスターの酸化状態と、閃

光照射による酸化状態の変化を詳しく解析した。精順応した

系EのK吸収端エネルギーは6552.1eVであり、酸素発生能を

持つMnクラスターとほぼ同じであった。この結果は塩素イ

オンによりクラスターの電子状態がほとんど変化していない

事を示しており、塩素イオンの有無はクラスターの構造に大

きな影響を与えないと結論された。また、 l閃光照射後、 K
吸収端エネルギーは約O.7eV高エネルギー側へシフトし、塩

素イオン除去下においてもMnクラスターが l電子酸化を受

けることが直接証明された。

3aB04 
Mn安定化蛋白のリジンとアルギニンの化学修飾

三浦太郎1.2、高矯正太郎1、加茂政晴 1、元木章裕 3、平野昌彦九太田

尚孝 1、井上康則 2、建並一盛1 ('東理大・理・生物、 2東理大・理工・

応生、 3東レリサーチセンター)

酸素発生に必須な Mnクラスターの安定化と機能保持に重要な役割を

もっ表在性の 33kDa蛋白 (Mn安定化蛋白)は系 II膜蛋白複合体と静電

結合およぴ水素結合により結合している。我々は、これまで 33kDa蛋白

の正・負どちらの表面電荷が膜蛋白との結合に重要であるか、化学修飾

法により調べてきた。その結果、①GluやAspのカルポキシル基を修飾

し33kDa蛋白の負電荷を消失させても、膜蛋白への再結合も酸素発生の

再活性化能も全く影響されないが、②Lysのアミノ基を修飾し正電荷を

消失させると再結合能も再活性化能も完全に阻害される、事を報告して

きた。この結果から、 33kDa蛋白の Lysの正電荷が膜蛋白への結合に重

要であると結論した。しかし、これらの修飾により 33kDa蛋白の構造に

変化が生じた可能性も残る。そこで、本研究では、まず修飾 33kDa蛋白

のCDスベクトルを測定してみた。その結果、 33kDa蛋白の 8個以上の

カルポキシル基を修飾しでも CDスペクトルはほとんど変化しないが、 7

個の Lysアミノ基を修飾すると CDスペクトルが顕著に変化することが

判明した。この事は、 Lysが33kDa蛋白の梅造維持に重要であることを

示している。そこで、正電荷をもっ Argも修飾してみた。その結果、

33kDa蛋白に存在する 6個の Argの内、 4個の Argを修飾すると、膜蛋

白への再結合も酸素発生の再活性化も完全に阻害された。 しかし、 Arg

の修飾では CDスベクトルはほとんど変化しなかった。これらの結果か

ら、 33kDa蛋白の LysやArgが、その蛋白の構造維持や膜蛋白への結合

にどのように関与しているかについて討論したいと考えている。



3aB05 
キュウリ子葉からの 2つのhemAcDNAの単離と解析

且虫車二、吉田和市、中屋敷徹l、増田建2、辻英夫、井口

八郎I、回中歩(京大・理・植物、 1生物物理、 2東工大・
生命理工・生体機構)

ポルフイリン合成の律速段階は、高等植物においては、
glutamyl-tRNA血のglutamate1世 m凶d巴hydeへの還元であると
考えられている。この反応を触媒する酵素は、 he品 4遺伝子
にコードされている。
今回、我々はキュウリ子葉から 2つのhemAのcDNAクロ

ーンを得た。一方の遺伝子 (hemAl) は、子葉や妊軸とい
ったクロロフィルの合成されている器官で発現しており、
このmRNAの蓄積は光によって促進された。もう一方の遺
伝子 (hemA2)の発現はすべての器官にみられ、また、こ
のmRNAの蓄積は、子葉では光によってわずかに増え、ま
た、在軸では減少した。これらの結果から、 hemAlの発現
はクロロフィル合成を調節し、 hemA2の発現はクロロフィ
ル以外のポルフィリン化合物の合成の調節に関与している
のではないかと予想される。

3aB06 
原子関カ顕微鏡による好熱性ラン色細菌のチラコイド膜様品

の観察:大気中測定及び液中測定による比較検討

市村 年昭 (工技院・生命エ研)

光合成機能の構造面からの解析を目指して、走査型プロー

プ顕微鏡の応用について検討している。原子関カ顕微鏡 (A

FM)は試料を液体中でも観察することが可能で、生体膜の

ような構造体の形状を計測するのに適する。本研究では、好

熱性ラン色細菌 Synechococcuselongatusから分離したチラ

コイド膜標晶を種々の条件で基板表面に吸着させ、大気中お

よび緩衝液中でタッピングモードAFMにより観察し、結果

を膜表面のフィコピりソームの配列を指標として比較検討し

た。大気中AFM測定の場合は、化学固定した膜試料を基板

上に吸着させ水で洗浄後乾燥させた。一方、液中測定では、

膜試料を基板に温和な条件で共有結合的に結合させた。測定

の結果、大気中の方が液中より分解能は高かったが、液中で

は測定中に緩衝液を置換し、その前後の差異を観察すること

が可能になった。例えば、フィコビリソームが解離していく

様子が観察できた。現在、よりinvivoに近い環境で観察が可

能な液中での分解能を高める条件を検討中である。
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3aB07 
好熱菌 Fl由来α.sサブユニットと葉緑体 CF1

由来 γサブユニットによるキメラ複合体の性

質

久堀 徹、吉田賢右、天野豊己、 P.Kroth1，

H.Strotmann 1 (東工大・資源、研、 lHeinrich-

Heine Univ. Dusseldrof， Germany) 

葉緑体共役因子(CFJ)は、電子伝達系に連結

したチオレドキシン系によってその活性を調

節されている。我々は、との調節機構を明らか

にするため、調節機構を担っている γサブユニ

ットの大量発現系を構築した。発現した γサブ

ユニットを 8 M尿素を用いて可溶化した後に、

好熱菌 Bac1l1usPS3由来の F1の α ・。サブ、ユ

ニットと混合し、透析により尿素を除くことに

よってキメラ再構成複合体を得た。得られた複

合体については、 DTTによる活性化、酸化剤

CuCbによる活性の低下が観察された。以上の

結果をもとに、 γサブユニットの 8-S結合の還

元を介した酵素活性の調節機構の実体に関し

て考察する。

3aB08 
ゼンマイ緑色胞子のチラコイド膜内在24-kDa蛋白の

単離とその性質

井上 弘，関島聖子，藤田泰輔，蒲池浩之，星名

哲和田敬四郎富山大・理・環境 l金沢大・

理・生物)

ゼンマイ胞子葉緑体からチラコイド膜を分離して，

チラコイド膜における蛋白質のリン酸化を調べた.

光照射ドにおいて， LHCPをはじめ数種の蛋白が強く

リン酸化されるが，暗中でもリン酸化される蛋白が

いくつか存在する. 24-kDa蛋白もその一つである.

この蛋白質のリン酸化量は 胞子の発芽とともに減

少する.その直接の原因は，発芽とともにチラコイ

ド膜から 24-kDa蛋白が消失することにある.この

24-kDa蚕白のリン酸化反応の意味を明らかにするた

めに，先ず，その分離・精製を試みた.この蛋白は

チラコイド膜に非常に強く結合しているため，チラ

コイド膜をクロロフオ)レム・メタノールで脱脂後，

SDSで可溶化し，ヒドロキシアパタイトカラムクロ

マト，逆相クロマト，ゲルろ過クロマトを組み合わ

せて単離した.N末端アミノ酸配列分析の結果，

78kD Glucose Regulated Proteinに似た部分の存在

が認められた.



3aB09 
Synechocystis sp. PCC 6803における 12kDa光化

学系Il表在性蛋白質の検出とその遺伝子のクロー

ニング、欠損変異株の作成及び性質

盗一星ι-井上頼直(理研・光合成科学)

12 kDa蛋白質は、好熱性ラン色細菌ホルミデイウム

やシネココッカスで見つけられた、光化学系E表在性蛋白

質の一つであるが、常温性ラン色細菌で存在するかどうか

はまだはっきりしていない。本研究では、常温性ラン色細

菌であるSynechocys白ssp. PCC 6803から 12kDa蛋白を検出

し、その遺伝子をクローニングしたので、報告する。

Synech町'Ystissp. PCC 6803の細胞を超音波で破壊し、高塩

処理により可溶性画分を分取し、その中に12kDa蛋白が含

まれていた。この蛋白のN末端配列を決定し、この情報を

用いてその遺伝子をクローニングした。得られた遺伝子

(pshU)は、 131個のアミノ酸をコードしており、その内、

最初の36個は成熟タンパクではなくなっており、 トランジ

ト・ペプチドであることが分かつた。このトランジト・ペ

プチドは典型的な原核生物型膜通過トランジト・ペプチド

の特徴を備えており、本蛋白がチラコイド膜の内側jに存在

しているというこれまでの結論を裏付ける結果となった。

現在、 12kDa蛋白遺伝子を欠損させた変異株を作製してお

り、その性質を合わせて報告する予定である。

3aBlO 
クラミドモナスのクロロフィル b欠損ヰ朱の解析

盟藍童、吉田和市、田中亮一、田中歩 (京大・

理・植物)
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3aBll 
クロロフィルbからクロロフィルaへの転換とクロロフ

ィルと蛋白質の会合

大塚達之、伊藤寿、田中歩 (京大・理・植物)

我々は最近単離葉緑体を用いてクロロフィル bが7-

ハイドロキシメチルクロロフィルを経てクロロフィル

aに転換されることを明らかにした。この代謝は光化学

系の再構築時に重要な役割を果たしていることが想像

される。このことを確かめるため、クロロフィルbから

合成されたクロロフィル aがクロロフィル蛋白質複合

体へ分配されるのかを単離葉緑体で調べた。

14 Cでラベルしたク口口フィライド bを葉緑体とイ

ンキュベー卜した後、クロロフィル蛋白質複合体を単離

し、取り込まれたクロロフィルを調べた。その結果、ク

口口フィル bは主に LHCIIに、クロロフィルaはLHCII

とCP1に取り込まれていた。 7-ハイドロキシメチルク

ロロフィルはどのアポ蛋白質にも取り込まれなかった。

このことはクロロフィル bはチラコイド膜上で 7-ハイ

ドロキシメチルクロロフィルを経てクロロフィル aに

なり CP1に移行したことを示している。

3aB12 
イネのクロロフィルb欠鍋株における系!と系Hの集光

能と電子伝達能のバランス

山崎淳也、上村保麿、姻獄、寺尾富夫1(東邦大・理・生物、

1国際農水センター)

光合成が効率よく溜Tするためには、系 lと系11の集光能お

よび電子伝達能のバランスが重要である。クロロフィル b-欠損

変異株では、出CIIの減少による系Hの集光能の低下を、系11

反応中心を多くすることにより補っていると考えられている。

しかしこれにより、強光下では、電子伝達能のバランスが失わ

れ、光阻害を受けやすL司育況を作り出す。イネ農林8号から得

られた3種類の変異株について閃光あたりの酸素発生量を調べ

たところ、いずれも系Hセンターの約切%が電子伝達に不活性

であることが見出され、さらにこれら出舌牲系11センターのア

ンテナとして働いていることが示された。この結果は2つの光

化学系は、集光能においても電子伝達能においても、釣り合い

がとれていることを示す。従来よく用いられている蛍光誘導期

の FplとFmの測定から不活性系11センターの害l合を求める方

法では、加%以下という値が得られた。この方法の問題点につ

いても議論する。
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C会場:光合成2.窒素代謝

キーワード:窒素代謝，炭酸同化，らん藻，光合成細菌

第一日目午前 第二日目午前 第三日目午前

開始時間講演番号 開始時間講演番号 開始時間講演番号

8:30 2aC01 8:30 3aC01 

8:45 2aC02 8:45 3aC02 

9:00 2aC03 9:00 3aC03 

9:15 2aC04 9:15 3aC04 

9:30 1aC01 9:30 2aC05 9:30 休憩

9:45 1aC02 9:45 2aC06 9:45 3aC05 

10:00 1aC03 10:00 2aC07 10:00 3aC06 

10:15 1aC04 10:15 2aC08 10:15 3aC07 

10:30 休憩 10:30 休憩 10:30 3aC08 
10:45 1aC05 10:45 2aC09 10:45 3aC09 
11:00 1aC06 11 :00 2aC10 11:00 3aC10 
11 :15 1aC07 11:15 2aCll 

11:30 1aC08 11:30 2aC12 

第一日日午後 第二日目午後

開始時間講演番号 開始時間講演番号

13:00 1pC01 13:00 2pC01 

13:15 1pC02 13:15 2pC02 

13:30 1pC03 13:30 2pC03 

13:45 1pC04 13:45 2pC04 

14:00 1pC05 14:00 2pC05 

14:15 1pC06 14: 15 2pC06 

14:30 1pC07 14:30 2pC07 

14:45 1pC08 14:45 2pC08 

15:00 休憩 15:00 休憩

15:15 1pC09 15:15 2pC09 

15:30 1pC10 15:30 2pC10 

15:45 1pCll 15:45 2pCll 

16:00 1pC12 16:00 2pC12 

16:15 1pC13 

16:30 1pC14 

16:45 1pC15 

17:00 1pC16 
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laCOl 
ラン藻 Synechcむ ぽcusPCC7942のE硝酸イオン特異的能動
輸送系

盟担畳ム、前田真一、小俣達男(名大・農・応用生物科学)

ラン藻は亜硝酸を窒素源として利用することができる。弱酸

である亜硝酸は、亜硝酸イオン (NOz-)の能動的な輸送と非

解離型更硝酸 (HNOz)の受動的な膜透過の2つの機構により

細胞内に吸収されるが、 SynechcむぽcusPCC7942において

は、 ABC型の硝酸イオン総送体(以下 NRTと略)が亙硝酸

イオンを能動指骨送することが知られている。ところが我々

は、 NRTを欠く変異株が、 HNOzの受動的膜透過が無視でき

る条件下 (pH9.6、NOz-濃度 100μM)でも野生株の約 30

%の速度で亙硝酸イオンを取り込むことを見出した.この条

件下での亙硝酸イオンの取り込みは、重硝酸イオン濃度約
100μM で飽和し、その最大速度は 10 μmol/h/mg Chl 

で、亜硝酸還元酵素の InVIVOでの弘樹値の 17%であっ

た。また H+-ATPaseの阻害剤である DCCDは、 pH7.2での

E硝酸の取り込み(主として HNOzの膜透過による)をまっ

たく阻害しなかったが、 pH9.6 における亜硝酸イオンの取り

込みを完全に阻害した.以上の結果により、 Synechococcus
PCC7942は NRT以外にも亜硝酸イオンの能動輸送系(以下
NITと呼ぶ)を持つことが明らかとなった.NITの Km値は

約 20μMであり、約 1μMの Km値をもっ NRTに比べて基

質親和性は低かった.また、 NITの活性は NRTの活性と同

機、培地へのアンモニアの添加により可逆的に阻害された.

laC02 
ラン藻秒nechocc吃cussp. PCC7942のnir8遺伝子の機能

の解析
重組墓丞王J 鈴木石根，小俣達男(名大・農・応用生物科学)

我々は砂nechococcussp. PCC7942の亜硝酸還元酵素

(Ni R)の構造遺伝子nirAの上流にありnirAと逆向きに転写
されるnir8 遺伝子の織能の解析を進めている • nir8は他の
遺伝子とオペロンを構成しているが，nir8 Iこinframeで欠

失を導入するとNiR活性が野生株の3分の 1に低下し，この
nir8欠失変異株(MBl)にプラスミドベクターを用いて nir8
を再導入するとNiR活性が回復することから，Nir8自体が
NiRの最大活性の発現に必要であると結論した.さらに，
MB1のrirAmRNAの量が野生株の 1.5倍程度であることか

ら， NirBは転写活性化因子ではないと判断した NiRは
Fe-S クラスターおよびシロヘムをコファクターとして持つ

酵素なので， NirBの機能としてはNiRの複合構造の安定化，
コファクターの合成の活性化，および複合構造の形成の補助
の3つの可能性が考えられた.まず転写阻害剤であるリファ

ンピシンの存在下での NiR活性の低下から invivofこおける
NiRの安定性を調べたところ，野生株とMB1の聞に差異は晃

られなかった.次にE.coliのシロへム合成酵素遺伝子を
MB1に導入して大量発現させてもNiR活性の上昇はみられな
かったが， MB11こNirAを大量発現させると NiR活性は野生

株と同程度にまで回復した.以上の結果から， NirBはNiRの
安定化やシロへム生合成の活性化に関与するのではなく，

NirAポリペプチドに直接作用して NiRのアッセンブリーを
補助しているものと推定した.
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laC03 
ラン藻におけるグルタミン酸合成酵素の分子生物学

的解析

皇星孟盟、松村智裕、藤田祐一、長谷俊治

(大阪大・蛋白研)

植物はグルタミン酸合成酵素 (GOGAT) として、

フェレドキシン依存型 (Fd-GOGAT) と、ピリジンヌ

クレオチド依存型 (NADH-GOGAT) を有する。我々

は植物における GOGATアイソザイムの生理的役割

を検討するために、遺伝学的解析が容易であるラン

藻を用いて研究を行った。

ラン藻 Plectonemaboryanumの粗抽出液中には両方

の GOGAT 活性が検出された。 PCR を利用してP.

boryanumの GOGAT遺伝子のクローニングを試み、

約8.5-kb断片を得た。本断片の塩基配列を決定した

結果、植物の NADH-GOGATの大小二つのドメイン

と高い相向性を示す、二つの ORF(ORF15 30、

ORF492)を見出した。この内 ORF1530を欠失させた

変異株は、 NADH-GOGAT活性を失うことから、

ORF1530 iJ宝P.boryanumの NADH-GOGATをコード

していると結論した。現在、 Fd-GOGAT をコードす

る遺伝子のクローニングを進めている。

laC04 
ラン藻SynechocystisPCC 6803の光混合栄養下での生

育におけるグルタミン酸合成酵素の必要性

寺内ー姫、池内昌彦、大森正之(東京大・教養・生物)

ラン藻SynechocystisPCC 6803は、光独立栄養及び

従属栄養下で生育可能で、グルコースによる光混合栄養

下では生育はさらに良い。これにEMSで変異原処理を行

い光混合栄養下でのみ生育できない変異株を単離した。

突然変異部位を同定するために、 Synechocystis
6803株のDNAライブラリーから、光混合栄養下での生

膏を回復させることができるクローンを採し、変異株

(PR5) を相補する5.6kbpのDNA断片を得た。その塩

基配列を決定したところグルタミン酸合成酵素と恩われ

る遺伝子の一部が含まれていた。遺伝子の残りの部分を

コロニーハイブリダイゼーション法により単醸し、全塩

基配列の決定した。その結果、この遺伝子は全長

4668bpで、 1556アミノ酸残基からなるフェレドキシン

依存型グルタミン磁合成酵素のタンパク質をコードして

いることが明らかになった.

さらに抗生物質耐性遺伝子を挿入しこの遺伝子を破壊

したところ、光混合栄養下でのみ生育できないという

PR5と同じ変異形賓が得られた。グルタミン酸合成酵素

の突然変異が、光混合栄養下では生育できないという表

現型の直接的な原因となっていることが明らかになった。

グルタミン酸合成酵素が光合成と従属栄養の代謝の調節

に重要な役割を果たしていることが示唆された。



laC05 
E硫酸の藻類による取り込みとその光合成、 ATPレベ

ルに対する影響

技量基盤、岸田宏幸、持丸真里、降旗 敬(早稲田大、

教育、生物)

Zieglerらのグループは、 Ch10reJJaによる亜硫酸取り込

みをシリコン層を通した遠心ろ過法により測定し、 30

秒以内に起こる急激な取り込みとそれに続くゆっくりし

た取り込みがあると報告している。しかし、 [3H1 
mannitolにより細胞膜外の液相を補正すると、初期の急

激な取り込みは見られず、取り込みは時間に対しである

程度直線的に増加することが判った。亜硫酸取り込みは

外液の pHに大きく依存し、その初速度は pHが低いほ

ど大きかった。取り込みは、細胞内ATPレベルの低下

や、膜 ATP蹴阻害弗jによっては阻害されなかった。こ

れらの事実は、亜硫酸取り込みは非解厳型分子種が膜の

脂質層を濃度勾配に従って単純拡散することによって起

こるという仮定と矛盾しない。しかし、標識した弱酸に

よる細胞内 pHと取り込みの関係の研究からはこの説に

よっては完全には説明しきれない部分が残る。

亜硫酸取り込み後の藻体を強光照射すると主として

PSIIが阻害された。上記の仮定が成り立っとすると、

「亜硫酸法度Jx r取り込み時間Jの積が常に一定の阻

害効果を生じるはずであるが、実際は、低濃度・長時間

の方が高濃度・短時間のインキユベートよりも阻害効果

が高かった。なお、これとは別に、亜硫酸取り込みに伴

って細胞内ATPレベルが急激に低下した。

laC06 
従属栄養硝化細菌Al白ligenesfaecaJisによる

ヒドロキシルアミンの亜硝酸への酸化

大野泰史、牧野直純、星野芳子、庄子和夫、斗i且

盤主(日大・理工・工化)

従属栄養硝化細菌の硝化活動は、細菌」個体の

活性は非常に低いが、地球表面全体を考えると数

が多いので組立栄養硝化細菌の場合に匹敵すると

いわれている。しかるに、従属栄養硝化細菌によ

る硝化のメカニズムはほとんどわかっていない。

われわれはAlcaJ包θnθsfaeαilis IF013111にお

けるNH20Hの酸化機構を酵素レベルで明らかに

することができた。この細菌のヒドロキシルアミ

ン酸化酵素は非ヘム鉄タシパク質で、 NH20Hを

ピルビン酸と水素供与体(たとえばアスコルビン

酸)の存在下でN02に酸化する。しかし、この

酵素は必要とする水素供与体の20倍量のN02ーを

生成することからモノオキシゲナーゼとは考えら

れない。いずれにしても、この細菌のヒドロキシ

ルアミン酸化酵素はNitrosomonaseuropaeaの

酵素とは異なる分子形態のものである。
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laC07 
Rhodobacter cαpsulatusのrnμBC産物への分子標識

付加と局在性・配向性解析

箆主温亘、佐伯和彦(阪大.J!・生物)

私達はR.capsulatusのフ工レドキシンI遺伝子周辺の解析によ

ってこの細菌の窒素固定に必須な，しかし既知のniβ量伝子とは

類似性のない遺伝子群rnρ四Cを見出してきた。予想される一

次構造からRnfAとRnfBは膜蛋白質、またRnfBとRnfむは鉄硫

黄蛋白質であると考えられ、これらの産物が膜結合型の電子伝

達醇素系を構成することが期待された。興味深いことに、最近

全ゲノムの塩基配列が決定された非窒素固定菌Haemophilus
inβuenzae'こもrnμBと極めて相向性の高い連続したORFが見

いだされ、類似産物の機能が窒素固定系にとどまらないことを

示した。今回これらのrnβ宣伝子産物の局在性と配向性、なら

びに分子標識の付加が活性に与える影響を解析した。

よよ旦nfAの6ヶ所の親水領域に大腸菌・アルカリ性ホスファタ

ーゼ(PhoA)を融合させるキメラ遺伝子を作成しR.capsulatus野
生株に導入した。導入株の菌体およひ.細胞分画後のPhoA活性

の測定、更に抗PhoA抗体を用いたWestern解析を行った結果、

C末端がベリプラズムに存在し、綬水領域が膜を挟んで交互に

存在すると示峻された。また、 rntλ破演株の相補実験から、 C
末端へのPhoA融合産物が生理活性を保持することを確認したo

n..旦豆BはN末端、 C末端lこ(His)gを付加させるようなキメラ

遺伝子を作成し、 rnfB破壕株への導i入による相補実験を行った。

結果はC末端に付加した物のみが生理活性を保つことを示した 0

2よ旦凶阜 はゲノム上の遺伝子を破壊した株を作製した。この

遺伝子破壊株に対し、RnfCのN末端lこ国iS)6を付加させる融合

遺伝子を導入し、産物が生理活性をもつことを確認した。

laC08 
Rh odobacter cαpsulαtusの新規な窒素固定必須遺伝子

rnfXおよび同庁産物の諸性質

隼血型車 (阪大・理・生物)

生物窒素固定にはニトロゲナーゼ以外にも.この醇素の成熟あ

るいは還元カの供給に関わる多くの遺伝子産物が必要である.

著者らはこれまでにー光合成細菌R.capsulaωsのフ工レドキシ

ン遺伝子fdxNの下涜に既知の他の細菌のniβ量伝子とは類似性

を示さない2つの窒素固定遺伝子rnfXYが存在することを明ら

かにしてきた.今回、これらの産物の構造上の特徴に検討を加

え、局在・配向性を調べるため遺伝子融合と抗体による解析を

行うとともに、活性型の分子標識産物の作製を試みた。

1) Rnfχ:C末端側に膜貫通部分となり得る 2つの疎水セグ

メントを持つRnfXについては、 C末端へのLacZおよひ:PhoA融

合蛋白質遺伝子を作製し、 R.capsulatus野生株に導入した。菌

休レベルではLacZ融合産物のみが活性を示し、細胞分画試料の

うち膜画分のみに抗LacZ抗体と反応する融合ポリペプチドが確

認されたことから、この蛋白質は膜に結合し C末端を細胞質側

に露出していることが示された。 C末端に(日s)6配列を付加す

るキメラ遺伝子を作製してrnfX破壊株に導入したところ、導入

株は野生株と間程度の窒素固定による生育能を示した。

2) RnfY: N末端に分泌シグナル様配列を待つRnfYについて

も、 C末端へのLacZおよびPhoA融合蛋白質遺伝子を作製して

上記と同様の解析を加えた。菌体および膜函分がPhoA活性を

示し、膜函分に抗PhoA抗体と反応する融合ポリペプチドが確

認された。 RntY蛋白質は、ベリプラズム側に C末端を露出す

る膜表在蛋白質であることが示唆された。 C末端への(His)6付

加体は、野生型産物には劣るものの生理活性を維持していた。



lpCOl 

CAM型7イスアうン卜葉緑体のピルビン酸輸送に対
する Na+の効果
是埜萱，山下卓金井龍二(埼玉大・理・分子生物)

7イス)0ラン卜 (Mesembryanlhemumcrys釘11，仰um)は高j農

度の塩による水ストレスで C3型光合成から CAM
(Crassulacean acid m拘 bolism)型光合成へと転換する、

このとき CAM経路関連酵素とともに、葉緑体によ

る光依存性ピ J~ヒツ酸 (PA) 能動輸送の活性も誘導さ
れる(日本植物生理学会 1995年度年会) ，一方、

C4光合成でも葉肉細胞葉緑体が光依存的に PAを取

り込むが、 C4種によって、 W と共輸送する場合と

Na+と共輸送する場合とがあることが知られている C

我々は、 7イJ.T=;ント葉緑体でもこれらのカチオンカず PA
能動輸送に関与するかどうかを明らかにするため、

CAM型7イスプラントから葉緑体を単離し、シリコンオイル層溜

過遠心i去を用い14C_PA取り込みに対するこれらのカチ

オンの効果を調べたoCAM型葉緑体に 0.2mM 14C_PAを

与えたところ、暗所での取り込みは少なかったが、

光照射により著しく促進され、 30秒間でス卜田中の

PA濃度は、外液の 2から 3.5倍に達したりまた、暗
所で 14C_PA添加と同時に外液中の Wまたは Na+の濃

度を上昇させたところ、PA取り込みに対し前者では

効果がなかったが、後者では光照射と同程度に促進

した。このことは CAM型7イス7。ラント葉緑体は PAと

Na+を共輸送する可能性を示唆する。

lpC02 
ベンケイソウ型酸代謝のリンコ曹輸送脱炭酸系の慨日リズム

孟且撞丘、森永由紀(九大・理・生物)

CAM植物は、夜間 α)2を固定し、リンコ後にして液胞に

たくわえる。昼間は気孔を閉じて液胞のリンコ取を脱炭酸し、

カルピン回路による光合成の炭素i原としている。 CAMの特徴

的な一日を周期とするリズムは、昼夜の環境の変化のない恒

常条件でも持続する。この慨日リズムを形成する機構として

現在知られているのは、 phosphoenolpyruvatecarboxyl回 e

(PEP-C) のリン酸化である。 CAM植物は∞2のない環境

でも、リンゴ酸の脱炭酸により得られる∞2を用いて光合成

を行い、酸素を発生する。私たちは、 Kalanchoe

dαりremonttαnaの葉を用いてこのリンコ被に依存した光合

成にともなう酸素発生を測り、 PEP-C以外に、リンコ被の液

胞からの排出、脱炭酸にかかわる過程のどこかが慨日リズム

によって制御されている可能性があることを、昨年の植物生

理学会で示した。リンゴ酸の脱炭酸にかかわる NADP-ma1ic

m勾四eをK.dαりremontianaの葉から抽出して活性を測る

と日周リズムを示す。しかし、このリズムは、リンゴ酸に依

存した光合成のリズムとは対応していない。また、連続明条

件で見られるリンコ酸に依存した光合成のリズムも NADP-

ma1ic enzymeの活性のリズムでは説明できない。リンゴ酸

輸送系が慨日リズムによって制御されている可能性が高い。
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lpC03 
形質転換植物を用いたC4光合成関連遺伝子の発現解析

千徳直樹
l・1谷口光隆杉山達夫九石丸健九大杉立九

蛾精_3(1北大・理・生物、 2名大・農・応用生物、 3農水省・

生物研)

C4植物では大気中のCO2はホスホエノールピルピン酸カルボキ

シラーゼ (PEPC)によって捕集される。これまで我々は、トウ

モロコシのら型PEPC遺伝子をタバコに導入し、 PEPC活性が2

倍に増加し、高温下でも量子収率が低下しない形質転換タバ

コを作出してきた。本研究では、キピのミトコンドリア型ア

スパラギン酸アミノトランスフエラーゼ佃AspAT)遺伝子およ

びサイトゾル型AspAT(cAspAT)遺伝子を上記のPEPC高発現タ

バコおよび非形質転換タバコ (SR'1 )へ導入することを試み

た。ノーザンプロッティングの結果、 mAspAT遺伝子をSR.1に

導入した個体では、外来皿AspAT遺伝子の発現が認められたが、

PEPC高発現タバコに導入した個体では外来mAspAT遺伝子の発

現が認められなかった。 SR.1 IこmAspAl遺伝子を導入した個体

のウェスンプロッテイングの結果、皿AspATタンパク質が増加

した植物体が得られ、その形質転換体から誘導したカルス由

来のミトコンドリア分画におけるAspAT活'性はおよそ 2倍に増

加していた。 cAspAT遺伝子をSR-llご導入したタバコにおいて

も、外生のcAspATタンパク質の発現が認められ、葉の抽出物

のAspAT活性はおよそ 2倍に増加していた。現在、これらの形

質転換体を材料として生理学的解析を行っている。

lpC04 
Eleocharis vivipara における C 3， C 4光 合 成特

性の発現:ピルピン酸・正リン酸ジキナーゼ

isogeneの解析.
東江栄甲斐元士高辻博志・上野修

農業生物資源研究所学術振興会特別研究員・九州大学農学部.

2北海道警察科学捜査研究所

カヤツリグサ科の水陸両生植物， EI回 charisviviparaは，陸上

ではC4型，水中ではC3型の光合成を示し， C 3. C 4光合

成特性の発現制御機構を解析する上で興味深い植物である.こ

のような環境変化に伴う光合成変換機構の分子生物学的基礎を

解析するため， pyruva飽. orthophospha也雌n蹴 (PPDK;

EC2.7.9.l)のisotype2種をコードしていると推定されるcDNA

(ppdkl， P戸ik~ を E.viviparalの陸生型から単離し，構造解析を

行った.両者の比較から ，ppdklには， N末端近傍に町ansit

抑制eと思われるアミノ酸配列が確認され，これ以外には高い

相向性が認められた.これら遺伝子の転写産物の蓄積レベルを，

器官別並びにEleochari婦の他種水陸両生植物と比較したとこ

ろ，器官特異性と種間差が見出され，この違いは，光合成の

C4化程度と関連づけられることが示唆された.これらの結呆

を，Eleocharisにおける C4光合成の進化の問題とからめ論議

する.



lpC05 
常緑樹の光合成速度が低いのは細胞間隙中のCO2拡

散が悪いためではない

寺島一郎，彦坂幸毅 1 (筑波大・生物東北大・理・

生物)

一般に常緑広葉樹の光合成速度は一年生の陽地性草

本の光合成速度に比べて低いが，両者の葉面積あた

りの葉の窒素やrubisco含量はそれほど違わない。近

年，常緑木本植物の葉緑体内のCO2
濃度がかなり低

いことが様々な手法によって示唆され，これらの葉

ではCO2の拡散に対する"内部"抵抗が大きいと言われ

はじめてきた。しかし，内部抵抗の実体はまだ明ら

かでない。本研究では，その一つの候補である細胞

間隙中の拡散抵抗について検討した。

シラカシ，アラカシなどの常緑広葉樹の葉につい

て解剖学的にもとめた拡散有効経路面積などの実測

値を組み込んで，葉内の二酸化炭素拡散モデルを構

築し，細胞間隙の抵抗の大きさについて検討した。

その結果，細胞間隙の抵抗は小さく，気孔腔から葉

肉組織内の最も気孔から遠い部分までにおこる三酸

化炭素分圧の低下は，たかだか2Pa (20 ppm)であっ

た。したがって，細胞間隙抵抗は葉緑体内の二酸化

炭素濃度を低下させる主な要因ではない。

lpC06 
高 CO2環演がイネの光合成特性に及ぼす影響

盟畳屋童、牧野周、前忠彦(東北大・農・応笠化)

C3値物の高 CO2環境下の光合成速度は、光化学系ある
いは糖合成に伴う Piの再生産能力に律速される。そして
Rubiscoのポテンシャルとレての酵素的能力は光合成全

体のバランスの申では過剰となり、短時間の応笛とレて
は一部が不活性化されているという。我々は、値物がそ
の様な高 C02I'景演に長期間さらされだ時、それらの能力
聞のパランスに愛化が現れるかどうかについてイネ(ノ
トヒ力リ)で調べた。 I景漬調節装置内で第8葉身展開期か
ら2-3週間高 CO2処理(100Pa)を行い、同時に 3段階の
窒素栄養区を施し、その処理期間内に完全展開レ疋葉身
のみをサンプルとレ疋。結果高 CO2処理区の葉は面積
あ疋りの全N量が減少レ、みかけ上光合成能力が倦下す
る傾向にあっ正。レかレ葉身N量あだりでその光合成能
力を詳細に評価すると、例えば怪 CO2分圧下(葉内 CO2
分圧=20Pa)での光合成速度(A2日)Id:、高 CO2処理区でや
や値下している傾向が認められたちのの、 Piの再生産能
力に律速される CO2飽和下の光合成速度は対照区と全
く差がなかっ疋。一方、 A20を律速するはす明の Rubisco
の量にち両区において差がなく、A20でみられだ差は単純

に対照区に比べて2-9倍も starchが蓄積レだことによる
物理的な CO2広徹の障害と考えられだ。このように、イ
ネ葉の光合成の各能力聞のパランスは長期的な高 CO2
処理によっても変化レないと結論した。
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lpC07 
ゼニゴケ葉緑体遺伝子cemAのラン藻を用いた機能

解析:C02濃縮機構における役割

依田尚文、李根植、福j豊秀哉、大山莞爾(京大農・

農化)

ゼニゴケ葉緑体ゲノム上の未知遺伝子orf434

(cemA)は、膜貫通型タンパク質をコードしており、

エンドウではCemAが葉緑体包膜の内膜に存在す

る。今回、 cemAの機能を知るために、葉緑体と類

似した性質を持つラン藻(Synechocystissp. 

PCC6803)から相同な遺伝子をクローン化し、その

解析を行った。

ゼニゴケ葉緑体遺伝子cemAをプローブとしてラ

ン藻からクローン化したラン藻cemAは、ゼニゴケ

cemAと27%の相向性を示し、特にC末端において

相同性の高い部位が存在した。形質転換によりラン

藻cemAを破壊した変異株は、 C02の取り込みが野

生株の約1/3まで減少していた。また、野生型ラン

藻ではcemAのmRNA蓄積量が低CO2条件で、増加し

ており、その発現はC02濃度によって調節を受ける

ことが明らかになった。ラン藻友ひe葉緑体CemAの
C02濃縮機構における役割について検討する。

lpC08 
高濃度CO

2
のEuglenagracilis Zの光合成への影響

主盟翌豆、奥野裕美、竹中重雄1、宮武和孝、中野長久(大

阪府大・農・応用生イ白川1衣学園短大・家政・食物)

高濃度のCO2の存在下ではCO2自身の毒性と無機炭

酸の溶解に伴う培地の酸性化により微細藻類は生育不可能

であるといわれている。しかし我々は酸性の生育条件を好

むEugJenagraciJis Z (ユーグレナ)が高CO
2
条件 Fで生育可

能であり、独立栄養的な生育において40%以下のCO2条件

下では大気条件下と比較して良好な生育を示すこと、また

CO2分圧が60%に達すると生育不可能であることを明らか

にした。そこで我々はユーグレナの光合成への高濃度CO
2

の影響について検討を行った。

大気条件 (0.04%CO2)で生育きせたユーグレナを

60%C02条件下に暴露すると光合成による酸素発生が減少

し、 PS[[活性も同様に低下した。しかしPSI1舌性は減少し

なかった。これらの結果から生育限界を超えた高CO
2
条件

下におけるユーグレナの光合成の抑制にPS[[の不活性化が

関与していることが示唆された。



lpC09 

生担旦斗主巴型註己主の低CO2誘導性カルボニツクアン

ヒドラーゼ

佐藤朗，白岩善博(新潟大・理・生物)

単細胞緑藻E且旦邑よare型迫己主 IAMC-533の低CO2

(通常の空気)適応細胞は、積極的なCO2輸送活性を示

し、低CO2条件への適応時に98および24kDaポリペプチ

ドを誘導することを""SÔ 2 を用いたラベル実験によ

り見いだした。さらに、 24kDaポリペプチドは酸性pH

域特有の、 98kDaはpH非依存性のCO2輸送機構に関与

する蛋白因子である可能性を示唆した(日本植物生理

学会 1995)。一方、微細藻類一般では、カルボニツク

アンヒドラーゼ (CA)がCO2輸送機構に重要な役割を

果たしていることが知られている。しかしながら、本

種におけるCAのCO2輸送における関与は小さく、その役

割も不明であるので、その解明のためにまず、 CAの分

子特性の解析を行なった。

①可溶性画分について、陰イオン交換液体クロマト

グラフィーを行ない、比活性が約290倍の部分精製CA画
分を得た。②Native-PAGEによるCAの分子量は約100

kDaであった。③Native/SDSの2次元電気泳動により、

100 kDaの可溶性CA蛋白は、 54kDaと41kDaからなる

ヘテロ 2量体であることが示唆された。したがって、

CAは上述の低CO2誘導性蛋白とは異なる別の蛋白であ
ることが示された。

lpClO 
クラミドモナス突然変異株における細胞内ホスホ

グリコール酸レベル

鈴木健策(農水省・東北農試・生理生態研)

クラミドモナスのホスホグリコール酸ホスファ

ターゼ欠損突然変異株pgpl-18-7Fは生育に高し'C02

濃度が必要で、大気条件下では生育できない(

Suzukietal.1990)。これは、光呼吸の最初の産物

ホスホグリコール酸の蓄積により光合成が著しく

阻害されるためと考えられるが、この株にさらに

突然変異を起こさせ、大気条件下でもよく生育で

きる二重突然変異株を選抜したところ、光呼吸が

著しく小さくなったと考えられる株が得られた(

Suzuki 1995) 。これらの株の5%C02
培養細胞では、

野性株より明らかに光合成のCO2に対する親和性が

高く、大気条件下での光合成阻害も起こらない(

Suzuki 1995) 。今回これらの株における光呼吸の

大きさを知る目的で、イオンクロマトグラフを用

いてホスホグリコール酸レベルの変動を調べたと

ころ、 7FR2F、7FR2N等の二重突然変異株の5%C02
培養細胞を大気条件に移した直後のホスホグリコー

ル酸の蓄積速度は18-7Fの 3分の 1程度である、 24

時間大気条件に適応させた後の蓄積量は18-7Fの半

分程度である等の結果を得た。
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lpCll 
ラン藻C0

2
i農縮機構におけるカルボキシソームの役割

佐藤良平、姫野道夫、和田野晃(大阪府大・農・応用生化)

ラン藻は細胞内に無機炭素 (Ci)を蓄積し効率良く利用

する、 CO
2
濃縮機構 (CCM) を持つ。 CCMはCi輸送系と、

RuBisCOの局在したカルボキシソームと呼ばれるタンパク質性

穎粒により構成されている。カルボキシソームはCCMにおい

て必須であることが示されているが、 CCMに与える影響に関

する定量的な情報はほとんとオ専られていない。そこで本研究

では、カルボキシソームのRuBisCO活性に及ぼす影響を明かに

し、カルボキシソームのCCMにおける機能を定量的に評価す

ることを目的とした。

RuBisCOがカルボキシソームに存在することにより受け

る影響を調べるために、カルボキシソームに存在した形の

RuBisCO標品と遊離のRuBisCO標品を調製した。それぞれの

RuBisCα舌性に及ぼす基質の影響を調べた結果、 RuBisCOがカ

ルボキシソームに存在することにより、みかけの親和性が低

下することが明かとなった。また、 RuBisCOの反応、生成物で、あ
る3ホスホグリセリン酸及ぴ'1:1+のカルボキシソーム内での定

常状態濃度が、反応中に上昇する可能性が示唆された。この

ような現象はカルボキシソームが基質などの低分子の拡散を

抑制するためであると考えられる。さらにこのようなカルボ

キシソームの性質を考慮して、 CCMにおけるカルボキシソー

ムの機能について考察する。

lpC12 
ラン藻SynechocuccusPCC7942の形質転換体における無機炭

素濃縮機構の適応の変異

西野徹、姫野道夫、和田野晃 (大阪府大・農・応用

生化)

ラン藻は細胞外の無機炭素 (Ci)濃度の減少に伴ない、 Ci
を濃縮する能力の誘導を受ける。しかし、この低漫度Ci条件

下への適応を誘導するシグナルの本質は解明されていない。

そこで、ラン藻の低濃度Ci条件下への適応を誘導する機構の

解明のために、 Synechococcus PCC7942にCO
2
に対する親和

性が高い紅色光合成細菌Chromatium vinosum由来のRuBisCO
の遺伝子およびクロラムフェニコール耐性遺伝子を含むプラ

スミドを導入した変異株MTlを作製し、その無機炭素の濃縮

および光合成能を調べた。その結果、 MT1では、 5%C02i~量度

条件下で生育した細胞の空気条件下 (400ppmCO
2
) への適応

時のCO，取り込み量の経時的変化および空気条件下で培養した

細胞の細胞外無機炭素濃度に対するみかけの光合成の親和性

にwild typeとの違いが見られた。また、 Synechococcus

PCC7942にクロラムフェニコール耐性遺伝子のみを含むフ。ラ

スミドを導入した変異株303についてもMT1と同様の生理的機

能を調べたところMT1と類似した結果が得られた。これらの

結果より、ラン藻の低濃度Ci条件下への適応を誘導するシグ

ナルには、細胞内の環境の変化が関与していることが示唆さ

れた。



lpC13 
インゲンマメ第一葉の光合成活性に対するミクロ

シスチン-LRの効果

主並盗塁 TracyLawson
1
， Jonathan D. B. Weyers1， 

Geoffrey A Codd 1 (東海大・海洋・海洋科学， 1Dept

Bio1. Sci.， UniV. Dundee) 

インゲンマメ葉をプロテイン・フォスファター

ゼ 1，2Aの限害剤ミクロシスチンーLR(MC-LR)で処

理したところ、処理後 8時間で光合成活性は未処

理の葉の 50%以下となり、数日後にこれらの葉で

ネクロシスが生じた。この阻害効果はlOJ..lM以上

でのみ観察されたが、 10μMでは処理後 5日間で光

合成が回復したのに対し、 100J..lM で処理した場合

の光合成活性は 8日後においても対照葉の 42%で

あった。また、 20出fの MC・LRで 2日おきに処理

したインゲンマメ葉の光合成は未処理の対照葉に

比べて有意に低かった。従って、この MC-LRの光

合成に対する阻害効果は、インゲンマメを高濃度

のMC-LRで l回処理するよりも低濃度で間欠的に

処理する方がより効果的であると結論された。

lpC14 
異なる光環境下におけるイネの生長と光合成特性

牧野周・仲野広美・佐藤哲也・前忠彦(東北大・

農・生化)

私達は、イネ(ノトヒカリ)を材料に、異なる光条

件、 1000μmolm-2 sベ強光)と 300μmolm-2 s代弱光)

を設定した人工気象室内で様々な窒素濃度区をもうけ

70日間水耕法により栽培した。それらの環境下で生育

した植物個体の生長解析と個葉の光合成特性について

調べた。

植物体の総乾物生産量は窒素栄養に大きく依存し、

かっ強光下植物でその生産量は圧倒的に大きく、弱光

下植物で小さかった。しかし、 56・70聞での両区の

RGR(相対生長速度)には同一窒素栄養区間ではほとん

ど差がなかった。その理由のーっとして、弱光下植物

には、 LAR(葉面積比)と TIR(top/rootratio)において

著しい増加が認められていた。

個葉の光合成特性についてみると、弱光植物では窒

素含量あたりの Chlの増加が認められ、弱光下での光

合成速度は弱光植物のほうが高かった。しかし、窒素

含量あたりの Rubisco量、 SPS活性等には両区で差は

なく、必ずしも生育した光環境に適応した窒素の最適

分配がなされている訳ではなかった。事実、強光下で

測定された光合成速度もそれらの結果を反映し、両区

において差はなかった。以上の結果より、植物の弱光

への適応戦略とその限界について論議する。
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lpC15 
高発現型ショ糖リン酸合成酵素 (SP S)遺伝子を導入した
形質転換イネ¢解析
塁運賃基赤木宏守，坂本正弘樹撞人
巴井東圧化学ライフサイエンス研究所)

<目的>我々 はイネの多収を目指し、ソース務官¢糖合成系とシ
ンク器官のデンプン蓄積系に分け、植物倒虫化を試みている。
イネでは、ソース器官官鷹)から広瀬被滞或両日立ショ糖が中心であ
り、そのショ糖合成のキーエンザイムとなる側主ショ糖合成リン
酸静素 (SP S)である。我々 依すでにイネからSPS遺伝子
を単離したことを報告した(1， 2)。今回、その遺伝子を利用
して、 SPS遺伝子を強化した形質転換イネを作成しそ¢瀞索
の発現活性について静4たので報告する。
く方法と結果>SPS活性の増加を目的とし発現の弱いSPS
遡云子のプロモーター奇|扮を葉で強く発現するLHCPII (3) 
遺伝子のプロモーターに変換しイネ(日本晴7に電気穿司法で
導入した。そι精巣 1 0株の形質転換イネを得丸これらの形
質転換イネについてタンパクを粗抽出し、活f胡憶を行なった結
果 1抹でSPS樹齢通常の日本晴こめく4倍に上昇してい化。
さらに、この株ではRNAおよびSPSタンパクの発現量におい
ても上昇がみられた。現在ミこの活性上昇が糖の合成系・転流
系の強化に結びりくも跡検討中である。
(1)坂本ら， 日本植物生理学会静賃貸要旨集p121(1993) 
(2) Sakamoto M. et al;fl呈旦語呈型呈， inpress (1995) 
(3) Sakamot刀 M.etal;E'lamt Cell Phvsi01. 32:385 (1991) 

本欄』弘通産省岬槻擁業断続開駒市度目棄として、
M王わより委託を受付7ヒ(財)RIIEより、さらに再委託を受けて実施
したものである

lpC16 
トウモロコシの根型ホスホエノールピルビン酸カル
ボキシラーゼのcDNAクローニングと大腸菌における
発現系の構築
I豊田隆皇、河村敬夫、畑信吾、泉井桂
(京都大・農・農生)

高等植物は、個体中に数種類のホスホエノールピ
ルビン酸カルボキシラーゼ (PEPC)アイソザイムを
有することが知られている。 トウモロコシでは、少
なくとも 3種類のPEPCが存在している。

これまでに我々はC4型、 C3型、そして部分的では

あるが根型のPEPCのcDNAをクローン化してそれぞ
れの塩基配列や発現様式を明らかにしてきた。今回
我々はトウモロコシの根から根型のPEPCをコードす
ると推定される完全長のcDNAを得て、その全塩基配
列を決定した。本酵素は960個のアミノ酸から構成さ
れるものと推定された(分子量の計算値109.4kDa)。
そのアミノ酸配列はC4型、 C3型の本酵素と80.7%、

85.0%相同であった。また、 N末端より7番目には、

C4型およびC3型酵素と同様にリン酸化酵素の基質と

なりうるセリン残基が存在していた。したがって、
この根型酵素もリン酸化による活性調節を受けてい
る可能性が考えられる。
現在、大腸菌内において根型のPEPCの遺伝子を発

現させることを試みている。



2aCOl 
Analysis of promoter activity of 
photosynthetic genes with improved 
transient assay system 
Maurice S. B. KU.， Mitsutaka TANIGUCHi1， Tatsuo 
SUGIYAMA1， Makoto MATSUOKA2， Bot. Dept.， 
Washington St. Univ.， Pullman， WA 99164， U.S.A.， 
1 Faculty of Agri.， 2BioSci. Center， Nagoya Univ.， 
Nagoya 464・01

To study the promoter activity of photosynthetic 
genes， we have improved the transient assay 
system in maize mesophyll protoplasts after 
electropolation with bicarbonate in the incubation 
medium. Bicarbonate greatly enhanced the 
expression of the reporter gene GUS， driven by the 
promoters of 35S and several photosynthetic 
genes， in a concentration-dependent manner under 
the light condition. However， the enhancements 
were much greater for the phtosynthetic genes， 
such as C4・ppdkand cab， whose expressions are 
light-dependent. Thus， this condition is important 
for the identification of the light-陪 sponsiveelements 
of photosynthetic genes. Interestingly， the promoter 
of rbcS showed very little response to bicarbonate 
in the light while it was suppressed by bicarbonate 
in the dark， in contrast to other photosynthetic 
genes. The physiological consequences of these 
observations will be discussed. 

2aC02 
低C02で、誘導されるラン藻Synechocystissp.PCC6803 

遺伝子の解析
本垣造1 園田雅俊1 青木摂之2 石浦正寛2

近藤孝男2 小川晃男1 (1名大・生物分子応答研究セ

ンタ一、 2名大・理・生物)

ラン藻は無機炭素濃縮機構を持っている。本機構
に関する遺伝子には、 ccmやndh遺伝子のように低
∞ 2濃度下で強く発現するものがいくつか知られて
いる。一方、高C02濃度下で培養した細胞は高い
∞ 2輸送活性を示すが、 HC03.輸送活性は低∞2条

件下でのみ強く発現する。我々はこれらの低∞2条

件下で誘導される遺伝子を明らかにすべく以下の実
験を行った。

プロモーターレスの発光細菌ルシフエラーゼ
(luxAB)遺伝子上流にPCC6803genomeの断片を組

み込んだPlasmidをラン藻に形質転換して、プロモー
タートラツピング用のライブラリーを作成した。高
C02と低C02条件の時の発光強度をそれぞれ比較す
ることにより、低α)2でのみ、あるいは低C02でよ

り強く発現を誘導するプロモーター領域をクローニ
ング、その下流の遺伝子を解析することを試みた。
約 6000 0コロニーをスクリーニングした結果、
明らかな差のある19の陽性クローンを得た。現在そ
れらのクローンの解析を進めている。
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2aC03 
Synechocystis PCC6803の C 0 t A遺伝子産物

の同定

加藤彰 Keun-S k Lee2， 

福 沢 秀 哉 大 山 莞 爾 小 川 晃 男 1(1名古屋大・

生物分子応答研究センター京都大・農化・植物

分子生物)

我々はラン藻SynechocystisPCC6803よりCO2
濃縮機構に関与する遺伝子 C 0 t Aを単離した。

C 0 t Aが変異した株におけるCO2輸送活性は、野

生株の約 1/3であった。 C 0 t A翻訳産物

(C 0 t A)はPe aの葉緑体包膜(内膜)に存在

する CemAに相向性を持ち、四回膜貫通構造を持

つ分子量約29K 0 aのタンパクであると予測され

た。 CotAの局在性を調べるために、 CotAの

C末端領域と GSTの融合タンパクに対するウサギ

抗体を作製した。ラン藻の膜及び可溶性画分のウエ

スタン分析を行った結果、 CotAが細胞膜画分と

チラコイド膜画分に存在し、 SDS-PAGEで

52 k 0 aタンパクとして移動することが明らかに

なった。

2aC04 
Synechococcus PCC7942における cotA近傍の

遺伝子の解析
園且雄盤、加藤彰、小川晃男(名大・生物分子応答
研究センター)

ラン藻の CU2濃縮機構には cα とHC印宇の輸送

が関与しているが、その詳細は明らかでない。我々
は、 HC03-輸送活性が野生株と同等であるが、 CU2

輸送活性が 113 に低下した変異株を Synechocyslis
PCC 6803より単離し、相補試験によって cotA を単

離した。
本研究において、我々は SynechocystisのcotAをプ

ロープとしてSynechococcusPCC 7942より colAを単
離し、その周辺の塩基配列について解析を行った。
その結果、 cotAの下流に 180アミノ酸残基をコード
する遺伝子が存在し、この遺伝子は cotAとオベロン

構造を形成していることがノーザン解析により示唆
された。推定されるアミノ酸配列はシアノコパラミ
ン合成酵素の 1つ∞binamidekinase /∞bin相時 phos-

phate guanylyltransferaseと高い相向性を示した。 cotA
とその下流の遺伝子の機能解析のため、現在それぞ
れの遺伝子破壊を行っている。



2aC05 
ラン藻Synechocystissp. PCC 6803野生抹およびndhB欠損変異

株の塩ストレス応答
臣虫垂ム 日比野隆小川晃男高{音昭洋.， (1名城大・理
工・化学名古屋大・生物分子応答センター名城大・総合
研究所)

ラン藻および葉緑体にはミトコンドリアのNADHデヒドロ
グナーゼサプユニットと相向性のある遺伝子が存在する。しか

し、これらNADHデヒドロゲナーゼ遺伝子の生理的役割につい

てはあまり分かつていない。今回我々は、野生株およびNADH

デヒドロゲナーゼサプユニット遺伝子欠損変異体を用いて、塩
ストレスに対する応答を比較した結果、両者の聞に差がみられ

たので報告する。
ラン藻SynechocystisSp. PCC 6803の野生株およびndhB欠

損変異株(M55)を種々の浪度のNaαを合む培地で生育させる

と、塩浪度が高くなるに従い、ラン藻の生育速度は低下したが、
野生株と比べて、変異株では低い塩浪度でも生育速度の低下が

大きかった。ラン藻を高塩濃度の培地に移し、塩ストレスをか

けると、坂ストレスをかけた直後には、野生株、変異株ともに

光合成の酸素発生速度は著しく低下した。野生株ではその後、
酸素発生速度は塩ストレスをかける前のレベルまで回復したが、
変異株ではほとんど回復しなかった。また、いくつかの光合成
電子伝達成分の部分活性についても測定し、塩ストレスによる

光合成の阻害部位、および阻害からの回復過程におけるNADH

デヒドロゲナーゼ遺伝子の役割について検討した。

2aC06 
ラ ン藻における非ア ルカリ耐性突然変異株

の単離とその性質 に関する研究

石井洋・安部俊彦・熊津修造(東海大・海洋・

海洋科学)

ラン藻の生育に はナトリウムが必要不可

欠であり、光合成の基質である COzの細胞内

への輸送 を促 進する oSynechococcuS 

leopoliensisUTEX 625においてもアルカリ

性条件下で Na+による光合成の促進が観察さ

れた。本研究では突然変異誘発剤により pH

9.0で生育しないか、もしくは生育不良な株

を単離した。それらの変異株において pH9.0 

で光合成活性を測 定したところ、数株の Km

値が野生株に対して高く、最も活性の低い変

異株の Km値は野生株の 40倍であった。従っ

てこの変異株は pH9.0において炭酸固定系，

無機炭素輸送系， pHの調節系のいずれかに

損傷があると推測された。
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2aC07 
リン酸欠乏に対するラン色細菌の応答

五山主主、菓子野康弘、小池裕幸、佐藤和彦(姫路
工大・理・生命科学〉

ラン色細菌をリン酸濃度を減少させた培地中で培
養すると、アルカリ性フォスファターゼ等の酵素が

誘導されることが知られている。我々は、

Svnechococcus vulcanus を材料に、培地中のリン酸瀧
度の減少に伴い、アルカリ性フォスファターゼ活性

の上昇の他に数種類のタンパク質が誘導されること

を見いだしたので報告する。

我々が利用しているDverand Gaffordの培地中には、
3.3 mMのリン酸が含まれている。対数増殖期の細胞

をリン酸を全く含まない培地か、リン酸を千分のー
の濃度に薄めた培地に移し、培養を数日間続行した。

増殖は両方の場合ともコントロールに比べてほんの
少し減少しただけであった。この事はリン酸欠乏条

件下でも数日間は細胞内に貯蔵されたりン酸で生育
できるという事を示してる。色素に関しては、フィ

コピリン含量の若干の減少が観察された。
一方タンパク質としては、約 34kDaの分子量を持

つものが誘導されてくる事が分かつた。このタンパ
ク質はその内部アミノ酸配列からリン酸の輸送と関
係したりン酸結合タンパク質と考えられるSphXと同

定された。これ以外でも、約 10kDa， 7 kDaの分子
量の未知のタンパク質が誘導されることが確認され
た。

2aC08 
ラン藻 SynechococcusPCC7942におけるPhosphoribulokinase

の活性調節様式
西川圭祐、平橋智裕、姫野道夫、和田野晃 (大阪
帝実?官ナ応用生化)

Phosphoribulokinase (PRK) はすべての光合成炭素還元回路
(PCR cycle)において、 CO，固定反応の基質となるRibulose1，5-
bisphosphateをRibulose5-phosphate (Ru5P)の、 ATPによるリ
ン酸化により合成する反応を触媒する酵素である。本酵素は
高等植物等から単離され、光活性化機構や代謝中間体の影響
について検討されている。しかし、本酵素の反応機構や正確
な基質等の基礎的な酵素化学的性質については分かつておら
ず、代謝中間体の及ぼす影響を検討し、 PCRcycleのシミュレー
シヨンを行うにあたり、現在の知見だけではでは不十分で、あ
る。そこで本研究では、ラン藻 SynechococcusPCC7942から
精製したPRKを用いて、基質のMg2+の必要性、反応機構につ
いての検討を行うことを目的とした。
アフィニティークロマトグラフィ一等により、培養したラ

ン藻からPRKを精製した。このアフィニティークロマトグラ
フィーへの本酵素の吸着にはMg'+が必須なことと、 Mg計濃度
によるPRK活性の変化の測定から、真の基質はMg2+ーATPと遊
離のRu5Pであることが判明した。また、最初に結合する基質
は高等横物において推測されているRu5Pではなく、 ATPであっ
た。 PRK活性の生成物による阻害実験からは、ラン藻PRKの反
応機構はOrderedBi Bi機構であることが判明した。この結果
を考慮して、ラン藻PRKの代謝中間体に対する影響を再検討
し、本酵素の活性調節機構についても考察する。



2aC09 
広いC02濃度範囲における好熱性ラン藻の生育

宮入祥夫 (工技院生命工学研)

好熱性ラン藻Synechococcuselongatusは広い範囲のC02

濃度条件下で活発に生育する。固体培地では2%C02下で空気

下の2倍以上の速度で埼殖した。以下の結果は全て液体培地で

の実験で得られた。 52
0

C、空気下、 5%および80%C02下で

doubling timeがそれぞれ4.7， 3.3，11.1 hで生育した.5% 

C02 + 95% airの場合と 5%C02 +95% N2の場合では生育

速度は殆ど変わらないので外からの酸素は必要としない.

100%C02下では生育しなかった.培地は予めNaOHでpH7.5

に調整してあるが、 C02を吹き込むと低下し、 100%C021こよ

り5.2になった。培地のpHを予めHCIで5.0付近に調整すると

生育しなかった。この結果はC021こよるpHの低下がラン藻の

生宵を阻害する可能性を示している。また本ラン藻が常温性

のラン藻に比べて高濃度のC02で生育できるのは、高温にお

いてC02の溶解度が低いことによると考えられる。

2aClO 
完全寄生植物ネナシカズラ属に特徴的なrbcL遺伝子C末端コー
ド領域の伸長
盟主圭晶、若杉達也、古橋勝久1、LyttonJ. Musselman2、山田
恭司(富山大学・理・生物、 1新潟大学・理・生物、 201d
Dominion Univ.) 

我々は最近、完全寄生植物であるネナシカズラ属(Cuscuta)
が、光合成による独立栄養を営めないにもかかわらず、 10種
以上の光合成系遺伝子の相同配列を保持していることを見いだ
した。それらのうちrbcL相同配列に注目し、調べたところ、ネ
ナシカズラ属の2種(c.japonica， C. pentagona)には、 rbcL遺伝子
が存在し、しかも転写されていることが明らかになった。これ
ら2種のrbcL遺伝子の構造を緑色植物と比較した場合、高い相
向性を保持しているものの、 c末端側に21アミノ酸残基長いタ
ンパクをコードをしうるという特徴を持っていた(第四回日本
植物学会、 1994年)。本研究では、このようなrbcL遺伝子の構
造的特徴に注目し、アメリカ産ネナシカズラ属の3種(仁
compacta， C. gronovii. C. indecora)について解析をおこなった。

まず、ゲノミックサザンによる解析を行なったところ、 3種
の全てにrbcL相同配列が存在することがわかった。そこで、 3
種のうちC.compactaのrbcL相同配列の塩基配列を解析した。そ
の結果、C.compactaにおいても塩基配列から予想されるRbcLタ
ンパクのC末端は、C.japonicaやC.pentagonaと同じ長さだけ伸
長していること、さらに、そのアミノ酸配列も保存的であるこ
とが明らかになった。ヨーロッパ産のC.reflexaにおいても同じ
構造的特徴が見いだされたことから、ネナシカズラ属植物で
は、 rbcL遺伝子のC末端側コード領域の伸長が保存されている
ことがわかった。C.japonicaにおいてrbcL遺伝子のcDNAを解析
した結果、ゲノミックDNAと同じ配列であった。したがっ
て、少なくともC.japonicaにおいては、 C末端の伸長したRbcL
タンパクが実際に発現している可能性が考えられる。ネナシカ
ズラ属に見いだしたRbcLタンパクの構造上の特徴と光合成活
性との関連についても考察する。
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2aCll 
異なる窒素供給下でのヒマワリ第一葉の光合成産物量

とrbcL、rbcso発現量の変化

企竪童差、渡辺昭(東京大・院・理系・生物科学〉

細胞内の糖レベルによる光合成系の遺伝子の発現の

制御は、これまで主として葉切片や遊離細胞を用い、

外から糖を与えることによって研究されてきた。そこ

で我々は、個体についたままの葉の糖レベルを操作す

ることによっても、上記の現象が見られるのかを調べ

るために実験を行った。材料には人工気象室内で水耕

栽培により生育させたヒマワリを用い、葉内の光合成

産物の蓄積量を、窒素条件を操作することによって変

え、そのときに見られる光合成系の遺伝子の発現量の

変化を調べた。光合成産物としては、グルコース、ス

クロース、スターチ量を調べ、光合成系の遺伝子とし

ては、 RuBisCOをコードするrbcLやrbc.め発現量をノー

ザンハイプリダイゼーションを用い調べた。低窒素

(0.8 rnM N03-)条件下では、個体の成長に伴って光合

成産物量は増加した。このような個体を高窒素 (8.0
rnM N03-) 条件に移すと、蓄積していた光合成産物量は

減少し、かつ、遺伝子の発現量は増加していた。一方、

遊離アミノ酸量は、糖含量ほど大きな変化を示さなか

った。これらの結果は、光合成産物によって光合成系

の遺伝子の発現が制御されている可能性を示唆する。

2aC12 
キビ維管束鞘細胞ミトコンドリアの機能分化に伴う 2-オキソ

グルタル量産/リンゴ酸トランスロケーターの発現

谷口光隆，杉山達夫(名古屋大・農・応用生物科学)

NAD-マリックエンザイム型C4植物キビの維管束鞘細胞ミト

コンドリアはC4光合成回路に組み込まれ，光合成を司るオルガ

ネラとして形態的および機能的な分化をとげている.この機能

分化の一面として，ミトコンドリア膜聞の高い輸送能を維持す

るための効率的な代謝産物輸送機構があげられる.我々は昨年

度の本大会でキビ葉ミトコンドリア膜局在性の2-オキソグル

タル酸/リンゴ酸トランスロケーター(OMT)のcDNAを単離し

たことを報告した 今回我均は維管束鞘細胞のOMTとのみ反応

するcDNAプローフや特異抗体を用いて，維管束鞘細胞ミトコ

ンドリアの機能分化とOMTの発現の相関性について解析した.

黄化葉の緑化過程においては光合成酵素遺伝子の発現誘導がみ

られるが，この時ミトコンドリア線局在のATP/ADPトランス

ロケーターやAlP合成酵素の相対的なmRNA量は減少する一方，

OMTmRNA量の増大が観察された.次に，キビ緑葉の基部から

先端部にかけての葉細胞の分化・発達に伴う維管束鞘級胞ミト

コンドリア局在性酵素の比活性を調べたところ，光呼吸系やエ

ネルギ一転換系酵素の活性は一定あるいは減少するのに対して，

OMTタンパク質は他の光合成酵素と同様に増大していた した

がって，維管東鞘細胞ミトコンドリアが光合成オルガネラへと

機能分化していく過程で，マトリクス内の光合成酵素と協調し

て，膜中の輸送体タンパク質の発現誘導が引き起こされている

ことが明らかとなった



2pCOl 
共役系の末端の側鎖がカロテノイドの電子吸収・
lH-NMRスベクト Jレに与える影響
坂佳三、溝口正、RichardJ. Cogde1l1、小山泰
f胃宵享院大・理、 lグラスゴー大・生物化)

カロテノイドは光合成系において効率良く可視光

を吸収し、クロロフィルへ一重項エネルギーを伝達
するという補助集光作用を担う。長い共役系の末端
の官能基と側鎖は、共役系の電子状態に影響を与え
ると思われる。今回我々は、光合成細菌に存在し骨
格構造のよく似た一対のカロテノイド、すなわち共
役系の末端にカルポニル基を持つOkenoneと、持たな
いChlorobactene(ただし他端にメチル基を持つ)の
電子吸収・ lH-N孔恨のijU定を行った。
.紅色光合成細菌Chromatiumpurpuratum及び緑色光
合成細菌Chlorobiumlimicol，αよりカロテノイドを抽
出・精製した後、再結晶により各々の主成分の全ト
ランス体を分取した。これらの極性・非極性溶媒中
での電子吸収スベクトルを比較したところ、カルボ
ニル基の結合により共役系が長くなった結果として
Bu+エネルギーの減少は見られたが、溶媒の分極率
に対する依存性に大きな差異は認められなかった。
しかし、これらのlH-NMRスベクトルを測定して、
化学シフト値の変化を調べたところ、共役系の両末
端付近のオレフイン lHにおいて①末端のメチjレ基か
ら電子が供与されたことによる高磁場シフト、②末
端のカルボニル基が電子を吸引したことによる低磁
場シフトが見られた。すなわち局部的な置換基の影
響が lHみ~により検出することができた。

2pC02 
パクテリオクロロフィル aQ，.吸収帯
の溶媒効果
抜本俊、 LeenawatyLim組 .tara、長江裕芳1、
京iIJで案(関西学院大・理、 1神戸市外大)

光合成細菌中でのBChlaによる光の吸収のメカニズム
を理解するために、溶液中(極性溶媒37種、非極性溶媒
2 7種)でのBChlaの電子吸収による溶媒効果について測
定した。カロテノイドの様な直線状の共役系を持つ分子
の溶液中の電子吸収による溶媒効果の理論(1).(2)は既にある
が、今回の測定結果より BChla の様に円盤状の共役系を
もっ分子でもその理論を当てはめることができることが
分かつた。
測定結呆より電子吸収スペクトルのも吸収帯のエネル

ギーは溶媒の分極率に比例する値R(n)=和2+1)/(n2+2) と直
線関係で表される。 R(n)= 0のエネルギーを外挿により
求めると極性溶媒の方が非極性溶媒よりも低いエネル
ギ}を持つことが分かつた。また直線の傾きは極性溶媒
の方がゆるやかで、その結果 R(n)= 0.3付近で非極性溶
媒の直線と交わる。このことは次のように説明される。

周りの極性溶媒の永久双極子モーメントの揺らぎにより
生じた電場がBChlaを取り囲みBChlaを分極させる。そ
の電場によりもエネルギーを安定化させ、また溶媒によ
る分散相互作用を小さくするため分極率に対する吸収帯
のエネルギーの変化が小さくなる。
(1) M. Kuki， H. Na伊e，R. J. Cogdell， K. Shimada and 
Y. Koyarna (1994) Photochem. Phoωbiol. 59， 116・124
(2) H. Nagae， M. Kuki， R. 1. Cogdell， K. Shimada and 
y. Koyama (1994) J. Chem. Ph.戸 101，6750-6765 
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2pC03 
紅色細菌Rhodospirillumrubrumのカロテノイド生合成遺
伝子変異株であるST4株のカロテノイド分析

宣塞豊萱高市真一溝口正胡英， Robin Ghoslよ
小 山 泰 九 鬼 導 隆4e関西学院大・理日本医大・生
物ジュネーブ大・植物神戸高専・応化)

我々は、紅色細菌Rhodospirillumrubrumのカロテノイ
ド生合成遺伝子とその遺伝子産物を解明するため遺伝子
を変異させた変異株のカロテノイドの分析を進めている.
本実験では，変異株のうちの IつであるST4株のカロテ
ノイドを分析した.菌体よりアセトン/メタノールでカロ
テノイドを抽出し， HPLCで分析したところ 4種類のカロ
テノイドが検出された.このうち，主成分ともう l種の
カロテノイドをアルミナカラムで分離・精製し， FD.MS 

による分子量決定と 1H.NMR，1H.1H COSY， 1H.1H Long 

Range COSY， 1H.1H ROESYによる構造解析を行った.そ
の結果，主成分のカロテノイドは分子量600の3，4，3¥4'-
tetrahydrospirilloxanthin，もう l種のカロテノイドは分
子量586の新種のカロテノイド3，4-dihydororodovibrinで
あることがわかった.この 2つは、共に共役二重結合が
11個であり，可視紫外吸収スペクトルが一致することか
ら残りのカロテノイドも共役二重結合が11個と予想され
る.よって、 3，4位， 3¥4'-位のdesaturationのみが行われ
ていないと考えられる.以上の分析結果から， ST4株で
はlycopene以降のカロテノイド生合成が3，4-desaturationの
反応をとばして進んでおり， 3，4-desaturaseをコードして
いる遺伝子が変異を起こしていると考えられる.

2pC04 
緑色光合成細菌Chlorobiumフェレドキシンの精製と

NADP+光還元活性

宣盟一』皇、 楠元範明、中村有希、井上和仁1、桜井英博

(早稲田大・教育・生物神奈川大・理・応用生物)

好熱性緑色光合成細菌C.tepidumからフェレドキシン

(Fd)を精製した.薗体破砕液を遠心分醸して得られた

上清の45-80%飽和硫安画分を陰イオン交換 (DEAEセル

ロース)、ゲルパーミエーション (SephadexG-50)ク

ロマトグラフィーにかけ、更にSuperdex75 (FPLC)， 

Mono Q (FPLC)により、電気泳動的に単一に精製し

た。 Fdの吸収スペクトルは、 385，283nmlこ吸収極大、

300 nmlこ肩を持ち、 A38S/A280比は0.7以上であった

(c. thiosuわhatophiJumについての文献値は0.71)。

FdとFNRとの反応性は NADPH→FNR (ホウレンソ

ウ)→Fd(c. tepidum)→02 の系により確認した。

アスコルビン酸， DCPIPを電子供与体としたときのC

tepidurr槙断片および精製反応中心標品 (TritonX-1 00 

可湾化、 5種のサブユニットより成る)のNADP+光還元活

性をC.tepidum Fd、ホウレンソウ FNRの系で測定した

ところ、それぞれ113および39μmole/mgBchla/hrの

活性を示した。



2pC05 
ラン藻SynechocystisPCC 6803の従属栄養条件下におけ
るカロテノイド組成

宣山里二，小演由紀子和田元正元和盛(熊本大・教

育・生物九州大・理・生物)

ラン藻SynechocystisPCC 6803 (以下Synechocystis)
での培養光強度および従属栄養条件によるカロテノイド
の組成変動を調べた.

単細胞ラン藻 Synechocystisを用い， BG・11-5mM
HEPES培地中 25'Cで，白色蛍光灯下強光(1300μEm-2sー1-

PFD)および弱光 (40PFD)条件下で培養した.光パル
ス従属栄養条件は，5mMグルコース存在下30.Cで， 10min
/ day白色蛍光灯照射 (20PFD) としたさらに，暗中で
の培養も行った.各カロテノイドは，逆相 HPLCでメタノ
ール/エタノール勾配で流し， 450nmで検出した.

Synechocystis は，強光下では細胞散乱強度あたりで較
べてザントフィル(ミクソザ、ントフィル，エキネノン)量
の増加が見られた.また，光パルス従属栄養などの条件下
では，細胞散乱強度あたりのカロテノイドの含有量は，弱

光下に較べて 1/2であったが，カロテノイド/chla比
で見ると，カロテノイドの組成に差は見られなかった.ま
た，光パルス従属栄養条件の細胞のchlaあたりの光合成
活性は，弱光下の 71~87%であった.

これらのことは，ラン藻Synechocystisは，従属栄養条
件下においても十分な光合成能を持ち，光合成色素組成も
変わらないことを示す.

2pC06 
Erythrobacter属に近縁な好熱性好気性光合成細菌

主国主、川瀬芳恵、桜木由美子、五十嵐直樹、高市

真一1、松浦克美、嶋田敬三、永島賢治 (都立大・

理・生物、 1日本医大・生物)

伊立の温泉から単離したBchlaを含む淡水性の新

単離株OT3株は16S1)ポソームRNA配列に基づく系統

解析から好気性光合成細菌Erythrobacter. Eryt-
l】romicrobium. Porphyrobacter属に近縁であること

が示された。 この新菌株の最適生育温度域は37-

47"Cと、他の好気性光合成細菌が25-30"Cであるの

に比べ高温で、この菌はこのグループで初めて発見

された好熱性細菌である。 細胞は0.5-0.7μmφ ×

0.7-1.0μmの大きさを持つ梓菌であった。 培養液

およびコロニーはオレンジ色を呈し、その吸収スペ

クトルは870、800nmに光捕集系の吸収ピークを持っ

ていた。 これらの吸収ピークは近縁の淡水性好気

性光合成細菌であるPb.neustonensisに近く、海洋

性のEb. lon仰 Sに比べ多少長波長よりであった。

カロテノイド組成はEb. longusに類似していたが、

s -caroteneの水酸化はより進んでいた。 反応中

心タンパク質の配列比較も含め、この細菌は好気性

光合成細菌となった後、好熱性に進化したと考えら

れる。
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2pC07 
紅色光合成細菌Rhodopseudomonasacidophilaの光捕集色
素タンパク質R1への各種カロテノイドの再構成
丸山 忍、松浦克美、盤国車二、三室守1 *~立大・理・生物、
1基生研)

光合成細菌のもつカロテノイドは非常に多様であること
が知られているが、その意義については不明な点が多い。
我々は今までに、紅色光合成細菌から単離された光捕集

色素タンパク質LH1のsubu凶tfonnであるB820はカロテノ
イドが外れやすく、この状態にカロテノイドを加えて再構
成すると 1種類のカロテノイドを含んだ多量体 (B880)で
ある再帯成LHlカマ専られることを示してきた。今回はこの
系を用いて多種多様なカロテノイドのタンパク質に対する
車拾能および'"BChlへの勃起エネルギー伝達効率を測定した。
強光培養した相対的にLH1含量の高い紅色光合成細菌Rps.

acidophilaの膜を、界面活断IJn-印刷s-n-g1ucopyranosid巴
で可溶化すると、直接カロテノイト寺汐4れたB820治宝得られた。

このB820にカロテノイドの南1械を行ったところ、 Ros.
acidophilaのLHlには本来存在しないカロテノイドをも含む
様々なカロテノイド分子 (spheroidene、okenone、R.g.-
ketoII、シス型のカロテノイドであるbacteriorubixanthinal
など)が再構成可能であり、そのカロテノイド→BChlへの
エネルギー伝達効率は、本来そのカロテノイドをもっ菌種に
おける場合と同様であることが分かった。これより、紅色光
合成細菌のLHlペプチドおよひ'BChlとカロテノイドとの相
互作用は、菌種に関わらず同様であることが病変lされた。

また、再構成LH1におけるエネルギー伝達効率は、
n__=l1以上では二重結合の数の増加に伴い低下した。二重結
合の数がカロテノイド→BChl聞の励起エネルギー伝達効率
を変える最も大きな要因であることが荊唆された。

2pC08 
緑色光合成細菌のクロロソームにおけるパクテリオ
クロロフィルc集合体の高次構造モデル

訟遁亙差，広田雅光，嶋田敬三，三室 守1

〈都立大・理・生物 1基生研〉

緑色光合成細菌の光捕集系であるクロロソームで
は、パクテリオクロロフィルc (BChl c)が高密度
に存在し、弱光条件に適応した効率の良い光捕集と
励起エネルギー移動を行っている。 BChlcは色素分
子の集合によるロッド構造を形成することが知られ
ているが、その分子構築は明らかにされていない。
そこで、構造モデルを分子模型を使って検討した。

ラマン散乱の測定から明らかになった高次構造を形
成する要因(水素結合、配位結合)を保ちながら、
以下の実験結果を再現することを考慮してモデルを

構築した。(1)タンパク質を含まない色素と脂質か
らクロロソームの基本構造と性質が再現されるこ
と、 (2)ヘキサノール処理とその可逆的回復過程で
ダイマーやオリゴマーと考えられる吸収帯が観察さ
れること、(3)B仁hlcのQy遷移軸の方向がクロロ
ソームの長軸方向とほぼ平行であること、 (4)CD強

度が構造に応じて変化しやすいこと、である。
すでに提唱されたモデルを含め検討した結果、強

く相互作用した平行なZ列のBChlc分子鎖が集まっ
て相互に斜めに円住を形成し、長い炭化水素鎖が中
心部と周辺部をおおったモデルが最適と判断した。



2pC09 
紅色北合成細菌 Rubri目.時IXgela曲四usの同志中心結合型チトクロ

ム欠損株およひ宅君子生株の生理争拘比較

吉田黒岩晶宵台、向師敬三樹甫克美銅也た・理・生物)

多くの紅飴t合成細菌の光化学同日心復合体l土、ベリプラズム侭IJ

に結合型チトクロムサブユニットを持ち、この中のへムCIお償費化さ

れたバクテリオクロロフィル二量体への電子供与体として機能して

いる。このとき酸化されたへムcは、ベリプラズム空間の可樹空の電

子運搬体蛋白質によって存還元される。一方、とのサブ、ユニットを持

たない種も存在し、これらの種においては、ベリプラズム空間の可溶

性蛋白質によって直接に電子ーがバクテリオクロロフィル三量体に供

与される。このような二種類の細菌カマ託Eしているため、このサブユ

ニットの持つ生理学的意義は興味深しも

我々 は Rubrivivaxgela曲四日目を用いてこのサブ、ユニットの欠損

株をf怜たすることに成功し、チトクロムサブPユニットの有無を生理学

的に比較することを可能とした。この欠損掬土里子生駒刑、朽州車度

ではあるが光合櫛旬こ生育可能であった。前株の生育底度の晶、は培

地中の炭素源、により影響を受け、炭素源。つ酸化還元レベルの影響が考

えられ丸また、還頑切炭素源により生育した細包では可制金のチ

トクロム含量カ1減少する傾向が見られた。さらに、膜標品で光合波電

子イ元聾刃むι暢仕混元電位依存性を解析したところ、欠損株より野生

株の方が、より還甜Jな条件でも光化学反応が観5察された。これらの

結期土、結合型チトクロムが、よりi昼過怜環境でも生騨鳴義掛あ

るとし、う仮説を支持する。

2pCI0 
クロロフィルdを主要光合成色素とする新規光合成

原核生物の色素組成と酸素発生

宮下英明、蔵野憲秀、宮地重遠(海洋バイオテクノ

ロジー研究所・釜石研究所)

クロロフィル(Chl.)dを主要な光合成色素として有

する酸素発生型の光合成原核生物を分離した。細胞

は714-718nmに赤色光の吸収ピークを有していた。

HPLCによる脂溶性色素分析により微量のChl.aの

他に、 Chl.bや Cとは異なる大量の緑色色素を含ん

でいた。各種溶媒中での吸収スペクトルおよびNMR

分析からこの物質をChl.dと同定した。 Chl.bや C

は検出されなかった。水溶性色素画分にはフィコピ

リン色素の吸収がみられた。細胞中のChl.比(a/d)は、

0.03働 0.042程度であった。最大光合成速度(Pmax)は高

く、 Chl.dの光合成への関与が推察された。

Chl.dを主要光合成色素とする唯一の生物であり、

新たな光合成機構を有するものと期待される。

本研究開発は産業科学技術研究開発の一環として、新エネルギー・

産業技術総合開発機縛から委託を受けて実施したものである。

118 

2pCll 
NMR分光法による 8-ethyl-12-ethylfamesyl 
Bacteriochlorophyll c会合体の研究:メタノー jレクロ

ロホルム混合溶液中での会合体モデル

童旦一』孟巳、 Leenawa'町勿 Limar加n帥1

三1ヘ、小山 泰(関西学院大学.理、 1東京都立大学.

理)

溶液中の Bacteriochlorophyllc但Chlc)会合体構造

の研究は、クロロゾームの構造形成のメカニズムの

基礎的情報を与えると期待される。溶液中に存在す

る会合体の種類は、電子吸収スベクトルの Qy吸収

帯で分類されている[Qy吸収帯 668nm (単量体)， 675

nm (Forrn 1)， 705 nm (Forrn 11)1。今回、 BChlcのクロ

ロホjレム溶液へのメタノール滴定を行い、会合体を

単量体へと徐々に変化させ、各段階での N乱1R測定

を行った。

これらの N恥低スペクトルについて、①マクロサ

イク jレの環電流効果を反映するケミカルシフトと②

会合体形成によるシグナルのブロードニングを反映

するシグナル強度の変化に着目して、 BChlc会合体

の構造を決定した。すなわち、 FOITIl1は Mg…OH間

に配位結合を持つ"piggy-backstacking dimer"構造に

の構造は、分子問 lH-1HNOEシグナルからも裏付け

られた)、 Forrn11は FOITIl1の dimerが重なってでき

た"傾いたカラム状の構造"をとると考えられる。

2pC12 
同位元素置換クロロフィル G のラマンスベクトル
佐島徳武、蔵野憲秀I、宮地重遠1、小山 泰(関西学院

大・理、海洋バイオテクノロジー研究所1)

昨年の本大会で励起一重項状態 (SI)、三重項状態(

T1) のクロロフィル (ChI)a 、bのラマンスベクトルを

報告した。この時点で帰属が唆味なSI、T1のラマン線をよ

り明確に帰属するため、 15N・Chla、I3C・Chlaのラマンス

ペクトルを測定した。
15N-Chla 、 13C・Chla は各々、 (15N~hS04 または

13CH313COONaを含むTAP培地で培養したChlamydomonas

reinhardtii C-9 から抽出した。①基底状態 (SO)のラマ

ンスベクトルはArレーザー457.9nmの連続光で測定し

た。 14N→ 15Nでは1300・llOOcm-1と1000-900cm-1の領域、

12C→ 13Cでは1650-1450cm-1の領域のラマン線が大きく低

波数シフトしたので、各々vC司N、vC=Cと帰属した。②T1

、③SIのラマンスペクトルは各々457.9、39臼m のパルス

光で測定した。①の帰属と同様に、②T1では1566、1238

、1099cm-1をvC=C、vC-H、vC-Nと帰属した。③SIでは

1542、1338cm-1をvC二 C、pyrrolebreathing と1帯属した。

帰属に基づき励起によるマクロサイクルの結令次数の変
化を議論したい。また、同位元素置換したChlbのラマン

スベクトルも測定し、マクロサイクルの側鎖の違いがT1

、SIのラマンスベクトルにどのような影響を与えるかも

検討する予定である O



3aCOl 
光合成細菌のDMSO還元酵素は分泌直後は完全還元

型状態である

松崎雅広、山口陽子、佐藤敏生(広島大・理・生

物科学)

光合成細菌Rhodobactersphaeroides f. s p. 

denitrificansのdimethylsulfoxide (DMSO) 呼吸の末

端還元酵素であるDMSOレダクターゼは、 l分子の

モリプデンコファクター (Mo・co)をもっベリプラズ

ム酵素である。スフエロプラストによるDMSOレダ

クターゼの分泌系を作製し、分泌直後の酸化還元

状態を調べた。

培地に分泌されたタンパク質は、 Mcト∞欠損株の

スフエロプラストでは、活性高次構造型 (N型)とジ

チオスレイトール (DTT)によって完全還元型に変

化するU型であった。野性株のスフエロプラストで

は、タンパク質はN型のみが認められた。しかし、

野性株でもヨードアセトアミドを含む培地に分泌

されたタンパク質は、 N型とU型の両方が認められ

た。これらの結果から、 DMSOレダクターゼはベリ

プラズムに分泌された直後は、完全還元型の状態

であることが示唆された。

3aC02 
TRANSIENT RAMAN SPECTROSCOPY OF 2H幽

SUBSTITUTED BACTERlOCHLOROPHYLL a: AN 
EMPIRICAL ASSIGNMENT OF THE EXCITED-
STAτ'ERAMANL町 ES
Leenawatv LIお1ANTARf!.， Mima MASCI1， Ingrid 
KHATHEDER1， Hugo SCHEERl and Yasushi 
KOY AMA (Fac. Sci.， Kwansei Gakuin Univ.， 
Nishinomiya 662， lBotanisches Institut der Universitat 
Munchen， Munich， Germany) 

2H・substitutedbacteriochlorophyll a (BChl a) was 
extracted from the cel1s of Rhodobacter sphaeroides 
2.4.1 grown in a deuterated medium. The T 1 Raman 
spectrum of 1 H・(2H)BChl a was obtained as the 
difference of high-power spectrum minus low-power 
spectrum， both of which were measured by using 420 
nm， 5 ns pulses. The same type of subtraction was made 
for Sl measurement by using the 351 nm pico-second 
pulses (duration 50 ps and repetition 1 kHz). A set of 
empirical assignments of Tl (SJ) Raman lines which is 
based on shifts upon 1 H→2H substitution will be 
presented. The So Raman spectra of lH_ (2H) BChl a 
was also obtained by using the 457.9 nm CW beam， and a 
set of assignments of the So Raman lines was also given 
for comparison 
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3aC03 
重水素置換スフエロイデンのR.sphaeroides R26光反応中

心への再構成とラマンスペクトルの測定

主自阜主、ヨハン ルクテンパーグ1、小山泰(関西

学院大・理・化、 1ライデン大・化)

我々は 5種類の重水素置換化合物(l4d、15d、14'd、

15'd、15，15'duスフエロイデンをカロテノイドを持たな

い突然変異株Rhodobactersphaeroides R26の光反応中心

(RC)に結合し、液体窒素温度で514.5nmの光を用いて

おラマンスベクトルを測定した。重水素置換によるシフ

トをもとに、 RCに結合した15シススフエロイデンのラ

マン線の経験的な帰属を行った。その結果からRCに結

合したスフエロイデンは fCI5=CI5'腐りでねじれかっ

-C15H=C15'H一面内で変形した15シス構造」をとってい

ることが結論された。

また、再構成RCについて600nmの光を用いてパクテ

リオクロロフィルを励起し、三重項エネルギー移動で生

じたT1スフエロイデンのラマンスベクトルを532nmで

プロープすることにより測定した (100K、遅延時間1.6

凶)。重水素置換によるシフトから、 T1状態の構造につ

いても議論を行う予定である。

3aC04 
嫌気下で光化学系の発現を促進するセンサーRegBの自
己りン酸化能とレギユレーターRegAへのりン酸基転移
虫毘量盟、飯坂崇、永井徹、 C.E. Bauer 1、井上和
仁(神奈川大学・理・応用生物、 11nd iana大・生物)

紅色非硫黄光合成細菌R.capsulatusの光化学系の
発現は好気下で抑制され、嫌気下で促進される。この
調節にはセンサーキナーゼRegBとレギユレーター
RegAが関与している。 RegBとRegAは原核生物の転写
制御系であるtwo-componentシステムの一員である。
今回、大腸菌に発現後精製したRegB' (RegBの膜貫通
部分の大部分を取り除いてある)とRegAを用いて
RegB'の自己リン酸化能とRegB'からRegAへのリン酸基
の転移について検討した。

RegB'は6M尿素で変成後、 Mg2+存在下で一晩透析に
よって尿素を取り除きりフォールディングさせた。自
動リン酸化能はRegB'を[γ-32PJATPとインキユペート
後、 SDSゲル電気泳動、オートラジオグラフィーによっ
て測定した。リフォールディングを単に空気下て'行っ
た場合には、自動りン酸化能を持たないが、気相を窒
素置換した嫌気条件では自動リン酸化能が認められ
た。 DTTを5mM加えてリフォールデイングすると更に強
い活性が得られた。 DTT存在下でリフォールディングさ
れたRegB'とRegA及ひ工γ32PJATPをインキユベー卜す
るとRegB'に依存したRegAのリン化が起こるが、この反
応が酸素によって阻害されるかどうか現在検討中であ
る。



3aC05 
ラン藻 SynechocystisPCC俗03NAD(P)H 
dehydrogenase (NDH)の誘導と精製

強星主室、遠藤剛、浅田浩二(京都大・食研)

ラン藻のロテノン感受性NDHは、呼吸鎖で機能すると同
時に、光合成の循環的電子伝達系でも機能することを示し
てきた[Mietal. PCP. 36: 661-668 (1995)]。しかし、 NDHの
分子的性質はまだ明らかにされていない。そこで、本研究
では Synechocystis陀 C側ヨで NDHの誘導条件を検討し、
精製を試みた。

菌体をフレンチプレス処理して得た粗抽出液のNDH活性
を、プラストキノンを電子受容体として測定した。 NADPH
を電子供与体としたとき NADHに比べ約2倍の活性があり、
ロテノンによってそれぞれ80%、25%阻害された。
低CO2、光従属栄養培養条件下では、高C0

2の場合に比
べ2倍以上の活性を示した。また、定常期では対数増殖期
に比べ約 1.5倍に活性が上昇した。これらのことは、光従属
栄養のような呼吸が機能する条件、あるいは低∞2のよう
なATP供給のために循環的電子伝達系が必要な条件下で、
NDH活性が誘導されることを示している。
粗抽出液について native-PAGEを行い、ニトロブルーテト

ラゾリウムを電子受容体としてNADPHとNADHの酸化活
性を調べた。その結果、分子量 10万以上の4本のバンドは
NADPHに特異的であり、低分子量の 2本のバンドは
NADPH、NADH両方の酸化活性を示した。現在ロテノン感
受性で高分子量のNADPHに特異的なNDHの精製を行って
いる。

3aC06 
好熱性シアノバクテリアSynechococcusvulcanusの細胞膜タン
パク質の同定
主E重井上頼直池内昌彦(東京電力・エネルギー環境
研究所理研・光合成科学東大・教養・生物)

我々は，培養温度をシフトすると好熱性シアノバクテリア
Synechococcus vulcanusの細胞凝集が誘導される現象を見いだ
した。この現象では細胞表層に何らかの変化が起こっているこ
とが考えられる。本研究では菌の至適増殖温度であるwcと，
凝集が誘導される30'Cの細胞からそれぞれ細胞膜を単離した。
リソチーム処理， フレンチプレス破砕， ショ糖密度勾配遠心に
より得られた細胞膜標品は，特徴的なスペクトル特性を持つク
ロロフィルを少量含んでおり，チラコイド膜の混入はほとんど
ないと考えられる。細胞膜のタンパク質組成の変化をSDS-PAGE
で調べたところ. 30'Cへの温度シフトによって57.32kDaタンパ
ク質が増加し. 15.5kDaタンパク質が減少していた。これらの
タンパク質のN末端アミノ酸配列を決定したところ.57kDaタン
パク質はSynechocyst i sのORF97.32kDaタンパク質は光依存型
プロトクロロフィリド還元酵素と相同であった。 15.5kDaタン
パク質のアミノ酸配列は得られなかった。さらにその他の細胞
膜主要タンパク質のN末端アミノ酸配列決定も試みたところ，
8kDaタンパク質はSynechosysti sのORF70. 66kDaタンパク質は
大揚菌の熱ショックタンパク質と相向性が認めらた。 64.42. 
20. 18. 11. 5. 10. 5. 10. 8. 5kDaタンパク質のアミノ酸配列と
相同なものはデータベースにはないため，新規の細胞膜タンパ
ク質と考える。以上，細胞膜の主要な構成タンパク質を同定す
るとともに，温度シフトによって特定のタンパク質が増減する
ことを切らかにした。どのタンパク質が関連して細胞凝集が成
されるかについては，今後さらに検討が必要であると考える。
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3aC07 
ラン藻Plectonemaboryanumの光依存性プロトクロロ
フイリド還元酵素の遺伝子por<J)クローニング

産E益二、長谷俊治(大阪大、蛋白研)

被子植物は、暗所でクロロフィル (ChJ)を合成
することができず黄化してしまう。これは、被子植
物が、 Chl合成の一過程であるプロトクロロフイリ
ド (Pchlide)還元に、その反応自体に光を要求する
N ADPH :Pchli de還元酵素 (POR) のみを用いている
からである。 PORは、真核光合成生物に限って分布
すると考えられていたが、 Chlの合成が光に依存す
るラン藻の変異株が単離されたことから、原核生物
であるラン藻もPORを有していることが示唆された。
そこで今回私たちは、光に依存しないPchlide還元酵
素の遺伝子chlL，chlN， chlBが同定されているラン藻
Plectonema加'ryanumからPORをコードする遺伝子por
のクローニングを試みた。

6種類の植物のPORで完全に保存されたアミノ酸
配列に対応するプライマーを用いてPCRを行った。
得られたDNA断片をプローブとしてP.boryanumのゲ、
ノムライブラリーから2.0-kbのEcoRI断片をクローニ
ングし、 334個のアミノ酸残基をコードする ORF
(ORF334) を見出した。 ORF334のアミノ酸配列が、
植物のPORの成熟体部分と 52~56%、別のラン藻
Synechocystis PCC 6803と72%の相向性を示したこと
から、 P.boryanumの por遺伝子と結論した。現在、
por遺伝子欠損株の単離を進めている。

3aC08 
ラン藻の光依存性プロトクロロフイリド還元酵素の

大腸菌での機能的発現とシステイン改変体の解析

亘主基昼、藤田祐一、長谷俊治(大阪大・蛋白研)

クロロフィル生合成の一過程であるプロトクロロ

フイリド(Pchlide)からクロロフイリドへの還元反応

には、光に対する依存性の異なる 2種の系が存在す

る。私達は、ラン藻Plectonemaboryanumを材料とし
て、光に依存した Pchlide還元反応を触媒する

NADPH:Pchlide還元酵素(POR)の遺伝子porをクロー

ン化しており、今回、大腸菌での大量発現系を構築

し、 Cys残基の改変体を解析したので報告する。

まず、 por遺伝子の全コード領域をPCRを用いて

増幅し、発現ベクターpQE-60に挿入して大腸菌で

の発現を試みた。その結果、 PORは可溶性蛋白質と

して大量に発現し、その粗抽出液は、 NADPHと光

とに依存したPchlide還元活性を有していた。

Pchlide還元反応には、 PORのCys残基の関与が指

摘されている。そこで、酵素活性に寄与する CyS残

基の同定を目的として、進化的に保存されている 3
つのCys残基を含む 5つのCys残基各々を Ser残基に
置換した改変体を作製し、大腸菌で発現させて酵素

活性を測定した。その結果、 238番目のCys残基改

変体の活性が減少していた。現在、詳細な酵素化学

的解析を進め、光依存性Pchlide還元反応における
Cys残基の役割を検討している。



3aC09 
好熱性藍色細菌 Synechococcusvulcanusの psbA遺伝

子群の解析

盤固孟主主、福崎信夫、新村良太、田口真由美、

小川隆平(熊工大・応微工)

好熱性藍色細菌 Synechωoccusvulcanusよりクロ

ーン化された光化学系IIの遺伝子群を中温性藍色細

菌、 Synechoc∞cussp. PCC7942内で発現させ、熱安

定なPSII複合体を単離・解析することを目標とし

た。今回はまずPSII反応中心を構成するDlタンパ

ク質をコードするpsbA遺伝子の解析を行った。

Dlタンパク質のアミノ酸配列の保存領域をもと

にして増幅した 288bpの PCRクローンの塩基配列

を解析したところ、 S.叩 lcanusにはそれぞれコード

するアミノ酸配列が異なる少なくとも 3種類の psb
A遺伝子が存在した。これらを PCC7942株の3つ

の psbA遺伝子との相向性に基づいて psbAl，之3と

命名した。各種制限酵素を用いたS.vulcanusのゲノ

ムDNAのSouthem分析では2本のバンドが確認さ

れ、 2つのpsbA遺伝子が密接につながっているこ

とが示唆された。 psbA遺伝子を含む2つの&刀RI
断片 (6.6kb， 4.9 kb)を λgt10の遺伝子ライブラリ

ーよりスクリーニングし、現在配列を解析中である。

予備的解析ではDlと D2ヘテロ二量体の熱安定化

に関与すると考えられた Cys-212の残基はpsbA2，3
遺伝子には見られなかった。

3aClO 
ラン藻 (Synechocystissp. strain PCC6803 )ゲノムの構造解析

金王室二、佐藤修正、小谷博一、田中亜矢子、浅水恵理香、宮

嶋伸行、広沢誠、佐塚隆志、杉浦昌弘1、田畑哲之(かずさ

DNA研、 l名大・遺伝子)

Synechocystissp. strain PCC6803は単細胞性ラン藻の一種で、

高等植物と類似の酸素発生型の光合成を行う。外来のDNAを

用いて形質転換が可能なこと、光従属栄養条件下でも培養でき

ることなどから、光化学系に関する研究のモデル材料として広

く利用されているo 我々はPCC6803のもつ全遺伝情報を明らか

にするために、ゲノム構造解析プロジェクトを進めている。

1995年11月現在、約3.5Mbからなる環状ゲノムのうち75%の領

域の塩基配列を決定した。得られた配列をもとに、既知の遺伝

情報に対するホモロジー検索やコード領域予測プログラム

GeneMarkを用いた解析により、遺伝子領域の同定を行った。

機能を推測できる遺伝子については、ゲノム上の配置や推定i宣

伝子産物の一次構造をゲノムの物理地図や全塩基配列が既に明

らかにされている他の生物と比較した。その結果、これまでに

以下のような知見を得た。

1) ホモロジー検索により光化学系遺伝子 (apcD、a戸沼、

ndhF、petB、戸位、 perF、 F昭氏、 p哩aK、psaM、psb1、
psbM、pslfr、psbU、psbX)のホモログを同定した。

2) WD司repeatをもっ蛋白質をコードしうるORFが複数ある。

3) 5種類の1S様配列(1Scl∞、 IScl20、ISc203、ISc352、

ISc523)を多数同定した。
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D 会場:環境応答1

キーワード:傷害，病害抵抗性，温度応答，温度障害，光応答

第一日目午前 第二日目午前 第三日目午前

開始時間講演番号 開始時間講演番号 開始時間講演番号

8:30 2aDOl 8:30 3aDOl 

8:45 2aD02 8:45 3aD02 

9:00 2aD03 9:00 3aD03 

9:15 2aD04 9:15 3aD04 

9:30 laDOl 9:30 2aD05 9:30 休憩

9:45 laD02 9:45 2aD06 9:45 3aD05 

10:00 laD03 10:00 2aD07 10:00 3aD06 

10:15 laD04 10:15 2aD08 10:15 3aD07 

10:30 休憩 10:30 休憩 10:30 3aD08 

10:45 laD05 10:45 2aD09 10:45 3aD09 

11:00 laD06 11:00 2aDI0 11:00 3aDI0 

11 :15 laD07 11:15 2aDll 11:15 3aDll 

11:30 laD08 11:30 2aD12 11 :30 3aD12 

11:45 3aD13 

第一日目午後 第二日目午後

開始時間講演番号 開始時間講演番号

13:00 lpDOl 13:00 2pDOl 

13:15 lpD02 13:15 2pD02 

13:30 lpD03 13:30 2pD03 

13:45 lpD04 13:45 2pD04 

14:00 lpD05 14:00 2pD05 

14:15 lpD06 14:15 2pD06 

14:30 lpD07 14:30 2pD07 

14:45 lpD08 14:45 2pD08 

15:00 休憩 15:00 休憩

15:15 lpD09 15:15 2pD09 

15:30 lpD10 15:30 2pDI0 

15:45 lpDll 15:45 2pDll 

16:00 lpD12 16:00 2pD12 

16:15 lpD13 16:15 2pD13 

16:30 lpD14 

16:45 lpD15 

17:00 lpD16 

17:15 lpD17 
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laDOl 
Rトプラスミド由来アグロビン合成酵素遺伝子プロモーターの

傷害誘導性

証主霊堂、近藤弘清、猪口雄彦(岡山理科大・生物化学科)

アグロビン型R卜及びオクトピン型Ti-プラスミドのT-DNA上
にはオパイン合成系としてアグロビン合成酵素遺伝子(以後そ

れぞれRトags及ttTi-agsと表記する)がコードされている.

我々は、両ags遺伝子プロモーターの発現特性の比較解析を行

い、前回の本大会において植物ホルモンに対する感受性調査の

結果を報告したが、この調査過程においてRi-agsプロモーター

が葉片を切り出すことにより活性化されることを見出した.今

回は、 Ri-agsプロモーターの傷害誘導性について、 Ri-agsプロ
モーターとGUS構造遺伝子との隊合遺伝子を導入した形質転換

タバコを用いて検討を行ったので報告する.

傷害によるRi-agsプロモーターの活性化は、平常時には活性

の低い薬及び茎において顕著に観察されたが、元身活性の高い

根及びカルスにおいては傷害処理による誘導は見られなかっ

た。また、葉片における傷害誘導は傷害部位に局部的に強く見

られ、傷害に対する全身的応答発現は示さなかった。更に、既

知の傷害誘導性遺伝子における傷害の情報伝達物質としてエテ

レン或いはアブシジン酸、ジャスモン酸が知られていることか

ら、これらの 3つの物質に対する反応性について調査を行つ

た。その結果、いずれの処理によってもRi-agsプロモーターは

活性化されず、むしろジャスモン酸においてはプロモーター活

性の減少を導いた.この事実から、 Ri-agsプロモーターの傷害

誘導経路はこれらの物質を介していないと考えられる。

laD02 
傷害はシロイヌナズナ葉緑体局在ωー3脂肪酸不飽和化酵素

遺伝子 (FAD乃の組織特臭的発現を劇的に変化させる

直直一」亙、，賓田達朗、児玉浩明、西村光雄、射場厚(九

州大・理・生物)

葉緑体局在ω-3脂肪酸不飽和化酵素遺伝子 (FJllJ7)は、緑

色組織に特異的で、かつ光依存的な発現を示し、その調節

は主に転写レベルで行われている(Nishiuchi et al.， Plant 
Mol. Biol. (1995) 29: 599-609)。シロイヌナズナの葉

におけるFJllJ7遺伝子の傷害による応答を調べたところ、傷

害を与えて4碍間後には、 mRNA量が約 2倍に増加した。シ

ロイヌナズナのFJllJ 7遺伝子のFJllJ7プロモーター領域を

GUS遺伝子に結合させた融合遺伝子を導入した形質転換タバ

コにおいて、傷害を与えると、プロモーター活性が葉では

約 2 倍増加するのに対し、茎では 7~29 倍、根では 4~

8倍の顕著な増加が見られた。さらにGUS染色を行うと、傷

害を与えてない場合には葉肉組織や茎の表皮下の緑色組織

にのみ活性が検出されるのに対し、傷害を与えた場合、茎

ではすべての組織で著しい活性が検出され、根では主に維

管束で強い活性が検出された。また花や若い果実おいても、

傷害による強い誘導が見られた。以上の結果は、通常FJllJ7

遺伝子がほとんど発現していない非緑色組織において、傷

害がFAD乃量伝子の発現を著しく誘導することを示している。
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laD03 
傷害により発現が誘導される葉緑体局在型ω-3s旨肪酸不

飽和化酵素遺伝子のタバコからの単離

遺m..i童盤、西内巧、児玉浩明、西村光雄、射場厚

(九州大・理・生物)

ω-3脂肪量産不飽和化酵素は小胞体と葉緑体に局在し、

リノール酸(18:2)からリノレン酸(18:3)への不飽和化を

触媒する。我々は、タバコの棄のcDNAライブラリーか

ら葉緑体局在型ω-3脂肪酸不飽和化酵素遺伝子を単離し

た。推定されたアミノ酸配列のN端側には葉緑体へのシ

グナルペプチドの特徴をもっ領域が存在した。この遺伝

子のmRNAは葉で‘検出されたが、根では検出されなかっ

た。タバコの糞における葉緑体および‘小胞体局在型ω-3

脂肪酸不飽和化酵素遺伝子の傷害による応答を調べたと

ころ、葉緑体局在型遺伝子のmRNA量は傷害を与えて12

時間後に傷害を与えない場合の約2倍に増加した。一方、

小胞体局在型遺伝子のmRNA量は傷害を与えても変動し

なかった。傷害を与えてから24時間後の葉の脂肪酸組成

を測定した結果、主な糖脂質、リン脂質ともにリノレン

酸含量が噌加していることが明らかになった。

laD04 
傷害応答におけるサイトカイニンとMAPキナー

ゼの関与
盟星産主1，5岡本雅次瀬戸秀春佐野浩
大橋祐子5 e筑波大・応生化東亜合成・つく

ば研理研・植物機能奈良先端大・遺伝子，

5農水省・生物研)

植物の傷害応答におけるシグナル伝達機構は不

明な点が多いが，我々は，これに低分子量GTP結
合タンパク質とサイトカイニンが関係しているこ
とを示唆する知見を得ている 1) • 2) 。最近単離さ

れたタバコMAPK(mitogen-activated protein kinase) 
ホモログ， WIPK (~ound-indu回d protein主inase)
遺伝子は，傷害に極めて速く応答する。この遺伝

子を導入した形質転換タバコを用いた解析から，

WIPKがジャスモン酸合成を正に制御する因子で

ある可能性が示唆された 3)。今回，傷害応答にお

けるサイトカイニンの役割をさらに理解する目的

で研究を行った結果，サイトカイニン処理した野

生型タバコでは， WIPK遺伝子転写産物の蓄積の

増加とJAの促進的な蓄積が見られた。植物の傷害

応答におけるサイトカイニンとこのMAPKホモロ

グとの役割について考察したい。

1) H. Sano et al. (1994) PNAS 91，10556 
2) H. Sano & Y. Ohashi (1995) PNAS 92，4138 
3) S. Seo et al. (1996) Science， in press 



laD05 
タバコ培養細胞におけるフェニルプロパノイドによ

るアルミニウム毒性の阻害効果

些盆晶玉、山本洋子、松本英明 (岡山大・資生研〉

アルミニウム(Al)は、 2価鉄 (Fe2
+)とともに脂質過

酸化をひきおこす。この過酸化反応を脂溶性抗酸化剤の

添加によって抑制すると、 A刈1とF巴

されることから』脂旨質過酸化がA刈lとFe2+!にこよる増殖阻害の原

因と考えられる。この場合、細胞内に脂質過酸化を抑制

する物質が蓄積すれば、Al耐性になることが考えられる。

そこで、対数増殖期の細胞 (+P 細胞〉に対してAl耐性

を示すリン酸欠乏細胞 (-p 細胞〉を用いて、細胞内

の低分子フェノール性化合物についてHPLCを用いて比

較検討した。その結果、 +p 細胞に比べ -p 細胞に

は、クロロゲン酸とその類似物質の蓄積が顕著に見られ

た。さらにクロロゲン酸は、 +p 細胞のAl処理時に添加

することによって、脂質過酸化および増殖阻害を抑制し

た。以上の結果より、クロロゲ、ン酸等のフェニルプロパ

ノイドは、抗酸化剤としてAlとF巴勺こよる脂質過酸化か

ら細胞を防御している可能性が高い。

laD06 
タバコ培養細胞におけるフェニルアラニンアンモニアリ

アーゼのアルミニウム耐性との関わり

山主単二E、蜂谷晶子、松本英明 (岡山大・資生研〉

対数増殖期の細胞 (+p細胞〉に比べて、リン酸欠乏細

胞(・P細胞〉は、アルミニウム(刈〉に対して耐性を示

すとともに、抗酸化効果のあるクロロゲン酸及びその類

似物質の含量が高い。これらの物質は、フェニルアラニ

ンアンモニアリアーゼ (PAL)を律速酵素とするフェニ

ルプロパノイド代謝系で合成されることが知られている。

そこで、 +p細胞と-p細胞の粗抽出液を用L、てPAL活性

を比較検討した。幽P細胞のPALの比活性は+p細胞の活

性よりも常に高く、 +p細胞をリン酸欠乏培地で3日聞か

ら6日間培養することによって10倍以上に増加した O

PALの阻害剤であるAIPを添加したリン酸欠乏培地で6日

間培養した場合、 PALの比活性は阻害剤を加えなL、場合

のω%に低下するとともに、クロロゲ‘ン酸及びその類似

物質の含量は著しく低下した。以上の結果より、 PALの

比活性はリン酸欠之によって増加すること、 PALはクロ

ロゲ、ン酸等のフェノール性抗酸化剤を増加させることに

よって刈耐性に関わる可能性が高いことが分かつた。
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laD07 
凍結保存したらベンダー細胞の再培養の方法について

重出一旦、渡辺克美、河合文雄、金森正雄(財、環境

科学総合研)

培養細胞の凍結保存は、遺伝子資源の安定的な保存

法としては有効であるが、融解後の生存率が極めて低

い材料が多いのが現状である。本研究では、凍結保存

したラベンダー細胞の生存率を向上させる目的で、再

培養の方法を改良したので、それについて報告する。

予備凍結法により、液体窒素中に保存した細胞を再

培養する際、 LS培地(アンモニウムイオン20mMを含

む)からアンモニウムを除去すると、高い生存活性が

得られた。凍結傷害を受けた細胞に対するアンモニウ

ムの有毒性についてさらに詳しく調べたところ、アン

モニウム除去培地で 1日培養した細胞は、その後LS培

地に移しても高い生存活性が得られた。一方、 LS培地

で 1包培養した細胞は、その後アンモニウム除去培地

に移しでも、高い生存活性は得られなかった。これら

の結果から、凍結傷害を受けたラベンダー細胞の、ア

ンモニウムイオンに対する感受性は、再培養開始から

2 4時間以内に、なくなるものと考えられる。

またアミノ酸の効果についても検討したところ、あ

る種のアミノ酸は、アンモニウム以上に有毒であった

が、生存率の向上に効果的なアミノ酸もあった。

laD08 
葉に与えた刺激の根の成長速度に対する効果
河野順帆，呉基鳳，松岡英明，根本泰行
(東京農工大・工・生命工学)

植物個体の異なる器官の聞のシグ、ナル伝達機構の解析を目
的として、葉に熱刺激を与えた時の根の成長速度の変化を、
細胞成長自動解析装置(バイオセルトレーサー)を用いて詳
しく測定した。カイワレダイコン CRaphanussativus L.)を材
料として用いたところ、刺激を与える前には約 10μrnlminで
あった根の成長速度が、刺激の 1分後には約 33μrnlminへと
著しく培加した。しかしながら、 5分後には刺激前と同じ成
長速度に戻った。同様の現象がタバコ (Nicotianatabaccum L.) 
においても観察された。しかしながらこれらの実験では、植
物材料は重力方向に対して平行に成長していたものを使用し
ていたために、葉に与えられた熱刺激の熱によって、培養系
全体や植物個体全体が物理的に膨張した可能性が考えられたc

そこで、植物材料を 90度傾けたり逆さにしたりすることによ
って根を Sの字や Uの字の形に曲げて成長させ、熱膨張の効
果を排除した試料を作製して実験を行ったが、まっすぐに成
長した個体と同様の現象が見られた。また、熱により葉の組
織が収縮し、その結果生じた水圧の効果が根の先端に伝わっ
たという可能性も考えられたので、茎を切断することにより
刺激を与えたところ、葉に熱刺激を与えたときと全く同じ現
象が観察された。従って、本研究で見出された現象は水圧や
熱膨張などの物理的な効果が原因となっているのではないこ
とが示された。
現在、どのような種類のシグナルが葉から根に伝わってい

るのかを解析しているところである。



lpDOl 
形質転換タバコにおけるエンドウ PAL遺伝子の発現制御機構

の解析

五社孟卒、森川暁子、 DaliusMichaelzack、 4瀬勇規、白石

友紀、山田哲治(岡山大農)

エンドウのフェニールプロパノイド合成経路の第 鍵酵素を

コードする phenylalanineammonia -lyase遺伝子 (PSPAL)
は、病原菌の攻撃に対する防御応答遺伝子のーつでもある。

PSPAL遺伝子ファミリーのメンバーの」つである PSPALlプ

ロモーターの菌感染による invivoでの発現様式と防御反応

応答に必要なシスエレメントを解析する目的で、 PSPALl プロ

モーター領域の下流にレポーターとして戸グルクロニダーゼ

(GUS)遺伝 fを連結したキメラ遺伝子を構築し、タバコ植物

体に導入した。この形質転換タバコでは、タバコの非病原菌

例p) を接種した周辺の組織で、接極後 24 時間目に無処理

区と比較して 8~9 倍程度の GUS 活性の増高が認められた。

このことから、 PSPALlプロモーター領域に即応答性エレメ

ントが存在すると考えられる。そこで、 PSPALl プロモーター

領域に存在する菌エリシター誘導応答に必須であると考えら

れるシスエレメントの候補の遺伝子改変を行い、 NP J，~，答性を

GUS活性を指標として調べた。BoxII， Box IVを欠除させた

キメラ遺伝子を導入したタバコでは、 GUS 活性は誘導きれな

かったが、 BoxIVを付加させると NP接種により有意に活性

が上昇した。さらに、 BoxII を付加させると、より顕著な活

性上昇が認められた。以上の結果から、BoxIV及び、 Box II 

は即応答性に重要なシスエレメントであり、これらは協調

的に PSPALlの発現を誘導するものと考えられた。

lpD02 
エンドウの防御応答性CHS遺伝子の分子進化

隼雇孟主、一瀬勇規、白石友紀、山田哲治
(岡山大・農)

カルコン合成酵素(CHS)は、植物のフラボノイド
合成系の鍵酵素であり、 UV照射や植物病原菌に対
する防御物質であるイソフラボノイド、あるいは花
の色素成分アントシアニンなどの合成に寄与してい
る。我々の研究室ではこれまで、エンドウの 7つの
CHS遺伝子、並びに 6種類のCHS咽cDNAを単離し、
構造を解析してきた。今回、これらのCHS遺伝子フ
ァミリーのうち防御応答性CHS遺伝子群を同定し、
その構造の特徴、並びに分子進化的な位置づけを行
ったので報告する。エンドウCHS遺伝子のコーデイ
ング領域、プロモーター領域、イントロンの塩基配
列を比較すると、 CHS遺伝子は構造的に 3つのグル
ープに分類できた。更にこの分類はエリシター処理
エンドウ上匹軸から単離されたCHS-cDNAの数を指
標としたエリシタ一応答性による分類と一致した。
即ち、エリシターにより強く誘導されるグループ
(PsCHSl~2)、弱く誘導されるグループ(PsCHS3~.5)、
誘導されないグループ(PsCHS6，乃に分類された。以
上のことからCHSの祖先遺伝子は、エリシターに応
答する防御応答性遺伝子と、非防御応答性遺伝子に
進化の初期に分岐したと推測された。
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lpD03 
エンドウカルコン合成酵素遺伝子のエリシターによ
る発現制御シスエレメントの解析

JLー孟、一瀬勇規、白石友紀、LlI田哲治(岡山大・
農)

エンドウ褐紋病菌由来のエリシターはエンドウカ
ルコン合成酵素(CHS)遺伝子ファミリーのメンバー
の一つであるPSCHSlの転写を誘導する。本遺伝子
のプロモーター解析から、 -242~ ー 182の領域に存在
するAT-richなダイレクトリピート配列がエリシタ一
応答性シス領域のーっとして同定された。しかし、
本配列のみではエリシタ一応答に十分ではなく、こ
の配列以外にもエリシタ一応答性シスエレメントが
存在していると推測された。本遺伝子のー181~+78 
の領域には、他の植物のフェニルプロパノイド代謝
系遺伝子のプロモーター上にも広く保存されており、
エリシターやUVによる発現誘導に関与すると考え
られている保存配列(Box 1， Box 11， G-Box)が存在し
ている。これらの保存配列に塩基置換を導入すると、
プロモーター活性だけではなく、エリシタ一応答性
も低下した。特にBox1あるいはG-boxに塩基置換を
導入するとその効果は顕著に表われた。以上の結果
から、本遺伝子のエリシター誘導応答には、上流に
存在するAT-rich配列とともに、これら保存配列が正
のシスエレメントとして機能していることが示され
た。

lpD04 
エリシター及びサプレッサーによるエンドウフェニ

ルアラニンアンモニアリアーゼ遺伝子の発現制御

虻よ塞弘，一瀬勇規，白石友紀， 山田哲治(岡山
大・農)

エンドウフェニルアラニンアンモニアリアーゼ遺

伝子(PSPAL)の発現はエンドウ褐紋病原菌エリシタ
ーで誘導されるが、サプレッサーでは抑制される。
エンドウPSPAL1遺伝子のプロモーターの近傍には
エリシタ一応答に関与するシスエレメントが少なく
とも3つ (Box1、Box11、BoxIV)存在する。これら
のBoxシークエンスのエリシター及び、サプレッサ一

応答に対する重要性を明らかにするために、それぞ
れのBoxシークエンスを除去或いは増幅したキメラ
遺伝子を構築し、パーティクルガンを用いてエンド
ウ植物体に導入した後、トランジェントアッセイを
行った。 Box11あるいはBoxIVが欠損すると、プロ
モーター活性とともにエリシター応答性が低下した。

しかし、 BoxIV-Box 11のプロモーター活性化への効
果、及び、エリシターやサプレッサーに対する応答性

への効果は、 Box1が3'下流側に存在するときのみ、
顕著に表われた。これらのことから、 BoxIV-Box 11 
とBox1との相互作用が、エリシター及びサプレッサ

一応答性に重要であると考えられた。



lpD05 
ヤクツレマギク培養細胞のCHScDNAの解析

五原民、戸栗敏博1、武田 幸作(東京学芸大学・

生物、 1キリンビール基盤技術研究所)

ヤクソレマギク懸濁培養細胞では、紫外線を含む光照射
によりアントシアニン (Cyanidin3-(6"-
malonyl)glucoside)の生成が誘導される。この現象で、
これまでに、光照射後アントシアニン合成に先だって、
アントシアニン合成関連酵素(PAL，CHS，CHFI，MAT)活
性がいずれも急激に増加すること、その中でCHSは、光
照射により誘導され、鍵酵素的に働いていること、ま
た、 CHS活性の誘導は、 CHS遺伝子の転写レベルの調節
であることが報告されている。
本研究では、紫外線照射後24時間の細胞より cDNAラ

イブラリー(A ZAP II )を作製し、パセリのCHScDNA
(p1f56 )をプロープとし、 CHScDNAのクローニングを

行った。その結果、 7個のクローンを得ることができ
た。これらのクローンには制限酵素部位の異なる2種の
CHScDNA(CHS-a，CHS-b)が含まれていた。それらの温
基配列を決定した結果、 CHS-a・CHS-b共に、 ORFは、
1191bp、397アミノ酸残基であった。パセリの
CHScDNAとの相向性は、塩基配列で74%、アミノ酸配
列で87%であった。またCHS-aとCHS-bの闘では、ヌク
レオチドで97.6%、アミノ酸配列は、全く同ーであっ
た。

lpD06 
エリシター処理により誘導されるカンゾウ培

養細胞の cytochromeP450遺伝子

盟五宜蓋，高橋武美，綾部真一(日本大・農獣医
.応用生物)

マメ科植物は一般にイソフラボン系のストレス

化合物を生成するが，カンゾウ (Glycyrrhiza
echinata)培養細胞ではエリシター刺激によりレ

トロカルコン合成系が誘導される.両生合成系の

分岐には異なる P450が関与し，カンゾウでは

flavone synthase 11 と同ーまたは類似の P450

により中間体 licodioneが生成するぺ今回これ

らの実体を明らかにするため P450遺伝子のク

ローニングを試みた.はじめに P450のコンセン

サス配列を基にプライマーを作製し，イースト処

理したカンゾウ細胞 cDNAライブラリーを鋳型に

して PCRを行った. 8個の P450断片が得ら

れ，そのうちの 2断片は Cyp73ファミリーと

の聞に高い相向性が見られた.他の 6断片は既

知の P450との相向性はなく，新しいファミリー

に属すると推定された.また各 P450の発現様式

を Northernblottingにより解析すると，エリ

シター刺激に対し誘導時間の異なる P450分子種

が存在することが明らかになった.
字 OtaniK et al.(1994) Plant Physiol. 105: 1427. 
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lpD07 
タバコ培養細胞系における糸状菌エリシターによる

細胞死の誘導
主旦J~!P 2、鈴木馨2、 内 宮 博 文 1、進士秀

明 2 (1東大・分生研・細胞機能、 2工技院・生命

研・植物分子生物)

植物の重要な感染防御反応である過敏感反応死に
ついて盛んに研究が行われているが、その分子機構

についてはほとんど知られていない。我々はタバコ

培養細胞系 (XD 6 S)を用いてエリシターシグナ
Jレによって引き起こされる防御反応を解析する過程

において、ある種の糸状菌由来のタンパク質性エリ
シターが細胞死を引き起こすことを見出した。この
糸状菌エリシターをタバコ培養細胞 (XD6S) に

作用させると速やかに 47kDaプロテインキナー

ゼの活性化が起き、活性酸素の発生、防御遺伝子の
発現に続き、さらに細胞死が誘導されることが観察

された。そのときの形態的変化としては細胞質及び

核の縮小が見られた。またタンパク質リン酸化阻害
剤であるスタウロスポリンをエリシターとともに処

理したところ、細胞死が阻害された。一方、同じ糸
状菌エリシターをタバコ培養細胞 (BY 2)に作用
させても、細胞死は起きなかった。

我々はこのXD6Sにおける積極的な細胞死が
過敏感反応のモデル系として有効であると考え、現

在その分子機構の解析を進めている。

lpD08 
タバコ細胞のエリシタ一応答性47-kDプロテインキナーゼの

解析
金杢邑矢野明，進土秀明(工技院・生命研・植物分

子生物)

植物は病原体の侵入に際して抗菌物質の生産、防御遺伝

子発現、過敏感反応、死等の防御応答によって対抗する能力を

有している。このような防御応答の分子機構を解明するため

にタバコ培養細胞においてエリシターシグナルを伝達するプ

ロテインキナーゼの解析を行っている。エリシターによる活

性酸素の発生誘導、防御遺伝子発現といった防御応答の誘導

にはタンパク質リン酸化が必須であることを示し、チロシン

リン酸化によって制御されるエリシタ一応答性47-kDプロテ

インキナーゼを同定した。このキナーゼは、エリシターによ

る防御応答に先だって活性化され、プロテインフォスフアター

ゼ阻害剤(カリクリンA) によって防御応答とともに活性化

される。したがって、プロテインフォスフアターゼによって

制御される47・kDプロテインキナーゼ・カスケードが、エリ

シターシグナルの伝達に関与していると考えられる。この

47・kDプロテインキナーゼのさらなる解析結果及び単離・精

製について述べる予定である。



lpD09 
イネ培養細胞にエリシター活性を示すイモチ病菌β→グルカン
断片
血旦重墓渋谷直人(農水省農業生物資源研)

高等植物では病原菌やウイルスの感染にともなって種々の生
体防御系が動員されることが知られている。本研究室ではこれ
までに糸状菌細胞壁の骨格を形成するキチンの特定のサイズ以
上の断片とともに、イモチ病菌細胞壁3グルカンとその断片
もまた、イネの培養細胞に対して強いエリシター活性を示すこ
とを報告した1)2)。

イモチ病菌(白且旦担且旦 oryz旦~)細胞壁より調製した β
グルカンを、市販酵素標品から精製したエンドβ一1.3グルカ
ナーゼで酵素消化することにより調製したβーグルカン断片混
合物はイネ液体培養細胞 CBL-2)に対して強いエリシター活性
を示したが、1.3β結合の直鎖であるCurd1anの部分酸水解混合
物と、 1.6β結合のgentiopentaose、さらに大豆のエリシター
であるhepta(l-3. 1-6)β-glucosideでも活性は全く認められ
なかった。従って、 8グルカン断片混合物中のエリシター活性
断片は直鎖のβグルカンではなく、しかもhepta(l-3.1-6) s-
glucosideとは異なる枝分かれ構造を有していることが示唆さ
れた。このβーグルカン断片混合物をさらに逆相とイオン交換
クロマトグラフィーにより精製した結果、少数の断片のみが活
性を示すことが確認され、その収量から、それぞれnmo1オータ.
ーで強いエリシター活性を示すことが示唆された。これら活性
グルカン断片の構造について現在検討中である。
!lA. Yamada et a1. Biosci. Biotech. Bi∞hem..57.405(93) 
幻山口武志他、 95年度日本農芸化学会大会要旨集 p99

lpDlO 

イネ培養細胞におけるエリシターに対する

膜電位応答

菊山宗弘，朽津和幸1 渋谷直人1 (放送

大・生物，生物資源研・細胞生理)

イネ培養細胞をエリシタ}処理すると，膜の一

過性の脱分極と， cr -effluxの増加がみられる O こ

の現象はアザイド存在下でも起こることから，呼

吸に依存したものではなく，イオンチャンネjレの

開聞によるものと考えられる。

膜の脱分極のためには外液中の Ca2+の存在が

必要で、あること，アニオンチャンネjレ阻害剤であ

る A-9-Cや DIDSは脱分極を阻害しないことか

ら，この現象は Ca2+チャンネルの活性化による

と考えられる O
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lpDll 
イネ生葉における種々の刺激によるキチナーゼ遺伝
子の発現と細胞間情報伝達機構の解析
斉藤美佳子，野村正太，吉村英尚，根本泰行，松岡英
萌， g言夜干幸子1 (東京農工大・工・生命工学農水
省・生物資源研究所)

植物体内における情報伝達機構を遺伝子レベルで
解析するために、キチナーゼ遺伝子に着目し、エリ
シター(伴アセチルキトオリゴ糖 7量体)、パン
チで穴をあける機械的刺激、及び熱刺激 (116

0

C)の
3種類の刺激によるキチナーゼ遺伝子の発現につい
て分析した。その結果、イネ生葉にエリシターを作
用させると、作用させた部位で、 30分以内にキチナー
ゼ遺伝子の発現が認められた。また、エリシターを
葉の先端一部分だけに作用させると、同一の葉の他
の部分では作用させた場所よりも遅れてキチナーゼ
遺伝子が発現し、その際の情報の伝達速度は約1.0
mm/minであった。同様に、機械的刺激や熱刺激を
与えた場合でもキチナーゼ遺伝子の発現が認められ
たが、その時の情報伝達速度は、機械的刺激の場合
はエリシターの場合と同様に約1.0mm/minであっ
たが、熱刺激のときには約3.0mm/minであること
がわかった。これらのことから、キチナーゼ遺伝子
は異なる 3種類の刺激に応答してその発現が誘導さ
れ、また、他の離れた場所においても誘導されるこ
とが明らかとなった。しかし、その応答ノミターンに
は少なくとも 2種類の異なるものがあることがわかっ
た。

lpD12 
ダイズのpグルカンエリシター受容体の

cDNAクローニング

撞基直笠，柿谷誠，岩松明彦，吉川正明

山岡直人石田功(キリンピーJレ・基盤研，

1北大院・生物科学)

糸状菌(Phy釦'J'h的oramegas，戸，nna)の細胞壁

に由来する pグルカンエリシター(平均分子

量 l万)に結合する蛋白質をダイズ根膜画分

より精製し部分アミノ酸配列を決定、これを

基にライプラリーからcDNAクローンを得た。

大腸菌で全長及び部分長を発現したものはエ

リシターに結合能を示し、 Fグルカン結合領

域が中央1/3にあることを明らかにした。こ

の領域に対する抗体はエリシターとダイス膜

画分との結合ならびにエリシターで誘導され

るダイズ子葉でのファイトアレキシン蓄積を

阻害することができた。このことは当cDNA

は植物抵抗性反応に係わるエリシター受容体

をコードすることを示している。



lpD13 
植物の細胞間における色素分子の移動の電気的制御

左差量去、斉藤美佳子、根本泰行、松岡英明

(東京農工大・工・生命工)

植物が外界から受けたストレスシグナルは、細胞内で

別のシグナルに変換されて、細胞聞を伝達すると考えら

れている。

演者らは、細胞聞での物質の移送に関しての基礎的な

知見を得るために、蛍光色素ルシフアーイエロー(LY)

を指標として細胞聞での色素移送を制御できる系を作

製することとした。植物材料として適度な大きさのクラ

スターを形成するタバコ指養細胞BY.2株を用い、隣接

する細胞のそれぞれに 3チャンネル型マイク口電極を

1本ずつ車IJ入して一方の細胞に色素導入を行った後、 2

つの細胞聞に電場を印加して色素の分布状態を観察し

た。その結果、印加した電場に応じて色素が隣接する細

胞に移送される様子が観察された。

これらの実験では LYは液胞内に注入されているが、

現在、原形質に直接LYを導入する系を開発中である。

lpD14 
ラン藻 Spirulinaplatnsisのアデ二ル酸シクラー

ゼ遺伝子 cyaCの解析
笠原賢j¥屋代久美子，坂本敏夫，大森正之 (東
大・教養・生命環境)

糸状性ラン藻であるSpirulina platensisでは

培地へのcAMPの添加により、運動速度の増加、

呼吸の促進、細胞内のATP量の増加が見られる。

また、細胞を明所から暗所へ移すと細胞内の
cAMP量が増加することが知られている.

S. platensis には少なくとも 3種類のアデニ
ル酸シクラーゼ遺伝子(cyaA， cyaB， cyaC) 
が存在することが遺伝子の全配列または部分配

列によって確認されている。
今回我々はcyaCの全塩基配列を決定した。推

定されるアミノ酸配列の C末端欄には、他のラ

ン藻や動物に見られるのと同様なアデニル酸シ
クラーゼの触媒部位が存在した。触媒部位より

N末端側には、バクテリアにおける環境応答分
子として知らてい二成分制御系タンパク質と相
同な配列が存在した。三成分制御系は多くの場

合、センサータンパク質とレギヱレータータン
パク質という 2つの独立なタンパク質で構成さ
れるが、 cyaCには N末端欄から、レギユレー

タ一、センサー、レギユレーターの順序で並ん

だドメインが存在していた。
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lpD15 
病害抵抗性とイオン変動について (2)褐紋病菌サプレッサー

の種特異的作用 亙亙監阜、豊田和弘、一瀬勇規、山田哲治、

白石友紀 (岡山大農)

エンドウ組織を褐紋病菌 (M.pinoas)エリシター (E)で処

理すると、処理液中には Na¥K'の急速な増加、及び pHの一

時的な低下とそれ以降の上昇が認められた。これらの変動はエ

ンドウの防御応答を抑制する薬剤や褐紋病菌サプレッサー (s)
により抑制されることから、イオン変動と防御応答発現との衛

接な関係が示唆された。そこで、非宿主植物であるササゲを用

いてイオン変動を調べた結果、ササゲ組織においても E 処理

後15秒以内に Na¥K'の増加、及び pHの低下と引き続くヒ昇

が認められたo Na" K'の変動と pHの上昇はモネンシン、ナ

イジェリシン及びNa'チャンネル阻害剤の共存下で抑制された

が、グラミシジン D、パリノマイシン及び K'チャンネル阻害

剤では抑制されなかった。 一方、 sが共存しでもこれらの変動

は抑制されず、逆に S単独処理においても Eと同様な Na二Kφ

の変動が誘導された。ササゲのファイトアレキシン(キイピト

ン)蓄積に及ぼす sとこれらの薬剤の影響を調べた結果、イ

オン変動を抑制する薬剤lとEの共存下では蓄積が抑制され、 S

処理においては逆に誘導された。以上の結果からイオン変動、

特に Na'の初期変動は植物防御応答と密接な関係があること、

さらに sはこれらイオン変動に対しでも稜特異的作用を示す

ことが明らかとなった。

lpD16 
百 1V感染による壊死病斑形成における

エチレン合成の重要性

本皇室弘、瀬尾茂美、山下聡、古賀正明、
大橋祐子(農水省・生物研)

タバコでは、病原体感染に伴う壊死病斑形成時
にエチレンの誘導が起こることが知られている。

我々は、エチレンの合成と病斑形成との関連を明

らかにするために、 TMV抵抗性タバコ (Ni∞tiana
tabacum cv. Samsun NN) で同調的に境死病斑を形
成させる系を用いて、エチレン生成量の時間的な

変化を詳細に解析してきた。その結果、単にエチ

レンが病斑形成の結果として産生されるのではな

く、病斑の形成に促進的に働く可能性があること

を桔抗阻害剤のlつである2，5-norbomadiene (NBD) 
を用いた実験などから明らかにしている(第四回

日本分子生物学会年会)。
今回、エチレンが病斑形成にどのように関わっ

ているのかをより明らかにするために、 TMVに感
染させたタバコ葉をエチレン合成に促進的/阻害

的に働く様々な薬剤で処理した場合に、病斑ので
き方にどのような変化が見られるかをこの時期に

発現するエチレン合成関連遺伝子やエチレンによ

って誘導される抵抗性関連遺伝子の発現とともに

詳細に調べたので報告する。



lpD17 
ウイルス感染がヒヨドリパナの光合成に及ぼす影響

舟山幸子、寺島一郎(筑波大生物科学)

キク科の多年生草本ヒヨドリパナ (Eupatorium

makinoi) によく見られる葉脈黄化症状は、

gemInlVlrUSの一種によるウイルス病被である。本研

究では、このウイルスに感染したヒヨドリパナの葉

の光合成特性について調べた。

感染葉の光合成速度は非感染葉に比べて、弱光下

で、は有意に低かったが、飽和光下では同等であっ

た。弱光下における光合成速度の低下は、クロロフ

ィル含量の減少にともなう光吸収率の低下のためで

あった。また、感染葉は非感染葉に匹敵する量の

RuBPCaseを持ち、これによって非感染業と同等の

最大光合成速度が維持されていることが示唆され

た。

感染葉におけるクロロフィル含量の減少は、集光

性クロロフィルa/bタンパク (LHC)の量が著しく

減少していたためであった。以上から、ウイルスに

感染したヒヨドリパナは、 b-lessmutantに類似した

光合成を行っていることがわかった。

2aDOl 
高温ストレスによる、蛍光強度Foレベルの上昇
山根由裕、菓子野康浩、小池裕幸、佐房副彦(姫路工業大学・

理・生命科学)

植物の生葉に高温ストレスを加えると、クロロフィル aか
ら発光される蛍光の強度が変化する。それらの変化のうち、

F 0 (PS rr反応中心が全て開いたときの蛍光強度)のレベル

は、高温ストレスがかかるにつれて上昇する。このことにつ

いては、 LHCIIの解離、 P醐反応中心の熱失活、 QAかGQB

への電子伝達の阻害など、様今な原因が提唱されているが、

まだ確立した説にはなっていない。本学会では上記の原因の

うち、どれがFo上昇の主原因なのかをホウレンソウを材料に

行った実験結果を報告する。
タンパク質の動きを抑える、チラコイド膜のグルタルアル

デヒド処理の効果は、 Foの上昇に何らかのタンパク質の動き

が関与していることを示唆した。 QAの酸化剤、フェリシアン

化カリウムの効果から、 QAの酸化還元レベルの変化の寄与は

ないことがわかった。また、チラコイド膜をフレンチプレス

処理によって、グラナ両分とストロマ画分に分配し、 F。上昇
を観察した。以上の結果を踏まえ、 Foの上昇の原因について

考察する。
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2aD02 
ヤナギ科植物の雄花で発現するDnaJhomolog 

;M皐孟、篠原健司(森林総研)

大腸菌DnaJは熱ショックタンパク質であり、 DnaKとともに
分子シヤベロンとして機能する。既に報告したように、パッ
コヤナギ(Salixbalcko)由来のヒト雄性決定因子SRYに類似した

4種類のDNA断片のうち、 SB12はSRYだけでなく、塩生植物
Atriplex nummulariaのANJ1(DnaJhomolog)に高い相向性を示

し、雄花しかも雄ずいで特異的に発現する。今回は、 SB12の
cDNAクローンの構造と発現特性について報告する。

cDNAライブラリーの作製には、 SB12の発現量の多いカワ

ヤナギ(Salixgilgiana)雄花のpoly(A)+RNAを用いた。単離した

cDNAクローン(SGJl)はほぼ完全長のmRNA(1.7kb)の情報を持
つものの、 3つのイントロンと考えられるDNA配列を含む前
駆体mRNAに対するcDNA(2555bp)であった。このイントロン

と考えられる領域を除いてANJlと比較すると、塩基配列で

69%、アミノ酸配列で72%の相同性を示した。 SGnタンパ
ク質はN端にJ-domain、G/F領域、 CXXCXGX(G)の4回繰り返

し配列、 C末端にQCAQQ配列というDnaJ-likeタンパク質に特
徴的な構造をもっていた。 SGJlはパッコヤナギと同様に、雄
花で特異的に発現し、葉、若い枝、根、雌花での発現のレベ

ルは低かった。また、カワヤナギの挿し木を用い、

SGl1mRNAが熱ショックや塩ストレスにより誘導されるか検

討したが、 ANJlと異なり、これらのストレスにより顕著に誘

導されることはなかった。以上の結果は、 SGJlがANJlと異な
る機能をもっDnaJhomologである可能性を示唆している。

2aD03 
好熱性ランソウミynechococωsvu/canusのHSP60及び

HSP16の解析

Sanjit K. Roy，田中直樹，生主主.槍山哲夫

(埼玉大・王室・分子生物)

我々は好熱性ランソウ砂nechococcusvu/canusの熱

ショック蛋白質 (HSP)として高温で顕著に蓄積する

いくつかの蛋白質を見出した。最も顕著に蓄積する

HSP60 (GroEL)に関しては， 2種類の遺伝子 (groELl 

と groEL2)を単離し解析してきた。最近 SDS-PAGE
の条件を詳細に検討することにより， N-末端のアミ

ノ酸配列は GroEL1とほぼ同じだが，ペプチドマッピ

ングのパタンが異なる非常に近接した大小 2本のバ

ンドが検出され，そのうち小さいバンドのみが熱シ

ョック (500C→630C)により特異的に発現されるこ

とが分かり ，groELlとよく似た別の遺伝子の存在が

示唆された。一一方分子量 16，000程度のバンドがやは

り非常に特異的に熱ショックにより誘導された。常

温性ランソウ Synecho(うほtissp. PCC6803でも同様なバ

ンドが見られN-末端アミノ酸配列は互いに相向性が

あった。更に内部のアミノ酸配列には高等植物や酵

母などで報告されている分子量 2万前後の小型熱シ

ョック蛋白質のものとかなりの相向性が見られた。



2aD04 
好熱性ランソウ Synechococcusvulcanusの熱ショッ

ク蛋白質をコードする遺伝子groELl及びgroEL2の

解析

田中直樹，イ中本準，槍山哲夫(均五大・3里・分子生物)

我々はこれまでに大腸菌の groELと相同性をぷす

二つの遺伝{-(groALlとgroEL2)を Synechoωccus

vulcanusからクローニングし塩基配列や発現調節を

調べてきたogror.，'Llの上流にはgroESが存荘しgroEI"

と共転匂されたが，groEU は単独で千五在していた。

また groEL2の仁流には大腸菌の熱ショックプロモ

ータ類似の配列が見出されたがgroES/groELlオペロ

ンには見られなかった。いずれの遺伝子も熱ショッ

クによって発現が誘導されるが，転写・翻訳産物の

蓄積量は顕著に異なり別々の調節機構の存在が示唆

された。これら遺伝子を大腸菌の温度感受性変異株

(groEL 欠損)に組み込み，高温耐性~ll復を調べた
ところ ，groE;.，Tlオペロンを組み込んだ蘭は高温耐

性を回復したが，groEUを組み込んだ菌は発現して

いるにもかかわらず高品耐性回復は見られなかった。

よってこのランソウの GroES及び GroELl蛋白は大

腸菌の高温耐性に寄与すること及びその熱シヨヅク

プロモータは大腸菌でも機能すると結論した。

2aD05 
コムギカタラーゼのcDNAクローニング

猿山晴夫、松村健(北海道グリーンバイオ研究所)

我キは、イネの発芽、伸長時における低温耐性に、活性酸

素除去系酵素のカタラーゼ (CAT)が深く関与している事を明

らかにした (1，2)。一方、コムギは、イネでは発芽が見られな

い低温下(5 "C)においても、発芽、伸長が見られる。またチ

ホクコムギでは発芽、伸長に伴いカタラーゼ活性が、イネに比

べて著しく上昇することや、低温処理(5"C， 7日)されたイネ

S民rli ngc乃カタラーゼ活性は減少するが、チホクコムギのそれ

はほとんど影響を受けないことを見いだしている。

この様な結果から、コムギカタラーゼ遺伝子をイネに導入、

発現させることにより、イネの低温耐性能の改良が可能である

と考え、コムギカタラーゼ cDNAのクロ一二ングを行った。す

でに報告されている幾つかの植物カタラーゼのアミノ酸配列の

相同性領主義からプライマーを作製し、コムギ genomicDNAを

鋳型として PCR;:去により 0.4kbpの増幅断片を得た。 それを

プロープとして、コムギ cDNAライブラリーをスクリーニン

グし、 12個のポジティブクローンを得た。それらの中の1つ

は 492偶のアミノ酸から成る翻訳領織が認められた。この配

夢IJを他の植物(イネ、 トウモロコシ、ジャガイモ、ワ夕、アラ

ビドプシス、タバコなど)のカタラーゼと比較したところ、ア

ミノ酸レベルで 67-85%という高い相向性が示された。

(1) Saruyama and Tanida， (1995) Plant Science， 109: 105 
113 

(2) Tanida， Breeding SCience， in press. 
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2aD06 
トランスγェニリイネでのコA:f紗ラーi(cDNAの発現

訟誼盤、田林紀子、鎌形泰代、猿山晴夫(北海道グリーンバイ

オ研究所)

我々は、遺伝子組換え操作により低温耐性のイネを作出する

目的で、コムギカタラーゼ遺伝子(pWCAT6-22)をクローニ

ングし、イネへの導入、発現を鼠みた.導入遺伝子には、

白MV3SSプロモーターの下流に pWCAT6-22を発現方向に

挿入したクローン plNCAT39とアンチセンス方向に挿入した

クローン pTNMを作製した.これらの遺伝子をエレクトロポ

レーション法によりそれぞれイネプロトプラストへ導入した。

導入後のプロトプラストは、ハイグロマイシン耐性を指標に選

抜し、それぞれ S6個体、 13個体の再分化個体を得た. サザ

ン解訴で pTNA4の導入が確認された形質転換体の葉をnative

PAGEとカタラーゼの活性染色i去により解析した結果、イネカ

タラーゼバンドの減少は認められなかった。一方、 plNCAT39

を導入した個体の棄を同様に解析した結果、コムギカタラーゼ

に相当する位置にバンドが検出された.これらの個体の葉のカ

タラーゼ活性を測定した結果、非形質転換イネの約4傭量の活

性を持つ個体も確認された。

2aD07 
IN VIVO ACTION OF GL YCINEBETAINE IN 
ENHANCING THE TOLERANCE TO HIGH AND LOW 
TEMPERATURE 
patcharaDorn DESトiNIUM1，2，Zoltan GOMBOS1， Yoshitaka 

NISHIYAMA 1， Norio MURATA 1，2; 1 Dept. Regulation Biol.， 
Natl. Inst. Basic Biol.， Okazaki 444， Japan， 2Dept. Mol 
Biomechani悶s，Grad. Univ. Advanced Sludies， Okazaki 444， 
Japan 

The cyanobaclerium Synechococcus sp. PCC 7942 was 
translormed wilh Ihe codA gene lor choline oxidase under 
control 01 a constilulive promoler， and Ihis translormation 
r自nderedIhe cyanobaclerial cells 10 accumulale glycine-
belaine in Ihe cytoplasm and 10 be loleranl 10 sal!. In Ihe 
presenl sludy， we report the effect 01 accumulalion 01 
glycinebelaine on Ihe lolerance 10 high and low lemperalure 
slresses. The Iranslormed田 IIsgrew well al 420C and 200C al 
which the growth 01 wild-type cells was remarkably retarded 
We lound thal pholosynthesis 01 Ihe Iranslormed cells was 
more tolerant 10 low lemperalure and low-Iemperalure 
pholoinhibilion Ihan Ihose 01 Ihe wild-Iype伺 IIs，wh自『自asils 
sensilivily 10 high lemperalure was nol aff白cled by Ihe 
Iranslormalion. In parallel wilh Ihe improvemenl 01 Ihe low-
lemperalure loleranωin Ihe Iranslormed cells， Ihe lipid phase 
transition 01 plasma membranes lrom liquid-crytalline slale 10 
the phase-separaled slale shifted toward low lemperature 
However， Ihe ∞mposition 01 latty acids and prolein patt自rns01 
Ihe plasma m自mbraneswere nol affecled by Ihe Irans-
lormation. These resulls suggesl Ihal the accumulal自d
glycinebelaine in the cytoplasm inleracled Ihe lipid mem-
branes and decreased the lemperalure lor phase Iransilion 
This lurned 10 Ihe enhancement 01 tolerance 10 low 
temperalure in Ihe Iranslormed cells. 



2aD08 
低温感受性植物の低損光阻害からの回復
園並金重量、石橋百枝、渡辺昭(東大・院・理・生物科学)

キュウリなどの低温感受性植物は低温にさらされると光
合成能を失なうが、この失活は弱い光照射により大きく促
進される。とれは低温で光化学系 Iが選択的に光阻害を受
けるととによる。この光合成の失活は、系 Iの電子受容体
として鋤く鉄イオウセンターの破壊の他に反応中心サプユ
ニットの分解を伴う。このことは、光合成は低温光限害を
受けると新規にタンパク質が合成されるまで回復しない ζ

とを示唆する。そこで、低温感受性植物の低温による光合
成阻害からの回復を調べるため、インゲンを材料に用いて、
生薬での低温処理後の系 Iの反応中心クロロフィル
( P-7∞)量および系 Eの量子収率(Fv/Fm )の変化を、
パルス変調による in vivoでの蛍光測定と吸収測定によっ
て迫跡した。その結果、 3.5 'cにおいて 5時間 180μ

mol/m a /8の光で処理した業では、系 Hが1日以内に回復
するのに対して系 Iは回復に 3-4日かかることがわかっ
た。より低温の1.5'cの処理では、系 l、系 Eともに回復

は非常に遅くなった。また、どちらの処理でも残存する
P-7∞の酸化には、未処理の場合より強い励起光が必要で
あった。このような低温処理からの回復の特徴を、系 Eの

光阻害からの回復と比較検討して報告する。
なお本研究は新エネルギー・産業技術総合開発畿構

仰EDO)/財団法人地球環境産業技術研究機構 (RlTE)の研
究委託により行われたものである。

2aD09 
C阻 LUNG・RESISTANT PLANTS EX日BITRAPID 
RECOVERY FROM LOW-TEMPERATURE 
PHαrOINl召BITION
AUA. ByoungYongMOON， NorioMURATA; 
Department o(Regulation Biology， National Institute for 
Basic Biology， My吋aiji，Okaza.ki，制4Ja伊n.

chilling-resis刷 tplan匂 havef;ωter recovery th印刷l1ing-
sensitive pl組 ts.Furthennore， transgenic to凶.ccopl叩 tsin 
which chilling se凶 i伽 itywas enhanωd by transfonnation 
with cDNA for glycerol-3・phosphateacyltransferase from 
squash， showed slower recovery from low-temperature 
photoinhibition由加 wildtype tobac∞plants. Presence of 
chlorampheni∞l∞mple低lybl∞ked白erecovery pl'ωess 
indicating血atre∞very pr'∞ess is supported by active 
protein synthesis. Sincecrulling-resistarif plants have high 
levelsof fatty-acid unsaturation of phosphatidylglycerols 
in their membrane Iipids， we suggest that their ability to 
recover fast from low-temperature photoinhibition is 
伺 Uぉdby high level of fa町 acidsun削 uration.
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2aDI0 
ホウレンソウのステアロイルーACP-不飽和化酵素
cDNAを導入したタバコにおける低温感受性の改変

盟随鑑去，菊地美穂今井博之 2西田生郎 3村

田紀夫(西東京科大・バイオ甲南大・理・生物，

2東大・理学系大学院・生物 3基生研)

RaisonやLyonsらによって、低温障害の
Primary eventは生体膜における脂質の相転移である
という仮説が提唱された。この仮説に基ずき村田・
西田らは生体膜脂質の不飽和度を高めた形質転換
植物を作出した。これらの植物は対照植物に比べ
明かに低温耐性になっていることが示された。我々
はステアロイルーA白一不飽和化酵素が高等植物
のC18脂肪酸へ最初に不飽和結合を導入する酵素で
あり、生体膜における脂肪酸の不飽和度を制御す
るキ一酵素であることに注目した。本酵素のcDNA
をホウレンソウより単離し、 CaMV35Sプロモータ
の下流に結合し、タバコに導入した。実験植物の
低温耐性は形質転換植物の自殖種子を発芽させた
幼植物を用いて評価した。その結果、本酵素の
cDNAを導入したタバコは非形質転換タバコおよび
pBI121を導入した植物に比べ、明かに低温耐性を
獲得していることが示された。なお、これらの植
物における脂質分析は現在調査中である。

2aDll 
クロレラ日A蛋白質の凍害防御機能及び酵母での発

現

杢盛畳二，小田祐一，大山加奈恵，波多野昌二(九
州大学・農学部・食糧化学工学科)

演者らはクロレラ(Ch/orellavulgaris C・27)の耐凍性

獲得に強く関与すると考えられるHIC6(LEA)蛋白質

について報告してきた。今回，回A蛋白質をコード

するhiC6遺伝子を大腸菌で発現させ，それに対する

ポリクローナル抗体を作製し，クロレラの可溶性蛋

白質に占めるHIC6蛋白質の割合及び凍結に不安定な

酵素に対するHIC6蛋白質の保護作用について検討し

た。さらに，hiC6遺伝子を導入することにより酵母

への耐凍性付与を試みた。

その結果， EUSA法によるクロレラ中でのHIC6蛋
白質の量は，ハードニング24時間目に可溶性蛋白質

の約2.8%を占め，また， Westem blottingの結果もそ

れを支持した。本蛋白質はLDH、MDHに対して強い

保護作用を示し， LDHに対する凍害防御効率はスー

クロースの約3.0x107倍，BSAの約7倍であった。ま

た， HIC12 (HIC6と異なるLEA)蛋白質の添加により

その効率は高まった。さらに，形質転換酵母の凍結

耐性は的遺伝子導入により，約40%向上した。



2aD12 
イネ蔚に局在するオリゴ糖の冷温処理による変動
且出鍵本邸、刈屋圏男、箱山 晋、小池説夫1、渋谷直人】(農

水省・北海道農試、 1農水省・生物研)

作物の障害型冷害の発現機構を解明するため、イネ蔚の生理

生化学的解析を行うなかで、アラビノガラクタンプロテインの
糖鎖構造に類似のオリゴ糖が蔚に特異的に蓄積し、また冷温下
でその濃度が減少することを認めた。この糖の冷害発現機構へ

の関与を調べるため、耐冷性の異なる品種を用い、低温処理に

よる蔚の糖濃度の変動を調べた。

[方法]はやゆき(耐冷性極強)、ゆきひかり(強)、きらら
397 (やや強〉、しまひかり(やや弱〉、豊光(弱)、 YM56-1

(弱;北海道立農試、菊池治巳氏より分譲)の6品種を用い、
ファイトトロン(昼間250C，夜間WC)にて育成した。低温処

理は穂ばらみ期に120Cで4日間行った。蔚はピンセットで採取
し、生重の浪IJ定はミクロ天秤で、糖類の定量はDIONEXHPLC

により行った。
[結果] 蔚生重は耐冷性強の品種ほど重く、これは、花粉数

が多い大型の菊を持つ品種ほど耐冷性が高いとする従来の知見
に一致するものであった車。一方、蔚の発達に伴う糖濃度の変

動パターンは6品種で類似していたが、低温処理によるオリゴ
糖濃度の減少には品種間差が認められた。以上の結果より、約

の大きさと共に、冷温によるオリゴ精濃度の減少が品種の耐冷

性発現に関連していることが示唆された。
'Satake， T. (1991)Japan. J. Crop. Sα. 60 (4) : 523-528 

2pDOl 
アラスカエンドウおよびシロイヌナズナの赤色光

および青色光信号伝達の解析

浜田徹、田中紀史、広川隆将、蓮沼仰嗣 (横浜

市大・木原生研)

暗発芽アラスカエンドウの上脹軸の粗膜分函を

用いて光信号伝達の解析系をたてた。赤色光およ

び青色光により、 ATP，GTPの結合活性の上昇を示

す数種類の蛋白質をまとめる。また従来15kDa蛋

白質として報告してきた18kDa蛋白質はアラスカ

エンドウで7種類は存在し、赤色光はそのうちの2

つのリン酸化を増大する。青色光も 18kDa蛋白質

のリン酸化を増大する。シロイヌナズナの暗発芽

下駐軸を用いて、野生株、 hy2(フィトクロム発色

団)、 hy4(青色光受容体)変異株に赤色光、また

青色光を照射し、暗黒対照とその18kDa蛋白質の

リン酸化活性を比較した。これらの光は野生株で

はリン酸化は増大するが、 hy2，hy4では変化しな

かった。 hy4遺伝子をシロイヌナズナから単離した。

それをプロープとしてアラスカエンドウの相同の

cDNAの単離を試みている。
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2pD02 
アラスカエンドウ問自言明記劃こ関わる18kDa蛋白質内解析

田中紀史、野口貴文、蓮沼仰嗣(横浜市大・木原生研)

アラスカエンドウから赤色光・近靖~光によりリン酸

化のパタ}ンカf変化する 2つの18kDa蛋白質を同定した。

これらは、膜画分では赤色光によりリン酸化が上昇し、

近赤外光によってリン酸化カマTち消された。一方、可溶

性画分では赤色光によってリン酸化が上昇したが、近赤

外光による明確なリン酸化の抑制を受けなかった。

18kDa蛋白質を精製し二次元電気泳動で染色を試みた。

この時リン酸化シグナルと一致するスポットは見出せな

かったが、同分子量付近に染色される複数の蛋白質群を

見出した。これらは溶液中における反応系ではリン酸化

が確認できないが、電気泳動f麦PVDF.膜上で自己リン酸化

した。また、最も強く染色されるスポットをアミノ酸シー

クエンスした結果NDPキナーゼlであった。そこでt加DP

キナーゼ抗体を用いて免疫沈降を行った結果、沈殿函分

より 18kDa蛋白質のリン酸化活性が得られた。 18kDaタン

パク質、 NDPキナーゼ 1ともリン酸化残基がNierとp.ηr

であり、これより 181仇タンパク質はNDPキナーゼか、も

しくはNDPキナーゼと相互作用する蛋白質と考えられた。

2pD03 
光照射に伴ってリン酸化の充進される蛋白質の解析
返盟盈、蓮沼仰嗣l、山崎俊正、小松節子

(農水省生物研、 l横浜市大木原生研)

植物の成長、分化の過程において光信号が重要な役
割を果たしている。これまでに、双子葉植物であるシ
ロイヌナズナ、アラスカエンドウにおける光信号伝達
の解析を報告してきた。今回更に一般性を求めるため
に、単子葉植物であるイネを用いて、光信号伝達の解
析を行ったので報告する。暗所で育成させた IO日目の
イネ(Qn:盈盟国し)に50/1mol /m2/secの赤色光を60

秒照射したあと、地上部を採取した。蛋白質を抽出後
超遠心分離法により可溶性画分と膜画分を得た。それ
ぞFれの画分に4xIO.8Mの[y_32P]ATPを加え、氷中で10
秒間リン酸化後、二次元電気泳動によりリン酸化パタ
ーンを比較した。その結果、赤色光により 2種類の等電
点の異なる分子量15kDaの蛋白質のリン酸化が允進さ
れることを見い出した。これらの蛋白質のリン酸化は
光量 (2，IO， 50μmol/m2/sec)に依存しており、膜函分
と可溶性画分のいずれにも存在するが、主に可溶性画
分に存在することが明らかになった。現在この蛋白質
の特性を解析中である。



2pD04 
アラスカエンドウにおけるヌクレオシド二リン酸キナー

ゼ遺伝子の単離及び解析

亙旦童卒、田中紀史、蓮沼仰嗣(横浜市大・木原生研)

ヌクレオシド二リン酸キナーゼ(NDK)は各種生物におい

て多様な機能を保持しており、信号伝達に関与している

ことが示唆されている。我々は、アラスカエンドウで光

信号によってリン酸化の上昇がみられる18kDaタンパク質

がイネの抗ND回先体と交叉反応することを見出した。そ

こで、アラスカエンドウの光信号イ云達におけるNDKの機

能解析にためNDKのcDNAの単離を行った。アラスカエン

ドウでは、 NDKl、NDK2の2種類ののNAカ覗に単離されて

いるが、我々は、暗発芽アラスカエンドウ上匪軸第三節

聞から赤色光照身材麦、cDNAライブラリーを作製し、これ

らとは異なる新たなNDKのcDNA(PNDKNl)を単離した。塩

基配列の解析から、 PND悶 1は、 NDKlと10塩基異なり、

予測されるアミノ酸配列の比較では、 lアミノ酸残基のみ

異なっていた。現在、我々が精製したNDKl様タンパク質

のアミノ酸配列とPNDKNlの予測されるアミノ酸置別の対

応関係の確認及び新たなNDK遺伝子の単離をアラスカエ

ンドウとシロイヌナズナでf子っている。

2pD05 

フィトクロムと相E作用するタンパク質の解析
箆室 rg、嶋田嵩史(大阪府大・先鋪科学研〉

植物の生育にとって重要な光環境情報の受容体
であるフィトクロムの光情報伝達機構はまだ明らか
にされていなし'0これまでに、フィトクロムの光情
報受容の入り口(PhyAの光化学反応〉についての
知見は集積レつつあり、その出口である生理反応に
閏レては数十年の蓄積が有り、最近では遺伝子組み
替えを用いた研究からその情報量は飛躍的に増大レ
つつある。にちかかわらず、両者の聞の情報伝達機
構に関レては、 G蛋白質、プ口テインキナーゼ、あ
るいはカルシウムー力ルモジユリン系等の関与を示
唆する結果が断片的に報告されているだけである。

我々は、この点を入り口側から掘り進むべく、
PhyAと直接相E作用をレて情報を受け取る分子の

単離、同定を目的として、ますフィトクロムと相互
作用するタンパク質の解析を始めた。

今回、エンドウ黄化芽生えの粗抽出液の超遠山
上清中の PhyA分子と結合する蛋白質を、エンドウ
PhyA分子をリガンドとしだアフィ二ティークロマ
トグラフイーと 2価架橋試薬によるクロスリンキン
グにより横索を行い、 P frで特異的に相E作用すると
考えられるタンパク質に関する初歩的な結果を得た

ので報告する。
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2pD06 
クロレラの碕酸取り込みに対する青色光の役割j

担盆盟皇(帝京大・薬・化学)

クロレラ(血担re旦旦 kessleri)の白色変異体に青
色光・近紫外光(以下青色光と略)を照射すると硝酸
還元酵素が活性化されアンモニアの生成が顕著にな
る。アンモニアはクロレラのアミラーゼ・フォスフ
ォリラーゼの活性化因子であり、その結果青色光に
よるデンプン分解・呼吸の促進が引き起とされると
考えられる。

今回クロレラの野生株を用いて碕駿の取り込みを
検討した結果、硝酸の取り込みは光合成に有効な赤
色光下では起とらず{暗中のレベルと同じ)、青色光
が必須であるととを見いだした。また、青色光によ
る碕駿取り込みが起乙る初期にメディウムの酸性化
が誘導される。すでに、 この青色光によるメディウ
ム酸性化は外部メディウムpH5.5近辺で顕著になり、
パルス照射でも認められるが、赤色光下では起こら
ず、パナジン酸 (V205・NaョV04)により阻害されるこ
とを認めている。クロレラは硝酸をH+-sy圃portで取
り込み、メディウムpHが酸性域 (pH5.5近辺)で顕著
な取り込み能を示す。これらの結果からクロレラで
の青色光による碕酸取り込みと、青色光4こよる外部
メディウムの酸性化現象の関連を議論する。

2pD07 
気孔孔辺細胞における青色光に依存した蛋白質の脱リン酸

化

率五鋒盟L島崎研一郎(九州大・理・生物)

青色光照射により気孔が開孔する時、孔辺細胞原形質膜

に存在するプロトンポンプが活性化されることが知られて

いる。これまでの研究から、青色光に依存した孔辺細胞プ

ロトプラストからのプロトン放出は、カルモジエリン依存

性ミオシン軽鎖キナーゼ (MLCK)の阻害斉IJにより阻害さ

れ、蛋白質のリン酸化反応の関与が示唆されている。そこ

で、ソラマメ孔辺細胞プロトプラスト懸濁液に32Piを加え

青色光に依存したプロトン放出がおきる条件で蛋白質リン

酸化反応を調べた。リン酸化蛋白質の検出は 2次元電気泳

動により蛋白質を分離後オートラジオグラブィーにより行

なった。その結果.分子量約 100kDaの蛋白質が青色光照

射により脱リン酸化された。この蛋白質の脱リン酸化は

MLCKの阻害剤IJML-7 (100μM)により阻害されるが、

ブロテインキナーゼ Cの阻害剤 H-7 (200μM)では阻害

されず、 MLCK様の酵素により活性化される蛋白質脱リン

酸化酵素の関与が示唆された。また青色光依存した脱リ

ン酸化は繰り返し起こることも明かとなった。以上の結果

より、 100kDa蛋白質の音色光に依存した脱リン酸化は青

色光の受容からプロトンポンプ活性化に至る情報伝達に関

与しているものと推察される。



2pD08 
葉緑体の弱光定位運動:マイクロフィラメントによる葉
緑体の捕捉
董夏静、直主豊畳、永井玲子 (大阪大・理・生物)

淡水産の単子葉槌物であるオオセキショウモの葉の表
皮細胞中の葉緑体は、弱光条件下で、葉の表面に沿った
細胞質層(細胞上面)に集合する。この弱光定位運動の
光受容にはフィトクロムと光合成色素とが関与している ε

P frの存在下に葉緑体の運動が促進されることにより、
細胞上面と側面との閣での葉緑体の移動量が増大する。
ぞの後、細胞上回の葉緑体は光合成に依存して運動性を
失い、そこにとどまる。葉緑体が細胞上面に捕捉される
機構を知るために、マイクロフィラメント (MF)の分
布の変化を調べた。アクチンのクロスリンカーとして使
われる MBSで細胞を前処理した後、 FITCーファロ
イジンにより MFを染色した。 12時間以上暗順応させ
た細胞の細胞上面のMFは網目状の分布を示した。 5分
間の赤色光 (650皿、 0.4Wj皿2)照射後、細胞を 40分間
暗黒に置くと、 MFの構築は葉緑体の周りを取り囲むよ
うに変化していた。この変化は赤色光照射終了後 10分
から始まり、葉緑体の運動量の減少に先行して起こった C

MFで取り囲まれた葉緑体は、著しく遠心されにくくな
るが、サイトカラシン処理により MFが切断されると、
赤色光照射前の状態に戻った。以上より、葉緑体はM F
の構築変化により運動性を失い、細胞上面に捕捉される
と結論した。

2pD09 
光合成遺伝子 RBCS組織特異的発現撹乱シロイヌナズ

ナ突然変異体res，ces，および des
丹羽康夫，菅原由行司鈴木朗範，栂根一夫，小林京

子，小林裕和 (静岡県立大・生活健康科学)

分子遺伝学的解析に適したシ口イヌナスナ

(Arabidopsis thaliana)を用い， (1)根組織光合成遺伝子

発現促進， (2) 脱分化細胞光合成遺伝子発現促進司およ

び (3)分化苗条組織光合成遺伝子発現低下のそれぞれの

変異体の選抜を試みた.選抜を容易にするために司リ

ブロースー 1，5-二リン酸カルボキシラーゼ/オキシゲ

ナーゼのSサブユニット遺伝子 (RBCS-3B)およびクロ

ロフィル a/b結合タンパク質遺伝子(CAB1)のプロモー

ターの制御下に各種レポーター遺伝子を導入した形質

転換シ口イヌナズナを作製した.それぞれのレポー

ター遺伝子のホモ接合体種子を ethylmethane 

sullonate (E MS)処理 y線照射，あるいは中性子照射

に供し， 3種類の変異表現型に関してそれぞれ20，000

系統以上(個体数としてはその約 8倍) をスクリー二ン

グした.その結果，それぞれ複数の変異体 res (r..oot 

三.xpression 01 RBC~ ， ces (~allus 旦xpression 01 

RBC~ ， および des (且epressed三xpression01 RBC~ 
を得た.乙れらのうち，res変異体は司根において里子生

体の約30倍のレポーター遺伝子発現活性を示し，暗化

で生育させても匪軸の伸長抑制は認められなかった.
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2pDI0 
暗所でのクロロフィル合成に関与する葉緑体遺伝子

の光依存的発現

鈴木崇紀，滝尾進，佐藤敏生(広島大・理・生物科
享了一一

我々はフタパネゼニゴケから 2つの細胞株(緑色

株と黄色株)を分離している:明所ではどちらも高

いクロロフィル量を持つが、暗所では、緑色株は明

所と同様だが、黄色株はクロロフィル量が明所の

1/10に低下した。本研究では、暗所でのクロロフィ

ル合成系遺伝子の発現調節機構を明らかにするため、

両細胞の葉緑体遺伝子の明暗での発現パターンを調

べ次の結果を得た。①ゼニゴケ葉緑体DNAプロー

プを用いたノーザン解析の結果、暗所でのクロロフィ

ル合成に関与するchlL，chlNおよびchlBの転写レベル

は、黄色株では明所に比べ暗所で著しく低下したが、

緑色株では明暗ともに高かった。~抗ゼニゴケchlL
タンパク抗体を用いたSDS-PAGEIウエスタン解析

の結果、 chlLタンパクも、 chlL転写レベルと同様の

発現パターンを示した。

以上の結果から、暗所でのクロロフィル合成系遺

伝子は、黄色株では暗所で発現抑性され、緑色株は

その調節能を欠損していると推定された。

2pDll 
トウモロコシのホスホエノールピルビン酸カルボキシラ

ーゼ遺伝子の光による発現応答の解析

墨盆賢二、畑信吾、泉井娃(京都大・農・農生)

トウモロコシにおいて、ホスホエノールピルビン酸カ

ルボキシラーゼ (PEPC)の遺伝子 (Ppc7)は光による誘

導を受けて黄化葉の緑化時に際だった発現の上昇がみら

れる。しかし光シグナルの伝達経路に関する知見は極め

て少ない。そこで私達は Ppc7発現の光誘導にリン酸化

/脱リン酸化が関与しているか否かをノーザン;去を用い

て解析した。

プロテインキナーゼ及びプロテインホスファターゼの

阻害剤を発芽後 12日目の黄化トウモロコシ切り取り棄

に与えた後、光誘導をかけた。 12時間後、葉を回収し

て全 RNAを抽出し、 C4型 Ppc7の 3'非翻訳領域をプ

ロープとしてノーザン分析を行った。

その結果、阻害剤を与えない実験においては光誘導に

より約 20倍に上昇する Ppc7の mRNAレベルがプロ

テインホスファターゼ 1(PP1)と PP2Aの阻害剤である

オカダ磁を 1 μ M与えるとほとんど検出できなくなっ

たa 一方、プロテインキナーゼ阻害剤であるスタウロス

ポリンは mRNAレベルに変化を及ぼさなかった。

以上の結果から、 Ppc7の光誘導シグナルの伝達にプ

ロテインホスファターゼが関与していることが示唆され

た。



2pD12 
SRP1/impo付in様蛋白質をコードするイネ光応答

cDNAの単離

室盤盆企.徳富(宮尾)光恵司山本直樹(農水省・
生物研)

高等植物においては多くの光合成機能蛋白質遺伝

子が光による発現制御を受けることが‘知られている

が¥その他の光応答遺伝子に関する知見は不足して

いる.私達は，発現量の低い光応答遺伝子の探索を

目的として守光照射後3時間のイネ黄化芽ぱえで発

現量の増加するcDNAの単離をサブトラクション法

によって行なった.単離されたcDNAのうち#61L

クローンの転写産物量は暗所で生青させた黄化芽ぱ

えでは光照射後一過的に増加したカヘ光照射下で生

育させた緑色の芽ぱ、えではほとんど検出きれなかっ

た全塩基配列を決定した結果. #61L cDNAには

460アミノ酸からなる50kDaの蛋白質をコードする

ORFが存在し，この蛋白質は出芽酵母のSRP1や

Xenopusのimportinと有意な相向性を示すことがわ

かった. SRP1/importinは核膜孔に付随し，蛋白質

の核内への輸送の第一段階である核局在化配列の受

容に関わっていると考えられている.現在司 61し蛋

白質が機能の上でもSRP1/impo出nと相同であるか

どうか検討している.

2pD13 
陽生植物と陰生植物の葉の呼吸系制御の比較

野口航寺島一郎 (筑波大・生物科学系)

これまで、生育光環境が揚生植物と陰生植物の

葉の呼吸系にどのように影響するのかを知るため

に、異なる光環境で栽培した陽生植物ホウレンソウ

と陰生植物クワズイモの葉の呼吸系の比較を行って

きている。夜間の葉の呼吸速度を測定したところ、

両者で光依存性、時間依存性のちがいが見いだされ

た。呼吸系の酵素の最大活性、葉の炭水化物濃度の

測定から、ホウレンソウの呼吸速度は、基質となる

炭水化物濃度によって決まること、クワズイモの呼

吸速度は、細胞内の生理的な過程による ATP利用

速度によって制御されていることが示唆されてい

る。

今回は、この呼吸系の制御メカニズムの違いを

詳細に調べた。同じ光条件で栽培したホウレンソウ

とクワズイモにおいて、呼吸系の酵素の見かけKm

値、脱共役剤または基質を添加したときの呼吸速度

の変化、アデニレートレベルを測定し、比較した。
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3aDOl 
ホウライシダの光回復酵素遺伝子の単離・解析
鐘ケ江 健、和田正三(都立大・理・生物)

紫外線による DNAの物理的損傷の修復を担
う光回復酵素 (photoly倒的遺伝子は、植物に
おいてただ 1種類似inapisalba)が報告されて
いるのみである。我々は、ホウライシダ
(Adiantum capillus噌 vinerisL.)ゲノムライブラ
リーより、光回復酵素遺伝子と相同性を示す陽
性クローンを単離し、物理地図の作製および部
分塩基配列の決定から 5種類のグループに分け
られることを明らかにした。これまでに報告さ
れている光回復酵素遺伝子は l生物種に 1遺伝
子であり、 5種類の独立な相同領域が確認され
たことは、シダにおいて遺伝子ファミリーを形
成している可能性を示唆している。また、 5種
の内の少なくとも 3種の塩基配列から、他の光
回復酵素遺伝子には見られないアミノ酸配列が

C末端倶tlに付加されている可能性が示されてい
る。この構造はアラピドプシス (HY4) および
クラミドモナス (CPHl)の青色光吸収色素タン
パク質遺伝子のものと類似しており、光情報伝
達系に関与する遺伝子である可能性も考えられ
る。

3aD02 
PLANTS ACCUMULA TE PROLINE UPON 
EXPOSURE TO UV RADIATION FOR PRσTECTION 
AGAINST UV-INDUCED PEROXIDATION 
P. Pardha SARADH1. ALIAl; Centre for Biosciences， 
Jarnia Millia Islamia. New Delhi-ll∞25，India， 
lDe戸rtmentof Regulation Biology， NationaI Institute for 
Basic Biology， Myodaiji， Okazaki， 444 Japan. 

A sharp increase in the level of proline was observed in 
the seedlings of Brassica juncea upon exposure to UV司

radiation. The accumulation of proline increased with 
increase in the time of exposure of seedlings to UV-
radiation The extent of free radical production measured in 
term of the production of maIondialdehydewas significantly 
higher in seedlings exposed to UV radiation. No 
significant change in the level of proline and 
maIondialdehyde was observed in seedlings kept in white 
Iluorescent light for the same time interval. As free radical 
generation is one of the initial cytochemical responses of 
plant exposed to UV radiation， we suggest that proline 
accumulation during UV exposure is taking place in order 
to pro句ctplants against free radicals. To confirm this， the 
Iinolenic acid micelles were exposed to UV radiation. A 
time dependent increase in the level of malondialdehyde 
was observed in the micelles upon UV exposure. Presence 
of proline alongwith linolenic micelles brought about 
considerable reduction in the leve1 of ma1ondialdehyde. 
Therefore， our results show that plants accumulate proline 
upon exposure to UV radiation in order to protect against 
UV radiation promoted free radicaI generation. 



3aD03 
紫外線抵抗性の異なるイネ品種の， UVBによるDNA損傷とそ

の修復機能の差異について

且血且主~， John C. Sutherland1， Betsy M. Sutherland1， 
熊谷忠， (東北大・遺生研， 1 Brookhaven National Lab. 

U.S.A.) 

紫外線抵抗性の異なるイネの，紫外線UVBによるDNA損

傷<CyclobutylPyrimidine Dimers [CPDs]の生成)の頻度

とその修復機能について解析を行った.材料として，紫外線低

抗性の強いササニシキと弱い農林 1号の幼植物(第3完全展開

葉)を用いた. CPDsの定量は， UV endonucleaseを用いたア

ルカリパルスフィールド電気泳動法により行った.まず初めに

単色光 (302nm) 照射装置を用いて， CPDsの生成量がおよそ

30， 55 site s/Mbとなるように各幼植物の葉に照射を行った.

照射量は各々400， 800J/m 2で， 両品種聞における UVDose 

R必sponseCurveには差異が認められなかった 単色光照射後

直ちに，青色光ランプ (Philips15T8/B blue lamps)下また

は暗所下に移し， CPDs消失のtimecourseを測定した.

初期ダイマーレベルが30siteslMbの時，暗修復は両品種と

もみとめられなかった. 初期ダイマ レベルが55sitesゐ1bと

高くなると，ササニシキ，農林 1号で各々0.4， 0.08 CPD!Mb1 

minと，抵抗性の強いササニシキの方がおよそ 5倍程速いこと

がわかった.また，光修復速度を比較すると，初期ダイマーレ

ベルの違いに関わらず，ササニシキの方が速いことがわかった.

これらの結果から，両品種聞の紫外線抵抗性の差異に， DNA損

傷の修復速度の差異が深く関与している可能性が示唆された

3aD04 
ホウキモロコシにおけるUV-B照射によるDNA損傷と
光回復
主孟)Gunther Buc抽 01z1，Eckard Wellmann1，橋本徹2

(神戸大・理・生 1Freiburg Univ， 2神戸女子大・家政〉

成層圏オゾン層の破壊による地上に到達するB領
域紫外光(UV-B)の増加と生物への影響が懸念されて
いる。 UV-Bは、植物に成長阻害をはじめ様々な形態
形成を引き起こすが、 UV-BによるDNAの損傷とその
回復については、植物においては不明な点が多い。
ホウキモロコシ(Sorghumbi，ω'1or M∞nch)芽生えで
は、 UV-B照射によりアントシアニン形成の阻害やコ
イル形成(異状生長)が51き起こされるが、これらの
現象にはDNA損傷が関与することをすでに報告して
いる(Hashimoto，1995)。今回はDNA損傷の光回復に
ついて調べた。

DNA損傷は、シクロブタン型ピリミジンダイマー
(CPD)と6-4光産物(6-4PP)に特異的な単クローン性抗
体を用いてELISA法で測定した。 UV-B照射で生じた
CPDと6-4PPの回復には、青色光よりUV-A光の方が
効果的であった。 UV-B照射の前にUV-A-可視光を照
射した植物では、前照射をしないものよりCPDの光
回復が速かった。しかし6・4PPの回復は前照射の影響
を受けなかった。これらの結果より、ホウキモロコ
シ芽生えにおいてCPDと6・4PPの光回復酵素は別であ
り、このうちCPD回復酵素は、 nearUV-可視光により
誘導されることが示唆された。
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3aD05 
エンドウの生理作用に及ぼす近紫外光の影響

皐監査己二亡、服部郁子 1、手塚修文(名古屋大・院・

人間情報、 1名古屋大・農・園芸)

我々は、地球に到達している太陽光中の紫外線

(Solar UV)は、植物の生育に対して悪影響を及

ぼすどころか、むしろ必須要因であることを報告

している(J.Photochem. Photobiol. 1993，1994)。

本大会では、グロースチャンパーで育成したエ

ンドウ (PisumsativUII1 cv. Sparkle)を用いて行

なった実験結果について報告する。

チャンパー内に蛍光灯(ロI視光ランプおよび

仁Vランプ)を設置し、tJV透過あるいは不透過ビ

ニールフィルム(シーアイ化成製品)で被覆した

生育条件下 (+l;V区と ~UV区)でエンドウをそ

れぞれ育成した。 これらエンドウに及ぼす近紫外

光の影響として、生育状況、光合成活性、呼吸活

性、根粒形成および窒素固定能、 ATPアーゼ・そ

の他の酵素活性などについて生理・生化学的解析

を行なったところ、これら何れの生理・生化学的

反応においても、近紫外光は促進効果を示すとい

う知見が得られたので、これについて言及する。

3aD06 
アスコルビン酸再生不全による生葉黄金化現象

の普遍性
へしき

山崎秀雄，平敷りか，崎浜靖子，池原規勝(琉球大・

理・生物)

熱帯植物である黄金ガジュマル (Ficusmicrocarpa 

L. f. CV. Golden Leaf)の生葉は、弱光生育下では野

生型と区別できない緑色葉であるが、強光生育下で

は特徴的な黄金葉を呈するようになる。この現象が

葉緑体のアスコルビン酸再生系の不全 (DHA還元酵

素活性の欠損)による活性酸素除去系の光失活に由

来することを昨年報告した。今回は、この現象の一

般性について報告する。生葉の黄金化現象は、ガジュ

マルの他に別種のイチジク属やハリマツリ属の熱帯

植物にも見られ、クロロフィル含量低下やフラボノ

イド含量の増加及びアスコルビン酸再生系の低下等

の黄金ガジュマルに見られる特徴を示した。これら

の知見を踏まえて高等植物の強光応答としての生葉

黄金化の普遍性とメカニズムについて考察する。



3aD07 
紫外線を含む白色光によってアントシアニン合成が誘導されるヤグ

ルマギク地主主細胞における遊離アミノ酸プールの変動

陳 小傑・並主主主・佐久間卓也(山梨大・教育・生物)・武田幸

作(東京学芸大・生物)

ヤグルマギク培養細胞は、紫外線を含む光照射によってアント

シアニンの生合成を誘導する o その際、色素の蓄積に先だって、 P

AL 、CHS、CHFI、MATなどの酵素が誘導されることをす

でに報告している。今回の報告では、この培養細胞系においてアン

トシアニンが合成される際に、アントシアニンの前駆物質となって

いるフェニルアラニン (Ph e)などをはじめとし、遊離アミノ酸

のプールがどのように制御されているのかについて調べてみた。そ

の結果、この細胞には、多い順に、 Ser、Thr、Glu、Al

aなどのアミノ酸が含まれており、これに対して、 Phe、Tyr

などの芳香族アミノ酸の含量はわずかであった。これらのうち注目

すべき変化として、 Alaが紫外線照射によって極端に減少し、 p

heはアントシアニンの合成に先立って蓄積するようなことはなく

貫して低レベルに維持された。これはPheの代謝の流速が高

まっていることを示唆している。また、アントシアニン生合成の二

次代謝の醇素系が誘導されるだけでなく、 Alaの代謝に関与する

一次代謝系の酵素も影響を受けていることが示唆される。

3aD08 
ニンジンのPAL10遺伝子のプロモータ解析 -UVB 応

答性のシスエレメントー

丘旦主j二、吉田和市、小関良宏(京大・農・農化、 l京大・

理・植物、 2東大・教養・生物)

我々はニンジン培養細胞のアントシアン、 PAL及びCHS

mRNA合成に関する作用スベクト jレが 280nm 付近にピーク

を持ち、 UV-B光受容体が関与していることを主張してきた

が、 PAL-l0(ニンジン培養細胞の 4つのPAL遺伝子の lつ

で UVによりすばやい一過性の発現を示す)のプロモータ活

性についてもトランジ、エントアッセイから確認する事が出来

た。 CaMV35Scoreを用いたPAL-l0ブロモータ断片との融

合ブロモータの光量反応曲線の解析から 395下流に 2つの

UV-B応答性を示すエレメントが存在し、そのコンセンサス

配列として T(A)XTCXCCAACCC(A)を得たc しかしながら

PAL-l0プロモータの 5'側からの削り込みでは、上で得た

UVB応答性エレメントを含んでいる 570で既にその性質

が失われた。これらの結果をもとに UVに対する応答性やブ

ロモータの上流及び下流の働きについて議論する c
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3aD09 
ホウキモロコシのPfr誘導アントシアニン形成における円r効果
増幅因子の特異的な生成

遺五返、小田真由美、木ノ元宏実l、河野利津子1、

七棟千津子、橋本徹1(神戸大・理・生物、1神戸女子大・家政)

ホウキモUコシ暗黒芽生えは.赤色光(R)パルス照射によっ

てアントシアニンを形成する。これは7ィトクuムPfrとその増

幅因子(CRS)Il)相乗作用による。 CRSは高光量のRパルス照射

時に顕著仕効果を示-rので、短時間に高光量照射が可能なLED

光源を用いて、 CRSとP宜のさ手動を調べた。一定高光量のRと遠

赤色光の繰返し，昭、射によって蓄積されるCRSをRの照射時聞を

変化させてσ-n0秒)調べたところ、照射時間が長い程蓄積量が

増大・ずることを見出した。 Rの照射時間とCRS生成量との関係

を調べるため、 CRS生成の光量一応答曲線を照射時間を変えて

(40及び150秒)調へたところ、照射時間が長い程CRS生成を飽和

するのに高い光量を必要としその時生成されるCRS量も多か

った。しかし阿佐成を飽和』引る光量はH君事蹄間によってほとん

ど影響を受けなかった。 Rパルスによるアントシアニン生成の

光量 応答曲線は、照射時間が長くなるにつれて高い光量で飽

和し、その時のアントシアニン量も増大ーするが、この現象は

CRS量の培大によって説明でき、またP仕を飽和ーする光量でのア

ントシアニン生成量はCRS賃によって決定されていることが明

らかになった。

3aDlO 
アントシアニン形成誘導に関与するPfr効果増幅因子の7ィトク

ロムによる生成

辺監ー到達二己、木ノ元宏実、小田真由美I、清水、源i、七

条千津子I、橋本徹(神戸女子大・家政、神戸大・理・生
物1)

町r効果増幅因子 (CRS)は赤色光 (R)によって生産され、

フィトクロムPfrと共同してアントシアニン生成を誘導する。 R
のCRS生成作用が遠赤色光 (FR)によって打ち消されないこ

とから，この効果にはヌィトクロムとは異なる光受容体が関与

するのではないかとわれわれは推定していた。しかし発光ダ

イオードから得られる強力なRとFRを用いることにより、次

ぎの結果を得た。 1) Rとの同時照射や30sのRパルスのあと直

ちにFRを当てるとRの効果は一部は打ち消されるが、パルスの

10s後に当てた場合には打ち消しは全然見られない。従って、

光受容体はフィトクロムであり、エスケープの非常に速い反応

が関与している。 2)従・コて、アントシアニン生成は高い光量

で高原に達するが、興味あることにパルスの長さが長い程高原

は高いロこの高原の高さはCRSの量を反映する。 3)ハルλの

長さが増すことによる高原の高さの増大の割合は、 20'Cで育て

た苗では24
0

Cで育てた苗よりも著しく大きい。この 3)の知見

の意義は今後の研究課題である。



3aDll 
イネのファルネシルピロリン酸シンターゼ (FPPS)

cDNAの単離と光応答発現

三宣二塁、岩崎俊介¥松岡信、宮尾光恵1、

山本直樹1(名大・生物分子応答、 1農水省・生物研)

植物の光応答機構を明らかにすることを目的とし

て、イネの光照射芽生え cDNAライブラリーから、

サブトラクション法を採用して光応答型 cDNAク

ローンの単離を試みた。その結果、多数の光応答型

cDNAクローンを得た。そのうちの1つ、 3hL#80

の塩基配列を解析したところ、このクローンは

Arabidopsis. white lupinのイソプレノイド合

成系酵素、ファルネシルピロリン酸シンターゼ

(FPPS)とアミノ酸レベルで高い相向性を示した

(74%、75%)。このことから、 3hL#80をイネ

FPPS cDNAと判定した。推定した FPPSのアミノ

酸配列はトランジットペプチドに保存的な配列をコー

ドしておらず、この FPPSは細胞質性のものと考

察した。イネ FPPS遺伝子は、光応答的発現と葉

身、分裂組織、花での組織特異的発現を示した。

3aD12 
赤色酵母肋odotorulaminutaにおけるエルゴステ

ロール代謝の光制御

中馬誠， 村田芳行， 秦恵， 多田幹郎

(岡山大・農)

R.minutaに低温下 (QOC)で長波長紫外光 (UトA)

照射すると、エルゴステロールの含有量が照射光量

に依存して減少する。しかし、 R.minutaを、 UV-A

の連続照明下、260Cで培養するとエルゴステロール

含有量は照射強度に関係なく一定である。この現象

から、温度依存性のない光化学反応により光分解し

たエルゴステロールを補充するために、エルゴステ

ロールの合成速度が光強度に依存して増大する可

能性が考えられる。本研究では 14C化合物でのパ

ルスラベルによってエルゴステロールの代謝回転

の光強度依存性を調べた結果を報告する。
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3aD13 
酵母 S.cerevisiae細胞膜の光損傷の修復

荒見真一郎、秦恵、多国幹郎(岡山大・農)

酵母 S.cerevisiaeに長波長紫外光を照射する

と、細胞膜エルゴステロール (Erg)の光分解が生

じ、それに起因する細胞膜機能の低下に伴って噂

殖能が低下する。しかし、照射菌体を栄養培地で

インキュベー卜すると、長波長紫外光照射により

減少した Erg含有量が迅速に未照射菌体のレベル

にまで増加し、また、正常な増殖も開始する。本

研究では、この光損傷の修復に関わるは Ergの細

胞内供給機構について検討した。低混下で長波長

紫外光照射した菌体を260Cでシクロヘキシミド

存在下でインキュベー卜しても Erg含有量は増加

した。更に、 Squalenesynthase及び企8-d7

Isomeraseの阻害剤であるしADO及び Tridemorph

によっても Ergの供給は阻害されなかった。こ

れらの結果から、フィードパック阻害の解除にと

もなって、小胞体内に貯蔵されている Ergの前駆

体であるステロールエステルが細胞膜に迅速に運

搬され、 Ergへ変換されていることが示唆された。



E会場:環境応答2

キーワード:水分・浸透圧，水ストレス，塩ストレス，窒素代謝，イオン・金属，

酸素障害，光ストレス

第一日目午前 第二日目午前 第三日目午前

開始時間講演番号 開始時間講演番号 開始時間講演番号

8:30 2aE01 8:30 3aE01 

8:45 2aE02 8:45 3aE02 

9:00 2aE03 9:00 3aE03 

9:15 2aE04 9:15 3aE04 

9:30 1aE01 9:30 2aE05 9:30 休憩

9:45 1aE02 9:45 2aE06 9:45 3aE05 

10:00 1aE03 10:00 2aE07 10:00 3aE06 

10:15 1aE04 10:15 2aE08 10:15 3aE07 

10:30 休憩 10:30 休憩 10:30 3aE08 

10:45 1aE05 10:45 2aE09 10:45 3aE09 

11:00 1aE06 11 :00 2aE10 

11:15 1aE07 11 :15 2aEll 

11:30 1aE08 11 :30 2aE12 

第一日目午後 第二日目午後

開始時間講演番号 開始時間講演番号

13:00 1pE01 13:00 2pE01 

13:15 1pE02 13:15 2pE02 

13:30 1pE03 13:30 2pE03 

13:45 1pE04 13:45 2pE04 

14:00 1pE05 14:00 2pE05 

14:15 1pE06 14:15 2pE06 

14:30 1pE07 14:30 2pE07 

14:45 14:45 

15:00 休憩 15:00 休憩

15:15 1pE08 15:15 2pE08 

15:30 1pE09 15:30 2pE09 

15:45 1pE10 15:45 2pE10 

16:00 1pEll 16:00 2pEll 

16:15 1pE12 

16:30 1pE13 

16:45 1pE14 

17:00 1pE15 
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laEOl 
マツバギク水チャンネル遺伝子プロモーターの

タバコにおける発現

山国草紅、 DonaldE. NELSON、EleazarLEY、Sheila
MARQUEZ、HansJ. BOHNERT (Department of 
Biochemistry， The University of Arizona、 1J T遺伝

育種研究所)

マツバギク (Mesembryanthemumcrystallinum)から

水チャンネル(aquaporin)をコードする MipB遺伝子

のプロモーターを単離し、 GUS遺伝子に融合しタバコ

を形質転換した。マツバギクでは MipBは根組織のみ

で発現しているが、タバコにおけるこのプロモーター

の組織特異性はそれと異なっていた。発芽直後の植物

では全細胞で GUS染色が観察された。幼植物では、

伸長の盛んな細胞、根と肱軸の問、頂端分裂組織、子

葉の茸毛などで染色が観察された。成長した佃体では、

茸毛、維管束組織周辺の細胞、茎葉の表皮細胞の下層

の細胞などで染色観察された。花芽組織では、がく、

花弁、雄蕊、雌蕊で染色が観察されたが、組織が成熟

するに従い低下していった。これらの観察から、この

プロモーターは形質転換タバコにおいては、伸長中の

細胞や水分の移動の激しいと思われる細胞で発現して

いることが推測された。

laE02 

ダイコン液胞膜の水チャネルのcDNAクローニング

撞日達並，久田博元，前島正義(名古屋大・農・生化)

ダイコンの液胞膜に存在するタンパク質、 VM23は
液胞膜タンパク質の約50%を占める。四23は生化学

的な解析から複数のアイソフォームを持つこと、ま

たダイコン根の細胞の伸長にともない、 VM23が増加

することが示されている。

そこで、今後四23の機能及び生理的役割の解析を

すすめるため、 cDNAのクローニングをおこなった。

ダイコン実生より得たPoly(A)RNAを鋳型として、 VM
23のN末端アミノ酸配列、 Arabidopsisの γ-TIP
の塩基配列より作製したプライマーを用いてRT-PCR

を行った。そこで得られた断片をプロープとして、

cDNAライブラリーよりスクリーニングを行い、複数

個のクローンを得た。その内VM23のN端配列と一致

するものについて塩基配列を決定した。VM23は253
個のアミノ酸からなり、 γ-TIPと90%の相同性を示

すことが判った。また、 MIP(Membrane Intrinsic 

Protein)ファミリーに共通した配列 (Asn-Pro-Ala-

Val-Thr)も含まれた。これらの結果から、 VM23は水

チャネルであると推定される。
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laE03 
ソラマメ孔辺細胞における48-kDaABA応答性

プロテインキナーゼ

童 ~I 武藤 尚志1，2C名古屋大・大学院農

名古屋大学生物分子応答研究センター)

ミエリン塩基性蛋白質を基質とした、ゲル内

リン酸化法によって、見かけの分子質量48kDa

のプロテインキナーゼがソラマメ孔辺細胞にお

いて検出された。このキナーゼは孔辺細胞を

ABAで処理すると活性化された。この活性化は

5分以内に検出され、 30分以上維持された。

K-252aかスタウロスポリンは活性化を阻害した。

活性はK-252aで阻害されたが、スタウロスポリ

ンでは阻害されなかった。また、 48-kDaプロテ

インキナーゼはリン酸化チロシン抗体と共沈し

なかった。これらの結果は孔辺細胞のアブシジ

ン酸シグナルがMAPkinaseとは異なる48kDaの

プロテインキナーゼを含むキナーゼカスケード

を経由して伝達されることを示唆している。

laE04 
タバコ培養細胞の低浸透圧刺激により細胞礎質Ca2+濃度上昇

に引き続いて活性化されるプロテインキナーゼ

直盛孟孟1、武藤尚志1.2(1名古屋大大学院・農、 2名古屋大

生物分子応答研究センター)

低浸透圧刺激はタバコ培養細胞において細胞礎質Ca2+濃度

([ci+]叩)を一過的に上昇させ、これに引き続いて50-、75一、

80-kD前ブロテインキナーゼが活性化されることを我々は既

に報告している(1995年度日本植物生理学会)。更に[Ca2+]cy'上

昇とプロテインキナーゼの活性化との連関を解析したので報

告する。

低浸透圧刺激を与えても[Ca2+]cy'上昇が起こらないCa2+を
含まない培地中ではプロテインキナーゼの活性化は起こらな

かった。また、 Ca2+を含まない培地中で低浸透圧刺激した細

胞にCa2+を与えると一過的に[Ca2+]叩が上昇し、それに引き

続いてプロテインキナーゼが活性化された。この活性化は

Mg2+を与えても起こらなかった。これはプロテインキナーゼ

の活性化には[Ca2+]cy'の上昇が必須であることを示している。

活性化はキナーゼ蛋白のリン酸化を伴っていたが、酵素活性

そのものはCa2+による影響は受けなかった。以上の結果は低

浸透圧刺激によるプロテインキナーゼの活性化は[Ca2+]cy'上
昇によって活性化されるCa2+依存性プロテインキナーゼを介

して行われていることを示唆している。タバコ培養細胞には

Ca2+依存性プロテインキナーゼの存在が確認されている。



laE05 
シ口イヌナズナの乾燥ストレスによって

誘導されるClpプロテアーゼ、遺伝子erd1の

発現制御の解析
中島一雄、清末知宏¥篠崎和子、篠崎一雄 1

(農水省・国際農研、 1理研・植物分子生物)

シロイヌナズナの乾燥誘導性遺伝子erd1がコード

するタンパク質は、 ClpプロテアーゼのATPaseサブ

ユニット (ClpA) と高い相向性を持っている。ノー

ザン解析から、この遺伝子は乾燥処理以外にもNaCI

処理 1時間で強く発現するが、 ABA処理ではほとん

ど発現が見られず、低温では全く誘導されない新し

いタイプの発現であることが判明した。シロイヌナ

ズナのジェノミックライブラリーからerd1遺伝子の

プロモーター領域を単離し、塩基配列を決定した。

その結果、 TATAボックスの上流にDRE類似配列や

ABRE類似配列等が見出された。このプロモーター配

列を βglucronidase (GUS)、あるいは luciferase

(LUC)遺伝子と融合させ、タバコとシロイヌナズ

ナに導入した。形質転換したタバコにおいては、乾

燥ストレスにより GUS及びLUC活性の著しい増加が

見られた。現在、形質転換したシロイヌナズナを用

いて、 erd1遺伝子のプロモーター領域の機能を詳細

に解析中である。

laE06 
フルクトース-2，6-ピスリン酸は浸透圧ストレ

ス下のトレハロース合成の調節因子である
竹中重雄、有本友香、谷亜矢、田村良行、

宮武和孝¥中野長久・

(羽衣短大・家政・食物、 e大阪府大・農・応生化)

我々は原生動物であり、藻類にも分類される

Euglena gracilis Z (ユーグレナ)が浸透圧環境下に

おいて、貯蔵多糖であるパラミロン (s1.3グルカ

ン)を分解して蓄積することを見い出した。フルク

ト}ス 2，6ピスリン酸 (Fru-2，6-P
2
) は糖代謝の調

節因子としてしられている物質である O ユーグレナ

のトレハロース代謝を触媒するトレハロースフォス

フォリラーゼはFru-2，6-P
2
により阻害されることか

ら、 Fru-2，6-P?の浸透圧ストレス下でのトレハロー

ス合成との関係を検討した。

ユーグレナをNaClまたはマンニトールを含む

緩衝液中に移した時のトレハロースと Fru-2，6-P
2
の

含量を測定した結果、トレハロース合成が行われて

いる問、 Fru-2，6-P2は低く保たれていた。以上の結

果より Fru-2，6-Pzは浸透圧ストレス下のトレハロー

ス合成の調節因子として機能しうると考えられるこ

とからさらに詳細な検討を行っている。
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laE07 
タパコ培養細胞町原形質蹟 H+ATPaseの纏ストレス適応

菅井真人、 DyahIswantini.山村英夫、角谷忠昭、 1村田芳行

τ五五*.学・庫、 1岡山大学.a) 

タパコ培養細胞の塩ストレス適応過程における原形質膜ピー

ATPaseの酵素反応特性の変化を、塩ストレス (200・.N.Cl)適応お

よび非適応タパコ懸濁培養細胞から単隠した原形質膜栂品を用いて

検討 Lた.

原形質.H+ -ATP.seの酵素反応特性は、この酵素分子をとりま

く脂質環境に著しく影響されるから、塩ストレス適応における本酵

素の役割を明らかにするためには、インピポ状態を保持した原形質

膜棟品を用いる必要がある。ここでは、内在住のホスホリパーゼの

阻害剤を調製メデュウムに添加することにより、原形質膜のリン脂

質分解を防止 Lた。

適応および非適応細胞の原形質膜 H+-ATPaseの ATP加水分解

活性は、 50・.ICl存在下では、共にミカエリス型の速度輸に従い、

Kmとvm a xはどちらも適応細胞の方が大きい値を示した。しか

し江がら、 200・.lClまたは N.Cl存在下では、適応および非適応細

胞とも、 ATPase活性同ミカエリス型の速度論には従わず、正

の協同性を有する Hi 1 1式によって記述できることがわかった。

また、 200・.ICI. N.Cl存在下の ATP.se活性は，撞が存在し

ない場合の値に比べて、低基質温度では小さく、高基質湿度では大

きくなることがわかった。以上の結果より、適応および非適応細胞

の原形質膜ピ ATPa8e分子は 1つ以上の互いに相互作用する基質結

合サイトを持ち、サイト間および基質ーサイト聞の相E作用は、

ICl. NaCl 温度に依存してその大きさが調節されることが明らかに

なヲた.

laE08 
単細胞緑藻ドナリエラの細胞内グリセロール保

持にたいする光および阻害剤の影響

藤井修平(帝塚山短大)

ドナリエラはグリセロールを浸透調節物質と

して利用する。通常の生理的条件下では細胞内

グリセロールは外に漏れでることはないが、 こ

れはドナリエラ細胞膜がグリセロールを通しに

くい為であると考えられている。ところが、細

胞を長時間、暗所におくと細胞内グリセロール

が徐々に排出され、細胞体積もそれに対応して

減少する。数日間暗所においた細胞を明所に戻

すと、細胞内グリセロールの急激な合成と細胞

体積の増加がみられる。 この時、細胞内グリセ

ロールは細胞外に排出されない。これらのごと

から、細胞膜の構造維持に光が関与している可

能性が示された。また、 DCMUやアザイドなどは

影響を及ぼさないものの、 DCCDやバナジン酸な

どにより細胞内グリセロールの排出が生じるこ

とから、 グリセロールの細胞内保持にATPaseの

関与も示唆された。



lpEOl 
イネにおけるプロリン合成酵素(d1 -pyrroline -5 -carboxylate -
syn出 国 酪e)遺伝子の発現解析および耐塩性との関係

主主且車差工1・吉羽洋周'.真田幸香2・篠崎和子3・'.和田敬四

郎 2・篠崎一雄‘ (1.目立・基礎研、 2.金沢大・理、 3.農水省・国

際農研、 4.理研・植物分子生物)

d '-pyrroline -5 田市oxyl山(p5C)-synthetase (P5CS)は植物

のプロリン合成系でグルタミン酸からGlutamic-y-semialdehya 

(GSA)を経てP5Cへの反応を触媒する酵素であり、既にモス

ピーン、アラピドプシスからcDNAが単離されている。そして

アラピドプシスにおける発現解析から，、水ストレスにより誘導

されるプロリン合成において律速となる酵素であることが明か

にされ1)、モスピーンP5CS遺伝子を導入したタバコは耐塩性を

示すことが報告されている九我々はイネにおいてプロリンと

耐塩性との関係を明らかにするために、今回イネからP5CS遺

伝子をクローニングした。その遺伝子解析からイネP5CSはア

ラピドプシス及ぴモスピーンのP5CSと高い相同性を示し、ア

ラピドプシス同様、高塩、乾燥、 ABA、低温処理により発現す

ることが認められた。また高温処理下では遺伝子の発現と共に

プロリンの蓄積も認められた。さらに耐塩性品種である低脚烏

尖(DGWG)、感受性品種である IR28を用いて高温処理における

P5CS遺伝子の発現とプロリンの蓄積のレベルを比較したとこ

ろ、関WGでは遺伝子発現もプロリンの蓄積量も高いのに対

し、 IR28では遺伝子発現、プロリンの蓄積量共に少なかったこ

とから、イネにおいて耐塩性とプロリンの蓄積との問に何らか
の関係があるととが示唆された。

1) Yoshiba et aJ.， (1995) Pl叩.tJ. 7: 751-760 

2) Kish町 etaJ.， (1995) Plant Physiol. 108: 1387-1394 

lpE02 
塩ストレスで誘導される塩生植物ウラギクのrd28

様遺伝子

宝E盤ニ12 浦尾剛3，篠崎和子3，篠崎一雄2 金地通生4

稲垣昇前川進1(1神戸大・自 2理研・植物分子 3農水

省・毘際農研 4神戸大.A) 

ウラギク (Astertripolium し)は，汽水域に生

息するキク科の塩生植物で，その成長は，植物体お
よび振とう培養細胞ともにlS0mMのNaCIでは抑制

されず. 300mMのNaClで抑制される.我々は，ウ
ラギクの耐塩性機構を解明するために，他の植物で

同定されている既知のストレス応答性遺伝子の発現
を調べている.シロイヌナズナのrd28遺伝子は，

水チャンネルタンパク質をコードしており，ストレ
ス下で発現して膜の水透過性を上昇させる事が明ら

かにされている.ウラギクのゲノミックDNAを鋳型
にしたPCRで増幅したDNA断片の塩基配列を決定し

たところ • rd28やm伊遺伝子ファミリーと相向性
の高いものが3種類存在していた.これらをプロー

プにしてノーザンハイブリダイゼーションを行った
結果，ウラギクの葉と培養細胞の両方で.rd28様
遺伝子が200および:400mMのNaCIによって誘導さ

れることが明らかになった.
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lpE03 
塩ストレス下でmRNA量の増加するオオムギRNA
へリカーゼ類似遺伝子

中村敏英、村元靖典、高倍鉄子(名古屋大、生物分

子応答研究センター)

植物は環境から多種のストレスを受けており、形

態的・代謝的など様々なレベルでのストレスへの適

応を示す。遺伝子発現を伴う適応も多く知られてお

り、ストレス特異的に発現する遺伝子も数多くクロー

ニングされている。

我々は塩ストレスによりその発現量が増加する遺

伝子群の解析を目的として、ディファレンシャルディ

スプレイ法による糧ストレス特異的遺伝子のクロー

ニング、を行っている。塩ストレス下でmRNAの蓄積

がみられる遺伝子の一部分をオオムギより単離し、

ホモロジー検索を行ったところ、動物や酵母、大腸

菌などのDEADボックス蛋白質ファミリーのRNA
ヘリカーゼとの相同性がみられるクローン (BDl)

が得られた。その発現量は塩ストレスのみではなく、

乾燥ストレス、水分ストレス、低温ストレス、 ABA
処理によっても増加した。 RNAヘリカーゼが様々

なストレス下においてRNAの安定化などに関与し

ている可能性がある。

lpE04 
塩ストレスで誘導されるオオムギ遺伝子の解析
村元靖典中村敏英高倍鉄子
寸宮支?生物分子応答研究センター)

植物は、外界からの様々なストレスに対応できる
ような複雑な適応機構を持っていると考えられてい
る。我々は、植物の塩ストレスに対する適応機構に
着目し、 Oifferential Oisplay法を用いることによっ
て、塩ストレスで発現が誘導されるオオムギの遺伝
子の単離・解析を行った。塩ストレス誘導型のPCR-
産物 (B08，9)をプロープとしてノーザン解析を行っ
たところ、塩ストレスによって葉ではB08は約10倍、
B09は約2倍発現が増加していた。しかし、根ではそ
れぞれ発現が減少していた。これら 2つのクローン
の部分塩基配列を決定し、推定されるアミノ酸配列
を検討したととろ、 B08はATP-dependent phospho-

enolpyruvate carboxykinase (PEPCK) であり、 B09ー

はおccharomvcescerevisiaeのSsfl，2のホモログである
と推測されだ。 PEPCKは糖新生における鍵酵素であ
ることから、塩ストレス下での光合成低下による糖
不足を補うために糖新生を行い、塩ストレスに対す
る適応手段としていることが示唆された。 Ssfは酵母
の接合および増殖の際のシグナル伝達に関与するタ
ンパクであると考えられていることから、オオムギ
においても類似因子が何らかの役割を果たしている
可能性がある。



lpE05 
形質転換ラン藻および耐塩性ラン藻の電子伝達活性に対す

るベタインの効果

日比野隆I，野村美力!f，高倍鉄子2，高{脅昭洋1，3(1名城大・

理工 2名古屋大・生物分子応答センター 3名城大・総合

研究所)

ある種の光合成生物は，塩ストレスを受けるとベタイン

を蓄積することによって細胞内の浸透圧調節を行うことが

知られているが、演者らは，淡水性ラン藻 (Synechococcus

sp. PCC7942 )にベタイン合成遺伝子を導入することにより，

耐塩性が付与されることをすでに報告した。また，ベタイ

ンを蓄積する耐塩性ラン藻 Aphanothecehalophyticaは，

2.5 M のNaCI存在下においても高い光合成活性を示すが，

そのような条件では循環的電子伝達活性が活発に働いてい

ることを報告した。

そこで，今回，ベタイン合成遺伝子を導入したSynecho-

COCCUS sp; PCC7942 および耐塩性ラン藻 Aphanothece

halophyticaからチラコイド膜を単離し，単離チラコイド膜

の電子伝達活性に対する塩の効果がベタインによりどのよ

うに変化するか検討した。その結果，単離チラコイド膜に

おいて，ベタインが存在するとNADPHを介するP700+の還

元が検出されることが明らかになった。また，高塩濃度の

条件で培養した AphanothecehalophytIcaから単離したチラ

コイド膜では，ベタインの保護効果が顕著であった。

lpE06 
形質転換ラン藻を用いた塩ストレス下でのベタイン
蓄積によるRuBisCOタンパク質の安定化機構の解析
野村美加、横田明穏に高倍鉄子(名古屋大・生物

穿宇古害研究センタ一、 lRITE)

細胞は高濃度の塩ストレスにさらされると浸透圧
ストレスを受けるが、耐塩件:生物では外部の浸透圧
のとバランスを取るために適合溶質と呼ばれる物質
を細胞内部に大量に蓄積する。

我々は適合溶質の・つであるグリシンベタイン
(ベタイン)に着目し、淡水性ラン藻、

Synechococcus 日p.PCC7942 に大腸繭由来ベタイン
合成系遺伝子、 beιgenes、を導入し、ベタイン合成・
蓄積の生理学的意義について検討を行っている。ベ
タインを合成・蓄積する形質転換株は野生株に比べ
高い耐塩性を獲得することは既に報告している。

今回我々は、形質転換ラン猿を用いて塩ストレス
下におけるベタインの果たす役割について検討を行っ
た。その結果、塩ストレス下において野生株より形
質転換株においてはRuBPcarboxylase活性が高く維
持されていることを見い出した。つまりベタインが
RuBisCO活性部位の構造を安定化していることをin
vivo の実験系で確認できた。さらにベタインは、塩
ストレス等により変性させたRuBisCOに対し、分子
シャベロン様機能をも果たすことを invitro の実験

系で確認した。
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lpE07 
耐塩性ラン藻 AphanothecehalophyticaのDnaK遺伝子のクロ

ーニングと発現

Lee Byung H刊 n1，日比野隆三直畳盟主2，3(1名古屋大・生物

分子応答センター 2名城大・理工名城大・総合研究所)

分子シャベロンは蛋白質合成，膜輸送，アッセンブリー，

失活酵素の再活性化など，多くのプロセスに関与すると考え

られている。今回，高塩浪度下における蛋白質のフオールデ

イングに対する分子シャペロンの役割を明らかにすることを

目的として，耐塩性ラン藻からDnaK遺伝子を単厳し，その発

現について検討したのでその結果について報告する。

耐塩性ラン藻 Aphanothecehalophyticaから単離したDNA

を用いてジェノミックライプラリーを作成した。これまでに

単離されている生物種のDnaK遺伝子でホモロジーの高い部分

をプロープとしてPCR法でDnaK遺伝子断片を増幅した。その

断片をプロープとして，ハイプリダイゼーション法により

DnaK遺伝子を単離した。単離したクローンカむnaK遺伝子の

機能を果たすかどうかをDnaK遺伝子が欠損したE.coliを用い

て検討した。その結果，Aphanothece halophyticaから単離し

た遺伝子には E.coliのDnaK遺伝子の機能を相補するものとし

ないものがあることがわかった。単離したDnaK遺伝子を E 

coli で発現させて，それを抗原として抗体を作成した。 NaO

浪度の変化に応じた， mRNAおよび蛋白質合量の変化等から

DnaK蛋白質の機能について検討した結果を報告する。

lpE08 
コリンオキシダーゼ遺伝子を導入したシロイヌナズナの

ストレス耐'性

埜-愛昼1、Alia1、村田紀夫1 (愛媛大・理・化学、

1基生研)

塩耐性植物の多くは塩ストレスに応答して適合溶質

を合成する。グリシンベタイン(以下ペタイン)も適

合溶質の一つであり、またベタインは光化学系 E複合

体の高塩条件下での安定性を増大させる。放線菌のコ

リンオキシダーゼはコリンから一段階の反応によって

ベタインを生成する酵素である。その遺伝子をシロイ

ヌナズナに導入して得られた形質転換体は塩ストレス

のない条件下でベタインを蓄積した。この形質転換体

は100mMの NaClを含むプレート上において野生株

より高い確率で発芽、生長した。また水耕で約 30日

生育した植物体を 200mMの NaCl;水溶液で処理した

場合、野生株はほとんど枯死したのに対し、形質転換

体は生育を続けた。このようにシロイヌナズナにおけ

るベタインの生成はその耐塩性を増大させる。本研究

ではこの形質転換体におけるoOCで処理した種子の発

芽率、低温および強光による光合成活性の変化につい

て解析した。その結果形質転換体では発芽時における

低温耐性、低温および強光に対する光合成活性の安定

性も増大しており、ペタインの蓄積は塩耐性のみなら

ず他のストレス耐性の向上にも関与していると判断さ

れた o



lpE09 
グリシンベタイン合成系を導入したトランスジェ

ニックイネの作出とその耐塩性

亙主呈1，2、ALlA1、PatcharapornDESHNIUM2、

林秀則3、村由紀夫1，2 (1基礎生物学研究所、

2総研大・生命科学、 3愛媛大・理・化学)

耐塩性の改善は農作物の遺伝子操作における重

要課題の 1つである。適合溶質であるグリシンベ

タイン(以下ベタインと略)は高等植物の耐塩性

を決定する主要因子の 1っと考えられる。イネは

ベタインを蓄積せず高塩環境条件では生育できな

い。私たちは遺伝子工学的手法によるイネの耐塩

性向上を目指している。標的遺伝子としてコリン

からベタインの生成を触媒するコリンオキシダー

ゼをコードする土壌細菌 Arthrobacterglobiformis 

のcodA遺伝子を用いて、細胞質あるいはプラスチ
ドにベタイン生合成経路を導入したトランスジェ

ニックイネを作出した。カリフラワーモザイク

35Sプロモーターの制御下で、codA遺伝子がトラン

スジヱニック組織においてmRNA、タンパク質お

よび酵素活性のレベルで発現していることを確認

した。 トランスジェニック体はベタインを蓄積し、

塩ストレスに対して耐性を獲得した。

lpElO 
植物の耐塩機構の分子遺伝学的解析

栂根一夫，佐伯真理，小林京子，丹羽康夫，小林裕和

(静岡県立大・生活健康科学)

植物の耐塩機構を解明するために，分子遺伝学的解

析に適したシロイヌナズナ (ArabidopsisthaJiana) ;を用

いた.変異原 ethylmethanesulfonate (EMS)処理系統

12，400種類およびT-DNA挿入変異系統 4，900種類(個

体数としてはそれぞれその約 8倍および4倍lから光合

成栄養生長耐塩性変異体の選抜を試みた.その結果，

聖子生体 (Columbia)カf生育できない 200mM NaCI添加

培地において生育可能である数系統の耐塩性突然変異

体を見いだした.遺伝学的解析の結果，この耐塩性形

質は司複数の遺伝子座 quantitativetrait loci (QTL)に

よって支配されていると考えられた.またーシロイヌ

ナズナの生態型 (ecotype) による耐場性の違いも見い

だした.

塩添加培地における生存率は，光強度によって著し

く影響を受けることを観察した.このことから，光合

成機能低下によって，光ネルギーを消費できずに発生

する活性酸素の影響も無視できないと考えられる.ま

た司塩による植物枯死の原因の 1つは浸透圧によるも

のと考えられ，細胞内浸透圧調節物質についても検討

を加えている.
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lpEll 

マングローブ植物(オヒルギ類)培養細胞系の確立;
成長と再生に対する塩の効果

二証盆郎、三村真理、根本ー鷲谷節子、坂野勝啓 l、

新免輝男 2、SomkidSIRIPATANADILOK3 (一橋
大・生物、 1農水省・生物研、 2姫路工大・理・生命、

3Kasetsart大(タイ王国)) 

マングローブ植物は熱帯・亜熱帯の沿岸域に生育
する樹木の総称である。マングロープ、の際だ、った特

徴は、高塩濃度環境でも生育できることであり、耐

(好)塩性研究のための格好の材料と考えられるが、

木本であることや生育域との関係で、必ずしも実験

室での研究には向いていない。本研究では、マング

ロープ植物の細胞レベルでの検討を可能にするため

に、マングロープ林主要樹種であるオヒルギ類

(Bruguiera sexangula)から培養細胞を作出する

ことを試みた。葉片、胎生種子の一部を切り出し、

2，4-Dと4・CPPUを含むアミノ酸培地に植えたとこ

ろ、高頻度でのカルス形成が観察された。誘導され

たカルスは、固形培地、液体培地で継代をつづけて
いる。現在、この培養細胞系の成長や再生にする塩

の効果を検討中でありそれについても報告する。

lpE12 
NiR遺伝子を富化したトランスジェニツクシロイヌナズ

ナの育成と解析

高橋美佐、岡村明浩、井国正二l、森川弘道(広島大・理
・遺伝子科学、 l京都大、食研)

我々は大気汚染物質の一つである N02を好んで吸収代
謝し、唯一の窒素源として生育する N02好性植物の創製

を目指して研究している。 N02は気孔を通して葉細胞に
吸収され、硝酸同化関連酵素によりアミノ酸へと同化さ

れることが報告されている。従って、亜硝酸還元酵素

(NiR)は植物の N02代謝の鍵酵素の一つであると考えら

れる。
本研究ではホウレンソウの NiRcDNAと hpt遺伝子を

含む発現ベクター pSNIRH(35Spro-spinach NiR cDNA-N 

08 ter: 35Spro-hpt-NOS ter)をパーティクJレガン法を

用いてシロイヌナズナ(Arabidopsisthaliana ecotype 

C24)根の外植片(平均 7.5凹長)に導入し、トランスジ

エニツクシロイヌナズナ植物を育成した。これまでに約

50系統の T2植物および約 20系統の T3植物が得ら

れた。これらの植物の N02同化能力を重窒素トレーサー

を用いた質量分析法により解析した。野性株の N02同化

能力よりも約1.4倍高い能力を持つトランスジェニツク

植物クローンが得られた。また、このクローンの NR.

NiR酵素活性は野性株の約1.2倍であった。これらの結果

について報告する。



lpE13 
パーティクルガン法を用いたシロイヌナズナ葉へのア

ンチセンスGScDNAの導入と発現の解析

有村源一郎，河村義史.入船浩平司五島直樹ー森川|弘

蓮(J1;.冨芙.理・遺伝子科学)

グルタミン合成酵素(GS)は硝酸同化経路における第

三酵素であり.植物の窒素化合物の一次代謝ににおい

て重要な役割を果たす酵素である 植物は二酸化窒素

(N02)を吸収代謝するか¥本代謝に置いてGSは鍵酵素

のーっと考えられるぜ本研究では司シロイヌナズナで

報告されている GS2cDNA断片 (660bpでGS1cDNA 

と約 70%のホモロジーをもっ)をアンチセンス方向

に発現カセットに紐み込んだベクターを繕築し，パー

ティクルガンを用いて植物実生の葉 (allached leaf 

cells) に導入し.アンチセンスGS cDNA の発現の効
果を解析した、その結果、導入後2時間で植物糞にお

けるGSポリペプチド量およびGS活性も有意義に減少

した またアンチセンスGS cDNAを導入した植物体

をN0
2
暴露処理すると、 GSポリペプチドと酵素活性

の減少はさらに強まり、かつ著しい可視障害カf生じた〕

キャピラリー電気泳動による硝酸、亜硝酸およびアン

モニウムイオンの分析の結果、アンチセンス GS

cDNAを導入した植物をN02暴露処理すると、顕著な
車硝酸イオンの蓄積が生じることが.分かったr 従って、

上記の可視障害は亜硝酸イオンの蓄積に起因すると結

論されたり以上の結果は、 NO勺同化系においてGSが

重要な役割を果たすととを示しているつ

lpE14 
パーティクルガン法を用いたシロイヌナズナ葉へのセン

ス GScDNAの導入と発現の解析

藤井真紀子、有村源一郎、高橋美佐、駒場繁、森川弘道

(広島大・理・遺伝子科学)

グルタミン合成酵素 (GS)は硝酸同化経路における第

3酵素であり、植物の窒素化合物の一次代謝において重

要な役割jを果たす酵素である。植物は二酸化窒素(N02)

を吸収代謝するが、本代謝において GSは鍵酵素の lつ

であると考えられる。本研究では、シロイヌナズナで報

告されている 4種類の GS遺伝子のうち、 GSlおよび

GS2の cDNA断片(それぞれ1.2kbおよび1.3kb)を

RT-PCR法を用いて調製した。これらの cDNA断片をプロ

ープとして、シロイヌナズナ cDNAライブラリーから

GSlおよび GS2の完全長の翻訳領域を含むクローンを得

た。これらの GScDNAを CaMV35Sプロモーターと NOS

ターミネーターとの聞にセンス方向に組み込んだ発現ベ

クターを構築した。次に、これらベクターをパーティク

ルガン法を用いてシロイヌナズナ実生の薬に導入し、 GS

醇素活性およびシロイヌナズナ植物の N02同化能力など

について解析した。これらの結果について報告する。
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lpE15 
硝酸により誘導されるシロヘム合成系遺伝子の単離と発現調節
機構

榊原均、武井兼太郎、杉山達夫(名大農・応生科)

植物の主要な窒素源である硝酸イオンは硝酸還元酵素(NR)、
亜硝酸還元酵素(NiR)、グルタミン合成酵素(GS)によりアミノ酸
へと同化される。上記遺伝子群は硝酸依存的な発現制御下にあ
るが、我々はこれら以外に同様の発現制御下にある新奇な遺伝
子の探索を目的とし以下の解析を行なった。
硝酸投与後、経時的に収穫したトウモロコシ根からRNAを抽

出し、 Different凶 display法により硝酸処理後短時間で顕著に誘
導を受けたDNAバンドを回収し塩基配列を決定したところ、大
腸菌のシロヘム合成酵素と高い相同性を持つクローンが得られ
た。さらにトウモロコシ根のcDNAライブラリーから全長を含
むクローンをスクリ」ニングしl.7註bのインサ』トをもっ
pZmUMTlを得た。大腸菌のシロヘム合成酵素は
uroporphyrinogen 1II methyltransferase (UMT)活性、 precorrm

2 oxidase活性.ferrochelatase活性を持つ多機能酵素であるが、
pZmUMTlはUMT領域のみと高い相同性を示した。硝酸誘導性、
各種阻害剤(cycloheximide.EGTA. La3

+ etc.)による誘導阻害効果
をノザン解析したところ、 NR.NiR.GS2と同様に硝酸投与後す
ばやく蓄積し、また阻害弗jの効果も同様であった。亜硝酸還元
酵素(NiR)は補欠分子族としてシロヘムをもつが、 pZmUMTlは
この合成系に関与し、また高等植物のシロヘム合成は大腸菌の
様な多機能酵素ではなく、各活性は異なる遺伝子にコードされ
るものと推察される。硝費量依存的な遺伝子制御ネットワークは
硝酸還元系酵素活性発現に必要な補欠分子族合成系遺伝子をも
含むことが明らかとなった。

2aEOl 
海産紅藻Porphyrayezoensis(スサビノリ)の硝酸還元醇素

のcDNAのクローニング

虫且丘王，中川寅中山和久，猪川倫好(筑波大・生物蚊阜
大・農)

紅藻Porphyra yezoensis(スサビノリ)の硝酸還元酵素

(NR)に対して作成したモノクローナル抗体をプローブ.にし

てAZAP Express ベクター中に作成したスサビノリ cDNAラ

イブラリー 34万クローンから、最終的に2679題基の田F

を含む2874塩基のcDNAを得た。四Fは892個のアミノ酸か

らなる推定分子量98，299 、推定pl 5.3のNRのサプユニッ

トをコードしていた。スサビノリ NRのアミノ酸配列は菌類、

高等植物、緑藻のNRとの聞に36から51%の相同性が認めら

れた。他のNRや酸化還元酵素との比較からスサビノリ NRの

サブユニットはN末端側から、塩基性アミノ酸に富み他のNR

と相同性の見られないN末端領域、亜硫酸酸化酵素の

Mo-pterinドメインとも相向性のあるMo・pterinドメイン、

他のNRや酸化還元酵素と相同性の全くないヒンジ領域 I、

し乳酸脱水素酵素のヘムドメインと動物のシトクロムb5と

相同性のあるヘムドメイン、ヒンジ領域2、シトクロムb5還

元酵素と相向性のある FADドメイン、と6分割された。また
他の酸化還元酵素における補欠分子の結合部とされるアミノ
酸はすべて保存されていた。近隣結合法により全アミノ酸配

列の明らかになっているNRとの系統樹を作成したところ、ス
サビノリ NRは緑藻 Volvoxcarteriの NRと近縁であるとい

う結果を得た。



2aE02 
ラン藻Synecho∞CCUSsp. PCC7942のカルボキ、ンゾー

ム関連遺伝子群のシアン酸による活性化

盆率五基1、小俣達男(名古屋大・農・応用生物、

1基礎生物学研究所)

我々はSynecho∞ωSsp. PCC7942において、硝酸

の還元産物であるNH4+が、硝酸同化系遺伝子群の転

写を抑制するとともに、カルボキソゾームに局在す

る炭酸固定酵素Rubis∞をコードするrbcLSの転写を

活性化すること、および、 NH4+による遺伝子発現の

制御が、カルパモイルリン酸(窒素同化の中間代謝

物)の分解によって生じるシアン酸の蓄積によって

引き起こされることを既に報告した(鈴木他、 1994

年度年会)。本研究ではさらに、 rbcLSの近傍に存在

する他の炭酸同化関連遺伝子群に対するシアン酸の

効果を検討した。その結果、カルボキシゾームの形

成に必要な遺伝子群 (canKL九例0) とカルボキシゾー

ムでRubis∞にC02を供給するカーボニックアンヒド

ラーゼの遺伝子(ic仏)の発現がシアン酸により活

性化されることが明らかになった。一方、 C02能動

輸送系へのエネルギー供給に関与するndhB遺伝子の

転写はシアン酸の影響を受けなかった。以上の結果

から、シアン酸はカルボキシゾームの生合成を活性

化すると推定した。

2aE03 
ラン藻Synechococcussp. PCC7942及び、Plectonema

boryanumにおける亜硝酸還元酵素遺伝子の発現誘導

に対する硝酸イオンの影響

菊地裕之愛知真木子守鈴木石根小俣達男

(名古屋大・農・応用生物科学)

ラン藻Synechococcussp. PCC7942の亜硝酸還元酵素

(NiR)遺伝子nirAは、硝酸イオン輸送体及び硝酸還元

酵素遺伝子とオベロン(nirAオベロン)を構成している o

nirAオベロンの転写はアンモニアの存在下では抑制さ

れており、その脱抑制は培地からのアンモニアの除

去、あるいはMSX(グルタミン合成酵素阻害剤)による

アンモニア固定の阻害により行われ、硝酸イオンに

依存しない(鈴木他， 1993 PCP 34:1311，1320)。しか

しMSXによってnirAの転写を脱抑制した場合、硝酸

イオン非存在下では、 nirAの転写は一過的にしか起こ

らなかったのに対し、硝酸イオン存在下では転写が

継続的に起こり、大量の nirA転写物が蓄積した。

MSX存在下では硝酸イオンは窒素j原としては作用し

ないので、この結果から硝酸イオンがnirAオペロンの

転写を正に制御することが明らかになった。硝酸イ

オンのnirA遺伝子の転写に対する促進効果は糸状性の

ラン藻Plectonemaboryanumでもみられた。
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2aE04 
ラン藻Synechococcussp. PCC7942の硝酸イオン/亜硝酸イオン

能動輸送体の活性調節に関する研究

企盤正樹， Rocio RodJriguez'， Catalina LaJ"a'，小俣達男 (名古

屋大・農・応用生物科学 'Inst.Bioquim. Vegetal y Fotosintesis， 

Fac. BioL Univ. Sevilla-CSIC， Apdo. 1113，41080 Sevilla， Spain) 

ラン藻Synechoroccussp. PCC7942による硝酸イオン/更硝酸
イオンの取り込みは、I音地へのアンモニアの添加により可逆的

に阻害される.このラン藻の硝酸イオン/~硝酸イオン能動車食

送体(以下~'RT と略す)は、 ABC型車命送体に属しているが、

ATP結合サブユニットのひとつである NrtCが他の同族紛送体

に例のないC末端側ドメインを持つ点が構造上の特徴である.
本研究では、NrtCのC末端側ドメインを欠く変異株 (NC2)を

用いて、このドメインと NRTの活性調節との関係を調べた.

埼地中から亜硝酸イオンを取り込ませる際にアンモニアを共
存させると、野生株では亜硝酸イオンの取り込みが完全に停止
したが、 NC2では取り込み速度が野生株の 40%程度に低下し

たものの亜硝酸イオンの取り込みは継続し、培地中の~硝酸イ

オンはすべて同化された.一方、硝酸イオン繍送活性を細胞内

への硝酸イオンの蓄積によって測定し、アンモニアの効果を調
べたところ、野生株では硝酸イオンの蓄積が完全に阻害される

のに対し、 NC2では30%程度しか阻害されなかった.以上の結
果より、 NrtCのC末端償lドメインは、アンモニアによる NTの

硝酸イオン/亙硝酸イオン輸送活性の阻害に関与していること

が明らかとなった.

2aE05 
登熟ダイズ種子のアスパラギン分解代謝

盤旦盈二，金子勝芳(農水省・食総研)

ダイズ種子には登熱中に多量のアスパラギン， グ

ルタミン酸，アラニンを一時的に集積する品種が

みられる。グルタミン酸を多く集積する要因の l

っとして子葉のグルタミン合成酵素活性の相違が

考えられた。アスパラギンはダイズ種子に供給さ

れる主要な窒素源であり，種皮や子葉で他のアミ

ノ酸に変換される。このアスパラギン分解代謝の

初段は，マメ科ではアスパラギナーゼ (ASNH)

とトランスフエラーゼ (ASNT)の 2つが考え

られる。ダイズ登熟後期では， A S N Hは子葉よ

り種皮で活性が高く， A S N T活性は子葉のみと

部位で異なった。アミノ酸集積特性の異なる種子

において，登熱中の ASNT活性の変化は集積と

密接な関連を示した。代謝酵素の種子組織におけ

る分布を組織化学的にみるために，分解酵素の精

製(高流速イオン交換，疎水性吸着クロマトグラ

フィ一等による)及び抗体作製を試みている。酵

素の性質， N末端アミノ酸配列を明らかにする。



2aE06 
イネ葉身維管束組織における細胞質型グルタミン合成酵素タン
パク質の分布

壁韮呈，早川俊彦，山谷知行 (東北大・農・応用生物化学)

イネにおいて、飾管を介して若い組織に転流される窒素の主形

態はグルタミンである。私たちは、イネ老化葉におけるグルタミ

ンの合成が、大・小維管束に存在する細胞質型グルタミン合成酵
素(GSI)により触媒されるという可能性を、 Tissue-printimmunoblot 

法などの結果から示してきた。本研究では、イネ葉身維管束組織
における GSIタンパク質の分布を細胞レベルで明らかにすること

を目的とし、免疫組織化学的手法を用いた解析を行なった。

約 10.5 齢の水耕栽培イネ(ササニシキ)の第 6~11 葉の葉身を
用い、パラフィン包埋切片を作成してアビジン争ビオチン系による
抗体染色後、光顕観察を行なった。

その結果、 GSIタンパク質はイネ老化葉身において主に大・小
維管束組織中の富市部伴細胞に強いシグナルとして検出され、また

飾部及び木部柔細胞にも分布していることが判明した。伴細胞は、

通導組織を介した物質の輸送において筒管への物質の loadingに

重要な役割を果たしていることが形態学的に推定されていること
から、この結果は、 GSIがイネ老化葉において、主な転流窒素の

形態であるグルタミンの合成を行なっている可能性を更に強く示
唆するものであった。一方、第 11葉身未抽出部分においては、
GSIタンパク質は伴細胞には検出されず、二次細胞壁の未発達な

厚壁組繊細胞に検出され、緑化した第 11葉身抽出部や完全展開葉

身とは明らかに異なる分布を示した。このことから、若い葉身に

おいては、リグニン生合成の鍵酵素である phenylalanineammonia-

Iyaseの反応により放出される NH;の代謝系に GSIが関与してい

る可能性が考えられる。

2aE07 
トマト培養細胞から分離Lたフィトケラチン合成酵素の
性質

畳重量王，井上雅裕，遠山鴻，城尾昌範(愛媛大理生物)

多くの植物は重金属ストレスにより重金属結合ペプチ
ドであるフィトケラチン(P C)を合成する。 PCはP
C合成酵素によってグルタチオンから構成約に合成され
ると考えられているがその本体と金属調節についてはよ
くわかっていない。私達はこれまでCd馴養したトマト
細胞が野生株より高いCd耐性と PC合成能を持つこと、
またCuで馴養Lても Cu耐性は上昇せず PCも合成き
れないことを見いだした。従って PC合成の有無がトマ
トの金属耐牲を規定する重要な要因であると考えられた。
PCが金属特異的に合成される原因の一つに PC合成酵
素Lベルでの調節が考えられる。そこで本研究では、ト
マト細胞から PC合成酵素を分離しその活性を測定 Lた。
まず大量に培養した野生株細胞から細胞質蛋白質を抽出
し、酵素の部分精製を Klapheckら(1995)の方法で行っ
た。酵素液 300μlに萎質 (5rnMGSH)とCdイオンを適
量加え 27'Cで2時間反応させた。生成物は HPLC(プL
カラム法)で定量した。その結果、極めて低L ぺJ~.;なが
らCd濃度に依存した PC合成酵素の活性が検出された。
従って、 PC合成酵素の一部分は構成的に存在すると思
われる。しかし、 Cd耐性株由来の酵素の活性は野生株
のそれより 2，3倍高かったので、酵素の活性化だけでな
く酵素量の増加も耐性株の高い PC合成能に貢献してい
ると思われる。現在、 Cuイオンの影響について同様に
研究を進めている。
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2aE08 
アズキ植物に対する酸ストレスの彫響

車塞蚕藍、 井上雅裕(愛媛大・理・生物}

継物同議剣全土壌を好むものと逆にアルカリ性土穫を好むも
のがあり、酸ストレスに対する植物の反応も様々であると思ゐ

れる。一般に土壌の酸性化カ漣むと多くの植糊ま生育不良とな
るが、その原因として、酸性化による有害重金属イオン筑泌拙、
膜のダメージ、養分吸収パターンの変任法ど色々な原因が考え

られる.本研究ではアルカリ性土壌を好むとされるアズキを用
いて5種類の酸の膨響を調べた。植物は明所25'Cで5日医廉
留水を含んだ容器で成育させ、その様に様々な濃度の酸を含む

蒸留水を与え、穣と地上部の伸長量と重量夜疫化を測定した。
その絵果、どの酸に関しても跡地上部より儲献で掛、成

長阻害を受付ずじまた、根の成長に対する酷η阻害効捕ま碕酸、
リン酸〉硫酸〉言機、塩酸の廠て強く現われた.酸溶液のpH
と根の成長阻害の関係を謁べると、 pH3以下では全ての酸ぜ
陸害が見られたが、 pH3-5の範囲て怯駆響効期損骸滞酪震
によって異なっていた.1lIIち、 pHの膨響だけでI語妙見できな

かった。次に、一定濃度(1 mM)の敵で1時間処理した根を
蒸留水6壊すと部分的な怪筈の回働f見られた。また、 O.lmM
の酸で同様の実験を行った場合、成長を促途する酸もあった。
以上の結果減益ら、酸の影響としてpH3以下で克られる不可

逆的な作周よ併に験の種類によって特異的にもたらされる可逆
tIo/A響も存在すると考えられる。現在、酪こよる積の成長阻

害と促進の原因について、陰イオンの嚇民、細胞質とアポプラ
ストの蛋白質に注目して研究を進めている。

2aE09 
アルミニウム (AI)イオンストレスに応答する

酵母遺伝子群のク口一ニングとその解析

立瞳---.x三、松本英明(岡山大資生研)

これまでタバコを用いてAIストレス誘導性遺伝

子群を解析してきたが、今回新たに酵母からもAI

誘導性遺伝子を単離、解析したので報告する。

酵 母AB1380株のAIストレスによる生育阻害はAI
処理液のpH値とAI濃度に依存しており、植物とよ

く類似したAI生育阻害が観察された。さらに酵母

からもAIストレス誘導性遺伝子の単離を試み、構

築したcDNAライブラリーの中から誘導性クローン

を2つ得た (pAL1001， 1003)。ノーザンハイブリの

結果より、どちらも発現レベルがAI処理に応答し

て上昇することが確認された。さらに塩基配列を

決定したところ、 pAL1001は分泌性熱ショック蛋白

質HSP15f1J.宣伝子と、またpAL1003は細胞膜表層蛋白

質SEDl遺伝子と一致した。一方、 AI処理の前処理

として熱ショックを与えたAB1380株の細胞は、前

処理していない細胞に比べてその後のAIストレス

に対して耐性を示した。



2aElO 
アルミニウムによるコムギ根の伸長阻害機構・

宜主主昌生、山本洋子、松本英明(岡山大・資生研)

Alによる初期の根の伸長阻害は伸長域における伸長阻害に

依存する。我々は、 Al処理によって伸長域の皮層細胞に特異

的にリグニンが誘導されることを昨年度の本年会で報告した。

今回はリグニンの誘導に先だって起こるAlの影響について検

討した。

コムギ (Triticumaestivum L. )根をO.lmMのcl+存在下でAl

(50μM)処理すると、 3から 6時間後にかけて急激な根の

伸長の低下がみられた。 Al処理をした根をpropidiumi叫ideを用

いて細胞のバイアピリティー(viability) を判定すると、 Al処

理3時間後から伸長域の細胞にのみ、著しいバイアピリティ

ーの低下がみられた。 propidiumi叫ideは正常な細胞膜を透過し

ないことから、 propidiumi叫 deによる染色は原形質膜の障害を

反映していると考えられた。 Ca2+濃度を増加 (lmM)すると、

Alによる伸長の低下、バイアピリティーの低下のいずれも回

復した。一方、根の伸長阻害および伸長域の細胞のパイアピ

リティーの低下は、強い酸性条件下においても起こり、 Ca2+濃

度の増加 (lmM) によって改善されたo H'とCa2+輸送系に影

響を与える様々な薬剤処理を単独で施した結果から、細胞質

のpHの低下および、ci+濃度の増加が、 Al処理と同様に細胞の

パイアピリティーの低下を引き起こすことが示唆された。従っ

て、これらの現象がAlストレスに関連している可能性が推定

された。

2aEl1 
トウ毛ロコシにおけるA1による根の伸長阻害に対するケイ酸の

軽減効巣

馬建鋒、佐々木昌生、松本英明(岡山大・資生研}

植物に対するアルミニウムの毒性の発現は他の元素との栂互

作用によって変わる9 本研究ではトウモロコシを用いて.アル

ミユウムによる根の伸長阻害に対するケイ竣の効果及びそのメ

カニズムについて検討した。 20，μMA1の添加が根の伸長 (20

時間)を 70%ほど阻害したが.ケイ駿の共存下でその姐警が

軽減された。処理液のmo且omeric Alの濃度は添加したケイ酸

の濃度のt勘Eとともに減少し、根の伸長阻害の程度と一致したd

またmonomeric Siの濠度もAlの添加によって減少したυ

四 nom四 c Al濃度が最終的に同じような条件下で‘恨の伸長

阻害に対するケイ政η影響を調べたところ.阻害が同程度で-あっ

た。さらに根靖の表皮近傍の細胞の刊abilityの低下を比較する

とケイ竣の添加の有無に関わらず‘ monomeric A1の濃度と比

例していた白これらのことはトウモロコシの根においてケイ酸

によるアルミニウム害の軽減効果は溶液中においてケイ酸がア

ルミニウムと複合体をつくり、毒性のあるmonomeric Alの濃

度を低下させることに起因することを示している。

151 

2aE12 
シロイヌナズナの低マンガン含量変異株の栄養学的

特性

本丘一墨卒、北野高寛、尼子克己、高一橋正昭

(大阪府大・農・応用生化)

植物の微量必須元素であるマンガンは光合成の酸

素発生系の触媒中心として緑葉に含まれている。マ

ンガンの要求量はFeを除く他の金属元素に比較して

高く、アルカリ土壌やマンガン含量の低い土壌では

欠之症状が現われることが知られている。しかし、

マンガンの土壌中からの吸収、および、植物体内で

の移行の機構は十分に解明はされていない。本研究

で‘はマンガンの輸送の機構を明らかにするために、

シロイヌナズナを用いて、マンガンの吸収や移行能

が欠損している変異株の選抜を試みた。

速中性子線で突然変異誘起処理したシロイヌナズ

ナ (M2世代)を、高濃度のマンガンを含む培地で育

てたが、マンガン過剰ストレスについては野性型と

顕著な差は見られなかった。しかし、M2種子を完全

水耕培養液で・育てると、マンガン欠之ストレス症状

を示す個体が認められ、その植物体の一部を採りマ

ンガン含量を測定した。数干の個体を栽培し、低マ

ンガン含量変異株が数株単離された。変異の固定し

た株について、高濃度のマンガンを含む水耕液に移

植した時のマンガン欠之ストレスからの回復や、組

織別のマンガン含量などの栄養学的特性を調べた。

2pEOl 
大麦SAM合成醇素遺伝子のクローニング漫ぴ各種

ストレス条件下での遺伝子発現

滝 沢 隆 一 ， 中 西 啓 仁 ， 森 敏 (東京大学・農学

生命科学)

鉄欠乏条件下においてイネ科植物は，鉄キレーター

であるムギネ酸を根より分泌する。ムギネ酸はメチオ

ニンを出発点として数段階からなる生合成反応を経て

合成される。その生合成反応触媒酵素のうちのひとつ

であるSAM合成酵素が鉄欠乏条件により，転写の面

で，あるいは酵素活性の面で誘導されているか否かを

検討した。
1. 大麦の根より抽出した粗酵素液を用いてinvi，加の

SAM合成酵素活性を視u定したが，鉄欠乏大麦根と鉄供

給大麦根の聞では活性に差はみられなかった。

2. 鉄欠乏大麦根cDNAを鋳型としたPCRにより， トマ

ト，アラピドのSAM合成酵素遺伝子と非常に相向性の

高いcDNA部分断片を得た。これをプロープに用い

て，プラーク・ハイプリダイゼーションにより，全長

を含むと思われる3種類のSAM合成酵素遺伝子を大麦

幼植物cDNAライプラリー).gt10からクローニングし，

その塩基配列を決定した。

現在，これらの3種類の遺伝子の特異的配列をプロー

プに用いて，それぞれのSAM合成酵素遺伝子発現の，

鉄欠乏をはじめとする各種環境・栄養ストレスに対す

る変化を解析しているところである。



2pE02 
鉄欠乏オオムギ根で発現する「ムギネ酸・鉄Jトランスポ

ーター遺伝子のスクリーニング

山早撞阜、塩入孝之1、 森敏

(東京大・農学生命科学、 1名古屋市大・薬)

イネ科植物の根による「ムギネ酸・鉄Jの吸収活性は鉄

欠乏条件で誘導されること、 DCCD、CCCP、バリノマイシ

ンで限害され、 「ムギネ酸・鉄Jの構造的な類縁体である

「ニコチアナミン・銅」、 「デオキシムギネ酸・コバルト」

によって括抗的に阻害されることが明らかにされてきた。

これらの結果は「ムギネ酸・鉄」の吸収が能動的で、 「ム

ギネ酸・鉄」の構造に特異的なものであることを示してい

る。そこで演者らは、鉄欠乏条件下のオオムギの根に、「ム

ギネ酸・鉄」に極めて特異的な吸収トランスポーターが存

在すること想定し、そのトランスポーターをコードする遺

伝子を単離することを試みた。

酵母 (Saccharomyc田 cerevisiae の ctrl 変異株は、 high

affinityな釦]の吸収能が欠損しており、その結果、 highaffinity 

な鉄の吸収能が失われている。この変異株FTRUNB1

(d.ctrl ::URA3) (D叩 ciset a1 ，Cell， 76，393-402， 1994) に、鉄

欠乏条件で栽培したオオムギ根から調製した発現 cDNAライ

ブラリーを導入し、鉄源として「ムギネ酸・鉄jを含む選

択培地上で生育が改善されたものを選抜した。現在その二

次選抜と、形質転換酵母の「ムギネ酸・鉄Jの吸収能の評

価をD-なっている。

2pE03 
鉄欠乏オオムギ根におけるムギネ酸生合成経路の研究 V

:ニコチアナミンアミノ基転移酵素の精製

車盛蓋宜主、金津健二、塩入孝之 l、西海直子、森敏 (東京

大・農学生命科学、 1名古屋市大・薬)

イネ科植物は鉄欠乏条件下で鉄吸収のために三価の鉄キレ

ーターであるムギネ酸類(MAS)を根から放出する。デオキシ

ムギネ酸はニコチアナミンから、アミノ基転移と還元の2段

階で生合成される最初のMAsで、他のMAsの生合成の前駆

体である。われわれは、このニコチアナミンアミノ基転移酵

素(NAAT)の精製を試みている。

鉄欠乏処理したオオムギの全根からの粗酵素を疎水、吸着

クロマトグラフィーによって予備精製し、陰イオン交換クロ

マトグラフィーに供すると、 NAATはKClグラジェント溶出

によって 2つのアイソザイム (Nん当Tー1; MW  80kDa， Km 

O.4mM， NAAT-II; MW  90kDa， Km O.9mM) に分かれた。

これらはいずれも鉄欠乏誘導性であったが、 NAAT-IIは鉄供

給オオムギ根にも存在した。

大量に有機合成したニコチアナミンを用いたアフィニティ

ークロマトグラフィーで、 2次元電気泳動上数個のスポット

まで精製した。とれらのペプチドのアミノ酸配列を検討して

いる。

2pE04 
鉄欠乏によってオオムギ根に強く誘導される 2つのタンパク

質の性質

虫車宜L 鈴木宏一郎，藤垣順三西海直子，森敏

(東京大学・農学生命科学東京農業大学・短期大学部)

オオムギの根で鉄欠乏条件下において強く発現する遺伝子

Ids3 (Iron .defici巴ncy~ecific cione)の全塩基配列を決定し

た. また，二次元電気泳動上で鉄欠乏条件下で強く誘導され

るタンパク質(d-タンパク質)の部分アミノ酸配列を決定した.

IDS3タンパク質， d-タンパク質それぞれのポリクローナル抗

体を作成し，ウエスタン法にてオオムギでの特異性およびい

くつかの単子葉，双子葉植物での有無について検討した.

IDS3は鉄欠乏処理後 3日以内のオオムギの根で検出され，鉄

の再投与後 4日で抑えられた.また，オオムギ， ライムギ，

ミノリムギでは検出されたが，コムギ，イネ， トウモロコシ，

ソルガム，カラスムギおよびタバコ， トマトでは検出されな

かった.さらにオオムギの染色体の 4番にコードされている

ことが分かつた これらの結果はIDS3がデオキシムギネ酸か

らムギネ酸への水酸化酵素でtあることを強く示唆するもので

ある.一方， d タンパク質はオオムギの根において，鉄欠之

処理 3日で誘導され，鉄再投与後 7日で消失した.上記のイ

ネ科植物の根のいずれにおいても検出されたが， トマト，タ

バコなどの双子葉植物では検出されなかった.また，鉄欠乏

以外の栄養ストレスでは誘導されなかったことから， d-タン

パク質はイネ科植物のムギネ駿による鉄欠乏応答に強く関与

していることが示唆された.

2pE05 
クラミドモナスのリン酸欠乏に対する順化機構の解明 I変異株

の単離およびそのキャラクタリゼーション

王恒星益企，臼田秀明，都筑幹夫ArthurGrossman' (帝京大・

医・化学東薬大・生命科学， 'Carneigie [nsl. . Depl. Plant BioI.) 

リン酸は植物の生育を律速する主要な要因の一つであり、リ

ン酸欠乏に附された植物では、原形質膜を介したリン酸輸送活

性が著しく上昇すると共に、潜在リン酸を利用すべく分泌型ア

ルカリフォスファターゼの誘導がおこることが、種々の植物材

料を用いて示されてきた。しかしながらその制御機構は未だ解

明されていない。我々は、とのようなリン酸欠乏ストレスに対

する順化能の変異株を、 LN照射により変異を誘導したクラミ

ドモナスより単離することに成功した。変異株は32Piによる自

殺法で濃縮し、さらに高および低濃度のリン酸を含むプレート

にレプリカし、最終的に生育に高濃度のリン酸を要求する株を

複数株単離した。個々の株について更に解析を進めたところ、

それらの内の一つはリン酸輸送体のみならず、フォスファター

ゼの誘導も起こらない、

'‘ pleiotropicな形質を持つ 宮12
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2pE06 
緑藻Chloroo∞cumlittoral，的高CO2、鉄イオン欠乏条件に

おけるお汀icreductase活性の誘導
量生主主丘、磯野憲秀、宮地重遠(海洋バイオテクノ
ロジー研究所、釜石研究所)

単細胞緑藻Chlorococcumlittoraleは、高いCO2濃度(20-

60%C02)条件下でも生育可能である。その生育や生理学

的特性の解明のため、演者らはdifferentialscreening法に
より高CO2条件に特異的な2つのクローンを単離した。

そのうちの一つは酵母の細胞膜ferricreductaseのアミノ
酸配列と部分的に相向性を示した。そこで、C.littorale 

におけるferricreductase活性誘導の調節要因について検
討し、以下の結果を得た。

空気条件下で生育したC.litωIrale細胞を新たな培地に
移し、 20lJもCO2または空気条件にすると、 20%C02条件

でのみ細胞表層のferricreductase活性の増加が認められ
た。このときのFe(II)イオンは、両条件下共に、培地に
添加後急速にFe(II1)に酸化されていた。また、 20lJもCO2

条件下で最初から過剰のFeS04を添加すると酵素活性の

誘導は抑制され、誘導中に添加すると活性は低下し

た。これらの結果は、細胞表層ferricreductase誘導には
高CO2と鉄欠乏ストレスが関与することを示唆する。

本研究は新エネルギー 産業技術総合開発機構の委託研究「細
菌・部類等利用二酸化炭素固定化・有効利用技術研究開発」の一
環として行われたものである。

2pE07 
鉄によるEuglenaアスコルヒ.ン酸ペルオキシダーゼの発現機構
の解明
石川孝博、吉村和也武田徹、重岡成 G丘畿大・農・食栄)

Euglenaのアスコルヒ、ン酸ペルオキシダーゼ(AsAP)は葉緑体
にアイソザイムを持たず細胞質にのみ局在しH2U2消去に機能
している。このことはEuglenaが細胞質型AsAPの発現・調節
機構を解明するための良いモデルであることを示している。そ
こで我身はへムタンパク質の本酵素に及ぼす鉄の影響について
検討した。

Euglenaより鉄(Fe)欠乏、正常(7.1mgllFe)および過剰細胞
を調製し、 AsAP活性に及ぼす影響を検討した。 Fe正常細胞の
AsAP活性は75.3:t2.3μmol/min1109cellsであったが、欠乏細
胞ではAsAP活性は検出されなかった。 Fe過剰細胞のAsAP活
性は正常細胞のそれと有意な差は認められなかった。

Fe欠乏細胞へのFe添加により、 AsAP活性は添加後3時間ま
で急上昇し、その後24時間まで直線的に増加することが認め
られた。タンパク質合成阻害剤シクロヘキシミド (CHI)および
へム合成阻害剤サクシニルアセトンをFeと同時添加すると、
Fe添加3時間までのAsAP活性の上昇は阻害されなかった。し
かし、 3時間以降の各時間にCHIを添加すると活性上昇は抑制
された。 EuglenaAsAP抗体によるイムノプロットの結果、 Fe
添加前でもAsAPタンパク質は存在し、それ以降経時的に滑加
することが認められた。 Fe欠乏細胞の粗抽出液!こ50μM硫酸鉄
を添加しでもAsAPの活性化は起こらなかった。また、 Fe添加
3時間後のAsAPをAsA非存在下の透析により失活させた時、
50μM硫酸鉄を添加しても失活を防ぐことはできなかった。以
上より、 3時間までの活性上昇はAsAPの活性化によるもので
あり、非へム鉄は関与せずへム鉄へのFe供給が律速となり、
一方3時間以降のAsAP活性上昇はAsAPタンパク質とへムの合
成に起隠していることが示唆された。
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2pE08 
活性酸素消去系醇棄を導入した形質転換植物の作出とその解析

森田重人¥鈴木徹、上中弘典、坂本教人増村威宏、久保明弘

3、田中浄3、田中国介(京都府大・農・膜化、 1京都大・理・

植物、 2基生研、 3国立環境研)

移動能力をもたない植物は種々の環境ストレスに曝されてお

りそれらによる障害には活性酸素の関与が知られている。活性

酸素消去系は複数の醇素から成るが、中でもスーパーオキシド

ディスムターゼ(80D)、アスコルビン酸ベルオキシダーセ

(APX)は中心的な役割をはたしている。我々は、 80Dおよび

APXを過剰発現させることにより、これらの酸素活性とストレ

ス耐性との相関性を明らかにすることをめざしている。

細胞質型Cu/Zn-80D、葉緑体型Cu/Zn-80D、細胞質型APX、

および糞縁体への輸送シグナルを付加した細胞質型APXのそれ

ぞれのcDNAとCaMV358プロモーターとの融合遺伝子をタバ

コに導入し、得られた形質転換体において目的の遺伝子が発現

していることを確認した。葉緑体でAPXを過乗IJ発現させた形質

転換体以外については、野性型に比べパラコートに対する耐性

が上昇していた。また80Dを導入した 2種の形質転換体では、

SODとともにAPXの活性の上昇がみられた。

これらの結果から、 80DとAPXの協調的な活性上昇がストレ

ス耐性に寄与していることが示唆された。

2pE09 
8ynechococcus PCC7942のフルクトースー1，6・ビスホスファ
ターゼアイソザイムの分子的性質
広且J盤、田茂井政宏、石)11孝博、重岡成(近畿大'A・食栄)

緑藻およびラン藻の光合成炭素還元系を構成するチオール酵
素は高等纏物の酵素と異なり、 H2021こ対して耐性を有する。 1)

また、フェレドキシン/チオレドキシン系を介した光還元力に
よる活性化を含め、その活性調節機構は高等植物の酵素と異な
ることが示唆された。そこで今回、ラン藻8ynechococcus
PCC7942 (8.7942)のフルクトース-1，6・ピスホスフ 7ターゼ
(FBPぉe)の免疫学的および分子的性質の検討を行い、ト1202耐
性機構を考察した。

8.7942のFBPぉeアイソザイム(FI，FII)はそれぞれ40kDa 37 
kDalの岡ーのサブユニットからなる4量体で、精製酵素は1mM 
H202の処理でも80%，100%活性を保持していた。 FIは高等植
物の細胞質型酵素の阻害剤であるAMPにより著しく阻害され
たが(Ki=0.26mM)、FIIは全く影響を受けなかった。至適pHI立、
FIが8.0、FIIが9.5であった。 FI遺伝子は356アミノ酸をコード
する1068bpのORFからなり、推定アミノ酸は高等植物や動物
などの典型的な FBPaseとの相向性は低く、ラン藻S
leopoliensis FBPase B型の内部アミノ酸と高い相向性を示し
た。 FII遺伝子は339アミノ酸をコードする 1017bpのORFから
なり、推定アミノ酸は既報のFBPぉeと40-45%の相向性を示
した。 FI，FIIから作製した抗体はそれぞれに特異的であり、互
いに交差反応を示さなかった。また、 FI抗体はSynechocystis
PCC6803 FBPaseと交差反応を示したが、両抗体とも高等植
物や動物由来の典型的なFBPaseと交差反応を示さなかった。
1) TaI<eda T. et aI (1995) Plant Cell Physiol.， 36， 1089・1095



3aEOl 
ホウレンソウ葉緑体型CuZn-スーパーオキシドジ
スムターゼのチラコイド膜との相互作用
小川健一、金埜萱雄!、浅田浩二2 (京都大・理・
分子植物科学、 l南九州大・食品工、 2京都大・食
研)

葉緑体では光化学系1 (PSI)において酸素がl電子還
元されスーパーオキシドが生成する。先にCuZnスー
パーオキシドジスムターゼ(SOD)が光化学系Iに結合し
ていることを免疫電子顕微鏡法で示した [PCP36: 565 

(1995))。今回はこの可溶'性CuZn-SODがどのような相
互作用でチラコイド膜に結合しているのかを明らかに
するため、パーコール密度勾配遠心によって単離した
無傷葉緑体を低張液で破裂させチラコイド膜とストロ
マに分離し、それぞれの SOD活性を測定した。その結
果、用いた低張液のイオン強度の上昇に従いCuZn-

SODのチラコイド膜への結合量はいったん増加しその
後減少した。イオンの種類を変えたところ Mg2+はNa+な
どよりも低濃度で効果を示し、 1~5mMで結合量が最
大となった。この濃度がストロマでのMg2

+濃度に近い
ことを考えると、葉緑体内でCuZn-SODがチラコイド膜
に結合するのに必要な因子はMg2

+である可能性が高い。
CuZn-SOD分子表面にacidicなドメインが存在すること
から、そのドメインがMgh を介してチラコイド膜と結
合すると考えられる。

2pElO 
倍識索ストレス下での植物培養細胞の細飽質pH調節と
リンゴ酸レベルの変化
主喧差盟、坂野勝啓(農水省・生物研)

低酸素ストレス(酸素通気停止)下での、イネ也旦2
旦以~ var. nusasikogane)、ニチニチソウ也止ι旦二
生us 旦旦~)およびタバコ也旦斗旦~ tabacum var，旦二
1)培養細胞の細胞内pHの変化とエネルギー代謝の差異
を、我々はこれまでに報告してきた。細胞質pH調節機
構のーっとしてDaviesが提唱したBiochemicalpH-statが
ある。一例としてPEPcarboxylaseとmalic enzaymeの至
適pHの差を利用して調節すると考えられている。そこ
で、細胞の代謝物を 13C NMRにより解析し、低酸素
ストレス下での細胞質 pH変化とリンゴ酸レベルの変化
に着目して3種類の培養細胞で比較した。
酸素通気状態で13Cでラベルされたグルコースや重炭

酸イオンを取り込ませた後、酸素通気停止処理をした。
細胞質の酸性化カt小さいイネではリンゴ噛レベルの減少
が見られた。エタノールの増加が顕著で、アラニン、 G
ABA (γ ーアミノ酪酸)が13C NMRスベクトルで

検出された。一方、細胞質の酸性化が著しいニチニチソ
ウとタバコ細胞では、リンゴ酸レベルの減少が見られる
ものの、イネの細胞ほど減少しなかった。また、 GAB
Aは13C NMRスペクトルでは検出されず、グルタミ
ン酸の脱炭酸反応(プロトン消費反応)もイネの細胞ほ
ど進行しないものと考えられる。

3aE02 
7 樟照射によって誘導されるシロイヌナズナ の自

己防御犠捕の解析

永田憧文、 小松節子¥ 掴 ケ 江 ( 蝿 矢 ) 弘 葺 ¥轟

昌樹¥三好一丸ヘ菊池尚志， (新民術事童図、

1揖車生物質掴研究所、 2 東京大字島学部)

2pEll 
嫌気条件下でのウリカワ (Sagittariapygmaea 

Miq.)塊茎の初期成長の促進

石沢公明一瀬成広 2，倉持仁志3 (，東北大・

院・理・生物 2東北大・農・環境適応 3宇都
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オモダカ属の水田多年生雑草であるウリカワは，

地下に伸びる旬旬枝の先端に塊茎を形成する。その

塊茎は 1ないし数個の幼芽があり，その成長はほぼ

無酸素に近い条件でも誘導される。その苗条の伸長

促進は oから 5%酸素濃度の範囲で認められ，

1%酸素濃度付近で最大となる。嫌気条件では苗条

のアルコール脱水素酵素活性が顕著に増大する。ま

た， in vivoで3SS-Metにより放射能標識されるポ

リペプチドを 2次元電気泳動法により分析した結

果，嫌気条件で特徴的に合成される幾つかのタンパ

ク質があることが明らかとなり，現在更に詳細に検
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討を加えている。

水生植物が獲得した強い嫌気耐性の機構を解明す

るための実験材料として，ウリカワの特質を議論し

たい。



3aE03 
葉緑体チラコイド膜でのモノデヒドロアスコルビン酸ラジカルレ
ダクターゼ依存の酸素光還元
二主盟弘、 UlrichSchreiber'、HenningHormann'、佐野智2、浅
田浩二 (京都大・食研、 'Wuerzburg大・ Julius-yon-Sachs[n-
stitut、'Res. [nst. Innov. Tech. Earth (RITE)) 

葉緑体チラコイド膜光化学系[(PS I)では酸素が1電子光
還元され、スーパーオキシドラジカル(0，→)が生成する。これま
で、チラコイド膜PS[還元側のFeScenter.X、FeScenter.A/Bが
0，生成部位として同定されている。我々は、モノデヒドロアス
コルビン酸ラジカルレダクターゼ(MDAR)がチラコイド膜での酸素
の主白墨元を促進し、 PSト)MDAR-)O，の電子伝達の存在を明らかに
しTこ。

(1)ホウレンソウ葉緑体チラコイド膜を光照射すると、
PSIで酸素が還元され酸素吸収が観測されるが、 MDAR(1μM)添加
によりこの速度が5倍以上促進された。 (2)光照射によるチラコ
イド膜での0，生成をCytc還元及ひイEpinephrine酸化により検出
すると、両反応共にMDARにより促進され、その反応はSODIこより
阻害され、 MDA肋私生成を促進する。さらに、 (3)MDAR添加によ
るelectronfluxの増加は、クロロフィル蛍光収率が低下するこ
とでも示された。(4)MDAR依存の蛍光収率低下はDC肌j及ひ~BM[B添
加により阻害され、 MDARカ>1'S[で電子受容体として機能している。
(5)MDAR依存の酸素吸収、 0，一生成及び蛍光収率低下はNADH、フェ
レドキシン(Fd)存在下でも観測され、さらに、 NADP+の光還元は
MDARにより抑制された。 MDARは葉緑体ストロマ中に10μMの濃度
で存在し、これらの結果はMDARがPSIでのOイ生成部位として機能
し得ることを示している。

さらに、他のフラピン酵素、グルタチオンレダクターゼ、
Fd-NADPレダクターゼ、 NADHベルオキシダーゼ、 DTジアホラーゼ
もまたMDARと同様の効果を示したが、グルコースオキシダーゼは
上記の効果を示さなかった。

3aE04 
ホウレンソウ葉緑体型アスコルヒ、ン酸ペルオキシダーゼcDNA

のクローニング 五山重量、植野由美子、
坂井康祐、武田 徹、重岡成(近畿大 .a・食栄)

ホウレンソウ葉のアスコルビン酸ペルオキシダーゼ(AsAP)

は葉緑体チラコイド、ストロマおよび細胞質にアイソザイムが
存在する。今までに細胞質型アイソザイムの遺伝子解析はおこ
なわれているが葉緑体裂は報告がない。そこで今回、ホウレン
ソウ緑化子葉のcDNAライブラリーより EuglenaAsAPモノク
ローナル抗体をプロープとし葉緑体型AsAPcDNAクローニン
グを行った。
イムノスクリーニングの結果、 950bpのcDNA断片を含むク

ローンを得た。さらに、プラークハイブリダイゼーションおよ
び5'RACE法により、全長1407bpのcDNAクローンを得た。得
られたクローンは1248bpのORFを含み、 415アミノ酸残基か
らなる推定分子量45015Daのタンパク質をコードしていた。
推定アミノ酸配列は、 1)既報のホウレンソウテラコイド膜結
合型AsAP(tAsAP)のN末端アミノ酸配列と一致すること、 2)

成熟型tAsAPの推定分子量は37710DaでありtAsAPの40000

:l: 2000Dalこは I~一致すること、 3) ハイドロパシープロットよ
り、 C末端側は疎水性のクラスターを形成していることから、
単離したcDNAクローンはtAsAPをコードすることが明らかに
なった。 tAsAPは70アミノ酸残基のトランジットペプチドを
含んでいた。ホウレンソウtAsAPは既報のチャ葉ストロマ型
AsAPの部分アミノ酸配列と108アミノ酸残基中、 82.4%の相
同性を示した。また、既報の細胞質型AsAPと40.2-46.5%、酵
母シトクロームcペルオキシダーゼと34.6%の相向性を示した。
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3aE05 
光環境の悪化に伴って発現する核支配の葉緑体

タンパク質dinlは含硫化合物酸化還元酵素である

量且圭2，..渡辺昭(東大・院・理学系・生物科学)

成熟したハツカダイコンの子葉を暗処理すると、

老化して葉緑体の内部構造は崩壊する。この現象を

明らかにするために、暗処理によって特異的に発現

してくるcDNAを濃縮したライブラリーを作製し、

このライブラリーから葉緑体タンパク質をコードす

るものを選抜して、新しい葉緑体タンパク質の

cDNAを単離した。このcDNAに対応する遺伝子は

暗処理、糖飢餓ストレス、ヒートショックによって

強く発現が誘導される遺伝子として報告したdinl遺
伝子であった。 d血1遺伝子のコードするタンパク

質は大腸菌のpspEなどの低分子ヒートショックタ

ンパク質とホモロジーがあり、生物界に広く分布す

る新しいストレスタンパク質のファミリーを形成し

ている。 Wolinela succinogeneSから sulfide

dehydrogenaseのcDNAがクローニングされ、 dinl

のファミリーとよく似たアミノ酸配列の構造を持っ

ていることがわかった。またd血1ファミリーに保存

されているアミノ酸配列は合硫化合物の酸化還元酵

素であるRhodaneseファミリーにも保存され、 dinl

タンパク質も葉緑体内の硫黄化合物の酸化還元に関

与する酵素である可能性が高い。現在、生体内での

dinlタンパク質の働きについて検討中である。

3aE06 
暗所に置かれたシロイヌナズナ緑葉で発現する

分岐鎖アミノ酸の代謝に関与する遺伝子

藤木友紀、佐藤篤行、伊藤正樹、渡遁昭

(東京大・院・理系・生物科学)

演者らは、ディファレンシャルディスプレイ法を用

いて、暗所に置いたシロイヌナズナの緑葉で特異的

に発現するcDNAの単離を試みた。 5種のcDNAク

ローンが得られたが、ノーザン解析では、それぞれ

暗処理時間の経過に伴って異なった発現パターンを

示した。この結果は、緑葉細胞が暗所に適応する機

構は様々な段階からなり、各過程で特異的に働く遺

伝子の制御を受けていることを示唆している。これ

らのクローンのうちの2つは、動物の分岐鎖αケト酸

脱水素酵素複合体の構成酵素と相向性があり、完全

長のcDNAをクローニングして塩基配列の決定を行っ

た。動物でのこの酵素複合体は分岐鎖アミノ酸(Val，

Leu， Ile)の炭素鎖を利用してエネルギーを得る代

謝経路の鍵酵素であり、その酵素活性の欠損がメー

プルシロップ尿症の原因となることでも知られてい

る。植物におけるこの酵素の働きは殆ど解析されて

なかったが、暗処理による遺伝子発現の誘導が観察

されたことから、糖飢餓の状態に陥った緑葉細胞に

おいて、この酵素が分岐鎖アミノ酸をエネルギー供

給に回すために働いていると考えられる。



3aE07 
光酸素ストレス耐性機構におけるグルタチオンレダ

クターゼの役割

青野光子、佐治光、近藤矩朗、田中浄(国立環

境研究所)

光照射下で除草剤などによって植物に引き起こさ

れる光酸素障害の原因は、活性酸素であると考えら

れている。我々はこれまでに、活性酸素消去系の酵

素の一つであるグルタチオンレダクターゼ (GR)

の活性を改変したトランスジェニックタバコを用い

て、 GR活性と光酸素ストレス耐性との聞に正の相

関があることを示してきた。 GRは酸化型グルタチ

オン (GSSG)を還元型 (GSH)にする反応を触媒

する。 GRがGSHの供給により光酸素ストレス耐性

機構に果たしている役割として、 GSH自体が障害の

防御に働いている可能性と、 GSHを介したアスコル

ビン酸の再生により活性酸素の消去能力が上昇して

いる可能性の二つが考えられる。 GR活性の異なる

トランスジェニックタバコを用いて、除草剤ノfラコー

ト処理中の葉に含まれるGSHとアスコルビン酸の定

量を行い、これらの可能性について検討した。

3aE08 
活性酸素消去酵素形質転換植物の光合成による
ストレス耐性評価
青野光子、佐治 光、名取俊樹、田中国介1

田中 浄(国立環境研究所、 1京都府大・農)

環境ストレスによる植物障害は可視障害で調
べられることが多い。可視障害が発現する以前
に植物は当然、生理レベルで何らかの影響を受
けていることが予想される。我々はこれまでに
活性酸素消去遺伝子に関する数種の形質転換植
物を開発してきた。これらの形質転換転換植物
の活性酸素生成試薬であるパラコート耐性を可
視障害や葉内からのイオン漏出で評価した時に
グルタチオン還元酵素 (GR)とスーパーオキ
シドジスムターゼに関する形質転換植物が抵抗
性を増し、アスコルビン酸ペルオキシダーゼに
関する形質転換植物の抵抗性は変わらないこと
が明らかになった。また、グルタチオン還元酵
素を葉緑体で発現させた形質転換体と細胞質で
発現させた形質転換体でパラコート耐性に差が
ないことも明らかになった。今回はパラコート
による光合成影響を指標にして形質転換体の活
性酸素ストレス耐性を調べた。 GR活性の高い
植物はパラコートによる色素破壊だけではなく
、光合成阻害も起こりにくいことを確認した。
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3aE09 
αートコフエロール欠乏葉における光合成の光
阻害について
豊里盤、津山孝人、北川恭浩、小林善親
(九大・農・林)

アルコール側鎖の還元状態が異なるクロロ
フィルを蓄積するイネ突然変異株のフィロキ
ノンおよびαートコフエロール (α-T)合成
は、正常である。しかし、完全展開葉には、
α-Tがほとんど含まれていない。これらの変
異株を用いて光阻害および低温光阻害に対す
るα一Tの影響を調べた。低温 20Cにおいて野
性株および変異株の葉片への光照射により、
野性株の系 Iが阻害されたが、系 Eは、ほと
んど阻害されなかった。変異株では、系 Iが、
野性株に比べより強〈阻害を受け、また、系
Eも阻害されていた。これらのことから、イ
ネ野性株の低温光阻害の部位が系 Iであり、
α-Tは、低温光阻害から系Eを保護すること
が示唆された。光阻害にともなう αー丁、アス
コルピン酸、 s-カロチン量の変化をもとに
α-Tの生理機能について考察する。



F会場:遺伝子構造・機能

キーワード:遺伝子構造，遺伝子発現，遺伝子操作

第一日目午前 第二日目午前 第三日目午前

開始時間講演番号 開始時間講演番号 開始時間講演番号

8:30 2aF01 8:30 3aF01 

8:45 2aF02 8:45 3aF02 

9:00 2aF03 9:00 3aF03 

9:15 2aF04 9:15 3aF04 

9:30 1aF01 9:30 2aF05 9:30 休憩

9:45 1aF02 9:45 2aF06 9:45 3aF05 

10:00 1aF03 10:00 2aF07 10:00 3aF06 

10:15 1aF04 10:15 2aF08 10:15 3aF07 

10:30 休憩 10:30 休憩 10:30 3aF08 

10:45 1aF05 10:45 2aF09 10:45 3aF09 

11:00 1aF06 11:00 2aF10 11:00 3aF10 

11:15 1aF07 11:15 2aFll 11 :15 3aFll 

11:30 1aF08 11 :30 2aF12 

第一日目午後 第三日目午後

開始時間講演番号 開始時間講演番号

13:00 1pF01 13:00 2pF01 

13:15 1pF02 13:15 2pF02 

13:30 1pF03 13:30 2pF03 

13:45 1pF04 13:45 2pF04 

14:00 1pF05 14:00 2pF05 

14:15 1pF06 14:15 2pF06 

14:30 1pF07 14:30 2pF07 

14:45 1pF08 14:45 2pF08 

15:00 休憩 15:00 休憩

15:15 1pF09 15:15 2pF09 

15:30 1pF10 15:30 2pF10 

15:45 1pFll 15:45 2pF11 

16:00 1pF12 16:00 2pF12 

16:15 1pF13 

16:30 1pF14 

16:45 1pF15 

17:00 1pF16 

17:15 1pF17 
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laFOl 
イネアスパラギン合成酵素の cDNAクローニングと仰

situでの組織局在性解析の試み
撞E墜宣，渡辺圭一，早川俊彦，山谷知行(東北大・農・
応生化)

高等植物の窒素代謝系において，アスパラギン合成酵素
(AS)はストレス条件下での窒素転流などで重要な役割を
果たすことが，アミノ酸代謝の面から示唆されている。イ
ネでは，老化組織から転流される窒素の主な形態は，グル

タミンとアスパラギンであることが知られており，アスパ
ラギン合成に関わる ASの研究は重要な位置を占める。
しかし.ASに関する分子生物学並びに生化学的なレベル

での情報は極めて少なく，その機能解析は他の窒素代謝系
酵素に比較して非常に遅れている。我々はイネにおける本
酵素の機能と役割を明らかにすることを目的として，遺伝

子とタンパク質の発現する組織・時期・条件などを検討す
るため. cDNAの塩基配列決定と抗体の作成を試みた。

Rice Genome Research Program (RGP)により部分塩

基配列の報告されているイネAScDNAクローンを入手し
まず‘全塩基配列の決定を行った。次いで，グルタチオン S
-トランスフエラーゼとの融合タンパク質の発現ベクター

に対し.AS部分の鎖長を変えて組み込んだプラスミドを
構築し，大腸薗にて発現させた。現在，発現させた融合タ
ンパク質よりイネ ASポリペプチドを精製回収する系を
構築中である。精製系の確立後，免疫によって抗イネ AS

ポリクローナル抗体の作成を行い，この抗体を用いた免疫
化学的手法により，イネ幼植物における ASタンパク質
の組織局在性を検討する予定である。

laF02 
イネNADH依存性グルタミン酸合成酵素ゲノムDNAのクロー
ニングと構造解析

後藤聡、赤川巧、石井有理、早川俊彦、山谷知行(東北
支で喜一応用生物化学)

イネNADH依存性グルタミン酸合成酵素 (NADH.

GOGAT) は主に生長中の業や穂の維管東組織に存在する
1)。また、幼植物の根においては窒素環境の変化に応じてタ
ンパク質及びmRNAレベルの発現が鋭敏に増加する 2) これ

ら組織特異的発現、ならびに窒素に対する応答の発現制御機
構を解明する第一歩として、本酵素のプロモーター領域を含
むゲノムDNAのクローニングを試みた。

ササニシキのゲノミックライブラリーから当研究室で単離

したイネNADH.GOGATcDNA部分断片 (pRGOGATO.8、タ
ンパク質C末端)とアルフアルファ根粒NADH.GOGAT

cDNA断片 (Dr.Vanceより供与、 pGOGATLO、タンパク質
N末端)をプロープとしてスクリーニングを行ヮたところ、
pRGOGATO.8に対してのみポジテイプなクロ}ンを 7つ、
両プロープに対してポジテイプなクローンを4つ得た。これ

らの Aファージクローンの制限酵素地図を作成し、上記の2

つのプロープに対応する領域を調べたところ、 ).OS42はプ
ロモーター領域ならびに遺伝子の全領域を含むと考えられた。
現在このクローンの塩基配列の決定を行っている。

またこれと並行してササニシキの形質転換系の確立も行っ
たのであわせて報告する。

1) Hayakawa et aL (1994) Planta 193: 455 
2) Yamaya et aL (1995) Plant Cell PhysioL 36:1197 
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laF03 
レンゲソウ根粒菌の 7鉄型フエレドキシン遺伝子 (fdxA)

のクローニングと泡基配列決定

辻巴盆王、佐伯和彦 (阪大・理・生物)

種々の代謝系において電子伝達体として機能するフェレドキ

シンは、その保持する鉄硫黄クラスターの性質と数によって分
類できる。 [4Fe・4S1クラスターに加え、 μFe-4S1クラスターか

ら鉄が1原子抜けた[3Fe-4S1クラスターを併せ持つ7鉄型フェ
レドキシンは、この異常クラスターゆえに物理化学的解析が蓄

積し、複数の細菌で生育に必須な蛋白質であることが示されて

いる。にもかかわらずその生理機能については未知な点が多い。
今回、 7鉄型フェレドキシンをコードする遺伝子が根粒菌中に

も存在することを初めて確認したので報告する。
まず、既知の 7鉄フエレドキシンで保存度の高いアミノ酸配

列に基づきPCRプライマー 1セットを作製した。これを用いて、

4種のRhizobiumすなわち R.huakuii (レンゲソウ菖)、 R.
meliloti (アルフアルファ菌)、 R.loti (ミヤコグサ菌)と R. 

斤edii(ダイズ菌)のゲノムDNAをテンプレートとしてPCRを
行ったところ、 4種いずれについても期待される大きさの断片

が増幅された。そこで、 R.huakuii DNAからの増幅産物をプ

ロープに用いてゲノムDNAライフラリーをスクリーニングし、
クローニングを行った。得られたクローンの塩基配列を決定し

た結果、既知の 7鉄フェレドキシンと高い相向性を示す112残
基の蛋白質をコードするORFを確認することができたので、こ

れをR.huakuiiのμXAと名付けた。さらに、このfdxAのコー
ディング領域をプローブに用いて、上述の 4種の摂粒菌のゲノ
ムDNAのSouthern解析を行った結果は、 7鉄型フ工レドキシ

ン力、 rhizobiaに普く共通して存在することを示唆した。

laF04 
レグヘモグロビン遺伝子のク口一二ングと植物

染色体上での検出

座獲盆盤，宮本旬子，阿部美紀子司東四郎(鹿児

島大・理・生物)

根粒特異的タンパク質(ノディユリン)は、その

発現時期によりグルーピングされているが、それぞ

れの遺伝子の植物染色体上での位置関係友ぴ遺伝子

数については未検討である。本研究では、インゲン、

ソラマメを材料に、代表的なノテsィユリンであるレ

グヘモグロビン(Lb)の遺伝子をfluorescentin situ 

hybridization (FISH)により染色体上に検出するこ

とを試みた。

Lb遺伝子は、インゲンの全ゲノムDNAより PCR

にてクローニングした。 717bpの塩基配列を既知の

インゲンLb遺伝子の配列と比較したところ、 6ケ所

の塩基置換が存在した。ビオチンにで標識した Lb遺

伝子をプロープとしてインゲンおよびソラマメの核・

染色体試料に対してFISH法を行った。その結果、

インゲンでは 2個、ソラマメでは 4個の蛍光シグナ

ルを検出することができた。



laF05 
ホウレンソウ根のFNRのcDNAクローニング

豊宜主主，和田敬四郎(金沢大・理・生物)

ホウレンソウ根に特異的に発現するFNRのcDNA
を3'-RACE-PCR法を用いクローニングした。

この cDNAクローンは 1055bpで、以前、森ヶ崎

によって決定されたN末端の塩基配列と合わせることで

タンパク質をコードしている領域は計 1036 b pであ

り、 3'端の非翻訳領域は 17 9 b pであった。予想さ

れるFNRタンパク質は、計312アミノ酸残基からな

り、その分子量は 35，004.5でSDS-PAGEの
結果とよく一致した。既に報告されているイネ、 トウモ

ロコシの根のFNRやホウレンソウの葉のFNRとのホ

モロジーを検索したところ、イネ根とは84.0%、ト

ウモロコシ根とは 82.7%、ホウレンソウ葉とは46. 
5%であった。これらのことからFNR遺伝子の構造に

は、器官特異的な部分が大きい事が予想される。また、

同じ単子葉植物聞のイネとトウモロコシのホモロジーは

93.7%と非常に高かったので、単子葉植物と双子葉

績物の聞で若干の違いが見られる。

現在、器官特異的な発現を起こす原因を探るために必

要なエレメントや、その他ゲノムの情報を得ている段階

である。

laF06 
シロイヌナズナプロリルイソメラーゼ遺伝子のク

ローニング

主盛一」主、多田隈圭、芦田裕之、川向誠1、松田

英幸l、中川 強(島根大・遺伝子、 1島根大・生

物資源)

プロリ Jレイソメラーゼはポリペプチド中のベプ

チジルプロリル結合のシス型とトランス型聞の異

性化を触媒する酵素である。細胞内のある種の蛋

白質では、この異性化がフォー jレディングの律速

段階であることから本酵素はこの過程に作用して

蛋白質のフォー jレディングや、あるいは標的蛋白

質の構造変換を介した活性調節を行っていること

が示唆されている。

プロリルイソメラーゼには互いに相同性を持た

ない 2つのファミリ}が存在し、我々はこれまで

にそのうちの 1つであるサイクロフィリンファミ

リーに属するプロリルイソメラーゼの遺伝子を 3
種単離している。これら遺伝子は刺激やストレス

に対して異なる発現制御を受けている。今回さら

に新たなブロリ jレイソメラーゼ遺伝子を単離した

のでその構造的特徴や発現パターンについて報告

する。
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laF07 
ニンジンにおける transposableelement 
Tdcl に存在する ORFの構造とその発現

4と国島本. Eric Davies'. 竹 田 淳 子2 (東大・
教養・生命. 'NCSU. 2京大・農・農化)

ニンジン培養細胞において，希釈効果および紫

外線照射により誘導される PAL遺伝子の中の

1つに約 5.3kbの En/Spm様 の transpo
sable element Tdclが挿入されていた。 Tdcl
の中には1.56 kbの ORFが存在しており，

この領域をプロープとして 4 種類の培養細胞

および 4種類の植物個体について Northern
解析を行ったところ，約 2.5kbから約 5.5
kbの長さの異なる転写産物が少なくとも 5種

類見い出された。 Tdcl-0RF の直前には CAAT
boxおよび TATA-boxが存在しているが，

transient assayにより調べたところでは，

この部分のプロモーターとしての活性は著しく

低いことがわかった。さらにこの ORFを含む

cDNAについて検討した結果などから，この

Tdcl は transposableelementとして完全

ではなく，ニンジン核内にある他の Tdc関連
遺伝子からその転移に必要な transcriptsが

供給されて転移していること，すなわち Tdcl

は non-autonomousであることが考えられた。

laF08 
ニンジン細胞核マトリックス構成担ンパク質 cDNAの単隆と同定

食孟重，増田清高橋清子.伊藤明子，上田健治.小野道之，

井上正保(秋田県農短大・生工研北大・農)

綴マトリックスは単離核を界面活性剤、ヌクレア ゼ及び高濃度

塩溶液で処理し、得られた残留物である。動物では、核マトリック

スは周縁マトリックス、内部マトリックス及び核小体残存物からな

る。我々 はニンジン (f)aucuscaro ta L. )培養細胞の核マトリック

スに対するモノクローン抗体を作成し、その中で核マトリックスの

表層に特異的反応を示した CML-1を用いてニンジン培養細胞 cDNA

ライブラリーをスクリ ニンゲした。得られたクローンは 3716bp 

を有し、 1119アミノ酸残基からなる 128kDaのタンパク質をコー

ドするごとが推測された。推定されたアミノ酸配列に核移行シグナ

ル及び臼aXのモチ フが含まれていた.核マトリックスから精製

した CML-1と反応する抗原タンパク質から得た部分アミノ酸配列の

結果が推定されたアミノ酸配列の相応する部分と完全に一致したこ

とから、単離されたcDNAがニンジン細胞緩マトリックスの表層を構

成するタンパク質をコードするものであると結論した。デ-?Iパン

クを検索した結果、動物細胞核マトリックスのラミン等とも殆ど相

同性を示さず、この遺伝子は高等植物から最初に単離されたものと

考えられ、核マトリクス構成タンパク質 (NMCP1: ~uclear Matrix 

Qonstituent ~rotein 1)と命名した。一方、ニンジン以外の植物を

用いてウエスタンプロッティングを行なった結果、この担ンパク貿

が高等植物界に普遍的に存在することが推測された。



lpFOl 
イネ培時間部醐割真町-PP.蹴のリボゾーム中~再帯主

並並誼、榊原補青、判決期子、笠毛期工
(島k省蝕棚、*農水省生物資廟i3f!

樹排問主の欄割鄭こは、 H+-A1Pぉe， H七PPa犯という二干輩頁の

H+ポンフ%鞘主し、物質車艇やエネルギー搬なとεの重要な役

割を果たしている。これらのH+ポンフ1土、中間包の恒常l強樹勢幾
能にも関与していることカ習月らかになりつつある。とりわけ、

H+.押蹴は、 f出昆ストレス射孟ストレスに対する感受|幼稿く、

欄耕聞包のストレス耐昨謝茸を伊丹する上で興利菜い対象であ
る。我々 は、イネ培郵湖包を用いて、 i関胡真H+.押 艇 のH+輪差

機卸こ及ぽす塩ストレスやfili昆ストレスの景簿について角析を

進めている。この種の膜タンパク質ぽ命i卦鮪世調べるために

は、離帯主系を用し可解析することが必要であるれ H七PP;蹴

に関しては、耕輔守な再帯主の報告仔肋f少ない。そこで今由、

我々 は、これまで、H+ーA1P蹴の再帯如こ用いてきた対去を基に、

新しし泊封H甲 P棋の時献豹7構築を試みた。

口説岡宮震勾同己童'IA去やi若島童'IA去によって単離したi間割莫
付包から日文と aA陪の二関l皆知里によって H+-PPaeを可
溶化した。この直貯をアゾレクチンのリボゾームと日丈存在下

で混合し、ゲルろ過により界面j酎甥特除くことによって機能

性を係持したフロテオリポゾームを構築した。プロテオリボゾ

ームは、T耐 IX-l∞とArrlJIlI号町を用いた系でも構築されたo

H輸出こ対する額郵且害剤の葉響や、ヤエナリ町押蹴抗偶こ

対する反応↑生からこのプロテオリボゾーム中にH甲 P掛か再構

成されていることを硲言思した。

lpF02 
イネ液胞膜H¥ピロホスファターゼの遺伝子単離と機能
の解析
挫足並泊、小林秀行、笠毛):1¥弘* (農水省・食総側、
*農水省・生物資源、研)

組物細胞の液胞膜にはH+-ATPaseとH九ピロホスファ
ターゼ (PPase) の2種類のプロトンポンプが存在ーする
ことが知られている。このうちH+ヂ Paseは植物や光合
成細菌でしか同定されておらず、その構造と機能の相
関について明らかにされていない。

イネ (Oyzasativa L. cv. Nipponbare) より液胞膜
H+-PPaseのcDNAを4種知単離し、そのうちの 2つ
(OVPl、OVP2)について令塩法配列を解析したとこ

ろ、 OVPlは771、OVP2は767個のアミノ酸をコードし、
お互いに対して87.8%の相fiiJ↑生を有していた。イネ植物
体における両者の発現には差異がみられなかったが、
カルスにおいてはOVP2の発現が顕著であった。また、
OVPl、OVP2ともジヤボニカ、インデイカ両型のイネ
において発現していた。 RFLP~去を用いて、染色体上の
座位を調べたところ、 OVPl、OVP2は第6染色体 uこ
約90cM離れて存住していた。さらに、酵母(Pichia 
pastoris)の系を用いてOVPl、OVP2がコードする蛋白
質を発現させたところ、ヤエナリ i夜!也)J英Pぬseに対する
抗体と反応したことから、件られたクローンは液胞膜
H+-PPaseであることが確かめられた。現在、部位特異
的変異を用いて本酵素の構造と機能の相関について解
析中である。
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lpF03 
ヤエナリ液胞膜H+ーピロホスファターゼの機能部位の解析

高須綾子、中西洋一、薗且正豊(名古屋大 .a.生化)

植物液胞膜のH七 pyrophosphatase(H九 PPase)は

H+ーATPaseとともに液胞を酸性化し、液胞膜物質輸送系

に駆動力を与える役割を果たしている.複雑な僧造をもっ
H+ーATPaseに対し、 H+ーPPaseは単一タンパク質分子で

構成されており、プロトンポンプの構造と機能の関係を解

明する上でモデル分子としての特性を備えている.
ヤエナリ (Vignaradia ta)のH+ーPPaseについては、

cDNA解析から、 1種類の分子穫のみが発現していること、

766個のアミノ酸で構成され(80kDa)、13の膜貫通領織
をもつこと、さらにH+輸送の阻害剤である DCCDの結合

領域、~質PPi の結合領織などを推定している.そこで、

個別の領域の機能、膜上での位置を検討する目的で、 PPi

結合領媛、 DCCD結合領域、 C末端領織について、それぞ

れ12アミノ酸残基のペプチドを合成し、これをウサギに

注射してペプチド抗体を作成した o PPi結合領犠および C

末端領域に対する抗体はH+-PPaseを認議し、かつ各ペプ
チドは結抗的に免疫反応を抑制した.すなわち得られた抗

体はペプチドに特集的であった.免疫プロットにおいてC
末端の抗体は界面活性剤存在下でのみ反応し、 C末端が膜

.通領織の1つであるという推定を支持した.さらに PPi

とDCCD結合領域の抗体の、酵素機能(基質加水分解とH+

輸送)への影響を検討したのでその結果を報告する.

lpF04 
液胞におけるプロトンポンプの発現調節

福田篤徳、小池説夫、前島正義1、田中喜之(生物研、

1名大・農・生化)

オオムギなど耐塩性の高い作物では、塩ストレスの回

避に液胞が大きな役割をはたすと考えられている。液

胞膜上に存在する Na+/H+アンチポーターがNa+イオ

ンの局在化に働き、そのほか有機酸、アミノ酸など

種々の物質を集積するなど細胞機能の恒常性の維持

に働いている。 H+.ATPaseおよびH+'ピロ7ォス77ターゼ

(PPase)が物質輸送の原動力の一つを担っている。オオ

ムギ根ではそれぞれのプロトンポンプは塩ストレス

に対し異なった挙動を示す。 PPaseはストレスにより

直ちに誘導され短時間で減少するのに対し、 ATPase

はより長い la~ の後誘導され緩慢に減少する。私たち

は、 PPaseに対し 2種 ATPaseに対し l種の cDNAク

ロ}ンを得ているが、 m R N Aレベルの変動も同様で

あった。塩ストレス下におけるホルモンの影響も異な

り、 PPaseでは 2種の問で反応に違いが見られ、

ATPaseではホルモンの影響が少なかった。



lpF05 
樹木のフェニルプロパノイド生合成系の

桂皮酸4-水酸化酵素遺伝子の解析
盛ー五五1、JlI合伸也2、ZhanXiang C町、塩川貴広2、

片山義博1、諸星紀幸1

('農工大大学院生物システム、 2農工大応生科〉

樹木のフェニルプロパノイド生合成においてしフェニ
ルアラニンはPALにより芳香族二次代謝系に導入され
て桂皮酸を生じる。桂皮酸4-水酸化酵素(CA4H)は桂皮
酸の4位の炭素に一酸素原子添加反応を触媒する酵素で
あり、チトクロムト450スーパーファミリーの一種であ
ることが知られている。既に単離の報告のされている
マングビーンCA4Hのd別Aの塩基配列をプロープとし
て相向性を利用して交雑ヤマナラシ・キタカミハクヨ
ウのゲノムライブラリーより独立した4種類のクロー
ンを単離し、そのうちの3つのクローンcyp73a，cyp73b， 
cyp73cの塩基配列の決定を行った。これらの推定コー
ド領域は、他の植物CA4H遺伝子とアミノ酸レベルで80

%以上の高い相向性を示した。このゲノム断片の一部
をプローブとしてハクヨウの茎より調製したのNAライ
ブラリーよりcDNAを単離した結果、 cyp73aのコード領
域と一致した。また、 cyp73acDNAの真核生物である酵
母で-の発現を試みた。更に、プロモーター領域に存在
する制御因子配列の検索を行った。 cyp73aとcyp73bのプ
ロモーター領域には、 PAL遺伝子で見つかったりグニ
ン生合成に関与していると考えられる配列が多数存在
しており、 CA4H遺伝子の複数の環境ストレスや、細胞
の木化段階によるシグナルへの応答が予想される。

lpF06 
BotrToCOCC88 onuII0スクアレン合減摩棄のクローニング

基壁但=、 B優瀬美佐江、河田悦和、小嶋洋之

(工技院大阪エ技研)

【目的】 コロニー位緑藻 BotrToCOCCU8or8unii は多量の

炭化水棄を合成・蓄積することが知られている。炭イじ水素iま

raceにより、脂肪酸由来のものとテルペノイド由来のものが

ある。後者の生合成系はまだ明らかにされていないが、その

構造よりスクアレンの合成系と関連がある可能性が示唆され

る。そこでこの藻のスクアレン合成酵素のクローニングを試

みた。

【方法及び結果】 スクアレン合成酵素の塩基配列Iは、シロ

イヌナズナ、酵母、ヒト等で決定されており、アミノ酸レベ

ルで高度に保存されている領域が容在することが明らかにな

っている。そこでこの保存領域から設計したプライマーを用

いて、この藻のcDNAライブラりーを鋳型にしてPCRを

行ったところ、予想される約 400bpのDNA断片が得られた。

この断片は塩基配列より保存領域を保持していることがわか

り、スクアレン合成酵素遺伝子の一部と推定される。現在全

長のクローニングを行っている。
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lpF07 
リンドウ花弁からのフィトエン合成酵素遺伝子のクローニング

企昌弘卒、小林仁、山村三郎(岩手生物工学研究センター)

高等植物において、カロチノイド生合成遺伝子の一つである
phytoene synthase遺伝子(psy)はトマト (fruit)、トウガラシ(加it)、
アラピドプシス(seedling)でクローニングされている。我々はカ
ロチノイド系色素生合成の遺伝子工学的な制御によるリンドウ
花色改変を目的として研究を行っている。

黄花リンドウGentianaJu伝説弁(国立衛生試験所北海道薬
用植物栽培試験場)のpsyのcDNAクローニングを行った。トマ
ト、トウガラシ、アラピドプシスのアミノ酸配列を基に設計し
たデジェネレートプライマーを用いて、花弁から作製した
cDNAライプラリーを鋳型にしpαを行った。その結果、期待
される750bp前後のPCR産物が得られ、 DNAシーケンスの分析
から、 psyの一部であることが確認された。このPCR産物をプ
ロープとして、 cDNAライプラリーのスクリーニングを行っ
た。その結果、 4クローンが得られDNAシーケンスの分析か
ら、リンドウpsyがクローニングされたことが明らかとなった
ので報告する。

lpF08 
垂直分布するお/id:ぴ漏植物における細胞質型ω包ト.sl)

d紬のク口一二ングと発現解析

f並塑、村井里佳、山岸真澄、宅毘薫雄(石J11農短大・

農業資源研)

スーパーオキサイド・ディスムターゼ (gn)は活性酸

素消去系の初発反応、を触媒する酵素であり、植物の種々

の珊寛ストレス耐牲に極めて重要な役割を担っていると

考えられる。セイタカアワダチソウ($;)/id:伊 altis-

si，朋)は低地に、アキノキリンソウ (s.virgam田)は低山

帯から高山帯に分布するキク科の多年草である。これら

垂直分布するお/峰ぴ嘱植物における、泊五量伝子の構造

および発現変異を解析するため、まず、セイタカアワダ

チソウから細胞質型ωμ-SDに対応するd肌(泊双fry)を

ク口一二ングし、塩基配列を決定した。塩基配列から確

定されるアミノ酸配列はイネ、 トマト、ホウレンソウな

とイ也の植物の細胞質型匂匂ぽ犯と副総i上の高いキ目向性を

示した。泊双なyをプローブ)こ用いたノーザンプロット

分析の結果、光とパラコートによるストレス条件下で、

低山帯のアキノキリンソウに比べ、高山帯のアキノキリ

ンソウでは遺伝子発現量が多いことが示唆された。



lpF09 
イネーメタロチオネイン遺伝子の組織特異的発現
週血道乙、亀谷七七子、乗田英子、中村都郎(岩
手生工研)

我々はイネの 3種のメタロチオネイン遺伝子
(ssk 35、ssk171、ssk211) をクローニングして

全長配列を決めている。今回はこの 3種のメタロ
チオネイン遺伝子の組織特異的発現を調べたので
報告する。 Northem blot 解析をおこなったとこ
ろ、 ssk35は、葉、および受精後7日の未熟粧で
特異的な発現がみられ、 ssk 171、及びssk 211 
は、根で顕著に発現することが認められた。 3種
のメタロチオネイン遺伝子 (ssk35、ssk171、ssk
211)のコ}ド領域の塩基配列をもとにプライマ

ーを合成し、イネのジェノミック DNAを鋳型に
してinversePCR法によりプロモーターの単離を
試みた。得られた断片をシークエンスした結果、
すべてのプロモ}タ}で TATA加 xが認められ、
また ssk35及び、ssk 21 1には重金属応答配列
(MRE)が、第 lと第2エクソンの聞にはそれ

ぞれイントロン (117および1046bp)が確認され
た。また、 ssk35プロモーターにはABA応答配列
(ABRE)が含まれていた。

lpFlO 
イネグルタチオン還元酵素のcDNAクローニングとストレ
スに対する発現応答

よ虫弘且、森田重人1、亀岡豊史、横井秀行、増村威宏、

田中園介(京府大・農・農化、 1京大・理・植物)

グルタチオン還元酸素(GR)は、酸化型グルタチオン
(GS笥)を還元型グルタチオン(GSH)に還元する働きを触媒

し、細胞内のGSH/GSSGの比率を高く維持する働きを担っ
ている。一方、活性酸素消去系のー酵素としても働いて
おり、酸素ストレスに対して応答することが知られてい
る。我々は、イネにおける活性厳禁消去系酵素のストレ

ス応答を系金体で調べる事を目的として、イネGRのcDNA
ク口一ニングと、発現応答を調べた。
イネ緑葉cDNAライブラリーから非常に相同性の高い二

種類のc聞A(問RC1，RG配2)を単離し、 R田C1については全
泡基配列を決定した。 RG配1は、全長1690bpで496アミノ
酸、分子量53.6kDのタンパク質をコードするクローンで
あった。アミノ酸配列の解析により、I¥lに知られている

FAD、GS缶、 NA伊Hの結合部位、友ぴ活性部位が完全に保
存されているが、シグナル配列に相当する部分は存在し
ない事が明らかとなった。またRGR:1およひ'RG配2は、根、
茎で顕著な発現が見られたが、黄化葉、緑葉ではほとん
ど発現が見られなかった。これらの結果から、今回単離
した二種類のイネGRcDNAは、細胞質に局在するアイソザ
イムをコードしていると考えられる。現在、 GRがどのよ
うなストレスに対して応答するか検討中である。
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lpFll 
アカバン力ピ Neurosporacrassaの acr-2及び附遺

伝子の機能の解析

塾山正車、中島秀明 (岡山大・理・生物〕

我々は前回、ア力パン力ピのアクリフラピン耐性 (acr-2J

及びチオレドキシン(11対 i宣伝子をクロ一二ングレ両遺伝

子が 5.8kbpの KpnlDNA断片内lこEいに逆向きに存在

することを報告した。

今回我々 は、 acr-2遺伝子の推定されるアミノ酸配列が

Zn(ll)Cys6型の菌類の転写調節ドメインを含むこと、 acr-2

遺伝子の RIP(Repeat Induced Point mutation)による破嬢

がアクリフラピンに対する hypersensitivityをちたらすこ

とを報告する。また、 aαc2遺伝子の発現はアクリフラピン

によって誘導されない一方で、 acr-2変異株では非常に強く

発現レていることが分かった。これらの結果から、 acr-2i宣

伝子の機能とレては、酵母における MDR(Multi Drug 

Resistance)遺伝子周縁、薬剤排出に関与する遺伝子の転写

調節への関与が示唆される。

また、現在 Irx遺伝子の機能解析も行っており同時に報

告レたい。

lpF12 

細菌の不飽和脂肪酸シスートランス異性化酵素の性質
江成大輔、草野輝男、奥山英号志(北海道大大学
院・地球環境科学)

ある種の細菌はリン脂質成分としてトランス型不
飽和脂肪酸を持つ。演者らはPseudomonasE-3株にお
いてトランス型不飽和脂肪酸 (16:1 (9t))がシス型脂
肪酸 (16:1(9c))からの異性化により合成されること
を明らかにし、最近この反応を触媒する酵素を精製
した。今回はこの精製酵素の性質について報告す
る。
本酵素はSDS-PAGEとゲルろ過法で共に約80kDaの

分子量を示すことから、単量体酵素であることがわ
かった。アミノ酸組成分析の結果約75%(mol)が極性
アミノ酸であり、特にG.Sなどの非電荷性のアミノ
酸に富んでいた。 N鳴末のアミノ酸シーケンスは
QAPL VSP AISYTRDであった。精製酵素は遊離脂肪酸
を基質とし、最も有効な基質は16:1(9c)であった。さ
らに炭素数14から17でLl9，ム10，ム 11に二重結合を
持つモノ不飽和脂肪酸を異性化した。本酵素は
Nordihydrog瑚 larelc酸， αートコフエロールにより強f
阻害されるが、 EDTA， 1， lO-phenanthrolineによる阻害
は認められなかった。また、反応j夜をアルゴンガス
により嫌気的にすることにより本酵素活性は強く阻
害されたことから、反応に分子状酸素の関与が示唆
された。



lpF13 
コムギ葉および根細胞の加齢に伴う r リノレン酸含量の変化と

小胞体局在型 ω-3脂肪酸不飽和化酵素遺伝子の発現様式

墨旦宣盟、児玉浩明、川上直人人西村光雄、射場厚

(九州大・理・生物、 1横浜市立大・木原生研)

高等捕物では細胞の加齢に伴い生体験脂質の脂肪酸組成、特にαーリ

ノレン酸 (18:3)の割合が変動する.18:3は葉緑体および小胞体に局在

する ω-3脂肪酸不飽和化醇素によって生成される。生体膜の 18:3含量

の調節に小胞体局在型 ω-3脂肪酸不飽和化酵素が果たす役割を調べる

ため、コムギより同酵素の遺伝子 (TaFAD3)を単敵した.TaFAD3 

mRNAは、葉および根の分裂組織を含む領媛でそれぞれ著しく醤積

し、その後細胞の加齢に伴い減少した。葉緑体自翼系以外の生体膜に多

く含まれるリン脂質分子種の 18:3の割合は、根組織では細胞の加齢に

伴い低下し、 TaFAD3遺伝子の発現量と相関が認められた。一方、葉

組織では TaFAD3遺伝子の発現量が低下しでも、逆にリン脂質分子種

の 18:3の割合は細胞の加齢に伴い増加した。シロイヌナズナの回ー3脂

肪酸不飽和化酵素の活性を欠く突然変異体の解析から、葉細胞の加齢

に伴うリン脂質分子種の 18:3の増加は葉緑体局在型的・3脂肪酸不飽和

化酵素遺伝子の発現に依存することが示された。コムギ葉での

TaFAD3遺伝子の発現量とリン脂質の 18:3含量とが相関しないのは、

シロイヌナズナと周様、業縁体から他の生体膜への 18:3の繍送が起こ

るためと考えられた.以上の結果は細胞の加齢に伴う葉緑体以外の生

体膜の 18:3の割合の調節には、葉組織では葉緑体局在型、根組織では

小胞体局在型的ー3脂肪酸不飽和化酵素遺伝子の発現が主要な役割を果

たしていることを示している。

lpF14 
イネ小胞体局在型0)-3脂肪酸不飽和化酵素遺伝子の単離と発現解

析

盟主造盟、赤木宏守 l、楠見健介、藤村達人 i、射場厚(九州大・

理・生物、 1三井東圧化学ライフサイエンス研究所)

高等植物の臼ーリノレン酸はω-3脂肪酸不飽和化酵素によって生

成されるロこの酵素は小胞体膜と葉緑体包膜に2種類のアイソザ

イムとして局在し、植物の低温耐性に重要な役割を果たしている

と考えられている。我々はイネより小胞体局在型佐3脂肪酸不飽

和化酵素遺伝子(OsFAD3)のcDNA、および対応するゲノムDNA

の各クローンを単離した。 OsFAD3遺伝子は8エキソンと7イント

ロンから構成され、イネ11番染色体上にマッピングされた。シロ

イヌナズナから単離されている葉緑体および小胞体局夜型佐3脂

肪酸不飽和化酵素遺伝子のゲノム構造と比較すると、エキソン/

イントロンの数およびイントロンの挿入部位が同じであり、葉緑

体および小胞体局在型的-3脂肪酸不飽和化酵素遺伝子が同じ遺伝

子から派生したものであること、さらに単子葉、双子葉植物簡で

その構造がよく保存されていることを示している。 OsFAD3

cDNAをタバコ毛状根に導入し過剰j発現させると根のリノレン酸

合量が大幅に上昇した。イネにおいてはOsFAD3は根において

150Cから200Cの温度域で最も強く発現し、!OOC以下ではその発現

はかなり減少した。葉では正常な生育温度域および低温下でもほ

とんど発現していなかった。耐冷性が比較的強いジャポニカ種

(Nipponbare)、および耐冷性が弱いとされているインディカ種

(Chinsura Boro II)ともに、根でのOsFAD3の発現量は低温下で

減少することが明らかとなった。
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lpF15 
葉緑体印 -3~旨肪酸不飽和化酵素遺伝子の導入によりジーンサ

イレンシングが生じた形質転換タバコにおけるノーザン解析

藍旦藍阜、演田達朗、児玉浩明、西村光雄、射場厚(九州

大・理・生物)

トリエン脂肪酸の生成を触媒するシロイヌナズナ葉緑体局

在型 ω-3脂肪酸不飽和化酵素遺伝子(FAD乃をセンスの方向に

導入した形質転換タバコを作製したところ、トリエン脂肪酸

含量が野生型よりも多い系統に加えて少ない系統(Tl5系統)

を得た。Tl5系統で見られるジーンサイレンシングは、導入

したシロイヌナズナFAD7遺伝子、それに核酸配列で70%程度

の相向性を持つ内生のタバコFAD7遺伝子双方の発現が抑制さ

れていると考えられる。次世代の植物体の解析からTl5系統

でのジーンサイレンシングには、 T-DNAの遺伝子量効果が認

められた。導入した遺伝子と内在性遺伝子の発現をノーザン

解析により調べたところ、導入遺伝子、内在性遺伝子両方の

転写産物が検出された。ジーンサイレンシングの原因の一つ

としてアンチセンス RNAによる発現抑制が考えられているが、

Tl5系統では導入遺伝子に由来するアンチセンス RNAは検出

されなかった。以上のことからTl5系統におけるジーンサイ

レンシングには、転写後の調節機構が、大きく関与している

ことが示唆された。

lpF16 
シロイヌナズナ乙生D7遺伝子に生じたナンセンス変異はmRNA

の蓄積を阻害する

本且達手、射場厚(九大・理・生物)

シロイヌナズナ{ad7はEMS変異原処理によって作られた葉

緑体局在ω-3脂肪酸不飽和化酵素欠損変異株である。 {ad7変異

を持つ JB!OI系統にノーザン解析を行ったところ、同酵素遺伝

子 (FAD7)のmRNAの蓄積が阻害されていることが分かつた。

FAD7遺伝子の構造を解析した結果、その openreading frameの

N末端から数えて148番目に 1bpの塩基置換による終止コドン

が生じていた。一般に、真核生物では、ナンセンス変異の生じ

た遺伝子のmRNAを速やかに分解する機構が存在することが知

られており、 {ad7変異株においても同様のメカニズムによって

mRNAの分解が促進されていると推察された。また、ルシフエ

ラーゼ遺伝子をFAD7のプロモーターに結合し、導入した野生

株とJB!OI株の形質転換植物を作製した。 FAD7遺伝子のプロモ

ーター活性の組織特異性や光誘導性について、これらの形質転

換植物において構物体からの発光を指標に比較したが、有意差

は見い出されなかった。よって、 {ad7変異株においても FAD7

遺伝子の正常な転写調節が行われることが推察された。



lpF17 
樹木のフェニルアラニンアンモニアリアーゼの

発現様式とその調節機構

盟l畠革且玉、'"合伸也、片山義博1、諸星紀幸1

(農工大応生科、 1農工大大学院生物システム〉

樹木のリグニン生合成の分子機構の解明を目的とし、
フェニルアラニンアンモニアリアーゼ(PAL)につい
て解析を行った。これまで交雑ヤマナラシ・キタカミハ
クヨウからPAL遺伝子群を単離しm悶 A量の解析を行っ
た結果、 palg2遺伝子群がキタカミハクヨウの茎で主要
に発現することが示された1川。 GUSレポーター遺伝子

を用いた解析から、タバコにおいてpalg2aとpalg2bは師
部及び木部で強く発現し、 palg2aとpalg2bがリグニン生

合成に関与することが示された。しかし、それらの発現
特異性は師部・木部細胞で異なっていた。さらにpalg2b 

はタバコ花弁で発現した。 palglは茎上部の表皮と幼葉
の表皮で5郎、発現を示し、茎が成長すると競見しなくなっ
た。木部細胞において特徴的に発現するpalg2bについて
シス因子の解析を行ったところ、フェニルプロパノイド
生合成系遺伝子群の発現を調節するとされる加x1と加x2
を含む領域が、 palg2bの組織特異的な発現制御を行うこ

とが示された。さらにリグニン生合成の盛んな細胞で機
能するPALタンパク質の局在性について解析した結果、

PALは細胞質とプラスチド両方に存在しており、ケイヒ
酸合成は細胞内の 2つの箇所で行われることが考えられ
る。
1)Y. Osakabe， et aJ. (1995) Plant Scienc巴， 105， 217-226 
2)Y. Osakabe， et aJ. (1995) Plant Mol Biol， 28， 1133-1142. 

2aFOl 
ハツカダイコングルタミン合成酵素遺伝子 Gln1;1の
プロモーターの形質転換シロイヌナズナでの挙動
監温室乙伊藤正樹、渡遁昭(東京大・院・理系・生物科学)

ハツカダイコンのグルタミン合成酵素遺伝子の一つである
Gln1;1は、子葉が老化する時に発現が増加することが示され
ており、グルタミン合成酵素が転流形態であるグルタミンを
合成することにより、老化子葉からの窒素転流に関与してい
るととが示唆されてきた。しかし、菜が老化するときの遺伝

子発現誘導のメカニズムは、ほとんど明らかにされていな
い。そとで、演者らは、 Gln1;1のプロモーターの働きを解析
するために、このプロモーターとレポータ 遺伝子GUSを
融合させ、得られたキメラ遺伝子をシロイヌナズナに導入し

た。 GUS遺伝子の発現量をノーザン解析により定量した結
果、緑葉を暗処理することにより老化を誘導すると、
GUSmRNAの蓄積量が2倍に増加することが確認された。
また、組織化学的染色を行うととによりGUS遺伝子の発現
部位、時期を解析した。その結果、発芽時の子葉、茎頂、若
い本葉など、とれまでに予想されていなかった様々な部位に
おいてGUS遺伝子の発現が観察された。また、ハツカダイ
コンにおいてノーザン解析を行ったところ Gln1ゴのmRNA
の蓄積が、形質転換シロイヌナズナでのGUS遺伝子の発現
様式と類似していることが確認された。

これらの結果より、葉が老化する過程での遺伝子発現制御
のメカニズムが、ハツカダイコンとシロイヌナズナの聞で部
分的に保存されているととが示唆された。また、今回明らか
にしたグルタミン合成酵素遺伝子の発現様式から、この酵素
が窒素転流以外にも様々な窒素代謝に関わっている可能性が
示唆された。
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2aF02 
OVERPRODUCTI ON OF THE !l.l2 ACYL・

LIPID DESATURASE IN Escherichia coli 
AND TE恥1PERATUREDEPENDENCE OF 
ITS ACTIVITY in vitro. 
Savamrat PANPOOM， Dmitry A.しOS，Norio MURATA; 
Dept. Regu1ation 8io1ogy， Natl. Inst. 8asic Bio1ogy， 
Ok血球i444 ; Dept. Mol. Biomechanics， Graduat疋Univ.
Adv組問dStudies， Ok血球i444 

We transformed Escheriヒhiacoli wi血 thed加A

gene for the M2  acyトlipiddesaturase of Synechocystis sp. 
PCC仮調03and overexpressed it. When the transformed 
cells were grown at 150C in the p陀 senceof 1 M sorbito1 
and 2.5 mM  betaine， the yie1d of active enzyme was 108・

fo1d as high as that obtained under standard growth 
conditions (370C， no sorbiω，1 nor betaine). We白en
investigated conditions for stability of the enzyme in vitro. 
Thet怠mperatu陀 dependenceof the e皿.ymeactivity was 
normal so t加tthe 10wer the民mperatu陀， the 10wer the 
activity. This ot間 rvationprovides a further evidence in 
support of our previous proposa1 that the increase in fatty-
acid desaturation at 10w temperature is caused by de novo 
synthesis of desaturases but not by 10w幽 temperature・

III山田dactivation of the existing enzyme坦.

2aF03 
ワラビ葉緑体遺伝子accOでは、開始コドンち終i上コドンち

とちlこRNAエディテイングによってつくられる。

四 11肱若杉達也、島田浩章、、以旦益車(富山大・理・生物、

1三井東圧化学ライフサイエンス研)

葉緑体遺伝子a∞α手、指肪酸合成に関与するアセチルCoA力

ルボキシラーゼのサブユニットをコードすると考えられている。

我々は、ワラビの葉緑体ゲノム上にちacc昨B同配列が存在する

ことを見いだし、その転写産物でRNAエディテイングが起こっ

ている可能性が高いことを示唆した(国際植物分子生物学会、

1関4年〉。本研究では、ワラビaccDにおけるRNAエディテイン

グの可制空を構正するために、 RT-PCRJ去によりcDNA担割重し、
その塩基配列を決定した。その結果、ワラビacc団長写産物は計

14にもおよぶ部位でRNAエディテイングを受けていることが明

らかになった。とくに、開始コドンAUGはC→U変換によって

でさること、また、ゲノム配列上の終i上コドンUAAId:、 U→Cの

逆変換によって消失レ、その150塩基下流に新たな終止コドン

UGAがC→U変換によってできることが確認された。

葉緑体でのRNAエディテイングはこれまで被子値物でしか報

告されていなかったが、本研究の結果、下等な縦管東植物であ

るシダ纏物でち高頻度に起こっていることがはじめて証明され

だ。さらに、今回見いだされたU→Cの逆変換型のRNAエディ

テイングは、葉緑体では初めての発見である。我々は、このよ

うなシダ植物についての解析をすすめることによって、葉緑体

RNAエディテイングの起源や進化について重要な知見を得るこ

とができると考えている。



2aF04 
Altemative splicingにより調節を受ける 2種類のカボ
チヤ・ヒドロキシピルピン酸レダクターゼ
墓監晶孟1，2 林誠1，2 西村幹夫1，2e基生研・

細胞生物 2総合研究大学院大・生命科学)

[目的]ヒドロキシピルピン酸レダクターゼ (HPR)
は，光呼吸グリコール酸経路の主要酵素で緑葉ペル
オキシソームに局在する.演者らはこれまでにカボ

チャ緑化子葉のcDNAライブラリーから相向性の高
い2種類のHPRcDNAを単離し，一方のHPR(HPR1) 
にはそのC末端にマイクロボディ輸送シグナルが存
在するが，もう一方のHPR(HPR2)には存在しない

ことを明らかにしたり.これら二つのアイソザイム

は一つの遺伝子からa1ternativesplicingより生じるこ
とが強く示唆されている.今回，この 2種類のHPR
の発現と細胞内局在性について解析を行ったので報
告する.

[結果]カボチヤ子葉の緑化に伴う 2種類のrnRNA
の変動は，輸送シグナルのあるHPRlよりもHPR2の
方が顕著に誘導を受けることが明らかとなった.ま
た， HPRタンパク質が緑葉ペルオキシソームのみな
らず細胞礎質にも存在することが明らかとなった.
これらの結果は，マイクロボディ機能転換に光制御
によるa1temativesplicingが働いている可能性を示唆
している.

1) Hayashi et al.， Plant Mol. Biol. in press (1995) 

2aF05 
アグロパクテリウム法を用いたイネへの遺伝子

導入とタペート細胞特異的プロモーターによる

GUS遺伝子の発現解析

埜韮笠主L土屋亨，鳥山欽哉，日向康吉(東北大・

農)

イネから単離したOsg6Bプロモーターは形質転
換タバコにおいてタペート細胞特異的に発現誘
導することが知られている(土屋ら 1994)。我々
はこのプロモーターの下流にGUS遺伝子を連結し
たプラスミドを構築し、アグロパクテリウム法
を用いてイネ品種ヤマホウシに導入した。

22の独立した形質転換体が得られ、その際の
形質転換効率は 15%であった。

形質転換イネの蔚におけるGUS活性を調査した

ところ、 GUS活性はタベート細胞に特異的であ
り、葉及ぴ根では活性が認められなかった。ま
た、発現時期について調査したところ、 GUSの活
性は花粉のステージで1核期中期から認められ、
1核期後期から2核期中期で最大になり、開蔚 2
日前には消失した。それ以後のステージの蔚及

び成熟花粉ではGUS活性は認められなかった。こ
のようにイネにおいても Osg6Bプロモーターは
タベート細胞特異的に発現誘導することが明ら

かになった。
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2aF06 
サツマイモの 2種の塊根主要タンパク質遺伝子プロモーターに

共通して存在する糖応答性発現に関わるシスエレメント

藍星鐘ニ盤、森上敷、石黒澄衛 1、赤池美紀子、中村研三

(名古屋大・農・生化、 1京都大・理・植物)

サツマイモ塊根の主要タンパク質であるスポラミンと βーア

ミラーゼの遺伝子の発現は、塊根形成に伴って活性化されるほ

か、高濃度のショ糖やその他の代謝可能な糖によって、葉や糞

柄でも発現が誘導される。我々は先にスポラミン遺伝子プロモ

安一 GUS融合遺伝子の形質転換空パコの葉切片での糖応

答性発現にはそれぞれ -266- -255と・192-ー181に存在
する領域Aと領域Bの 2種の配列が 13bp以上離れて存在す

ることが必要であることを示してきた。

β アミラーゼ :GUS融合遺伝子のタバコ葉切片での糠応

答性発現に関わるシスエレメン卜を決定するため、様々な 5'
佃lからの欠失や内部欠失を持つプロモーターの解析を行ったと

ころ、転写開始点からはるか上流の -933-司820の 114bp 
の領域に糖応答性発現に必須な配列の一つが存在することが明

らかになった。この領域にはスポラミン遺伝子プロモーターの

領域A中の糖応答性発現に1b、須な TGGACGGエレメントと同

ーの配列が存在した。そこで、この配列の欠失と共に、その内

部忍び周辺に置換変異を持つプロモーターを作製して解析を行

った。その結果、 βーアミラーゼ遺伝子の糖応答性発現におい

てもこのエレメントが重要な役割を果たしていることが明らか

になった。 βーアミラーゼ遺伝子の場合にも、その糖応答性発

現にはこの TGGACGG工レメント以外の領域も必要であるが、

この領域にはスポラミン遺伝子の B領域と相同な配列は存在し

ないことから、 TGGACGG 結合因子は他の因子と共に糖応答

性を示す転写装置の構築に関与している可能性が示唆される。

2aF07 
ジャスモン酸により誘導されるタバコ培養細胞の
オルニチンデカルボキシラーゼ遺伝子の発現
今西俊介、村本伸彦、宇都野要、小鳥久恵、中村研三
{否吉雇夫・農・生化)

植物界に広く存在するジャスモン酸類は、様々な生
理活性を示し、種々の遺伝子の発現を制御することが
知られるが、その制御機構は明らかにされていない。
タバコ培養細胞 BY-2をrnethyljasmonate (M-JAS)で処
理するとニコチンの蓄積が誘導され、この時発現が誘
導される cDNAの中にプトレシンからのニコチン合成
に関わる酵素と共に、動物や酵母のプトレシン生合成
の律速酵素であるオルニチン脱炭酸酵素 (ODC) をコ
ードする cDNAも含まれていた。 M-JAS処理による
ODCmRNAの蓄積は、 0.5時間後には最大となり、シ
クルロヘキシミドによって阻害されないことから l次
応答であると考えられた。

今回 cDNAに相当する部分において 93.7% と高い
相同性を示す 1種類の核遺伝子クローンがタバコ
NK326 株のライブラリーから得られた。この核遺伝
子の 5'ー上流域 1095bpとGUSレポーターとの融合
遺伝子の形質転換 BY-2細胞を A伊 bacteriumを介して
作成し、 M-JAS 処理による誘導を行ったところ、 M・
JAS処理2時間後にはGUS活性値の上昇が見られ、
6時間で最大となった。一方、上流 460bpを持った
融合遺伝子では顕著な誘導は見られていない。現在さ
らなる解析を行っている。



2aF08 
イネグJレテリン遺伝子プロモーター中のAACAモチ

ーフに結合する蛋白質のcDNAクローニングの試み

盆主主込 田辺史生高岩文雄(農水省・生物研

名大・遺伝子)

イネ種子貯蔵蛋白質グルテリンをコードする遺伝

子は、匪乳組識特異的発現を示す。これまでのシス

配列解析の結果から、本遺伝子の組織特異的発現に

は 5'上流ー 24 5bpまで必要であることが明らか

にされている。さらに、この領域中のGCN4，G-box 

そしてAACA の各モチーフの作用により組織特異

的発現が制御されることが示唆されている。

今回我々は、これらの内AACAモチーフに結合す

るMYB様蛋白質のcDNA単離を試みた。トウモロコ

シの clcDNAをプロープにイネの cDNAライブラ

リーをスクリーニングした結果、 20種類以上の独

立した Mybホモログを単離した。現在、これらに

ついて塩基配列を決定するとともに、コードしてい

る蛋白質の AACAモチーフに対する結合活性を検

定しているところである。

2aF09 
ヒストン遺伝子発現制御に関わるタイプ Iエレメ

ントのタバコ幼植物体の分裂組織における機能

萱 屋重隆・辻博之・ 中山卓哉・荒木崇・飯

哲夫・岩淵雅樹(京都大学・大学院理学研究科・

植物科学系)

タイプ Iエレメントは、コムギ・ヒストンH3遺伝子のプ
ロモーター領域に存在するシスエレメントのひとつである
が、他の植物ヒストン遺伝子にも見いだされている。我々
は、すでにこのシスエレメントの機能解析実験から、これ
がH3遺伝子のS期特異的発現に関わっていることを明らかに
した o 今回、このエレメントの植物体での機能を知るため、

トランスジェニック・タバコを作出した。 H3遺伝子のプロ
モーターし185-+52)にGUS遺伝子をつないだキメラ遺伝
子1・185H3/GUS]と、 3コピーのタイプIエレメントと
C創刊日最小プロモーター[35S側 7)]にGUS遺伝子をつない
だWT135S (M7)/GUSを作製し、 Tiープラスミドベクターを用
いて形質転換タバコを得た。ー185H3/GUSは主根，茎頂，領IJ

根などの分裂組織で特異的に発現し、 WT/35S仰 7)/GUSは、
茎頂と側根の分裂組織でのみ発現した。これらの結果は、
タイプIエレメントが分裂細胞での発現制御に深く関わって
いるが、総ての分裂組織での発現を制御しないこと、さら
にH3プロモーター活性は、タイプIエレメントと他のシス配
列との協調のもとに組織特異的およぴ発生時期特異的発現
に関与していることを示唆した。
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2aFlO 
シロイヌナズナからのCys2/His2型Zn-finger蛋白質

遺伝子の単離

抵杢査盤・荒木崇・飯哲夫・岩淵雅樹

(京都大学大学院理学研究科植物科学系)

Cys2/His2型Zn-fingerは最もよく解析されている DNA結合

モチーフの 1つであり、動物や酵母のZn-finge(型転写因子で
は通例、多数のモチーフがタンデムに連なって存在してい
る。近年、植物においてもCys2/His2型Zn-finger蛋白が多数
存在することが明らかになってきたが、機能解析がなされ
たものは、当研究室でコムギから単離されたWZF-l(wheat

zinc finger protein-l)や、ペチュニアのEPFl等、まだ数種類に
すぎない。これらの高等植物のZn-finger型転写因子は、 1個
あるいは 2個のZn-fingerモチーフを持ち、 2個持つのもので
は2つのモチーフが離れて配置している。これらの特徴は、

動物のZn-finger型転写因子とは大きく異なっており、高等植
物のZn-finget型転写因子に独特の制御様式が存在することを
示唆している。
我々は、高等植物におけるZn-finger型転写因子の機能解明

を目的とし、 WZF-lとEPFl及びEPF2のZn-fingerで保存され
ている領域を基にdegenerate primerを設計し、シロイヌナズ
ナ・ゲノムDNAを対象にPCRクローニングを行った。その

結果、Zn-fingerモチーフをコードするDNA断片を多数得るこ
とが出来た。さらに、これらをプロープとしてシロイヌナ
ズナ・ライブラリーをスクリーニングし、幾つかのクロー
ンを得た。これらクローンに関する発現様式(時期、組織)
を含む解析結果について報告する。

2aFll 
コムギ葉緑体光応答プロモータ}のシス配列および配列特異

的DNA結合タンパク質の解析

且呈差二、角山雄一、米国章登、椎名隆、豊島喜則

(京大、人間・環境学研究科)

葉緑体遺伝子の転写装置は、多くの原核生物的な特徴を備

えていることから、その転写調節は σ様因子や配列特異的

DNA結合タンパク質によって行われていると考えられる。し

かしながら、その分子機構の詳細については未だ明らかにさ

れていない。本研究では、コムギ葉緑体.psbD/C遺伝子クラス

ターに存在し:光に応答して活性化されるD/C-3プロモ}ターを

対象に、転写活性に関わるシス配列およびその配列を特異的

に認識するDNA結合タンパク質について解析した。

D/C-3プロモーターの 5'領域を順次欠失させた鋳型を用い

てinvitro転写を行った結果、原核生物型のコアプロモ}ター

領域 (-35，-10領域)のさらに上流(ー78--46)に、転写活性

を強めるシス配列が存在することが明らかになり、それ以外

に光応答に関わる領域が存在することが示唆された。 DNaseI

フットプリント法およびグルシフト・アッセイにより、転写

開始点よりかなり上流の配列 (-85--60)を特異的に認識す

るDNA結合タンパク質が少なくとも 1つは存在することが明

らかになった。以上の結果より、このDNA結合タンパク質が

転写活性を強めるトランス因子として作用していることが強

く示唆された。配列特異的DNAアフイニティーカラムクロマ

トグラフィ一等の方法で行ったDNA結合タンパク質の精製に

ついても併せて報告する。



2aF12 
コムギ成熟葉緑体におけるpsbD/C-3プロモ}ター活性の光応
答性の解析
隼車車工、馬場恭子l、椎名隆、豊島喜則(京大、人間・環境
学研究科、 l金沢大、自然科学研究科)

コムギ葉緑体psbD/C遺伝子クラスターに存在する4つのプ
ロモ}ターのうち、 D/C-3プロモ}ターの転写活性が光に応答

することは既に報告した。本研究では、成熟葉緑体で伺コ/C-3

プロモーター活性の光強度依存性を、 inyitro転写と血 yiyoで
のmRNAの蓄積量変化から調べた。 5日間明所(72μEm-2s-1)で

生育したコムギを24時間暗所に移し転写活性を減少させた
後、 16-320μEm-2s-1の光強度で再照射すると、 D/C-3からの
mRNAの蓄積量は光強度に依存して、時処理後の値の 2-3倍

に増加した。 inyitroでの転写活性の測定から、この蓄積量の
増加は光照射によりD/C-3プロモーターが急激に活性化された

ことに起因し、その活性化の度合いは光強度に依存すること
がわかった。また5日間明所(16μEm-2s-1)で生育させた後、直
接320μEm-2s-1の光条件下に移した場合も同様に蓄積量の増
加が認められた。 D2タンパク質問norganel1o合成速度は、
明→暗で減少し、暗→明で増加した。これらの結果は、光に

応答するD/C-3プロモーターの活性がD2タンパク質の合成速
度を制御することを示唆している。 D/C-3プロモーターの光応
答性はDCMUに影響されず、酸化還元電位による制御は否定
的である。一方、シクロヘキシミド処理は転写活性を抑制す
ることから、 D/C-3プロモーターの活性は未知の核遺伝子の光

による発現を介して起こると推測される。

2pFOl 
エチレン誘導に関与するタバコ転写因子群の生化
学的性質

畳藍皇畳，高木 優1進士秀明1山崎健一(名古屋

大学・農学部生化学制御 1工技院・生命研・植物)

エチレンで誘導されるタバコのキチナーゼと β-
1，3・グルカナーゼの遺伝子上流に存在するエチレン

応答性エレメント但RE)に結合する転写因子群
(EREBP-l，・1・1・4)をコードする cDNAがとられて
L 、る (Ohme-Takagiet al.， 1995)。
我々は、このタンパク質が植物の転写制御因子

としての機能を有するかどうかを確かめるために、
この cDNAの翻訳領域を大腸菌発現ベクターに組
み込み、組み換え EREBPsを精製し、タバコ試験
管内転写系に添加することにより、その生化学的
性質を明らかにしようとしている。

一方これと平行して、これらの因子の cDNAの
翻訳領域を植物のプロモーターの下流に挿入した
エフェクタープラスミドを作製して、タバコ培養
細胞内における転写因子としての機能を解析した
ところ、 EREBP-4が E駐を TATAエレメントの上

流に持つプロモーターからの転写の増幅因子とし
て働くことを発見した。
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2pF02 
シロイヌナズナ転写抑制因子 Dr1の生化学的性質

量撞蝿王，黒森崇1山本正幸2山崎健一(名古屋

大学・農学部・生化学制御、 1岡崎基生研、 2東京
大学・理学部・生物化学)

分裂酵母の CAMPカスケード上の突然変異を回
復させるマルチコピーサプレッサーとして選抜さ
れたシロイヌナズナの cDNAの塩基配列から推定

されるポリペプチドのアミノ酸配列は、ヒトの転
写抑制因子として知られる Dr1のそれと高い相同
性を示した (Kuromoriand Yamamoto， 1995)。

我々は、このタンパク質が植物の転写抑制因子
としての機能を有するかどうかを確かめるために、
この cDNAの翻訳領域を大腸菌発現ベクターに組

み込み、組換え Dr1を精製し、タバコ試験管内転
写系に添加することにより、その生化学的性質を

明らかにした。
ヒトの Dr1はτ'BPと結合してアデノウィルス主

要後期プロモーターからの転写を抑制すると考え
られている。シロイヌナズナの Dr1もカリフラワ
ーモザイクウィルスの 35Sプロモーターからの転
写に抑制的に働くことが観察されたことから、ヒ
トから植物に至る生物種に共通した転写抑制の機
構が存在することが示唆された。

2pF03 
植物の転写コアクティベーター

山瞳盤二，広瀬進1(名古屋大学・農学部・生化学

制御、 1国立遺伝研)

真核生物における、ある特定遺伝子の転写増幅
において、転写増幅因子がその標的 DNA配列(シ

スエレメント)に結合した後、その転写増幅信号

が、ある場合にはコアクティベーターと呼ばれる情
報仲介因子を経由して転写装置に伝えられること
が知られている。

李ら (1994)は、ショウジョウノ〈エのホメオティ
ック遺伝子， fushi t紅白u，の転写を試験管内で正に制
御するカイコの転写因子 (Bm町 Z-Fl)からの転写増

幅信号がコアクティベーター (MBF1，MBF2)を経由
して転写装置に伝えられることを明らかにした。
我々は、カイコの MBF1をコードする cDNAの

一次構造を参考にしてプロープを作製し、植物の
cDNAライブラリーより cDNAを単離し、塩基配列

を決定したので、その構造的特徴について報告す
る。



2pF04 
イネ増殖細胞核抗原(PCNA)遺伝子の分裂細胞特異的発現に

必須なシス因子に結合するタンパク質のcDNAクローニング

企笠盤二、大橋祐子(農水省・生物研)

イネ PCNA遺伝子の分裂組織特異的発現に関わるプロモー

ター領域内のシス制御配列 (sile lIa及びsile IIb)には、核抽

出物中に存在するタンパク質が配列特異的に結合する。我

は々Yeasl one-hybrid syslemを用いてこのタンパク質を

コードする cDNAの単離を試みた。 sile lIaの配列をいくつ

か繰り返した DNAをCYCI minimal promoteト HIS3レポー

ター遺伝子の上涜に置き、それを酵母ゲノムに組み込んで

さらにイネ培養細胞由来の pGAD424 cDNA library をその

醇母に導入した。 His'の表現裂を示すコロニーをスクリー

ニングした結果、二つの独立したクローンが得られた。こ

れらクローンの示す His'の表現型は、レポーター遺伝子に

挿入したsitelIaまたはsiteIlbの配列に依存していた。その

インサートcDNAの配列から予想されるアミノ酸配列には

basic helix-Ioop-helixドメインが二つのクローン共に存在

していた。大腸菌で作らせたこれらのタンパク質は、

sile lIaまたはsileIIbのDNA配列に特異的に結合した。さ

らにNorthernblol解析から、これらの転写物はイネの分裂

の盛んな細胞・組織に多く存在することがわかった。以上の

結果は、このcDNAがイネPCNAプロモ-~ー中のシス制御

因子silelIa及ひ:siteIlbに直接結合し発現を制御する転写因

子をコードしている可能性を示唆している。

2pF05 
大腸菌のモリプデン酸輸送系遺伝子の転写制御

三宅仁、佐藤敏生、O山本勇(広島大理生物科学)

モリプデンを有する酵素は、細菌、動植物など多

くの生物に見い出されている。我々は一昨年の本大

会で大腸菌のモリブデン酸輸送系遺伝子をコードす

る遺伝子modABCDのクローン化と構造について報

告した。今回、 modABCDの転写因子について検討

を行った。

modABCD遺伝子のプロモーターを同定するため

に各ORFの上流域をプロモーターレスのlacZ遺伝子

を持つベクターに組み込み、 s-ガラクトシダーゼ

活性を測定した。プロモーター活J性はmodAとmodB

の各上流域で見つかった。硝酸とモリブデン酸によ

る制御は見られなかったが、 modAとmodBの転写開

始点がプライマー伸長法で検出され、 modABCDが

二つの転写単位からなることが示された。 modAの

上流域のDNA断片をプロープにしたゲルシフトアッ

セイでは結合タンパク質が観察され、少なくとも

modAの転写制御にはDNA結合タンパク質が関与し

ていることが示唆された。
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2pF06 
AOBPは、 Steroidhormone receptorおよび GATAlに似た

Zinc-binding domainを持つ

主語車車l、鈴木理2、小野智幸 1、江坂宗春 1 (1広島

大・生物生産、 2MRC Lab. of Mol. Biol. ， Cambridge) 

高等植物に特有な酵素アスコルピン酸酸化酵素 (AAO)

は、オーキシンによって誘導されることがわかっているが、

その生理的機能については不明である。我々は、オーキシ

ンによる発現調節を調べるために、カボチャのAAOゲノム

遺伝子の5'上流域に焦点をあてた研究を行い、 5'上流域の

ATrichな配列に結合する蛋白質 (AOBP)のcDNAクローン

をサウスウエスタン法により得ている。

AOBPは、 52アミノ酸からなる一部のアミノ酸配列のみ

において、トウモロコシで見つかっているDNA結合蛋白質

MNBlaと高い相向性を示した。また、アラピドプシスから

もこの保存性の高い領域(以下ZACdomain) をコードする

cDNAクローンを得た。大腸菌によるAOBPの発現実験から、

とのZACdomainを含む領域にDNA結合ドメインが存在する

ことが示された。 ZACdomain中には、 50の Cysが完全に

保存されており、 GATAl、および Steroidhormone receptor 

の Zinc-bindingdomainと類似の構造をとる可能性が示され

た。また、 AOBPはAAO遺伝子上流域の塩基配列AGTA配列

を特異的に認識しているものと予測された。一方、 AOBP

とAAOとのmRNA発現量は負の相関があり、 AOBPがAAO遺

伝子の転写抑制因子である可能性が示された。

2pF07 
形質転換植物を用いたタバコ葉緑体核様体DNA結合性

タンパク質CND41の機能解析

丘壁盤宣l、村上真也内吉田茂昇、山田衰え夕、佐藤文彦(京大・農、

1現・理研・植物機能、 2奈良先端大、 3理研)

タバコ葉緑体核様体中に同定された塩基性で分子量41kDの

DNA結合性タンパク質は、そのcDNAのクローニングの結果、

新規のタンパク質であることが明らかとなり、 CND41と命名さ

れた。このCND41は、成熟CND41のN末端に存在するリジン

高密度領域がそのDNA結合能に関して特に重要であること、

さらに葉緑体DNAに非特異的に結合することなどが明らかとさ

れている。また、作製した抗CND41抗体を用いたCND41タン

パク質の植物各組織における蓄積量の解析、ならびに各組織の

葉緑体DNAコードの遺伝子群のノザン解析などにより、

CND41は、糖により発現が誘導され、さらに葉緑体DNA上の

遺伝子発現を抑制する機能を持つ可能性が考察されている。

続いてCND41の植物体内における機能について、さらに詳

細な知見を得るため、CND41cDNAををCaMV35Sプロモーター

下流にアンチセンスに組み込んだベクターを作製し、アグロパ

クテリウムを用いてタバコの形質転換を行った。さらに、 PCR

により形質転換を確認した個体について、抗CND41抗体を用

いてCND41タンパク質発現量の低下した個体のスクリーニン

グを行った。その結果、選抜された数個体では、野性型株に比

べて、一般に媛性を示し、比較的緑化の進んだ緑葉を持つ等の

共通する形態的特徴が見られた。現在これらの個体について、

葉緑体遺伝子群のノザン解析等を行っている。



2pF08 
Two-hybricl systemを用いた転写因子 HBP-1aと
相互作用するタンパク質の同定と解析
玉韮星組・岡南政宏・飯 哲夫・岩淵雅樹(京都大
学・大学院理学研究科・摘物科学系)

HBP-1a (17)は、コムギ・ヒストン H3遺伝子
(TH012)上流にある cis配列ヘキサマーと結合する
因子としてクローニングされた b-ZIP型核タンパク
質である。この因子のN末端近傍にはプロリン残基
に富む領域が存在するが、これと相同性の高い領域
が、他の多くの植物 b-ZIP型タンパク質に見いださ
れている。この領域が潜在的に転写活性化ドメイン
として機能することは、シロイヌナズナの GBF1と
HBP-1a(17)において報告されている。これらのこと
から、このプロリンに宮む領域と相互作用する因子
が広く植物に存在し、かつ、それら因子の一次構造
も積問で保存されていることが示唆される。このプ
ロリンに富む領域が転写制御機構にどのように関わ
っているかを解明するため、我々は、この領域と相
互作用する因子の同定を試みた。 HBP-1a(17)のプ
ロリンに富む領域を二分した時、各々が転写活性化
能を示すことが明らかにされているので、このこと
を利用して 3種のプロープを用意し、 two-hybrid
systemを用いてシロイヌナズナ cDNAlibraryをス
クリーニングした。その結果、 卜数個のポジティプ
クローンを得た。今回、これらのクローンについて
の解析結果を報告する。

2pF09 
CO2議度変動に応答する緑藻クラミドモナス炭酸脱水酵素遺伝

子CAHlの転写調節領域

信津秀哉，九町健一，大山莞爾(京大 .a.農化)

多くの微細藻類は低CO2潰度環境にさらされると、無機炭素

濃縮機構が機能し、このとき炭酸脱水酵素(CA)が誘導される.

クラミドモナスのペリプラズムCAをコードする遺伝子CAHlの

発現は、高CO2条件 (5%CO)で抑制され、明所で低CO2
条件

(0.04%， air level)にすると約 1時間以内に誘導される.

CAHl遺伝子のCO2変動に応答する分子機備を明らかにするた

めに、 C02r.t答に必要なシス因子の検索を行った.

PCRIこより得た様々 な長さのCAHl遺伝子上流域をレポータ

ー遺伝子(ars;arylsulfatase)に連結したキメラ遺伝子を作製

し、硝酸還元酵素(nit)遺伝子を持つ選抜用プラスミドpMN24

とともにクラミドモナス宿主株(nit欠損株)1こ導入した.アンモ

ニア非要求性となった形質転換株について、発色基質を用い低

CO2
ならびに高CO2条件下におけるars活性を調べた.この結果、

転写防始点から-293塩基までの上流域があればCO2
濃度の変

動に応答できることが判明した.光に対する形質転換体の応答

についても合わせて報告する.
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2pFlO 
Anabaenaにおける RNA結合タンパク質遺伝子

rbpA3の解析

豊山益三進司佐藤直樹(東京学芸大.生命科学)

RRMモチーフをもっ低分子量のRNA結合タンパク

質について現在多数報告されている。 Anabaena

variabilis M3株においても RNA結合タンパク質遺伝

子群カず確認されており、少なくとも8個のメンバー

から構成されている。その内すでに5個のrbp遺伝子

(rbpA1，A2，8，C，O) :が単離された。本研究において

は6個自のrbp遺伝子rbpA3の単離、および矯造の比

較を行った。ゲノムDNAの O.9kbpHindlll断片の塩

基配列を決めた結果、 306bpのORFを得た。この遺

伝子がコードするタンパク質は、 C末端に特にグリ

シンに富んだドメインをもっており、転写産物は低

温で顕著に増加することがわかった。これは他の

rbp遺伝子と類似した性質である。現在、この遺伝

子のオーバーエクスプレションを行っており、タン

パク質産物の研究を進めている。

2pFll 
シアノバクテリア RNA結合タンパク質の低温にお

ける蓄積とその役割

佐藤直樹(東京学芸大・生命科学)

真核生物でよく研究されている RNA-recognition

motif (RRM)タイプの RNA結合タンパク質問bp)カヘ

シアノバクテリアにも広く存在することがわかって

きたo Anabaena variabilis M3 (PCC7118と同一起

源)にはRbpをコードする少なくとも 8個のrbp遺伝

子力f存在し司そのうちの 6個の配列が解明された。

大部分のrbp遺伝子の発現は. 30'C以下の温度(低

温とよぶ)で著しく高まり司 Rbpの総量は22'C培養

細胞の総タンパク質の約 2%に達した。主要なRbp

の一つをコードするrbpA1の遺伝子破壊株は，低温

で‘proheterocyst分化・ nifD遺伝子再編成など窒素欠

乏応答の一部を示した。このことは守本来窒素供給

により制御されているこれらの窒素欠乏応答の抑制

ヵヘ低温では不完全(Ieaky)になること. RbpA1がこ

のleakinessを低下させることを意昧している O 低温

では RNAの二次構造が異常に安定化されて司正常

な遺伝子発現を妨げる可能性があり.これをRbpが

防いでいるというのが現在の作業仮説である。



2pF12 
Anabaena variabilisにおける dps相同遺伝子

dphの解析

呈登山室担.佐藤直樹(東京学芸大，生命科学)

A. variabilis M 3株において、 E.coli のdps(Q.NA

binding Qrotein from ~tarved cells)遺伝子と相向性

がある遺伝子が見つかった。このdph(.f担s!!omolog) 

のコード領域をGSTとの融合タンパク質として大腸

菌で発現させ、抗体を作製した。 Dph特異抗体を用

いたウエスタンプロットによる分析の結果、遺伝子

からの計算値、 20kDaより少し大きい23.5kDaのバ

ンドが.検出され、暗所処理細胞で著しく蓄積するこ

とが.解った。最近、 Dpsファミリーに含まれる

SynechococcusのDpsAタンパク質がバクテリオ

フェリチンのC末端と相同性があり、 DNA結合タン

パク質であると同時にヘムタンパク質であるという

報告カずあった。精製したAnabaenaのDphタンパク

質は、 Fe3+を含んでいたが、 DNAの結合性やプロト

ヘムの存在は検出きれなかった。 Dpsファミリーに

属するタンパク質は機能の面からさらにいくつかに

分類されると考えられる。

3aFOl 
ハンマー式遺伝子導入装置の開発と導入した遺伝子の発
現解析

森川弘道、高橋美佐、維鼻晃1 (広島大・理・遺伝子科学、

1 (株)日本医化器)

我々はパーティクルガン遺伝子導入装置について、窒
素ガス式 1)、圧縮空気圧手動式2)、圧縮空気圧自動式:3)

などを開発してきた。パーティクルガン遺伝子導入装置
において遺伝子 DNAをまぶした金粒子が細胞壁や膜を貫

通し、核内へ到達するために必要な力はどの程度必要か
については不明な点が多く、従来の装置よりも簡易な装

置で有効な遺伝子導入が可能であると考えられる。
そこで本研究では従来の装置とは発想を逆転し、停止

した振動板に DNAをまぶした金粒子を予め付着させてお
き、この振動板をハンマー弾でたたくことにより、金粒

子を試料細胞へ発射させ、遺伝子導入する装置を考案、

開発した。本装置の概要および導入した遺伝子の発現に
ついて報告する。

l)H.Morikawa et al.， Appl. Microbiol. Biotechnol. 
31:320-322 (1989). 

2)A. 1 ida et al.， Theor. Appl. Genet. 80:813-816(19 
90). 

3)H.Morikawa et al.， In "Particle bombardment 
technology for gene transfer" pp. 52-59. eds. N. 
Yang and P.Christou， Oxford Univ. Press， 

New York (1994). 
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3aF02 
異なる生理条件下にあるシロイヌナズナ植物葉への遺伝子導入

と発現の解析

ム盤輩宝、田中俊憲・、森川弘道(広島大・理・遺伝子科学、

・現:長崎県総合農試)

トランスジェニヲク生物学において、遺伝子導入のターゲッ

トとする対象細胞の生理的な状態がトランスジーンの発現にど

の様な効果を持つかは大切な課題である。そこで、本研究では

シロイヌナス・ナ実生から切り放していない葉(altachedleaf) 

と実生茎から切り放した葉(delachedleaf)へ別々 にパーティ

クルガンを用いて遺伝汗導入し、それぞれにおけるトランスジ

ーンの発現を解析した。

実験材料として、播種後約5週間めのシロイヌナズナのalla

ched leafおよびdelachedleaf (カルス誘事音地で3日間前培

養)を用いた。 3種 (C必V35S、NiR遺伝子、 pelE遺伝子)の

プロモーターおよびNOSターミネターの聞にホタルlucifer潔犯

遺伝子を結合した発現ベクターを構築し、常法によりパーティ

クルガンを用いて導入、発現解析した。また、 pBI221を同時に

導入し、内部曙障とした。これらの結果について報告し、討論

する。

3aF03 
パーティクルガン法によって得られたトランスジェニツ
ク植物の外来遺伝子組込み部位の構造と機能の解析
五島直樹、清水克哉、入船浩平、 )JI上茂樹、越智泰彦、
電荷芳司、森川弘道(広島大・理・遺伝子科学)

植物ゲノムにおける外来遺伝子組込み部位の構造につ
いては、これまでにほとんど報告されていない。我々は、
タバコ培養細胞株(BY-2)にPC副 VNEO(CaMV35S. nptII -
NOSter)をパーティクJレガン法により導入し、得られた
形質転換体の 1系統(2・1)を用いて外来遺伝子のゲノム
DNAへの組込み部位の解析を行った。その結果、導入し
たプラスミドはタンデムに2コピ一連なって組込まれて
おり、それを挟むように1.3kbの相同なゲノムDNA配列が
向き合う形で存在していた。この組込み部位の配列には、
核骨格に結合するSca任'oldAss∞iated Region (SAR)に特徴
的な塩基配列TOPOIIbox， A-加x，T-boxが多数存在してお
り、 DNA湾曲構造をとっていることが明らかとなった。
タバコ核から調製した核骨格とこのDNA断片との結合性
を泊vitroで調べたところ、この断片が特異的に核骨格と
結合することが明らかになった。さらに、 invivoでもこ
の領域は核骨格と結合していることが示唆された。また、
この配列をnptII遺伝子発現カセットの両端に組み込んだ
ベクターを構築し、タバコ培養細胞に導入したところ、
形質転換効率、遺伝子発現量の上昇が認められた。我々
は、外来遺伝子の組込み部位のホットスポットとして
SAR配列がどの程度一般性を持っているのか、またその
メカニズムについて検討する。



3aF04 
シロイヌナズナ車硝酸還元酵素遺伝子に存在す
るSAR配列の解析
田中俊憲揮崎達也，高橋美佐，入船浩平，五島
直樹，森川'1f:吉T定基大・理・遺伝子科学現:
長崎県総合農試)

我々はシロイヌナズナ植物から亜硝酸還元酵素
(NiR) をコードする遺伝子 (Niil)を単離，その

塩基配列を報告した1)。本遺伝子の 5'上流域は
AT含量が高く(翻訳開始点から上流約1.25kbの
AT含量=71.50も)，また T-boxやunw泊d泊g

nucleation siteなどいわゆるNuclearScaffold 
Ass∞iated Region (SAR)に特徴的な構造を持ってい
た。
本研究ではまず，タバコ培養細胞BY-2から

Nuclear Scaffoldを調製し， Binding Assayを行った。
それらの解析結果から，上記配列は SARであると
結論された。次に，この配列および関連配列を
hygryomyc泊phospho回 nsferase(HPf)遺伝子 (hpt) 
発現ベクターに結合したプラスミドを構築しパー
ティクルガンを用いて，常法によりシロイヌナズ
ナ根外植片に導入，形質転換体を選抜し，シロイ
ヌナズナ SAR配列の形質転換効率および hptの発
現に対する効果について解析を行っている。これ
らの結果について報告する。
1) Tanaka， T.， Ida， S.， Irifune， K.， Oeda， K. and 

Morikawa， H. (1994) DNA seq. 5: 57-61. 

3aF05 
トランスジェニックトルコギキヨウ植物の育成とその解析

ーパーティクルガン法による形質転換ー

西原昌宏、小林仁、 PiyasakChaumpluk、星伸枝、山村三郎

寸育冒古人岩手生物工学研究センター)

リンドウ科の植物であるトルコギキョウに関してはこれまで

いくつかの方法により形質転換体の作出例が報告されている。

今回、我#はパーテイクルガン法を用いて 3種の材料に遺伝子

導入し、本植物の形質転換体を得たので報告する。

材料としては播種後3~4週日の実生切片、液体培養で増殖さ
せた根切片及び懸濁培養細胞を用いた。パーティクルガンを用

いて pARK22 (CaMV35S pro・bar-NOSter)と同H寺に、 pBI221 
(CaMV35S pro-gus-NOS teのあるいはその他の有用遺伝子(アン

トシアニン生合成関連遺伝子、耐病性遺伝子)を導入し、選抜

を行った。たGlocを基質とした組織化学的GUSアッセイにより、

トランジェントなGUSの発現を観察したところ、用いた全ての

材料で 1シャーレあたり、 200-500個のプルースポットが得ら

れた。次に、 pARK22を導入した材料からピアラフォスを含む

再分化培地で耐性カルス、シュートの選抜を行ったところ、導

入後約 2カ月で、導入したlシャーレあたり、実生切片でO.万岡、
根切片で2.4個、懸濁培養細胞で3.8個のピアラフォス耐性カル

スまたはシュートが得られた。これらの材料より DNAを抽出

しPCR法により解析した結果、 lxIri宣伝子の存在が確認された。

cotransform した遺伝子に関しては、 50~loo%の割合でbar遺伝
子と同時に検出された。また、サザンプロット解析を行い、導

入した遺伝子が植物ゲノムに組み込まれていることを確認した。

今後、得られた植物体を馴化させ、外来遺伝子の発現を解析す

る予定である。
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3aF06 
Agrobacterium rhizogenesを用いたダイズ形質転換系による

ウリカーゼ遺伝子のプロモーター解析

直盆健二，河内宏田島茂行(香川大学・生物資源科学農水省・
生物研)

ダイズ根粒ウリカーゼは、根粒形成過程で誘導される縞物側遺

伝子産物の 1つで、固定窒素の主要な転流形態であるウレイド生

成の最終段階を触媒し、根粒中では、非感染細胞のパーオキ、ンゾ

ームに局在する。我々は、ダイズ根粒ウリカーゼ遺伝子の転写調

節機構を解明し、根粒形成に伴う発現調節因子を決定することを

目的とじて、ダイズ根粒ウリカーゼ遺伝子のプロモーター解析を

行っている。

まず、ダイズ(GlycineMax. (L) cv. Akisengoku)ゲノミックライ

プラリーより 8個のポジティブクローンを単離し、制限酵素地図

を作製した。パターンの異なったUR2、9についてダイズ根粒

cDNAライブラリーからスクリーニングを行い、 UR2C、9Cを

得た。 2つのクローンのシークエンシングの結果ともに930bpの
ORFを持ち、ホモロジーは 96.6幅であった。それより予想され

たアミノ酸配列は、 31 0アミノ酸中 12アミノ酸が異なってい

た。そこでUR2、9両方のプロモーター解析を行った。

pBIl21を、 pNOS-LUC-NOS-3'と改変、さらにその下流にウリカー

ゼ遺伝子の翻訳開始点から上流約 3.3Kb、GUS、NOシ3'をタンデム

に接続したbinaryvectorを作製した。このvectorを導入した

A. rhizogenes K599をダイズに接種し、毛状根を誘導させた。ノレシ

フエラーゼ活性を指標に選別した形質転換されていない毛状根、

及び主根を切除した。根粒菌感染後、毛状根に形成された根粒に

ついてGUS活性を測定したその結果、 2つのウリカーゼ遺伝子と

も非感染細胞特異的な発現が観察された。さらに、1.7Kb、1.OKb 
上流を導入したvectorを用いて、 C1Sー領域について検討を行った。

3aF07 
新規な遺伝子導入法によるマーカー・フリー組換え植物の作出

盆丞盟圭、杉田耕一、山内幹子、海老沼宏安(日本製紙・中研)

遺伝子組換え植物を作成するためには、目的遺伝子と供に選抜

マーカー遺伝子を用いる必要がある。この遺伝子の残留が、組換

え体への再度の遺伝子導入や環境への放出の障害となっている。

この問題を解決するために我々は、新規の遺伝子導入法 :MA

T (MultトAuto-Transformation)Vector Systemを開発した。こ

のシステムは、選扱マーカーとして ipt遺伝子(サイトカイニン

合成遺伝子)を用い、組換え体を多芽体として肉眼により選依す

ること、さらに ipt遺伝子をトランスポゾン (pNPII06)又は酵

母の部位特異的組換え系 (pNP1132)により組換え体から除去し、

マーカー・フリー組換え体を正常個体の出現として判別すること

を特徴とする。タバコを用いた評価実験の結果、感染後6ヵ月で

pNPII06では約5%の多芽体から、 pNPI132では約60%の多芽

体から正常に伸長する shootが得られ、これらはすべて正常に発

根した。さらにこれらの個体がマーカーフリーの組換え体である

ことをDNA分析により確認した。

この技術は従来の選彼マーカーを除〈方法と異なり、交配を必

要としないので栄養繁殖性の植物への応用も可能である。また同

じ方法で繰り返し遺伝子導入を行うことができる。さらに我々は

ipt遺伝子を用いた肉眼での組換え体の識別が、 Popu!us属の樹

木の一種である交雑ヤマナラシにおいても可能であることを確認

し、マーカーフリーの組換え体を得ることができたので報告する。



3aF08 
ハイグロマイシンで選抜可能な Ti-プラスミド自動

変換ラムダファージベクターの作製

塑塑宣車、児玉浩明、林田信明¥篠崎一雄 1、射場 厚

(九州大・理・生物、 1理研・植物分子)

連鎖地図に基づいた遺伝子のクローニングにおいては、

最終のクローニングのステップで、標的とする遺伝子座

に対する相補性検定を、突然変異株に対して行なわなければ

ならない。この相補性検定を簡便化するために作製した

ラムダファージベクタ一、 λTllとλTI2は、 Cre-Iox

site-specific recombinationを利用して、植物体に

そのまま導入可能なTi-プラスミドに自動的に変換する

ことができる。また、この'TiープラスミドはpBI121を基本

としているので、形質転換植物はカナマイシンで選抜する

ことができる。しかしながら、シロイヌナズナでは、

カナマイシンによる選抜が不確実なことがあるため、

λTllにハイグ口マイシンホスホトランスフエラーゼ

遺伝子を導入し、新しいラムダファージベクタ一、

λTI3を作製した。 λTI3を用いることで、

ハイグロマイシンによる形質転換植物の選抜が可能と

なるので、シロイヌナズナにおける相補性検定がより

確実になると考えられる。

3aF09 
過剰発現形タギングベクターを利用したシロイヌナ

ズナタグラインの大量作製

盤一品盟、藤原 徹、白野由美子l、柴田大輔l、

茅野充男 (東京大学・農学生命科学、 l三井業際バ

イオ研)

エンハンサー配列をT-DNAのライトボーダー近傍

に持つタギングベクター(pVICE)を利用して植物体を

形質転換し、大量のタグラインを作製すれば、優性

の挿入変異を持つ特異な変異株をスクリーニングす

ることができ、さらに、その変異の原因遺伝子を特

定することが可能である。本報告では、シロイヌナ

ズナをAgrobacteriumで、形質転換し、大量のランダム

なタグラインを作製していく過程を報告する。

まず、簡便な形質転換法であるInPlanta法を用いて

大量のシロイヌナズナ(WS)を形質転換した。得られ

た種子1∞0個あたり 1・5株の形質転換体(ハイグロマ

イシン耐性)を得ることができた。それぞれの形質転

換体より種子を採取しタグラインとした。現在まで、

約1∞0株の独立なタグラインが得られている。次世

代のハイグロマイシン耐性を調べたところ、ほぼす

べての植物が耐性を示した。得られた変異株のうち、

形態的な変異を示す株が得られており、これらの変

異株を用いてタグラインの有用性を確認している段

階である。
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3aFlO 
染色体の特定領織のdl'lぬ選臨去のシロイヌナズナゲノム由来の

コスミドコンティグへの応用

園屋盟、林田信明、加藤紳子1、養王国正文1、篠崎一雄(理研・

植物分子生物、 1理研・化学工学)

モデル植物であるシロイヌナズナでは、ゲノムの構造解析や、

遺伝子歩行のための環境が整備されつつある.このような背棄の

下に、特定のゲノム領蟻に由来するc日仏を体部qかっ効率的に

甜尺する方j齢必覇劫吟鏑されている.前巨防本学会で我々は、

ラテックス粒子に共有結合したシロイヌナズナゲノム由来の'YAC

クローンの[Mを用いて、 c日仏を選択することにより、染色体

の領場持異的なサプライブラリーを作製する方法、および作製し

たライブラりーから回収したcll'ぬクローンの解析結果を報告し

た.本発表では、この方j去をさらに発展させ、シロイヌナズナゲ

ノム由来のコスミドクローンへの適用を試みたので、その結果に

ついて報告する.第四染色体上に位置するABll遺伝子を含む領

場をカバーする到困のコスミドクローンからなるコンティグを用

いて実験を行った.これまでに5個のコスミドクローンより計11

種類のcll'仏を単麗した.単離されたcll'仏の中には、カチオニッ

クパーオキシダーゼ遺伝子や酵母のホスファテジルセリンデカル

ポキシラーゼ遺伝子とホモロジーを有するものなど、新しい遺伝

子が6個存在していた.残りの4個のコスミドクローンについて

現在解析を進めている.

3aFll 
イネゲノムの BACライブラリーの完成

こ里担宣葺 2浅川修一‘ 1、3田中良和、 3山田哲治清水信義

1 JI!崎信二 (1農水省・生物研慶応大・医‘ 3岡山大・農)

近年のゲノム解析技術の進歩により、植物の生物学においても

ゲノム機能の解析は将来性の大きなテーマとして浮上してきたが、

その基礎となるゲノムライブラリーの作成ではわが国は、欧米に大

きな遅れをとってきた。今後各種の植物のゲノムライブラリーを研

究室レベルで構築し、運用していく上ではBACのacteria1Artificial 

Chromo田me)ライブラリーは最も実戦的なライブラリーとしての

性質を備えている。すなわち、1)大腸務用のベクターを用いてい

るので、一晩で増殖し、7川リ法で抽出でき、そのまま使える:2)坑

生物質(訓oramphenil∞11)耐性で選べるので扱いが容易:3)導入効

率が約 1()5!μgDNAと高い:4)導入インサートが1∞-150kBとかなり

大きい;等である。我々は、わが国で経済的重要性が高く、わが国

独自の遣倒育報も豊富で、ゲノムサイズも小さく(約4∞1MB)、形

質転換系も確立しているイネをモデルとして BAC717'うリーの構築を

行い、平均 175kBという大きなイン十トサイズのうイ7'うトを約8ゲノム

分のサイスマ約5カ月で完成させた。全コロニー21，504は(6X6-4)

X96の配列で7枚のメンプルにまとめられた。ゲノムDNA源は緑葉

のプロトプラストを用いた。葉緑体DNAの混入は7%であった。

以上は多くの他の植物にも容易に応用することか可能である。



G 会場:オルガネラ・生体膜

キーワード:脂質，生体膜，オルガネラ，イオン輸送，細胞内輸送，吸収-転流，

栄養，代謝

第一日目午前

開始時間講演番号

9:30 1aG01 

9:45 1aG02 

10:00 1aG03 

10:15 1aG04 

10:30 休憩

10:45 1aG05 

11:00 1aG06 

11 :15 1aG07 

11 :30 1aG08 

11:45 1aG09 

第一日目午後

開始時間講演番号

13:00 1pG01 

13:15 1pG02 

13:30 1pG03 

13:45 1pG04 

14:00 1pG05 

14:15 1pG06 

14:30 1pG07 

14:45 

15:00 休憩

15:15 1pG08 

15:30 1pG09 

15:45 1pG10 

16:00 1pG11 

16:15 1pG12 

16:30 1pG13 

16:45 1pG14 

17:00 1pG15 

17:15 1pG16 

第二日目午前 第三日目午前

開始時間講演番号 開始時間講演番号

8:30 2aG01 8:30 3aG01 

8:45 2aG02 8:45 3aG02 

9:00 2aG03 9:00 3aG03 

9:15 2aG04 9:15 3aG04 

9:30 2aG05 

9:45 2aG06 

10:00 2aG07 

10:15 2aG08 

10:30 休憩

10:45 2aG09 

11:00 2aG10 

11:15 2aGll 

11 :30 2aG12 

第二日目午後

開始時間講演番号

13:00 2pG01 

13:15 2pG02 

13:30 2pG03 

13:45 2pG04 

14:00 2pG05 

14:15 2pG06 

14:30 2pG07 

14:45 

15:00 休 憩

15:15 2pG08 

15:30 2pG09 

15:45 2pG10 

16:00 2pGll 
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laGOl 
逆相 HPLCによるカ口テンの分離，同定

宣車皇ニ*新山孝弘

(日本医大・生物*明治大学・農化)

カロテノイド色素のうちカ口テン類の分離は性質

が似ているため難しい.逆相 HPLCを用いて分離す

る条件，吸収スペクトルよりクロモフォアを同定す

る方法を確立した.

方法 力口テノイド色素を有機溶媒で抽出し，シリ

カゲルカラムクロマトグラフィーによりカロテンを

ヘキサンで溶出した. Novapak C， 8 (Waters)の

HPLCでアセトニトリル/メタノール/THF

(58:35:7)で溶出するとカロテン類がよく分離し，

フォトダイオードアレイ検出器 (MCPD・350，大塚

電子)で吸収スペクトルを測定した.

益塁共役二重結合の数が長いほど溶出が皐く，

s-イオノンがあると溶出が遅くなった.吸収スペク

卜ルにより非環，一環，二環型カ口テンを区別で

き，クロモフォアの構造を同定できた (5.Takaichi 

& K. 5himada (1992) Methods Enzymol. 213: 

374-385). 

laG02 
細胞性粘菌Polysphondyliumpallidumの脂肪酸と
脂質の解析

査藍王盤、落合贋
(北海道大学・理学研究科・生物科学専攻)

細胞性粘菌は、細胞一細胞聞の接着を含む相互作
用を研究する上で優れたモデル生物である。二分
裂で増殖する細胞は飢餓処理によって発生を開始
し、分泌された走化性物質に向かつて集合し、多
細胞の集合体を形成する。指質及び脂肪酸の解析
は膜の流動性など細胞間相互作用を調べる上で基
礎をなす知見である。そこで私たちは、細胞性粘
菌Polysphondyliumpallidumの脂質および脂肪酸
を分析した。その結果、1)新規の脂肪酸を持つこ
と、 2)奇数鎖の脂肪酸含量が‘高いこと、 3)増殖期
と比べ集合期では指肪酸の不飽和化が進んでいる
こと一ーが明らかとなった。また脂質組成につい
ては、集合期においてセラミドを含む糖脂質含量
が増加する傾向が見られた。これらの特徴と細胞
の接着がどの様に関連づけられるのかを考察した
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laG03 
ラン藻Synechocystissp. PCC 6803の低温下におけ

る生育と膜脂質のジエン脂肪酸の役割
田坂恭嗣、Zoltan Gombos、西山佳孝、大場哲彦1、

大木和夫1、村田紀夫(基礎生物学研究所、1東北大・

理・生物物理)

膜脂質における不飽和脂肪酸の生化学的役割を
明らかにするために、我々はラン藻Synechocystis
sp. PCC 6803の1112、ω3、116位脂肪酸不飽和化酵
素の遺伝子(desA.、desB、desD)を挿入変異法を用

いて順次破壊し、脂肪酸の不飽和化が段階的に停
止した欠損株を作出した。得られた変異株を用い
て生育速度、光合成活性の比較を行った。そして
チラコイド膜を単離しタンパク質組成の比較、示
差走査カロリメトリー(DSC)を使ってチラコイド
膜の相転移温度の測定を行った。

その結果、ジエン脂肪酸を持たない変異株の生
育が低温下で著しく低下していた。しかしその光
合成活性とチラコイド膜のタンパク質組成には変
化が見られなかった。またDSCを用いて推測した
チラコイド膜の相転移温度がジエン脂肪酸への不
飽和化を止めることにより上昇することが確認さ
れた。これらの事実は、ジエン脂肪酸が低温下で
のラン藻のチラコイド膜の物理的、生化学的特性
の維持のために重要な役割を演じていることを示
している。

laG04 
キクイモ塊茎組織の培養に伴う細胞膜リン脂質組成の変化
孟釜一」宣，上岡華代 (北海道教育大・函館・生物)

キクイモ塊茎から組織切片を切り出して培養することに
よって，カルス化の有無に関わらず，細胞膜H+-ATPaseをは
じめとしていくつかの細胞膜酵素活性が増加することをす
でに報告している (PCP34(1)，日本植物学会第四回大会). 
これらの膜酵素活性の増加が，細胞膜の脂質環境の変化に
よる可能性を検証するために，塊茎及び矯養組織から分画
遠心と水性二相分配法によって単離精製した細胞膜を用い
て，総脂質を抽出しリン脂質組成の変化を二次元薄層クロ
マトグラフィーによって調べた.
膜タンパク質あたりのリン脂質含量は塊茎及び培養組織

で大きな差がなく，約0.3mg/mgproteinであり，カルス化
の有無による違いも少なかった.maJorなリン脂質である
ホスファチジルエタノールアミン(PE)とホスファチジルコ
リン(PC)は，塊茎，培養組織いずれでも合わせて総リン脂
質の70%前後を占めたが， PE/PC比は塊茎での約1.5から培
養組織での1.1に減少した.一方細胞膜H+-ATPaseを活性化
することが報告されているリゾレシチン(LPC)は，総リン
脂質の 1~加と少なく，培養に伴う増加やカルス化の有無

による違いも認められなかった.
以上の結果は，培養組織における細胞膜町一ATPaseの活

性化が，細胞膜単離操作中でのPCの分解に由来するLPCの
増加によるアーティファクトではないことを示すとともに，
PE/PC比の変化が膜酵素活性に何らかの影響を与えている
可能性を示唆している.現在リン脂質以外の脂質成分の培
養に伴う変化についても検討中である.



laG07 
シヤジクモ節問細胞における電気刺激直後の、興膏の主過程に先立
って流れるイオン電誌の分自E作業
玄剖到E虫、筒井泉雄¥野坂修一 2 (阪大・理・生物、 1岡崎生理研生体鎮、
2滋賀医大ー麻酔科)

11.薬理学的解析

laG05 
シャジクモ類における機械刺激受容

童生壁呈 (姫路工大・理・生命〉

シヤジクモ節間細胞の興奮の主過程におけるイオン電流の解析は、これ
までに数多くの報告があり、また植物細胞では最も詳しく解析がなされて
きた。私達はこの主過程に先行する時間内に、 rチャンネルの関口が、他
のイオンチャンネルの開口よりも顕著な時期があること、外液の Ca2

+ は
この開口に何らかの役割を果たしていることを報告してきた1¥現在、興
奮の主過程に先行するイオン電流を分離すること、この時期に閉口するr
チャンネルの種類を同定すること、その関口の時定数の電圧依存性を知る
ことを目的として実験を進めている。
電圧固定法により、 100mSの時間の矩形波電圧により、膜電位をー200

mVから+100mVまで変えたとき、ー120mVから 40mVの膜電位領域で、外向き
電流が減少する。 -40mVよりも正側では外向きの電流が顕著である。この顕
著な外向きの電流がK+によると予想される。外液の Ca2+濃度在高めると
(0.1 n桝から 0.5or 1.0酬)外向き電流の減少がより顕著になり、あた
かもr電流を抑制しているかのように思われる。実際は外液Ca2

+は内向き
の電流を誘起しているのであり、そのために、 Ca2

+ 存在下では rの外向
きの電流がある程度マスクされた状態にある。 Ca2

+ 除去条件下では外向き
電流がより顕著になる。内向き電流の主成分はCa2+とClーと予想される。外
向き電流のみが顕著な条件下では、IlPちCaド除去条件下ではこの外向き電
流は顕著に 1酬 TEAにより抑制を受ける。通常の 0.1n制 Ca2+存在下で
は TEAの抑制作用は不明瞭なことが多い 21。現在、 Ca2+除去の実験条件を
探ることにより、 Ca2+により活性化される電流成分を明確にすることと、
マスクされていた r電流を抑制する薬剤を見出すことを試みている。

1 )Ohkawa， T. et a1. (1995): Plant Cell Physio1.益ム 299-312
2)大川和秋他 1994年度日本植物生理学会

シャジクモ類の細胞を機械刺激すると受容電位を発生

する。受容電位は刺激の強さに依存し、それが関値に達

すると活動電位が誘導される。本研究では受容電位およ

び活動電位のイオン機構を薬理学的に解析した。材料と

してはオオシャジクモの節間細胞を用いた。細胞の一部

にアクリル樹脂のブロックをのせて、その上にガラス管

を落とすことによって刺激した。

プロトンポンプ阻害剤:静止電位はー220mVであったが、

100μMのDCCDで処理すると約ー130mVにまで脱分極した。

しかしながら受容電位の大きさおよびおよび活動電位の

ピーク値には顕著な影響はなかった。カルシウムチャン

主立阻害剤:La3+ (100μM)、nifedipine(100μM)ともに

受容電位には大きい影響を与えなかったが、活動電位は

著しく阻害した。また、外液のCa2+濃度を1μMIこ下げた

場合も同様な結果が得られた。クロライドチャンネル阻

童畳1:ethacrynic acid(lmM)，anthracene-9-carboxylic 
acid(1mM)ともに受容電位には大きい影響を与えなかった

が、活動電位は著しく限害した。また、機械刺激受容チ

ャンネルの阻害剤として知られているGd3+(100μM)につ

いても上記チャンネル阻害剤と同様な結果が得られた。

以上の結果をもとに、受容電位及び活動電位の発生機

構について考察する。
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laG06 
シ ャ ジクモの水チャンネル特性ー Hg及び Znに

よる限 害

且iRt:、浅井一筏 1、岩 崎尚 彦 1

応用理化学、 1大阪医大・生物〉

汽水産車軸藻シラタマモの節問細胞の低張

処 理 に 伴 う 膨 圧 調 節 は 、 外 液 か ら Ca'+が細胞

膜を介して細胞質に流入し、細胞質 Ca'+濃度

が増加しないと起こらない。本実験では液胞

から細胞質への Ca'+の流入も必要かどうかを

確 か め た 。 そ の 為 に 液 胞 内 を Ca'+を含まない

人工細胞液に置換した細胞を調製した。 O.36 

08皿海水に適応している節間細胞を実験に用い

7こ。

まず、 Ca'+を含む人工細胞液で液胞内を置換

して、 0.36 08田海水に戻すと、それだけで浸

透圧の減少が起きた。その浸透圧の減少は潅

流細胞を最初から 0.52 Os皿海水に移すと起き

ず、続いて O.21 Os皿海水に移すと元の膨圧を

回復した。

次に、 Ca'+を含まない人工細胞液で置換し

た細胞を 0.52 Osm 海水から O.21 Os田 海水に移

したところ、 同じように元の膨圧を回復した。

このことは液胞内 Ca'+は低張処理に伴う細胞

質 Ca2
+濃度の増加に関与していないことを示

唆する。
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(福井工大・

最近植物細胞にも 水 チ ャ ン ネ ル を 構 成 す る

と思われるタンパク質が発見され、その水透

過性は動物の水チャンネル同様 Hgによって顕

著に阻害されることが明らかになってきた。

今回われわれはシヤジクモの水透過性 (Lp)に

対する HgCl，の効果を調べたところ、 1mM 
HgC12は Lpを l分以内に 95%も阻害することがわ

かった。この阻害は 10 mM 2ーメルカプ卜エタ

ノール (ME)で ほぼ完全に回復する。液胞膜除

去細胞でも同様の阻害 が み ら れ た 。 以 上 の 事

実は 次の事を示す。(J)シャジクモの細胞膜に

は Hgに 感 受 性 の あ る水チャンネルが存在する。

(2)細胞膜の水輸送は主として (95%)水チャン

ネルを介して行われる。 (3)水チャンネルの水

透過性には SH基が 重要な働きをしている。

さらにわれわれは次の事を見いだした。(4)

Lpは ZnC12でも阻害される。阻害は pHに依存す

る。 pH5. 6では弱く、 pH 7.4のときは強く、

HgC12同様 2-3分で 90%阻害し、 MEで回復する。

( 5 )水透 過 の 極 性 、即ち内向きの透過性 (Lpen)
が外向 きの 透過 性 (Lpex)より高いという性質

は、7./(チャンネルそのものの特性である。



lpG02 
高等植物葉緑体 SecYタンパク質の cDNAクローニングと機能

解析

竪屋宜主主、中井正人、遠藤斗志也(名大・理・化)

laG09 
粘菌POか'sphondyliumの細胞接着タンパク質gp64の
Dictyosteliumでの発現と細胞膜上へのターゲッティ
ング
盈五品3 落合
専攻)

旗(北大・理学研究科・生物科学
Secタンパク質は、大腸菌等の原核生物におけるタンパク質

の細胞質膜透過反応において重要な役割を担っているタンパク

質である。われわれは、高等横物葉緑体における SecAタンパ

ク質ホモログを同定し、その機能解析により、業総体内のチラ

コイドへのタンパク質の輸送に、原核生物理1のタンパク質輸送

装置が関与していることを明らかにした 1-2)。本研究では、

SecAタンパク質とともに大腸菌におけるタンパク質輸送装置

の中心的役割を担っている SecYタンパク質の高等植物葉緑体

におけるホモログの同定と、その機能解析を試みた。まず、シ

ロイヌナズナの SecYの cDNAクローンを単離し、その全塩基

配列を決定した。推測されるシロイヌナズナ SecYタンパク質

は、 551アミノ酸からなり、ラン藻 SecYと40%、大腸菌 SecY

と33%の相向性を示した。また、そのN末端に、葉緑体局在

化のための transit配列様の延長ペプチド配列を有すること、さ

らには、シロイヌナズナ SecYに対する抗体が、エンドウ葉緑

体チラコイド膜の 35kDaのタンパク質を特異的に認識すること

から、葉緑体チラコイド膜に存寂する SecYタンパク質ホモロ

グであると結論した。現在、エンドウ SecYのcDNAクローニ

ングと、チラコイド膜におけるタンパク質輸送への関与につい

て検討中である。

I)Nakai et al. (1994) J. Biol. Chem. 269， 3 ¥338-31341 

2)Nohara et al. (1995) FEBS Letl. 3 6 4， 305-308 

細胞性粘菌 Polysphondyliumの糖脂質アンカー型タ
ンパク質 gp64は Fabを用いた細胞接着阻害実験に
より同定された.私たちは近縁のDictyostelium細胞
にgp64cDNAを導入し(形質転換体， H2)， gp64タンパ
ク質を発現させた.転換体H2のgp64量は細胞には元
の1/10と少なく，大部分は培地に放出された.gp64 
を異種の細胞に発現させると細胞外に放出される原
因を追及するために， gp64の翻訳後の修飾に注目し
た.①本来 gp64は糖脂質アンカーを介して膜に保持
されているが， H2のgp64もアンカーを持ったまま培
地に放出されていることが分かった.②また，本来
gp64は36個のCys残基がすべてs-s架橋を形成し
ているが， H2の gp64も同様であった.しかし，③ H2
のgp64には，本来の gp64にあるフコースを含む糖
構造が付加していないことが分かつたなお， gp64遺
伝子の 3'末端側lこDictyosteliumの細胞接着タンパ
ク質gp80遺伝子の 3'末端ドメインを融合しキメラ遺
伝子を発現させると、 gp64が培地に放出されず膜に
保持された.
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lpGOl 
葉緑体ゲノムにコードされたタンパク質のチラコイド膜透過

機構の解析

盛差玄室、野原哲矢、中井正人、杉浦昌弘¥遠藤斗志也(名

大・理・化学、*名大・遺伝子実験施設)
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高等植物葉緑体のチラコイドを構成するタンパク質のうち、

核の DNAによってコードされているものは、細胞質ゾルで

合成された後、葉緑体に輸送され、さらにチラコイドに局在

化する。これらのタンパク質のチラコイド膜透過過程につい

ては、現在までに、エネルギー要求性の異なる 3つの経路の

存在が示唆されている。われわれは、昨年の本学会において、

酸素発生系 33Kタンパク質のチラコイド膜透過に、ストロマ

に存在する SecAタンパク質ホモログ (SecAタンパク質;大

腸菌等におけるタンパク質の細胞質膜透過において必須の役

割を担っている)が関与している事を報告した。本研究では、

葉緑体 DNAにコードされているタンパク質の中で、チラコ

イドに局在化するシトクロム fについて、そのチラコイド局

在化機構の解析を行った。まず、タバコ葉緑体 DNAのシト

クロム f遺伝子を用いて、その前駆体タンパク質を加 vitroに

おいて合成し、エンドウ緑葉から単離したチラコイドへの輸

送実験を行った。その結果、チラコイド内へ輸送され、プレ

配列部分が切除されたと考えられる成熟体が観察された。こ

の輸送過程がナイジェリシンやアジ化ナトリウムで阻害され

る事からシトクロム fのチラコイド膜透過には、核コードの

33Kタンパク質の場合と同様、ストロマの SecAタンパク質が

関与していることが示唆された。



lpG04 
シロイヌナズナのプラスチド局在性シャペロニン

10 (AT2)のcDNAク口一二ングとその発現
河本恭子，盤E盟主ー西村幹夫 (基生研・細胞生物)

シャペロニン10(cpn10)はシャペロニン60(cpn60)とと

もにミトコンドリアとプラスチドでタンパク質の折りたたみ

に働いている. 14量体のcpn60に対して7量体のcpn10が結合

して機能すると考えられている.最近，ホウレンソウのプラ

スチド型cpn10がcpn10様のドメインが2つタンデムにつなが

った精進であることが報告された.

今回.演者らがシロイヌナズナより単離したcpn10(AT2) 

のcDNAt卓会長958塩基で， 253アミノ酸からなるタンパク質

をコードしていた.ホウレンソウのプラスチド、型cpn10とは

アミノ酸レベルで61%の同一性を示した. AT2タンパク質はN

末端に51アミノ駿のトランジットペプチドを持ち，その後ろ

にcpn10様のドメインが 2つ(D1とD2)つながったプラスチド

型cpn10に特徴的な情造であった. D1とD2の同一性は41%で

あった.AT2遺伝子はゲノムあたり1コピーであることが示唆

された.AT2のmRNAは糞で多く蓄積しているとともに根で

も蓄積が見られ司 mRNAの蓄積量は熱処理によって増加した.

N末端にヒスチジンタグを付けたAT2タンパク質を大腸菌内で

発現させ，特異抗体を作製した.イムノプロット解析よりシ

ロイヌナズナ粗抽出液に約22kDaのタンパク質が検出されー

AT2がタンデムのままで機能していると考えられた.現在宅

AT2の機能を解析するために形質転換植物を作製中である.

AT2のオリゴマー構造について大腸菌の発現産物をゲルろ過

とクロスリンク法によって解析したので，その結果もあわせ

て報告する.

lpG05 
シロイヌナズナの 3種の液胞プロセシング酵素の

発現様式

室主---..t!i1 ，2，西村いくこ1，2，西村幹夫1，2 (1基生研・細胞生物.

2総合研究大学院大学園生命科学)

液胞プロセシング酵素 (VPE) は様々な種子タンパク質の成

熟化や活性化に関わっている新規のシステインプ口テイナーゼ

であるが， VPEの活性は種子のみならず哩根司自主紬，葉等で

も検出される.この結果は，栄養器官でも‘種子と同様の液胞

プロセシングの機構が働いていることを強く示唆している.

今回我々は‘シロイヌナズナのゲノミックライブラリーより

3種類の遺伝子 (α-VPE，βVPE，y-VPE) を単離し，これらの

発現機式を解析した.その結果.αーVPEとy-VPEは業等の栄

養器官特異的で， s-VPEは綾子特異的な遺伝子であることが

分かった1，2). ついで，それぞれのプロモーター領域に GUS遺

伝子をつないでシロイヌナズナとタバコに導入したところ‘ s-
VPEプロモーターは両植物の種子とタバコの花粉に強〈発現

していた.一方， α-VPEとy-VPEは老化子棄などの組織のほ

か.排水組織や根と匪軸の境目において顕著に発現していた.

さらに喝エチレンやサリチル酸による発現誘導の結果について

もあわせて報告する.

1) Kinoshita， T. el. al. (1995) Plant Mol. Biol.， 29: 81.89. 

2) Kinoshita， T. et. al. (1995) Plant Cell Physiol.， in press. 
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lpG06 
ヒマ液胞プロセシング酪素の酵母細胞における発現

呈量昌王1，2、西村いくこ1，2司井上香織1，2司和田洋3、

西村幹夫1.2(1基生研・細胞生物司 2総合研究大学院大学・

生命科学司 3東大・教養)

海胞プロセシング醗素 (VPE) は高等植物の液胞タンパク

質の成熟化に関与する酵素である1) 演者らは単離したVPE

のcDNAを用いた解析から，本酵素が不活性型前駆体として合

成されることを既に報告した2.3) VPEの活性発現にはプ口

領域の除去が必要であると考えられるが‘この活性発現機摘

を解析するためー醇母でVPEの発現を試みた.

GAL1プロモーターの下流にVPE前駆体 (pVPE)cDNAを

つないだ融合遺伝子を瞥母株に導入した.抗VPE抗体を用い

たイムノブロットにより， 59kDaのpVPEが検出された.細胞

分画の結果哩 pVPEは液胞に局在することが示された.この

59kDaのpVPEはツニカマイシン処理により分子量の低下が見

られることから守ヒマVPEは糖鎖をもたないが‘醇母細胞内

ではpVPEにN結合型糖鎖付加が起こっていると考えられた.

pVPE はgalactoseによる誘導3時間後から減少し，それに伴っ

てVPE活性の上昇が見られた.この不活性型pVPEから活性

型VPEへの変換は液胞内で起こっていることが示唆された.

以上の結果を基にVPEの活性発現機構について考察する.

1) Hara-Nishimura， 1. el al. (1995) J目 PlanlPhysiol.， 145: 632-640. 

2) Hara-Nishimura， 1. el al. (1993) Planl Cell， 5: 1651.1659. 

3) Hiraiwa， N. el al. (1993) Plant Cell Physiol.， 34・1197-1204.

lpG07 
種子細胞におけるゴルジ体を経由しない液胞タン

パク質の輸送経路の存在

西村いくこ幡野恭子1ム西村幹夫1(1基生研 ι細胞生物‘

2京大・総合人間)

種子タンパク質の細胞内輸送経路については.粗面小胞体

(rER) で合成されたタンパク質がゴルジ体を経由して液胞へ

輸送されると考えられてきた.この経路は酵母の液胞タンパク

質の細胞内輸送過程と類似のものとして受け入れられてきたが，

今回，カボチャ種子タンパク質がゴルジ体を経由しないで液胞

へ輸送されることを示唆する結果を得たので報告する.

カボチャ種子タンパク質の前駆体は rERからデンスベシクル

と名付けた輸送小胞を経由して液胞へ送られ司この液胞はやが

てプロテインボディへと変換する. ERに局在することが知ら

れている分子シャペ口ン BiPの抗体を作製し司これを指標に種

子タンパク質の輸送経路を解析した結果， ERのみならず，輸

送小胞であるデンスベシクル友ぴ最終蓄積部位プロテインボデ

ィにも BiPが存在することが確認された. BiPはERからコル

ジ体に輸送された場合司 ERに送り返す機備が働くことが知ら

れているので司今回得られた結果は司種子細胞内ではコルジ体

非依存的なバイパスが機能しているという可能性を強く示唆し

ている.登熟期のカボチャ種子の細胞では.種子タンパク質を

含む直径100-300nmの電子密度の高い構造体力ヘ ER内やリボ

ゾームが付着した小胞内に頻繁に観察される.このように ER

上で大きく発達した情造体はコルジ体に輸送されずに司液胞へ

送られことが考えられる.

1) Hara-Nishimura， 1. et al. (1993) Plant J.， 4: 793-8∞. 



lpG08 
マイクロボディ輸送シグナルとして働く C末端トリペプ

チドのアミノ酸配列特異性

林誠、育木雅弘、近藤真紀、西村幹夫

(基生研・細胞生物)

[目的]我々は、カボチャ・リンゴ酸合成酵素の細胞内輸送機構の

解析を行った結果、 C末端に存在するアミノ酸配列 (sRLlが、グ

リオキシソーム、緑葉ベルオキシソームおよび根の特殊化していな

い7イクロボディなどすべてのマイクロボディに共通するタンパク

質輸送、ングナルとして機能していることを明らかにした。一方、こ

れまでに解析されたマイクロボディタンパク質のC末端には、

SRL以外の配列を持つものが知られている。そこで、形質転換ア

ラピドプシスを用いて、マイクロボディ輸送シグ、ナノレとして働きう

るC末端トリペプチドのアミノ酸配列を同定した。

[結果]リンゴ酸合成酵素のC末端アミノ酸配列の一部をアミノ酸

置換した 10アミノ酸からなるべプチドをコードする合成オリゴヌ

クレオチドを作成し、日一グノレクロニダーゼ遺伝子のストップコドン

と置き換えた。これらのキメラ遺伝子をアラピドプシスへ導入し、

発現された融合タンパク質の局在性を免疫組織化学的方法によって

検討した。その結果、高等植物のマイクロボディ輸送シグナルとし

て機能するC末端トリペプチドのアミノ酸配列は (S/A/C/P)

(K/R)ー(L/M) であることが判明した。

lpG09 
形質転換アラピドプシスにおける 28アルブミン-PAT融
合タンパク貨の発現とその細胞内局在化機構

林 誠、急比五茎二王、近藤真紀、西村いくこ、西村幹夫

(基生研・細胞生物)

カボチャ 2Sアルブミンはプロテインボディの7 トリク

スに局在する種子貯蔵タンパク質である。このタンパク

質はまずプレプロ型前駆体として粗面小胞体で合成され

たあとに、デンスベシクルを経て、プロテインボディへ

輸送されることが知られている(1 )。我々は、 2Sアル

ブミンの局在化機構をさらに詳細に解析するため、カボ

チャ 2Sア ルブミンと PAT (phosphinotricin 
acetyl transferase) をつないだ融合タンパク質 (SB)

をアラピドプシスで発現させ、細胞内における挙動を検

討した。

2Sアルブミンの全長と PATをつないだ SBI融合タンパ

ク質およびシグナノレベプチドのみをつないだSB4融合ヲ

ンパク質については、播種後2週目の形質転換植物体中

には検出できなかった。一方、シグナルベプチドから 25

の小サブユニットまでをPATとつないだSB2融合タンパ

ク質は、野生型アラピドプシスの細胞内には見られない

新規の小胞に局在していた。また、薬剤l耐性試験を行っ

たところ、 SB!とSB4は!Oμg/mlphosphinotricinに対

して耐性を示し、 SB2は感受性を示した。

以上の結果から、 2Sアルブミンの細胞内局在化機構を

考察する。

(1) Hara-Nishimura， 1. et al.， Plant J (1993) 4 

793-800 
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lpGlO 
グリオキシゾームリンコ酸脱水素酸素前駆体の N末端領域はマ

イクロボテ2ィへの輸送シグナルである

血塵盟、林誠、近藤真紀、西村幹夫(基生研・細胞生物)

発芽カボチヤ子葉に見出きれるグリオキシゾームリンゴ酸脱水素酵

素 (gMDH)はグリオキシル酸回路を構成するー酵素であり、 N末端に

3 6アミノ酸からなる延長配列を持つ高分子量前駆体として合成され

るわこの N末端アミノ酸配列は、問機に高分子量前駆体として合成さ

れるクリオキシゾームフエン酸合成酵素IgCS)やチオラーゼのN末端

と相同性が高く、 2つの保存自己列が存在する(1) gCSのN末端領域は

マイヲロボディへの輸送シグナルとして機能することから、 gMDH前

駆体の N末端領域にもマイクロボディへの輸送シクナルとしての機能

力ず期待きれるハそこでgMDHのN末端領域の役割を明らかにするため

N末端 43アミノ酸を βークルヲロニダーゼに連結した融合蛋白質を

シロイヌナスナにおいて発現させた1 形質転換植物における融合蛋白

質の細胞内局在性を免疫電顕によって、またプロセシンデをイムノブ

ロットによって解析したハ更に延長配列内にアミノ酸置換を導入する

ことにより保存領域の役割について検討を行ったれその結果、 1) 

gMDH前駆体の N末端配列はマイクロポティへの輸送シグナルとして

機能すること、 2)延長配列 N末端仮11に位置する保存領域が融合蛋白

質の輸送に関与すること、 3)延長配?ljC末端に保存されたシステイ

ン残基が延長配列のプロセシングに関与することが明らかになった。

(1) Kato et al.， Plant Mol. Biol. 27: 377-390. (1995) 

lpGll 

プラスチド発達過程におけるプラスチド核様体構成

成分の分析

二島盤己、佐藤直樹、黒岩晴子1、黒岩常祥2 (東京

学芸大・生命科学、 1共立女子短大・文、 2東大大学

院・理・生物科学)

エンドウの葉の発達過程で、プラスチド力、・発達する

播種後 6日目には、プラスチド‘核様体は包膜に沿っ

て配置し、葉緑体力ず成熟する14日目では、チラコイ

ド膜周辺に移る O 単離した核様体を構成するタンパ

ク質をSDS-PAGEによって分析した結果、 6日目

と14日目では、多くのバンドは両者に共通していた

が数本のバンドについて量の違いがみられた。プラ

スチドDNAに結合するDNA結合タンパク質PD1(87 

kDa)， PD3 (130 kDa)をウエスタン法で分析した O

これらのタンパク質は、 6日目の葉の細胞で多く発

現し、 14日目では減少していた。しかし、単離した

核様体について分析するとこれらのタンパク質の量

はほぼ一定であった。この結果は、 PDタンパク質

は、プラスチドの発達する若い時期に大量に合成さ

れ、その後はプラスチドDNAと共に分配されていく

ということを示唆している O



lpG12 
原鋭嗣藻砂'lII1idic統治tYZOl1meromeの核形態と転写産物の空間的、
量句な解析

戸田恭子、高野博嘉、高橋秀典、黒岩晴子1、黒岩常祥

(東京大・大判涜理学系・生物科学、 1共立女子短大・文科)

原櫛B築CyanidJ回均沼田111meroJaelODは、植物細包の遺伝子制

御キ棺とオルガネラとの相関を調べるのに適した次のような特質を

持つ。まず、綿胞内には、核、ミトコンドリア、色素体がそれぞれ1

つずつこの順に並んでいるので、核キ転写産物とオルガネラとの位置

関係が見やす凡また、核ゲノムサイズは色素体を持つ真核生物の中

では最+(14Mbp)で、解析がしやす凡そこで染色体と、染色体DNA

の転写にっし、ての分子細胞判9研究を行った。
蛍光顕微鏡とτ'EMにより細胞核を観察した結果、分裂時の核は球

形だが、 Gl、S期の核は1部が突起状に変形してミトコンドリアに援

することがわかった。次に核の形態と個々の染色体の挙動との相関を

調べるために、パルスフィールドゲル電気泳動て染色体を料庁した。

その結果、 C.meromeは4ね'kbpから却閃ikbpの17本の染色体を

持つことが分かった。その内、最小の染色体処却ikbp)断片をクロ

ーン化し、構造解析した。サザンハイブリダイゼーションの結果、 33

のうち24のクローンが複数の染色体とハイブリするコピー配列のク

ローンであるが、 9つは染色体特難視列のクローンであることが分

かった。この内、転写される DNAクローンや丘町A、アクチン遺伝

子の転写産物の量的変動をノーザンハイブリダイゼーションで解析

した~insi加hybridization による rRNA の細胞内の廟生の何日合

わせて報告したい。

lpG13 
ビンポイント分子生物学ヘ向けて:(1)選択的に単

離したミトコンドリアで"ミト"コンドリアと描く

黒岩常祥，高野|導嘉.佐々木成~I.松永幸大.東山
膏直7票岩晴子1 (東大大学院・理・生物科学共

立女子短大・文)
細胞質遺伝を分子いlで研究する手段として究極

は，狙った特定の組織内細胞(t。鴻。イント)の中に局在

する 1個の刈が幻〈ミHント"リFや色素体など〉を取り出

して，それを物質的に解析することであろう.

これを可能lこするには，先ず，1)高倍率の顕微

鏡下で選択的に 1個のオ!llf"おを取り出すこと， 2) 

取り出した机が拐を顕微鏡下で自由に動かし操作す

ること.更に， 3) 1個の机がわからDNA. RNA， 

9ンJlO'J質等の分子を抽出し解析すること.ができなけ

ればならない.

我々 は， <1知ゲイ的シション装置 (ZeissPalm-Laser 
門icroscopeSystem)のklf"-刃と光tO，ii:外の先端を
改良し極度に鋭利にすることによって自由にオルガ

ネラを動かすことに成功した.この装置を用いて，
粘菌から単継したミ日川"1fTを用いて"ミト"]ント"117

と描いた.この方法をオルガネラクラフト(ミトヨンドリ

7'Jラフト，色素体クラフト〉と名付ける.現在. 3)に関して

研究を進めているので合わせて紹介したい.
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lpG14 
紅藻 Cyanidioschyzon.erolaeにおいてナリジキシン酸

がオルガネラ核の複製・分裂に~ぽす効果
昆麗章二、高橋秀典、戸田恭子、黒岩晴子1、黒岩常祥

(東京大・理学系・生物科学、 1共立女子短大・生物)

C. .arolaeは葉緑体・ミトコンドリアを 1個ずつ持つ

単細胞藻である.両オルガネラはそれぞれ 1個のオルガ

ネラ核を持ち、細胞分裂に先立って、両方のオルガネラ・

オルガネラ核が同時に分裂する.我々は C..erolaeの

12hj12hの明暗向調系を用いて、 DNAジャイレースの阻害

剤ナリジキシン援がオルガネラ核の複製・分裂に漫ぽす

効果を解析した.まず、同調培養した細胞をDAPI染色し、

オルガネラ核の蛍光を顕微測光装置で測定して、オルガ

ネラDNA合成期を決定した.両オルガネラでDNA合成は明

期の開始から起こり、 3h以内に終了した.明期の開始に

5凶/・lのナリジキシン酸を添加するとオルガネラのDNA

合成は阻害された.次に、明期の開始あるいは終了にナ

リジキシン畿を添加し、暗期に起こるオルガネラ核分裂

を観察した.どちらの実験でも、田ー70%の葉緑体核が不

均等に分裂した.一方、ミトコンドリア核は全て均等分

裂した.この結果は、オルガネラ核の複製友ぴ葉緑体核

分裂へのDNAジャイレースの関与、両オルガネラ核の分裂

機憎の遣いを示唆するものである.

lpG15 
細胞草案，色素体核，ミトコンドリア核の分別単離と単離核のDNAj

RNA合成活性の解析

酒井敦、佐々木成江、黒岩常祥(東大大学院・理・植物)

真核植物細胞は、細胞核、色素体核、およびミトコンドリア

核に存在する3ゲノムの相互作用により成り立っている。した

がって、植物細胞の増猶・分化を研究するためにはこれら3核

の複製・転写を同時に捉える必要がある。我々はこのような観

点から、タバコ培養細胞BY-2を材料として細胞核、色素体核お

よびミトコンドリア核を同時に単離し、その転写・複製活性を

測定することを試みた。最初に、定量的サザンハイプリダイゼ

ーションにより、単離した核の純度検定を行った。その結果、

単離色素体核にはミトコンドリア核が最大5粧度混入してくる

ものの、それ以外の組合せについては相互混入率はl肱L下であ

った。次に、これら単隊核のinvitroにおけるDNAjRNA合成活

性を測定した。 RNA合成に関しては、単離細胞核、オルガネラ

核ともにほぼ同等な活性 (8-13pmol UTPjμg DNA'h)を示す。

一方、 DNA合成に関しては単離細胞核の活性は極端に低く (0.1 

pmol dCTPjμg DNA'h)、単離オルガネラ核(9-15pmol dCTP 

/μg DNA'h)の1/100程度の活性しか示さなかった。この理由

は現在検討中である。単離した3核の invitro DNA/RNA合成

活性の性質および構成タンパク質(特にDNAjRNAポリメラーゼ

とDNA結合タンパク質)の比較を行った結果も併せて報告する。



lpG16 
高等植物の緩の組織分化に関わるゴルジ体の形態学的観

察

週皇 、河野重行、黒岩常祥(東大大学院・理学系・

生物科学)

ゴルジ体は細胞の分裂や細胞内外への分泌に深く関わ

っており、各組織の細胞内でその数や分布が大きく変化

する。ゴルジ体の研究は主に電子顕微鏡を用いてなされ

ており、組織・細胞の極小部分における観察に主眼が置

かれており、組織分化過程におけるその挙動は完全に把

握されていない。そこで、ゴルジ体の形態・挙動を光学
顕微鏡で観察する方法(テクノピット DiOC5-DAPI二重染

色法)を開発し、タバコ (Nicotiana tabacu~ の根の組織

分化にともなうゴルジ体の変化を観察した。極端では、
表皮細胞、様冠起源細胞、根冠が表皮細胞に隣聾してい

る部分の 3カ所で、特異的なゴルジ体の増幅が観察され

た。単子葉植物のトウモロコシ (Zeamays)においても同

様な結果が示された。一方、伸長領域では表皮細胞のゴ

ルジ体の増幅は観察されなかったが、根毛の基部の表皮

細胞では明らかなゴルジ体の噌幅が観察された。ゴルジ

体の特異的破壊剤である lμMのbrefelidinA(BFA)をタバ

コとアラピドプシス (Arabidopsi s thal i al1a)に処理をす

ると、様の伸長は正常に起こるが、桜毛の伸長と根冠の

形成が選択的に阻害された。緩冠のみならず、緩毛の形

成にゴルジ体が関与している可能性が示唆された。さら

に、ゴルジ体と組織分化との関係を詳しく調べるために、

根毛の有無を標訟にして、 EMS処理したアラピドプシスか

らBFA非感受性保を現在単睡している。

2aGOl 
ジャガイモ塊茎における液胞膜H'-pumpの特性解析

遺産壬盆，箱山晋，前島正義I (北農試・畑研セン

ター・品質チーム名古屋大・農・生物化学)

ジャガイモ塊茎等の貯蔵器官における液胞の機能

を理解するために，ジャガイモ塊茎より生育段階を

変えて液胞膜を調製して甘-pumpの特性を解析した.

ジャガイモ (Solanumtuberosum cv. Touya) を圃場

で栽培し，播種45，70， 110日後の塊茎および収穫後

4'Cにて7カ月貯蔵した塊茎よりそれぞれ液胞膜を調

製して， H>ーATPase，H'-PPaseの基質分解活性， H>輸

送活性を測定した.その結果，液胞膜タンパク質当

たりの両酵素の活性は，基質分解， H>輸送ともに検

討した生育期間を通して高いレベルで存在すること

が明らかとなった. H>-PPase活性は未熟塊茎で多く

肥大に伴って半減した.また，両酵素のサブユニッ

トの分子サイズをヤエナリ下肢軸の液胞膜H'-ATPase，

H'-PPaseサブユニットの特異抗体を用いた免疫ブロ

ットで調べたところ，ジャガイモ塊茎ではH>-ATPase

のA，Bサブユニットのサイズはそれぞれ65-，54-kD， 

H>ーPPaseは75-kDであることがわかった.

以上のように，貯蔵器官であるジャガイモ塊茎に

おいて，他の植物組織と比べても充分量の液胞膜甘-

pump活性がみられたことから，膜を介した活発な物

質輸送の存在が示唆された.
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2aG02 
液胞膜HにATP拙eのH>輸送能と低温の影響

斗以ユ盤生、中村善行¥小林秀行1、牧毛邦弘筑波大・生物、

1農水省・食総研、 2農水省・生物研)

i夜胞はH>輸送に関与する酵素等を介して、細胞内のpH調節を

行っている。低温に曝されることにより縞物細胞では細胞内の

酸性化が起こり、これに液胞膜H七ATPa:唱が関与していること

が明らかになっている。我々は低温馴化の 4環としてイネ培養

細胞 (OryzaSatIva L. cv.Nipponbarel が低温に曝されることに
より液胞膜W-ATP蹴のHφ濃度勾配形成が高まることを観察し、
その機構を明らかにするためにH>濃度勾配形成と脂質との関連

について調べたので報告する。

常温で培養した細胞と低温処理 (5 0C 、 3~lO 日)した細
胞から液胞膜をショ糖とソルピトールの二層による浮遊遠心法
により単離し、アタリジンオレンジの蛍光の変化からH>渡度勾

配形成を測定した。常温で培養した細胞に比べ低温処理した細

胞では低温で町濃度勾配がより大きく形成された。 i夜胞膜H>-

ATPaseは、取り囲む脂質によヮて活性が変化することが知られ

ており、液胞膜の脂質組成を調べたところ、低温処理した細胞

ではホスファチジルエタノールアミンが増加し、ジガラクトシ

ルジグリセリドが減少していることがわかった。これら脂質と

低温馴化の関連を明らかにするため現在、 H七ATPaseの再構成

系を用いて解析中である。

2aG03 
キクイモ塊茎における細胞膜H七ATPaseのC末輔自己阻害ド

メイン切除による活性化.

よ盟主品J 長谷 昭 (北海道教育大・函館・生物)

キクイモ塊重さから組織切片を切り出し培養すると，カルス化

の有無に拘わらず細胞膜W-ATPaseの基質加水分解活性及び

Wーポンプ活性が，急激に場加することを日本植物学会第四回

大会で既に報告した.とのような活性化をもたらす機構を調

べるために，細胞膜W-ATPaseに対する特異的抗血清を用い

て免疫プロットを行ったところ，細胞膜W-ATPaseポリペプ

チドの低分子側への移動が認められた.また更に，細胞膜

ぽ A1P;ぉeC末端近傍保存配列に対する特異的抗血清を用いた

免疫プロットでは，キクイモ培養組織において一部の細胞膜

H七A官、seのC末端自己阻害ドメインが切除されている可能性

が示された.そこで，培養組織の細胞膜W-ATPaseとトリプ

シン処理してC末端自己阻害ドメインを切除した塊茎の縮胞膜

W-ATPaseとの反応速度論的比較を行った. トリプシン処理

によりC末端部分が除去された細胞膜W-A1P蹴の基質加水分

解活性は，未処理の1.5倍になり， Kmi直は約114となったが，

最適pHやV閣には大きな変化はなかった.それと同様に培養

組織ではカルス化の有無に拘わらず細胞膜W-A官、seの胎n値

は約1/2に低下した.

以上の結果は，キクイモ塊茎培養組織では一部の細胞膜

W-A官、seがC末端自己阻害ドメインが切除され，基質に対す

る親和性が増すことによって活性化されているととを示唆し

ている.



2aG04 
ポリアミンによるエンドウ細胞膜ATPaseの限害効果
盟主並，飯野盛利(大阪市大・理・植物園〉

Polyamines inhibited the ATPase activity of the 同asma
membrane isolated from elongating internodes of red 
light-grown 問 a (Pisum sa伽 m し)seedlings. Plasma 
membrane w鵠 isolatedfrom the microsomal fraction by 
zonal centri向gationfollowed t7t sucrose density gradient 
centrifugation. The s回rmine-sensitiveATPase activity 
co-migrated with glucan synthase 11 in the sucrose 
gradient (the同ak，at a凶 ut1.16 gml); the nitrate-
sensitive ATPase activity and the IOPase activity were 
well separated from the s問 rmine-sens耐veactivity. The 
va問 date-se間 itiveATPase activity showed a broader 
distribution and was located more to the似>sitionof the 
nitratEトsensitiveone. The Uneweaver-Bu比例otindicated 
that spermine inhibits the ATPase activity in a com閃か
百vefashion (附=3mM). The detergent Softes 12回国ed
about two-fold stimulation of the ATpase activity. In the 
pr偶 en偲 ofstimulating concentration of the detergent， 
S問 rmineinhibited the ATPase activity similarly， ind悶 t-
ing that spermine do偶 notinhi凶 theA TPase activity by 
affecting the tightness or sidedness of the membrane 
vesides. It is also suggested that the spermine-acting 
site and the catalytic site of the ATPase face the same 
side of the membrane. The inhi同toryeffect of s問 rmi-
dine was similar to that of s問 rmine，whereas putrescine 
and cadaverine showed a much smaller inhi凶tion

2aG05 
海産ラフィド藻Heterosigmaakashiwo 

p.type ATPase cDNAのクローニングと解析

庄野真理子和田雅 人

('植工研，筑波大・遺伝子実験センター)

これまでの植物生理学会で，海産ラフイド藻

H. akashiwoの細胞膜上にp.typeのNa+'ATPase活

性を発見し，そのリン酸化反応中間体を指標に

タンパク質の精製結果を行い，これが140kDaの

シングルペプチドであることを示した。さらに，

単離マイクロゾーム画分にATP依存のNa+輸送活

性を明らかにした。

p.type ATPaseの保存領域をプライマーに用い

て，これまでに， 2種のp.typeATPaseをクローニ

ングした。しかし，これらは内膜系に局在し，

目的とする細胞膜のNa+ATPaseではなかった。

今回，より長いcDNA合成を行う逆転写酵素を用

いて反応を行ったところ，新しく数種のDNAが

合成された。それらをシークエンスした結果，

動物のNa¥K+'ATPaseと高いホモロジーを持つも

のがあったので報告する。
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2aG06 
好酸性の紅藻イデユコゴメの細胞膜H+.ATPaseのクローニング

本田監主、白川 仁 1、内田浩二人吉田充輝 1、松尾雄志2、

榎並 勲(東理大・理・生物、 1東理大・基礎工・生工、 2オリエ

ンタル酵母長浜生物科学研)

酸性温泉に生息する好酸性の単細胞藻(紅藻)イデユコゴメ

(Cyanidium caldarium)は、 pHOという極限酸性領域でも生育でき

る唯一の光合成生物である。本藻は細胞内に核、ミトコンドリ

ア、大きな 1個の葉緑体をもっ絶対独立栄養の真核生物である。

また、液胞をもたないのも特徴の一つである。これまでの筆者ら

の研究から、このような強酸性環境下で生育しているにもかかわ

らず、イデユコゴメの細胞内pHは、細胞膜H+ATPaseによりr
を細胞外に放出させるrポンプ作用により、中性pHに保持され

ている事が、明らかになっている。本研究では、この耐酸性を

担っている細胞膜H+.ATPaseをコードしている遺伝子をイデユ

コゴメの cDNAライブラリーからクローニングすることを試み

た。まず、酵母や赤パンカピなどの細胞膜結合型でパナジン酸感

受'性のH+.ATPaseのアミノ酸配列のコンセンサス領域を検索し、

それをもとにプライマーを合成した。これを用いて PCRi:去によ
りプロープを作成し、cDNAライプラリーに対してスクリーニン

グした結果、約3.3kbのクローンを得ることができた。現在、そ

の塩基配列を決定しているが、部分的な塩基配列(約 1500)から

みると、トマトの細胞膜H+ATPaseと高いホモロジーがあるこ

とが判明した。全塩基配列を決定中である。

2aG07 
ラン藻Synechococcussp. PCC7942の硝酸イオン輸送系の

膜結合性基質結合タンパク質の膜への結合と機能の関係

草旦阜孟、小俣達男(名古屋大・農・応用生物科学)

ラン藻Synechococcussp. PCC7942の硝酸イオン輸送体

は、基質結合タンパク質(NrtA)、膜貫通型タンパク質

(NrtB)、ATP結合性タンパク質(NrtC，D)から構成され

るABC型輸送体である。一般にグラム陰性細菌の基質結

合タンパク質はベリブラズムに遊離して存在しているが、

このラン藻の NrtAはリボタンパク質として細胞質膜に

結合している(前回・小俣 1995年度年会)0 グラム陽性

細菌では外膜がないために基質結合タンパク質の細胞質

膜への結合が必要とされているが、グラム陰性細菌では

基質結合タンパク質の細胞質膜への結合の意味は不明で

ある。そこで我々は NrtAをペリプラズムに遊離するよ

うに発現させ、その機能を解析した。 NrtAのシグナルペ

プチドを RhdAのものに変換したところ、遊離型の NrtA

をペリプラズムに蓄積きせることはできたが、その細胞

では硝酸イオンの取り込み活'性はなかった。このことか

らNrtAの機能にとって細胞質膜への結合が必須のもの

であることカ吉明らかとなった。



2aG08 
酵母の自食作用変異株の解析

且返隼車、野田健司、和田洋、大隅良典 (東大・

教養・生物)

酵母は、栄養源飢餓条件下に自食作用を誘導する。

自食作用は、大規模な膜現象を伴う自己の細胞質

成分の液胞内での分解過程であり、その制御には

多くの因子が関与する。私たちはこれまでに自食

作用の過程に関する新たな知見を得ることを目的

に、富栄養条件下でも自食作用を誘導する 2つの

csc変異株を単離している。今回、 csc7-2変異を

相補する酵母の染色体DNAをcsc7-2変異株の窒

素源飢餓条件下で死にやすいという表現型を指標

に、クローニングした。遺伝子解析の結果、

CSC7遺伝子は、第XIV番染色体上に存在し、 437

アミノ酸からなる推定分子量48.2kDaのタンパク

質をコードし、 END73/νPS4と同一であることが

示された。 Csclpは、 AAA包丁Pase益 sociatedto 

a variety of cellular匹 tivities)ファミリーに属する

ATPaseである。現在、 Csclpの機能解析を行って

おり、その結果について報告する。

2aG09 
シロイヌナズナの低分子量GTPase、Ypt7

草草茸車工、佐藤雅彦、大隅良典、和田洋(東大・教養・

生物)

高等植物の液胞は細胞体積を増加させる際の空間充填コン

パートメントとして機能する。私たちは高等植物の液胞形

成機構を分子レベルで明らかにしたいと考え、シロイヌナ

ズナの液胞形成に関与する遺伝子の同定を進めている。今

回、液胞形成に機能すると考えられるYpt7について解析を

行った。 RablYptl土細胞内の膜小胞輸送の過程でオjレガネラ

膜間の認識に機能する低分子量GTPaseをコードしている。

動物のRab7は後期エンドソームにおいて、酵母の

Vam4/Ypt7は液胞においてそれぞれ機能している O 動物・

酵母・植物のRab7/Ypt7に共通に見られるGTP結合ドメイ

ンとエフェクタ}ドメインの構造を手がかりに、シロイヌ

ナズナのESTデータベースを検索し、 4種のcDNAを見いだ

した。そのうち一つのcDNAは206アミノ酸からなるタン

パク質をコードしており、このタンパク質は酵母の

Vam4/Ypt7と55%の相向性を示した。このcDNAを酵母

の変異株に導入し、表現型を観察したが、相補は見られな

かった。シロイヌナズナではこの他に少なくとも 3種のYpt

7相同遺伝子の存在が示唆された。それらに関しでも解析

を進めている。
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2aGlO 
液胞形態形成に機能する低分子量GTP結合タンパ

ク質， Vam4p 

和田 洋(東大・教養・生物)

出芽酵母の液胞形態の形成には少なくとも 9つ

のVAM遺伝子の機能が必須であることが遺伝学的

解析により示されている.液胞が小胞化してしま

うvam4変異を解析した結果，VAM4遺伝子は低分

子 量GTP結合タンパク質， Rab/ypt7の酵母の相同

遺伝子，YPT7と同一であることが示された.この

ことは液胞形成の後期の段階に， Rab7/YPt7pが機

能することを示している.低分子量GTP結合タン

パク質のヌクレオチド結合活性を変化させる変異

をVAM4遺伝子に部位特異的に導入し，酵母細胞

での機能を解析したところ，液胞形態形成過程に

はGTP結合専!のVam4/Ypt7pが機能していることが

示された現在，酵母のVAM4/YPT7遺伝子を

Arabidopsis thalianaに導入した形質転換植物を作成

する試みを進めている.これまで，酵母Vam4!

Ypt7pを高レベルで発現するラインをひとつ得てい

るが，顕著な表現型を同定できていない.

2aGll 
低分子量G胃結合タンパク質ARAfamilyの細胞生物学的研究

よ旦童孟、中野明彦 1、塚谷裕一、内宮博文(東大・分生

研、 l東大・生物科学)

低分子量GTP結合タンパク質は、細胞内において、多様か
っ重要な働きを担っていることが知られている。しかし、
それらの植物における機能の多くは未解明のままである。

我々はその中でも、分泌や細胞内輸送経路において働く

油 ，Iyptf;訓i1yに属する遺伝子群、 ARAfamilyに関して研究を
行ってきた。その結果、これらの遺伝子産物が、他生物の
相似遺伝子と同様の生化学的性質を有すること、アラピド
プシス内にこれらのGTPase活性を促進する因子が存在する

こと、さらに、 ARAfamilyの一員であるARA-4の産物が、ゴ
ルジ体及びその周辺の小胞に存在することなどを明らかに
してきた。そこで、これらの遺伝子産物の機能をより詳細
に解析する目的で、酵母を用いた解析を行ったのでその結
果を報告する。まず、 ARA・2，ARA-3.ARA-4の各遺伝子が、
酵母のyptmu凶岱 (yptl，sec4，ypt3，ypt6，ypt7)においてその変異
を相補するかを調べた。その結果、これらの遺伝子は、い
ずれも酵母のYPT遺伝子を相補しなかった。さらにARA-4に
関しては、その産物が、特定のypt mutants (ypt1，sec4，ypt3) 
の生育を著しく阻害した。そこで、Ara-4pを発現させたypt

mutantsを電顕観察したところ、 ARA・4は、それぞれのypt

mu凶 tにおいて分泌経路の異なったステップを組害している
ことが解った。現在、この様な現象を指標にして、必百-4pと

相互作用する因子の探索を行っている。



2aG12 
小胞体ーゴルジ体問翰送に必須な Sar1 GTPase 
-:$1バコ SAR1 遺伝子の BY-2細胞と酪母での機能解析

立直建立，中野明彦(東大・院理系・生物科学)

低分子量 GTPaseである Sarlタンパク質は，酵母において，小胞

体からゴルジ体へ移行する輸送小胞の形成に必須であることが証明

されている この SARl遺伝子のホモログが，最近，高等植物にお

いて次々に同定されてきた.植物の SARl遺伝子の機能を明らかに

することは，多細胞系におけるタンパク質輸送の意義を理解してい

くために有用と考え，まず酵母とタバコ培養細胞 BY-2を用いた機能

解析を試みた.

昨年の本大会で報告したように，われわれは，すでにクローン化

されていたシロイヌナズナ SARl遺伝子をプロープに用い， BY-2細

胞の cDNAライブラリーよりクロスハイブリダイゼーションによっ

てタバコ SARl遺伝子を単離した このタバコ SARl遺伝子を，酵

母の GAPlプロモーターにつなぎ，酵母細胞で発現させたところ，

酵母の SARl遺伝子欠失の致死性を相補した.この相補は完全では

なく， 23-35.5'Cでは相補するが 37'Cでは相補しないという温度感

受性を示した.この性質は導入したタバコ遺伝子のコピー数にはよ

らなかった. また，酵母の sarlts変異株 D32GとEl12Kはタバコ

SARl 遺伝子によって相補できなかった.この酵母とタバコ遺伝子

の性質の違いは， Sar1 タンパク質の機能を制御する因子との相互作

用の違いに起因する可能性が考えられる.

また，植物細胞において SARl機能を直接解析する系として，優

性致死変異を持つタバコ SARl遺伝子を BY-2細胞に導入し，条件的

に発現させて表現型を調べようという実験を進めている.その結果

についても報告したい.

2pGOl 
根の発達にともなう K+吸収・移行速度の変化と

膜局在性輸送タンパク質の発現との関連

主室里輩、柴坂三根夫(岡山大資源生物科学研究所)

昨年度の日土肥大会で、我々はオオムギ、 トウモ

ロコシ、エンドウでは根の先端より基部方向に離れ

た部位にK+の転流活性のピーク(移行中心)が存在

するとと、そこでは内皮の Casparianbandsが発達

し、また維管束組織が成熟した部位であることを報

告した。移行中心における K+の放射方向の輸送には

Apoplastic harrierまでに Symplasmへの取り込み

がおこっていると思われる。そこで本報告では、オ

オムギ根を用い、細胞内へのK+の取り込みに関与し

ている原形質膜 H+-ATPaseについて、 ELISA法に

より根軸に沿ったアボタンパク質の定量と、免疫組

織化学的染色による根組織中のその局在性を調べた。

また xylemflowを担う水の輸送に関与する Water

channelについても報告する予定である O
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2pG02 
アラピドフ。シスK+channelの構造と機能解析

盆主昼卒、 W.Gassmann 1、Y.Cao1、

J. I. Schroeder 1 

(名大生物分子応答研究センタ一、 UCSanDiego1) 

必須イオンのK+は栄養元素、細胞生長の際の浸透圧

調整、生体膜におけるイオン拡散電位形成に重要な

役割を担い、 K+チャネルの開閉は細抱情報伝達の初

期過程に寄与する。 Arabidopsis thaliana cDNAラ

イブラリーより、 K+-channelを2種類クローン化し

た。そのうちの一つは推定されるアミノ酸配列から、

内向き整流性6回膜貫通構造を有していた。クロー

ン化したK+-channelをアフリカツメガエル卵母細胞

に発現させて膜電位依存性、イオン選択性を検討し

た。発現量に依存して、 吐tresholdpoten出 lが膜電

位の小さくなる方向へ移動することが明らかとなっ

た。イオン透過領域の同定とそれに重要なアミノ酸

を検討したところ、 Na+の共存でK+電流の透過を阻

害する変異蛋白質が得られた。本変異K七channelを

K+取り込み能の欠損した突然変異酵母に導入したと

ころNa+による生育阻害が観察された。生理条件下

においてもNa+がK+の透過を阻害することが強く示

唆された。

2pG03 
シロイヌナズナ無機リン酸トランスポーターの分子

生物学的解析

光川典宏，奥村暁，白野由美子，佐藤茂，柴田大輔

(三井業際植物バイオ研究所)

植物の無機リン酸輸送の分子機構についての知見

は少ない。我々は、酵母無機リン酸トランスポーター

遺伝子(PH084ヲ1)のホモログを検索するために、植

物のExpressedSequence Tag (EST)データベースを利

用し、一つのESTを得た。このESTクローンをプロー

プとしてシロイヌナズナ(Arabidopsis 的alian~から 2
種のcDNAクローンと 5種の核遺伝子クローンを単

離した。これら遺伝子の塩基配列から推定したアミ

ノ酸配列は、酵母PH084遺伝子とは約30%の相向性

を示し、相互には70%以上の相向性を示した。

現在、遺伝子産物の機能を確認するために、酵母

変異体(MBI92)1)と形質転換植物を用いて解析を実

施している。

1) M.Bun-ya， M.Nishimura， S.Harashima and Y.Oshima 

(1991) Mol Cell Biolll: 3229-3238 



2pG04 
葉緑体による亜硝酸イオンの取込

並旦韮一、尼子克己、高橋正昭(大阪府大・農・応用
生物化学)

土壌養分から吸収された硝酸イオンは、細胞質で硝
酸還元酵素により亜硝酸に還元され、葉緑体などのプ

ラスチドに取り込まれる。単離葉緑体に光照射すると

亜硝酸イオンが吸収されるが、亜硝酸イオンの還元や
同化が続いて起こるため、輸送過程のみについての解
析は困難であった。我々は今回、暗条件下で、無傷葉

緑体による亜硝酸イオンの輸送を測定することが出来
たので報告する。

亜硝酸ナトリウムを合んだ反応液(外液)にホウレ
ンソウ無傷葉緑体を加え、暗条件下で一定時開放置し

た後、シリコンオイル遠心法により葉緑体のみを分離
し、葉緑体中に合まれる亜硝酸イオンの量をスルフア
ニルアミド法により測定した。
暗条件下、外液 (pH=6.8) に亜硝酸ナトリウムの

みを加えたときには、葉緑体内への亜硝酸イオンの輸

送はみられなかった。しかし外液に5mMのATPを添
加したところ、暗条件下でも葉緑体内への亜硝酸イオ
ンの輸送がみられ、 ATP依存の亜硝酸イオンの輸送が
示された。また外液のpHを下げても亜硝酸イオンの
輸送がみられ、プロトンによる亜硝酸イオンの共役輸
送が示唆された。

2pG05 
植物の窒素トランスポーターに相同性を示す葉緑体
包膜タンパク質のイオン輸送特性
高撞---1E曜、杉浦美羽1 (大阪府大・農・応用生
化神戸大・自然科学)

土壌中から吸収された硝酸の植物による還元的同

化において、亜硝酸への還元は細胞質で‘行われ、次
いで細胞質で生成した亜硝酸は直ちに葉緑体内に取
り込まれ亜硝酸に還元される。この亜硝酸のストロ
ーマへの早い輸送には葉緑体包膜に局在する亜硝酸
に特有なトランスポーターが働くと考えられている
が実体については明らかになっていない。我々はキュ
ウリの緑化中の芽生えから、これまで報告された植
物の窒素化合物トランスポーターに相同性を示すト
ランスポーターをコードすると4思われるcDNAをク
ローニングした。本実験ではこのcDNAによって形
質転換した大腸菌および酵母のイオン輸送の性質を
検討することにより、葉緑体包膜に局在するこのタ
ンパク質の機能を明らかにする。
酵母のアスパラギン酸、グルタミン酸、グリシン

に対する吸収速度は形質転換によって変化しなかっ
たが、グルコース存在下で認められる亜硝酸に対す
る取り込みは形質転換により遅くなり、細胞内の亜
硝酸の蓄積も抑えられた。形質転換大腸菌は塩素酸

耐性を示し、このタンパク質はこれらの細胞では外
向きの亜硝酸輸送を行うことが明らかとなった。
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2pG06 
亜硝酸トランスポーター形質転換タバコの特性
且」主二丘、尼子克己、高橋正昭(大阪府大・農・
応用生化)

硝酸から還元されて生成した亜硝酸の葉緑体への
移行は無機窒素の還元同化の効率を維持する大切な

過程であり、また、炭酸固定とのバランスを調整す
るためにも機能していると推定される。我々は亜硝
酸の輸送を行う、緑色組織に特有なトランスポータ
cDNAをクローニングした。本研究では、このトラ
ンスポーターの発現量の増加や抑制、非緑色組織で
の発現などにより、植物の窒素の土壌中からの吸収
と移行、および、同化効率にどのような影響が及ぼ
されるかを調べ、亜硝酸トランスポーターの機能を
明らかにするとともに、亜硝酸の輸送能力を変える
ことによる窒素同化効率の改変の可能性について検
討した。

亜硝酸トランスポータ-cDNAをpBI121のT-DNA

領域中にあるC冶MV35Sプロモーターの下流のPstI、
SacI部位の聞に挿入し、 A.加'mefaciensLBA4404を用

いてタバコに導入した。形質転換植物はカナマイシ

ン耐性を指標にして選抜した。
形質転換植物の亜硝酸吸収、成長に対する培地へ

の亜硝酸の添加の影響、他の窒素化合物の亜硝酸ト

ランスポーターの発現量に対する影響などについて
報告する。

2pG07 
イネチオレドキシンhの細胞間移動性に関する解析

五重~色藤原徹，林浩昭，合William J. Lucas，茅

野充男(東大大学院・農学生命科学， *University of 

California， Davis) 

植物における簡衝は，物質の貯蔵，転流だけでなく，

植物体レベルでの信号伝達にも関わる重要な組織である.

筒管液タンパク質は，こうした節管機能に重要な役割を

演じていることが示唆されている.また富市管液タンパク

質は，分化の途中で脱核する筒管細胞ではなく，伴細胞

で合成され，細胞間連絡を通って節管中に移行すると推
定される.

我hは，これまでにイネの節管液中にあるタンパク賓

として，チオレドキシンhを同定した.これをコードして

いるcDNAをもとに，大腸菌で発現させたタンパク質は，

チオレドキシンとしてのジスルフィド結合還元能を持ち，

機能タンパク質であると考えられた.そこでこのタンパ

ク貨の細胞間移動性を検定する目的で，マイクロインジェ

クション法による植物体への導入を猷みた イネチオレ

ドキシンhを蛍光標識した後に，タバコ葉肉細胞に導入し

たところ，細胞聞を移動することが確認された.分子量

の類似した大腸菌チオレドキシンについても同様の実験

を行ったところ，移動が観察されなかったことから，イ

ネチオレドキシンhタンパク質中に，細胞間移動能に関わ

る配列，もしくは情造があることが示唆された.



2pG08 
ラン藻 Synechoco，ω'US sp. PCC 7942において硫酸欠乏

時に誘導される泊“の調節領域の解析
盤本蓋誼， David E. Laudenbach (ウエスタンオンタリ

オ大・植物科学)

rhdA遺伝子産物は、 Synech仰 'CCUSsp. PCC 7942 

において硫酸欠乏時にぺリプラズムに多量に発現され

る蛋白質である。硫酸透過酵素系遺伝子群と泊dA は

染色体上でクラスターを形成しているが、これら遺伝

子の硫酸欠乏時における転写活性化の機構は共通であ

ると推測される。本研究では、転写制御に関与すると

考えられる泊dA 遺伝子上流の領域について解析を行

なった。

rhdA遺伝子の転写開始点は、 S1マッピング法

により、翻訳開始コドンの 31bp上流のT残基である

ことがわかった。次に rhdA遺伝子の上流配列をレポ

ーター遺伝子 GUS (β-グルクロニダーゼ)につない

で、翻訳融合遺伝子を構築し、ラン藻に導入した。形

質転換株では、硫酸欠乏に伴い GUS 活性の増大が認

められた。さらに上流領域について 5' 欠失シリーズ

を作成し、各クローンについて調べたところ、転写開

始点の 46残基上流まで除去しでも GUS活性の誘導は

保持された0 ・45残基以降には、 a70 に認識される、

プロモーター配列 (-10および -35配列〉が認められ

た。以上のことから、調節蛋白質の結合部位があると

すれば、それはプロモーターより下流部位である可能

性も考えられる。

2pG09 
トランスジェニック・アラピドプシスを用いた硫黄栄養応答性

遺伝子の発現制御機構の解析

平井(横田)優美、藤原徹、内藤哲人茅野充男 (東大院・

農学生命科学・応用生命化学、 l北大・農・応用生命科学)

ダイス種子貯蔵タンパク質の1つ仕コングリシニンRサブユニ

ットをコードする遺伝子は、硫黄栄養欠乏 (S欠)に転写レベ

ルで応答して発現が強く促進され、遺伝子発現のS欠応答機構

を解明するために有用な遺伝子の 1つである O 演者らは、同遺

伝子プロモーター領域とGUS構造遺伝子との融合遺伝子を導入

したトランスジェニック・アラピドプシスを実験系に用いた研

究を行っている。 EMS処理した上記アラピドプシスの種子にお

けるGUS活性を指標にしたスクリーニングにより、 S欠条件下

でGUS活性の上昇しない株を l株単離した。また、内在性遊離

メチオニン含量の高まる突然変異mtoを、 GUS融合遺伝子を持

つトランスジェニック・アラピドプシスに掛合せにより導入す

ると、メチオニンに応答して日サプユニット遺伝子プロモータ

ーの転写活性が低下する。この植物体をs欠条件で栽培し、転

写活性とメチオニン含量との相関について検討した。
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2pGI0 
硫黄および窒素栄養条件によるダイズ種子貯蔵タンパク質の

合成制御機構

金lIii笠，平井(横田)優美，藤原徹，林浩昭，

1内藤哲，茅野充男 (東大大学院・農学生命科学・応用

生命化学北大・農・応用生命科学)

ダイズ種子貯蔵タンパク質βコングリシニンはa，a'， sサプ

ユニットからなり，日サプユニットは含硫アミノ酸含量が著し

く低い.硫酸イオン欠乏条件下でダイズを栽培すると、日サプ

ユニットタンパク質の蓄積量は増加する。演者らは形質転換植

物を用いた実験によ日サプユニット遺伝子の発現が硫黄、およ

び窒素栄養によって転写レベルで制御されていることを明らか

にしてきた。

植物に吸収された硫酸イオンは還元されて窒素化合物である、

Gアセチルセリンと結合してシステインとなり、さらにメチオ

ニンが合成され，タンパク質合成などに利用される。登熟過程

のダイズ未熟子葉の加 vitro培養系を硫酸欠乏にすると，日サプ

ユニットタンパク質量の蓄積は増加する.硫酸を逝常濃度とし、

システイン生合成の直前の前駆体ひアセチルセリン (OAS) を

与えたところ， sサプユニットタンパク質の蓄積が増加するこ

とが分かった.このことから， OASを加えることで相対的な硫

黄欠乏条件(窒素過剰条件)となることが示唆された.OASが

硫酸欠乏反応の中間シグナルである可能性についてさらに解析

を進めている.

2pGll 
イネの苗におけるグルタチオン含量の日周変動

費控草葺，渥美茂明(兵教大・自然系教育・生物)

温室で栽培した発芽6~20 日後のイネ苗の葉身抽出液中に

おける総グルタチオン量は、日の出とともに増加を始め、正

午頃には最大となり生重量19当たり約360nmolに達したが、

日の入頃から次第に減少し、日の出前には最小の約70nmolを

示した。還元型グルタチオンは、日の出前には総グルタチオ

ン量の約45唱を占めていたが、正午頃には約 30出へと減少し

た。 しかし、生重量19当たりでは、約32nmolから約110nmol

に増加した。また、単敵葉緑体中のグ‘ルタチオンの量も、葉

身に見られた日周変動に対応した変化を示した。また、グル

タチオンの大半は単離葉緑体中に見いだされた。日周変動は、

発芽1カ月後までは顕著に観察されたが、その後、成長とと

もに変動は次第に小さくなり、出穂の頃にはほとんど日周変

動を示さなくなった。このときの葉の生重量19当たりの総グ

ルタチオン量は、苗の時期の10回程度にまで減少した。実験

室内で、無菌的に栽培したイネ稚苗を用いても、光周期にと

もなう総グルタチオン量の変動を再現することができた。こ

の実験系において、培地中の硫酸イオンを欠乏させたところ、

日周変動は観察されなくなった。グルタチオンの日周変動に

は、十分な硫酸イオンの供給が必要である。現在、この実験

系を用いて日周変動によって日々消失するグルタチオンを取

り込むチオールの特定を試みている。



3aGOl 
緑豆由来の抗酸化物によるアルキルパーオキシラ

ジカルの除去

虫星圭血昼、小野莞爾、前田浩1 (熊本大・理・生

物科学、 1熊本大・医・微生物)

本研究の目的は、緑豆に含まれるフラボノイドや

有機酸が抗酸化物として働き、 ROO・を除去するか

どうかを調べることであった。測定は、 (a) ケミル

ミネッセンス法、(b)バクテリア活性に基づく抗酸

化作用で示されるバイオアッセイ、 (c)ROOによ

る DNA切断の抗酸化物による防御効果、の 3方

法を用いた。 (a)の方法によるフラボノイドの

ROO'除去活性の値は、カテキン、ルチン、ネオヘ

スペリジン、ラムネチン、ケルセチンで高かった。

有機酸類では、クロロゲン酸、カフェー酸、タンニ

ンが高い価を示した。(b)の方法では、ルチン、ラ

ムネチン、クロロゲン酸、パニリン、パニリン酸が

高い除去効果を示した。また、 (c)のDNA切断抑

制系の結果と(b)のバイオアッセイの結果はお互い

によく似ていた。以上の結果、緑豆のフラボノイド

や有機酸類は、抗 ROO'活性として強い抗酸化能

力を持つことから、これらは植物体内で発生した活

性酸素の scavengerであることが示唆された。

3aG02 
エンレイソウ (Trillium apeωlon )、オオバナノエンレイソ
ウ (T.kamおchaticum)におけるフラボノイドのメチル化の
制御機構について
里担一一亙車c，寺本 進，吉玉 国二郎(熊本大・理・生物
科学)

基本種のうちのエンレイソウ (T. apetalon )ではクエルセ
チンの 3'位がメチル化されたイソラムネチンの配糖体が主
要フラボノイドのーっとして多く検出されているが、オオ
バナノエンレイソウ (T.kamtschaticum )ではその成分は微
量である。これに対し、クエルセチンからイソラムネチン
へのメチル化を触媒する酵素フラボノール 3'-0-メチルト
ランスフ工ラーゼ (FL3'OMT)は2種聞で同程度の比活性
を示した。これよりオオバナノエンレイソウではイソラム
ネチン含有量とFL3'OMT活性に相関性がないと考えられる。
そこで本研究では、まず FL3'OMTに着目してヱンレイソ

ウの葉を材料に用い精製を行った。精製率は約 280倍、基
質特異性は高〈、最適 pHは7.0、 EDTA，DTT，DTEによっ
て活性が促進され、 PCMB，NEMによって著しく活性が祖害
された。ゲルろ過j去により分子量は約 78kDaと推定された。
また、オオバナノエンレイソウでも同織の性質が得られた。
次に、オオバナノエンレイソウにおけるイソラムネチン

生成の抑制機構を解明するために、クエルセチンからイソ
ラムネチン以外への分岐をその要因のーっとして着目し、
ガラクトシルトランスフエラーゼ (FLGaT)について調べ
た。オオバナノエンレイソウでは FLGaT活性のほうが
FL3'OMT活性よりも高〈、 2種間の FLGaT活性を比較する
とオオバナノエンレイソウのほうが高かった。
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3aG03 
チャ葉におけるプリンアルカロイドの代謝

差毘一豊p 加藤美砂子， F.M. Gillies1， A. Crozier1 

(お茶の水大・理・生物，1 Div. Biochem. Mol. 

Biol.， Inst. Biomed. Life Sci， Univ. Glasgow) 

チャ葉におけるプリンアルカロイドの生合成と分

解経路を14C-標識化合物をもちいて検討した。我々

がすでにコーヒ一葉で示したように1)、カフェイン

(Cf)の主要生合成経路はテオブロミンを経由するも

のであり、一方Cfの分解経路は、テオフィリン(Tp)

と3・メチルキサンチン(3mX)を経るものであった。

しかし、チャに特有な代謝経路も存在していた。若

いチャ葉では、 [8-14C]TpはTbとCflこ代謝された。

さらに、 [8・14C]キサンチンはキサンチンデヒドロゲ

ナーゼの阻害剤であるア口プリノール存在下でTb，

Tp，Cflこ変換された。 TpやXは、 Cfの分解系の中間

産物であり、 invitroでは、カフェイン合成酵素の

基質とはならなかった。チャ葉には，Cfの分解で生じ

たこれらの化合物を再びCf合成に用いるサルページ

経路が存在することが示唆された。

Ashihara， H. et al. (1995) Planta 797， in press. 

3aG04 
ウツボカズラ 地pentbeshybri・daの分泌する糖質

生霊盟主、阿部美紀子、内海俊樹、東四郎

(鹿沼島大・理・生物)

ウyボカズラはマレーシア熱帯地方に分布する食虫植物

である。業の葉脈の先端が蔓状に伸び、壷1犬の繍虫器

(pitcher)を形成する.pitcherの内部は開口部からl慣に誘

引き日位、誘導部位、消化部位の 3つに区分されるが、この

うち誘引部位開口部1ipには蜜腺が存在し、昆虫を引き寄

せるための誘引物質を分泌している。

本研究ではこの誘引物質中の糖質に着目し、この糖質に

よって昆虫に対する誘導性が生じるのかと守うかを調べた.

先ず SEMによる蜜腺の組織学的観察を行った。また分泌

物を HPLC及びNMRを用いて含まれる憾の種類を同定し

た。さらにアリを用いて糖の噌好性を調べた。



H 会場:分化-形態形成

キーワード:生殖器官，生殖機構，種子形成・休眠，光形態形成，細胞分化，形態形成

一号

前
一
言

午
一
院

目
一
講

E
鵬

9:30 1aH01 

9:45 1aH02 

10:00 1aH03 

10:15 1aH04 

10:30 休憩

10:45 1aH05 

11 :00 1aH06 

11 :15 1aH07 

11 :30 1aH08 

11:45 1aH09 

第二日目午前 第三日目午前

開始時間講演番号 開始時間講演番号

8:30 2aH01 8:30 3aH01 

8:45 2aH02 8:45 3aH02 

9:00 2aH03 9:00 3aH03 

9:15 2aH04 9:15 3aH04 

9:30 2aH05 9:30 休憩

9:45 2aH06 9:45 3aH05 

10:00 2aH07 10:00 3aH06 

10:15 2aH08 10:15 3aH07 

10:30 休憩 10:30 3aH08 

10:45 2aH09 10:45 3aH09 

11:00 2aH10 11:00 3aH10 

11:15 2aHll 11:15 3aHll 

11 :30 2aH12 11 :30 3aH12 

11:45 2aH13 

第一日目午後 第二日目午後

開始時間講演番号 開始時間講演番号

13:00 1pH01 13:00 2pH01 

13:15 1pH02 13:15 2pH02 

13:30 1pH03 13:30 2pH03 

13:45 1pH04 13:45 2pH04 

14:00 1pH05 14:00 2pH05 

14: 15 1pH06 14:15 2pH06 

14:30 1pH07 14:30 2pH07 

14:45 1pH08 14:45 2pH08 

15:00 休憩 15:00 休 憩

15:15 1pH09 15:15 2pH09 

15:30 1pH10 15:30 2pH10 

15:45 1pHll 15:45 2pHll 

16:00 1pH12 16:00 2pH12 

16:15 1pH13 

16:30 1pH14 

16:45 1pH15 

17:00 1pH16 

17:15 1pH17 
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laHOl 

シロイヌナズナの雌しべ特異遺伝子の解析
玄遺品盤、高師知紀、小柴邦宏、鈴木秀穂
(神奈川大・理・応用生物)

我々は高等植物の雌性配偶子である卵の形成過
程に興味を持ち、この過程に関わる遺伝子をシロ
イヌナズナよりクローン化し、その性質を明らか
にすることにした。そのために二つの方法を採用
した。一つはサブトラクション法による雌しべ特
異遺伝子が濃縮された cDNAライブラリーの作
製で、雌しべの cDNAより葉でも発現している
遺伝子の cDNAを除いた。このライブラリーよ
りディファレンシャルスクリーニングによって雌
しべ特異遺伝子を選抜する。もう一つの方法は
ディファレンシャルディスプレイ法による区画化
された cDNAの比較である。この方法では、膏
中の若い雌しべ、開花後の花全体、および葉から
RNAを抽出し比較を行った。これらニつの方法
によって得られた cDNAの遺伝子の発現の特異
性をノーザンハイプリダイゼーションによって調
べたところ、 6つの cDNAは若い雌しべでのみ
発現している遺伝子に由来していることが確かめ
られた。今後これらの遺伝子の発現の細胞特異性
を也situhybridization法によって解析する。

laH02 
アサガオ花弁主要タンパク質の同定と性質

圭部----.5.ム、上田貴子、藤岡昭三、桜井成(理化学研

究所・植物生活環伽胸)

我々は、アサガオ(PJ加色itisni.乃花弁から4刀心のタン

パク質(pN4ηを精製し、その部分アミノ酸配列を明か

にした(植物生理学会1994年比ウエスタンプロット

解析により、 PN47は花の発達と共に花弁で急激に蓄

積し、葉、茎、根などの器官でも低レベルながらも検

出された。

展開したアサガオ花弁から調製したポリ(AtRNAを

用いて作製したcDNA発現ライブラリーを、抗PN47抗

体を用いてスクリーニングした。単離したcDNAは402

アミノ酸残基からなる分子量45，266Da、等電点5.20の
タンパク質をコードし、以前に決定したPN47の部分

アミノ酸配列を全て含んでいた。ホモロジー検索の結

果、 PN47はトリアシルグリセロールリバーゼと部分

的なホモロジーがあった。 PN47は、ホルモン感受性

リバーゼの触媒部位のモチーフ(G疋;XG)を持っていた

が、正確な機能と役割に関しては不明である。

ノーザ、ン解析の結果についても合わせて報告する。
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laH03 
砂漠植物Pectispapposaの花芽形態形成に伴うDNA

合成パターンの経時変化

蛙---.o!皇、黒岩晴子l、黒岩常祥(東大大学院・理学

系・生物科学、 l共立女子短大・文)

形態形成における最初の兆候の一つは、細臨分裂

に先立つ細胞核DNA合成である。キク科の短命植物

Pectis papposaは種子吸水開始後わずか6日で生殖

成長に移行し、 1 4日目には基本的な花芽形態形成

を完了させる。われわれはDNA合成パターンからみ

た、栄養成長の茎頂分裂組織における、花芽形態形

成以前の初期変化を解析した。茎頂に直接8rdU( 

DNA合成の基質であるチミジンのアナログ)を取り

込ませ、テクノピット7100樹脂に包埋された組織切

片 (0.6-0.7，μm)を抗体染色することで、茎頂分裂

組織中央部に、細胞核DNA合成がみられないドーマ

ントセルが数個明確に認められた。この方法を花芽

形成開始後の茎頂に適用し、形態形成が始まる以前

に、その予定域に特異的にBrdUの取り込みがみられ

ることがわかった。

laH04 
ペチュニアの花器官特異的遺伝子のアサガオ

における発現様式の解析

由主望皇、竹葉剛、黒岩常祥1 (京都府立大・

応用生物、 1東京大・院・理・生物科学)

ディファレンシャルスクリーニングにより得

られたペチュニアの花器官特異的遺伝子群のう

ち、 PFS4は花弁と雌蕊lこ、 PFS12は雄蕊に特

異的に、 PFS13は花弁に特異的に発現が見ら

れ、それぞれの器官形成の初期段階から発現は

見られる。これらの遺伝子の普遍性を明らかに

するために、それぞれの遺伝子の塩基配列から

プライマーを作成し、アサガオのゲノムDNA

を鋳型としてPCRを行った結果、 DNA断片の

増幅がみられた。さらにアサガオの花芽から得

たpoly(A}'RNAを鋳型としてRT-PCRを行っ

た結果、 DNA断片の増幅がみられ、アサガオ

においても、このPFS遺伝子と棺聞な遺伝子が

発現しており普遍姓があるものと考えられる。

現在、この遺伝子の時間的空間的発現様式につ

いて解析を行っている。



laH05 
単細胞緑駒ラミドモナスの接合直後に発現する遺伝子zys1の解析

白血基盤，鈴木玲奈1 (筑波大・生物科学東京医科歯科大・医)

単棚包緑蕩クラミドモナスでl刻隆雄配偶子混合後に雄由来藁縁体核の選

択的消失・細胞核の融合・べん毛の縮退・胞子の形成という現象

が観察される.多くの藻類に共通にみられるこれらの諸現象は，

接合開女併愛に発現される遺伝子群により制御されていると考えら

れる.こ似品程の早期に機能する遺伝子を単離するために，配偶

子と雌雄配偶子混合後10分の総胞とでディ77レンジャJ~^?リーニンゲを行い

接合子特異的に発現する遺伝子をcDNAヲローニンゲした.得られた遺伝

子の1つzyslは， ORF内・ 3'非3ード領域がそれぞれ99・50%の抗日γ

ーがある2つの週伝子 (zys1A・B)から構成され，両遺伝子はゲノム

上で14kbのMboI断片内にヨードされていた.現在，この領域を含む

ゲjミザヲ知すの制限酵素地図を作成し， zyslA. B遺伝子の塩基配列

を比較櫛すしている.

laH06 
単細胞録藻クラミドモナスの接合直後に発現する遺伝子zys3の

解析

栗山英夫、高野博嘉、鈴木玲奈¥内田英伸 2、河野重行、黒岩常

祥 (東京大-院・理系・生物科学、 1東京医科歯科大・区、 2筑

波大・生物科学系)

め/alV'tt<瑚町眉sreinhardtii (ま遺伝的に決定している交配裂

に従って向型配偶子型の有性生殖方式をとる単細胞生物である.

その接合後には雄由来葉緑体 DNAの選択的消化、細胞核融合、綾

毛退縮、胞子形成といった様々な現象が起こるが、直接的に関与

する遺伝子はすべて接合後に発現すると考えられている.よって、

陵合子特舟守かつ比醐守早期に発現する遺伝子はこれらの現象を

統括する重要な役割を担っている可能性が高い.zys 3は我々が

媛合後 10分を粧直した接合子由来の cONAライブラリーからディ

ファレンシャルスクリーニングによって単厳したもので、ゲノム

中に数コピー存在する可能性がある.zys 3 mRNAは接合後 10分

で検出でき、 4時間後にピークに達するが 6時間後にかけて急激

に減少する.またタンパク質は接合後 1時聞から出現し始め 6時

間以降に最大となり、 1日近〈存続する.さらにそのアミノ酸配

列中にはタンパク質タンパク質問相互作用に関わるとされるアン

キリンリピートという繰り返し配列が存在するがこの領域を事実

上欠失しているものの他の部分は全〈同一である新たな cONAク

ローンを単厳した.この 2つの分子種について1史立に発現パター

ンを認議するためそれぞれに特異的なプロープを調整し、 RNase
protect i on解析を行った.その結果、保存領域を含む分子種が主

要な構成要素でそれを含まないものの発現量は少ないことが明ら
かになった.しかし双方とも時間的発現パターンがきわめて類似

しており、別個の役割をもっている可能性もあると考えられる.
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laH07 
クラミドモナスの接合子特異的遺伝子之内紛
接合子形成における機能
盆本益率、内田英伸、栗山英夫2、高野博嘉男、岩常持2

(東京医糾歯科大・医、 i筑波大・生物、三東京大・理・植)

単細胞緑葎クラミドモナス (Chlamydomonas 
reinh創出7は接合後数時間に雄性葉緑体核の選択的
消化、細胞壁の新生、細胞核融合等の現象が連続し
て起こる。これらには、接合直後から発現を開始す
る接'合子特異的遺伝子群(LYs)が関与すると考えられ
る。配偶子と接合子聞のデイブアレンシャル・スク
リーニングによって得られたzys4は、転写産物
2.6kbで、mRNA蓄積のピークは接合後3時間であ
った。 cDNA塩基配列を決定しホモロジー検索より、
=o/s~まセリンープロリンの繰り返し配列を持ち、細
胞壁主成分であるhydroxypro1ine-richglycoprotein
(HRGP)をコードしていることがわかった。クラミ
ドモナスは接合後に栄養細胞とは構造・性質の異な
る細胞壁を新生することが知られている。接合子細
胞壁は接合胞子に物理的強度と乾燥への耐性を与え
るために、接合後 2~ 3時聞から細胞外に蓄積され
始める。 zvs4のm剛 A蓄積のピークとこの壁合成時
期は一致することから、 zvs4は接合後、新たに合成
される糖タンパクをコードし細胞壁を構成している
と推定された。

laH08 
in vitro重複受精における脹のうへの花粉管誘導過程の餌庁

東山哲也、黒岩晴子1、河野重行、黒岩間半

(東京大・大明涜理学系・生物科学、 1共立女子短大・文)

被子植物では才蹴管によって輸送される2つの精細胞が、噺棚包を

経由し、卵細胞および中心細胞と重複受精する。しかし、花粉管の誘

導機構、花粉管の助細胞への進入樹幡、 2つの精細胞の輸送機構など、

重複受精過程の多くのメカニズムは解明されていない。これはほとん

ど全ての被子植物の怪のうが艇珠の内部にあり、重複受楠品程を生き

たまま経時的に観察することができないためである。そこで、腔のう

が珠干しからnD朱の外部に突出するお>reniafournieriを用いて、胞珠

培養によって卵細胞、助細胞、中，N亥を詳細に観療できる方法を開発

した。またSYBRGreenを用いた蛍光染色により生きた怪のうでも細

胞核やオルガネラのDNAを観祭できることを明らかにした。これらを

用いて重複受精のメカニズムを解析するためにか vitroでの重複受

精を試みた。胆珠と受粉後の花柱を超悩枇点アガロースの液体構地中

で切り出し、そのまま培地を固化して培養した。その結果、切り取っ

た花柱を通って伸長する花粉管を、 1nV1 troで直樹壬のうに誘導す

ることに成功した。培地上を直進する花粉管は腔のうに掛Eすると突

然挙動を変え、激しくうねりながら助細胞の一部である線形装置

(filifonn apparatus)へ向かってし、くことを観察した。このとき花

粉管の誘導出必ず生きている肥疎でのみ起こった。これらは培務邸呈

において花粉管の誘導物質が新たに助細胞から培地へ分泌されてい

ることを示唆している。



laH09 
雌雄異株植物雄性生殖器官特異的遺伝子の蔚内における発現

パターンの解析

盤丞主本、河野重行、黒岩常祥(東大大学院・理・生物科学)

性染色体を持つナデシコ科雌雄異株植物Me1andriuma1bum 
(Silene 1ati 101 ia)の初期の替には雌雄両方の生殖器官がある

が、替の成熟に従って雄株では雌蕊の、雌株では雄蕊の発達が

抑制され、雌維の単性花が形成される。雌雄の奮由来のcDNAプ
ロープを用いたディファレンシヤルスクリーニングにより、雄

性生殖器官(雄昔、雄花)で特異的に発現する遺伝子を4個

( lIROS1， lIROS2， lIROS3， lIROS4 )単離した。ゲノミックサザン解析

の結果、これらの廠'OS遺伝子は雌雄両ゲノムに存在しているこ

とから、脈'OS遺伝子の器官特異性は転写制御によることが示唆

された。塩基配列決定の結果、 MROS2は中央部分にグリシンに

富んだ領域をもっ20kDaのタンパク質を、 lIROS3は既知のタンパ

ク質と相向性のない23kDaのタンパク質をコードしていた。

lIROS2とMROS3の組織特異性をDIGラベルプロープを用いたIn

situ hybridization法により解析した。暗視野顕微鏡を観察に
用いることにより、シグ‘ナル部分を青紫色に鮮明に判別するこ

とが可能となった。 lIROS3転写産物は約内に四分子が形成され

る時期の成熟したタベータム細胞内に蓄積していた。 lIROS2転

写産物は雄蕊伸長後期に蔚の内皮と表皮で検出され、約聖置の発

達とともに約の表皮と口辺細胞(sto田ium)近傍に特異的な蓄積

がみられた。開花直前期になると、 lIROS2の転写産物は蔚の内

皮と表皮では減少するが、成熟した花粉内では多量に検出され

た。このことから、雄蕊発達段階においてlIROS2は異なる時期

と場所において蔚と花粉の成熟の双方に関与する遺伝子である

ことが示唆された。

lpHOl 
イネのプロテアソームC2サプユニットの生化学的解析

盗旦孟盟、真鍋弓月、内宮博文(東大・分生研)

我々はすでに、イネのカルス由来O)cDNAライブラリーよ

りプロテアソームC2サプユニットと相同性を示すcDNAを単

離し、その塩基配列を決定した。 C2サプユニットは205複合

体の一成分で、プロテアソームのマーカーとしてよく利用

されているが、その機能はまだ明らかになっていない。そ

こで我々は、細胞分裂におけるプロテアソームの機能を明

らかにする目的で、まずこのC2サプユニットの生化学的特

徴を解析した。

単離したcDNAを用いて、 G5TとC2サプユニットとの融合

タンパク質を大腸菌内で生産し、このタンパク質を用いて

抗体を作成した。グリセロール密度勾配遠心でイネの細胞

質タンパク質を分離したところ、この抗体は265複合体と

205複合体の両方に含まれるC2サプユニットと反応した。ま

たこの過程で、 265複合体を保持するためには、他の生物種

と同様にATPが不可欠であることが明らかになった。さら

にG5T-C2の融合タンパク質を基質として用いてリン酸化ア

ツセイを行なったところ、 C2サプユニットはイネのカルス

または植物体の粗タンパク質によってリン酸化されること

がわかった。このリン酸化活性はへパリンによって阻害さ

れるが、 c品 1P依存性キナーゼ阻害剤の影響は受けない。現

在、このキナーゼ活性についてさらに詳細に解析している。

また、プロテアーゼ活性とC2サプユニットのタンパク質量、

リン酸化活性との相関についても調べている。
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lpH02 
コムギ種子発達過程における休眠関連遺伝子の発現

Aよ車ム、野田和彦 1 (横浜市大・木原生研、 1岡山大・

資生研)

休眠を持つ正常系統のコムギ種子怪には存在するが、

完熟時に休眠を示さない突然変異体の種子肢には蓄積

しないタンパク質、 “ポリペプチド e"を見いだした。

種子発達過程におけるボリペプチド e遺伝子の発現様

式を調べるため、ポリペプチドeの完全長cDNAを単離

した。スクリーニングの過程で、ポリペプチド ecDNA

と 70%程度の相向性を持つ 2種の cDNAも得た。ポリ

ペプチドe遺伝子の発現は匪の形態形成終了後、水分の

減少とともに明らかとなり、成熟過程で増加した後減少

した。この発現量の変化は、怪における ABA量の経時

的変化と一致する。ところが、ポリペプチド eの mRNA

量は脹を ABAで処理しても増加せず、未熟種子および

一度吸水した休眠種子を乾燥させると増加した。低湿度

下で成熟したコムギ種子は、高湿度下で成熟した種子よ

りも強い休日民性を示すことが知られている。したがって、

ポリペプチド eが種子の休日民性に役割を担っている可

能性がある。

lpH03 
シロイヌナズナのアブシジン酸欠損変異株の解析

南原英司、川出j羊\神谷勇j台1、内蘇哲 C~じ海道太・農・応用生命

科学、 1理研・フロンティア・値物ホルモy)

;費者ら1cJ;、アブシジン酸 (ABA)の種子成熟期における役割を理解

するために、シロイヌナズナを用いてジベレソン笠合成阻害剤存在

下で発芳できる変異株の選飯および解析をおこなっている。その中

の一つであるEN7蛮異綜1cJ;、種子係自民が浅い形質を示す他に値物体

が乾燥レ易い形質を示レた。このような形質IcJ;ABA欠損愛異株ちレ

く1cJ;非感受性変異椋に見られる。そこで、発芽時のABAの発芽阻害

作用を指標に発芽実験をおこなったところ、 EN7変異稼は野生株と

同僚lこ2μM以上のABAIこよって発芽が阻害された。このことから、

EN7変異株はABA欠損変異稼である可能性が考えられた。そこで、

EN7変異株の内在性ABA:3量を定量レたところ、 EN7変異稼では野

主株と比べて顕著(新鮮棄で1/5程度、乾燥葉で1/30程度〉に内在

性ABAð量がj~下レていることがわかった。シロイヌナズナで 1cJ;こ

れまでにABA生合成に係わる3つの遺伝子座 (ABA1， ABA2， ABA3 
遺伝子座〉が知られている。相補性E式験、マッピングなとの遺伝学

的実験の結果から、 EN7愛巽株は新レいaba<笈異株 Caba2-2変異

株〉であることが明らかとなった。 aba2-1蛮異株Iel:、 ABA生合成経

路キサントキシンからABAアルデヒドが生じるステップに欠損が生

じているとされている。 aba1主主異株の纏物体l志乾燥レ易く質化レ

た形質を示すのに苅レて、 aba<護異株の恒物体1cJ;乾燥レ易いちの

の賞化レないなどaba1蛮異株とIel:異なる形質を示す。本会でIel:、

aba2-2蛮興椋の遺伝的およひ'生理的解析結果について報告する。



lpH04 
A/Tリッチプロモーター配列を介したジベレリン酸による遺伝子

発現誘導

麓展錐豆、石川l鎖(北海道大・地球環境科学・環境分子生物学)

穀物種子の発芽過程においてジベレリン酸 (GA)が糊粉層特異

的に各種加水分解酵素の合成を誘導することが知られている。我々

の研究室ではGA応答性遺伝子であるイネ・ 3型カルポキシベプチ

ダーゼ (CPD3)遺伝子の発現解析を行ってきた。 GA応答性オ

ート麦糊粉層プロトプラストの実験系を用いた一連の実験において

CPD3遺伝子プロモーター内のA/T配列に富んだ領域がGA応

答性の遺伝子発現に関与しており、また実際にオート麦糊粉層細胞

の核内因子がこの領域に相互作用することを明らかにしている。

このA/T配列に富んだ領域に境基置換を引き起こしたCPD3

遺伝子プロモーターの発現解析により GAの応答性に関与する 2つ

のモチ フが同定された。 lつはA/Tリッチ配列に隣接した回文

配列の中央に位置しており、もう一つは穀物種子糊粉層特異的にG

Aに発現誘導を受ける加水分解酵素遺伝子群の共通シス配列の可能

性が高いとされるTムム♀ム♀ムb0 Xのコア配列 (AACAGA)

と一致していた。現在、同定されたモチーフに相互作用する因子の

探索を進めている。

lpH05 
Dryopteris仮根のフィトクロム依存性成長に対す

るLa3
+の作用

八ツ橋寛子， Robert SCHEUERLEIN1 
(宮崎大・教

育・生物， University of Jena， Inst. Gen. Botany IPlant 

Physiol.) 

Dryopteris胞子発芽時の仮根成長は光によって誘

導され，フィトクロムが光受容体として関与して

いる。成長が起こるためには光照射開始から 2時

間以降に外生 Ca2+が必要であった(日本植物学会

58回大会)。仮根細胞を持つ胞子に6時間の赤色光

を照射すると Ca2+培地中では十分な成長が起こる

が， La3
+を加えた培地中では著しく阻害され，外

生 Ca2+の細胞への流入が成長の実現に必要である

ことが示唆された。しかし，照射中に与えた La3+は

特異的な阻害効果を示さなかった。そこで，照射前

1時間 Ca2+ionophore とEGTAを含む低Ca2+培地に

胞子を移した後，照射開始から一定時間 La3
+培地

で処理したところ，成長は有意に阻害された。 La3
+

の阻害効果は照射開始から 2時間以内に顕著に見

られた。この結果は，仮根成長において Pfr形成直

後に内生 Ca2+が関与することを示唆する。
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lpH06 
西洋ワサビで過剰発現させたC末端部分を削除し

たフィトクロムAの性質について

型空差担，小杉慶子，東真由美，富津健一斉

藤カヘ鎌田博長鍋勝司(横市大・理理研

・フロンティア筑波大・遺伝子)

シロイヌナズナのPhyA遺伝子を組み換えて1122

個のアミノ酸よりなる全長 (FL)のフイトクロ

ム A (PHYA) ，およびC末端側からそれぞれ3個

(CA) ，21個 (CB) ， 156個 (CC) ， 354個

(C D)のアミノ酸配列を欠く PHYAを発現するよ

うに Riプラスミドーアグロパクテリウムによる

導入系を用いて西洋ワサビで発現させた。

過剰発現体の毛状根の光による不定芽形成活性

(PHY依存性)を測定したところ FL， CA， C 

Cの 3種がいずれも対照試料の約3倍という強い

活性を示した。過剰発現体には元もとの西洋ワサ

ビのPHYA及び導入したPHYAが存在するが，これら

の存在量が毛状根および植物体のシュート中でど

う変化するかを，種々の光条件下で測定した。ま

た，それぞれの 2量体形成能について測定した。

lpH07 

光による遺伝子発現抑制を媒介するフィトクロ ム

シグナル伝達機構

山霊革主、 G.Neuhaus 1， C. Bowler 2、平塚和之 3、N.-H.Chua 4 

(神大・農、 1スイスETH研究所、 2イタリアナポリ臨海実験所、

3奈良先端科技大、 4米国ロックフエラー大学)

光応答性遺伝子の発現を誘導するフィトクローム(PHYA)の

光シグナル伝達経路はcGMP経路、 Ca2+経路、記MP/Ca2+経路

の3経路から構成されている。一方、フィトクロームを介して

明所で発現が減少する遺伝子も数例知られている。このうちエ

ンドウのアスパラギン合成酵素遺伝子(，4S 1)の発現の光制御に

関わるシグナル伝達経路を解明する目的で、 トマトの里子生株お

よびPHYA欠損変異株 aur闘の匪軸細胞へAS1・GUSを薬物と共

に微量注入し、 GUS発現を追跡することにより解析した。

里子生株に注入したAS1-GUSの発現は暗所で増加し明所で減

少するが、この制御はPrによる発現誘導ではなく、 Pfrによる

発現抑制と考えられた。さらl乙4S1の光による発現抑制(;j:、 fnr

(フ工レドキシンーNADP還元酵素)の発現を誘導するのと閉じ

凶MP/Ca2+経路によって引き起こされることを見出した。 Pfr

による発現制御のターゲットとなっているAS1プロモータ 中

のシスエレメントをlossof function型実験とgainof function型実

験により解析した結果、光抑制に関わる17bpのシスエレメン卜

(RE3)を同定した。 RE3~正、同じく明所で発現抑制される PHY

Aプロモーター中のネガティブエレメン卜 RElに類似してお

り、 Pfr:IJ>ら凶MP/Ca2+経路を経てその活性が制御されるレプ
レッサーのターゲットとなっていることが推定された。



lpH08 
トウモロコシ幼葉鞘の照射時間依存光屈性:その発現は
赤色光信号に依存する
盟主軍，飯野盛利(大阪市大・理・植物園〉

We previously characterized the e仔ectsof red-light 
pretreatment on pulse-induced凶ototropism of darル
adapted maize (Zea mays し)coleoptiles (Liu & lino: 

Plant Cell Environ.， in press)目 Here，we present the resulぬ

obtained for the eftect of red light (3 min) on the time-
dependent phototro開sm(TDP)， or the second positive 

curvature. It was found that the da欣-adaptedcoleoptiles 
showed no TDP for blue-light irradation as long as 40 
min. The TDP， which is induced when blue-light irradia-
tion exceeds a few minutes， became apparent only after 
the red-light treatment. The responsiveness for TDP 

increased gradually for a凶 ut1 h after the red light; the 
lag time for the red-light effect was a凶ut15 min. The 
results demonstrate for the first time that red light， 

pro回以ymediated by凶ytochrome，leads to the estab-
lishment of the TDP system. It is also found that the 

col伺 p百回 pretreated with a saturating recトlightpulse 

showed an additional phototropic res問nsewhen red 

light was given during blue-light stimulation. The result 
sug伊ststhat the Pfr r償問nSI凶efor the r偶 ponsemay 

undergo dark reversion to Pr after the red light幽 pulse.

lpH09 
西洋わさび毛状根からのフィトクロム遺伝子の単離と
解析
欝戸、橋爪亜紀原田宏鎌田博(筑波大

西洋わさび(必幽組a幽幽lUにム血z2i:.邸主を感
染させることで得られる毛状根を明所下において植物
ホルモンを含まない附培地上で培養すると不定芽が形
成される。この光誘導不定芽分化においては、光受容
体としてフィトクロムが関与していることを光作用ス
ベクトル、近赤外光による可逆的反応、フィトクロム
活性の測定等によって明らかにしてきた。

そこで、この光誘導不定芽形成に関与しているフィ
トクロムの分子種を明らかにするため、西洋わさび毛
状根でフィトクロム活性の高い(暗所で12週間以上培
養した基部側)部分より作成したcDNA1ibrruyから、フ
ィトクロム遺伝子を単離し、その解析を行った。その
結果、 E且工Aと分類されるM証工必 M且工~
M 証工A益 の3種のcDNAクローンが単離され、そのい
ずれもアラピドプシス.lli.Yムとアミノ酸レベルで96%の
相同性を示した。また、互いのクローン聞でも97%以
上の高い相向性が認められた。また、この単離遺伝子
をプロープとしたゲノミックサザンの結果、西洋わさ
びにおけるE瓦工Aのコピー数は2以上と推定された。
一方、同じライブラリーから、アラピドプシスE且Z♀と
アミノ酸レベルで91%の相同性を示すM 且王山立が単
離された。このクローンをプローブとして用いたゲノ
ミックサザン分析の結果、西洋わさびにおけるffiヰ遺
伝子のコピー数は3-4と推定された。
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lpHlO 

ホウライシダ・フィトクロム遺伝子ファミ

リーの単離と解析
壁率二阜、福田俊介、鐘ケ江健、和田正三 (都
立大・理・生物)

ホウライシダ(Adiantumcapi1lus-venerisL.)は光生
物学的・細胞生物学的手法を用いてフィトクロム
反応が細胞レベルで解析されている数少ない材料
である。この材料に分子生物学的手法を取り入れ
るため、我々は以前、暗所の胞子体葉よりフイト
クロムcDNAクロ}ンを一つ単離、塩基配列を決定

した1)。今回、そのcDNAの色素団結合領域をプロ

ープとして、ゲノムライブラリーより 21の陽性ク
ローンを得た。これらのクローンの色素団結合領
域の塩基配列から、ホウライシダ・フィトクロム
遺伝子は最低3つのメンバーから成るファミリーで
あり、アミノ酸レベルでお互いに高い相同性があ
ることが明らかになった。これらは全て高等植物
のフィトクロム遺伝子よりも下等植物のフィトク
ロム遺伝子と高い相同性を示した。

1) Okamoto et al. (1993) Plant Cell Physiol. 34: l329・

1334 

lpHll 

ホウライシダ (Adianωmcapi1lus-veneris L.) 
フイトクロムFPl遺伝子を導入したアラピドプシス
形質転換体の解析
血杢堕王，阪本康司富沢健一人長谷あきら 3

和田正三(都立大・理・生物理研・フロンテイ

ア 2悶 TE.植物分子生理 3東大・遺伝子実験施設)

ホウライシダのフイトクロムFPl遺伝子は、種子
植物のどのフィトクロム分子種とも、アミノ酸レ
ベルで50%程度の相向性を持つが、その推定アミノ
酸配列中に他の下等植物および、種子植物のフイ
トクロムBに共通のモチーフを有していた(Okamoto

et al. 1993)。また、この遺伝子の発現は光による制
御を受けないことが分かつている(第59回植物学会)。
そこで我々は、 FPl遺伝子が種子植物の中でフイト
クロムBと同様の機能を持っかどうかに興味をもち、
これをアラピドプシスに導入した。
FPl遺伝子を、 35Sプロモ}ターの制御下におい

て、アラピドプシス(L佃 dsbergerec叫に導入し形質
転換体を得た。形質転換体において、免疫化学的
にFPl蛋白質の発現が確認されたが、それらの粧軸
の赤色光および、近赤外光による伸長抑制は、野
生型のそれとほとんど変わらなかった。このこと
は、導入したFPlフィトクロムが種子植物内で匹軸
の伸長抑制に関わるような機能は持たないことが
示唆された。



lpH12 
赤色光誘導光屈性を欠くホウライシダ突然変異体の

単離とその特徴

門田明雄、和田正三 (都立大・理・生物)

シダ配偶世代では胞子発芽、原糸体成長、光屈性、

葉緑体光定位運動など様々な反応がフィトクロム、

青色光吸収色素の両者により調節されている。今回

はホウライシダ胞子の EMS処理により赤色光誘導

光屈性を欠く変異体を単離し、その光反応を調べた。

胞子は滅菌後、 EMSで24時間処理し、約 2週

間、側方からの赤色光下で培養し、赤色光に対し光

屈性を示さない変異体を 4株単離した。これらの変

異体はいづれも青色光に対する光屈性は正常であっ

た。また、葉緑体光定位運動を調べると、すべての

株において青色光反応は毘られるが赤色光反応は認

められなかった。さらに、これら変異体のうち、自

家受精により胞子体が得られた 1株から胞子を集め、

胞子の光発芽反応を調べたところ、野生型と同様の

フィトクロム依存を示した。これらの結果は、赤色

光による光屈性と葉縁体定位運動が胞子発芽とは異

なるフィトクロム系、あるいは信号伝達初期過程を

持ち、ここで単離された変異体がこの部分に変異を

持つ可能性を示唆する。

lpH13 

ゼニゴケ (Marchantiapolymorpha L.) 
胞子の光発芽の解析
中里 直、門田明雄、和田正三 (都立大・理・

生物)

ゼニゴケの光形態形成反応を明らかにするため

に、まず胞子発芽に対する光の作用の解析を行っ
た。ゼニゴケ胞子は白色光下では高い発芽率を示
すが、暗所ではほとんど発芽せず、光発芽性を示
す。白色光による発芽誘導には、 10時間以上の連
続光照射が必要であった。近紫外・青・緑・赤・
近赤外の各波長域の光で0.IWm-2、1日照射によ

る波長効果を調べると、赤色光が最も効果的であ
った。しかし赤色光を用いても発芽誘導には10時
間以上の光照射が必要であった。そこで間欠照射
による発芽誘導を調べたところ、 2時間毎に 15分
間の赤色光照射を 1日行うと、高い発芽率が得ら
れることがわかった。しかしこの間欠照射による

赤色光の効果は近赤外光で打ち消すことはできな
かった。そこでさらに光発芽に対する光合成阻害
剤配MUの効果を調べると、 100μMの配MUで発
芽が阻害された。ゼニゴケ胞子が暗所でも葉緑体
を形成すること、培地に糖を加えると暗所でも発
芽が起こることから、胞子の光発芽には光合成が
関与していることが示唆された。
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lpH14 
ミズワラビ前葉体における青色光による細胞伸長阻

害の微光束照射法による解析

担旦」重，門田明雄，和田正三 1 (東京大・教養酬

生命都立大・理・生物)

ミズワラビ (Cθratopterisrichardii)胞子を白色光
照射により発芽誘導した後に暗所で培養すると，細

長いへら状の前葉体になる。このへら状前葉体は，
先端部に分裂組織，中間部に伸長域，基部に伸長停

止域を持つ。この前葉体に青色光(約 2Wm-')を

連続照射すると，伸長域の細胞が伸長停止し，表層

微小管の配向が生長軸に直角から，斜めもしくは平

行に変化することは既に報告した(日本植物学会第

58回大会)。本研究では，微光束照射法によりこ

の伸長阻害における光受容部位の検討を行ったので

報告する。
2 Wm-'の青色光を先端分裂組織，伸長域の細

胞，および前葉体全体に照射した。先端分裂組織を

照射したものでは，光照射しない対照と同様に，伸

長域の細胞伸長は阻害されなかった。一方，伸長域

の細胞を照射したものでは，前葉体全体を照射した

場合と同様の伸長阻害が見られた。この結果は，ミ

ズワラビ前葉体では青色光による細胞伸長阻害の光

受容が伸長細胞自体によって行われていることを示

している。

lpH15 
MORPHOLOGICAL RECOVER Y OF ELONGA TED 
INTERPHASE NUCLEI IN PROTONEMA T A OF THE 
FERN Adiantum capillus-veneris 
Christian WUNSCHl， Masashi KURACHJ2， Mahito 
KIKUMOT02， Hideo TASHIR02， Masamitsu WADAl; 
lDept. Biol.， Tokyo Metropolitan Univ.， Hachioji 192-03， 
2Photodynamics Research Cen隠r，RIKEN， Sendai 980 

Morphological recovery of elongated interphase nuclei in 
protonemal cells of Adiantum capillus・venerisafter cen-
trifugation is driven by the microfilament system and other 
factors which probably reside in the nucleus (unpublished 
data). We recently started to investigate the propeロiesofthe 
nuclear interior during recovery by using the optical汀ap.
After basipeta1 centrifugation at 2000 x g over 2 h， most of 
the nucleoli were located in bubble-like terminal widenings 
of the elongated nuclear basal pol巴sand connected to the tip 
of the chromatin thr巴ad出atspanned through the elongated 
nuclear region. Using an infrared laser汀apwith a final 
trapping force of about 10 pN， the nucleolus inside not cen-
trifuged nuclei was not moveable， but it could easily be 
moved in three directions inside the terminal bubble after 
basipeta1 centrifugation. Despite arrestment of the nucleolus 
by the optica1 trap， the surrounding bubble continued moト

ing acropetally， suggesting that the chromatin thread and 
the nuclear envelope may shorten ap紅t合omeach other. 
From further experiments using laser optics in the living 
cell， we expect to determine the extent of membrane tension 
in the nuclear envelope and perhaps chromatin tension in 
deformed interphase nuclei. 



lpH16 
ヒゲカビ接合反応における光阻害の作用スペクトル

山崎裕司片岡博尚ー宮寄厚司渡辺正勝¥大瀧保 (東
北大・遣互百---，基生研・培養育成)

接合菌ヒゲカビ (Phycomyces blakesleeanus) 
の有性生殖である接合反応は‘光で阻害司あるいは

遅延きれる.基生研の大型スぺクトログラフを用い

てこの光阻害の一連の作用スペクトルを得た.ヒゲ

カピの有性生殖器官は(+)(ー)の菌糸先端が接触し守接

合枝を作った後司 7~8の形態的に特徴ある段階を経
て約25時間で接合胞子ができる. 48時間の連続単色

光照射の後で生殖器官数の段階ごとの配分パターン

から司各発達段階の光感受性を解析するためにー移

行率なる指標を導入した.これはある段階の器官数

の何%が‘次ぎの段階に進んだかを示すものである.

一連の光強度一移行率カ ブから発達段階ごとに異

なる 6種の作用スペクトルを得た.発達後期になる

ほど光感受性が高かった.前配偶子嚢形成までの初

期過程匝害の作用スペク卜jレは350-370nmの峰と

410nmの小さい肩を持った.次の配偶子嚢形成は

UV-A光のみで阻害された.接合子形成からの最後

の段階は司弱光と強光で匝害されーそれらの作用ス

ペクトルの形は異なった.すなわち司前者は卓越し

た390nmの峰と490nmのE峰を持ち可後者は UV-A
から紫の領域に接近した2峰 (370nm，41 Onm) を持

っていた.

lpH17 
PHYA-MEDIATED CHANGES IN PLASTID 
DEVELOPMENT IN ARABIDOPSIS COTYLEDONS 
CAUSED BY IRRADIATION WITH CONTINUOUS 
FAR-RED LIGHT. 
Naoko K. NISHIZA W A， Simon A. BARNES， Ronaldo 
QUAGGIOキGarryWHITELAM and Nam-Hai CHUA; 
Lab. of Plant Molecular Biology， The Rockefeller Univ. 
New York， NYIO021-6399， USA， *Dept. ofBotany， 
Univ. of Leic巴ster，Leicester LEl 7RH， UK 

Irradiation by continuous far-red light blocks greening 
of Arabidopsis seedlings. Irradiation by far-r巴dlight for 
2 days is sufficient for wt seedlings (Landsberg) to lose 
the ability to turn green after exposure to white light. 
However， a phyA null mutantphyA-201 and a mutant 
fhyl， that is proposed to lack a signaling component of 
the phyA signal transduction pathway， were still able to 
turn green even after 4 days of irradiation. In contrast to 
phyA-201 andfhyl， a phyB mutant phyB-1 could not 
turn green after 4 days of irradiation similar to the wt 
Therefore， the block of greening caused by continuous 
far-red light is mediated by phyA and the phyA signal 
transduction pathway but not by phyB. Plastid 
d巴velopmentin cotyledons irradiated by continuous far-
red light was investigated by EM. As a result， w巴found
that vesicles appeared specifically in developing plastids 
of wt and phyB-l. Far-red light， therefore， causes ab巴rrant
plastid dev巴lopmentin Arabidopsis seedlings. Addition 
of sucrose to the medium repressed the block of gr田 nmg
and formation of vesicles 

199 

2aHOl 
形質転換タバコにおける SU!，SRK!ゲノムクローン

の発現

盆杢盟l、渡辺正夫、鳥山欽哉、磯良彰1、日向康吉

(東北大・農、 1奈良先端大・バイオサイエンス)

自家不和合d性Brassicacampestrisから単離した自家

不和合性関連遺伝子SLG'，SRK"のゲノムクローンを

タバコに遺伝子導入し、その発現を解析した。

SLσとSRK"のプロモータ一部分には、雌しべでの

発現に重要だとされてきた保存領域(boxIll)におい

て7bpの欠落が認められたが、両遺伝子は形質転換

タバコの雌しべで正常に発現していた。この結果

により、雌しべでの発現に必要なプロモーター領

域が、 Dzelzkalnset al. (1993)が示したものより、小

さいことが推定された。

また、 SRK"を導入した形質転換タバコにおいて

SLG様の転写産物が確認され、 SRKがオJレタネイテ

イプ・スプライシングにより SLG様のタンパク質を

産生していると考えられた。このSLG様タンパク質

は、 SLG、SRKと共に自家不和合性の認識反応に重

要な働きをしていると思われる。

2aH02 
ユリの減数分裂時期に発現が誘導されるLlM18遺伝子

の機能解析

量旦昆虫王、平塚理恵1、平塚和之、高瀬尚文、
堀田康雄(奈良先端大・ハイオ、 1慈恵医大・生物)

LlM18遺伝子は、減数分裂時期のユリ花粉母細胞より

単離された遺伝子であり、 HSP70様蛋白質をコードす

るO 減数分裂進行過程では、遺伝子の組み換えが高頻度

で起こり、特異的な蛋白質の合成・分解活性が高まるこ

とが知られている O この点とHSP70蛋白質が分子シャ
ペ口ンとして機能することを考えると、LlM18遺伝子産

物がこの時期に合成される蛋白質の高次構造の形成過程

や、遺伝子組み換え等に関わる各種蛋白質の細胞質から

核への輸送、および細胞骨格や染色体構造の変化に関与

する可能性が考えられる O そこで、これらの可能性を検

証する目的で、大腸菌に発現させた組み換えしIM18蛋白
質を抗原に用いて抗体を作成し、LlM18遺伝子産物の組

織・時期特異性、発現様式の解析を行った。

解析の結果、 (1)減数分裂時期のユリ花粉母細胞に

は、LlM18遺伝子産物を含めて、少なくとも2種類の

HSP70様蛋白質が恒常的に存在することを高等植物で

初めて見出した。 (2)LlM18遺伝子産物は、ユリ花粉

母細胞の熱処理によって量的変動を示さず、LlM18遺伝
子は非熱誘導型Hsp70様遺伝子であると考えられた。



2aH03 
雄性生殖細胞形成過程に発現誘導されるセリンプロ

テアーゼに関する研究

上稼洋敬，奥田将生，平塚理恵，平塚和之，直通且玉L
堀田康雄(奈良先端大・バイオサイエンス慈恵医大・

生物)

テッポウユリ (Uliumlongiflorum) の雄性生殖細胞

形成過程の減数分裂期に転写誘導が見られるLlM9遺

伝子は、推定されるアミノ酸配列からセリンプロテア

ーゼをコードしていると考えられる。今回、テッポウ

ユリの減数分裂期の各ステージの花粉母細胞、花粉、

花粉管を伸長している花粉から細胞抽出物を調製し、

LlM 9プロテアーゼの発現様式をポリク口ーナル抗体

を用いたウエスタンブロット解析により調べた。ザイ

ゴテン期から四分子期の花粉母細胞では、 75kDa， 78 

kDa，85 kDaの位置にシグナルか.検出され、花粉では

75 kDaのシグナルのみが見いだされた。減数分裂期の

各ステージの花粉母細胞でのプ口テアーゼ活性を調べ

たところ、 75kDaの LIM9プロテアーゼが検出され

るザイゴテン期以降のステージで、プ口テアーゼ活性

の上昇が確認された。細胞内局在性を調べた結果と併

せて、LlM9セリンプロテアーゼの生殖細胞形成過程

における機能について考察する。

2aH04 
蘇類 Physcomitrellapatensのカルス及び配遇体

初期発生の走査型電子顕微鏡による観察

藍屋畳二盤、東江昭夫(東京大・理学系研究科)

蘇類の Physcomitrellapatensは世代時間が

2ヵ月半と短く、原糸体と配偶体が半数体であ

るため以前から遺伝学の材料として用いられて

きた。オーキシンやサイトカイニンといった植

物ホルモンが細胞分化に関わり、特にサイトカ

イニンが原糸体からの配偶体を誘導することが

知られている。我々はこれまでにサイトカイニ

ンとグルコースで P.patensのカルス分化とそ

の再分化系を確立し、植物ホルモンの応答が異

常になったいくつかの突然変異体の解析を通じ

て、カルスと配偶体の発生初期が生理学的に近

い性質を持つことを示してきた。今回、その類

似性をさらに詳細に調べるため、カルスの形成

過程と配偶体の初期発生の表層構造を走査型電

子顕微鏡を用いて表層構造を観察し、野生型と

突然変異体で比較したので報告する。
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2aH05 
高密度培養条件下でのニンジン不定脹形成

返亙盤整、矢崎芳明、清田誠一郎 (農水省・生物研)

一般に高細胞密度条件下では不定膝形成が阻害される

ことが知られており、その原因として、細胞から培地中

に何らかの阻害物質が放出されるためと考えられてきた。

静置矯養による形態観察を中心としたこれまでの研究で、

高細胞密度条件では酸素濃度低下等のガス環境の悪化と

培地の酸性化が確かめられた。

今回はこれらの環境要因についての定量的な検討とそ

の人為的調節についての予備的な検討を行った。このた

めに溶存酸素濃度及び培地pHを測定・制御可能な回転型

培養装置を導入した。その結果、好気的なガス環境(平

衡する気相の酸素濃度換算で 15%以上)を維持し、 培地

pHを調節することによって、高密度条件下(initialで

約0.5ml PCV/500 ml -2，4-D MS medium)、3週間の培養

期間で大量の魚雷型庇(約2x10官)を含む不定限を調製

することができた。(全収量約60gfresh weight) 

2aH06 
シロイヌナズナにおけるAtECP遺伝子のRFLPによるマッピング

畳一...!!l主、斎藤力、米国好文1、鎌田博(筑波大・生物北大・

院・理)

私たちはシロイヌナス.ナの成熟種子から、ニンジンECPのホモロー

グをコードするAtECP31とAtECP63cDNAをクローニングしてその塩

基配列を決定し、ノーザン解析を行ったところ、それらはLEAタンパ

ク質をコードし、成熟種子においてのみ発現しており、匪発生後期、

特に怪の成熟や乾燥耐性の獲得に関与することが示唆された。しかし、

その真の生理機能を解析するためには、突然変異体の単灘が必要であ

る。シロイヌナズナでは、匪発生に関する多くの突然変異体が知られ

ているので、 AtECP遺伝子のRFLP解析を行って染色体へのマッピン

グを行い、これら突然変異体との位置関係を調べることとした。

まず最初に、野生型のColumbia:株とLandsberg株のゲノムDNAを用

い、さまざまな制限酵素で切断した後にゲノミックサザン解析を行い、

制限酵素断片長型(RFLP)を探索した。その結果、 AtECP31cDNAにお
いては、 BstNlで、 AtECP63cDNAにおいては、 Psdで切断した場合に、

RFLPが見られた。次に、 mto-1とW100を交配させ、 F2植物における

マーカー遺伝子の分磁を検索するとともにし、各植物個体からゲノム

DNAを抽出し、 BstNIあるいはPstlで切断した後に、ゲノミックサザ

ン解析を行うことで、 RFLP分離データを得た。これらのデ一歩をも

とに、コンヒ・ユ ターによる連鎖分析を行ったところ、 AtECP31は

hy2友ひ冶11と、 AtECP63はcer2と連鎖しており、それらのおおよその

位置も決定できた。 hy2とgl1は三番、 cer2は四番染色体上に存在する

ので、 AtECP31とAtECP63はそれぞれ三番と四番染色体に位置するこ

とが明らかとなった。現在、 CAPS法やSLLPs法でさらに詳細な位置

決定を行っているところである。



2aH07 
ニンジンの再生した幼植物体からの不定怪形成について

佐藤豪、保田浩、増田宏，44 (帯広音大・生物資源化学)

私達は、これまでにニンジンの芽生えの匹軸切片を2.4-Dで短時間

処理!し、次いで植物ホルモンのない培地に移し培養すると不定匪が

形成されるという系を見いだした。しかし、この系では生化予的研究

をする場合において、不定笹形成の頻度や同調性について問題があ

りました。そこで、今幽はこの系で再生した幼縞物体を材料にしてZ

4-0で同様に処理することにより、芽生えのものと比べて、より短時

間で、より高頻度かつ同調的に不定匪が形成されることを見いだし

たので報告します。

再生した幼植物体の匪軸切片を2.4-0(1・g/I)で24時間処理し、次

いで植物ホルモンのない培地に移し培養すると4日目頃から妊輔の

表皮が大きく剥がれ始めてくる。この場合、剥がれた表皮細胞は分裂

して細胞塊を形成している。これら細胞塊形成は高頻度で同調的に

行われていた。これらをさらに域一養すると、高頻度である程度同調的

にnIj球状Ifを経て球状Ifになる。人為的に匪軸から剥がした表皮組

織と細胞地形成時(楕養前期)と前球状匪形成時(矯養後期)及び路状

匹形成時の4段階の細胞を用い3sS-.ethionincの取り込み実験を行っ

た。その結果、特に培地のタンパク質組成がjにきく異なっていた。こ

の他に、私達の不定怪形成系で得た魚沼塑匪段階までの不定脹を2.4

Dで処理し、その後2.4-0のない核地で格養しても不定座は形成され

ず幼植物体に再生したもので初めて形成された。これら再生した幼

楠物体からの不定脹形成の初期段階過程をSEIで観察したのであわ

せて報t与する o

2aH08 
ニンジン不定匪形成におけるcxpandingccllの細胞間接着について

保団法、増田宏，ι(帯広南太・生物資源化学)

私達は、以前にニンジンの不定匪形成過程で細胞塊や不定匹の表面に

cx凹 ndingccllの存伐を見いだし、それが不定怪の形態形成にも関連が

あることを市唆する報告をした(植物学会、金沢、1995)。これらのcxpand-

ing ccllが不定匹表面で分裂と伸長を繰り返していくが、不定匪を一定

の形に修正していく過程では、細胞同士が堅く機着しなければならない。

今凶は、 cxpandi ng cc 11と細胞との接着を走査明電子顕微鏡により観察

したのでその結果を報告する。

走査JI'!電子顕微鏡で細胞塊や不定経を構成する細胞の表面を拡大する

と細かい縞模様が観察された。cx凹 ndingccllが伸長する場合、この舗模

様は伸長している部分ではより相官にな旬、伸長が停止した部分では粗に

なっていた。このことは、この績額様が伸長と関連するのかもしれないこ

とを市している。また、expandi ng ce 111司土が互いに接触する部分では、

この縞桟様が僧合していた。一正j、細胞塊や不定笹を2.4-0存紅下で培養

すると、それらの発達は、抑制されることがよく知られている。そこで、2.

4-0で処理した細胞塊や不定佐の細胞表面を観察すると、cxpandingccll 

が伸長しないと恩われる結果を得て、さらに、細胞表面の縞模織が般機さ

れていることが分かったのこのことは、2.4-Dによる不定匪形成の抑制が

部分的にcxpanding ccllに影響を与えることにより起こるのではない

かと推定した。
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2aH09 
迅速かっ容易なニンジン不定座への遺伝子導入法
得字圭彦ぺ福田裕穂1 2 ( 1東北大院・理・生、 2東大・

理・植物園)

ニンジン不定匪形成は怪発生過程の良いモデル系とし
てこれまで広く研究されており、この過程で発現する様
々な遺伝子が報告されてきた。これらの遺伝子の機能解
析のために遺伝子導入は必須である。従来はカルスや懸
濁培養細胞にAgrobacteriaを介して遺伝子を導入すると
いう手法が取られていたが、この方法では短期間に多数
の形質転換体を得るのは困難であった。増田らはニンジ
ン芽生えの妊軸切片を高濃度の2.4 -Dで短時間処理し、
ホルモンを含まない培地で培養すると、一ヶ月以内にカ
ルスを経ないで直接不定妊を形成することを報告してい
る。この系を利用し、 Agrobacteriaを介して遺伝子導入
を行えば、より早く、かっ容易に形質転換不定匪が得ら
れるのではないかと考え、諸条件について検討したのニ
ンジン(夏蒔鮮紅五寸lの芽生えの匹軸に48時間、 lmglt 
の2.4 -D処理後、 Hygromycin抵抗性遺伝子とGUS遺伝子を
Agrobacterium tumefaciens EHAIOl'こより導入すること
にした。ホルモン無しの培地上で5日間前培養することに
よって、目杢軸表面のクチクラ層を破壊させ、 Agrobacteria
が感染しやすい状態にして感染させたところ、一ヶ月以
内という短期間で形質転換不定症が多数得られた。また、
この不定怪から再生した幼植物体を再び2.4 -Dで処理す
ることによって二次不定妊を形成させることができ、同
じ遺伝子が導入されたクローン不定脹を大量に得ること
が可能になった。

2aHI0 
無窒素培養と日長性による花成誘導の共通性と相違点

墨盆監ヨ，田中修(甲南大・理・生物)

アオウキクサ151系統の花成は、 72時間以上の無窒素培養

により、誘導される。花成を誘導する無窒素培養の期間は

異なるが、 6746系統や441系統においても、無窒素培養によ

り、花成が誘導される。それ故、無窒素培養による花成誘

導系は、アオウキクサに普遍的に存在すると考えられる。

この無窒素培養による花成は、タンパク質の分解により体

内に場加する遊離リジンに由来することが示唆されている。

一方、これらのアオウキクサは短目性であり、日長効果に

よっても、花成が誘導される。そこで、日長性による花成

誘導が、無窒素培養による花成誘導と同じ機構でおこるの

かを知るため、 2つの花成誘導を比較、検討した。

その結果、日長性に敏感な6746系統では、日長性による

花成誘導はリジンにより促進されること、花成誘導に必要

な無窒素培養期間とほぼ同じ長さの一回の暗黒処理により

花成が誘導されること、この暗黒処理中にタンパク質の分

解が起こること、エラスタチナールによりこの花成誘導は

阻害されることなどが明らかになった。それ故、無窒素培

養と日長性による花成誘導が共通していることが示唆され

る。しかし、 151系統や441系統においては、 2つの花成誘

導にいくつかの基本的な違L、があることが明らかになった。

これらの結果を基に、日長性による花成誘導機構について

考察する。



2aHll 
アサガオf1oricaula-leafyhomologのcDNA単離と発現解析

企壁道之、小野公代1、井上正保、鎌田博1 (秋田県農短大・

生工研筑波大・生物)

花芽誘導の分子機構を解明する目的で、短日植物アサガオ

(Pharbitis 凶 Cho町 cv.Violet)のf1oricaula-leafyhomolog 

(PnFLH) の cDNA をクローン化してその発現を調べた。

キンギヨソウのf10ricaulaとシロイヌナズナの leafyは花芽形

成の最初期から茎頂で発現することが知られている。

f10ricaulaとleafyの mRNAの保存性の高い領域に基づいて

PCR法によりゲノムDNA断片を増幅し、そのエクソンをプロ

ープとしてアサガオ頂芽の cDNAライブラリーをスクリーニ

ングして cDNAクローンを得た。 PnFLHの mRNAの蓄積に

基づく発現様式を RT-PCR法等によって解析した。

PnFLHの cDNAの塩基配列は、f10ricaula及び leafyのそ

れと高い相同性を示した。 PnFLHのmRNAは芽生えの各器官

の中で頂芽のみで検出された。しかし、この mRNA は栄養

成長段階にある連続光下(長日条件)で育てた 6日目の芽生

えの茎頂において、短日処理の有無に関わらず検出された。

また、搭種後2週間自の幼植物の第 l節の肢芽は休眠してお

り短目処理による花芽誘導を受けないりが、この肢芽でも

PnFLHの mRNAは検出された。これらの結果はアサガオの

PnFLH の mRNAの蓄積と短目処理による花芽誘導現象との

間には相関関係が無いことを示しており、タバコの相同遺伝

子NFLの結果と類似していた。

1) M. Ono et al. Phyiol. Plant. 87，1-6 (1993) 

2aH12 
Differential display法によるアサガオ花成誘導特異的遺
伝子のクローニング

4こ宜--.i進、 l小野道之、鎌田博(筑波大・生物、

l秋田県農短大・生工研)

アサガオ (Pharbitisnil Choisy， cv. Violet)は、光周刺

激に極めて敏感な短日植物であり、芽生えの段階でも一

回の短日処理によって花芽を誘導できる。このような光

周的花成誘導を行う植物では、葉が光周刺激の感受及び

花成誘導物質の生産の場であると考えられている。本研

究では、花成誘導中の子葉での遺伝子発現の変化を調べ

る目的で、 differential display法を用い、光周的花成誘

導条件下で特異的に発現するmRNAの検出を行った。

花成誘導条件のみで検出されるバンドを同定し、得ら

れたバンドをプローブとして子葉のcDNAlibraryをスク

リーニングし、対応する全長クローン(PnC401)を単離し

た。このクローンは既知の遺伝子とのホモロジーは検出

されず、新規の遺伝子であることが示唆された。ノーザ

ン解析の結果、 PnC401は、誘導時期中に発現量が増加

し、誘導暗期終了直後には著しく発現量が減少し、また、

サーカデイアン変動を示すことも明らかとなった。一方、

限界暗期長がVioletより短い品種Kidachiでは、誘導暗期

中の発現のピークがVioletより早くなっており、花成誘

導と PnC401の発現に何らかの関係があることが示唆さ

れた。
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2aH13 
トランスポゾンタッギングによるイネ開花時期を

決定する遺伝子へのアプローチ

五里豆阜人中野年継井沢毅人橋本尚子
島本 功 1 (lNAIST・バイオサイエンス植工研)

イネは代表的な短日植物であり司その開花時期は日

長感受性によって決定されている。我々は環境変化に

応答する開花機構を明らかにするため，日長に対して

非感受性で開花時期に影響を与える突然変異体をトラ

ンスポゾンを用いて作製し，その遺伝子を単離するこ

とを目的とした研究を行っている。

まずAc転移酵素遺伝子を導入した形質転換イネとDs
を導入した形質転換イネを交配し司得られた個体の自

殖F3司F4世代をスクリーニングして開花時期が早く

なっている系統を選抜した。さらにこれらの系統のFs
世代を調べた結果司変異体の表現型は安定しており司

日世代同様に開花時期が早くなっていた。 Fs世代C-2-3

系統のサザン解析において司各ライン内において共通

の場所にみられるDsの存在を確認することができ司

IPCRi去によってこのDsi.丘傍の遺伝子を単離した。さら

にRT-PCR法により司今回単離した遺伝子は構造遺伝子

で.イネにおいて転写されていることが.示唆された。

現在需単離した遺伝子が開花時期に関与するかを調

べるために司 Dsが転移した結果生じる復帰変異体の解

析を進めている。

2pHOl 
シロイヌナズナ花序形態形成突然変異acaulis2の

遺伝子領蟻に検出される遺伝子の発現の解析

稲場ー日向野久美子、加藤敦之、米国好文

(北大・大学競理・生物科学)

栄養生長から生殖生長への移行時期に、シロイヌナズ

ナにおいては花茎が伸長し花序を形成する。単離された

acaulis2(acl2)変異株は花茎の節間伸長に欠失を示し、

ACL2遺伝子はこの伸長に関与していると考えられる。

ACL2遺伝子の発現部位や時期、その機能は未解明であ

り、遺伝子の現象への関与の解明を目指しACL2遺伝子

の単離を試みている。タギングや欠失による変異株が得

られていないため、遺伝子の単離には、遺伝子座位に基

づく方法を用いている。 ACL2座位近傍の詳細な遺伝子

地図を作成、近傍のマーカーを起点としYACクローンを

用いた染色体歩行を始めた。以降、 ACL2座をはさみ存

在するSSLPマーカ一、 nga280、ATHGENEAの聞に組

換えのあるF2植物を約 1000株の中から集めて解析し、

ACL2座近傍に新たな組換え点を同定、 ACL2遺伝子領

織を狭めた。また、 YAC、 P1クローンのコンティグを

作成し、この中からACL2鹿を含むYAC、P1クローン

を得た。これらのクローンに存在する遺伝子をcDNAの

単離により明らかにし、その発現機式の解析を進める。



2pH02 
花芽形成抑制遺伝子としてのシロイヌナズナpm
突然変異体の解析
i呈」隼二郎】ヘDet!efWeige!'，町田 泰則1、
岡田清孝3、志村令郎ヲ c名大、理、

'Sa!k Institute for Bio!ogical Studies、ヨ京大、 理)

シロイヌナズナのpm突然変異体は花芽が形
成されにくく、 tf1突然変異体は茎頂部が花芽に
変換する。 pin突然変異体は時々 tf1突然変異体

様の表現形を示すことからpmの茎頂部は花芽
としてのIDENTITYを獲得していると考えられ
る。花芽形成にはAPl，LFY遺伝子が機能するこ
とが必要で、あると考えられており、 tf1突然変異
体の茎頂部ではAPl，LFY遺伝子が発現し、花序
が花芽に変換されることがしられている。 pin
の茎頂におけるAPl，LFY遺伝子の発現を検証し
た結果APlの発現はみられたが、 LFYの発現は
見られなかった。そこで、pm突然変異体におい
てLFY遺伝子を強制発現させたところ花芽形成

が促進され，tf1突然変異体の強いalle!eのような
表現型を示した。このことから、 PIN遺伝子は
TFL遺伝子と共同的に働いてAPl遺伝子を抑制
することで花芽形成を抑制しているが、 TFLは
APl， LFY両遺伝子の発現を抑制するのに対して
PINはAPl遺伝子のみを抑制することが示唆さ
れた。

2pH03 
シロイヌナズナの花成遅延遺伝子の遺伝学的解析

主主一塁・ Marty F. Yanofsky'・岩淵雅樹(京都
大・理・ 植 物 カ リ フ ォルニア大・サンデイエ

ゴ校・生物)

この 10年間に、花芽形態形成過程の遺伝学的

制御機構に関する理解は大きく進展した。この過

程の最も初期の過程である花芽分裂組織のアイデ

ンテイティーの決定に関与する遺伝子が最近にな

ってクローン化され、その詳細な解析が進められ

ている。その結果、これらの遺伝子の直接ないし

は間接の制御因子としての花成誘導遺伝子の理解

の必要性の認識が高まりつつある。

シロイヌナズナでは 10以上の花芽誘導遺伝子

が「花成遅延突然変異jとして同定され、遺伝学

的・生理学的に研究がなされてきた。さらに、最

近になって 2つの遺伝子がクローン化された。

われわれは、新しい花成遅延突然変異の単離と

当該遺伝子のクローン化を目的として、 Columbia

野生株およびそれに由来するapl-13変異を親株と

したT-DNAタグ・ラインの作出と突然変異体

のスクリーニングを進めてきた。その結果得られ

たT-DNA挿入変異と考えられる花成遅延変異

態の解析について報告する。
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2pH04 
シロイヌナズナを用いた根毛の形態形成に関与する
遺伝子の解析
込量逮三豆、和田拓治、石黒澄衛、岡田清孝(京大・
理)

寒天培地の表面を這っているシロイヌナズナの根
では、根毛は短く、根の軸にたいして垂直に伸びる
(寒天面型)が、根が空中に飛び出した場合には、

根毛は長く、斜めに伸びる(空中型)。オーキシン
やエチレン抵抗性の変異体は、空中型は正常に生じ
るが、寒天面上では根毛を生じない。このような根
毛の形態変化がどのような仕組みで起こるのかを明
らかにするために、 EMS処理した種子をスクリーニ
ングし、寒天面上では根毛を生じるが、空中では根
毛を生じない変異体 (rot120) を単離した。野生型
およびこれらの変異体を液体培地中で育てたところ、
rotl20変異体では根毛の伸長が見られず、野生型お
よび、aux1変異体の根毛は空中型に類似した形態を
示した。よって、空中に飛び出した場合の刺激が乾
燥によるものではないことが示唆された。 aux1変
異体と rot120変異体の三重変異体を作成したところ、
根毛はrot120変異体の形態を示した。よって、
rotl20遺伝子は根毛形成に関してaux1遺伝子と同じ
pathway上で、働いていることが示唆された。現在、
その他の根毛に関する変異体とも二重変異体を作成
中である。また同時に、根毛が太く短く、校わかれ
する変異体 (rot424)も単離した。これらの遺伝子
はrot120が第 5染色体上に、 rot424が第 4染色体上
にマッピングされた。

2pH05 
葉形態形成に関わる遺伝子LANCEOLATUS 1及びMACRO-

PH}包LAーアラピドプシスの変異株を用いた発生遺伝学的解
析

金-i愛塚谷裕一・内宮博文(東京大学・分子細胞生物
学研究所)

双子葉植物の業は複雑な発生過程を伴うため、その形態形
成の仕組みはまだ十分解明されていない。そこで、我々はア
ラピドプシスから業の形態の突然変異株を単離解析すること
で、葉の発生過程に与える遺伝制御系の解明を目指している。
ここでは、細く小型の業の形態を示すlanceolatusl(lan 1)変異株
(塚谷ら、 94年度目本植物生理学会大会)及び大葉の形態を

示すmacrophylla向ac)変異株を解析した結果について報告する。
LANl遺伝子は第2染色体上 32.8:t4.0map unitに位置し、そ

の変異は葉身の細胞の伸長欠損と共に、細胞の数の減少を引
き起こすことが確認された。この解析結果からLANl遺伝子は、
薬の展開に際して細胞伸長、及び細胞分裂の促進に関わる遺
伝子であることが示唆された。一方、表現裂として大型の棄
を示すmw::rophyJla変異株は、解剖学的解析の結果、葉身の細
胞分裂の過程に欠損がなく、細胞伸長が促進されていること
が確認された。この結果からMAC遺伝子は、;flの展開に際し
て細胞伸長の抑制、ないし終止に関わる遺伝子であることが
示唆された。二重変異株の作製から、これらの二つの遺伝子
は独立に機能することが明らかになった。葉の展開過程にお
ける細胞の分裂と細胞伸長との相互作用について、また、葉
の形態形成を司る遺伝子ネットワークについて、これまでに
単離した変異株との二重変異株を作製した結果と併せて考察
する。



2pH08 
アラビドブシスねじれ変異株の解析

撞杢峰、渡遜夕子、内田純也、立元秀樹、 仁原和子、

鹿内利治、山田康之(奈良先端大・バイオ)

2pH06 
7ラビドプシスの子葉における形態異常変異体の単離と解析

正~王、金奥泰、塚谷裕一、内宮博文(東大・分子細胞生物

学研究所)

植物体の中心軸(花茎、目安軸、主根など)が細胞分

裂を伴わず、に真っ直ぐに伸長するためには組織を構

成する全ての細胞層が伸長方向に同調して伸長しな

ければならない。この同調的細胞伸長が崩れた場合、

例えば中心軸の片側が反対側より速く伸長すれば屈

性現象が見られる。もし、表皮細胞層がIjl心柱よりも

速く伸長する場合には表皮細胞層がねじれ、中心軸が

ふ;くなると想像される。こうした中心軸のねじれは幼

梢物を堅い寒天上で育てた場合にねじれの}j向に対

応して根が重h五向からずれた一定方向に伸長する

ことから簡便に判別できる。我々は高速中性子で照射

したアラピドプシス M2幼植物から棋が寒天上で通

常の伸長)J向に対し常に左にずれる劣性突然変異株

をら株単離した。このうち、解析の比較的進んでいる

3株については同一の遺伝子座の変異であり、これら

の変異株を spiral(spJ) と命名した。

我々は双子葉植物の葉形態形成のメカニズムを解明するため

に、アラピドプシス (Arabidopsis的aliana (L.) Heynh.) をモデ

ル植物とした発生遺伝学的解析を進めてきた。本研究ではアラ

ピドプシスの子葉に注目し、その解析を行なっている。子葉は

本業に比べ形状が単純・小型であり、細胞数が少なく解析しや

すい。また、妊発生の過程でほぼ細胞分裂が終了しているため、

その展開はもっぱら細胞伸長に依存する (Tsukayaet aJ.， 1994)。

したがって子葉では、業の発生過程を複雑にしている同時的、

同所的な細胞分裂と細胞伸長を分けて考えることが可能になる。

子葉はこのように、業の形成を理解する上で優れた材料である。

そこで、変異原処理したM2世代から子葉の形態に異常を示す

個体をスクリーニングし、変異体を多数単離したので、その変

異スペクトルについて概要を報告する。

一方、子葉と本葉のアイデンティティーについては古くより

意見が分かれている。この点に関して、子葉に本業的な性質を

示すl伺fycotyJedon 1 (Jec 1) 変異体 (Meinkeel aJ.， 1992) を用

いた解析も行なっているので、併せて報告する。 Jecl変異体と、

本業に特異的に変異形質の現れる変異体との聞に、二重変異体

を得た。その結果二重変異体では、本葉でしか現れなかった形

質が子葉にも現れるようになった。これは、 Jecl 変異体の子葉

が本業に置換している可能性を示唆する。 LEC1遺伝子の制御

下にある葉形態形成機構について考察する。
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2pH07 
アラピドプシスを用いた葉身の伸長制御機構に関する発生遺

伝学的解析 ー細胞質表層微小管を介した制御系一

担盈起草、塚谷裕一、内宮博文(東京大・分子細胞生物学研

究所)

植物の形態形成は、特定の細胞が特定の時期に細
胞分裂ならびに細胞伸長を行うことで成り立つと考
えられる。細胞伸長を解析するために、芽生えを構
成する下腔軸伸長成長の生理学的、分子生物学的研
究が行われている。本研究ではこの下旺軸伸長成長
の分子遺伝学的研究を行うために、シロイヌナズナ
を用いて下腔軸伸長欠損変異体 ti n yの単離、解
析を行った。これまでに ti n y 1、 t i n y 2、
t i n y3の3つの突然変異体を同定した。これら
の変異体は暗所において短い下旺軸をもつが、典型
的な構成的光形態形成変異体と異なり、表現型は下
腔軸特異的であることがわかった。 ti n y 1変具
体は下腔軸が短いほかに、青色光、近赤外光下にお
いてアントシアニンの蓄積が野生株より増加してい
る。また青色光受容体欠損変異体である cryl
(別名hy4-2. 23N)との 2重変異体は、と

もに短い下腔軸をもつことから、 T1 N Y  1遺伝子
はCRY1の下流に位置していると考えられる。
T 1 NY遺伝子の分子レベルでの機能解析を行うた
めにT-DNA系統 (Fe 1 d m a n n， 1991)よ
り単離した ti n y3を用いて解析を行ったとこ
ろ、変異と耐性マーカーとの聞に強い連鎖がみら
れ、 lコピーのT-DNA挿入を持つことがわかっ
た。現在、 IPCRにより近傍配列を単離し、
TINY3遺伝子のクローニングを行っている。
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葉は、植物の地上部の形態形成を解明する際に鍵となる器

官である。双子葉植物の葉の発生は、細胞の分裂と伸長とが、

同時的かつ同所的に起こる非常に複雑な過程である。演者ら

は、アラピドプシス(Arabidopsis 的aJiana)を双子葉植物のモデ

ルとして用い、この複雑な過程から葉形態形成に関わる遺伝

学的素過程を抽出して、解析をすすめている。

変異体を用いたこれまでの解析により、菜身の展開過程に

おいて、細胞の伸長を介した葉形態の制御系が複数機能して

いることが判明した。その中には、細胞の極性伸長を介した

制御系と無極性伸長を介した制御系とが存在する。前者の制

御系においては、葉身横方向を制御するANGUSTIFOLIA(A川

遺伝子と、葉身縦方向を制御するRORUNDIFOLIA3(ROT3)遺

伝子とが、互いに独立に、業器官に特異的に機能しているこ

とを明らかにした(柘縮ら 日本植物学会1995年度大会)。

そこで、細胞の極性伸長との関連が知られている、細胞骨格

系について、その配向の観察を行なった結果、 AN遺伝子は、

葉細胞の細胞質表層微小管の配向を変えることにより、業形

態を制御している可能性が強く示唆された。さらに、 anrol3 

二重変異体についても解析を進めているので、あわせて報告

する。

また、これらの制御の相互関係を明らかにする目的で、そ

れぞれの制御系に関わる変異体問の多重変異体の解析につい

ても報告する。



2pHlO 
トライコム細胞特異的な発現に関与するシロイヌ

ナズナcdc2プロモーター領域の解析

全盛芝Ds，青山卓史，後藤弘爾，岡穆宏(京大・化研)

シロイ ヌ ナ ズ ナ か ら クローニングされたCDα昌

遺伝子は酵母のcdc2欠損を相補し、分裂組織で高

頻度で発現していること か ら シ ロ イ ヌ ナ ズ ナ の 細

胞周期制御 に 関 与 し ていると考えられている。今

回、 CDC2a遺伝子のプ ロモーター領域の短いDNA

断片をGUS遺伝子と融合しシロイヌナズナに導入

した形質転換植物はトライコム特異的にGUS酵素

活性が認められた。トライ コム は葉 など の表 皮細

胞から分化 し た 巨 大 な単一細胞からなり、細胞分

裂を伴わないDNAの複製により 32CのDNA量をも

っ。トライコムの形成過程とプロモーター活性の

相関関係 を 明 ら か に するために、上記の形質転換

植物をトライコム形成過程の様々な変異株

(gl1，g12，g13，ttg) と掛け 合 わ せ 、 各 変 異 株 中 で の

GUS酵素活性を調べた。

2pHll 

イネ zebra 横縞葉)突然変異株における形質発現

の温度および光依存性

企丞2:J:主、楠見健介、水谷明子、岡山繁樹、佐藤光 l、射場

厚

(九大・理・生物、 l九大・農・遺伝子資源センター)

イネ zeb回突然変異株何CM248) は、屋外での生育におい

て葉脈に対して垂直方向に緑の部分と薄緑の部分が交互に表

われる表現型を示す単劣性の突然変異株である。 TCM248を人

工気象器を用いてさまざまな温度、光条件下で生育させたと

ころ、 30'CLight 12h/ 20'C D国k12hの周期的な条件下で最も

顕著な zebra表現型を示した。この条件を基本生育条件とし、

温度条件と光条件を独立に変化させたところ、いずれの場合

もzebra表現型が観察されたが、温度、光条件とも一定にした

場合には観察されなかった。葉の緑の部分と薄緑の部分とを

比較したところ、薄緑の部分ではクロロフィルおよびカロチ

ノイドの蓄積が阻害されており、葉細胞中の葉緑体数が減少

していた。葉緑体の微細構造を調べたところ、薄緑の部分の

葉細胞中ではチラコイド膜などの膜構造が破壊された葉緑体

が多数観察された。さらに生育途中のTCM248について、温度・

光一定の条件から基本生育条件へ移す、あるいはその逆の環

境シフト実験を行った結果、葉の発生の初期過程において

zebra表現型が特異的に決定されることが明らかになった。
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2pH12 

rpo， rps遺伝子の葉の発生段階特異的な発現パターンに

対するイネ virescent突然変異の影響

値且盤it、小森久代、稲田仁、水谷明子、西村光雄、 射場

厚(九州大・理・生物)

高等植物におけるプ口プラスチドから葉緑体への分化のプロセスは、

葉緑体と核との相互作用によって制御されていると考えられ、糞縁

体と核の両ゲノムにコードされた多数の葉緑体安ンパクの発現を伴

い進行する。ノーザンj去により、イネの葉の各成長過程において葉

緑体形成に関与する遺伝子の発現を比較したところ、業縁体ゲノム

遺伝子の発現に重要な役割を果たすと考えられる葉緑体RNAポリ

メラーゼ遺伝子tpoB、および葉緑体リボゾーム遺伝子tps7、tps15

が、他の遺伝子 (rbcS，rbcL， cab， psbA)に先立ち幼棄の段階で特

異的に発現していることがわかった。さらに、 insituハイブリダイ

ゼーションの結果から、 tpoBi宣伝子は葉が抽出を開始する直前の

発生ステージ (P4~P5) にトランジェン卜な発現をすることがわ

かった。イネの温度感受性突然変異 virescent(内)は、植物を20.C

で生育させるとプロプラスチドから葉緑体への分化を不可逆的に阻

害する。このような温度で生育させたり1株において、葉の成長過

程における各遺伝子の発現パタ ンを比較したところ、幼葉段階で

のrpoB，rps7， rps15の発現は完全に抑えられ、かわって成熟棄の発

生ステージ (P5~P6) において大量の転写産物の蓄積が観察され

た。また、核コードの葉緑体安ンパク遺伝子の発現パヲーンはほと

んど影響されなかったが、プラスチドにおける上記以外の葉緑体ゲ

ノム遺伝子の発現は全般的に著しく阻害された。これらの結果から、

プラスチドにおける転写・翻訳系の確立が、葉緑体分化の最初のプ

ロセスの 1つであることが示され、葉の成長にともなう葉緑体分化

のメカニスムを理解する上で重要な意昧を持っていると思われる。

3aHOl 

ニンシン不定仕分化過程におけるホメオボックス遺伝子CHBs
の組織特異的発現
且童益二三、川原良一ヘ福田裕穂'， 3 ('東北大院・理・生物、
哩化学研究所旬、 3東大・理・植物園)

私たちの研究室では、ニンンン不定涯分化系をモデル系と

して用い、様物の~発生について分子生物学的に解析してい

るハ最近、植物の怪の発生プログラムを担う遺伝子の転写調

節の解析を目的として、 6種類のホメオホックス還伝子

(CHBs) を単厳した 単離きれたCHBsは、そのすべてがホメ

オボックスに隣接する口イシンジッパーをもち、ノーザン解

析により不定任分化過程において異なるパターンで発現する

ことが示された 1 そこで、これらの遺伝子の不定妊内での空

間的な発現様式を調べるために、 insitu hybridazationを届

いた解析を行った n CHBTは、茎頂および根端の分裂組織分化

に先立って発現すること、またCHB3は、皮膚で強く発現する

ことをこれまでに報告した r 今回、 CHB4、5、6について ;n

s;tu hybridizationを行ったのでその結果を報告する

CHB4、5は、カルス、球状匹、心臓型匪においては発現してい

なかったが、魚雷型経においてCHB4';t.皮膚および道管に、

CHB5は皮膚に発現していた、 CHB6は、球状~では発現してい

なかったが、カルスでは全体に、心臓型妊では将来中心柱に

なる領域に、魚雷型怪では中心柱の最も外側の領域に発現し

ていた このように、 CHBがそれぞれ組織形成に関連して発現

していることが示唆された ρ 以上の結果をもとに不定経分化

過程でのCHBの発現様式と組織分化について考察したい!



3aH02 
イネホメオボックス遺伝子OSH7の匪発生時に

おける発現パターン

佐藤豊、洪淳寛1、長戸康郎1、松岡信(名大・

分子応研究セ、 l東大・農)

ホメオボックス遺伝子は多くの生物種に共通して

存在するホメオドメインと呼ばれる領域を持つタン

パク質をコードする遺伝子群で、動物において匪発

生時のパターン形成に重要な役割を持つことが明ら
かにされている。同様に、植物の匪発生時において

も、ホメオボックス遺伝子が重要な役割を担ってい
ることは想像されているが、このことを積極的に支

持する実験結果はまだほとんど得られていない。今
回私たちはイネ由来のホメオボックス遺伝子OSH7
の旺発生時における発現パターンを、野生型イネの
匪および、器官分化を起こさない突然変異を持つイ

ネの匪を用い れsitu ハイブリダイゼーション法
により調べた。その結果、 OSH7は器宮分化が起こ

る以前の匪発生初期から、将来茎頂が形成されるべ

き部位に局所的な発現を示した。また、このとき野

生型及び、変異株の両方において同様の発現パター
ンが観察された。これらの結果は、 OSH7が器官分

化以前の匪発生初期に旺の領域分化に関わっている

ことを示唆しており、イネホメオボックス遺伝子

OSH7が動物のホメオボックス遺伝子のように、匪
発生時において重要な役割を担っていることが考え
られる。

3aH03 
タバコホメオボックス遺伝子NTH23の発現が

抑制された形質転換体は葉の形態異常を示す

玉置雅紀、松岡信(名大・生物分子応答)

近年、植物の形態形成に関する分子生物学的アプローチが盛

んになっている。我々の研究室では植物の形態形成にホメオボ

ックス遺伝子がどの様に関係しているかを明らかにすることを

目的としている。前年度の大会で、我々はタバコホメオボック

ス遺伝子NTHl5:が葉の形態形成に重要な役割を持つことを示し

た。今回新たにタバコより単離されたホメオボックス遺伝子

NTH23について報告する O

タバコの茎]頁cDNAライブラリーをNTH15のホメオドメイン

をコードしている領域をプローブとしてスクリーニングしたと

ころ、新しいクローンNTH23が単離された。植物のホメオボ 7

クス遺伝子はホメオドメインのアミノ酸配列によりいくつかの

グループに分けられるが、 NTH23はKnltypeのc¥ass2に属し、
その内イネホメオボックス遺伝子OSH45と96%の最も高い相向

性を持つことが明らかになった。ノーザン解析によりこの遺伝
子は調べた各器官全てにおいて発現が見られたが、特に幼葉に

おいて高い発現を示した。 35Sプロモーターの支配下でNTH23

のcDNAをセンス及びアンチセンスに発現するコンストラクト
を作製し、これらの導入によるタバコの形態変化を調べた。そ

の結果、センスの導入による形態への影響は見られなかったが

アンチセンスを導入することにより葉の形態に異常が観察され
た。発現様式、 トランスジェニックの表現型についてNTH15と

の比較により考察する。
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3aH04 
ジンクフインガ一転写調節因子'fl>Fファミリー遺伝子へのトラ

ンスポゾン挿入変異体の選抜

d並韮抜本綾子 R∞aklKo民 El永 S∞ぽ高出奪志l

(1農水省・生物研. 2ViφUniv.) 

ペチュニアのCys2/His2型ジンクフインガープロテインである

EPFファミリ一同Eの各器官における遺伝子発現や形質転制直

物に生じた表現型等から、花の器官形成に関わる転写因子であ

る可能性がこれまでに示唆されている。

ペチュニアの変異体W138には内在性トランスポゾン♂抽I

が多コピー存在し、高頻度で転移するので、これを利用してdT

凶1挿入によって目的の遺伝子が破壊された変異体を得ること

ができる。そこで今回 EPFファミリーの機関明をさらに進め

るため、それぞれの EPF.l宣伝子への d1thl挿入変異体を選抜し

た。変具体の選抜は、 4勾O個体からなる変異体のゲノムDNAラ

イプラリーを、それぞれ E民宣伝子および、 d1thlに特異的なプ

ライマーによる陀Rによって3次元的にスクリーニングするこ

とにより行った。 その結果 EPFl、回目・5、EPF2・7のコーデイ

ング領域およびその周辺の異なる位置に♂同1の挿入が認めら

れた個体が、これまでにそれぞれ2-3個桝尋られた。 これら

の変異体の自殖f創℃の表現型について解析を行う予定である。

3aH05 
ヒャクニチソウ薬肉細胞から管状要素への分化転換過程で発
現するmyl湘同遺伝子の解析

返杢血占星・杉山宗隆・福田裕穂， (東北大院・理・生物、 1東大
・理・植物園)

mybJ宣伝子はニワトリ骨髄芽球症のウィルスのガン遺伝子
v-mybとして初めて見出され、その細胞性相同遺伝子c-myb

の産物は造血性細胞の分化・増殖に関与する転写因子である

ことが明らかにされている。植物でもmy同司同遺伝子の解析

が進んでおり、アントシアニンの生合成、 トリコーム形成、
細胞増殖、環境応答などにおいて重要な役割を果たすことが

示唆されている。ヒャクニチソウ (Zinniaelegans L.)管状
要素分化誘導系では単離葉肉細胞がオーキシンとサイトカイ
ニンを含む熔地での培養により高頻度かつ同調的に管状要素

へと分化転換するが、このとき分化に関連して多数の遺伝子

が発現することが知られている o これらの遺伝子の発現に関

与する可能性を考え、ヒャクニチソウ指養業肉細胞からの
mylJ1担問遺伝子の単離を試みた。培養細胞から調製した

cDNAを鋳型としmyo相同遺伝子の保存配列に基づいて作成

した特異的プライマーを用いでPCRを符い、増幅DNAをク
ローン化したところ 8種類のmyb相同遺伝子の断片が得られ

た。次に、分化誘導熔地および対照培地で壌養した細胞から

RNAを摘出、 RT-PCRti量、各クローンをプロープに用いてサ
ザン解析を行った。その結果、 2つのクローンについて管状
要素分化との関連が予想される発現が認められた。



3aH06 
ヒャクニチソウ細胞の管状要素分化におけるシステイン

プロテアーゼ遺伝子の特異的かつ一過的発現

南 淳 、 出村 拓1、福田裕署管(鶴岡工業高専・物質工学、 1

東北大・理・生物、 2東京大・理・植物園)

管状要素分化に伴う細胞の自己分解は高等植物におけるプ

ログラム細胞死の典型である O 私達は管状要素に分化してい

るヒャクニチソウ細胞からシステインブロテアーゼをコード

する遺伝子を単離し、その性質を調べた。 degenerateプライ

マーによるPCRを用いてcDNAをクローニングし、配列を調

べた。互いによく似ており、システインプロテアーゼ遺伝子

にホモロジーを持つ2つのクローンを単離し、 ZCPl、ZCP2

と名付けた。次に、これをプロープとしてλgtllcDNAライプ

ラリーをスクリーニングして、全長のcDNAのZCP4を単離

した。 ZCP4の配列は相当する部分においてZCP2とほぼ同

ーであり、植物システインプロテアーゼと高い相向性を示す。

ノーザンプロット解析により、システインブロテアーゼ

mRNAが分化誘導培地 (D培地)中で培養した細胞中には豊

富に存在するが、対照培地中で培養した細胞には検出きれな

いことが示された。 D培地で培養した細胞中のシステインプ

ロテアーゼmRNA量は培養48時間日から60時間自に急激に増

加したが、これは管状要素数が増加する時期である。さらに、

in situハイプリダイゼーションにより、ヒャクニチソウの芽

生えにおいてシステインプロテアーゼ遺伝子は管状要素に分

化している細胞のみで発現することが示された。

3aH07 
シロイヌナズナの道管形成に関する突然変異体の単離

坐星主E，杉山宗陛，福田裕穂'-2('東北大院・理・生物，

2東大・理・植物園)

道管は個体の発生過程において時間的，空間的に厳密に制

御きれて形成きれるハ 私達';1:，このような制御の背棄にある

分子機構を遺伝学的に明らかにすることを目指して研究を行

っている n 今回は，その第一歩としてシ口イヌナズナから道

管の形成が変化した突然変異体を単離したので，これについ

て報告する n

スクリーニンタは，野生型 (Landsbergerecta株)種子を

EMSで処理して突然変異を誘発し， M3世代の種子を M2

植物体別に収穫して作出したM3系統群を用い，播種後7日自

の芽生えの道管を検鏡することにより行った。その結果，現

在までに子棄における道管形成に異常の見られる突然変異体

が16系統単離された。これら突然変異体は，(1)子葉の側脈

の道管がとぎれとぎれになっているもの，(2)子葉の側脈の

道管が見られないもの， (3)子棄の中央部に管状要素が散ら

ばっているもの， (4)子葉の主脈，側脈および怪軸部の維管束

力ず太くなっているものの4種に類別できた O
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3aH08 
ヒャクニチソウ労:生えの発透過程におけるτ'ED2遺伝子の維管東
組織特異的な発現
端』:福田裕穂'，2 ('東北大院理生物 2東大理柚

TED2遺伝子はヒャクニチソウ葉肉細胞から管状要素への分化
過程で二次壁肥厚などの形態形成に先立って強く発現する遺伝
子である。私たちはこれまでに、 TED2のmRNAとタンパク質
が、植物体内では未成熟な管状要素だけではなく原形成層や師
部など他の維管束組織にも発視することを明らかにしてきた。
このことから、 TED2遺伝子の発現と機能を解明することは維管
束組織の発生機構を考える上でも大変重要であると忠われる。
しかしながら、これまでの発現様式の解析は植物体の一部に限
られており全体像の把握には至っていない。
そこで今回私たちは、ヒャクニチソウ芽生えの発透過程にお

けるτ'ED2のmRNAとタンパク質の局花を更に詳細に解析するこ
とによりTED2遺伝子の発現縫式の全容の解明を試み、 TED2遺
伝子が植物体全体の維管束組織の発生に関連して発現している
ことを明らかにした。まず、ヒャクニチソウ芽生えの茎頂にお
けるTED2mRNAの局在を調べたところ、最も小さい葉原基の
中心付近の原形成層に強く発現することが分かつた。また、芸
頂の未成熟な維管束ではほぼ全体にmRNAが発現するものの、
発達が進むと発現領域が師部組織の一部などに限られていくこ
とが分かった。このことは墓瓜由来の維管-*組織の発生にも
TED2遺伝子の発現が深く関連していることを示唆している。更
に、芽生えの子葉におけるTED2のmRNAとタンパク質の発現を
調べたところ、発芽直後の維管束の師部領域に既にタンパク質
が蓄積されているのに対して、その領域にはmRNAの発現がみ
られないことが分かった。この結果は、怪発生過程でTED2タン
パク質が維管束組織中に蓄積し、種子中でも分解されずに残
り、発芽後すぐの維管束組織発生過程で機能していることを示
唆している。このことを確かめるために種子中におけるタンパ
ク質の蓄積を現在調べているところである。

3aH09 
ヒャクニチソウ葉肉細胞の分化転換初期に発現する遺伝子の

傷害誘導性と管状要素分化への関与

主盟聖堂出村拓福田裕穂，.， ('東北大院・理・生物 f東大
.理・植物園)

ヒャクニチソウ (Zinniaelegans L.)管状要素分化誘導系で
は、芽生え第一葉から機械的に単離した糞肉単細胞が、オー

キシンとサイトカイニンを含む培地での培養により高頻度か

つ同調的に管状要素へと分化する o 私達l草分化初期過程を解

析する第一歩として dlfferenlialscreeningを行い、芽生え第
一葉に比べ、培養初期にあたる培養12時間自の細胞でより強

〈発現する遺伝子に対する cDNAクローンを 12種類単厳し
た。ノーザン解析により培養初期におけるこれらの遺伝子の

転写産物の発現パターンを踊べたところ、どの遺伝子につい

ても、培養後早い段積での発現には植物ホルモンは必要では

ないこと、培養初期以降の段階でも発現が維持されているこ
とが示唆された。

そこで今回は、まずこれら12種類の遺伝子の発現誘導への

物理的な傷害の関与についてノーザン解析により調べた。そ

の結果、業を切断して培地に浮かべることによりほとんどの

遺伝子の発現が務導されたことから、これらの遺伝子の発現

誘導には、実際に物理的な傷害が関与することが示唆され
た。次に、管状要素分化過程を通しての発現量の変動につい

て調べたところ、これらの遺伝子は培養後24時間目以降にな
ると、植物ホルモンに依存した発現翻節が行われることが分

かった。また、いくつかの遺伝子の発現は特に分化誘導条件

で抑制されたことから、培養後思い段階で発現が誘導される

遺伝子の中には、その後の分化に関連して発現が抑制される
ものが含まれると考えられた。



3aHlO 
ヒャクニチソウ毛状根への木部分化特異的ペルオキシダーゼ遺
伝子のアンチセンス DNAの導入
0雀賢美 1、佐藤康:福田裕穂"(東北大・理・生物、 4愛媛大・
理・生物、東大・理・植物園)

私たちはこれまでにヒャク二チソウ管状要素分化系を用いて、細胞
壁に存在するペルオキシダーゼ アイソザイム、 P5が木部分化特異
的に発現し、リグニン化に関与することを明らかにしてきた。 更に
最近、これに相当すると考えられる cDNA クローン zpo-c 
を単離した。
今回は、このペルオキシダゼアイソザイム、 P5の t 円 V f 

VOでの役割を、遺伝子導入により解析したので報告する。
形質転換犠物価体は生存に必須な遺伝子に影響を与えると致死にな

る可能性があるので、私たちは形質転換根を利用した遺伝子導入系を
開発してきている。そこで、 zPo-cのアンチセンス DNAをア
グロバクテリアを用いてヒャクニチソウの細胞に導入し、毛状根を誘
導し、毛状根中での二次細胞壁形成とのリグニン沈着に対する zpo

Cのアンチセンス DNAの影響を解析した。
形質転換根選抜はカナマイシン耐性とホルモンフリーの培地中での

毛状根の形成により行った。得られた毛状根中の細胞壁ぺルオキシ
ダーゼは活性染色と zpo-cのIn vltro翻訳産物に対する
抗体を用いたwestern blotにより調べた。その結果、ア
ンチセンスDNAが導入された復数のクローンでは根の P5と考えら
れる抗体反応を示すバンドがほぼ完全に消失していた。こうしたク
ローンはフロログリシノール塩酸により染色され、リグニン化そのも
のは抑制されてないことが明らかになった。しかしコントロールより
早〈褐変反応を起こすなど、アンチセンス クローンに特徴的な性質
を示した。現在、リグニン、フェノールの定量化と組織観察を行い、
アンチセンス DNAの影響を詳細に解析している。

3aHll 
シロイヌナズナの茎が重力屈性異常を示す新しい変異株について

山自主組、深城英弘、田坂自生、藤津久雄 (京大、理、生物)

植物の茎は負の重力屈性を示す。この反応がどのようなしくみで

おこるのかを明らかにするために、我々はシロイヌナズナから茎

の重力屈性異常変異株をこれまでに多数単離し、解析を行ってい

る。すでにその一部 (sgrl，sgr2，sgr3)については一昨年の本学会

等で報告した(Fukaki，etal. Plant Physiol. in press)。今回は残りの変

異株について遺伝学的解析が終了したので報告する。我々が単離

した変異株はsgrl ・sgr6の6つの遺伝子座の変異に分けられ、全

て劣性変異である。このうち新たに同定したsgr4(zigzag)は

sgrl，sgr2同様に花茎，脹軸とも重力屈性を示さない。一方sgr5，sgr6

の花茎はsgr3と同様ほとんど反応しないが脹軸は正常な屈性を示

す。これらsg!変異株は全て根の重力屈性や光屈性は正常である。

またsgrl，sgr2， sgr3と同様に斜め上方向から光を当てて育てると、

花茎は光の方向に向かつて直線的に伸長する。これより、

SGR4，SGR5，SGR6はSGRl，SGR2，SGR3とともに茎の重力屈性反

応に関わる遺伝子群であると考えられる。 sgr5，sgr的形態は側枝

が水平に伸びる以外は野生株と差はみられない。一方sgr4の花茎

は節の部分で側枝や花芽が出てくるのと反対の方向に屈折し、節

間では弓なりにカーブを描くように伸長する。またロゼット業は

小さく、しわがよっている。花茎と葉の表皮細胞、およびトライ

コームの形態にも異常がみられる。このことからsgr4の種々の形

態異常は主に表皮細胞の伸長異常によると考えられる。
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3aH12 
二次木部における成長応力の発生機構ー木本植物の

負の重力屈性挙動を力学的に制御する力

山本浩之、奥山剛、吉田正人(名大・農・応用生物)

樹木は、肥大成長の過程で二次木部に内部応力(成長応力)

を発生する。鉛直に成長している樹幹では、その大きさは一定

の引張り応力となっているが、樹幹の傾斜部位や枝では、傾斜

の上側と下側とで、成長応力の値は大きく異なる。このことは、

傾斜樹幹や枝に上向きの曲げモーメントを発生することによっ

て、伸長成長の方向を鉛直上方へと向き直らせることに役立っ

ている。本研究では、木本植物の負の重力屈性挙動を力学的に

制御している"成長応力"について、その発生メカニズムを、

二次木部の成熟との関連で実験的かつ理論的に考察した。その

結果、以下の結論が導かれた。

(1)細胞壁二次壁の木化(リグニン化)の過程で、セルロース

ミクロフィブリルは軸方向に収縮する傾向を示し、一方、マト

リックスは、リグニンの不可逆的堆積によって等方的に膨張し

ようとする。両者の相乗作用によって、二次木部の細胞壁に内

部応力(成長応力)が発生・残留する。

(2)二次壁のセルロースミクロフィブリルの配向方向と細胞長

軸とのなす角度(ミクロフィブリル傾角、 MFA)は、成長応

力の大きさや符号(引張・圧縮)を制御する因子として極めて

重要な役割を担っている。 MFAが大きい細胞では、細胞長軸

方向に大きな圧縮の成長応力が発生し、一方、 MFAが小さい

細胞では、細胞長軸方向の成長応力は引張りとなる。



I会場:細胞形態・加齢

キーワード:細胞壁，加齢-老化，細胞死，細胞周期，細胞分裂，細胞骨格

第一日目午前

開始時間講演番号

9:30 1aI01 

9:45 1aI02 

10:00 1aI03 

10:15 1aI04 

10:30 休憩

10:45 1aI05 

11 :00 1aI06 

11:15 1aI07 

11 :30 1aI08 

第一日目午後

開始時間講演番号

13:00 1pI01 

13:15 1pI02 

13:30 1pI03 

13:45 1pI04 

14:00 1pI05 

14:15 1pI06 

14:30 1pI07 

14:45 1pI08 

15:00 休憩

15:15 1pI09 

15:30 1pI10 

15:45 1pI11 

16:00 1pI12 

16:15 1pI13 

16:30 1pI14 

16:45 1pI15 

17:00 1pI16 

17:15 1pI17 

第二日目午前 第三日目午前

開始時間講演番号 開始時間講演番号

8:30 2aI01 8:30 3aI01 

8:45 2aI02 8:45 3aI02 

9:00 2aI03 9:00 3aI03 

9:15 2aI04 9:15 3aI04 

9:30 2aI05 9:30 休憩

9:45 2aI06 9:45 3aI05 

10:00 2aI07 10:00 3aI06 

10:15 2aI08 10:15 3aI07 

10:30 休憩 10:30 3aI08 

10:45 2aI09 

11:00 2aI10 

11 :15 2aI11 

11 :30 2aI12 

11:45 2aI13 

第二日目午後

開始時間講演番号

13:00 2pI01 

13:15 2pI02 

13:30 2pI03 

13:45 2pI04 

14:00 2pI05 

14:15 2pI06 

14:30 2pI07 

14:45 2pI08 

15:00 休憩

15:15 2pI09 

15:30 2pI10 

15:45 2pI11 

16:00 2pI12 
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laIOl 
アズキ上匪軸細胞盛のキシログルカン分解醇棄の性質

回沸j彰、神阪盛一郎、森仁志1、保尊隆享(大阪市大・

理・生物名大・農)

オーキシンによって双子葉植物の茎切片の伸長が促進

される際、キシログルカンの分解よって引き起こきれる

細胞壁のゆるみが必要であることが報告されている。演

者らは、キシログルカンの分解に関与すると思われる新

規のキシログルカン分解酵素を、アズキ上匪軸細胞壁か

ら1MのNaCIによって抽出されるタンパク賀商分より精

製した (1995年度日本植物生理学会)。精製酵素を用い

てその作用機作を調べたところ、本酵素は高分子のキシ

ログルカンのみを基質として用いたとき、基質を分子量

約50kDa単位に分解する活性を示した。しかし、ゲルろ

過カラム上でのキシログルカンのピークの半値幅を指標

として調べても、工ンド型キシログルカン転移酵素(

EXT)活性は見られなかった。これに対して、ピリジル

アミノ療機したキシログルカンオリゴ糖が存在するとき

は、約 50kDaの分解康物をそのオリゴ糖に転移する活

性を示すことがわかった。以上の結果から、本酵素は

EXTとは異なる加水分解醇素であると考えられるが、キ

シログルカンオリゴ糖が存在するときには分解産物をそ

のオリゴ糖に転移する活性を示すことがわかった。ま

た、本酵素の一部のアミノ酸配列は、 EXTとホモロジー

を示した。

laI02 
気中培養並ひ'に水中培養イネ幼葉鞘細胞壁中の(1→3)，(1→4)

-s..D-グルカン分解酵素

陳雲、神阪盛一郎、保尊隆享(大阪市大・理・生物)

(1→3 )，(1→4)-s.0ーグルカンは、イネ科植物に独特の細胞壁

多楯であり、その分解はオーキシンによる細胞壁のゆるみの

原因となっていると考えられている.本研究では、幼葉鞘成

長におけるグルカン分解の役割を明らかにするため、イネ幼

葉鞘の機々な環境での成長に伴う細胞壁グルカナーゼ活性と

グルカン量の変動を測定した.グルカン分解活性は細胞壁標

品より 1MのNaCIで抽出されるタンパク貿画分に検出された.

その活性のレベルは幼葉鞘の成長の初期から成長に伴って噌

加し、成長停止期に減少した.ガスクロマトグラフィーを用

いて測定されたグルカンの量は、グルカナーゼと同様のパ

ターンで変化した.しかし、グルカンの量のピークはグルカ

ナーゼの活性のピークより 1目先に見られ、グルカン量の変化

はグルカナーゼの作用によってもたらされていることが示さ

れた.気中培養幼葉舗のグルカナーゼ活性は水中培養のそれ

より高く、また水中から気中に移されて成長が停止しつつあ

る幼葉鞘の細胞壁から最も高い瀞索活性が検出された.した

がって、幼葉鞘細胞壁のグルカン分解産物の一部は、細胞多

糖の合成基賀、あるいはエネルギー源として、幼葉鞘の成長停

止後に見られる、例えば葉のような他の器宮の急速な成長に

役立っていると恩われる.
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laI03 
伸長生長に関与する β-0幽グルカナーゼの精製及び同定

企笠盤冬、中川直樹、襖井直樹 (広島大、総〉

イネ科植物のオーキシン誘導の伸長成長では、 1，3・1，4・β・

グルカンの分解が必要と考えられている。しかし、その

伸長成長に関与する β-0・グルカナーゼは、未だアミノ酸

レベルでの同定が行われていない。本研究では、オオム

ギ幼葉鞘由来のβ-0・グルカナーゼ、を精製し、そのN末端

アミノ酸配列を決定した。暗所で 3日間育てたオオムギ

幼葉鞘を破砕し、その細胞壁を50mM NaClと冷アセトン

で洗浄後、 3MLiClによって細胞壁結合タンパク質を抽出
した。透析後、上清をSP-TOYOPEARLカラムにかけたと

ころ、 2つ以上のグルカナーゼ活性のピークを検出した。

このうちO.25M NaCl付近で溶出するピークを、 Mono-Sカ

ラム(1回目)、Sephacryl S-2QOカラム、 Mono-Sカラム

( 2回目〉に順にかけ、 4段階の精製を行った。活性は

同じ幼葉鞘より抽出した β・グルカンを用いて還元法によ

り測定した。精製したグルカナーゼはSOS-PAGEでは約
6なDと測定されたが、これはInouhe& Nevins (1991)がト

ウモロコシ幼葉鞘より精製したエキ、ノ型グルカナーゼの

分子量に近い。精製したグルカナーゼはβ-1).グルコシダー

ゼ (EC.3ユ1.21)と思われる基質特異性実験を示した。 N

末端アミノ酸配列は、 Pseudomonasの1，4-β-グルコシダー

ゼ、イネゲノムのcONA(機能不明〉と高いホモロジーを

持っていた。

laI04 

発芽期のイネに存在する塩基性のエンド型1，3-s-
グルカナーゼの精製とその性質

盆止一直、松葉修一、賀久華j工1、渋谷直人 1

(農水省北海道農試、 1農水省生資研)

発芽期のイネで6日固までに単位蛋白質量当た

りの1，3-s-グルカナーゼ活性が約 7倍に増加した。

発芽種子中の主要な酵素の等電点を測定すると、

既に報告した酸性の酵素(農化学会'95要旨)とは異

なり、塩基性の等電点を示した。そこで我々はイ

ネ種子からこの塩基性の1，3ートグルカナーゼを精

製しその性質を調べた。精製した酵素は、 SDS-

PAGEで約32kDaの分子量を示し、塩基性の等電

点(pll0.0以上)を示した。また、本酵素は水溶性

のトグルカンの中ではL盆盟国主ia盛起且主主由来ラ

ミナリンおよびAIcali~ene~f.鵠♀鋭~カードランを

よく分解し、主に2糖類"'7糖類のオリゴ糖を生

成したが巳seniabic四 lis由来ラミナリン、オオム

ギのs-グルカン、 CM-セルロースに対しては殆ど

活性を示さなかった。 1，3-s-グルカナーゼのその

他の性質についても併せて報告する。



laI05 
アズキのエンド型キシログルカン転移酵素遺伝子
(EXGT-V1)友びその類縁遺伝子(EXGT-V2)の発現
富田英津子¥岡本繁久、上舞哲也、西谷和彦 (1鹿
寛菖安マ窪合大学院、鹿児島大・教養)

エンド型キシログルカン転移酵素(EXGT)は細胞

壁中のキシログルカン分子を繋ぎ換える酵素とし
てアズキより単離したものである。本酵素遺伝子

(EXGT-V1)をク口一二ングし、そのmRNAの発現
を解析したところ、伸長中の茎で強く発現してい

ることや、オーキシン友びジベレリンによりその

発現量が増加することが明らかとなった。これら

のことからEXGTは細胞壁中でのキシログルカンの

転移反応を通して茎の伸長成長に深く関与してい

ると考えられる。

最近になって、 EXGTの類縁タンパク質が複数種

存在することがシロイヌナズナやトマトで明らか

となってきた。私達はアズキにおいても EXGT-V1
の類縁遺伝子のクローニングを進めたところ、非

常に高い相向性を持つクローン (EXGT・V2)を得る

ことが出来た。このEXGT・V2のアズキ植物体内で
の発現を調べたところ、 EXGT-V1とは異なった発
現器官特異性示すことが明らかとなった。現在は

植物ホルモンなどに対する反応性の遣いについて

も解析中である。

laI06 
タバコ細胞膜ゴースト表層微小管と βーグルカン生

合成

歪差盟主、園部誠司1、林隆久

(京大・木研、 1姫工大・理)

セルロースミクロフィブリルの配向は、表層微

小菅によって制御されていると考えられている。

表層徹小菅は細胞膜に結合し、またセルロースお

よびカロース合成酵素はそれぞれ細臨膜タンパク

質として巨大複合体を形成している。

本研究は、表層微小管と βーグルカン合成酵素と

の関係を調べた初めての試みである。

タバコ培養細胞BY-2のプロトプラストをポリリジ

ンコートしたガラス板上でパーストさせて細胞膜

ゴーストを作成し、 UDP-グルコースから βーグル

カンの合成を試みた。 13-グルカンの染色には、

Sirofluor， Calcofluorおよびキシログルカン誘

導体を用いた。微小管の繊維に対して、合成され

た βーグルカンは点状に散在した。
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laI07 
成長する綿機維細胞における壁酵素遺伝子の発現制御

撞率一ー邑童!l、川田 俊成、作野友康、酒井富久美1、

林 隆久I (鳥取大・農、 1京都大・木質研)

綿繊維細胞は、種子の表皮細胞が伸長し(一次壁)、

伸長の停止とともにセルロースを蓄積する(二次壁)こ

とによって形成される。実際、伸長は開花後20日目まで

起こり、伸長が停止するとセルロースの蓄積速度は1∞
倍以上になって30日目には綿繊維細胞乾重の93-97%が

セルロースとなる。これら綿細胞の成長は同調的である

ため、 2つのステージにおける壁酵素遺伝子の発現制御

について調べた。

まず、開花後の各時期のmRNAを鋳型にRT-Pα法に

よって壁酵素のmRNAレベルを検討した。その結果、 F
-1，3・グルカナーゼは成長が進むにつれてmRNA量が増加

した。エクスパンシンとセルラーゼは成長初期段階にお

いては顕著にmRNA量が高く、成長と共に減少した。エ

ンド型キシログルカン転移酵素については開花後各時期

を通じて一定のレベルが認められた。これらmRNA量と

酵素活性の関係については現在検討中である。

laI08 
植物に存在する酢酸菌セルロース合成酵素ホモログの機能

解析

中川直樹、桜井直樹(広島大、総科、自然)

現在高等植物のセルロース合成に関与する遺伝子をクロー

ニングしたという報告は全くない。この状況を打開するに

は、他生物のセルロース合成遺伝子に関する知見を利用す

ることが考えられる。最近、いわゆるゲノム計画の一環と

して農水省イネゲノム解析チームにより、 10，000以との

イネ cDNAの部分配列が決定されデータベース化された。

また海外ではアラピドプシスで同様な解析が行われている。

これらのデータベースを利用すれば、酢酸菌のセルロース

合成酵素と相向性のある植物の新規遺伝子をコンビューター

検索により発見できる可能性がある。実際に、私はこの方

法によりイネ、アラピドプシスから新規 cDNA(RC1， 2)を

見い出した。その配列には、すでに報告されている他生物

の多糖合成酵素聞で保存されたモチーフが見られることか

ら、実際にセルロースなどの多糖合成に関与する可能性が

高い。これらの cDNAにコードされているタンパク質の機

能を解明するために、抗体を作成中である。



lpIOl 
アズキ上はい馳の紹胞壁領域に存在する厳化還元物質と酸化還元醇

繁について

高浜有明失(九州歯科大)

植物細胞の細胞壁領域には 7スコルビン酸 (AA)が存花し、この

AAは細胞壁で進行1，ている酸化還元反応寺抑制できる.その反応、に

は、細胞~ベ)[，寸キシダーゼによるNADHおよびつヱフまリルアル

コールの酸化反応が知ちれている.この抑制反応に伴ってAAは酸化

きれる.NADHの生成には細胞箆のリンゴ酸脱水素酸繁が関与して

いると考えちれている.このように細胞壁では種々の般化還元反応

が進行しているが、酸化還元物質のE量化還元状態や酸化還元首孝繁活

性の存在状態等についての情報は多くない.ここでは、アズキ上は

い輪の土部左下部でのAAI-.NADの酸化還元状態ととれちの物質の酸

化還元夜応に関与するい〈つかの隊繁について報告する.

細胞繁でのAAとNADの酸化還元状態は下部より上部がよ町還元的

であった.これちの物質の酸化還元反応に関与する酸素としてAA厳

化灘索、 M フリーラジカル還元酵繁それにリンゴ酸脱氷紫醇繋が細

胞壁に存在しているととが確かめちれた.AAフリ「ラジカル還元酵

繁とリンゴ酸脱水素醇索活性は上部の方が下部よめ高かく、その

~O%以下が細胞壁にイオン的に結合していた. NADH酸化欝素と AA

酸化醇索活性は上部、下部共にほぼ均等に存在し、その70-80%は細

胞墜にイオン的に結合していた e 以上の結果に纂ついて.細胞壁で

進行可能な酸化還元反応について考察する予定である.

lpI02 

ホウレンソウ匹軸におけるスーパーオキシドの生

成とリグニン合成

小川健一、金松澄雄1、浅田浩二 2 (京都大・理・分子植物科
宰ア寸育克州大・食品工、 2京都大・食研)

リグニン合成にとって不可欠なH
2
0
2はスーパーオキシ

ドの不均化反応で生成する。我々は既にホウレンソウの

アポプラストにスーパーオキシドの不均化反応を触媒す

る 細 胞 質型 CuZnスーパーオキシドジスムターゼ

(SOD)が存在し、とくに維管束の木化途上の細胞に多

いことを示してきた。 CuZn'SODの組織分布とスーパー

オキシドの生成部位との関係を検討するため、ニトロブ

ルーテトラゾリウム(NBT)を用いホウレンソウ脹軸にお

ける免疫組織化学を行った。その結果、 NBTの還元で生

ずるformazaneの沈着はCuZnSODと同様に維管束に強く

見られ、この沈着がCuZn-SODの阻害剤で促進され、低

酸素条件では抑えられたことから、スーパーオキシドに

より生じたと考えられる。 NBTの還元部位はフロログル

シン塩酸反応で検出したリグニンの蓄積部位に近接して

おり、木部分化の時間的・空間的進行も検討した結果か

ら考えて、 O2の生成部f立は木化途上の組織であると考え

られた。 NBTにより検出したO
2の生成部位が木化の進行

する部位および、CuZn-SODの分布部位と非常によく一致

することから、木化途上の組織ではスーパーオキシドが

生成 LCuZnSODがその不均化反応、を促進することで

H202が供給されリグニン合成が進行すると考えられる。
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lpI03 
植物一病原菌相互作用における細胞壁の役割

~活性酸素の生成~

五昼主主己、三宅千寿、豊田和弘、一瀬勇規、山田哲

治、白石友紀 (岡山大・農)

病原菌に対する植物の初期応答の lつに活性酸素

の生成が挙げられる。本報告ではエンドウの病原菌

(M. pinodes)シグナルと植物の接触の場における02
生成について NBTの還元を指標に調べた。本菌の

エリシター (E)で無傷のエンドウ、ササゲ葉を処理

するとホルマザン (F)の生成が顕著に増加し、この

増加は SOD共存下で抑制された。一方、サプレッ

サー (S)は E処理でエンドウに誘導される F生成を

抑制したが、ササゲでは抑制せず、逆に S単独処理

でも F生成を誘導した。すなわち、無傷のエンドウ、

ササゲにおいても臼が生成され、u2の生成に対し

て Sは種特異的に作用することが判った。以上の結

果は無傷葉においても E、Sが認識されることを示

しており、u2生成における細胞壁の重要性が伺え

た。そこでエンドウ、ササゲの分離細胞壁における

Fの生成を調べたところ、 SOD感受性、 NADH依存

性の F生成が認められ、本活性は Eによって上昇し、

Sで種特異的に制御された。すなわち、細胞壁にα
生成系が存在し、これが菌シグナルで制御されると

いう結果は、初期防御応答や宿主特異性決定に細胞

壁が重要な役割を果たしていることを示唆する。

lpI04 
ガラクトースリァチ塩基性糖蛋白質 (GBGP)とエクステンシンの
性質とタバコ摘物体における分布

丞亙宜主E、中村拓、川崎i書二 (農水省 農業生物資源研)

設々はタバコ培養細胞細胞墜より主要な塩基性糖蛋白質として
Gal-rich basic glycoprotein (GBGP)とエクステンシンの 2種類を嫡製
し解析を行っている。この両者は共にヒドロキシプロリンリッチ
糖蛋白質のグループに属するが、抗体聞に交差反応は認められず、

アミノ酸組成や糖組成もかなり異なる。 GBGPはGal含量が非常
に高いなどの従来知られていなか勺たユニークな性質を示し、そ
のアミノ酸組成やN末配列などから近年遺伝子レベルでのみ存在
が報告されている 'hal!-Pro-rich prote四'の初の精製例であると考
えられた。
ニトロセルロース膜を用いる免疫組織プロット法により GBGP

とエクステン νンがそれぞれ柔組織および表皮特異的な特徴的な
分布をしていることが示されることは昨年までの本大会で報告済
みである。しかしこの手法では易動性の成分のみが検出されるた
め、抗原蛋白が細胞壁に結合している場合、実際の分布とは異な
る可能性があるので、組織切片上で直接抗原を検出することを試
みた。 7 イクロスライサーまたはフリーハンドによるヲパコ茎の
切片に対し、固定を 2.5%パラホノレムアノレデヒド 30m皿という最
小限度に留めて直接抗体反応を行うことにより、抗原性が失われ
ずにすみ検出が可能であることが分か勺た。このようにして検出
された GBGPとエクステンシンの分布は基本的には組織プロァト
法によるものと同様であったが、以下のようにさらに詳細な点が
明らかになった。 GBGPは柔組織に多く特に 3個の細胞が接して
間際を作っている部分に強く検出され、さらに導管部にも存在が
認められた。エクステンシンは表皮のみならず表皮直下の皮膚部
位にも多く存在しており、さらに形成層(阻d/or師部)にも検出
された。



lpI05 
光によるトウモロコシ幼葉鞘の成長抑制における

細胞壁結合性フェノール化合物と PALの役割

Mohammad Masud P ARVEZ，若林和幸.保尊隆享，

神阪盛一郎(大阪市大・理・生物)

私達は、白色光がトウモロコシ幼葉鞘の成長、特

に、基部の成長を強く抑えることを報告してきた。成

長が抑制される時、細胞壁の伸展性が低下しており、

白色光は細胞壁を硬くし成長を抑えているものと考え

られた。そこで、本研究では、光による細胞壁の硬化

と細胞壁成分、特に、細胞壁結合性フェノール化合物

量との関連について検討を行った。

白色光は、細胞壁結合性フェノール化合物(フェル

ラ酸、ジフェルラ酸、 p-クマル酸)量を大幅に増加さ

せた。これら化合物量と細胞壁伸展性との問で非常に

高い相関が見られた。次に、フェニルアラニンアンモ

ニアリアーゼ(PAL)活性を調べたところ、 PAL活性は白

色光下で有意に増加しており、 PAL活性と細胞壁結合

性フェノール化合物量との間で高い相関が見られた。

以上の結果から、白色光は、 PAL活性の増加を通して

細胞壁結合性フェノール化合物量を増加させ、これに

より細胞壁の硬化がおこり成長が抑制されることが示

唆された。

lpI06 
光によるエンドウ茎成長抑制と細胞壁多糖類の構造変化

三谷祐子、宮本健助1、上回純一1、若林和幸、保尊隆享

神阪盛一郎、増田芳雄大阪市大・理・生、 l大阪府

大・総科・自然環境、 2帝塚山短大・食品)

演者らは、黄化エンドウの茎(上脹軸)において、光(白

色光蛍光灯、 5W/m2)は、内部組織細胞壁を硬くし、

茎成長の原動力である組織張力を低下させ、成長を抑制

することを示してきた。この細胞壁力学的性質の変化の

原因を明らかにする目的で、細胞壁構成成分に対する光

の影響を検討した。

5日齢黄化エンドウ芽生えに 4時間光照射し、茎伸長

部域を切り出して表皮と内部組織とに分け、常法に従い

ペクチン、へミセルロース(HC)ー I、HC-1 1とセル

ロースに分画した。いずれの組織においても、光照射と

暗所対照との間で、これらの分画の比に差はなかった。

各画分の分子量分布と中性糖組成を調べた結果、ベクチ

ンおよび、HC -1では光の影響はほとんど認められな

かった。一方、内部組織のHC-1 1の分子量は、光に

より顕著に増加し、その増加はキシログルカン(XG)の

分子量増加に基づいていた。これらの事実は、光が内部

組織のXG分子量に影響し、細胞壁力学的性質を変化さ

せることを示唆する。
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lpI07 
オクラド粧軸切片の浸透的収縮と伸長のコンピ

ューター・シミュレーション

中主主ー、増田芳雄(帝塚山短期大学)

オクラ下匹軸切片を高張のソルピトール溶液に浮

かべると、切片は収縮する。この収縮の際の水の移

動はDarcyの法則の法則あるいはHagen-Poiseuilleの

法則によって説明できることはすでに報告した。こ

のことから水の移動そのものにも圧力が必要で、ある O

移動する水は細胞膜、細胞壁、クチクラを通る。こ

のときの抵抗を考えに入れると、成長の原動力であ

る浸透圧の力はこの水の移動の抵抗の力と細胞壁圧

とに分配される。細胞墜の伸長を応力緩和の係数を

使って計算するコンビューター・プログラムを開発

したことはすでに報告した。このプログラムを水の

移動に力が必要であるという考えを含めたものに修

正し細胞壁の伸長を計算した。その結果、計算によ

って得られる結果は実際に観測したオクラ下匪軸の

収縮や伸長とよい一致を示した。このことから、植

物の吸水成長を制限する要因は細胞壁の力学的性質

に加えて水の移動への抵抗で、あることが分かつた。

lpI08 

エンドウの根の細胞壁伸展性のクリープ解析

盆李基ι (名古屋市立大・教養・生物)
山本良一(帝塚山短大・食品)

エンドウの根の成長はジベレリン合成阻害剤アンシミ
ドール(Anc)の存在下で，ジベレリン(GA)によって制御で
きる_Ancは24h以内に根の伸長速度を低下させ， GAは伸
長速度を上昇させる.このときGAは細胞壁の伸展性を増
加させることが判明した(Tanimoto1994:PCP: 1019-28)_ 

さらに，との伸展性の増加は，応力緩和法で解析されて
きたオーキシンによる伸展性の増加とは異なる性質を
持っていることが指摘された.そこで，一定の荷重下で
の変形を解析するクリープ法により根の細胞壁の力学的

性質を解析し， GAの効果を測定した.アラスカエンドウ

の根をAnc+-GAで24h処理しメタノール固定した細胞壁を
蒸留水に戻し， Rheoner(Yamaden，Tokyo)を用いて，根端

から2_5~5_5mmの伸長帯の細胞壁の伸展性を測定した.
0-10， 10・20，20-30gの3段階の荷重に対する伸展性を比べ
ると， GAの効果は最後の20-30gの荷重に対する伸展性に
最も大きく現れることが分かつたこの材料では， 30gの

荷重は根を断裂させる力に近い.従って， GAは大きい荷
重によって初めて伸展する要素の伸震性を増加させてい
ることが示唆された.クリープ法は自然の細胞壁の伸長

過程に近い条件での解析法であるので，この方法で得ら

れたGAの効果は実際に根が伸長しているときの細胞壁の
伸展性の上昇を反映している可能性が高い.



lpI09 
トウモロコシ幼葉鞘細胞墜に存在する酸性蛋白質の性質と機能

について

差よ丞益， ネビンス・!とナルド(愛媛大，理・生物，

カリフォルニア大学デイビス校ベジタプルクロアス)

単子葉植物の細胞壁にはβーグルカンを分解するグルカナーセ.

が存在し細胞墜の伸展性と細胞の伸長成長に重要な役割を演じ

ている.これまでグルカナーゼ活性がトウモロコシ幼業舗の発

育に伴い早い時期に上昇することなどを報告してきたが、その

活性を調節する因子については不明であった.今回、トウモロ

コシ幼葉鞠細胞壁から分灘精製した特定の酸性蛋白質 (AW)

がグルカナーゼ活性調節に関与する可能性が示唆されたので報

告する.AWは分子量43Kd、p14.6を持ち、顕著な糖鎖修飾を

受けておらず、 N末端はプロックされていた。 AWは精製した

グルカナーゼ活性を 2、3倍に高めた.しかしその効果は純度

の低いOatBran glu四 nまたは細胞壁標品を基質にした場合はっ

きりしなかった.抗AW抗体はオーキシンによる細胞伸長とグ

ルカナーゼ活性を組害した.また岡抗体を用いて AWが幼葉鞘

の発育とともに合成され、オーキシン処理により幼葉鞘切片で

減少することがわかった.以上の結果から、 AWは細胞壁から

遊隠した状怒でグルカナーゼと基質グルカンの相互作用に影響

を及ぼし細胞袈代謝を調節するというスキームを描くことがで

きるが詳細についてはまだ不明である.

lpI10 
酵母Saccoarolllycesex~詰'{UUS の細胞壁代謝と細胞壁自己
分解能
須合悦子，井上雅俗，遠山鴻，城尾昌範(愛媛大・理・
生物)

細胞壁は細胞の形態を維持するだけでなく、細胞の成
長を制御する場として重要な役割を果たしている。これ
まで酵母では、主にパン酵母S.cerev必 iatA用いて細胞
壁の構造、代謝及び機能に関して詳細な研究がなされて
きているが、その他の酵母に関する情報は少ない。酵母
S. exj証"uusは重金属ストレス下で多量の重金属を細胞壁
にトラップし、かっ高い増殖E容を維持するというユニー
クな性質を持つ。本研究では、その S.exiguusの細胞壁
代謝の特性を解明することを目的に、成長に伴う細胞壁
糖組成と細胞壁自己分解(オートリシス)活性について
研究を行った。

その結果、まず酸加水分解で得られる細胞壁画分の主
要な糖組成はグルコース (45-55%)とマンノース (55
-45%)で、ガラクトース、アラピノース、キシロース
成分はほとんど検出されなかった。両者の比 (Glc/Man) 
は地殖期に増加し定常期に減少する傾向があった。次に、
ブラウンホモヅェナイザーで抽出して得られた細胞壁凶]
分の白己分解能を測定した結果、増殖期においてより高
いHl→3)グルカン分解に由来すると思われる糖の遊能
活性が検出された。従って細胞増殖期の細胞壁はグルカ
ンの代謝回転が活発に行われていると思われる。さらに、
オートリシス成分について詳しく分析したところ、糖以
外にも、最適pH7.0において顕著なタンパク質成分の遊
離がみられることが分かった。またそれは、細胞の成長
時期を通しでほぼ一定であった。このような性質が£
exiguus'こ特有なものかどうか、現在さらに検討を行っ
ている。
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lpI11 
ギンドロ培養細胞における成長にともなう細胞壁分解酵素の活

性変動

輩出弘二，校重有祐，石井忠(農林水産省・森林総合研究所)

高等植物の細胞は成長や形態形成過程においその細胞壁を分

解、合成および再構築していると考えられている。伸長成長に

関連したキシログルカンの分解、再構築についてはこれまでに

多くの知見が得られている。しかし、その他の細胞壁構成成分

の代謝については不明な点が多い。我々はこれまでにギンドロ

培養細胞系を用いて分裂成長期、肥大成長期における細胞壁多

糖類の変化について研究し、肥大成長が活発な時期にペクチン

およびへミセルロース画分の多糖類が低分子化していることを

明らかにした。本研究ではこれらの多糖類の低分子化を引き起

こし、肥大成長を誘導する要因と考えられる多糖類分解酵素の

活性変動を調べ低分子化や肥大成長との関連を考察することを

目的として千子った。

多糖類分解酵素のうちペクチンの分解を調節していると考え

られるpectinmethylesteraseとへミセルロース成分であるキシロ

グルカンを分解する酵素、 end白o'l，4's.glucanaおseの1活舌性を経時的

に1測則定した。どちらの酵素も肥大成長が活発な時期に活性のピ

}クを持つことが明らかになり、これらの酵素の働きによって

細胞壁多糖類が分解、低分子化することが示唆された。さらに

これらの多糖類の低分子化によって細胞壁に緩みが生じ肥大成

長が可能になると推測される。年会ではこの二つの酵素に加え

てベクチンを分解する酵素であるendo'polygalacturonaseについ

ても報告する予定である。

lpI12 
シュクロース合成酵素の大腸菌での発現
且ま凪昆i、外内尚人1、土田隆康l、森仁志2、酒
井富久美、林 隆久(京都大・木質研、 1 (株)バ
イオポリマー・リサーチ、 2名古屋大・農)

シュクロース合成酵素 (SuSy: EC 2.4.1.13)は

UDP-glucose + fructose手 UDP+ sucroseの反応を触

媒する酵素で、細胞壁糖鎖前駆体UDP-glucoseの生

合成に関与している。細胞内における生合成レベル

はむしろ UDP-glucosepyrophosphoryl総 e (EC 

2.7.7.9)から生じるものよりも高いことが最近示唆
されている。本研究では、マング豆匪軸由来の
SuSycDNAの翻訳領域を PCRにより増幅し、発現

ベクター pET-21bに導入して、大腸菌内での発現を

試みた。大腸菌を超音波で破壊し、酵素を抽出して、

櫨紙電気泳動法により酵素活性を分析した。開始コ
ドンを含む完全長構造遺伝子より五番目までのアミ

ノ酸残基を欠失させて構築したプラスミド pEB・06
による形質転換体は、活性が認められた。酵素活性

は基質として UDP・[l4C]glucoseとfructoseから、
[l4C]sucroseが合成されること、[l4C]sucroseとUDP

から UDP-[l4C]glucoseが合成されることにより同定
した。



lpI13 
ホウ酸・ラムノガラクツロナン・11複合体はすべての

高等植物細胞壁に存在する

注目主主.高崎美紀司小林イ雪間藤徹，開苔次郎

(京都大・農・農化)

ダイコン細胞壁からペクチナーセによって可溶

化された細胞壁ホウ素の80%以上はラムノ力ラク

ツ口ナン11(RG-II)と複合体を形成していた。この

複合体が高等植物に普遍的に存在するか検討し

た。供試した24種のすべての細胞壁からホウ素は

ドリセラーゼによって可溶イヒされーそのほとんど

が多糖と会合した形で回収された。ドリセラーセ

可溶化・高分子画分において，ホウ素と. RG-IIに特

異的な構成糖のひとつである2-ケトー3・デオキシ糖

の含有率には高い相関(R2=0.771)があり，回帰式

は原点を通った。これはこの画分の全てのホウ素

がRG-IIと会合していることーホウ素が結合してい

なL、RG-IIは存在しないこと、 を示唆している。細

胞壁ホウ素のほとんどがRG-IIと結合していたアブ

ラナ科，アカザ科などに対し司ウリ科やアオウキ

クサではRG-II以外のホウ素結合多糖が存在する可

能性も示された。 B-RG-II複合体はユリ花粉管にも

存在することが抗体によって示された。

lpI14 

タバコBY-2培養細胞のホウ酸ーラムノガラクツロナン 11

複合体

~主u呈大野香織司間藤徹ー開谷次郎
(京都大・農・農化)

タバコ BY-2培養細胞細胞壁に存在するホウ素の80%

以上を占めるホウ素多糖複合体はーダイコンの場合と

伺じくホウ酸ージオールエステルによって架橋されたラ

ムノガラクツロナン 11 (RG-II)二量体であった.この

複合体は希塩酸によってホウ酸と RG-II単量体に分解し

たが単量体をホウ酸と混合すると経時的に分子量が倍

加し二量体が再情成された.この結果はホウ酸 RG-II複

合体が自発的に形成されることを示唆する.

培地細胞外多糖のドリセラーゼ消化断片をDEAE-セ

フアロースカラムにかけRG-IIに特異的な2-ケトー3-デオ

キシ糖を追跡したところ二つのピークが検出され司一

方は細胞壁由来BPCと同じ塩濃度で，他方はより低い

塩濃度で溶出された.後者の分子量(j:RG-11単量体のそ

れと一致するがホウ素を含まず，ホウ酸と混合しでも

分子量変化は観察されなかった.この多糖断片の組成

は現在検討中であるが. RG-IIとの構造の遣いがホウ素

との結合能力に関係すると考えられ司 RG-IIへのホウ酸

の配位は糖鎖部分の修飾によって調節されている可能

性カf示峻される.
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lpI15 

シュガービートパルプから単離したホウ素ーラム

ノガラクツロナン-II複合体

亙畳一J皇、松永俊朗 1 (森林総研、 l農環研)

ホウ素は植物の微量必須元素として知られてい

るが、その機能は不明である。最近、ホウ素は細

胞壁中のベクチンに局在していることが報告され

ている。シュガーピートパルフ。を酵素加水分解し

てホウ素一多糖複合体を単離・精製した。 llBN

MRスベクト jレよりホウ素は多糖とジエステjレ結

合していることが明かになった。構成糖分析、メ

チル化分析及び部分分解物の解析より、複合体の

糖鎖はラムノガラクツロナン II(R G -II)であ

ると同定した。ホウ素-RG-II複合体はpH4.8で分

子量の低下を併うことなく、ホウ素を徐々に遊離

したが、サイズ排除HPLCで測定した分子量の

低下は小さかった。

lpI16 

タケノコから単離したホウ素ーラムノガラクツロ

ナンーII複合体

金王置1，2、石井忠2、松永俊朗3 (1筑波大

応生、 2森林総研、 3農環研)

ホウ素は植物の微量必須元素として知られ

ており、最近、ホウ素は細胞壁のペクチンに局在

していることが報告されているが、その詳細な機

能は不明である。タケノコ細胞壁の酵素分解物か

らDEAESepharose FF、Bio-GelP-lOクロマト

グラフィーによりホウ素一多糖複合体を単離した。

単離した複合体はO.09%(w/w)のホウ素を含んで

いた。構成糖分析、メチル化分析及び部分酸分解

物の解析より、複合体の糖鎖はラムノガラクツロ

ナンーIIであると同定した。 lIB-NMRスペクトル

よりホウ素は多糖とジエステル結合していると判

断された。



lpI17 

根の細胞壁多糖類とアルミニウムの結合

レ・パン・ホア、桜井直樹(広島大学・総合科学部)

カボチャの根端5ミリの細胞壁から、水可溶性画

分(WS)、ペクチン、可溶性へミセルロース多糖類

(HB)を抽出し、アルミニウム(Al)との結合をin

vitroで調べた。AlはペクチンやHBと混ぜると、ゲ

ル鴻過カラムで一緒に溶出された。 WSにAlを混ぜ

ると、 pH6.5では沈殿ができたが、 pH5.5ではでき

なかった。ペクチンではpH5.5と6.5で沈殿ができた

が、 pH4.5ではできなかった。 HBは25%がpH6.5

で沈殿したのみであった。 lmMのAlで処理した根

から、細胞壁画分を抽出し、そこに含まれるAlを定

量した。処理後 l時間で、有意にWSにAlが取り込

まれていた。ペクチンには 3時間以降で取り込みが

見られた。以上の結果から、Alは、 pH5.5と6.5では

WSやペクチン多糖類と結合するが、 pH4.5では細

胞壁多糖類との結合力は小さく、そのため根の細胞

内に入り、成長阻害が現れると思われる。

2aIOl 
コムギ葉より単離した葉緑体の破砕液に見出される
Rubisco分解の特性

石田宏幸、牧野周、前忠彦(東北大・農・応生化)

Rubiscoは、 C3植物の成熟葉において可溶性タンパク
質の約50%を占める特異なタンパク質である。 Rubisco

は葉の老化lこ伴い徐々に分解されるが、その分解のメカ

ニズムは現在まで全く不明のままである。本研究は、老

化初期のコムギ第一葉から単離した葉緑体の破砕液をイ

ンキュベー卜した場合にみられる Rubisco分解の特性に

ついて調べたものである。

単離した葉緑体を破砕後、 pH 5.7、氷上でインキュベ

ートし、 SDS-PAGE/イムノブロット法で分析した。 そ

の結果、 RubiscoLSUのN末端側を含む 37kDの断片と

C末端側を含む 16kDの断片が検出された。そこで、こ

れらしSU断片の出現に対する各種プロテアーゼ姐害剤

の効果を調べたところ、 EDTAと1，10 -phenanthrolineに

のみに阻害効果がみられた。次に宕性厳素のスカベンジ

ャーの効果を調べたところ、 Catalaseとn-propyl伊lIate

に阻害効果が認められ、更に 10mM過酸化水素の添加

によりしSU断片の出現が促進されることがわかった。
以上のことから、これら LSU断片の出現には、過酸化

水素と金属イオンによって生じる酸素ラジカルが関与し

ていることが示唆された。
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2aI02 
細胞死による通気組織形成の解析

』ぽE皐起， P.K.サマラジーワ，山口雅利，内宮博文

(東大・分生研)

イネは水環境に適応した植物であり、内部に発達し

た通気組織を有する。イネの根における通気組織は、

皮層の細胞が死ぬことによって形成される。我々は、

通気組織の形成過程を時間を追って観察し、特定の細

胞から崩壊が始まることを見出した。また、細胞の生

死を区別する為、エパンスブルーによる染色を試みた

結果、崩壊に先立つて特定の位置の細胞がエパンスブ

ルー染色性(死細胞)になることを見い出した。また、

通気組織の形成が嫌気処理によって促進されること、

逆に塩処理によって阻害されることを明かにした。こ

れらの結果は、通気組織形成にともなう細胞死が厳密

な機構のもとで制御されていることを示唆している。

現在、通気組織の発達段階が異なる根における遺伝子

の発現パターンをノーザン法により解析しており、そ

の結果も併せて報告する。

2aI03 
セントポーリア葉の低温障害によって引き起こさ
れる細胞死とその初期過程
室毘金三王、藤田哲也、加藤哲也1、予在官、林
孝洋人矢沢進2 (京都バストウール研J京大・理・
植物、 Z京大・農・花井園芸)

セントポーリアの葉を冷水に翻少接触させると、

柵状組織細胞の光合成は瞬時に停止し，クロロフィ

ル由来の蛍光は急激に減衰する。この変化は不可

逆で，一度低温処理を受けた細胞は光合成活性も蛍

光も回復せず、死にいたる。低温処理の直後に起

こる出来事は大量の酸素吸収で、青酸塩で呼吸を

阻害した葉でもおなじような酸素吸収が起こるこ

とから、ここではミトコンドリアの呼吸系とは別
の酵素が活性化されたと考えられる。この酸素吸

収に伴って細胞には520nmに吸収をもっ褐色の物

質が蓄積し、これと平行して細胞内小器官のすべ

てで構造の収縮などの形態的変化が見られた。葉

緑体ではストロマラメラの配列の乱れとともに、

ルーメンに分布していた電子密度の高い物質の消

失、あるいはストロマへの移行がみられた。核で

はクロマチンの凝集が見られ，また、低温処理した
細胞の核では DNAの断片化が起こっており、これ

が細胞死の直接の原因となっていると思われる。



2aI04 
コムギの一回結実性老化を制御する内生因子

主王造皇、喜久田嘉郎、幸田泰則(北海道大・農・

作物生理)

一回結実性の老化は開花・結実によってに引き起

こされることから、成熟中のコムギの子実から何ら

かの老化を促進する物質が生成されている可能性が

ある。そこでコムギ第一葉を用いたクロロフィル保

持試験により、穂に含まれる老化促進活性について

検討した。穂から得たヘキサン可溶性分画に強い老

化促進活性カf見られ、またその活性は撃し熟期に極大

値に達した。そこで乳熟期のコムギの穂を材料に用

いて、活性分画の精製を試みた結果、この物質は同

様な老化促進活性を持つジャスモン酸メチルやアプ

シジン酸とは異なる挙動を示した。またその比活性

は、これらニ者よりもかなり高いことが示唆された。

これらの結果より、この物質は未知の老化促進物質

であることが示唆された。

2aI05 

シロイヌナズナにおけるホウ素の動態と高濃度ホウ

素要求性変異株産屋~量，野口享太郎，安森美帆，

松永俊郎渡辺久男今井貴敬内藤哲茅野

充男(東大・農・応生化農環研北大・農・応生)

ホウ素は高等植物にのみ必須な元素である。ホウ

素欠乏，過剰による植物に起こる症状は古くから記

述され，また，ホウ素は大部分細胞壁に存在し，特

定の多糖と結合していることなどが知られているが，

生理作用には未解明の点が多い O 演者らは，シロイ

ヌナズナ高濃度ホウ素要求性変異株を得た。変異株

は，野生株が正常に成長する 3μM程度のホウ素を

含む水耕液では著しいロゼット葉の成長阻害を示し，

3 0 μM程度のホウ素を与えると，ロゼット葉の成

長は回復するが，結実が起こらない。これらの症状

は 10 0 μM程度のホウ素を与えることによって田

復する。ホウ素の生理作用を分子レベルで明らかに

する目的で，遺伝解析，成長解析と共に，ホウ素安

定同位体をICP-MSによって測定する方法によるトレ

ーサ 実験を行っており，結果を報告する。
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2aI06 
遊離メチオニンを過剰蓄積する突然変異株の解析

太田賀聡.南原英司，内藤哲

(北海道大・農・応用生命科学)

メチオニンのアナログであるエチオニンは、植物

に対し毒性を示す。植物体内に過剰の遊離メチオニ

ンを蓄積するためにエチオニンに抵抗性を示すシロ

イヌナズナの突然変異株(mω1-1)が単離された。

mω1-1突然株は発芽後ロゼット葉に野生型株の10-

40倍の遊離メチオニンを蓄積するが、播種後25・30日

でロゼット葉の遊離メチオニン濃度は野生型株と同

レベルにまで低下し、開花後は茎頂部・果実に遊離

メチオニンを過剰に蓄積する。このロゼット葉での

遊離メチオニン濃度の低下は抽苔に伴うものと考え

られた。そこで抽苔の時期を遅らすため、花芽形成

が遅れ、その間ロゼット葉を展開し続ける突然変異(

gi 2)をmω1・1突然株に導入し、二重突然変異株を作

成した。二重突然変異株では抽苔は播種後50-60日で

起こるが、ロゼット葉での遊離メチオニン濃度の低

下はmto1-1突然株と同時期の播種後20-30日に起こ

った。本会では、短日処理を施したmto1-1突然株で

の遊離メチオニンの経時変化とともに報告する。

2aI07 
アラピドプシスの緑葉の老化に関わるプロテアー

ゼ遺伝子の発現

阜韮ニ主、伊藤正樹、渡漫 昭、篠崎一雄[ (東京

大・院・理系・生物科学、 1理研・植物分子)

高等植物の葉の老化は細胞内タンパク質の分解や窒

素などの再分配が高度に制御されながら進行していく

過程である。しかし、この秩序あるタンパク質の分解

に関与する分解酵素やその制御機構については不明で

ある。 そこでアラビドプシスの緑葉を用いて、特異性

の高い分解系である、葉緑体に局在する Opプロテア

ーゼと、細胞質に存在するユビキチン系のプロテアソ

ームの遺伝子について、老化における発現を解析した。

その結果、時処理により誘導した老化、また自然老化

のどちらにおいても、乾燥によって発現することが知

られている Opプロテアーゼサプユニットの遺伝子

ERD1では明らかな発現誘導が確認された。しかしプ

ロテアソームのゼータサプユニット遺伝子の発現に変

化は見られなかった。これらの結果より C)pプロテアー

ゼをコードする遺伝子の発現が緑葉の老化による葉緑

体内のタンパク分解に関与している可能性が示唆され

た。



2aI08 
リン酸欠乏ストレスのトウモロコシに及ぼす影響について、

IV可溶性タンパク賓の 2次元的パターンの変化ー老化との関

連において

臼田秀明、下河原浩介 (帝京大学、医、化学)

リン酸欠乏は植物の生育を律速する要因の一つであるので、

その欠乏の影響をトウモロコシを0.5mMとO目001mMのPi下で

生育させ調べてきた。その結果、リン酸欠乏は生長の苦情IJ、

ク口口フィル含量の低下、光合成の阻害、光合成炭素代謝関

連の酵素活性の低下 (Sucrosephosphate synthaseは酵素量

は減少するが、活性化が促進されるため、活性の低下は抑制

される)、下位葉におけるタンパク質の分解とそれに伴う窒

素の上位葉への転流の促進、更に、下位棄の老化の促進をも

たらすことを明らかにしてきた (PCP32:497-， 1313 

34:767-.36・1041.Plant PhysioI.99:1680-)。
老化がどのような機備で引き起こされるのかを調べるため

に、まずリン酸欠乏で誘起される老化の過程で特異的なタン

パク質が出現するかどうかを 2次元電気泳動により検討した。

その結果、可溶性タンパク質は 45 0以上のスポ y トに分離

したc そのほとんどはりン酸欠乏とコントロールに共通なも

のであった。しかし、 1 1のボリペプチドがその相対的含量

を滅少させ、 18のポリペプチドがその相対的含量を増加さ

せた。これらについて、老化との関連で考察する O

2aI09 
ゼニゴケフ。ロトプラストにおける細胞壁構築と再強固胞の安定性

1.阻害剤の効果

宣毘塵阻，福川英司1 (埼玉大・理・生体制御北海道原環セ)

セ、ニゴケプロトプラストを活性炭を含む培地で培養すると， 24 

時間以内に細胞壁を再生し，明所では48時間頃から分裂を開始す

る。しかし，培地に活性炭が含まないと，フ。ロトプラストの生存

率は急速に低下する。ところが，培地中に低濃度のセルラーゼを

添加して培養すると，再生した細胞壁は直ちに分解され，同時に

フ。ロトプラストは安定化する。このことから，活性炭を含まない

培地で形成された細胞壁には，再生細胞を不安定化する何らかの

構造的な欠陥があることが示唆される。一方，活性炭が含まない

培地でも， CMC (カルボキシメチルセルロース)を添加すると

細胞壁が再生されるが，同時に再生細胞は安定化する。さらに，

生合成された細胞壁駒子の細胞内輸送の阻害剤をCMCと共に培

地に添加し，その効果について調べた。その結果，モネンシンが

CMCによる安定化の効果を消失させることが明らかになった。

CMCは再生されたセルロースの構造に影響することがよく知ら

れているが，今回の結果から，セルロース以外の駒査がゼニゴケ

プロトプラストから再生した細胞の安定化に関与していることが

示唆された。
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2aII0 
細胞壁形成過程の三次元観察(1) 

ーリグニンの沈着にともなう二次壁の形態変化ー

虫昼J二、高部圭司、藤田稔 (京大、農、林産)

木化は維管束植物の二次壁に特徴的な現象で、セルロース、

ヘミセルロース土佐積後にリグニンが沈着することである。ヒャ

クニチソウ単離葉肉細胞の管状要素への分化過程では、二次肥

厚と肥厚部の木化が短時間に観察できる。培養各段階での二次

壁を急速凍結・ディープエッチング法により観察した。木化開

始直前の一時壁と二次壁ではセルロースミクロフイプリルの直

径と配向がかなり異なっていた。一次壁でのセルロースミクロ

フィプリルがランダムな網目状を呈していたのに対し、二次壁

のセルロースミクロフィプリルはほぼ同ーな方向に配列してお

り、ミクロフィプリル問には繊維状あるいは球状の架橋が数多

く観察された。木化が開始すると、直径20-80nmの球状物質が

ミクロフイプリルの回りや関に生じてミクロフイプリルは見え

にくくなった。木化の進行とともにこの球状物質の大きさと数

が増大し、木化の完了までには二次壁のフィプリル様構造を完

全に覆い尽くしてしまった。球状物質はそノリグノ}ルの脱水

素重合物であると考えられ、これらの形態はモノリグノールと

ベルオキシダ}ゼを混合して得られる"bulkpolymer" 7イプの

脱水素重合物の構造に似ていた。二次肥厚部横断面にはセルロ

ースミクロフイプリルの断面が観察され、木化開始時よりも木

化完了時の方が同一面積内でのセルロースミクロフイプリル数

が増加していた。二次壁の木化完了後、一次壁の網状構造もド

ロップレット状物質によって覆われた。このことは一次壁も木

化することを示唆している。

2aI11 
傾斜刺激による樹幹木部でのあて材形成と木部分化帯

での遺伝子発現の変化

亙量盈ニ、原由里子、日尾野隆l、竹田 匠、伊東隆夫、伊藤一弥l

(京大・木研、 1新王子製紙・林木育種研)

すでに伸長成長を停止している樹幹は傾斜されると本来

の位置に戻ろうとして「あて材」という特殊な木部(材)を

分化させる。広葉樹(双子葉類)では一般に傾斜上側に引張

あて材が形成される。その部分では、リグニンを含まない

二次壁の層が厚く堆積し、セルロースミクロフィプリルが

細胞長軸とほぼ平行に配列するようになるなど、細胞壁

(二次壁)の変化が顕著に現れる。あて材の形成には植物

ホルモンの関与が示唆されているが、その形成機構につい

ては知られていない。我々は傾斜刺激によって木部分化帯

で発現する遺伝子のcDNAを単離するために、傾斜させた

樹幹と通常に生育中の樹幹からpoly(A)+ RNAをそれぞれ

単離し、サブトラクションを行なった。こうして得られた

32pラベルのサプトラクテドcDNAをプロープに用いて、傾

斜固定したユーカリ樹幹の木部分化帯から得られたmRNA

を鋳型とするcDNAライブラリからスクリーニングを行

なった。得られた14個のcDNAクローンについてノーザン

プロッティングによって発現解析を行なった結果、傾斜時

にのみ発現しているもの、通常に成育中と比較して発現が

促進されるものとがあった。



2aI12 
ホヤ類におけるセルロース合成

木村聡、足車監丞(京都大・木質研)

一般に、セルロ スは陸上植物や一部の藻類の細胞壁の骨格

情造をなす成分として広く知られている。植物細胞ではセル

ロースは原形質膜上に存在するセルロース合成酵素複合体(

TCs)の働きで合成、結晶化することが明らかになっている。

ところが動物細胞でもセルロースが生産されることはあまり知

られていない。ホヤ類はセルロースを合成する唯一の動物で、

そのミクロフィフリルは太く高結晶性である。ところがその生

合成機構に関しては、合成部位が表皮細胞であるらしいという

以外ほとんどわかっていない。植物細胞での研究から原形質膜

上のTCslこはロゼット型と直線裂の 2種類があることが知られ

ている。ホヤ類には植物細胞と同様のTCsが存在するのか、存

在するならば2種類のいずれなのかあるいは全く新しい形状を

示すのかということが疑問としてでてくる。そこで我与はフ

リーズフラクチャー;去を用いて表皮細胞、特にその原形質膜の

詳細な観察を行いホヤ類のセルロース合成の機構の解明を試み

た。ホヤ類は系統上 3つの自に分類されるが、材料としてウエ

夕、イトヒキボヤ、マボヤ、アラレボヤ、ネンエキボヤ、ミナミ

シモフリボヤ、マメボヤの 3つの自にまたがる 6種類を選択し

たむ観察したすべての種類のホヤの表皮細胞において皮のうに

面した原形質膜上にセルロース合成酵素複合体を発見した。こ

の結果、生物によるセルロースミクロフィフリル合成は、動植

物を問わず原形質膜上のTCsが関与することが明白になった。

2aI13 
積物根端組繊細胞の生理・形態学的研究(III)

空隙 (Cavity) を充填する細胞の形態的特徴.

ι主豊盤，梶隆I(拓殖大・工政経)

エンドウを 250Cで発芽・生育させると桜の中心柱

に空機ができることを昨年度日本植物学会大会，お

よび前回の本大会(松紅)で報告した。 15cmに

伸長した根では、先端から 9cm近辺で，この空隙

は周辺細胞の分裂・増殖によって埋められていく。

今阿はこの空隙を埋めていく細胞 ( s P s ; 

Specialized parenchyma cells ) の起源，及び形

懸学的特徴を報告したい。

中央部に大きな空際が形成されたときは， S P s 

は周辺細胞の分裂により形成され，泡をふくような

形をとりながら巨大な細胞になり，空隙をうめてい

く。これら SPsは巨大な細胞に成長する過程で液

胞膜の崩壊，細胞質の自己消化を起こす。細胞壁の

厚さは薄いが、細胞壁の自己消化は起こらない。一

方，空隙が Metaxylem近くに形成された時は、 SP  

sはその周辺細胞から形成されるが、泡をふくよう

な形態はとらない。これらの細胞壁は肥厚し、二次

細胞墜となり、 Metaxylemcells と同様な形態を示

した。
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2pIOl 
PLANT CELL-0IVI510N A550CIATED 21 D7 GENE ENCOOE5 A 

COMPONENT OF THE 26 5 PROTEA50ME 
Maria W.5MITH， Masaki 1T0，1 Shigeru 5ATひ，2Yoko 

Y05HIKAWA， 5hinko WADA， Miyuki MIYAWAKI，3 Hiroki 

NAKAGAWA，3 Atsushi KOMAMINE; Oept. Chem. Biol. Sci.， 
Japan Wαnen's Univ.， Tokyo 112， 1 Oept. Plant Sci.， Grad. 

5chool 5ci.， Univ. Tokyo， Tokyo 113， 2 Mitsui Plant Biotech. 
Res. Inst.， Tsukuba， Ibaraki 305， 3 Oept. Agricult. Chem.， Fac. 
Ho代icult.，α、ibaUniv.， Matsudo， Chiba 271 

The gene for carrot cell-division associated 2107 antigen of 

45 kD has been isolated. The data about a yeast 2107 

homolog， SUN2， has suggested that it is a subunit of 26 5 

proteasome (Toh-e et al.， personal communication).ηm 

functional expressi∞of the plant 21 07 cDNA rescued the 

yeast sun2 mutant. We have isolated proteasαne fracti∞s 

from carrot cultured cells by glycerol density gradient 

centrifugation of crude extracts， and by three-step large-
scale purification by chromatography. The 2107 antigen was 

always present in the same protein fracti∞s where 

regulatory subunits of the 26 5 proteasαne were f，ωnd. 

Electrophoresis under n∞-denaturing conditi∞s 

demonstrated that the 21 D7 antigen of 45 kO was f.αmd at 

the same location as more than 700 kD 26 5 proteasomes， 
and that the dissociation of proteasomωled to 

correspondingly altered locations of the 21 D7 antigen. 50 the 

21 D7 antigen seems to be a subunit of the 26 5 proteasome 

and might play a role in cell-division related nuclear 

functions of this enzymatic complex. 

2pI02 
タバコ培養細胞BY・2のキネシン様タンパク質遺伝子

の細胞周期における発現ノfターン

訟草壁主主、 DavidCOLLINGS、浅田哲弘、柴岡弘郎
(大阪大・理・生物)

キネシン様タンパク質(KLPs)は真核細胞に幅広く存在する微

小管モータータンパク質であるが、植物細胞で同定されている

KLPsの種類は限られている。また、植物微小管の機能にどのよ

うに寄与するかについて限られた知見しか得られていないの

私達は、 KLPsのモータードメインに存在する保存領域を利用

してR下PCR法を行い、 BY-2細胞で発現しているTBK(工obacco

堕Y-2主inesin-likeprotein)l-llを同定した。次に、 τ'BKsの細胞周
期における発現を調べるために、ノーザン法により発現パター

ンを解析したところ、(1)細胞周期を通じて定常的に発現が見ら

れるタイプ'(TBK5)、(1I)mitotic indexのピークに先だって発現量

のピークに達し間期には発現量が減少するタイプ(百K4，1O，1l)、

。1I)発現のピークがmitoticindexのピークと一致し間期には発現

量が減少するタイプ(TBK3，7)の3つのタイプの発現様式が見られ

た。 TBKsの中で間期の表層微小管と相互作用の考えられるもの

は百K5のみである。また、タイプ(1I)・ (III)は前期前微小管束、

紡錘体微小管、隔膜形成体微小管との相互作用が推測される。

現在、詳しい解析に向けて、それぞれのタイプのTBKsのクロー

ニング、抗体の作製を行っている。



2pI03 
タバコキネシン様タンパク質 NAKsによる NPKlキナーゼ

側APKKK)の活性化機構

西浜竜一、石川雅樹、山崎良子、荻野弘美、入江賢貯、松本

邦弘1、E旦丞且L(名大・理・生物、 2分子生物)

当研究室でタバコから単離されたNPKlcDNAは、酵母細胞

の中で MAPキナーゼキナーゼキナーゼ(MAPKKK)として機

能するタンパク質をコードする。 MAPKKKは酵母や動物にお

いて、様hなシグナル伝達に重要な働きをしていることがわ

かっている。 NPKlの機能は、その転写パターンから、細胞

増殖と何らかの関係があると思われるが、 NPKlがどのよう

なシグナル伝達系で機能しているのかはわかっていない。そ

のことを解明するために、我々は酵母の系を用いて、 NPKl

の活性化因子をコードする cDNAをスクリーニングした。そ

の結呆、 N末端側にキネシンのモ一夕一ドメインと高い相同

性を示す 2種類のキネシン様夕ンパク質 NAK引l、NAK2(例NAKs配: 

型留~Kl嘗u伽va組H山n略g}記位駒~i山山i針伺n】e郎凶s討i加nル1ト-批epr仰Jfot凶ein】s) が、 NPKl を活性化するこ

とがわかった。酵母を用いた遺伝学的解析から、 NAKsのC

末端側領域が NPKlの活性化に働いていること、また NPKl

のC末端側領域(キナーゼ非関係領域)が活性化に必要であ

ることがわかった。さらに酵母を用いた生化学的解析から、

NAKsとNPKlは複合体を形成していること、さらに NAKl

を過剰発現させると NPKlのキナーゼ活性が上昇することが

わかった。これらのことから、 NPKlはNAKsとの結合で構

造変化が起こることにより活性化されると推測される。

2pI04 
NPKlとNAKsの槌物細胞分裂における役割

直孟童ニ、中島麻里奈、山崎良子、浅田哲弘1、松井啓祐1、

平野敬子、荻野弘美、町田泰則(名古屋大・理・生物、 2大

阪大・理・生物)

タバコのプロテインキナーゼ NPKlと、その活性化因子キ

ネシン様タンパク質 NAKsの機能を、それらの発現パターン

から推測することを試みた。ノーザン解析からNPKl、NAKs

共に、対数増殖期のタバコ培養細胞、根、茎で mRNAが検

出され、成熟業では検出されなかった。 NPKl遺伝子のプロ

モーター領域と GUSコード領域との融合遺伝子をもっトラ

ンスジェニック植物を用いた解析から、根端、倶~根の原基、
茎頂分裂組織を含む茎頂付近の細胞、維管束周辺の細胞、若

い葉、成長期の全花器官で NPKlが転写されていることがわ

かった。根端おいては、 5-bromo・2・-dωxyuridineの取り込みに

より同定した分裂中の細胞を含む領域と、 GUS活性が検出

される領域が一致した。また成熟葉切片をカルス誘導培地上

で培養すると、 NPKlの転写は 3時間後までに誘導された。

このことは、 NPKlは分裂中の細胞で転写され、分裂中に何

らかの制御をしていることを示唆している。そこで同調培養

したタバコ培養細胞 BY-2を用いて、発現の細胞周期依存性

を調べたところ、 NPKlタンパク質は周期を通して一定量存

在した。しかし、 NAKlmRNAはM期で検出された。これ

らのことから、 NPKlはM 期において NAKsにより活性化

され、微小管上で何らかの機能をしていると思われる。
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2pI05 
タバコ BY-2細胞における細胞周期各期の微小管形成部位

塾重盛二郎，熊谷史，長回敏行(東京大・大学院・理学)

細胞周期の各期における微小管形成中心 CMTOC)部位を特定

すべく，向調化したタバコ BY-2細胞を用いて微小管を嬢し，

その再形成過程の観察を試みた。 BY-2細胞を 3時間o"Cに保
っと同時に 100μMのプロピザミドを添加することで，微小管

は完全に壊された。これらの細胞を MS培地で洗浄した後， 30 

℃で培養することにより，各期における微小管の再形成を詳細

に観察することができた。各期の MTOC 部位は S~G2期では

細胞表層と核、 M期では分裂装置， M/G，移行期では核(あるい

は核と細胞表層)， G，期では細胞表層であった。また、これら

の MTOC部位には EF-1a様の 49-kDaタンパク質の局在が見

られた。さらにこの微小管再形成系にサイトカラシンを用いた

観察から，微小管により再形成にアクチン繊維の存在が必要な

ものとそうでないものがあることが判った。 εL上の知見を基に

細胞周期各期における微小管再形成の機構について考察する。

2pI06 
タバコ倍養細胞 BY-2の増殖の制限要因としてのリン酸の

役割

盆昼一主魁網野真一，高橋陽介，長田敏行

(東京大・理学系大学院)

タバコ懸濁t音養細胞 BY-2はその鳩殖因子としてオーキ

シンが知られており，オーキシンで発現が誘導される遺伝

子も単離され，機能解析も行われている。この他にもリン

酸が増殖の律速要因となっているととが以前から指摘され

ており，他の倍養細胞系でも同様の現象が報告されてい

る。実際に倍地中よりリン酸を除くと細胞分裂は停止する

が，再度添加することで DNA合成を経て半同調的な細胞

分裂が誘導される。そこでこの DNA合成に先立つて発現

誘導される遺伝子をディファレンシャルスクリーニングに

より単商量することを試みた.その結果，遺伝子を同定でき

たので，その発現制御の解析と機能の推定を行った.リン

酸は信号伝達系のシグナル物質と密接に関わっているの

で，この遺伝子が細胞分裂に関わる意義を考察する。



2pI07 
タバコのサイクリンocDNA の単離と発現解析

関根政実，城野健一河内宏，新名惇彦 (1農水省・生物研，
奈良先端大・バイオサイエンス)

【目的}全ての真核生物の細胞周期制御には、基本的には共通
の機構が存在することが明らかとなりつつある。細胞周期制御
において中心的な役割を果たすサイクリン依存性キナ ゼ
(CDK)はサイクリンと複合体を形成し、セリン/スレオニンキナ
ーゼ活性を持つ。 CDKとサイクリンは遺伝子ファミリーを形成
し、組み合わせの遣いによりキナーセ、活性の基質特異性と活性
のピークが細胞周期で異なり、各時期の制御を行っている。す
なわち、哨手L動物ではM期サイクリンはCDC2と複合体を形成
し、 G2/M翼月平多f予を制御し、 G1サイクリンは主にCDK2やCDK4

と複合体を形成し、 G1/S期移行を制御する。本研究では細胞分
裂の重要な制御ポイントであるG1期制御の分子機情を解明する

ことを自由包として、タバコ (Nicotianatabacum)からサイクリン
DのcDNAを単離し、遺伝子発現の解析を行った。
【方法・結果} シロイヌナズナの3種のサイクリン Dの聞で

保存されている領域内でPCRフライマーを合成し、タバコ培養
細胞BY-2の全RNAを用いてRT-PCRを行い、増幅されたDNA断

片をプローブにしてcDNAライフラリーをスクリ一二ンクした

結果、数個のクローンが取得された。これらのcDNAの塩基配
列を決定した結果、 2種類のサイクリンDが存在することが判明
した。また、日甫事L動物に見られる癌抑制i宣伝子産物のRb蛋白質
との結合に関与するモチーフがタバコサイクリンDにも保存さ
れており、 G1期制御に重要なRb蛋白質と同様な機能を有する
因子が植物にも存在する可能性が示唆された。現在、タハコ培
養細胞BY-2を用いて発現様式を解析している。

2pI08 
DNA複製関連遺伝子の細胞周期依存的発現
恒産正樹、横井雅幸1、花岡文雄1、渡遁昭(東京
大・院・理系・生物科学、 l大阪大・細生工センタ ) 

近年の細胞周期に関する研究により、植物を含めた
真核生物の細胞周期のメカニズムは基本的に保存され
ていることが示されており、進化的に同系統の因子が
制御に関わっているととが強調されている。しかしそ
の一方で、細胞周期に依存した遺伝子発現制御機構
は、進化的に保存されていないことが明らかになって
きており、それぞれの生物種における細胞周期制御の
個性を反映していると考えられる。酵母では、一群の
DNA複製関連遺伝子が、共通のメカニズムによって制
御され、 GlIS期に特異的に発現することが知られてい
るが、動物細胞においては異なったシステムが周期依
存的発現制御に関与していると考えられている。同様
に高等植物にも特有の機構が存在している可能性が考
えられる。そこで、演者らは、高等植物におけるDNA

複製関連遺伝子の発現制御機構の解明を目指して、
DNAポリメラーゼα、二機能性のジヒドロ葉酸還元酵
素チミジル酸合成酵素(bifunctionalDHFR-TS)、PCNA、

レボヌクレオチドレダクタ ゼ、 dUTPaseなどの遺伝子
が細胞周期依存的に発現するかどうかについて、タバ
コ嬉養細胞BY-2の向調培養系を用い解析を行った。ノ
ーザン解析の結果、 DNAポリメラ ゼαの他、幾つか
のDNA複製関連遺伝子が細胞周期のS期に特異的に発現
することが明らかになった。これにより、高等植物の
DNA複製関連遺伝群の転写制御機構の解明への端緒が
築かれた。
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2pI09 
へパリンカラムによるリボゾーム凝集活性物質の抽出な

らびにこれをコードする遺伝子の解析

伊東庸子、 Eric Davies1，阿部俊之助 (愛
護支で冨・生物資源、 1ノース・キャロライナ州立大・植
物)

アラスカエンドウ (Pi盟坦坦且盟皿 Lvar. Alaska)の

黄化芽生え先端部より摘出した細胞骨格画分には、種々
のタンパク質や、細胞質リボゾームの 70%にものぼる

多くのリボゾームが含まれている。この画分を、デター
ジェントを含む高塩温度の緩衝液に懸濁して細胞骨格を
解離し、超遠心によりリボゾームを取り除いた後、透析

により細胞骨格タンパク質を含むコロイド状物質 (AT)

を構成させた。このAT、およびATより抽出した 42.

5kDaのタンパク質 (RSP)は、 0-150mMK

+を含む緩衝液中で、リボゾームと結合する性質を持つ

一方、細胞骨格自体あるいは細胞骨格とリボゾームの結

合を破複することが報告されているへパリン存在下では

この結合が阻害されることがわかった。そこで、へパリ

ンのアブイニティーカラムを用いてエンドウの細胞骨格
函分の分析を行ったところ、 1MのK>を含む極めて高塩

温度の溶出画分にリボゾーム沈降活性とともにR SPが
濃縮されることがわかった。 このようなリボゾーム凝

集活性を持つタンパク質は、 トウモロコシ等にも存在し
ていた。そこでRSPの構造と機能を明らかにするため、

エンドウの cDNAライプラリーより RSPをコードす
るDNAを検索し、その配列を解析した。

2pI10 
へパリンアフィニティーカラムを用いた、植物細胞より

の細胞骨格爾分タンパク質の分離。

盟壷盤主盟、 EricDavies1、愛媛大・農・生物資源、

1 North Carol ina州大・植物

黄化アラスカエンドウ芽生より細胞骨格を分離し、界

面活性剤の有無や、高塩温度により抽出したところ、一

部の膜タンパク質やその他のタンパク質がいくつか溶離

したのみであった。一方、細胞骨格ペレットを細胞骨格

破壊バッファー，CDB(450mM KOAc， 200mM Tris-HCl (pH 

8.5)， 25mM MgOAc2， 0.5mM ATP， 2%PTE)に溶解後、超遠

心しリボゾームを除いた上清を希釈後、へパリンアフィ

ニティーカラムにかけた。結合したタンパク質を0.15-1

M KOAcの浪度勾配により溶出したところ、 10種類以上

の細胞骨格画分タンパク質を分擁することができた。こ

れらの中には2から 8個の等電点スポットを持つものも

あった。もし、溶解した細胞骨格よりリボゾームを除去

しなかった場合は、リボゾームが、いくつかのフラクシ

ヨンで特有のタンパク質を伴い溶出した。このことはリ

ボゾームがへパリンカラムにより細分画できるとともに

これらタンパク質のうちいくつかは、リボゾームー細胞

骨格複合体の構成要素であることを示すと思われる。



2pI11 
植物の細胞骨格画分タンパク質の分離・精製と49kDaタン

パク質の構造解析

装置童三，岡本知明，阿部俊之助，EricDavies' (愛媛大・

農・生物資源， 'North Carol ina州大・植物)

植物の細胞骨格画分には、 actinやtubulin以外に、低

分子から高分子にわたって様々な特有のタンパク質が含

まれており、遺伝子の発現の制御やその他の生理活性に

重要な役割を果たしていると考えられる。しかし、これ

らの構造や機能についてはほとんど知られておらず、こ

れらを解明することは非常に重姿である。

本研究では、アラスカエンドウ5日目黄化芽生え先端部

より抽出した細胞骨格画分から、 PTEを含む高塩温度の

緩衝液で細胞骨格を解離、超遠心でribosomeを除いたあ

と、 heparinaffinity columnにかけ、 0.15-1Mの塩濃

度勾配で溶出した結果、高塩温度でも細飽骨格から脱離

しにくい、いくつかのタンパク質を分離できた。このう

ち、約49kDaのB3は、 pI5-7に8個以上のisoproteinがあ

り、その発現は成長や植物ホルモンにより変化すること

がわかった。 B3をV8proteaseで消化して得たfragmentの

部分アミノ酸配列からprimerを合成してPCRを行ない、

遺伝子並びにpeptideの構造を明らかにした。このタン

パク質はRNAの輸送に関連していると恩われる。

2pI12 
植物の細胞骨格タンパク質の分離・精製と54.7kDaタン

パク質の構造解析

国主短盟、柴田幸一、阿部俊之助、 EricDavies' (愛媛

大・農・生物資源、 'NorthCarolina州大・植物)

発芽5日目のアラスカエンドウ黄化芽生え先端より調

製した細胞骨格画分を、 HeparinAffinity Columnにか

け、海温度150皿MKOAcで溶出した54.7kDaのタンパク質(B

1 )の構造解析を試みた。このタンパク質を 2次元電気泳

動ではpI5.67のSingleSpotであった。またB1をV8pro-
teas巴によって消化し、 SDS-PAGEによって分離し6つの

フラグメントを得た。これらの部分アミノ酸配列を国立

遺伝学研究所のDatabas巴に対して検索しこれらのうち2
つのフラグメントについてHo-transportingATPsynthas 

eと高い相向性を得た。これらをもとにPrimerを合成し

PCR Cloning及びcDNAlibrary検索を行い遺伝子の部分配

列を得た。この配列と、さきに得られた W-transport-
ing ATPsynthaseとの相同性は低かったが、この遺伝子の

コードするアミノ酸配列では、再びさきの H"-trans-
porting ATPsynthaseと高い相向性を示した。これらの

ことからB1は Ho-transportingATPsynthase様の新規の

タンパク質であると考えられた。現在、全長に当たるク

ローンを得ており、構造解析を行っている。
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3aIOl 
タバコ懸濁培養細胞 BY・2を材料とした invitro微小管

重合系
熊谷史、馳i尺盛郎、長田敏行(東京大・理学系研
究科)

高等植物細胞においては微小管形成中心(MfOC)

は一定の構造をとっておらず、細胞周期を通じてその

所在は明らかになっていない。そのため、ある因子が

加汀OCと関わっているか否かを細胞内におけるその

因子の局在の解析によって判断することは難しい。

我々はこの問題を解決するためにタバコ懸濁渚養細

胞BY・2を材料とした mVl什oにおける微小管重合系の

確立を目指してきた。脱液胞化した BY・2細胞のプロ

トプラストをホモジェナイズし、その懸濁液に精製チ

ュープリンを加えて加湿すると小さな星状体様の構

造“aster"が暗視野顕微鏡観察下で認められた。“aster"

形成に関与する因子は塩で抽出することが可能で、陽

イオン交換体を用いて部分精製することが出来た。乙

の“aster"形成系に関してその形成条件や形成の進行

をもとに植物細胞におけるMfOCについて議論する。

3aI02 

細胞質表層微小管の配向変化サイクルにおよほす

サイトカラシンDの効果

武居-----1iIi、柴岡弘郎(大阪大・理・生物)

アズキ上妊軸表皮細胞の outertangentia1 wa11は、セルロー

ス微繊維の配向が縦方向の層と横方向の層とが繰り返し積み

重なった構造(交差多層構造〕を持っている。この構造の形

成過程から、その内側の細胞質表層微小管は縦方向と横方向

とを交互に繰り返すサイクリックな配向変化をしていると考

えられる。細胞質表層微小管にはアクチン微繊維が付随して

いることが知られており、アクチンが微小管配列に何らかの

影響をおよぼすことが予想されるが、アクチンの働きについ

ての具体的な知見は少ない。

表層微小管の配向変化サイクルをオーキシンの欠之によっ

て一時的に停止させて同調化し、アクチン破壊剤であるサイ

トカラシンD(CD)が表層微小管の配向変化サイクルに与える

効果を調べた。その結果、 CDが微小管の横方向から縦方向

への変化を促進することが明らかとなった。 GA3は、微小管

が横方向にとどまる時間を長引かせる効果を持つが、 GA3と

同時に与えた CDはこの効果を取り除いた。アクチンは微小

管を横方向に維持するのに関与していると考えられる。



3aI03 
高等植物の核膜表面に存在するMTOC様複合体を構成するタンパク質

について

旦山意思、水野孝一(大阪大・理・生物)

高等植物細胞には、動物細胞とは違って中心体が存在しないため

微小管形成中心 (MTOC)についてはほとんど知見が得られていな

い。タバコ培養細胞BY-2では、間期のある時期には、核の表面から

微小管が形成されていることが蛍光抗体観察法によって調べらてお

り、又、単離した核にMTOCとなりうる頼粒が存在することが報告

されている。

今回我々は、 percollに代えてショ糖密度勾配達心により核を単離

した。すると、 percollを用いて単離した核とは異なり束化しない多

数の長い微小管が核の表面に形成されることを見いだした。遠心に

より核 sapを分離した後、核膜断片を界面活性斉Ijで洗うことにより

MTOcl議複合体を豊富に含む分画が得られたが、形成される微小管

の長さは短くなった。この微小管MTOct華複合体を遠心により回収

し、この分画をSDS-PAGEにかけることにより、複合体に含まれて

いるタンパク質を調べると 56. 6 9 . 8 2 KDaのタンパク質が主成

分として存在することがわかった。これらのうち、 56. 82 KDa 

のタンパク質は頼粒から、又 69KDaタンパク質は核sap由来で

あると考えられた。洗いにより除去された因子も含め、これらのタ

ンパクは微小管の nucleation及び elongヨItionに重要な役割を果たす

ものと推測される。現在、抗体を作成中である。

3aI04 
多糖合成酵素複合体構成タンパクの性質と機能

盆主盤羊水野孝一 (大阪大学・理学部・生物)

アズキ上JIf軸切片の細胞膜をCHAPSで可溶化した逮心上清

には多糖合成活性を有する頼粒の存在が確認されたο この穎

粒は主構成タンパクとしてチュープリンを合んでいること

がわかヮたのでチュープリン抗体カラムにより精製した。こ

の穎粒は直径が約 10nmであり、 1mM UDPグルコースと 1

mM Mg2+の存在下で27'(:でインキュベートすると、多糖繊

維を形成する ω この頼粒の主な構成タンパクとして、目、 β 

チュープリン、 65、 35、33、15kDの 6つあり、それぞれ

に対する抗体を作った。これらの抗体を用い invitroでの多

糖繊維合成への影響を調べた。 65、15kDタンパクに対する

抗体は多糖繊維の長さを著しく促進した。一方、 33kDタン

パクに対する抗体は繊維合成を著しく阻害した O 以上のこと

から、 65kDおよび15kDのタンパクは共に多糖繊維の伸長を

制御する機能をもっと考えられる。また、 33kDのタンパク

は、 UDPーグルコース、 Mg2+の結合部位あるいは多糖合成酵

素本体である可能性が考えられる。現在、それぞれの構成タ

ンパクのアミノ酸配列の決定を行っているところである。
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3aI05 
ニンジンβチューブリン・アイソタイプ

圃亙昭治、関根原和彦、内藤敬子、大J11裕美、
倉島古生子(富山医薬大・薬)

高等植物の微小管は高等動物と比較してcortical
IDicrotubuleや preprophaseb叩 d，phragmoplast 
など、特有な機能や分布を示す外、その構成チュー
プリンの電気泳動移動度や薬剤感受性も異なる等多
くの特徴を持っている。我々は、抗体によるスクリー
ニングにより、 βチューブリン cDNAをクローン化
しその性質について以前に報告した。今回はその
cDNAをもとに、ニンジンゲノム DNAについて解析
を進めた結果について報告する。
ゲノム DNAのサザンプロッティングにより、ニ

ンジン細胞中には、 9樟前後のβチューブリン遺伝
子が存在すると推定されるが、その内4種がクロー
ン化された。これまでに塩基配列を決定した2種
(β1，β2)について予想されるアミノ酸配列を比

較した結果、 βlはβ2に比べてそのC末端部にお
いてアミノ酸2残品分長く、酸性アミノ酸残基数も
多かった。 β1，β2ともに高等植物に共通するシス
テインの位置のずれが認められ、その周辺の疎水性
が増すような変化がみられた。またコルヒチンおよ
びポドフィロトキシンとの親和性と関係あると指摘
されているN末端より316番目のアミノ酸は何れも
尚等植物タイプのメチオニンであったが、 βlでは
320グリシンのグルタミン酸へ、 360アルギニンのス
レオニンへの作屯の変化を伴った世換が見られた。

3aI06 
A PLASMA MEMBRANE-ASSOCIATED ACTIN 
CYTOSKELETON IN TOBACCO BY・2 CELLS: 
EVIDENCE FOR INτ'ERACTION Wlrn 
MICROTUBULES. 
David COLL町 GS，Hiroh SHIBAOKA. Dept. Biology， 
Fac. Science， Osaka Univ.， Machikaneyama 1-1， Osaka 
560. 

We have determined出atmembrane ghosts formed from 
tobaαo BY・2cells白 nretain an actin cyto喝keletonin 
addition to∞rti印 1microtubules. In the most common of 
血ethree distinct actin pa町 ms出atoccur， the actin is 
random and exhibits only 1凶 itedco-alignment with the 
microtubules. Actin and microtubules have different 
sensitivities to出epH and [K+] of th~ lysis buffer， but they 
are similarly sensitive ωraised [Ca2+]. Ghosts pre伊red
from taxol-treated cells have calcium-stable microtubules 
arranged in parallele江rays;such gho唱tshave叩 increased
泊nountof actin co-aligned with the microtubules， and this 
actin has an increased stability to free calcium. 百lese
experiments imply some type of interaction between the 
actin and microtubules at or near出eplasma membrane. 
The remaining two actin pa悦 msare rare組 doccur on 

miαoωbule-free ghosts that are often large and irregular in 
shape. Such ghosts have either large regions of parallel 
actinゅora dense network of random actin.η1お actin
shows血 inαeasein stabilityωraised [Ca2+]，∞mpared 
ωthe actin in the more∞mmon pattem. Preliminary 
results suggest也atcells undergoing mi.tosis generate these 
different actin-containing miαotubule-free ghosts. 



3aI07 
アクチン棚毎骨格の構築に及ぼすRGD，RYDペプチドの影響

朝政相、高木模吾、水野孝一、永井玲子(大阪大・理・生物)

淡水産の単子葉植紘オオセキショウモの葉険縦瑚包の棚包質は、葉の表面に

垂直な棚笹塗(侃座と末端壁)に沿って周囲型の原形質読目的をする。マイクロ

フィラメント (MF)束は託勘の原動力発生に寄与するとともに軌道としては

たらいている。先に我々はMF束の柵包内構築が末端壁の部分で柵笹整関与の

もとに安定化を受けていることを報告した(1991、1995)。この結果

に基き、安定借幾構に糊凱マトリックスとその受容体が関与していることを

想定して実験を行い以下の結果をえた。 1)糊掛から与えた合成ペプチド、

GRGDSPあるいはARYDEIは、 5-15mMの濃度範囲i， 24時間処

理で倶惇およひ淵樫に沿う原形質流動のパターン、ならびにMF束の配列

を著しく乱した。 2)コントロールペプチド、 GRGESPとARYEEIは

ともに効果をもたなかった。 3)ARYDE 1をへモシアニンに莱精し、これ

を抗原として作製した抗体を用いた陪綾蛍光抗体法により細胞壁は染色され

た。 RGDモチーフは、車微網珊紗もマトリックスを構成するタンパク質、フイ

プロネクチン中に保存さ11.-受容体インテグリンと結合することによりアクチ

ン繊維の配列の安定化に寄与するとされている。 RYDモチーフは

Le盟，hm田国の表層糖タンパク質に保存されており、 RGDモチーフと同等の

機能ミ免創生を有するとされている。従ってオオセキショウモの細佳墾にRY

DもしくはRGDモチーフをその分子内にもつタンパク質が存在し、 MF束の

配列安定化に寄与している可制生が示唆される。

3aI08 
ジャガイモ植物の感染応答におけるアクチンとその
関連タンパク質の関与について
位杢玄査、古瀬勝美 l、道家紀志、川北一人(名古
雇天二]轟・植物病理、 1クミアイ化学)
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J会場:成長制御

キーワード:植物ホルモン，成長制御，成長促進物質，成長抑制物質，

開花・生殖制御物質

第一日目午前 第二日目午前 第三日目午前

開始時間講演番号 開始時間講演番号 開始時間講演番号

8:30 2aJ01 8:30 3aJ01 

8:45 2aJ02 8:45 3aJ02 

9:00 2aJ03 9:00 3aJ03 

9:15 2aJ04 9:15 3aJ04 

9:30 1aJ01 9:30 2aJ05 9:30 休 憩

9:45 1aJ02 9:45 2aJ06 9:45 3aJ05 

10:00 1aJ03 10:00 2aJ07 10:00 3aJ06 

10:15 1aJ04 10:15 2aJ08 10:15 3aJ07 

10:30 休憩 10:30 休憩 10:30 3aJ08 

10:45 1aJ05 10:45 2aJ09 10:45 3aJ09 

11:00 1aJ06 11:00 2aJ10 

11:15 1aJ07 11:15 2aJ11 

11 :30 1aJ08 11:30 2aJ12 

第一日目午後 第二日目午後

開始時間講演番号 開始時間講演番号

13:00 1pJ01 13:00 2pJ01 

13:15 1pJ02 13:15 2pJ02 

13:30 1pJ03 13:30 2pJ03 

13:45 1pJ04 13:45 2pJ04 

14:00 1pJ05 14:00 2pJ05 

14:15 1pJ06 14:15 2pJ06 

14:30 1pJ07 14:30 2pJ07 

14:45 1pJ08 14:45 2pJ08 

15:00 休憩 15:00 休憩

15:15 1pJ09 15:15 2pJ09 

15:30 1pJ10 15:30 2pJ10 

15:45 1pJll 15:45 2pJ11 

16:00 1pJ12 16:00 2pJ12 

16:15 1pJ13 

16:30 1pJ14 

16:45 1pJ15 

17:00 1pJ16 
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laJOl 
サイトカイニンにより抑制されるキュウリの"noncoding

RNA"とアラピドプシスの類似RNAとの比較

寺本陽彦，遠山知子竹葉剛，辻英夫2 (京都府大・応用

生物京大・理・植物神戸女子大・生物)

CR20は、キュウリ子葉において、サイトカイニンによ

り強く発現の抑制される遺伝子であり、また、業の成長や緑

化に伴って発現が大きく変化する(planta196:387， 

1995)。
CR20についてのノザンプロット解析において、 0.8kb 

から2.3kbにわたって複数のバンドが検出された。 6個の

cDNAと2個のゲノミッククローンを単離、解析したとこ

ろ、 CR20遺伝子は、 3つのエクソンからなり、第2イン

トロンのスプライシングの違いにより、少なくとも 3種類の

転写産物が生じていることがわかった。この cDNAのシ}

クエンスには、全体にわたって、終止コドンが頻出し、長い

ORFがとれなかった。アラピドプシスの cDNAライプラ

リ}から CR20と棺同の cDNAを単離したが、やはり、

長いORFはとれなかった。キュウリとアラピドプシスの

cDNAのシークエンスを比較することにより、 CR20

RNAが、タンパク質をコードせずに働く新しい機能RNA

である可能性について検討した。

laJ02 
サイトカイニン処理後短時間で発現が抑制される

転写活性化因子の構造

遠山却王、寺本陽彦1、岡田清孝、竹葉周IJ1 (京都大・理・

植物、 1京都府大・生活科学・応用生物)

我々はサイトカイニンの作用機構を明らかにする研究の

一環として、サイトカイニン処理後短時間内に抑制される

遺伝子に着目している。現在までにキュウリ黄化子葉にお

いて、サイトカイニンの一種であるべンジルアデニン(BA)

により抑制される遺伝子のcDNAをデイファレンシャルスク

リ}ニングにより多数単離して、その解析を進めてきた。

それらの中にはBA処理後2.4時間で対応する遺伝子の発現

が抑制されるCR9やCR20、また同様にBA処理後短時間で発

現が抑制されるCRRl-86などがある。 CRRl-86にはカタラ

ーゼ、 3・ヒドロキシー3-メチルグルタリルコエンザイムAレ

ダクターゼ、レクチンなどが含まれており、それらを含め

て10クローンについての解析を進めているが、その中で

CRR12はヘリックスーループーヘリックス型のDNA結合領

域を持ち、 myc様タンパク質の一つであるトウモロコシのR

gene familyとホモロジーがあることから、 Rgene同様に転

写活性化因子をコードしている可能性が考えられる。今回

は、 CRR12がコードしているタンパク質の構造と、他のク

ローンの光や各種の植物ホルモンなどに対する応答性の結

果をあわせて報告する。
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laJ03 
シ口イヌナズナのサイトカイニン高感受性変異体

の遺伝学的解析

久保 稔、柿本辰男 (大阪大・理・生物)

植物ホルモンの 1種であるサイトカイニンには組織

培養系において、カルスの緑化と増殖、シュート再生

などの作用が観察されるが、その分子機構については

ほとんど知られていない。そこで私達はこれらの作用

機構を調べるために、 EMSにより変異処理をしたM2
世代80，000個体から 7系統のサイトカイニン高感受性

変異体を単離した。これらの変異体は低濃度のサイト

カイニンを含むカルス誘導条件で、野生型では高濃度

のサイトカイ二ンを加えたカルス誘導条件で見られる

ような緑色で大きいカルスを形成する。このうち、強

い表現型を示す2系統の変異体 CK19とし51Aについ

て、野生型株Ler，Colと変異体問で掛け合わせを行

い、その F1，F2世代の表現型を調べた結果、これら

はある同一遺伝子座に変異を生じた劣性の変異体であ

ることが示唆された。 また、上記の変異体 CK19(L-
51A)の変異遺伝子の染色体上の位置決定を、 PCR法

を利用したCAPS，SSLP markerを用いて試みたとこ

ろ、第1染色体の上部にこれらの変異遺伝子が位置す

ることが示唆された。現在、残りの 5つの変異体につ

いても変異体 CK19と掛け合わせを行い、変異が異な

る遺伝子座にあることが解れば、同様に染色体上の位

置決定を行いたいと考えている。

laJ04 
過剰発現によりシロイヌナズナのカルスにサイトカイニン非依存性
を与える遺伝子CKI1

益率忌!l.(大阪大学・理・生物)

シロイヌナズナのカルスにサイトカイニンを作用させるとカル
スの増殖、緑化、シュート形成がおこる。野生型シロイヌナズナの
匪軸50，000本由来のカルスをアグロバクテリアを用い
pPCVICEn4HPT (Richard Waldenに頂いた)で形質転換した。
pPCVICEn4HPTにはCaMV35SRNA遺伝子のエンハンサーが4つタン

デムに入っており、形質転換にともなって植物DNAに挿入され、
周辺の植物DNAの転写を活性化すると考えられている。サイトカ
イニンに関連した遺伝子の近傍に挿入されればサイトカイニン非依
存的にサイトカイニンの作用が現われることが期待される。
形質転換カルスよりサイトカイニン非依存的にカルスの増殖、緑

化、シュート形成を行なう変異体を5個体得た。これらの形質転換
体は不稔であった。変異体の一つより、下DNAに近接するゲノムク
ローンと対応するcDNAを単離した。エンハンサーに連結したゲノム
クローンと、 35Sプロモーターに連結したcDNAを、里子生型シロイヌ
ナズナに導入したところどちらの場合もサイトカイニン非依存的な
カルスの増殖、緑化、シュート形成が起こった。この遺伝子は、
two-component systemのヒスチジンキナーゼのコンセンサスモチー
フをすべてもっていた。
また、このスクリーニングによって上記とは表現裂の異なる

msh何anyshooり変異体を得fこ。この変異体はカルスからサイトカ
イニン非依存的に多くのシュートが形成され、またホルモンフリー
のMS培地に播種して育てると、子葉や葉柄から不定芽が誘導される
ことがある。



laJ05 
サイトカイニンにより発琉誘導される遺伝子群の

単書院と同定

桝瑞机・高橋i湯介・長田敏行

(求京大・大学院浬学系研究科生物科学)

タバコ葉肉プロトプラストを単離後、培養して細胞

分裂を誘導する過程は、脱分化研究の好適な実験系と

考えられるが、サイトカイニンはオーキシンと並んで

この過程に必須である。我々はこれまで、オーキシン

により発現誘導される par遺伝子群を単離しているが、

サイトカイニンについてはこれまでそのような探索は

行ってこなかった。そこで本研究ではサイトカイニン

により発現が調節される遺伝子をディファレンシヤル

ディスプレイ法により探索し、複数の cDNAを得た。

これら遺伝子の種々のサイトカイニンに対する応答

性・他の植物ホルモンによる誘導性の有無・単離後の

培養における発現量の経時的変化をノザンハイブリダ

イゼーションにより調べ、更に遺伝子産物の構造から

機能の推定を行ったので、この結果を脱分化との関わ

り合いにおいて考察する。

laJ06 
イネカルスのアブシジン酸 (ABA)誘導タンパク

質 (24.5kD)の解析

田中香里，藤野介延，浅野哲基，古奇ちひろ，徐正

君1喜久田嘉郎(北海道大・農・作物生理秋田

農短大・生物工学研究所)

イネ(Olyzasativa し)カルスを長期間培養すると

再分化能力が~~~まる O しかし、長期培養カルスに

アブシジン酸(ABA)を与えることにより、再分化

率が上昇した。 ABAはカルスの成長を抑制したが、

乾物重、及び乾物重当たりの可溶性タンパク質を

増加させた。この際ABAは、複数の新生タンパク

質(14，18.5， 24.5， 45kD)を誘導した。我々は、こ

のうち24.5kDのタンパク質の精製を行い、これに

対する抗体を作製した。また、 N末端アミノ酸解

析の結果より作製したプローブを用い、 cDNAの

ク口一二ングを行った。このcDNAは、オオムギ

およびBromussecalinasで報告された匪に特異

的なタンパク質と高い相向性を持つことが確認さ

れた。
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laJ07 
アプシジン酸応答性遺伝子発現制御に関わる

突然変異体の分離

山本(豊田)章子、谷直之、浅田美穂子、小嶋純江、

服部束穂(三重大・遺伝子)

アプシジン酸 (ABA) は種子の成熟期や、植物

体が、乾燥、高塩濃度、低温などのストレスに晒さ

れたときに種々の遺伝子の発現を誘導する。このよ

うな ABAによる遺伝子発現制御機構を明らかにす

るため、 ABA応答性遺伝子発現に異常のみられる

突然変異体の分離を試みた。 ABA応答性遺伝子発

現の指標として、低温、乾燥及ぴ ABAにより誘導

を受けるCOR15a遺伝子のプロモーターとルシフエ

ラーゼ遺伝子との融合遺伝子を作製し、アラピドプ

シスに導入した。この形質転換体では、 ABA処理

により栄養成長期の植物体全体でJレシフエラーゼの

発現がみられた。 EMS処理した形質転換体の M2

幼植物体を用いて、 ABA存在下でレポーター遺伝

子の発現に異常がみられる変異体を選抜した。

laJ08 
アズキ上陸軸切片においてジベレリンにより発現量

の変化する遺伝子の解析

金旦盟皐，柿本辰男，柴岡弘郎(阪大・理・生物)

明所で育てたアズキの芽生えの上座軸より調製し

た切片はオーキシン (1AA)によって伸長し、こ

の伸長はジベレリン酸 (GA3)によって促進され

る。このアズキの上匪軸切片を用いて、 IAA処理

時および IAAとGA3同時処理時に発現される遺

伝子の比較をディフアレンシャルスクリーニング法

により行い、 GA3処理により mRNAの蓄積量が

減少する遺伝子を単離した。ノーザンプロットによ

る解析で、 IAA処理によりこの遺伝子のmRNA

の蓄積量が増加し、 IAAによる増加がGA3によ

り抑えられることがわかり、これらの変化が IAA

またはGA3処理開始後2時間の時点ですでに顕著

であることも明らかとなった。 GA3による伸長促

進は処理開始後 1時間では現れていないが2時間の

時点では見られることから、この遺伝子は伸長促進

に関与している可能性がある。



lpJOl 
オーキシン誘導性遺伝子ARGlとARG2のプロモー
ター領域の単離と解析
亘且雄二、鷲尾健司、山本興太朗 (北海道大学
南京環境 環境分子生物)

黄化ヤエナリの下匪軸をIAA処理するとARGJと
ARG2のmRNA量が増加することが知られている
(Yamamoto et a1.， 1992)。本研究ではARGJとARG2の
遺伝子発現の分子機構を調べる目的で、 ARGlと
ARG2のゲノムの5'上流領域の単離を試みた。

ARGlの5'上流領域はカセットを用いたLigation
rn.e<iiated sing"e~side PCR法 (Muellerand Wold， .1989)で
単離した。すなわち、 ARGlのcDNAに相補的なプラ
イマーとカセットに相補的なプライマーを用いて
PCR法で約0.8kbpのDNA断片を増幅した。このDNA
断片をBluescriot'11 SK +でクローニングした後、全長
の塩基配列を決定した。その結果、一部がcDNAの塩
基配列と完全に一致し、それより 5'上流領域が57'Lbp
存在した。その5'上流領域には、他のオーキシン誘
導性遺伝子で報告されているAuxRE(Ulmasov et a1.， 
1995)、TGAbox (Katagiri et al.， 1989)、TATAboxと
類似性がある塩基配ylT;が存在した。 ARG2の5'上流領
域もARGlと同様の方法で約1.8kbpのDNA断片を単
離した。このDNA断片の末端の塩基配列を決定した
結果、一部がcDNAの塩基配列と完全に一致し、それ
より 5'主流領域にTATAboxと類似性がある塩基配列
が存在することが明らかになった。 ARGJとARG2の
5'上流領域にそれぞれTATAboxと類似性がある塩基
配列が存在していることから、これらの5'上流領域
はプロモーター領域であると考えられる。

lpJ02 
ヤエナリ下匪軸切片におけるオーキシン誘導性遺伝子の
cDNAクローニング
益杢盛卒、山本興太朗(北海道大・地球環境・環境分子生物)

オーキシンによる匪軸切片の伸長成長には遺伝子発現が関与
していることが知られており、本実験系でオーキシンにより誘
導される遺伝子として 10種類近くが既に報告されている。本
研究ではディファレンシャル・スクリーニングを行ってさらに
オーキシン誘導性遺伝子の探索を試みた。

オーキシン処理した切片から調製したポリ (A)+RNAを用
いて作った cDNAライブラリーをプラスミッド上に構築し、
そのコロニー 19万個をスクリーニングした。その結果、 6個
の新しいオーキシン誘導性クローンを得た。その内 3個は、オ
ーキシン誘導性遺伝子ファミリ -Aux22の新しいメンバ一、
Aux22c 、d、eであった。残り 3クローンの内の 2個に
ついて部分塩基配列を調べたところ、これらは既知の遺伝子と
の類似性はなく、今までに報告のない遺伝子のクローンだと考
えられる。これらクローンを用いてノーザン・プロット解析を
行ったところ、両方ともオーキシンとフシコッキン (FC)に
反応することが分かった。 FC処理によって田RNA量が増加する
遺伝子としてARG2が報告されている (Yamamoto，1994)。
ARG2はFC以外に熱処理によっても誘導されるのに対し、
これらクローンはオーキシンと FCにのみ反応したので、これ
らは今までに報告のない新しいクラスのオーキシン誘導性クロ
ーンであると考えられる。以上のオーキシン誘導性クローンの
他に、やはり今までに報告のされていない、オーキシン処理に
よってmRNA量が減少するクローンを l個単離できた。
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lpJ03 
シロイヌナズナにおける NPA高感受性突然変異
体pis1の解析

藤田浩徳，庄野邦彦(東京大・教養・生命)

NPAに代表されるオーキシン極性輸送阻害剤の
投与により植物に機々な効果が引き起こされるこ
とが知られている。例えば根の伸長阻害司重力屈
性友び光屈性の喪失，花芽の形態異常の誘導など
はよく知られている。我々は NPAの作用友びオ
ーキシン極性輸送の機構の解明を目的にシロイヌ
ナズナより NPAに対して高感受性突然変異体

pis1を単離した。すでにpis1は劣性変異体である
こと，根の伸長阻害において IAA. ACCの感
受性は変化せずオーキシン極性輸送阻害剤に特異

的に高感受性であることを示しており，今回その
さらなる解析を行った。 pis1は根友び匪軸の双方
において伸長，重力屈性，光屈性の NPAの阻害
に対して高感受性を示したがー根においてその効
果は顕著であった。また重力屈性と光屈性が共に

高感受性に変化したということは，双方に関与す
る因子が遺伝子レベルで存在していることを示唆
している。またpis1は植物体の成長阻害友び花芽

の形態異常の誘導に関しでも NPA高感受性を示
した。以上の結果より pis1はNPAのあらゆる作
用に対し高感受性を示し司オーキシン極性輸送系
自身の変異体である可能性が高いと思われる。

lpJ04 
タバコプロトプラストにオーキシン非依存性を与え

る遺伝子axilの新規クローニングと機能解析

産査委，真野弘範，馳津盛一郎¥Richard Walden'， 
林浩昭， 茅野充男(東京大学大学院農学生命科学
研究科東京大学大学院理学系研究科，
'Max Planck Institut fur Zuchtungsforschung， Koln， 

Germany) 

axi1(呈uxin-independentgrowth)は、タバコプロトプラ
スト中で過剰発現させるとオーキシンを含まない、
或いは過剰に含む培地上でも細胞分裂及びカルス形

成をひきおこす遺伝子である。この遺伝子は、
activation T-DNA tagging法によりタノfコから単離され
たものであり、その機能を解明することにより植物
が細胞分裂を制御する機構について新たな知見が得
られると期待できる。本実験では、 axilは植物の基
本的な遺伝子の一つであると考え、ダイズ・イネか

らの単離を試みた。 RACE(rapid amplification of 
cDNAend)法を用いて、植物体から抽出したmRNA
より、ダイズから一種類のaxil完全長cDNAを増幅・
クローニングした。またタバコBY2細胞を用いて、

細胞周期におけるaxi1の発現時期、および細胞内で
の発現部位について研究した。現在、発現ベクター
にクローニングしたダイズ、axi1cDNAのタバコプロ

トプラストへのPEG法による導入、及びオーキシン
非依存性を誘導する活性の測定を試行中である。



lpJ05 
イネ科植物の発芽におけるジベレリン生合成機能の発現解析

(2 )オオムギの内生ジベレリン

生益基宜、五味雅裕1、上松淳一l、崖用華、桜井成

(理研、 lキリンピール)

イネ科植物の発芽における内生ジベレリンの生合成機能の発

現とその役割について解析している。オオムギでは発芽初期に

アミラーゼに代表される酵素群がジベレリンにより誘導される

と考えられている。しかし、内生ジベレリンが発芽初期に生合

成されている証拠は明確には示されていなかった。そこでオオ

ムギ種子の発芽における内生ジベレリンレベルを経時的に調べ

たところ、吸水開始より 2日後にGA，のレベルがピークに達す

ることが明かとなった。 3位に水酸基を持つ活性型ジベレリン

としてはGA，のほかGA3も検出されたが、そのレベルはGA，よ

りも低くかっ吸水開始より 4日後に最大値を示した。 GA4は検

出されなかった。以上の結果はオオムギでは (1)発芽初期に

内生ジベレリンの生合成機能が発現し、 (2 )その結果生合成

されたGA，がアミラーゼなどの誘導に関与していることを示し

ている。既に報告したように、イネではジベレリンレベル、ア

ミラーゼ活性はともに吸水開始3日目以降、第一葉の展開が始

まってから増加する。同じイネ科でありながらイネとオオムギ

で対照的な結果が得られたことは興味深い。

lpJ06 
カボチャ (CUCUI台，itamaxima L.)のカウレン合成酵素 Bの

cDNAクロ一二ング

山旦宣塑巴、斎藤臣雄お、安部弘3、室伏旭1、山根久材、

神谷勇治2C東大・応用生命化学、 z理研・フロンティア、

3理研、 4東大・生物生産工学研究センター)

ジベレリン生合成の最初の重要なステップは、ゲラニル

ゲラニルピロリン酸がコパリルピロリン酸 (Cpp)を経て

カウレンへ環化される過程である。 CPPからカウレンへの

変換は、カウレン合成酵素 B(KSB)により触媒される。

精製した KSBより得られたアミノ酸配列を基にしてオリゴ

ヌクレオチドプライマーを合成し、カボチャ未熟稜子より

調製した RNAを鋳型として、 RT-PCR法により cDNA断

片を増幅した。これをプロープとして cDNAライブラリー

をスクリーニングし、 RACE法と組み合わせて全長の

cDNAクローン (2.7kb)を得た。大腸菌で融合タンパク質

として発現させたところ、 CH1CPPをCH]カウレンに変換

する活性を示した。 KSBのmRNAは、幼植物体において

調べた全ての器官で検出された。発現量は、若く成長して

いる組織で多かった。 KSBの予想されるアミノ酸配列は、

植物由来の他のテルベン環化酵素と相同性を示した。 N末

端には、プラスチドへの移行シグナル様の配列(回nSIt

peptide)が認められた。
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lpJ07 
ent-KAURENE SYNTHASE A AND SEED 
DEVELOP恥1ENT
Tahar Ait-Ali， Stephen M. Swain and工勾i玉皇旦i皿;P1ant 
Honnone Function， Frontier R巴searchProgram， RlKEN， 

Wako-shi， Saitama 351-01 Japan 

Gibberellins (GAs) are known to be invo1ved in severa1 
aspects of p1ant deve10pment， including shoot e10ngation 
and seed gennination. Recent1y， GA deficient mutants 
have been used to suggest that GAs a児 alsorequi陀 dfor 
seed deve10pment in pea (Pisum sativum L.) in the first 
few days after fertilization. For one of these mutants， ls-l， 
biochemica1 ana1ysis suggests that GA biosynthesis is 
reduced in a deve10pmenta1-and organ-specific manner by 
reduced conversion of gerany1gerany1 pyrophosphate to 
copa1y1 pyrophosphate. This step is cata1yzed by the GA 
biosynthetic enzyme kaurene synthase A (KSA) and this 
enzyme has be巴ncloned from Arabidopsis. A putative 
KSA has a1so been cloned from maize. To understand the 
regu1ation of KSA expression in wildtype and ls-l p1ants， 
we have used RT-PCR on mRNA from deve10ping 
embryos to clone fragments of KSA genes from pea . A 
full-1ength cDNA that encodes a putative KSA has been 
iso1ated， and has high AA sequence similarity to KSA of 
Arabidopsis and maize. RT-PCR ana1ysis ofWT and ls-l 
embryos suggest that the LS 10cus encodes KSA， and the 
ph巴notypeof ls-l mutation (G to A substitution in the 3' 
intron 11-exon 12 junction) results仕omabnorma1 sp1iced 
KSA mRNA. 

lpJ08 
トマトカウレン合成酵素A遺伝子のcDNAクローニング

と光による発現調節

今井亮三，梁泳烈， Tahar Ait-Ali.川出洋，神谷勇治

{理研・国際フロンティア)

光による芸の伸長制御にはジベレリンわ漂く関与していること

が知られているがその機悔はまだ不明な点が多い最近の研究

により，ジベレリン生合成の最初のステッブを触媒するカウレン

合成酵素A(KSA)は葉緑体中に局在し、その発現は光による調節を

受けていることが示唆されている。本研究ではファイトクロム欠

損株及び過剰生産株等を用い，その詳細な調節機備の解析を巴的

としている今回はトマトからのKS瓜宣伝子のクローニングにつ

いて報告する

ArabidopsisとrnaizeのKSA聞で保存される配列に対しディジェネ

レートフライマーを合成し、発芽後7日の芽生えから調整した

n明NAIこ対してRT-PCRを行い、 I曽幅断片を得た。断片の塩基配列

を求め疋ところ、 2種類の配列よりなり，それぞれArabidopsisの

陥 Aと67%及び56%の同一性を示しだ Southern解析により両断

片は異なる遺伝子に由来することが示唆された また，芽生えよ

り作製したcD、JAライブラリーを両断片をプローブとしてスクリー

ニングし1 それぞれに対応すξICDNAクローン力得られたことより，

トマトの芽生えにおいては少なくとち2種類のKSA遺伝子が発混し

ていることが示された 現在， 2つの遺伝子について光条件によ

る発現調節について解析を行っている またジベレリン欠損aib-1

変異株Id:KSAの欠損によると考えられているがl いすれの遺伝子

によるちのかについてち解析中である



lpJ09 
イネのジベレリン 20位酸化酵素の cDNAクロー
ニング
豊増知伸1，3 川出洋l 関本弘之 Camilavon 

ぉ，，，AIldrewL. Phi1JipsてPeterHedden2，神谷
勇治rV(I理研フロンテイア， 2LongAshton Research 
Station， 3uJ形大・農)

カボチャとアラピドプシス由来のジベレリン(GA)
2 0位酸化酵素 (GA20ox) の共通配列を基にして，
イネ(短銀坊主)芽生えcDNAより GA200x由来と
思われるDNA断片をPCR法により増幅した。さらに
そのDNA断片をプローブにして，その全長をコード
すると思われるcDNAクローンを得た。

得られたクローンの推定アミノ酸配列は，既知の
GA200xのものと高い相向性を示した。さらにその
コード領域部分を大腸菌内で発現させて得られたタ
ンパク質は， GA12β3 -> GA15/44 -> GA24/19 -> 
GA9β0の3段階のGA20位の酸化を触媒した。その
変換効率はGA12より GA53を基質とした場合の方が
高く，イネ芽生えのGA生合成において初期 13位
水酸化経路が主として機能していることをよく反映
しており、ここで得られたcDNAクローンが単子葉
植物で初めて単離されたGA200xをコードする遺伝
子であることを強く示唆した。

この遺伝子の発現は、正常種(日本晴)に比べて
GA欠損型建性種(短銀坊主，媛稲C) において顕
著に見られ、 3品種とも生合成阻害剤 (Uniconazole 
P)処理により増加し，活性型GA処理により検出限
界以下に減少した。これらの結果は，イネのGA
200xの発現が双子葉植物と同様に活性型GA量によ
り制御されていることを示唆した。

lpJ10 
エドヒガン系のサクラにおける、 I主性及びしだれ性枝の内生

ジベレリンについて

小林正智，古沢恭子¥小林真由美桜井成，虫坦盟工 1

(理研・ 1日本女子大・理)

すでに、エドヒガン系のしだれ性変異、ヤエベニシダレに

おいて、外生ジベレリンにより枝に負の重力屈性が発現し、

しだれ性枝が上方伸長をするようになること、さらにジへレ

リン処理枝においては、枝巾が増すと同時に、重力刺激に反

応した、枝の上倒IJに偏った偏心成長及びあて材形成が誘導さ

れることを報告してきた。 このような結果にもとずいて、

今回は、 「しだれ性変異が内生ジベレリンレへルの低下によ

り引き起こされているのか否かJを検討するために、立性、

エドヒガンとしだれ性、ヤエベニシダレの内生ジへレリンレ

ベルの比較、およびジベレリン合成阻害剤、ウニコナゾ ル

の立性枝の重力屈性への影響を調べた。内生ジへレリンレベ

ルは、むしろしだれ性校の方が高く、また、立性枝において、

ウニコナゾ ルは伸長成長に対しては、顕著な抑制効果をぷ

すものの、しだれ性への転換をもたらすことはなかった。今

回の結果は、上記の仮説を支持するものではなく、しだれ性

のジベレリン要求性にについては、さらに検討を要する。
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lpJ11 
エドヒガン系サクラのGA3処理枝に発現する負の

重力屈性と成長応力

毒血正ム、奥山 剛、山本浩之、中村輝子 1 (名大・

農、 l日女大・理)

樹木枝の負の重力屈性挙動を力学的側面から理解

するために、ヤエベニシダレ (Prunusspachiana 

Kitamura f. spachianacv. Plenarosea， Yaebenishidare)の

当年枝に GA3を4月下旬から 1週間間隔で4回与
え、 12月に成長応力の測定を行なった。負の重力

屈性が発現した処理枝上側では、未処理枝のそれよ

り大きな引張りの成長応力が生じていた。あて材部

は両枝に認められたが、未処理枝では髄付近には認

められなかった。発現した負の重力屈性は以下のよ

うな要因と機構が推察される。 GA3処理枝は、肥大

成長の促進と分化した細胞の早期成熟により、自重

によるたわみへの抵抗力を早期に獲得する。このこ

とが、伸長成長等による自重の増加によるしだれ量

を少なくさせる。さらに枝上側に生じた細胞自らが

縮もうとする大きな引張りの成長応力は、未処理枝

と比べて成長の初期段階から発生し、枝の自重を支

えると共に、枝を上向きにさせる働きをする。

lpJ12 
イネ葉鞘伸長を指標としたジベレリン応答の解析

空虚血二人松岡信1，2 山口淳二1，2 (1名大・農・

生化学制御 2名大・生物分子応答研究センター)

吸水後数日経過したイネ実生にジベレリンを添加す
ることにより、第2葉鞘の急激な伸長が起こる。この
現象は、細胞伸長と細胞分裂の両方によって引き起こ
されることが知られているが、その詳細は明らかでは
ない。我々は、この第2葉鞘および細胞伸長を指標と
する系を用いて、ジベレリンによる作用および遺伝子
の誘導の解析を行った。
GA欠損壊媛性品種である短銀坊主種子を、ジベレリ

ン合成阻害剤であるuniconazolで24時間処理し、さら
に媛化させた。その後、 100ngのGA3を鞘葉と第 1葉の

聞に滴下することにより添加した。葉鞘のどの部位の
細胞が伸長しているのかを、表皮細胞の長さを指標と
して調べ、葉鞘の下から5mm付近までの領域を細胞伸
長部位として特定した。

この細胞伸長部位よりRNAを調製し、ノーザンプロ
ッティングを行ったところ、 cdc20s-2やDAHP合成酵素
などに対し、 GA添加後6-12時間後に誘導がみられた。
現在、他のcDNAプロープを用いたノーザン解析を行っ
ており、それらの結果とあわせて報告する。



lpJ13 
ジベレリンによる浮稲節聞の伸長促進と浸透調節

基-JEZ:，上野覚士内田直次1.2安田武司1.2

e神戸大・自然科学神戸大・農)

浮稲節問は，高湿度環境でのエチレンあるいはジベレリン

(GA)処理により著しく伸長する. しかし，低湿度環境で

は. GAは節間の伸長を促進するが，エチレンは伸長を促進

しない 11J. 我々は，この現象がアブシジン酸含量の変動で

は説明することができないことをすでに報告した 12J.
低湿度条件で細胞が伸長するためには，水中や高湿度条件

に比べて植物体からの水分の蒸散量が多くなるので，細胞の

成長に必要な膨圧を得るにはより高い浸透圧を要すると考え

られる.いくつかの植物で.GAが細包伸長を促進する際に，

浸透調節を行っていることが知られている.そこで本研究で

は，低湿度環境でも節聞の伸長を促進させることのできる

GAの能力と.GAの浸透調節作用との関係を調査した.

高湿度条件でのエチレンや GA処理または深水処理によっ

て節間の伸長部位の浸透ポテンシャルは増加したが，乾燥条

件での GA処理では節聞の伸長部位の浸透ポテンシャルは維

持されていた.また乾燥条件での GA処理により伸長してい

る節聞では，高湿度条件での伸長節聞に比べ，約二倍のイン

ベルターゼ活性と可溶性糖含量の増加が認められた.これら

の結果は. GAが乾燥条件でもI手稲節間の伸長を促進するこ

とができるのは.GAが有する浸透調節機能と関係がある可

能性を示唆する.

11J Plant Cell Physiol 32: 307-309 (1991) 
12JJ Plant Physiol146: 323-328 (1995) 

lpJ14 
イネ幼苗の伸長におけるエチレンとジベレリンの関係

五出量孟1、2、今井亮三2、山口信次郎2、3、豊増知伸4、梁

泳素子、桜井成 l、'、高橋信孝z、神谷勇治z

('埼玉大大学院・理工学研究科、理化学研究所・2国際フロンテ

イア、 3東大・応用生命化学、 4山形大・農学部、 s理化学研究所

.植物生活環制御)

これまで演者らは、エチレン存在下での日本型イネ (α3司

sativa L.)幼苗の伸長、内生ジペレリン (GA)の定量および

GAに対する反応性の変化を調べてきた。その結呆、エチレン

によりイネ幼苗の第3葉の伸長が促進されるにもかかわらず、

第3葉のGA，およびその前駆体のGAの内生量が減少することが

確認された。そこで演者らは、エチレンはGAの生合成および

代謝を促進すると考え、 ['4C1GA，と ['H1GA却を用い、エチレン

存在下におけるGAの変換を調べた。 5ppmウニコナゾール溶

液で浸潰処理をしたイネ幼苗に[14C1GA1および['H1GA却を投与

し、 lppmのエチレン存在下で24時間培養後、メタノール抽出

およびODS-HPLCにより精製、分画し、その放射活性から代

謝物の変換量を測定した。その結果、 ['4C1GAIから [14C]GA.へ

の変換および['H]GA却から['H1GA，への変換が認められた。こ

の変換はエチレンにより増加したことから、 GA，およびGA20

の変換がエチレンにより促進されることが示唆された。これ

らの結果から、 GA20位酸化酵素などGA生合成酵素の遺伝子

発現に対するエチレンの影響を調べる予定である。
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lpJ15 
カーネーション花弁由来ACC酸化酵素のACBCによ

る阻害

小杉祐介，小山田奈穂子，吉岡俊人，隼藍1.小

野寺英一山固有子 1 (東北大・農・環境適応，

l宮城県園試)

本研究では，カーネーションの老化花弁からACC

酸化酵素を部分精製して一般的性質を調べ，さらに

基質であるACCのアナログの阻害作用を検討した.

調べたACCアナログのなかで. l-aminocyclo-

butane-l-carboxylate (ACBC)が，強力に酵素活性

を阻害した.阻害様式は括抗阻害であった.ACBC

のKiとACCのKmの比較から.ACBCは基質のACC

よりも酵素の活性部位に結合しやすいことが示され

た.一方，この酵素は基質ACCによって反応機構依

存性の不活性化反応を起こしたが.ACBCでは不活

性化反応は起こらなかった.

ACC酸化酵素の強力な阻害剤であることが明らか

になったACBCは，エチレン合成の阻害を作用点と

するカーネーション切花の鮮度保持剤の開発研究に

おいてモデル化合物として期待される.

lpJ16 
ヤエナリ匹軸から精製されたエチレン生成阻害タ
ンパク質は膨圧応答タンパク質と高い相同性をも
っ
盤盤、酒井慎吾(筑波大・生物科学)

エチレン生成阻害タンパク質は1973年に酒井と
今関によって黄化ヤエナリ駐軸から精製されたタ
ンパク質である。この阻害タンパク質は分子量が
112.000で2個の同一サブユニットからなっている
。ヤエナリ佐軸切片における IAA誘導エチレン
生成及びACCからのエチレン生成を可逆的に阻
害し、更に IAAsp複合体の生成をも可逆的に
阻害する作用をもっ。私達はこの阻害タンパク質
の作用機作及びその生化学的特性を明らかにする
実験を再開した。まず、ヤエナリ佐軸から阻害タ
ンパク質を精製し、報告されているその特性につ
いて再確認した。次に阻害タンパク質のアミノ酸
配列を明らかにするために、阻害タンパク質をV8
プロテアーゼで分解し、得られたペプチドの中か
ら、二つのペプチドについてその部分的アミノ酸
配列を決定した。これらのアミノ酸配列をもとに
オリゴヌクレオチドを合成し、 RT-PCR法により、
阻害タンパク質DNA断片を得た。この cDNA
断片 (486bp) の埴基配列及びそこから推定される
アミノ酸配列を決め、ホモロジー検索を行ったと
ころ、 1995年にStroeher 等によって、報告された
膨圧応答遺伝子と非常に高い相同性が認められ
た。



2aJOl 
ササゲ伸長脹軸切片のストレス応答における IAAおよび
H+ポンプの役割

韮社主主企. 17)(野焼子，加藤潔
(名大・人間情報日本福祉大)

浸透ストレスによる伸長の組審と、それに続く適応回復
は、導管滋流したササゲ伸長下駐軸切片でも観察されてい
る(Liu et al. 1992 )。本研究でもササゲ座軸切片を用い
た導管潜流法によって、浸透ストレスに対する生長の適応
回復過程の、オーキシンおよび木部側~W ポンプ依存性に
ついて調べた。怪軸切片を 30、または 60mOsmの基本潅
流液で 3-4 h前濯流した後、 60mOsmの浸透ストレスを
負荷した。オーキシンの効果は、あらかじめ濯流液に
10μM IAAを加えるか否かによって調べた。 IAA(-)の系で
は、前灘流における木部側膜電位(Vpx)は浅く、生長速
度は低かった。また浸透ストレス負荷後、生長の適応回復
は起こらず、 Vpxには殆ど変化がみられなかった。これに
対し、 IAA(t)においては、ストレス負荷後、生長の適応回
復と、それに先立つ顕著な Vpxの過分極がみられた。特
に 30mOs田前濯流では、負荷前の Vpxと生長速度との聞
に r値 O.7以上の線形な相関がみられ、ストレス後にお
ける過分極分の最大値(ムVpx)と、生長速度の最大回
復度との間にも r値 0.8以上の相関がみられた。また、
60 mOsm前濯流条件でも相当程度の高い相関が得られた。
以上の事実は、ササゲ下魅軸切片の浸透ストレスに対する
生長の適応回復が、オーキシンにより促進される木部H+ポ
ンプ活性に依存することを示しており、ストレス下での水
の再吸収と木部H+ポンプの密接な相関を示唆している。

2aJ02 
ササゲ伸長匹軸切片の浸透ストレス応答における生理的壁
特性の変化
北村さやか水野暁子，血基盤
(名大・人間情報日本福祉大)

植物の浸透ストレスに対する生長の適応回復を説明する
要因のひとつとして、細胞壁降伏過程の調節が考えられる。
導管滋流したササゲ伸長下脹軸切片の、プレッシャージャ
ンプ法(Okamoto et al. 1989 )を用いた研究(Liu et al. 
1992 )により、浸透ストレス下での生長回復過程における、
細胞内実効膨圧 (Pi-Y)および細胞壁展性 (φ)の変化が
すでに観察されている。本研究では、導管滋流法を用い、
ササゲ経軸切片の浸透ストレスからの生長適応回復過程に
おける、これら壁降伏のパラメータ (φ および Pi-Y) 
の変化にオーキシンが与える影響について調べた。)ffi軸切
片を 30、または 60 mOsmの基本濯流液で約 4h前濯
流した後、 60聞Osmの浸透ストレスを負荷し、負荷の前後
それぞれ約一時間の聞の、ゆおよび Pi-Yの測定をプレ
ッシャージャンプ法により行った。オーキシンの効果は、
あらかじめ濯流液に 10μMIAAを加えるか否かによって
調べた。 IAA(一)では、ストレス負荷後に生長回復はみられ
ず、 Pi-Yは減少したまま回復しなかった。これに対し
IAA( t)では、負荷後の生長の回復時に、顕著な Pi-Yの
増大がみられた。しかし、 IAAの有無に関わらず、引こは
負荷前後において大きな変化がみられなかった。以上の結
果より、浸透ストレスに対するササゲ怪軸切片の生長回復
時の壁降伏は、実効膨圧により調節されている可能性が示
された。
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2aJ03 
水ストレス条件下でのコムギ幼葉鞘の成長抑制

主主盟主.保尊隆享，神阪盛一郎(大阪市大・理・生物)

コムギ芽生えにポリエチレングリコール (PEG
4000. 6 0 mM)を用いて水ストレス(吸水ストレス)を

与えると、幼葉鞘の成長が著しく抑制された。この時

の幼葉鞘細胞墜の力学的性質を調べた結果、水ストレ

ス条件下では成長が抑えられているにもかかわらず、

細胞壁は柔らかい緩んだ状態で維持されていた。次

に、幼葉鞘の浸透ポテンシャルを視u定したところ、浸

透ポテンシヤルは、水ストレス条件下で大きく低下

し、その結果、外液との浸透ポテンシャル差は、対照

とほぼ同じ値となっていた。これは、水ストレス条件

下の幼葉鞘も、対照と同程度の吸水力を持つことを示

している。一方、水ストレス条件下の幼葉鞘の表面を

アプレイドし、7.kを直接的に幼葉鞘に与えると、幼葉

鞘の成長が回復し対照とほぼ同じ長さに達した。以上

の結果から、水ストレス条件下でのコムギ幼葉鞘の成

長抑制は、細胞壁伸展性の低下や浸透ポテンシャルの

上昇によるものではなく、幼葉鞘への水の供給が抑制

されることによるものであると考えられた。

2aJ04 
キウリ芽生えにおける脂質転移タンパク質の誘導

坐豊量昼、竹内裕一、榊剛、増田税1、山田晃弘

(北海道東海大・工・生物工学、 1日本たばこ産業・

生命研〉

非特異性脂質転移タンパク質 (nsLTP)は、 In

vitro検定により、生体膜間において極性脂質を転

移する活性のあるタンパク質として高等継物から単

離された。しかし、 nsLTPの所花および遺伝子発現

が細胞膜または細胞質の高符度頼粒に限られている

ところから、 nsLTPには細胞オルガネラ間での脂質

輸送のキャリア以外の役割があると考えられている。

nsLTPの生理的役割解明のためのアブローチの一

つは植物組織のどのような条件下で nsLTPが誘導さ

れるかを究明することであろう。

今回の発表では、キウリ芽生えが乾燥状態におか

れたときに nsLTP量が増加し、その際にアプシジン

酸の増加を伴うことを報告する。アプシジン酸以外

の植物ホルモン〈オーキシ二人サイトカイニン、ジ

ベレリン〉はキウリ芽生えの nsLTP量に影響を与え

なかった。



2aJ05 
トランスジェニヅクアラビドプシスにおけるオーキシ
ンの極性移動と花形成
匝裏理王、上田純一、宮本健助、岡田清孝1、
80b Masterson2 (大阪府大・総合科学、 1京大・理、
2Max-Planck-Institut) 

演者らは、花茎の先端に花を形成しないシロイヌナ
ズナpzn突然変異体を用いて、花形成における植物ホル
モンの作用機作について研究している。これまでの研
究により、 pin突然変異体の生理学的な特徴として、内
生IAA量および花茎におけるIAA極性移動能が野生型と
比較して低いことを明らかにしてきた。以上の事実は、
高等植物における花形態形成には、内生IAA量とIAA極
性移動能が深く関与していることを示唆している。

本研究では、 pzn突然変異体にAgroba c te riu m 
tumefaciensの保持するindoleacetamidehydrolase (iaaH) 
遺伝子を導入し、 indole-3-ωetamide(IAM)存在下でpzn
突然変異体を生育させ、内生IAAレベルを上げた時の
IAA極性移動能と花形態形成を調べた。その結果、
iaaH形質転換pin突然変異体 (Rpin)は、 IAM存在下にお

いて、内生IAA量の上昇によると推察される根の成長
匝害が認められた。 IAM存在下で生育させたRpin花茎
におけるIAA極性移動能は、非形質転換体であるpin突
然変異体のそれと同様であり、野生型と同レベルへの
回復は認められなかった。花の形態もまたpzn突然変異

体と同様であった。

2aJ06 
IAA処理で誘導されるトウモロコシ主根切片の invitro 

タンパク質燐酸化
担藍島二、高綱抄智子、和田 剛、成原ゆみ

(山形大・教育-生物)

筆者らは、 IAAがその生長を促進するトウモロコシの中
限軸切片を用いて、 IAAは Calmodulin及び Proteinkinase 

Cのタンパク質燐酸化の系を介し中旺軸の生長促進に働くこ

とを報告した(昨年度の本大会)。今回は、逆に、 lAAがそ
の生長を阻害する主根を用いて、 IAA処理で誘導されるタン
パク質燐酸化を報告する。そして、 II'jAAによる生長の器官
特異性』についても考察する。

トウモロコシ主根の生長帯切片(5mm)を、各濃度の lAA
中で各時間 Incubateした。それを、破砕・遠心操作(85K 
xg)し、得られた上清を Centricon-lQで濃縮・脱塩した。
それに [32P]-ATPを加えて 4分 Incubateし、燐酸化反応
を行わせた後、 SDS-PAGE及び Autoradiographyにかけた。

主根切片をlO -~M lAAで 20分以上 Incubateすると、

10種のタンパク質の燐酸化が促進された。次に、同切片を
lO-ll~ lO-""" IAA 中でそれぞれ Incubate すると、 10-8~
10-九IAAのみがタンパク質の燐酸化を促進した。ところが、
10-~M 及び 10-4" の lAA でも主根切片の生長は強く阻害さ
れた。すなわち、各濃度の lAAにおけるタンパク質燐酸化

の程度と、その時の生長阻害率とに相聞は見られなかった。
よって、 lAAは、中目玉軸の場合と異なり、タンパク質燐酸化
の系を介さずに主根の生長を阻害すると結論づけられる。
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2aJ07 
トウモロコシ根端切片の拡散性IAAの動向に及ぼす

カルシウムイオンやpHの影響

盤圭一隆，高橋宏之(山形大・教育)

我々は，光依存性重力屈性における重力刺激の情

報伝達系に，根冠のアポプラストにおけるH+とCa2+

の交換反応が関わっている可能性 (Planta，1994)や，

拡散性IAAの求基的移動が，根端のCa2+により制御さ

れていることを報告した(本学会1995年度年会)。本

研究は，拡散性IAAの求基的移動とci+の関連を明ら

かにするため，トウモロコシ(GoldenCross Ban凶 n70) 

の根端切片(0・1，1-2， 2-3 mm)を用い，各切片の拡散

性IAAの動向に及ぼすCa2+やpHの影響を調べた。各

0-lmm切片40個を冷阻S緩衝液(400μ1)に浸し，拡散

してくるIAAを拡散性IAAとし，ジクロロメタンで分

画後，インドロー a-パイロン法と蛍光検出フローイ

ンジェクション分析法を組み合わせた系で定量した。

0・lmm切片からの拡散性IAA量は，他の切片の約1/3

であった。切片を5mMCaChを含む緩衝液で処理し

たところ， IAA量は0-lmm切片で約l.5倍に増加した

が， 2-3mm切片では変らなかった。このCa2+の部域

による効果の差などから，重力刺激による拡散性

IAAの求基的移動とCa2
+の関わりを考察する。

2aJ08 
光屈性天然分子の膜結合型オ キシン結合タンパク質に

対する効果

担運盈王、穴井豊昭、小瀬村誠治1、山村庄亮1、長谷川

宏司(筑波大・応生化、 l慶応大・理工)

我々は、高等植物の光屈性反応は成長抑制物質により

制御されているという成長抑制物質説に基づいて、現在

までに数種の成長抑制物質を単離・同定してきた。この

うち、いくつかの化合物は典型的な抗オーキシン活性を

示すことが明らかとなっている。また最近の研究におい

て、 6-methoxy-2-benzoxazolinoneはトウモロコシ膜結
合型オ キシン結合タンパク質 (ABPl)に対するオーキ

シンの結合を阻害する事が明らかとなった。

本研究では、新たにトウモロコシから単離・同定され

たベンゾキサゾリノン類および他の光屈性天然分子を用
いて、 ABPlタンパク質のオーキシン結合活性に対する効

果を詳細に検討したので、この結果について報告する。

また、植物の種類によりこれら光屈性天然分子に対す

る感受性の差異か確認されていることから、これとABPl

タンパク質に対する各々の光屈性天然分子の効果との因

果関係を明らかにする目的で、数種類の植物からABPlタ

ンパク質の単離を試みており、この結果についても併せ

て発表する。



2aJ09 
低 pHにより誘導されるレタス根毛形成における

植物ホルモンの役割の紺斤

主主塵盟、渡部忠久(東理大・理工・応生)

レタス(品種Grandrapi ds)を pH5-4の酸性条件

下で培養すると、主根の生長は pHの低下に比例し

て阻害され、これを補う形で根毛が誘導される。

この現象における植物ホルモンの役割を調べた。

中性 pH条件下では、 1AAとカイネチンが低 pH
と同程度に根毛形成を誘導できる。低 pHの効果は

抗オーキシン剤の CP1Bや TIBAで抑制され、 CP1B
の効果は 1AAにより回復する。一方、エチレンの

前駆体である ACCは中性 pH条件下で根毛形成を誘

導し、低pHあるいは 1Mの効果はACC合成酵素の

阻害剤である AVGにより阻害される。 AVGの効果

は ACCにより回復することから、低 pH→1M→エ

チレン→根毛形成の流れが推測される。

カイネチンの効果も AVGにより阻害されること

から、カイネチンもヱチレンを介して根毛形成を

誘導していると考えられる。現在、低 pHによる根

毛形成誘導においてサイトカイニンが入るべき位

置を検討している。

2aJI0 
頂芽切除後の肢芽で発現する遺伝子の解析
上口(田中)美祢子、円由香、森仁志(名大.農・生化
学制御)

頂芽優勢は、植物生理学では良く知られた現象である
が、その分子機構はほとんど明らかにされていない。我々
は先に、頂芽切除後の肢芽で特異的に発現している遺伝
子の存在を示した。今回は、ノザン法と血situhybridiza -
tionにより、それらの発現様式を解析したので報告する。
頂芽切除8時間後のアラスカエンドウの肢芽から調製

したcDNAライプラリーより得られた 8個のクローンの
内、 lつは、 heatshock trans氾riptionfactor (HSF)であった
が、他はhistone、ri加悶nalpro飽in、prolinerich c巴llwall
pro包inなど複製、翻訳や細胞壁に関係するものであった。
これらのクローンについてノザン解析もしくは、 RT-
PCRを行った。その結果、 HSF以外のクローンは、すべ
て頂芽切除4-8時間後以降に発現が増大しており、
HSFの場合は、 1時間後に発現が最大となった。また、
1つの節に存在する大小4個の肢芽問での頂芽切除後の
発現の違いも観察され、このことは、頂芽と肢芽の間の
みならず、肢芽聞にも頂芽優勢の関係が存在するためと
考えられた。さらに、白dωhybridizationによりhistoneH4

の発現様式を解析したところ、頂芽切除前の肢芽ではそ
のシグナルは極めて弱いが、頂芽切除 10時間後の肢芽
では、茎頂付近および葉原基にパッチ状の強いシグナル
が観察された。現在、他のクローンについてもinsitu 
hybridizationを行っており、合わせて報告する。

237 

2aJll 
頂芽切除後に肢芽で発現が減少するcDNAの単離

田血萱，上口(田中)美弥子，森仁志(名大・農・
生化学制御)

肢芽の成長は頂芽によって抑制されている。この

頂芽優勢という現象は、植物生理学上、古くから知

られているものであるが、その機構に関する分子レ
ベルでの解析は、ほとんどなされていない。我々は、

differential display法を用い、頂芽切除後の腕芽で発現

量の変化する遺伝子の検索を行っている。

播種後7日目のアラスカエンドウの頂芽を切除し

た後、経時的に肢芽から調製したRNAを鋳型にして
differential displayを行った。その結果、発現量に変化

の見られる遺伝子が多数検出された。今回は、その

中でも頂芽切除後、肢芽で発現量が減少、もしくは

初期に最大に達し、その後減少するものに関して報

告する。これらのクローンをノザン法により解析し

たところ、 differentialdisplayと同様の発現様式を示す

結果が得られた。また、幾っかに関してはデータペ

ースの検索により、遺伝子が同定された。

発現量の変化するクローンを更に検索し、 insitu 

hybridizationによる発現の解析結果も報告する予定で
ある。

2aJ12 
頂芽切除後の服芽の細胞周期に関する研究

志水佐江、上口(田中)美弥子、森仁志

(名大・農・生化学制御)

頂芽優勢とは頂芽が優先的に成長し、服芽の成

長が抑制される現象であるの頂芽が切除されると

服芽は細胞分裂友ぴ、細胞伸長を伴って成長を開

始すると考えられているが、この分子機構はほと

んど明らかにされていないのそこで、私たちは、

細胞分裂友び、細胞伸長に関与している遺伝子群

をクローニングし、この発現様式を解析すること

で頂芽優勢の分子機構を明らかにしたいと考えて

いるの

既知の cdc2、PCNA、cvclinA. B. 0それぞれ

の保存領域を基に、 RT-PCRによりアラスカエン

ドウの茎頂友び根の分裂組織から cDNA断片を得、

これをプローブとして、全長の cDNAをクローン

化したn 頂芽切除後の服芽におけるこれらの遺伝

子の経時的な発現様式の解析から服芽細胞は G1

あるいは Go期で停止していると考えられたn ま

た、 insitu hvbidizationの結果も合わせて報告す

るn



2pJOl 
モモ茎頂部より単醸したオーキシン結合蛋白

質(ABP19)の組織特異性および細胞内局在住

主宜盗丘h (農水省果樹試)

モモ新檎茎頂部の可溶性画分より新規のオー

キシン結合蛋白質 (ABP19)を単離した

(Plant & Cell Physiol. 34:177-183，1993)。
AB P 1 9に対するポリクローナル抗体を作

製し、ウエスタンプロット法および免疫電顕法

により同蛋白質のモモ組織における存在様式を

解析した。その結果AB P 1 9は以下のような

局在性を示した。(1 )細胞壁に局在する。

( 2 )葉や茎に特に多く存在する。(3 )根や

子葉では検出きれない。(4 )分裂組織や成長

が停止した組織よりも肥大期の組織に多く存在

する。(5 )暗所で育てた黄化芽生えでは検出

きれない。

以上の結果からABP19はきわめて組織特異

的な局在を示す細胞壁蛋白質で、組織内の存在量

は成長段階や環境の影響を受けることが明らかに

なった。

2pJ02 
免疫学的手法によるダイズ (Glycinemax ) 

オーキシン結合蛋白質の検出
1堀智子、 2石川文雄、 3小林未邦子、 1中山克己、

1岡田光正

e東邦大・理・生物分子、 2医・免疫、 3理・生物)

オーキシンは、光屈性、細胞伸長、頂芽優勢、組織の分化

など植物の生長制御に関して重要な機能をもつが、オーキシ

ンの作用の分子機構については現在でも不明な点が多い。オ

ーキシンによる生長制御のシグナル伝達経路の解明を目的と

したオーキシン結合蛋白質の探索により、現在までに s-1，3-

glucanaseやβglucosida旬、 RuBisCO等を合むいくつかの

オーキシン結合蛋白質が検出されている。

今回我々は、免疫学的手法を用いて、内在性のオーキシン

結合蛋白質の検出を試みた。抗オーキシンモノクローナル抗

体は、 1AA( indole-3-acetic acid )を BSA( bovine serum 

albumin )に架橋したものを抗原として作成した。得られた

抗体は 1AAに対する特異性が高く、類似物質との交差反応

性は低かった。これを用いてダイズ (Glycine max )中の内

在性オーキシン結合蛋白質の同定を行っているロ
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2pJ03 

膜結合型才一キシン結合タンパク質(ABP1)
の構造と機能
立韮豊臣、宮田百、長谷川宏司(筑波大・応生化)

トウモロコシ・マイクロソーム膜から単離されだ
膜結合型才一キシン結合タンパク質(ABP1)1d:、原
形質膜表面に存在するオーキシンレセプターである
と考えられている。しかレながら、 ABP1タンパク
質の機能の研究は主にトウモロコシにおいて行われ、
その他の植物における本タンパク質の役割について
の研究は殆どなされていなかった。
我々は、植物の光屈性反応を制御すると考えられ

る成長抑制物質の研究を行っており、 トウモロコシ
芽生えから、抗オーキシン活性を示す4種類のベン
ゾキサソリノン類を単離レだ(昨年度本年会で報告〉。
その後の研究で、これらのベンゾキサゾリノン類は
トウモロコシABP1タンパク質に対するオーキシン
の結合を阻害することが明らかになっ疋。さらに、
生物検定の結果より、このうちの1種の化合物は植
物種により異なる活性を示すことが明かとなった。
このため、これらの感受性の遣いがABP1タンパク
質の構造に基づくちのであるかを明らかにする目的
で、毅種類の植物からabp1遺伝子を単離レ、その
構造およびゲノム中でのコピー叡等を比較すると共
に、抗体を作成し、遺伝子産物の胃在等についても
倹討を行った。

2pJ04 
オーキシン応答遺伝子 arcAの産物と相互作用す

るタンパク質の探索

五E主主主、高橋陽介、長田敏行(東京大学大学

院・理学系研究科・生物科学専攻)

分子レベルでのオーキシン作用機構解明の第一

歩として、オーキシンにより発現制御を受ける遺

伝子群を単離し、その機能及び発現制御機構を解

析している。タバコ培養細胞 BY-2株では 2，4-D

飢餓・再添加に対する反応として細胞分裂の再聞

が観察される。この系よりオーキシン応答遺伝子

arcAを単離し、構造解析よりその産物は、 G タン

パク質 Pサブユニットに代表される構造である

WD-40リピートを持つタンパク質群のファミリー

に属する事を明らかにした。このモチーフはタン

パク質問相互作用に関与していると推測されてい

る。 arcA産物の機能を同定しオーキシン作用との

関連を明らかにする事を目的に、 arcA産物と相互

作用するタンパク質を酵母を用いた Two-hybrid
法により探索した。本大会では、単離されたク

ローンの構造及び推測される機能について報告す

る。



2pJ05 
クロモサボニン Iによるレタス根の成長促進作用

と細胞壁伸展性の増大

盤且誼二，渡辺竜五神 阪 盛 一 郎1(神戸大・自然

科学大阪市大・理・生物)

エンドウ芽生えから得られるクロモサボニン I 

(CSI) が、数種の植物の根の成長を促進する作用

があること、また、この成長促進は細胞の伸長速度

の増大によることを既に報告した。今回は、 CSI処

理により、レタス根の細胞壁の伸展性が増大するこ

とを認めたので報告する。

レタス (LactucasativaL.cv. Grand Rapids)のキl細

胞は、 3mMCSI処理により、対照 (50mM  K-MOPS， 

pH 6.7)に比べ、生重量の増加を伴いながら細長く

なるが、細胞の浸透圧は変化しなかった。このこと

は、 CSIが、根細胞への搭質の取り込みを促進して

いることを示唆している。 CSIによる成長の促進に

伴い細胞壁の伸展性が増大したが、このとき細胞壁

も薄くなった。 CSIによる細胞壁伸展性の増大は、

細胞壁の断面積の変化を補正した後にも認められる

こと、また、外液に 225mMのマニトールを加えて

成長を一時的に停止させても認められることから、

CSIの細胞壁物性に対する作用は、成長促進の結果

ではなく原因であると考えられる。

2pJ06 
成長促進物質レピジモイドの生理作用

山旦'NlIlIii¥穴井豊目召'.富回横谷香織に長笹川安司"

('神戸大・自然科学.'筑波大・応生。 3植物情報物質研究センター)

レピジモイド 1lepidimoide: sodium 2-0-rhamnopyranosyl.4-

deoxy-a -L -threo-hex-4-enopyrano引duronate ) I正、ヲレス種子

が発芽時に混植したイ也の植物の下駐輸の伸長を顕著に促進きせるアレロパ

ンーの原因物質のーっとして単離・潤定された新規の二糟類である。これ

までにレピジモイドの植物界における分布、アナロダによる構造活性相関、

更に分泌の繍式について明らかにしてきた。また、レピジモイドが植物の

ンユートの成長を促進する活性を待つことも明らかにしてきたが、今回、

レピジモイドが興味ある新たt.J生理活性を有することを明らかにしたので

報告する。

表面滅菌したヒマワリ種子にレピジモイドを処理し、一週間、明条件

( 14時間日長、 25:1:1'C)で培養したところ、レピジモイド処理区のフ

ロロフィ jレ量が顕著に増加した。また、レピジモイドのアナロデ(2-0-

rl四 mnopyranosyl-4-deoxy-αーL-threo-hex-4-enopyranosid-

uronic acid;ヒモゲイトウ下座軸伸長試験ではレピジモイドと同等の活

性を示す)では同程度の合成促進活性を示したが、レピジモイドのウロン

酸部分の二重結合を欠く ~IIのアナロヅ 1 sodium 2-0-rhamno 

pyranosyl-4-deoxy-αーL-t h r eo-h ex -py r a n osiduro n a t e:生物検定

ではレピジモイドよりも低い活性を示す)の場合、レピジモイドの約50

0/.:7)促進活性であった。同時にサイトカイニンであるべンジルアデニン

(ιbenzylaminopurine)も処理したが.レピジモイドを上回る活性

は得られなかった。更に、レピジモイドと閉じこ糖類であるショ糖にはほ

とんど促進活性は留められ立かった。以上の結果から、このフロロフィル

合成促進作用はレピジモイドの持つ新たな生理活性であることが示唆きれ

た。また、光エネルギ 量を約48%までイ丘下させた場合 111μmolm-2 

S-1 ) でも、レピジモイド処理区のヲロロフィル量は通常の光条件下

(23μmol m-2s.1) で培養した未処理区のそれとほぼ間程度であった。

これらの結果と併せて、レピジモイドのヲロロフィル合成促進作用のヲー

ゲ y トについて得られたいくつかの知見も報告する予定である。
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2pJ07 
シロイヌナズナ種皮が分泌するレピジモイド様物

質の成長促進効果

後藤伸治，山藤誠司，長谷川宏司 1 (宮城教育大，生物，

百五支，応用生物化学)

シロイヌナズナの種皮に含まれるレピジモイド (LM)様

物質の効果について，種皮の細胞に隆起構造を持たない突然

変異体との比較によって検討した。

野生型系統 (WS，Co1， La er) は，外部に突出する隆起構

造を持ち， LM様物質を含む粘質物を分泌するが，隆起構造

を持たない突然変異体 (F，ttg， tt9， g12)は，粘質物の分泌

がきわめて少なく，また， LM様活性もほとんど認められな

かった。供試系統のLM様物質に対する反応はまちまちで，

系統閲差異が見られた。座軸の成長では，伸長促進が著しい

もの (F)，中程度のもの (WS，Co1， ttg， g12) ，ほとんど反

応しないもの(Laer， tt9)などに分かれた。

成長中の植物にLM様物質を継続して与えると，葉の展開

と花成時期が早まるとともに，形成される花数，成熟時の生

重量乾燥重量，種子数などが増加した。これらの成長指標

への効果は系統によって大きく異なり，必ずしも隆起構造の

有無と対応しなかった。また， LM様物質は，個与の発達段

階の過程を促進することによって，植物体の生活環を早く終

わらせる効果を持っと考えられた。

2pJ08 
植物にも松果体ホルモンであるメラトニンは存在する

盟盤塗{t， 右高宙伊藤正貝1j2，飯郷雅之，大谷ー金子律子

原正幸，高橋秀仁，鈴木卓朗(聖マリ医大・ 1解・ 2化学，

l日大・農獣医・畜産)

脊椎動物の松果体に存在するメラトニンは，植物ホルモンの

一つであるインドール酢酸と構造が一部類似している。そこで

メラトニンというホルモンが，動物界だけでなく植物界にも存

在するのではないかと考え， RadioirnmWlOas田y，Radioreceptor 

As岨yおよび田LCを用いて検討した。ヒトや動物が食する代

表的な24種(被子植物)を選び検索したところ，メラトニンは

種により濃度は具なるものの，確かに存在した。調べた中では，

単子葉綱のイネ科の数種とショウガ科・ショウガおよび双子葉

綱のアブラナ科・カイワレダイコンやセリ科・ア・ンタパに高濃

度に存在した。また，これら植物由来のメラトニン物質は，脊

椎動物の脳や腸に存在するメラトニンレセプターに結合するこ

ともわかった。現在，光周期による反応性を調べるとともに，

広く植物界の他の種においても検索しているので，あわせて報

告したい。



2pJ09 
緑化ヒマワリ芽生えの光によって誘導される成長

抑制物質

加藤潤相津裕子小瀬村誠治山村庄亮穴井豊

昭1富田・横谷香織I，長谷川宏司1，3C筑波大・応生，

z闘志大・理工・化学?植物情報物質研究センター)

これ迄、演者らは種々の植物から光によって誘

導される成長抑制物質の探索を行い、ダイコンか

らラファヌサニン、 トウモロコシからベンゾキサ

ゾリノン類等を単離・同定してきた。ヒマワりか

らはキサントキシンやカプロラクタム等を単離・

同定してきたが、これら以外にも数種類の成長抑

制物質の存在も確認してきた。今回新たに 2種類

の成長抑制物質を単離し、 NMR，MS， IR等のスペ

クトルデータから、 8・epi-xanthatin -1 s ， 5β ー

epoxide、8・epixanthatinと同定した。 8-epi司

xanthatin -1β，5β-epoxide、8-epixanthatinの光 照

射に伴う消長も併せて報告する。

2pJ10 
スイカの発芽種子から放出されるアレロパシ一物質

五阜金主皇、 IJ、瀬村誠治l 、山村庄亮l 、長谷川宏司2

(植物情報物質研究センタ一、 l慶応大・理工・化学、

2筑波大・応生化)

クレス、レタス、ノヒエ、ヒモゲイトウ、アオビ、ユ等

の種子をスイカ種子と混植した場合、ヒモゲイトウとア

オビユのシュートの成長がスイカ種子によって著しく促

進されたが、クレスとレタスの成長は逆に阻害された。

ノビエの成長はスイカ種子による影響を受けなかった。

大量のスイカ種子の分泌液から、レタス下座軸の成長

を阻害する活性物質を単離し、種々のスペクトルデータ

からパニリン酸と同定した。パニリン酸を上記の各植物

に処理したところ、クレスとレタスはlOOppm以上の濃度

で成長を阻害したが、ヒモゲイトウとアオビ、ユに対して

は1O~300ppmの濃度で成長促進活性を示した。ノビエは

パニリン酸による影響を殆ど受けなかった。

これらの結果は、スイカ種子のアレロパシー活性がパ

ニリン酸に依存する可能性が高いことを示唆する。
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2pJ11 
Altersolanol類の植物細胞生育阻害作用

亙旦盟主b横山和美，山本洋一，倉田理衣奈，岡村イ申幸
八木農福山大・工薬)

Altersola nolはAlternaria属菌等数種の植物病原菌の生産
するtetrahydroanthraquinoneであるの我々はA，solaniFY-

03株よりaltersolanolA， B， Cとともに新規化合物としてD，
E及びF(1)，G， H等の関連新規anthraquinone類(2，3)を単離
したの A. solani FY-03株によるtetrahydroanthraquinone 

類の生産については光誘導であることが明らかとなった(4).，

また， 主成分であるaltersolanol Aの作用機構については
bac teria細胞を用いて検討した(5)っ本報告では植物細胞に
おけるA. solani FY-03株由来tetrahydroanthraqu inone類
の作用を検討した。

Altersolanolはタバコ(Nlcotianarustica)培養細胞の生育
を阻害した。 Altersolanolは同細胞より調製したミトコン
ドリアにおけるNADH oxidase活性を促進し， rotenone， 
antimycin， KCNなどの電子伝達阻害部位をバイパスした、
また， Altersolanolはdiaphoraseやcytochromereductase 

の電子受容体として働き， その作用はA，E心沼市心であった、
同細胞より調製したプロトプラストなどにおいて
superoxide anion の生成が認められ， 基質駿化促進作用力f

SODやcatalaseにより解除されることから， altersolanolは
superoxide生成を伴う電子放流系を形成すると推察されたハ
(1 )A. Yagi et al. (1993) Phytochemistry，立与 87. (2) N. Okamura 
et al. (1993) Phytochemistry， .H， 1005. (3) N. Okamura et al 
(1995) Phytochem istry，川 press (4) N. Okamura et al. (1993) J 

Chromatog.， ~ 418. (5) H. Haraguchi et al. (1992) Biosci 
Biotech. Biochem.，主.2..1221 

2pJ12 
ニンジン不定妊形成において高細胞密度時に蓄積する低分子性阻害
物質の性質について
小林俊弘、東克己、鎌回博(筑波大・生物)

ニンジン不定目玉誘導系では、 2.4D存在下で培養している
embryogenic cells (EC)を、 2.4Dを含まない培地に移植することに
より、不定匹を誘導することができる。この時、 ECを高細胞密度
で培養すると不定膝形成の阻害が見られる。この不定妊形成の阻害
は培地中に放出される阻害物質によるものであり、細胞増殖が阻害
されていることをすでに明らかにした。そこで、この阻害物質の生
理作用について、詳細に調べることとした。

この阻害物質が、不定佐形成の発達段階に依存して作用するか否
かを調べた。高細胞密度培養後の培地 (HCM)を、培養初期に与え
た場合に比べ、培養後期に与えた場合には、阻害の減少が見られ
た。このことから、発達した不定匹では阻害物質が作用しにくく
なっていることが考えられる。現在、球状匹、心臓型妊、魚雷型}jf
のそれぞれに対する悶害物質の作用について調べている。
次に培養中の阻害物質の蓄積について調べた。 ECを様々な細胞

密度で培養し、 3、5、10、14日目に培地のみを回収して不定佐形
成に対する効果を調べた。高細胞密度培養培地から回収したもので
は、 3日目から阻害が見られ、阻害活性は徐々に強くなった。低細
胞密度培養の場合には、培養後期に強い不定妊形成の促進が見られ
た。以上の結果から、高細胞密度培養時には阻害物質が培養期間中
継続的に放出されていることが示唆された。また、低細胞密度培養
時には、発達した不定匹から促進物質が放出されるため、阻害が見
られないと考えられる。
今後は、この不定妊形成阻害物質の精製・単離を進め、さらに詳細
に解析する予定である。



3aJOl 
エンドウのブラシノステロイド生合成突然変異体 lkbの生長の

ブラシノステロイドによる正常化盤思案誰2 野村崇人、斉藤

昭彦、竹内安智 JamesB. Reid 2 (帝京大・理工・バイオサ

イエンス， 1字大・雑草科学センター， 2タスマニア大)

エンドウの単一遺伝子突然変異体である燈性種の lkaおよび

lkbは正常の内生ジベレリンを有し、ジベレリンに反応しない.

すでに報告したように、 lkbではブラシノライドをはじめとする

すべての内生ブラシノステロイド含量が低く、 lkaにおいてはブ

ラシノライドの前駆体であるカスタステロンの蓄積が認められ

ている.本研究ではlkaおよびlkbのブラシノステロイドに対す

る反応姓を観察した.

その結果、 lkbにおいては幼植物の第 3葉をブラシノライド

およびカスタステロンともに 1ngで処理することにより、その

すぐ上部の茎は野性型σ'orsdag)に匹敵する伸長を示した.また、

第4薬上部の伸長は野性型より大きくなった.この結果より、

lkbは生合成突然変異体であることが明かとなった.

一方、 lkaはl阿のブラシノライドを投与しでも野性型ほどの

伸長が見られなかった. したがって、 lkaの媛姓の原因は不明で

ある.

3aJ02 
ブラシノライドによる液胞膜AT?!.seの活性化に

よる伸長生長の促進

冨永るみ、棲井直樹(広島大学・総合科学部)

プラシノライド (2xlQ-7M) は、黄化カボチャ

下JIf軸切片の内部組織の伸長を顕著に促進した。

応力緩和法による細胞壁の力学的性質の測定の結

果、ブラシノライドは、まず内部組織の細胞墜の

弾性率を低下させ、その後表皮の細胞壁も変化さ

せることが分かった。しかし、プラシノライドは、

細胞墜多糖の糖含量、糖組成、分子量分布、細胞

壁合成に顕著な変化を引き起こさなかった。プラ

シノライドによる伸長促進作用は、カリウムイオ

ンやスクロースを加えることにより相乗的に促進

された。また、プラシノライドは、下駐軸から抽

出した液胞膜結合型H+-ATPaseを invitroで活性

化した。以上の結果は、ブラシノライドが、液胞

膜結合型H+-ATPaseを活性化し、カリウムイオン

やスクロースを液胞に取り込み、浸透圧を上昇さ

せて伸長生長させている可能性を示している。

241 

3aJ03 
ファレノプシス(ラン科)におけるノルエビネフィリンの局在
性の検討

直JlLー童、郎 日英¥池田和正、佐藤嘉兵、米田和夫¥
小山鍛夫(日本大・農獣医・応生、 1農)

我々は、ラン科のファレノプシス葉中のノルエビネフィリン

代謝とその花成の関連性について検討を進めている。 ファレ
ノプシス葉中には、ノルエピエンフィリンが存在し、ノルエビ

ネフィリンの分解活性が花茎の形成に従い変化することから、

花成にノルエビネフィリンが関与する事を示唆してきた。 本
研究では、植物体内でのノルエビネフィリンの生理作用をさら

に検討することを目的として、ファレノプシスの各組織におけ

るノルエビネフィリンの局在性の検討を試みたので報告する。
ファレノプシスは開花株と未開花株を用いた。 葉と根，花

茎(開花株)の各組織切片を作製し、 5%ク手ルタルアルデヒド

で固定後、 SAB法により免疫組織染色を行った。 発色は基

質にDABを用いて行った。

葉においては葉肉細胞の細胞質が染色され、ノルエビネフィ

リンは葉肉細胞の細胞質中に存在していることが示されたの
同様に、根や花茎の柔細胞の細胞質にもノルエピネフィリンの

存在が示された。 開花株と未開花株の間および同一株内の異

なる葉の聞において、ノルエビネフィリンの局在性に関しては

殆ど差が見られなかった。 一方、ノルエビネフィリン分解活

性は、花茎形成の発達段階で量的変動があることが確認されて

おり、これらの結果はノルエビネフィリンが花成に生理的役割

を果たしている可能性を示唆しているものと思われる。

3aJ04 
ファレノプシス(ラン科)の花成に伴うノルエピネフィリンの
代謝に関する検討
池血狙正、丘E 目安、内山 寛、佐藤嘉兵、米国和夫1

(日本大・農獣医・応生、強)

ファレノプシスを用い、その花成に伴う NEの関連性を明ら
かにすることを目的として、 NE投与による花成の促進効果お
よび葉中に存在するNE代謝系の検討を行った。ファレノプシ
ス葉サンプルをPCA-metabisulfite溶液でホモジナイズ後、
HPLC-ECDにより葉中カテコールアミン濃度の測定を行った。
NE分解活性は、 290nMのNEを含有する500mMリン酸緩衝
液pH6に生理食塩水により調製された葉抽出液10μlを添加
し、インキュベーションを行い、 NE減少量をHPLC-ECDによ
り測定した。 NEの花茎形成に及ぼす影響を検討するために温
室栽培を行っているファレノプシスの葉に500mg N E /100 ml 
溶液を7月下旬より 6日間塗布した後、普通栽培し、観察し
た。ファレノプシス葉にはノルエビネフィリンが含有され、花
茎の発育とともにNEの分解活性は減少した。またNEの葉へ
の塗布により、花茎形成の時期が一部の株で 1カ月早まること
が確認された。これらの事実はNEが花成に関与することを示
唆している。葉中で行われるNEに関連する代謝系の検討を行
った結果、 NE分解の最適pHは6付近に存在し、 NEの主代謝
産物がエビネフィリンであることが示された。この分解活性
は、温度依存的に増加したが、 PCAやTCA添加により除蛋白後
の葉抽出液中では活性が消失した。またゲル濃過により低分子
成分を除いた分画にこの分解活性が若干存在したが、この反応
を触媒する酵素として知られるフェニルエタノールアミンN-メ
チルトランスフエラーゼの補因子て・あるらAd-Metを添加する事
により活性の増強が見られた。ことからNE分解を行っている
物質が、粗抽出液では耐熱性をもっ上記酵素である可能性を示
唆した。



3aJ05 
アサガオの貧栄養開花及びサイクリックヌクレオチ
ドホスホジエステラーゼに対する安息香酸誘導体の
影響

車並且、篠崎真輝(京大・農・応植〉

短日植物であるアサガオのVioletは連続光下に於いても、

貧栄養、強光、低温等により花芽誘導が可能であり、これ
らの花成はフェニールプロパノイド含量と密接に関連し
ている。花成に対するフェニールプロパノイドの役割は
不明であるが、貧栄養及び強光花成時に増加するピノレ

ジノールは、サイクリックヌクレオチドホスホジエステ
ラーゼ (PDE)活性を阻害するとの報告がなされている。
そこで昨年の本会では同阻害作用を持つパパペリンがア
サガオの長日開花を促進することを報告した。
今回、我々はこうした長日開花についての解析をさら

に進め、主に貧栄養開花に関して新たな知見を得た。
実験材料としてアサガオのViolet品種を用いた。種子を

常法通りに処理し、発芽した芽生えを貧栄養培地に移植
した後、 10日目から5日間、種々の安息香酸誘導体及び
PDE阻害剤を与え、花成への影響を調べた。一方、動物由

来のPDEIこ対するこれらの物質の阻害作用も検定した。

その結果、安息香酸誘導体の幾っかで花成促進が認め
られ、さらにそのうちの幾っかにPDE阻害作用が認めら
れた。また従来より PDE阻害剤として知られるテオフィ
リンでもパパペリン同様の花成促進が見られた。

3aJ06 
アサガオ子葉簡管液の花成制御活性

近藤正敏，重田千品，釜杢盟皇(佐賀大・農

.遺伝子工学)

茎頂培養を検定系として、短日処理したア

サガオの子葉かちの簡管液(短日簡管液)には

花成誘導活性があること、長日処理した子葉

かちの簡管液(長田町管被)には花成阻害活性

があることをすでに報告してきた。

両簡管被の誘導活性と阻害活性をイオン受

換樹脂によって分画すると、誘導活性は陰イ

オン突換樹脂に吸着し、阻害活性は陽イオン

交換樹脂に吸着した。さらに、短日簡管液の

陽イオン受換樹脂吸着画分には花成阻害活性

が、長日節管液の陰イオン吏換樹脂吸着画分

には花成誘導活性が存在することが明ちかと

なった。すなわち、飾管液中には花成誘導物

質及び花成阻害物質の両者が存在しており、

それらの量が変化することによって誘導活性

あるいは阻害活性が現われるものと思われる。
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3aJ07 
Cloning of the cDNA encoding a novel PR-Iike 
protein induced by thiocarbamate during early 
flowering phase in Asparagus seedlings. 

Dennis Yω1.2， Tomoko Abe1， Hiroshi Abe1， Akira 
Sakurai1 and Shigeo Yoshida1 (lRIKEN.2Graduate 
School of Sci. and Eng.， Saitama University) 

Early flowering in Asparagus officinalis can be induc巴d.
within 3 weeks， with exogenous application of 
carbamates and thiocarbamates. We analyzed crude 
extract of total proteins by 2 D-PAGE for possible 
involvement of specific polypeptide(s) during early 
stages of transition to floral meristem. 
An acidic protein，17 kD，was detected and its partial 
amino acid seq田 ncesdetermined to be a PR-like protein. 
For 問 verse-PCR，poly(A)+ RNA from thiocarbamate-
treated seedlings were used. Analysis of amplified cDNA 
fragment confirm巴da novel PR-like protein was 
induced. When seedlings were treated with active 
carb唱mate叩 dthiocarbamate with flowering percentag巴S
of 83% and higher， concomitant high level of the novel 
PR-like protein was detected. Convers巴ly，lower level 
was observed when flowering percentages of 3% or less 
were obtained with less active carbamate and 
thiocarbamat怠 treatments.Progress is underway to 
isolate the full-length cDNA and to understand its 
function in relation to flow巴rinduction. 

3aJ08 
ミズワラビ(白，z-atopterisrichardii)の性の分化の造糊母

誘導物質と光照射による市脚について

d虫費型杢壬、蹴昭、L.II Hi ckok 1、山根久和2、山口五十

麿3、室倣!!3 (東大院・理学系・生物科学、 2生物生産セン

ター、 3東大院・農学系・応生化、 1Tenessee対

同型胞子シダ植物では、胞子の性は決定されておらず、胞

子は雌雄同体の前葉体へも、造糟器のみを有する雄性配偶

体へも分化可能である。配偶体の性を決定する要因といて、

発達した前業体が分泌する造糊麟導物質が、他の配偶体

を樹全の配偶体へと分化誘導することが知られている。

ミズワラピ (Ceratopterisrichardii)の造槻轍導物質

は現在精製中であるが、この物質による樹胡己偶体への分化

誘導が、青色光照射の影響を受けることを見出したので報告

する。暗所で生育させた原糸体は、発芽誘導後9日目におい

ても造精器誘導物質に対する感受性を保っていたが、青色光

照射(380-550 nm， 2. 0 μE m-2 s一1 30 min)によりこの感

受性が消失した。赤色光照射(620-700 nm， 2. 0μEU s l， 

30 min)ではこのような効果は観察されなかった。このこと

より、青色光照射は造糊轍導物質に対する原糸体の感到生

を消失させるととが解った。



3aJ09 
ミカヅキモの有性分裂を誘起する情報伝達物質の解析

彊杢革主関本弘之，藤伊 正(筑波大・生物理研FRP)

ミカヅキモロostenum ehrenbergiiの有性生殖過程では、+

型、一型両接合型の細胞がペアを形成した後、それぞれの細

胞が特異な分裂(有性分裂)を行い、配偶子へと分化する。

配偶子はプロトプラストを放出し、融合して接合子を形成す

るo 我々は、+型細胞の有性分裂を誘起する活性を検出した

ので報告する。

+型、一型細胞を混合し接合を誘起した後の培地を回収し、

その中でそれぞれの細胞を単独で培養したところ、+型細胞

のみが有性分裂を開始し、さらにそのいくつかがプロトプラ

ストを放出した。この活性は、両細胞を混合培養する際のー

型細胞の数に比例して上昇し、また分?必は光の存在下でのみ

見られた。さらにこの活性は、熱処理 (60'C、 20分)で著し

く低下し、 SephaιrylS-IOOHRを用いたゲルろ過により、みか

けの分子量約1万の値を示した。以上より、このミカヅキモ

のー型細胞はタンパク質性の情報伝達因子を分泌し、+型細胞

に有性分裂を行わせることが示された。
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グ 2pB05 荒田博行 lpC02 石田 功 lpD12 

// 3aC05 荒見真一郎 3aD13 石田さらみ 2pJ04 

// 3aEOl 有村源一郎 lpE13 石田亘広 2aH13 

// 3aE03 ノア lpE14 石 田 宏 幸 2aIOl 

浅田哲弘 lpSOl 有本友香 laE06 石原 梧 lpD05 

// 2pI02 安東郁男 2pA06 石橋百枝 2aD08 
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一ゆー 一り一
和田正三 lpH13 

/f lpH14 

湯 本健司 laB07 羅 烈紅 lpB15 /f lpH15 

ラT 在吉 2aB12 /f 3aDOl 

/f 2aI03 和田 洋 lpG06 
- り 一

/f 2aG08 

李 根横 lpC07 !! 2aG09 
ーよー

柳 政和 3aI07 /f 2aGlO 

楊 和平 2aH06 室。 玉軍 lpH08 和田野晃 lpA13 

養王国正文 3aFlO /f lpCll 

横井修司 2aF05 ノア lpC12 

横井秀行 lpFlO 
一わ一

/f 2aC08 

横井雅幸 2pI08 若尾紀夫 2aB08 

横 田明穂 laSOl 若杉達也 2aClO 

/f lpE06 /f 2aF03 

横田孝雄 3aJOl 若林和幸 lpI05 

横III 和美 2pJI1 /f lpI06 

吉岡俊人 lpJl5 /f 2aJ03 

吉川正明 lpD12 鷲尾健司 lpH04 

吉川陽子 2pIOl グ lpJOl 

吉崎克明 2pA05 渡辺 昭 lpB10 

吉崎文則 2pBll /f 2aCll 

吉沢恭子 lpJlO /f 2aD08 

吉玉国二郎 3aG02 /f 2aFOl 

吉田 泉 laAOl /f 2aI07 

吉田和市 2aS04 /f 2pI08 

/f 3aB05 /f 3aE05 

/f 3aBlO /f 3aE06 

/f 3aD08 /f 3aJ08 

必Y lpA08 渡辺克美 laD07 

/f 2aA02 渡辺圭一 laFOl 

吉田 茂男 lpB09 渡部忠久 2aJ09 

/f 2pF07 渡辺久男 2aI05 

/f 3aJ07 渡辺正夫 2aHOl 

吉田 真 2pC09 渡辺正勝 lpH16 

吉田賢右 3aB07 渡辺夕子 2pH08 

吉田正人 lpJll 渡辺竜五 2pJ05 

/f 3aH12 和田 明 laA08 

吉田充輝 2aG06 和田敬四郎 laF05 

吉原照彦 laA03 グ lpEOl 

吉羽洋周 lpEOl /f 3aB08 

吉村和也 2pE07 和田晋子 2pIOl 

吉村英尚 lpDll 和田拓治 lpS06 

依田尚文 lpC07 /f 2pH04 

米倉功治 lpB02 和田 岡1 2aJ06 

米国章登 2aFll 和田 7c 2pC05 

米田和夫 3aJ03 和田雅人 2aG05 

/f 3aJ04 和田正三 lpHlO 

米山忠克 2pA12 /f lpHll 

/f lpH12 
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大阪大・理・生物
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Dept. Botany， The Hebrew Univ. 
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東海大・海洋・海洋科学

理化学研究所・植物機能

理化学研究所

鹿児島大・理・生物

大阪府立大・農・応用生物化学

岡山大・農・植物病理

日本大・農獣医・応用生物科学

生物資源総合開発利用センター

京都大・理・植物科学

九州大・理・生物

岡山大・農

広島大・理・遺伝子科学

【い】

基礎生物学研究所

大阪市立大・理・附属植物園

国立環境研究所

(株)日立製作所・基礎研究所

東京大・教養・生物

日本大・農獣医・応用生物

(株)海洋バイオテクノロジー研究所

農水省森林総合研究所

東海大・海洋・海洋科学

徳島大・総合科学

名古屋大・理・生物

福井県立大・生物資源

姫路工大・理・生命科学

近畿大・農・食品栄養科学

岡山大・自然

京都大・理・植物

東北大・理・生物

熊本大・教養・生物

東京大・理・植物生理

奈良先端科学技術大学院大・パイオサイエ

ンス研究科

東北大・農・応用生物化学

東京学芸大・生物

東京大・農学生命科学・応用生命化学

京都大・農・農林生物学

(株)エー・ティー・アイ.

北海道大・農・作物生理学

北海道大・地球環境



一瀬勇規 岡山大・農 宇治家武史 広島大・理・生物科学

市原謙一 京都府立大・農 日田秀明 帝京大・医・化学

市村和也 筑波大・生物科学 内海俊樹 鹿児島大・理・生物

市村年昭 工業技術院・生命工学工業技術研究所 内田英伸 筑波大・生物科学

井手口隆司 大阪大・蛋白質研究所 内山 寛 日本大・農獣医・応用生物

伊藤 繁 基礎生物学研究所 宇 野 雄 一 神戸大・自然科学・環境科学・緑地環境

伊藤祥子 愛媛大・理・生物 梅田正明 東京大・分子細胞生物学研究所

伊藤伸一 名古屋大・農・生化学制御 梅基直行 キリンビーノレ(株)基盤技術研究所

伊藤整志 日本パイエノレアグロケム(株)

結城中央研究所
【え】

伊東隆夫 京都大・木質科学研究所

伊藤 寿 京都大・理・植物 江 崎 文 一 岡山大・資源生物科学研究所

伊藤正樹 東京大・理・生物科学 榎並 勲 東京理科大・理・生物

伊藤正幸 岡山大・農・植物病理 遠藤さおり 日本製紙中央研究所

伊藤庸子 愛媛大・農・分子細胞生物 遠藤千絵 北海道農試・畑研センター・品質制御

伊藤嘉信 名古屋大・農・生化学制御 遠藤 岡U 京都大・食糧科学研究所

伊藤竜一 東京大・理・生物

稲永醇二 鹿児島大・農
【お】

稲場一日向野久美子 北海道大・理・生物科学

稲葉昌美 基礎生物学研究所 大井晶夫 東京農工大・工・生命工学

井上和仁 神奈川大・理・応用生物科学 大 岡 宏 造 大阪大・理・生物

井上 弘 富山大・理・生物圏環境科学 大川和秋 大阪大・理・生物

井上雅裕 愛媛大・理・生物 大河 浩 名古屋大・生物分子応答研究センター

井上康則 東京理科大・理工・応用生物科学 大城 香 東海大・海洋・海洋科学

猪口 雅彦 岡山理科大・理・生物化学 大住千栄子 味の素(株)中央研究所

射場 厚 九州大・理・生物 太 田 英 史 (株)クボタ基盤技術研究所

今井 亮三 理化学研究所 ホノレモン機能研究室 太 田 淳 子 九州大・理・生物

今泉(安楽)温子 東京大・教養 太 田 尚 孝 東京理科大・理・生物

今宿芳郎 京都大・化研 太 田 啓 之 東京工業大・生命理工学

今関英雅 日本たばこ産業(株)遺伝育種研究所 太田喜元 近畿大・生物理工・生物工学

今西俊介 名古屋大・農・生化 太田垣聡 北海道大・農・分子生物

井村 喜之 岡山大・農・植物病理 大 谷 憲 太 大阪府立大・農・応用生物化学

入船浩平 広島大・理・遺伝子科学 大 坪 憲 弘 農業生物資源研究所分子育種部

岩城 雅代 基礎生物学研究所 大 西 純 一 埼玉大・理・分子生物

岩崎郁子 (株)海洋パイオテクノロシー研究所 大 西 道 人

岩崎俊介 農業生物資源研究所 大野千品 京都大・食糧科学研究所

岩崎尚彦 大阪医科大・教養・生物 大 橋 祐 子 農業生物資源研究所

岩滝暢子 名古屋大・農・生化学制御 大場 泰

岩崎 秀雄 名古屋大・理・生物 大宮あけみ 農水省・果樹試験場

岩崎 行玄 福井県立大・生物資源 大森正之 東京大・教養・生物

大震俊英 生物資源総合開発利用センター

【う】
大 家 理 哉 岡山大・資源生物科学研究所

大 山 勝 夫 農林水産技術情報協会

呉 国江 東京大・理・生物科学 岡 穆宏 京都大・化学研究所

上岡華代 北海道教育大・函館・生物 岡 桂子 大阪府立大・農・応用生物化学

上口(田中)美弥子 名古屋大・農・生化学制御 岡真理子 大阪府立大・総合科学

上回 純一 大阪府立大・総合科学 岡崎芳次 大阪医科大・教養・生物

上回 貴志 東京大・分子細胞生物学研究所 岡田克彦 農業生物資源研究所機能開発部

上野 修 農業生物資源研究所・発育生理研究室 岡田清孝 京都大・理・植物

魚住信之 名古屋大・生物分子応答研究センター 岡田光正 東邦大・理・生物分子科学
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富山医科薬科大・薬

名古屋大・農・応用生物科学

横浜市立大・総合理学研究所

鹿児島大・教養・生物

愛媛大・農・農芸化学

東京都立大・理・生物

九州大・理・生物

京都大・理・分子植物科学

熊本工業大・応用微生物工学

名古屋大・生物分子応答研究センタ一

大阪大・蛋白質研究所

北海道大・地球環境
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京都大・人間・環境学
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神戸大・理・生物

北海道大学・理・生物科学

岡山大・理・生物

熊本大・理・生物科学

筑波大・遺伝子実験センター

東京大・理・生物科学

理化学研究所光合成科学研究室

秋田県立農業短期大学付属生物工学研究所

名古屋大・農・応用生物科学

大阪大・蛋白質研究所

【か】

大阪大・工・物質化学

愛媛大・理・化学

大阪大・理・生物

農業生物資源研究所
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姫路工業大・理

東北大・遺伝生態研究センター
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名古屋大・生物分子応答研究センター

名古屋大・人間情報学・生物システム論

東邦大・理・生物

京都大・理・横物

東京大・養・生物

山形大・教養・生物

東京都立大・理・生物

埼玉大・理

東京都立大・理・生物

農業生物資源研究所

樹

哲

一

一

貴

勝

子

子

金

金

金

金田剛史

金松澄雄

鎌田 博

蒲池浩之

神阪盛一郎

上中弘典

上村保麿

神谷 明 男

神谷勇治

賀屋秀隆

唐沢智司

川合真紀

川 上 直 人

川北一人

川口健太郎

河口清香

川口正代司

川崎信三

川瀬芳恵

川地太平

河津 維

河野利津子

河盛阿佐子

神埼洋之

菊地裕之

菊山宗弘

岸本卓也

木須康智

北川良親

木谷重和

北野高寛

北村さやか

木 下 浩 司

木下 哲

木下 俊 郎

木ノ元宏実

木場章範

木原淳一

金 臭泰

金 暗桁

木村 宏

郎 日英
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北里大・一般教育・生物

筑波大・応用生物化学

かずさ DNA 研究所遺伝子構造第 2

研究室

大阪大・理・生物

南九州大・園芸・食品工学

筑波大・生物科学

富山大・理・環境

大阪市立大・理・生物

京都府立大・農・農芸化学

東邦大・理・生物

帝京大・薬学・化学

理研フロンティア

京都大・理・植物科学

金沢大・理・生物

東京大・分子細胞生物学研究所

横浜市立大・木原生物学研究所

名古屋大・農・植物病理学

北海道農業試験場畑作研究センター

京都大・農・農芸化学

東京大・教養・生命

農水省・生物研

東京都立大・理・生物

神戸大・農・生物環境制御学

東京大・理・生物

神戸女子大・家政

関西学院大・理

(財)岩手生物工学センター

【き】

名古屋大・農・応用生物科学

放送大・生物学研究所

大阪府立大・農・応用生物化学

広島大・生物生産・酵素化学

秋田県農業短期大学附属生物工学研究所

トヨタ自動車(株) 第 1F P部バイオラボ

大阪府立大・農・応用生物化学

名古屋大・人間情報学・生物システム論

北海道大学・農・作物生理

基礎生物学研究所

九州大・理・生物

神戸女子大・家政

岡山大・農・植物病理

東北大・遺伝生態研究センター

東京大・分子細胞生物学研究所

東京大・農学生命科学・応用生命化学

熊本工業大・応用微生物工学

日本大・農獣医・応用生物



【く】
小林正樹 名古屋大・農・応用生物科学

小 林 正 智 理化学研究所植物生活環制御研究室

草場新之助 つくば市果樹試験場栽培部 小 林 正 美 筑波大・物質工学系

九島みどり 植物情報物質研究センター 小林 優 京都大・農・農芸化学

楠見健介 九州大・理・生物 小林善親 九州大・農・林学

沓名仲介 名古屋大・理・生物 小 松 節 子 農業生物資源研究所

久能 均 三重大・生物資源 駒嶺 穆 日本女子大・理・物質生物科学

久保 稔 大阪大・理・生物 小 森 久 代 九州大・理・生物

久保深雪 京都大・理・分子植物 古 森 美 香 関西学院大・理

熊谷 忠 東北大・遺伝生態研究センター 小山 泰 関西学院大・理

熊谷友宏 熊本工業大・応用微生物工学 是枝 晋 埼玉大・理・分子生物

熊谷浩高 大阪大・理・生物 近 藤 孝 男 名古屋大・理・生物

熊谷 史 東京大・理・植物

倉田哲也 北海道大・地球環境科学・環境分子生物
【さ】

倉田裕文 宮崎大・農・植物生産化学

倉屋芳樹 東京大・理・生物・植物生理研 西篠雄介 京都大・農・農林生物

栗山 昭 (財)環境科学総合研究所 斎藤和賞 京都大・放射線同位元素総合センター

栗山英夫 東京大・理・生物 斉藤 武 島根大・遺伝子実験施設

黒岩繁樹 広島大・総合科学 斉藤玉緒 北海道大・理・生物

黒岩常祥 東京大・理・生物科学 斎藤 力 筑波大・遺伝子実験センター

黒谷賢一 京都大・農・農林生物 斉藤美佳子 東京農工大・工・生命工学

黒田洋詩 岡山大・理・植物生理 佐伯和彦 大阪大・理・生物

桑原朋彦 筑波大・生物科学 酒井 敦 東京大・理・植物科学

酒 井 慎 吾 筑波大・生物科学

【こ】
酒 井 秀 徳 帝京大・理工・パイオサイエンス

榊原 均 名古屋大・農・応用生物科学

小池裕幸 姫路工業大・理・生命科学 榊原祥清 食品総合研究所分子情報解析研究室

小泉好司 東北大・理・生物 坂野勝啓 農業生物資源研究所

小板橋律子 東京大・理・生物科学 坂本 敦 基生研

肥塚信也 (株)植物工学研究所 坂本和俊 東北大・理・生物

小岩 尚志 京都大・農・農芸化学 坂本 俊

小 岩弘之 (財)岩手生物工学研究センター 坂本秀樹 京都大・理・植物科学

幸田泰則 北海道大・農・作物生理 桜井直樹 広島大・総合科学

河内 直美 関西学院大・理 楼井 望 東北大・農・応用生物化学

河野 11領帆 東京農工大・工・生命工 桜井英博 早稲田大・教育・生物

五島直 樹 広島大・理・遺伝子科学 楼木由美子 東京都立大・理・生物

小杉 俊一 農水省・生物研 佐々木孝行 (株)海洋バイオテクノロジー研究所

小曽根睦 埼玉大・理・分子生物 佐々木昌生 岡山大・資源生物学研究所

小竹 敬久 広島大・総合科学・自然環境コース 佐々木陽子

児玉浩明 九州大・理・生物 佐島徳武 関西学院大・理

後藤 聡 東北大・農・応用生物化学 定金 豊 岡山大・理・生物

後藤敏男 日本パイエルアグロケム(株) 佐藤 朗 新潟大・理・生物

結城中央研究所 佐藤和彦 姫路工業大・理

後藤 伸治 宮城教育大・生物 佐藤公行 岡山大・理.生物

小林 晃 農業生物資源研究所・発育生理 佐藤 茂 東北大・農・環境適応生物工学

小林 輿 東京学芸大・生命科学 佐藤 忍 筑波大・生物科学

小林 俊弘 筑波大・遺伝子実験センター 佐 藤 淳 子 京都大・人間・環境学

小林 直子 熊本大・理・生物科学 佐藤 豪 帯広畜産大・生物資源化学

小林 裕和 静岡県立大・生活健康科学 佐 藤 敏 生 広島大・理・生物

小林 裕俊 神戸大・理・植物生理 佐藤直樹 東京学芸大・生命科学
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佐藤 豊 名古屋大・生物分子応答研究センター
【す】

佐 藤良平 大阪府立大・農・応用生物化学

里淳智美 三井東圧化学(株)ライブサイエンス研究所 末吉 邦 神戸大・農

真 田幸香 金沢大・理・生物 菅 井 真 人 京都大・農・農芸化学

佐野 智 (財)地球環境産業技術研究機構植物分子生 菅井道三 富山大・理・生物

理 菅沼教生 愛知教育大・生命化学

猿山晴夫 (株)北海道グリーンバイオ研究所 菅原康剛 埼玉大・理・生体制御

津進一郎 名古屋大・理 杉浦美羽 神戸大・自然科学

津崎達 也 広島大・理・遺伝子科学 杉村康知 東邦大・理・生物・生化学教室

三宮一 宰 名古屋大・生物分子応答 杉山健一郎 国立環境研究所

杉山達夫 名古屋大・農・応用生物科学

【し】
杉山宗隆 東北大・理・生物

杉 山 立 志 京都大・人間・環境学

椎名 隆 京都大・人間・環境学 須合悦子 愛媛大・理・生物

塩井祐 三 東京工業大・生命理工 鈴木章弘 農水省・生物研

塩崎紀 子 名古屋大・人間情報学研究科 鈴 木 石 根 基礎生物学研究所

四方幸治 富山大・理・生物 鈴木英治 茨城大・理

鹿田貴弘 岡山理科大・理・生物化学 鈴木 馨 生命工学工業技術研究所・植物分子生物

重岡 成 近畿大・農・食品栄養科学 鈴 木 玄 樹 京都工業大・生命理工・生態構造

七篠千津子 神戸大・理・生物 鈴 木 健 策 東北農試・生理生態研

篠崎一 雄 理研・ライブサイエンス 鈴木 同日 東北大・農・植物育種

篠崎忠治 神奈川大・理・応用生物科学 鈴 木 章 方 山梨大・教育・生物

篠崎 員輝 京都大・農・応用植物 鈴木 隆 山形大・教育

篠原健司 森林総合研究所生物機能開発部 鈴 木 崇 紀 広島大・理・生物科学

柴岡弘郎 大阪大・理・生物 鈴木孝尚 東邦大・理・生物

柴田幸一 愛媛大・農・農芸化学 鈴 木 俊 洋 大阪大・理・生物

柴田 大輔 (株)三井業際植物パイオ研究所 鈴 木 晴 彦 (財)新機能素子研究開発協会

柴田 均 島根大・生物資源科学 鈴 木 正 彦 青森県グリーンバイオセンター

柴田 勝 九州大・農・林学 鈴 木 玲 奈 東京大・理・生物

嶋田敬三 東京都立大・理・生物

嶋田 崇史 大阪府立大・先端科学研究所
【せ】

嶋田 知生 基礎生物学研究所

嶋田幸久 東京大・理・生物科学 瀬尾茂美 筑波大・応用生物化学

志水佐江 名古屋大・農・生化学制御 関 光 岡山大・農・応用遺伝子工学研究室

清水 力 クミアイ化学工業(株)生物科学研究所 関 原明 理研・植物分子生物

清水 源 神戸大・理・生物 関根政実 奈良先端科学技術大学院大・パイオサイエ

清水良司11 鳥取大・農 ンス

下河原浩介 京都大・歯・化学 関 本 弘 之 理化学研究所フロンティア

庄田恵子 東京大・分子細胞生物学研究所 瀬戸山愛子 鹿児島大・理・生物

圧野邦彦 東京大・教養・生命 千徳直樹 北海道大・理・生物

庄野真理子 (株)植物工学研究所

徐 正君 秋田県立農業短大付属生物工学研究所
【そ】

白石友紀 岡山大・農

白岩善博 新潟大・理・生物 副田憲司

白浜佳苗 東京大・教養・生物 外 内 尚 人 (株)バイオポリマーリサーチ研

沈 建仁 理化学研究所光合成科学研究室 園池公毅 東京大・理・生物科学

新免輝男 姫路工業大・理・生命 園田雅俊 名古屋大・生物分子応答研究センター

園部誠司 姫路工業大・理・生命科学

征矢野敬 岡山理科大・理・生物化学
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【た】
田畑哲之 かずさ DNA研究所

田淵 彰 大阪市立大・理・生物

平 知明 大阪府立大・農 玉 井 鉄 宗

高市真一 日本医科大・生物 玉井直人 金沢大・理・生物

高木慎吾 大阪大・理・生物 玉井宏紀 京都大・理・植物科学

高木英典 大阪大・蛋白質研究所 玉 置 雅 紀 名古屋大・生物分子応答研究センター

高瀬尚文 奈良先端科学技術大学院大・パイオサイエ 樽井 裕 大阪市立大・理・附属植物園

ンス

高辻博志 農業生物資源研究所機能開発部
【ち】

高梨 寿 京都大・食糧科学研究所

高根健一 香川大・生物資源科学 援 賢美 東北大・理・生物

高橋明裕 日本曹達(株)小田原研究所 陳 暖 筑波大・生物科学

高橋宏二 名古屋大・農 陳 若言 大阪市立大・理・生物

高橋哲郎 北陸先端科学技術大学院大

高橋正昭 大阪府立大・農・応用生物化学
【つ】

高橋美佐 広島大・理・遺伝子科学

高橋美智子 東京大・農学生命科学・応用生命化学 栂 根 一 夫 静岡県立大・生活健康科学

高橋康弘 大阪大・理・生物 柘 植 知 彦 東京大・分子細胞生物学研究所

高橋裕一郎 岡山大・理・生物 辻 英夫 神戸女子大・一般教育生物

高浜有明夫 九州歯科大 辻 口 佳 子 大阪大・理・生物

高倍昭洋 名城大・総合研究所 角山雄一 京都大・人間・環境学

高倍鉄子 名古屋大・生物分子応答センター 津村 淳 金沢大・理・生物

高官建一郎 東京工業大・生命理工 津山孝人 九州大・農・林学

高見 雄二 北海道大・地球環境科学・環境分子生物 鶴崎健一 福山大・一般教育部

滝尾 進 広島大・理・生物 鶴見絵里子 東邦大・理・生物

滝沢隆一 東京大・農学生命科学 鶴見誠二 神戸大・自然科学

瀧本 敦 京都生物研

武市営郎 農業生物資源研究所
【て】

竹内雅宣 東京大・理・生物

武居 郁 大阪大・理・生物 手島圭三 広島大・総合科学

武田幸作 東京学芸大・生物 手塚修文 名古屋大・人間情報学研究科

竹田淳子 京都大・農・農芸化学 出村 拓 東北大・理・生物

武田 徹 近畿大・農・食品栄養科学 寺 内 一 姫 東京大・教養・生物

竹中 重雄 羽衣学園短期大・家政・食物 寺 島 一 郎 筑波大・生物科学

竹本大吾 名古屋大・農・植物病理学 寺本 進 熊本大・理・生物

田坂昌生 京都大・理・植物 寺本陽彦 京都府立大・生活科学・応用生物

田坂恭嗣 基礎生物学研究所

田沢 仁 福井工大・工・応用理化
【と】

多田幹郎 岡山大・農

田中 歩 京都大・理・植物 土 井 道 生 九州大・理・生物

田中 修 甲南大・理・生物 遠山知子 京都大・理・植物

田中香里 北海道大・農・作物生理 時 田 誠 二 東京都立大・理・生物

田中 浄 国立環境研究所 得字圭彦 東北大・理・生物

田中直樹 埼玉大・理・分子生物 徳富 哲 大阪府立大・先端科学研究所

田中紀史 木原生物学研究所 徳 富 光 恵 農業生物資源研究所光合成研究室

田中義人 名城大・理工・化学 徳 楽 清 孝 筑波大・応用生物化学

田中亮一 京都大・理・植物 戸 粟 敏 博 キリンビーノレ(株)基盤技術研究所

谷口光隆 名古屋大・農・応用生物科学 戸田恭子 東京大・理・生物科学

谷本英一 名古屋市立大・教養・生物 富岡 厚 早稲田大・教育・生物

谷本静史 佐賀大・農・遺伝子工学 冨田英津子 鹿児島大・連合大学院
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富永るみ 広島大・総合科学 中山貴照 大阪大・理・生物

新 達也 岡山大・理 南原英司 北海道大・農・応用生命科学

豊島喜則 京都大・人間・環境学

豊田和弘 岡山大・農・植物感染病
【lこ】

虎沢慶太 愛知学院大・生物

鳥山可菜子 基礎生物学研究所 西 原 昌 宏 (財)岩手生物工学研究センター

鳥山欽哉 東北大・農 仁 木 輝 緒 拓殖大・工

西内 巧 九州大・理・生物

【な】
西川圭祐 大阪府立大・農・応用分子生物

西口 満 森林総合研究所・生物機能開発部

内藤 哲 北海道大・農 西崎友一郎 神戸学院大・人文

中井 朋則 京都大・木質科学研究所 西津直子 東京大・農

永井玲子 大阪大・理・生物 西田生郎 東京大・理・生物科学

中馬 誠 岡山大・農 西谷和彦 鹿児島大・教養・生物

中尾まゆみ 熊本大・理・生物科学 西野 徹 大阪府立大・農・応用分子生物

中川 強 島根大・遺伝子実験施設 西浜竜一 名古屋大・理・生物

中川直樹 広島大・総合科学・自然環境コース 西村いくこ 基礎生物学研究所

中里勝芳 理化学研究所光合成科学 西村浩二 東京工業大・生命理工

中里 直 東京都立大・理・生物 西村重喜 兵庫教育大・自然系教育・生物

中津美紀 横浜市立大・理 西村幹夫 基礎生物学研究所

中島一雄 国際農林水産業研究センター 商村光雄 九州大・理・生物

中島 仁 京都大・農・林産工学 西山佳孝 基礎生物研究所

中島秀明 岡山大・理・生物 丹羽康夫 静岡県立大・生活健康科学

中嶋信美 国立環境研究所

中嶋正敏 東京大・農・農芸化学
【ね】

中島芳浩 理研・植物機能

永島賢治 東京都立大・理・生物 東京農工大・工・生命工学

永田俊文 生物資源研究所遺伝子発現調節

長田敏行 東京大・理・生物科学
【の】

長谷あきら 東京大・遺伝子

永 田美世 東北大・理・生物 野口勝三 基礎生物学研究所

中西啓仁 東京大・農学生命科学・応用生命化学 野口 航 筑波大・生物科学

中野明彦 東京大・続・生物科学 野口貴文 横浜市立大・木原生物学研究所

中野 雄司 理研・植物機能 野口 巧 理化学研究所光合成科学

f中野康美 東北大・農・応用生物化学 野津 彰 東京大・理・生物科学

中林一美 東京大・理・生物科学 野末一成 東京都立大・理・生物

中原昌明 神奈川大・理・応用生物科学 野原哲矢 名古屋大・理・化学

中平洋一 京都大・人間・環境学 野村崇人 帝京大・理工・パイオサイエンス

永 松愛子 佐賀大・農・遺伝子工学 野 村 美 加 名古屋大・生物分子応答研究センター

中村研三 名古屋大・農・応用生物 則武智哉 名古屋大・農・植物病理学

中村信吾 農水省・生物研

中村輝子 日本女子大・理・物資生物科学
【は】

中村敏英 名古屋大・生物学分子応答研究センター

中村 運 甲南大・理・生物 本卜 恵卿 食品総合研究所分子情報解析研究室

中村真樹 東邦大・理・生物 橋本純治 農業生物資源研究所

中村保典 農業生物資源研究所 橋本晶子 岡山大・理・生物

中村友紀 熊本大・理・生物 橋本 隆 奈良先端科学技術大学院大・パイオサイエ

中村良子 筑波大・生物 ンス

中村善行 食品総合研究所分子情報解析 橋本 徹 神戸女子大・家政

イ中本 準 埼玉大・理・分子生物 橋本博支 北海道大・地球環境科学・環境分子生物
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蓮沼仰嗣 横浜市立大・木原生物学研究所
【ふ】

長谷 昭 北海道教育大・函館・生物

長谷川宏司 筑波大・応用生物化学系 福崎信夫 熊本工業大・応用微生物工学

長谷川実加 東京学芸大・生命科学 福 淳 秀 哉 京都大・農・農芸化学

馳津盛一郎 東京大・理・植物 福 田 篤 徳 農業生物資源研究所

長谷俊治 大阪大・蛋白質研究所 福 田 俊 介 東京都立大・理・生物

長谷隆司 甲南大・理・生物 福 田 裕 穂 東京大・理・附属植物園

畑 信吾 京都大・農・農林生物 福本亮平 筑波大・生物科学

秦 恵 神戸大・理・生物 藤家香苗 愛媛大・理・生物

波多野昌二 九州大・農・食糧化学工学 藤井修平 帝塚山短大

蜂谷品子 岡山大・資源生物科学研究所 藤井真紀子 広島大・理・遺伝子科学

服部淳彦 聖マリアンナ医科大・第一解剖 藤井康代 京都大・農・バイオマス循環論

服部束穂 三重大・遺伝子実験 藤 木 有 紀 東京大・理・生物科学

花田 智 東京都立大・理・生物 藤 津 久 雄 京都大・理・植物

馬 場恭子 京都大・人間・環境学 藤田直子 大阪府立大・農・応用植物科学

馬 場啓一 京都大・木材科学研究所 藤 田 浩 徳 東京大・教養・生命

浜崎和恵 大阪府立大・農・応用生物化学 藤田祐一 大阪大・蛋白質研究所

浜田 徹 農業生物資源研究所 藤波 周 京都大・農・農林生物学

演田達郎 九州大・理・生物 藤 野 介 延 北海道大・農・作物生理学

漬田朋子 愛媛大・理・化学 藤巻 秀 東京大・農学生命科学・応用生命化学

早川俊彦 東北大・農・応用生物科学 藤 村 達 人 三井東圧化学(株)ライフサイエンス研究所

林 隆久 京都大・木質科学研究所 藤原研二郎 東京大・理・生物

林 秀則 愛媛大・理・化学 藤原 徹 東京大・農・応用生命化学

林 浩昭 東京大・農学生命科学・応用生命化学 布施拓市 九州大・理・生物

林 誠 基礎生物学研究所 二村典宏 森林総合研究所・生物機能開発部

" 東京大・理・生物科学 舟本 聡 北海道大・理・生物科学

林田信明 理化学研究所 舟 山 幸 子 筑波大・生物科学

原口博行 福山大・工 古川健一 熊本大・教育・生物

坂 佳三 関西学院大・理 古川浩二 理研・国際フロンティア・ホノレモン機能

古川聡子 都立立川短大・化学

【ひ】
l 古谷雅樹 (株)日立製作所基礎研究所

東 正一 基礎生物学研究所
【へ】

東 四郎 鹿児島大・理・生物

東山哲也 東京大・理・生物科学 別府敏夫 西東京科学大・理工・パイオサイエンス

樋口隆司 東北大・農・細胞生化学 賀 道擢 農水省・生物研

樋口達治 名古屋大・農・生物化学

肥後健一 農業生物資源研究所 分子育種部
【ほ】

久堀 徹 東京工業大・資源化学研究所

日出問純 東北大・遺伝生態研究センタ← 法忍孝子 京都大・人間・環境学

日 比野隆 名城大・理工・化学 保 坂 秀 夫 日本曹達(株)小田原研究所

日吉 徹 日本たばこ産業(株)遺伝育種研究所 星 久行 住友化学(株)農業化学品研究所

平井(横田)優美 東京大・農学生命科学・応用生命化学 星田尚司 京都大・人間・環境学

平井則子 京都大・木質科学研究所 保 尊 隆 享 大阪市立大・理・生物

平岩昌子 基礎生物学研究所 堀 智子 東邦大・理・生物分子科学

平津栄次 大阪市立大・理・生物 堀 口 吾 郎 九州大・理・生物

平野 篤 東京電力(株)・エネルギ一環境研究所 堀越 守 日本農薬(株)生物研究所

平野 博之 国立遺伝学研究所 本城賢一 九州大・農・食糧化学工学

日 渡祐二 東北大・理・生物 本庄さおり 東海大・海洋・海洋科学

春 田 大 仁 愛媛大・理・化学
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【ま】 【み】

馬 建鋒 岡山大・資源生物科学研究所 水津直樹 筑波大・生物科学

前 忠彦 東北大・農・応用生物化学 水野暁子 日本福祉大・情報社会科学

前島正義 名古屋大・農・生物化学 水野孝一 大阪大・理・生物

前尾健一郎 名古屋大・農・生物化学 三 角 修 己 東京学芸大・生命科学

前田静思 九州大・理・生物 溝口 正 関西学院大・理

前田真一 名古屋大・農・応用生物科学 溝口 同日 理化学研究所植物分子生物学

牧 泰史 京都大・理 溝口 寛 東京工業大・生命理工

牧迫剛志 鹿児島大・理・生物 三谷祐子 大阪市立大・理・生物

牧野 周 東北大・農・応用生物化学 光川典宏 (株)三井業際植物バイオ研究所

牧野英志 京都府立大・農・農芸化学 三橋 敏 (株)海洋バイオテクノロジー研究所

正元和盛 熊本大・教育・生物 光 原 一 郎 農業生物資源研究所

増田 清 北海道大・農 皆川 車市 理化学研究所光合成科学

増閏隆男 京都大・農・農林生物 南 淳 鶴岡工業高専・物質工学

増田 建 東京工業大・生命理工 南 栄一 農水省・生物研

増田宏志 帯広畜産大・生物資源化学 南 善子 岡山理科大・理・生物化学

増田芳雄 帝塚山短大 皆見政好 奈良先端科学技術大学院大・バイオサイエ

増田亮一 農水省・食総研 ンス

増村威宏 京都府立大・農・生物化学 三 村 徹 郎 一橋大・生物

町田 泰 則 名古屋大・理・生物 三室 守 基礎生物学研究所

松井啓祐 大阪大・理・生物 宮入祥夫 つくば市工技院・生命工学研

松井健二 山口大・農・応生化 宮城布明 果樹試験場興津支場

松浦克美 東京都立大・理・生物 三 宅 親 弘 京都大・食糧科学研究所

松岡 健 名古屋大・農・生物化学 三 宅 正 人 生命工学工業技術研究所

松岡 信 名古屋大・生物分子応答研究センター 宮 下 英 明 (株)海洋パイオテクノロジー研究所

松岡正佳 熊本工業大・応用微生物工学 宮 地 重 遠 (株)海洋パイオテクノロジー研究所

松 尾 友 明 鹿児島大.農 宮本健助 大阪府立大・総合科学

松尾広信 岡山大・農・植物感染病

松尾道憲 京都大・食糧科学研究所
【む】

松崎雅広 広島大・理・生物科学

松永悦子 日本製紙中央研究所 武 藤 尚 志 名古屋大・生物分子応答研究センター

松永幸大 東京大・理・生物科学 武藤智恵子 東京大・教養・生物

松永 是 東京農工大・工・物質生物工学 村 井 耕 二 石川県農業短大農業資源研究所

松原 央 岡山理科大・理 村上 悟 神奈川大・理・応用生物科学

松村 健 (株)北海道グリーンバイオ研究所 村 上 泰 弘 岡山大・農・植物病理学研究室

松村智裕 大阪大・蛋白質研究所 村田 隆 東京大・教養・生命環境科学

松本 英 明 岡山大・資源生物科学研究所 村 田 祐 二 大阪府立大・農・応用生物化学

間藤 徹 京都大・農・農芸化学 村田善則 大阪府立大・農

円 由香 名古屋大・農・生化学制御 村田芳行 岡山大・農・細胞生理

真 鍋 勝 司 横浜市立大・理 村中俊哉 住友化学・生命研

真野純一 京都大・食糧科学研究所 村元靖典 名古屋大・生物分子応答研究センター

真野昌二 基礎生物学研究所

豆塚弘毅 日本農薬(株)生物研究所
【も】

真柳浩太 理化学研究所光合成科学

園山恭之進 東京学芸大・生命科学 毛利 宏 島根大・生物資源科学・生物化学

丸山 忍 東京都立大・理・生物 元 木 章 裕 東レリサーチセンター

盛 有子 東京農工大・農・応用生物科学

森 泉 名古屋大・生物分子応答研究センター

森 敏 東京大・農学生命科学・応用生命化学
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森 仁志 名古屋大・農・生化学制御
【ゆ】

森JII 弘道 広島大・理・遺伝子科学

森田重人 京都大・理・植物学教室 楊 和平 筑波大・生物

【や】 【よ】

八木史郎 鹿児島大・農 横 井 修 司 東北大・農・植物育種

矢 崎芳明 農業生物資源研究所 横田明穂 (財)地球環境産業技術研究機構

保谷 泉 トヨタ自動車(株) 第 1F P部バイオラボ 横田 智 森林総合研究所生理機能研究室

保田 浩 帯広畜産大・生物資源化学 横田孝雄 帝京大・理工・バイオサイエンス

安田ゐう子 京都パストウール研究所 横谷(富田)香織 筑波大・応用生物化学

八ツ橋寛子 宮崎大・教育・生物 吉 崎 文 則 東邦大・理・生物・生化学教室

柳 瑞帆 東京大・理・生物科学 吉玉国二郎 熊本大・理・生物科学

矢野 明 生命工学工業技術研究所分子生物部 吉 田 和 市 京都大・理・植物

矢野伸一 大阪工業技術研究所 吉 田 和 正 森林総合研究所・生物機能開発部

山内靖雄 神戸大・農 吉田茂男 理研・植物機能

山内喜朗 京都大・理・植物 吉田 真 東京都立大・理・生物

山形裕土 神戸大・農・生物機能化学 吉 田 正 人 名古屋大・農・生物材料物理学

山口淳二 名古屋大・生物分子応答センター 吉 原 照 彦 北海道大・農・生物機能化学

山口信次郎 東京大・農学生命科学・応用生命化学 依田尚文 京都大・農・農芸化学

山口武志 農業生物資源研究所 米 田 章 登 京都大・人間・環境学

山口博隆 東京大・農学生命科学・応用生命化学 米 山 忠 克 農業研究センター

山口峰生 筑波大学・生物科学

山崎健一 名古屋大・農・生化学制御
【ら】

山崎淳也 東邦大・理・生物

山崎照之 神戸大・農・生物機能化学 羅 烈紅 筑波大・生物科学

山崎秀雄 琉球大・理・生物

山下 貌 筑波大・生物科学
【り】

山下広哲 鹿児島大・理・生物

山下博史 京都府立大・生活科学・応用生物 肇リ 玉軍 大阪市立大・理・附属植物園

山田恭司 富山大・理・生物

山田小須弥 神戸大・自然科学
【れ】

山田茂裕 日本たばこ産業(株)遺伝育種研究所

山田隆文 東京工業大・生命理工 レ・パン・ホア 広島大・総合科学

山田裕之 金沢大・理・生物

山田晃弘 北海道東海大・工
【わ】

山中健生 日大・理工・工業化学

山根久和 東京大・生物生産工学研究センター 若林和幸 大阪市立大・理・生物

山根由裕 姫路工大・理・生命科学 鷲 尾 健 司 北海道大・地球環境科学・環境分子生物学

山本(豊田)章子 三重大・遺伝子実験施設 和田敬四郎 金沢大・理・生物

山本 勇 広島大・理・生物科学 和田雅人 筑波大・生物科学

山本興太郎 北海道大・地球環境科学 和田正三 東京都立大・理・生物

山本直樹 農業生物資源研究所 和田 洋 東京大・教養・生物

山本 宏 基礎生物学研究所 渡辺 昭 東京大・理・生物科学

山本浩之 名古屋大・農・応用生物 渡辺正勝 基礎生物学研究所培養育成

山本 泰 岡山大・理・生物 渡辺幹夫 株式会社エー・ティー・アイ.

山本洋子 岡山大・資源生物科学研究所 和田野晃 大阪府立大・農・応用生物化学

山本良一 帝塚山短大

山谷知行 東北大・農・応用生物化学
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日本植物生理学会1996年度年会委員長

鹿児島大学理学部: 東 四郎

日本植物生理学会1996年度年会準備委員会

鹿児島大学理学部: 阿部美紀子

内 海 俊 樹

教養部: 西谷和彦

岡本繁久

農学部:堀口 毅
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八木史郎
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日本植物生理学会1996年度年会および

第36回シンポジウム講演要旨集

発行日:1996年3月20日

発行者:日本植物生理学会年会鹿児島大会準備委員会

干890鹿児島市郡元ト21-35鹿児島大学理学部

印刷所:中西印刷働干602京都市上京区下立売通小川東入



日本植物生理学会 1996年度年会の開催にあたり，多くの企業， 団

体から広告掲載，展示，協賛参加，寄付等のご援助を頂きました.

ご協力まことに有り難うございました. ここにお名前を掲載し感謝

申し上げます，

中西印刷株式会社

宝酒造株式会社

株式会社 テ ク ノ

株式会社講談社

株式会社 培風館

和光純薬工業株式会社

株式会社 秀潤社

薩摩酒造株式会社

日農生研株式会社

宝来化学薬品株式会社

アッベ科学株式会社

日本たばこ産業株式会社

東ソー株式会社

日製産業株式会社

J T B鹿児島支庖

タイテック株式会社

旭光通商株式会社

南西糖業株式会社

小正醸造株式会社

原田学園看護専門学校

日本ノ〈イエルアグロケム株式会社

日本ノ〈イオラッドラボラトリーズ株式会社

ユーエイチ・アイシステムズ 株 式 会 社

株式会社パーキンエルマ ージャパン

アプライドバイオシステムズ

株式 会社エー・ティー・アイ

ファルマシアバイオテク株式会社

財団法人鹿児島観光コンベンション協会

( 3月 6日現在順不同〉



TaKaRa 
BEACONTM 
蛍光偏光度測定システム

五営~111:*度をJI!lJËすdうことで
物質溜の街互炉原を

pmolレベノルでヅアノルタイムにそニタヅング

-Prolein 

y-Antigen 

Protein-Protein 
B正Aに《芳、4

tt二二 | 
•••• 

...m盟盤密醤
爽雑酵素の高感度検出が可能

プロッテインクの必要なしにDNAハイブリダイゼーションを測定

ゲルシフトアツセイより簡便にDNA-タンパク質の結合を確認 etc'" : 

BEACON専用キット
BEACON Protease Activity Detection Kit 

TaKaRa Code VP2010 200回
BEACON RNase Activity Detection Assay 

T aKaRa Code VP2115 100固

このシステムはPANVERA社製です。

ぬ酬
E

宝酒造株式会社 For Immediate nK政1.1卜
information ・・nr:rコ|
use BioTechNet .， r 1圃曹亘l
address below. =JAPAN= I 

btnOOOOo 

東京事務所ハイオ販売課 大阪支底ハイオ販売課

TEL.03-3271-8553 FAX.03-3271-7282 TEL.06.374.1685 FAX.06-374.5457 

百陶陥テクニカルサポートライン

TaKaRa製品の妓術的な ζ質問に専門の係かま手応えきせていたたきます

TEL0775-65-6974 FAX.0775-65.6965 

Z020 



EP91q013 
汎用液クロスシステムで使える

田園周開園圃岡田盟園開・E・・岡

TSKgelSuperシリーズがラインアッフoff

超高速高性能 2ミクロン逆相カラム

-高性能 5ミクロン ODS4.6mmI.D. x 15cmカラムを超える分離能です。

(5 cmカラム/8，000段以上、 10cmカラム/16，000段以上)

・超高速:分析時間は 1分ないし 5分です。

・汎用性:汎用 HPLCシステムが使用できます。(使用流速は1-3ml/min)
圃省溶媒:従来の 2分の l以下です。

・高感度:従来の 2倍以上の感度が得られます。

園選択性:オクチル、フェニルタイプは、保持力、選択性が ODSと異なります。

・用 途:医薬品の分析、品質管理、食品の分析、検査、ペプチドタンパク質の分離など

.抗てんかん薬(錠剤)の分離

2 

1.カフェイン

2.安息香酸

3.フェノ，りレビタール

4. フェニトイン

4 

カラムー TSKgelSuper-ODS(4.6mmI.D. X 10cm) 

溶離液・ A:50mM NaHpO.(pH2.5)/acetonitrile =80/20 

B: 50mM NaHp04 (pH2. 5) /acetonitrile =30/70 

Omin(B: 0%)， 5min(B: 100%) (リニアグラジエント)

流速・ 1.5ml/min

温度:40
0

C 

検 出:UV(210nm) (UVセルはヒートシンク除去)

試料:錠剤抽出液(漉過)、 5μ|

.不整脈治療薬の分離

(A) 2 

2 

1.プロカインアミド

2. Nーアセチルプロカインアミド

3.キニジン

4.キニーネ

5.ジソピラミド

(各20μg/m1，5μ1) 

5 

5 

4min 

カラム:(A) TSKgel Super-Octyl (4. 6mml. D. X 10cm) 

(B)TSKgel Super-Phenyl(4.6mmI.D. X 10cm) 

溶離液:20mM NaH，P04(pH2.5)/アセトニトリル=90/10

流速:1.0ml/min 温度:40
0

C 検出:UV(254nm) 

*高感度、省溶媒ffJには、セミミクロカラム (TSKgelODS-80Ts、TSKgelODS-120T) もございます。

。東ソー株式会社

科学計測事業部

東京本社合(03)3275-11 01 干104東京都中央区京橋3-2-4仙台支后 ft(022) 266-2341 

大阪 支后 包( 06)344-3857 名古屋支后 ft(052)21ト5730 つくば営業所 ft(0298)55-8166 

山口営業所会(0834)63-9888 福岡支后 ft(凹2)7日1-04日l徳島営業所宮(0886)64-6865 
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これからは手軽にスピーがいこリカレタイム分析!

生体分子園相互作用解析装置

IAsys 

IAsysキュベ、ットシステムは、革新的な光センサーを採用、

ラベリングや面倒な前処理なしで、

特定の生体分子問の反応過程をモニターできるリアルタイム解析が可能です。

解析パラメータ

.Kinetic Constant 

・濃度測定

.エピ卜ープ・マッピンク

・結合パターン

・介子標識

固相化法

〈固相化用官能基〉 くノ可インテヤンクツ

.一級アミン・・ ー ・0・・・・・ •• ….......・抗原一抗体

.チオール基…・一 ........・ E・ 一一・ー・-・ホルモンー受容体

.アルデヒド基 ....ー・ーー ..............・ドラッグー受容体

・ビオチン/ス卜レプトアビジン… …-・酵素ー補助因子/基質/阻害剤

・捕捉用抗体・ー一一 ..............・受容体一微生物/細胞

....・核酸一結合タンパク質

ー・DNA/RNA-CDNA

・タンパク質ータンパク質

お問い合わせは一一一一一一 一一 一一一

日製産業株式会社
科学機器営業本部・担当中島

本社〒105東京都港区西新橋1-24-14 電話東京(03)3504-7211(ダイヤルイン)

事業所札幌(日11)221-7241 仙台(022)264-2211 筑波(日目的問一7391 北関東(0486)53-2341 
千葉(0472)47-4151 償浜(045)45ト5151 新潟(025)241-3011 北陸(0764)24-3386 
名古屋(052)583-5841 京都(075)241-15日1大阪(06)366-2551 四国(日日7日)62-3391 
九州(092)72ト3501 沖縄(098日)7日-1311

西関東(0426)43一日日日日
豊田(日565)28-5191 
広島(日82)221-4514 
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植物生長調節因子

ES冒:f!l

院

6・Benzylam i no-2-(2・hydroxyethylami

6-Benzylamino-2-(2・hydroxyethylami

6-BA-3-s-D-glucoside 

6-BA-7-s幽 D-glucoside

6・BA・9-s・D-glucoside

cis-Zeatin 

trans-Zeatin-9-s-D-glucoside 

(士)ーDihydrozeatin

Dihydrozeatin Riboside 

岡 原
Gibberellin A3 

Gibberellin A4 

和光純薬工業株式会社

N6_(2-lsopentenyl) adenosine 

Isopentenylamine・HCI
Kinetin 

Maleic Acid Hydrazide 

2-Methylthio幽 6・chloropurine

2-Methylthio-6・chloropurine-

• 2Na 

9-s-D圃 riboside

*資料をご請求下さい。

本 社大阪市中央区道修町三丁目 1番 2号
干541 電話大阪(06)203-3741(代表)

東京支庖東京都中央区日本橋本町四丁目 5番13号
〒103 電話東京(03)3270-8571(代表)

出張所 福嗣・広島・名古屋・横浜・大宮・筑波・仙台・札幌



素敵な時間を。 デjJ7L???F券

美味なる時間を。…レストランお食事券

感動の時間を。……

実績と信頼で旅を

JTB.旅行券

ナイズトゲップ

トータルにクリエートする JTB

JTB鹿児島支庖

鹿児島市東千石町会12 干892

(Kフラットビル2F)

TEし 099(226)1515・(227)5205



æ6_~!t ... 虜をシεzレーションす多
人間環境制御計測システム
本システムは、温度-20-+45'C:t1 'c、湿度

30%-80%RH:t3%RH (但し+20-+40'Cに

おいて)の範囲の生気象環境がシミュレーシ

ヨンできるように配慮されており、温度、湿

度、気流、人工降雨、人工降雪(雪の結品)

照閉、送風、運動負荷装置等の運転制御しな

がら、もう一方では被験者情報、生体情報を

テレメーターシステム(機器を介して)によ

り計測制御装置のCPUに転送してリアルタイ

ムに同時計測することができます。また、梅

雨時などに空調装置の冷却コイル等の氷結を

未然に防ぐように配慮されています。

資料請求・お問い合わせは

ABBE SCIENCE COMPANY.， L TD. 

q旦5少7'jJ却Fべ、
本社
干 160東京都新宿区大京町29番地
TEL(03)3359-0361 FAX(03)3341-7913 
千葉曽業所 TEL(043)273-1175 
甲府営業所 TEL(0552)43-2451 
八王子営業所 TEL(0426)45-4866 

自然の恵みをより豊かにするために。
「確力、さ」を追求・..バイエルの農薬

.モンハイム

キ直物防疫センター

(ドイツ)

'"イエルの植物防疫世界三大研究開発拠点、

ための植物防疫は、今や地球全体の問題であり、常に世界的視野に立つ

立、ドイツのバイエル、アメリカのマイノレスとともに世界におけるバイエノレの三大研究開

ーっとして、ますます重要な役割を担っています。

新しい時代のニーズにあった夢の殺虫剤

⑩… e…
 

h
m
J
 

F
』

L
問-?~.マィペァー

-ユニークな殺虫作用で好評/
日本バイエルアクロケム株式会社
東京都港区高輪4-10-8 <!!!>l08 



e講談社の自然科学専門書

怪発生学の基本的事項をもれなく解説

物 発生学一植物バイオの基礎ー

5.5.ボジュワニ・ S.P.パトナ ガ 著 / 足 立 泰 ニ ・ 丸 橋 亘 訳

A5・22.2頁・定価4，500円(税込)

園芸学，育種学などでの晶種改良・増殖・遺伝子組換えの実験的基礎となる腔発生学の基本的事項

をもれなく解説。植物のバイオテクノロジーを目指す若い学生，とくに園芸学・植物遺伝・育種学・

応用生物工学・園芸繁殖学・資源生物学を学ぼうとする者にとっては必須である。

主な内容:1.研究小史 2.花 3.小胞子嚢蔚壁/胞子形成組織 4.雄性配偶体 栄養細胞および雄原細胞

の形成/精細胞の形成/成熟花粉の内的体制/細胞質的形質の遺伝/花粉壁/花粉壁の特徴 5.大胞子嚢 区珠の

タイプ/珠皮/珠心/大胞子形成 6.雌性配偶体 庖嚢の型/成熟した怪嚢/区嚢の吸器的行動/怪嚢の栄養 7. 
受粉蔚の裂関/花粉の移送/人工受粉 8.受精 花粉の発芽と花粉管の成長/重複受精 9.匹乳 JIT:;乳の発達/

区乳の細胞学/腔乳の機能/形態形成 10.匪 接合子/怪発生/前厄/腔柄/異常な形状/怪の栄養 11.多匪性

多区性の原因/多怪性の実験的誘発/多底性の実用的な価値 12.アポミクシス 栄養生殖/アyゲモスパーミー(無

融合種子形成)/アポスポリー(無胞子生殖)/アポミクシスの原因 13.種子 種子の発達/生理・生化学 14.実

験発生学と応用発生学 植物組織培養法/半数体の作出/怪培養/珠心の培養/怪珠と種子の培養/子房培養/果実

肥大に対する幼種子の影響/単為結実/生殖過程を利用した形質転換

東京都文京区音羽2-12-21 
振替東京8-3930 園圏困

包囲盟.・

〒 102

東京都千代田区

:hJ~南 4-3-12

T E L (03) 3262-5256 

振替 00140-7-44725

植物ホルモン
ハンドブック全2巻
高橋信孝，増田芳雄共編

A5判上巻 672頁定価 9270円(干 450円)

下巻 448頁定価 7210円(干 380円)

セット価格定価 14832円 (〒 520円)
植物ホルモンの化学，生理，生化学および農業・

園芸への応用など研究成果の概要と主要な文献を

整理してまとめた。 1-_巻で、は総論およびジべレリ

ン，オーキシン，サイトカイニンについて，その

研究状況を紹介。 ド巻では，アブシジン酸，エチ

レン，ブラシノステロイドおよび、天然植物生長調

節物質，除草剤，横物化学調節弗jについて，化，、λ
生合成と代謝，イ同体から分子レベル迄の生理作用

等を主要な文献と共にまとめた。

〈主要目次〉

上巻一一
1章植物ホルモンとは 2 }:i:ジべレリン←研究のJff史

/化学/生合成と代謝/生河一作用 3章オーキシン

研究の歴史/化学/生合成と代謝/午理作用 4章

サイトカイニン 研究の腰a/化学/生合成と代謝/

生理作用

一一下巻一一

5章アブシジン駿一研究の歴史/化学/生合成と代謝

/生理作用 6章エチレン 研究の歴史/升工合成/生

理作用 7章ブラシノステロイド 研究の歴史/化学

/生合成と代謝/生理作刑 8主主械物ホルモンの相互

作用 9章天然植物成長調節物質ージャスモン酸/ポ

リアミン/植物起源の植物成長調節物質/微生物起源

の植物成長調節物質 10章除草剤と植物化学調節斉rJ

除草剤の生埋作用/植物成長調節剤

編集部告03(3235)3701
販売部ft03 (5395) 3624 

化学英語の基礎
=和英・英和用例辞典
野崎亨著 A5・176頁定価 2472円(〒 310)

著者によって厳選された，化学論文でよく用いられる

基本的な語句や英熟語を合んだ用例英文と語もJに対応

した有l訳をス7 ー卜にまとめた。英和・和英辞典的に使

える充実した索引により，英作文や和訳の上j主に最適。

糖鎖の科学入門
岩瀬仁勇・大西正健・木曽 民

平林義雄・山本憲二 共著

A5・224頁定価 2987円(〒 310)

第3の分子生物学として注目されている糖鎖について，

糖の結合の仕方・多線性などの基本から，受精・制胞

認識などの生命現象ゃがん・免疫の作用などの病態に

どのように関与しているかといった応用まで解説。

「

植物細胞壁と多糖類
桜井直樹，山本良一，加藤陽治共著

A5・272頁定価 390日円 (〒 38日円)

細胞壁の利用法，役害1]，成分等の基礎概念から応用ま

て、を細胞壁の主成分である多糖類と絡ませて意欲的に

解説。さらに多糖類研究の実験例等も具体的に紹介し

ている。関連分野の学生や研究者の参考書に好適。



⑮2225?fnωator M-36 
学術と産業に貢献します

~瓜・.rlEc

型名

温度制御範囲

温度制御精度

温度最小単位

温度調節器

安全器

燭伴モタ

燭持方式

回転援幅

制御回転数

タイマー

振動テーブル寸法

外形寸法

重量

価格

適用容器

マイクロチューブ

マイクロタイタープレート

M・36

室温+5 -60.C 

:tOTC以内

OTC 

UP/DOWN入力 PID制御

高温安全器、過電流保護

DCモタ

旋回規持式

2.0mm 

二段切り換え式

300-1000r/min (LOW. RANGE) 

-2500r/min (HIGH. RANGE) 

運転用60分タイマー

270X102mm (外寸)

310 X 195 X 190Hmm 

約 6kg 

￥198，000 (※容器ホルダーは含みません)

EM-1040 |￥10，000 

EM-1036 |￥10，000 

EM・0836 |￥ 2，700 

96穴用 X2枚架

本機は極微量試料を使った酵素反応、イムノアッセイ等を恒

温下で撹件しつつ行う事を可能にし、反応の促進、均一化に

より、短時間で再現性の良い結果を得ることができます。

さらに、極小の試験管、マイクロタイタープレート等を装着

でき、多数の微量試料を用いた実験や検査を同時に行うこと

ができる最新機器です。

.表示価格は消費税を含みません。

ヲイテ~9株式会祉
本社・〒 343埼玉県越谷市西方2693-1

日製産業(梼

新製品のお問い合わせは

九州TSC. 干813福岡市東区多々良ト11-15

TEL. 092-682・1341れ;)FAX.662・1283

分光光度計，ガスクロ，液クロ，赤外分光，遠心機，糖度計，

粒度分布測定器，旋光計， PHメーター，塩分計，イオンメーター，

電導度計，微量水分計，滴定装置，水質検査器，公害側定器，工業計器

ヤマト科学(株)

実験室設備，純水製造装置，乾燥器，恒温器，ファーメンター，天秤，

ウォーターパス，視湿度計，密度計，ケルダ一分祈祷

-・圃圃

株式会社 ア ク ノ
鹿児島市小松原2丁目11番8号

TEL 099-266-0008 FAX 099-266・0385
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